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基
調
講
演

お
念
佛
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ

　
―
宗
祖
法
然
上
人
『
立
教
開
宗
』
の
意
義
―

西
蓮
寺
住
職
・
佛
教
大
学
名
誉
教
授
・
浄
土
宗
総
合
研
究
所
所
長　

藤
本　

淨
彦

　

基
調
講
演
と
い
う
大
役
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
大
変
恐
縮
で
す
。

佛
教
大
学
の
新
し
い
礼
拝
堂
、
水
谷
幸
正
先
生
記
念
館
に
お
き
ま
し

て
、
ご
参
加
く
だ
さ
っ
て
い
る
大
勢
の
方
々
と
と
も
に
過
ご
せ
る
こ

と
を
、
心
よ
り
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

既
に
お
手
元
に
資
料
を
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。
総
合
テ
ー
マ
は
、

「
お
念
佛
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
―
宗
祖
法
然
上
人
『
立
教
開
宗
』
の

意
義
―
」
で
す
の
で
、
こ
の
目
次
の
よ
う
な
流
れ
で
お
話
を
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
私
自
身
の
不
注
意
か
ら
誤
っ
た
表
記
、
誤
記
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
ら
、
そ
れ
は
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
方
と
と
も
に
考
え
た
い
事
柄
は
、
法
然
上
人
の
浄
土
宗
立
教

開
宗
の
意
義
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
初
め
に
少
し
感
じ
る
と
こ
ろ
を

申
し
述
べ
、
そ
れ
か
ら
本
論
に
入
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
に　

―
課
題
の
所
在
―

  

あ
た
か
も
氷
山
が
七
分
の
六
を
海
中
に
隠
れ
た
土
台
を
持
つ
ゆ

え
に
、
海
面
上
の
七
分
の
一
が
可
視
的
に
注
目
さ
れ
、
そ
び
え
眺
望

で
き
る
の
と
同
様
に
、
歴
史
的
か
つ
現
実
的
な
脈
絡
を
貫
ぬ
く
浄
土

宗
の
教
え
の
伝
統
的
積
み
重
ね
を
土
台
と
し
て
、
我
わ
れ
は
、
迎
え

来
る
浄
土
宗
立
教
開
宗
八
五
〇
年
に
あ
た
っ
て
、
多
種
多
様
な
現
象

に
共
通
し
て
通
底
す
る
「
お
念
佛
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
」
の
一
句
を

含
蓄
す
る
〝
立
教
開
宗
の
意
義
”
に
つ
い
て
、
教
学
・
法
式
・
布
教

と
い
う
教
化
の
現
場
に
お
い
て
、
共
通
の
課
題
と
す
る
必
然
性
を
持

ち
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
教
学
の
思
想
的
な
場
に
お
け
る
課
題
と
し

て
話
題
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
．「
立
教
開
宗
」
の
こ
と

　

浄
土
宗
宗
門
人
、
す
な
わ
ち
、
住
職
・
寺
庭
・
寺
族
・
檀
信
徒
は
、
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宗
祖
法
然
上
人
が
浄
土
宗
立
教
開
宗
さ
れ
て
か
ら
八
五
〇
年
の
時
の

流
れ
の
今
を
生
き
て
い
ま
す
。
我
わ
れ
が
浄
土
宗
ま
た
は
浄
土
宗
宗

門
人
で
あ
る
こ
と
が
可
能
な
原
初
（
礎
・
い
し
づ
え
）
は
、
ま
さ
に

法
然
坊
源
空
が
四
十
三
歳
で
徧
依
善
導
一
師
の
依
慿
に
よ
り
「
一
心

専
念
弥
陀
名
号
…
」
の
34
文
字
に
全
身
全
霊
を
託
し
て
専
修
念
仏
す

る
こ
と
か
ら
確
信
し
得
た
「
凡
入
報
土
」
の
真
実
に
あ
り
ま
す
。

　

言
う
と
こ
ろ
の
「
凡
入
報
土
」
の
真
実
は
、
法
然
上
人
ご
自
身
が

口
称
念
仏
に
〝
依
っ
て
立
つ
尊
い
要
（
か
な
め
）〈
宗
〉”
の
獲
得
、

す
な
わ
ち
、
自
ら
〝
凡
夫
の
浄
土
に
生
ま
る
教
え
を
立
つ
る
心
”
の

表
明
、「
立
教
開
宗
」
で
あ
ら
れ
ま
し
た
。
宗
祖
は
『
観
経
疏
』
を

読
み
返
し
、
徧
に
善
導
に
依
っ
て
浄
土
宗
を
開
か
れ
ま
し
た
（
捨
聖

帰
浄
）。
四
十
三
歳
か
ら
六
十
六
歳
に
至
る
ま
で
、
自
ら
行
じ
他
を

教
え
導
く
に
あ
た
っ
て
、
た
だ
念
仏
す
る
こ
と
を
生
命〈
縡（
こ
と
）〉

と
し
て
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

ゆ
え
に
、
法
然
上
人
の
末
裔
で
あ
る
我
わ
れ
に
は
、「
凡
入
報
土
」

の
真
実
を
宗
祖
法
然
上
人
の
浄
土
立
教
開
宗
の
意
義
と
し
て
相
続
す

べ
き
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

２
．「
立
教
開
宗
」
の
歴
史
的
受
容
諸
相
―
大
地
性
と
多
様
性
―

　
「
凡
夫
の
浄
土
に
生
ま
れ
む
こ
と
を
示
さ
む
」
と
い
う
宗
祖
の

「
立
教
開
宗
」
の
意
義
は
、
二
つ
の
特
質
を
持
続
し
な
が
ら
二
十
一

世
紀
現
代
を
照
ら
し
出
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
に
は
、
凡
夫
往
生
に
〝
こ
こ
ろ
”
を
安
置
す
る
こ
と
〈
安

心
〉
と
、
念
仏
を
縡こ
と

（
い
の
ち
・
生
命
）
と
す
る
〝
動
態
”〈
起
行
〉

と
は
、
不
変
に
し
て
普
遍
な
大
地
（
教
義
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

こ
の
大
地
（
教
義
）
に
〝
時
代
と
人
心
”
と
が
波
の
ご
と
く
寄
せ
て
、

波
打
ち
際
を
作
り
上
げ
る
。
そ
の
波
打
ち
際
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
大
地
性
が
、
浄
土
宗
の
教
義
・
教
行
で
あ
り
、
宗
祖
が
お
念
仏

に
よ
る
「
悦
び
の
中
の
悦
び
」
と
教
え
、「
死
生
と
も
に
患
い
無
し
」

と
諭
す
言
葉
に
よ
っ
て
お
り
、
象
徴
的
で
あ
り
ま
す
。

　

二
つ
に
は
、
八
五
〇
年
に
わ
た
っ
て
各
々
の
時
代
の
一
人
一
人
の

心
の
襞
に
入
り
、「
念
仏
し
て
浄
土
往
生
す
る
こ
と
」
を
確
信
し
て
、

〝
今
を
生
き
る
”
姿
を
も
た
ら
し
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

変
化
す
る
〝
時
代
と
人
心
”
に
向
か
い
合
っ
た
〝
宗
祖
の
こ
こ
ろ
”

を
要
（
か
な
め
）
と
し
て
応
答
す
る
働
き
が
教
化
で
あ
り
、
あ
た
か

も
扇
が
自
ら
の
要
（
か
な
め
）
を
基
軸
に
し
て
外
へ
伸
び
て
周
縁
を

形
成
す
る
よ
う
に
、
多
種
多
様
に
拡
大
し
て
い
く
現
象
を
伴
い
ま
す
。

　
「
立
教
開
宗
」
に
よ
っ
て
意
義
づ
け
ら
れ
る
二
つ
の
特
質
、
大
地

性
と
多
様
性
は
、
世
俗
生
活
の
中
で
〝
幸
せ
”
を
希
求
す
る
〝
時
代

と
そ
の
人
心
”
に
寄
り
添
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
時
機
相
応
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、「
お
念
仏
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
」
と
し
て
共
通
し
通
底
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す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

本　

論

一
．
法
然
上
人
の
立
教
開
宗
の
意
義
―
凡
入
報
土
の
確
信
―

　

１
．
教
え
を
立
て
て
宗
を
開
く
と
い
う
こ
と
─
〝
宗
”
の
意
味
─

　

①

－

１
．
法
然
上
人
自
身
の
求
道
的
課
題
解
決
と
し
て
の

〝
宗
”：
ご
承
知
の
よ
う
に
、
法
然
上
人
は
、「
戒
定
慧
の
三
学
の
器

も
の
に
あ
ら
ず
」、「
我
が
心
に
相
応
す
る
法
門
あ
り
や
、
こ
の
身
に

堪
能
な
る
修
行
や
あ
り
や
」、「
往
生
要
集
を
先
達
と
し
て
浄
土
門
に

入
る
に
此
の
宗
の
奥
旨
を
規
す
。
善
導
の
釈
之
を
二
辺
見
る
に
往
生

難
し
と
思
い
、
第
三
反
度
び
乱
想
の
凡
夫
称
名
の
行
に
依
っ
て
往
生

す
べ
き
の
道
理
を
得
た
り
」
と
、
道
理
を
確
信
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
聖
道
門
を
捨
て
て
浄
土
門
に
帰
す
と
い
う
主
体
的
転
換
を
意
味

す
る
〝
宗
”
で
す
。

　

①

－

２
．
同
信
同
行
と
し
て
他
者
へ
志
向
す
る
意
味
で
の

〝
宗
”：
ま
た
、「
自
身
の
出
離
に
お
い
て
已
に
思
い
定
め
畢
り
ぬ
。

他
人
の
た
め
に
之
を
弘
む
と
欲
す
と
い
え
ど
も
、
時
機
叶
い
難
き
が

故
に
、
煩
い
て
眠
る
夢
の
中
に
紫
雲
大
い
に
聳
え
て
日
本
国
に
覆
い

…
…
、
生
身
の
善
導
に
値
い
奉
る
…
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
其
の
後

よ
り
此
の
法
は
弘
ま
り
年
々
繁
昌
し
て
…
…
」
と
『
醍
醐
本
一
期
物

語
』（
昭
法
全
・
四
三
六
）
で
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
え
が
世
に

弘
通
す
る
様
態
を
意
味
す
る
〝
宗
”
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

①
－

３
．〝
宗
”
の
二
重
的
意
味
：
さ
ら
に
、「
我
、
浄
土
宗
を
立

つ
る
意
趣
は
凡
夫
往
生
を
示
さ
む
が
為
な
り
。
…
…
諸
宗
談
ず
る
と

こ
ろ
異
な
る
と
い
え
ど
も
総
じ
て
凡
夫
の
浄
土
に
生
ま
る
こ
と
を
許

さ
ず
。
故
に
善
導
の
釈
義
に
依
り
て
浄
土
宗
を
興
す
時
、
す
な
わ
ち

凡
夫
報
土
に
生
ま
る
こ
と
顕
か
な
り
」
と
語
る
法
然
上
人
の
立
教
開

宗
の
出
来
事
が
有
す
る
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　

②
開
宗
の
御
文
「
一
心
専
念
弥
陀
名
号　

行
住
坐
臥

不
問
時
節

久
近

念
念
不
捨
者

是
名
正
定
之
業　

順
彼
仏
願
故
」
に
つ
い

て
：『
勅
伝
』
の
第
六
巻
で
は
、「
経
蔵
披
覧
の
度
に
、
取
り
分
き
見

給
う
こ
と
三
遍
、
遂
に
『
一
心
に
専
ら
弥
陀
の
名
号
を
念
じ
、
行
住

坐
臥
に
、
時
節
の
久
近
を
問
わ
ず
、
念
々
に
捨
て
ざ
る
者
、
是
を
正

定
の
業
と
名
づ
く
、
彼
の
仏
の
願
に
順
ず
る
が
故
に
』
の
文
に
至
り

て
、
末
代
の
凡
夫
、
弥
陀
の
名
号
を
称
せ
ば
、
彼
の
仏
の
願
に
乗
じ

て
、
確
か
に
往
生
を
得
べ
か
り
け
り
と
い
う
理
を
思
い
定
め
給
い
ぬ
。

こ
れ
に
よ
り
て
、
承
安
五
年
の
春
、
生
年
四
十
三
。
立
ち
ど
こ
ろ
に

余
行
を
捨
て
て
、
一
向
に
念
仏
に
帰
し
給
い
に
け
り
。」
と
あ
り
ま

す
。

　
『
選
択
集
』
の
最
終
章
で
は
、
四
十
三
歳
で
「
一
心
専
念
弥
陀
名
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号
…
…
」
の
34
文
字
に
全
身
全
霊
を
託
し
て
念
仏
実
践
生
活
二
十
余

年
を
経
た
六
十
六
歳
の
法
然
上
人
は
、「
浄
土
の
教
え
時
機
を
叩
い

て
行
運
に
当
た
り
、
念
仏
の
行
水
月
を
感
じ
て
昇
降
を
得
た
り
」
の

心
境
に
至
り
、「
往
生
之
業
念
仏
為
先
」
と
す
る
念
仏
往
生
（
凡
入

報
土
）
に
〝
こ
こ
ろ
”
を
安
置
し
、「
昔
し
玆
の
典
を
披
閲
し
て
粗

ぼ
素
意
を
識
り
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
余
行
を
捨
て
て
云
に
念
仏
に
帰
す
。

其
れ
自
り
已
来
た
今
日
に
至
る
ま
で
自
行
化
他
唯
だ
念
仏
を
縡
と
す

る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
二
祖
聖
光
著
『
徹
選
択
集
』
の
上
巻
（
聖
典
三
．
二
八

四

－

五
）
に
は
、「
小
僧
某
甲
、
上
人
の
御
手
よ
り
未
だ
こ
の
選
択

を
伝
え
ざ
る
以
前
に
、
上
人
、
予
に
向
か
っ
て
つ
ぶ
さ
に
以
て
告
げ

て
言
く
、
…
…
悲
し
き
か
な
、
悲
し
き
か
な
，
如
何
が
せ
ん
、
如
何

が
せ
ん
。
こ
こ
に
予
が
如
き
者
は
す
で
に
戒
定
慧
の
三
学
の
器
に
非

ず
。
こ
の
三
学
の
外
に
我
が
心
に
相
応
す
る
法
門
有
や
。
こ
の
身
に

堪
能
な
る
修
行
有
や
と
、
万
人
の
智
者
に
求
め
、
一
切
の
学
者
に
訪

え
ど
も
こ
れ
を
教
ゆ
る
人
無
く
、
こ
れ
を
示
す
倫
ら
無
し
。
然
る
間
、

歎
き
歎
き
て
経
蔵
に
入
り
、
悲
し
み
悲
し
み
て
聖
教
に
向
か
い
、
手

自
か
ら
こ
れ
を
披
い
て
こ
れ
を
見
る
に
、
善
導
和
尚
の
『
観
経
の

疏
』
に
「
一
心
専
念
弥
陀
名
号　

行
住
坐
臥

不
問
時
節
久
近　

念

念
不
捨
者

是
名
正
定
之
業　

順
彼
仏
願
故
」
と
云
え
る
文
を
見
得

る
の
後
、
我
ら
が
ご
と
き
無
知
の
身
は
徧
に
こ
の
文
を
仰
ぎ
専
ら
こ

の
理
を
慿
み
、
念
念
不
捨
の
称
名
を
修
し
て
決
定
往
生
の
業
因
に
備

う
れ
ば
、
た
だ
善
導
の
遺
教
を
信
ず
る
の
み
に
非
ず
、
ま
た
厚
く
弥

陀
の
弘
願
に
順
ず
。
順
彼
仏
願
故
の
文
、
神
に
染
み
心
に
留
む
る
の

み
。」
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
六
十
五
歳
の
法
然
上
人
の
謦
咳
に
触
れ
て
、
教
え
に
直

参
し
た
三
十
六
歳
の
聖
光
上
人
が
、
聴
聞
し
た
最
晩
年
の
記
録
で
あ

り
、
法
然
上
人
の
立
教
開
宗
が
伝
承
さ
れ
る
現
場
で
す
。

　

そ
し
て
、
六
十
六
歳
撰
述
の
『
選
択
集
』
第
二
（
聖
典
三
・
一
〇

七
）
で
は
、
こ
の
34
文
宇
の
真
意
は
、「
順
彼
仏
願
故
」
の
根
拠
と

し
て
「
称
名
念
仏
は
こ
れ
彼
の
仏
の
本
願
の
行
也
。
故
に
こ
れ
を
称

す
る
も
の
は
彼
の
仏
の
願
に
乗
じ
て
必
ず
往
生
す
る
こ
と
を
得
る
」

と
あ
り
ま
す
。
選
択
本
願
念
仏
、
称
名
念
仏
は
「
順
彼
仏
願
で
あ
る

故
」
に
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
力
用
に
お
い
て
衆
生
凡
夫
の
行
と
し

て
成
り
立
つ
の
で
す
。

　

特
に
「
一
心
専
念
弥
陀
名
号
…
…
」
の
34
文
字
に
つ
い
て
は
、
七

祖
了
譽
聖
冏
撰
『
五
重
指
南
目
録
』
の
第
二
重
総
別
三
七
箇
条
の
中

に
「
五
、
一
心
専
念
文
三
重
口
伝
。
七
、
一
心
専
念
文
五
義
引
證
」

等
の
箇
条
が
あ
り
ま
す
。
浄
土
宗
義
要
目
が
す
べ
て
こ
の
文
に
約
ま

り
敷
衍
さ
れ
「
故
の
一
字
」
と
相
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ご
存
じ
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の
と
お
り
で
す
。

二
．「
順
彼
仏
願
故
」
の
教
え
―
「
念
仏
は
是
れ
本
願
の

行
な
り
」
に
立
っ
て
―

　

立
教
開
宗
の
意
義
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
限
定
し
て
、
開
宗
の

御
文
が
「
順
彼
仏
願
故
」
で
あ
る
こ
と
、
特
に
「
本
願
の
行
」
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
る
論
点
に
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
．
本
願
の
行
の
成
立
―
光
明
無
量
・
寿
命
無
量
・
臨
終
来
迎
―

　
『
選
択
集
』
第
七
の
「
光
明
は
唯
だ
念
仏
の
行
者
を
摂
す
る
篇
」

で
、「
念
仏
は
是
れ
本
願
の
行
、
諸
行
は
本
願
に
非
ず
。
故
に
全
く

比
校
に
非
ず
と
言
う
也
」
と
さ
れ
、
ま
た
、『
三
部
経
釈
』
の
『
観

経
』
第
九
真
身
観
で
「
光
明
徧
照

十
方
世
界　

念
仏
衆
生

摂
取

不
捨
」
と
説
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

法
然
上
人
は
、
阿
弥
陀
仏
の
〝
本
願
の
み
こ
こ
ろ
”
ゆ
え
に
凡
夫

往
生
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
特
に
阿
弥
陀
仏
第
十
八
願
念
仏
往
生
の

願
に
関
し
て
、〝
光
明
の
縁
と
名
号
の
因
と
の
和
合
に
よ
る
摂
取
不

捨
の
益
”
と
し
て
念
仏
往
生
を
説
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
『
往
生
礼
讃
』
で
「
弥
陀
世
尊
は
本
と
深
重
の
誓
願

を
発
し
て
光
明
名
号
を
以
て
十
方
を
摂
化
す
」
と
説
か
れ
る
こ
と
に

あ
り
、「
順
彼
仏
願
故
」
た
る
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
行
を
意
味
し
、

阿
弥
陀
仏
（
光
明
の
力
用
）
と
念
仏
す
る
（
名
号
を
称
え
る
）
衆
生

と
の
間
柄
の
成
り
立
ち
（
和
合
）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
理
解
で
き

ま
す
。　

　

光
明
の
力
用
か
ら
言
え
ば
、〝
光
明
無
量
の
願
は
横
に
一
切
衆
生

を
広
く
摂
取
せ
し
め
ん
が
た
め
で
あ
り
、
寿
命
無
量
の
願
は
竪
に
十

方
世
界
を
久
し
く
利
益
す
る
た
め
”（
第
十
二
願
・
第
十
三
願
）
と

し
、
そ
れ
ゆ
え
に
〝
臨
終
の
時
に
仏
が
自
ら
来
迎
し
、
即
刻
に
観
音

菩
薩
の
蓮
台
に
乗
っ
て
極
楽
浄
土
の
宝
池
に
至
る
”（
第
十
九
願
）

と
し
て
、
弥
陀
の
本
願
を
光
明
摂
取
の
力
用
に
お
い
て
捉
え
ま
す
。

念
仏
往
生
を
弥
陀
の
光
明
の
力
用
と
し
て
捉
え
て
現
世
益
と
来
世
益

と
い
う
観
点
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
．〝
本
願
の
み
こ
こ
ろ
”
と
し
て
の
念
仏

　
　
　

�

―
念
仏
す
る
者
と
阿
弥
陀
仏
と
の
間
柄
―

　

さ
ら
に
、『
選
択
集
』
第
二
「
雑
行
を
捨
て
て
正
行
に
帰
す
篇
」

と
第
七
「
光
明
た
だ
念
仏
の
行
者
の
み
を
摂
す
る
の
篇
」、
す
な
わ

ち
〝（
称
名
の
）
行
と
（
阿
弥
陀
仏
の
）
光
明
”
と
の
二
篇
で
、
善

導
『
観
経
疏
』
の
三
縁
（
親
・
近
・
増
上
）
釈
文
を
引
用
（
聖
典

三
・
一
〇
八

－

九
、
一
三
六

－

八
）
し
ま
す
。

　
「
親
縁
釈
」
に
つ
い
て
は
、「
口
常
に
仏
を
称
す
れ
ば
、
仏
す
な
わ

ち
こ
れ
を
聞
き
た
ま
う
」・「
身
常
に
仏
を
礼
敬
す
れ
ば
、
仏
す
な
わ
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ち
こ
れ
を
見
た
ま
う
」・「
心
常
に
仏
を
念
ず
れ
ば
、
す
な
わ
ち
こ
れ

を
知
り
た
ま
う
」・「
仏
を
憶
念
す
れ
ば
、
仏
ま
た
衆
生
を
憶
念
し
た

ま
う
」
の
で
あ
り
、「
彼
（
阿
弥
陀
仏
）
と
此
（
念
仏
衆
生
）
の
三

業
（
身
・
口
・
意
の
働
き
）
が
相
互
に
捨
て
た
り
離
れ
た
り
し
な

い
」
と
い
う
理
解
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
る
本
願
の
念
仏
ゆ
え
に
も
た
ら

さ
れ
る
「
阿
弥
陀
仏
と
凡
夫
念
仏
者
の
呼
応
の
間
柄
の
成
立
」
で
あ

り
、
法
然
上
人
は
、「
仏
と
衆
生
と
親
子
の
ご
と
し
」
と
さ
れ
、
二

祖
聖
光
上
人
は
、
龍
樹
『
大
智
度
論
』
を
援
用
し
、「
嬰
児
の
母
を

離
れ
ざ
る
が
ご
と
し
」
と
さ
れ
、「
近
縁
釈
」
と
と
も
に
現
世
に
お

い
て
味
あ
わ
れ
る
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
力
用
に
よ
る
心
の
育
て
と
言

っ
て
よ
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
増
上
縁
釈
」
に
つ
い
て
は
、「
衆
生
称
念
す
れ
ば
、
す

な
わ
ち
多
劫
の
罪
を
除
く
、
命
終
わ
ら
ん
と
欲
す
る
時
、
仏
聖
衆
と

と
も
に
自
ら
来
た
り
て
迎
接
し
た
ま
う
。
諸
邪
業
繋
、
能
く
礙
う
る

者
無
し
」
と
し
て
、
臨
終
と
命
終
そ
し
て
命
終
後
（
来
世
）
に
続
く

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
法
然
上
人
の
念
仏
は
、「
弥
陀
の
本
願
の
行
」
で
あ

る
故
に
、
平
生
（
親
縁
・
近
縁
）
と
来
世
（
増
上
縁
）
を
貫
く
も
の

で
あ
る
と
理
解
で
き
ま
す
。

　

３
．
念
仏
の
功
徳
─
現
世
〈
現
益
〉
と
来
世
〈
當
益
〉
─

　

念
仏
の
功
徳
に
つ
い
て
、
善
導
大
師
は
、『
往
生
礼
讃
』
初
夜

（
浄
全
四
・
三
五
八
）
で
、「
称
名
礼
拝
相
続
し
て
不
断
な
れ
ば
現
世

に
無
量
功
徳
を
得
。
命
終
の
後
に
定
ん
で
往
生
す
る
こ
と
を
得
」
と

さ
れ
、
念
仏
に
よ
る
現
世
無
量
功
徳
と
命
終
後
の
往
生
が
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
法
然
上
人
は
『
選
択
集
』
第
一
一
で
、『
観

経
』
と
『
観
経
疏
』
に
お
け
る
釈
義
と
を
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

結
論
的
に
、
法
然
上
人
は
、
念
仏
す
る
者
は
現
世
に
お
い
て
は
五

種
（
人
中
の
好
人
・
人
中
の
妙
好
人
・
人
中
の
上
上
人
・
人
中
の
稀

有
人
・
人
中
の
最
勝
人
）
の
嘉
誉
を
授
か
り
、
観
音
・
勢
至
両
菩
薩

が
影
と
形
の
ご
と
く
捨
離
せ
ず
護
り
念
じ
（
現
益
）、
命
終
後
に
は

浄
土
へ
と
迎
え
ら
れ
て
往
生
し
て
成
仏
す
る
（
當
益
）
と
説
示
さ
れ

ま
す
。

　

４
．
浄
土
宗
義
（
二
祖
三
代
の
教
判
）
を
要
（
か
な
め
）
と
す
る

こ
と
―
選
択
本
願
の
念
仏
―

　

も
う
一
つ
大
事
な
こ
と
は
、
浄
土
宗
義
の
二
祖
三
代
の
教
判
を
要

（
か
な
め
）
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

つ
ま
り
、
心
を
「
所
求
＝
浄
土
・
所
帰
＝
阿
弥
陀
仏
・
去
行
＝
念

仏
」
に
安
置
し
、「
安
心
（
三
心
）・
起
行
（
五
種
正
行
〈
正
助
二

業
〉）・
作
業
（
四
修
）」
の
実
践
要
目
に
お
い
て
、「
凡
夫
臨
終
来
迎
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往
生
〈
凡
入
報
土
〉
に
心
を
安
置
〈
総
別
安
心
〉
し
て
、
但
信
口
称

の
念
仏
を
申
す
」
こ
と
が
明
確
に
相
承
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

例
え
ば
、
江
戸
時
代
後
期
の
『
大
日
比
三
師
講
説
』
に
よ
り
ま
す

と
、「
今
時
念
仏
を
勧
進
す
る
に
不
正
の
勧
め
三
等
あ
り
」
と
し
て

「
一
人
は
無
病
息
災
富
貴
延
命
の
為
に
申
せ
と
勧
む
、
是
は
出
離
生

死
往
生
成
仏
の
妙
法
を
し
て
流
転
苦
界
の
縛
縄
と
な
す
な
れ
ば
、
是

れ
最
も
邪
勧
な
り
。
又
一
人
は
現
當
両
益
二
世
安
楽
の
た
め
に
申
せ

と
勧
む
、
是
も
亦
総
別
二
種
の
安
心
に
背
く
。『
若
し
一
つ
も
少
け

ぬ
れ
ば
即
ち
生
る
こ
と
を
得
ず
』
は
善
導
の
決
判
、『
繋
げ
る
舟
に

悼
さ
す
如
し
』
と
は
冏
師
の
誡
文
、
爾
れ
ば
是
も
亦
邪
勧
な
り
。
又

一
人
は
念
仏
は
往
生
の
為
、
此
の
世
の
祈
り
に
は
各
々
司
る
法
に
て

祈
れ
と
勧
む
。
た
と
い
念
仏
に
て
祈
ら
ず
と
も
余
法
を
も
て
も
祈
る

時
は
総
別
二
種
の
安
心
立
た
ず
、
是
も
な
お
邪
勧
な
り
」
と
断
定
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、『
講
説
集
』
上
巻
（
講
説
大
意
・
八
）
に

あ
り
ま
し
て
、
念
仏
を
現
世
利
益
目
的
の
た
め
に
説
く
こ
と
に
対
す

る
批
判
で
あ
り
ま
す
。

　

浄
土
の
宗
義
で
は
、「
凡
夫
臨
終
来
迎
往
生
〈
凡
入
報
土
〉
に
心

を
安
置
〈
総
別
安
心
〉
し
て
但
信
口
称
の
念
仏
を
申
す
」
と
い
う
要

（
か
な
め
）
を
離
れ
ず
土
台
と
す
る
教
行
、
こ
の
要
（
か
な
め
）
を

大
地
と
す
る
教
義
・
教
相
に
お
い
て
、
過
去
・
現
在
・
未
来
を
統
べ

括
る
本
願
の
念
仏
は
〝
求
め
ず
し
て
自
ず
か
ら
得
ら
れ
る
〈
不
求
自

得
〉”
現
世
功
徳
（
利
益
）
を
も
た
ら
し
、「
凡
夫
臨
終
来
迎
往
生

〈
凡
入
報
土
〉」
が
成
就
さ
れ
る
と
理
解
で
き
ま
す
。

　

法
然
上
人
は
、「
問
い
て
い
わ
く
、
摂
取
の
益
を
蒙
る
事
は
平
生

か
臨
終
か
。
答
え
て
い
わ
く
、
平
生
の
時
な
り
。
そ
の
ゆ
え
は
、
往

生
の
心
ま
こ
と
に
し
て
我
が
身
を
疑
う
事
な
く
て
来
迎
を
待
つ
人
は
、

こ
れ
三
心
具
足
の
念
仏
申
す
人
な
り
。
そ
の
三
心
具
足
し
ぬ
れ
ば
必

ず
極
楽
に
生
ま
る
と
い
う
事
は
『
観
経
』
の
説
な
り
。
か
か
る
こ
こ

ろ
ざ
し
あ
る
人
を
阿
弥
陀
仏
は
八
万
四
千
の
光
明
を
放
ち
て
照
し
た

ま
う
な
り
。
平
生
の
時
に
照
し
は
じ
め
て
最
後
ま
で
捨
て
た
ま
わ
ぬ

な
り
。」
と
、『
念
仏
往
生
要
義
抄
』
四
（
聖
典
四
・
三
二
八
）
で
ね

ん
ご
ろ
に
お
説
き
に
な
り
ま
す
。
宗
祖
が
選
択
本
願
念
仏
（
口
称
念

仏
）
す
る
こ
と
の
相
続
を
説
い
て
や
ま
な
い
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

三
．
宗
祖
の
〝
立
教
開
宗
の
こ
こ
ろ
”
の
教
化
と
そ
の

受
容
諸
例
―
「
お
念
佛
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
」
と
し

て
考
え
る
―

　

次
に
、
宗
祖
の
〝
立
教
開
宗
の
こ
こ
ろ
”
の
教
化
と
そ
の
受
容
諸
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例
を
も
と
に
、
お
念
佛
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
世
俗
の
凡
庸
な
る
者
の
〝
幸
せ
”
は
何
で
あ
ろ
う
か
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
人
、
世
間
愛
欲
の
中
に
在
っ
て
、
独
り
生

じ
独
り
死
し
独
り
去
り
独
り
来
る
。
行
い
を
當
て
苦
楽
の
地
に
至
り

趣
く
、
自
ら
こ
れ
を
當
く
。
代
わ
る
者
あ
る
こ
と
な
し
」
と
い
う
こ

と
で
、「
生
老
病
死
の
苦
痛
を
厭
う
」
ゆ
え
に
、「
生
死
・
衆
悪
の
本

を
抜
断
す
べ
し
。
ま
さ
に
三
塗
・
無
量
の
憂
畏
・
苦
痛
の
道
を
離
る

べ
し
」
と
『
無
量
寿
経
』
巻
下
（
聖
典
一
・
二
六
二

－

二
七
七
）
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
経
文
は
、〝
人
間
が
人
間
と
し
て
存
在
す
る
「
根
茎
（
ね
ぐ

き
）」”
の
問
題
を
深
く
凝
視
さ
せ
、
時
代
や
社
会
や
人
心
が
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
も
、
人
間
存
在
自
身
が
希
求
す
る
根
源
的
な
〝
幸

せ
”
を
考
え
さ
せ
ま
す
。

　

事
実
、
世
俗
生
活
の
中
で
〝
幸
せ
”
を
希
求
す
る
〝
時
代
と
そ
の

人
心
”
に
寄
り
添
っ
て
発
し
た
宗
祖
法
然
上
人
の
〝
こ
と
ば
”
は
、

時
（
間
）・
空
（
間
）
を
超
え
て
〝
自
ら
の
存
在
の
根
茎
に
関
わ
る

幸
せ
”
を
与
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

１
．
法
然
上
人
の
対
機
説
法
─
世
俗
生
活
の
中
で
〝
幸
せ
”
を
希

求
す
る
〝
時
代
と
そ
の
人
心
”
に
寄
り
添
う
こ
と
─

　

①
生
老
病
死
（
四
苦
）
の
昇
華
：
幸
せ

　

人
と
し
て
生
ま
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
受
け
が
た
き
人
身
を

受
け
遇
い
難
き
仏
法
に
遇
え
り
。
無
常
念
々
に
い
た
り
、
老
少
き
わ

め
て
不
定
な
り
。
病
い
来
た
ら
ん
こ
と
か
ね
て
知
ら
ず
、
生
死
の
近

づ
く
こ
と
誰
か
覚
え
ん
。
も
っ
と
も
急
ぐ
べ
し
、
励
む
べ
し
。」
と

（
念
仏
往
生
義
『
拾
遺
和
語
灯
録
』
巻
下
）。

　

つ
ま
り
、
生
（
う
ま
れ
た
こ
と
・
誕
生
）
に
つ
い
て
既
に
知
ら
な

い
、
老
・
病
は
定
ま
ら
な
い
、
死
に
つ
い
て
は
未
だ
知
ら
な
い
者

（
凡
夫
）
が
、「
受
け
が
た
き
人
身
を
受
け
遇
い
難
き
仏
法
に
遇
え

た
」
の
で
あ
る
か
ら
、「
も
っ
と
も
急
ぐ
べ
し
、
励
む
べ
し
」
と
、

生
老
病
死
す
る
人
間
が
凡
夫
で
あ
る
と
い
う
〝
存
在
の
根
茎
”
を
凝

視
さ
せ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
、
老
る
こ
と
（
加
齢
〉
に
つ
い
て
は
、「
仏
を
た
の
み
往
生

を
志
す
、
こ
れ
ひ
と
え
に
宿
善
の
し
か
ら
し
む
る
也
。
た
だ
今
生
の

励
み
に
あ
ら
ず
、
往
生
す
べ
き
期
の
至
れ
る
な
り
と
頼
も
し
く
喜
ぶ

べ
し
。
か
よ
う
の
事
を
、
折
に
従
い
事
に
依
り
て
思
う
べ
し
」（
十

二
箇
条
問
答
『
元
亨
版
和
語
灯
録
』
巻
四
）
と
。

　

つ
ま
り
、
加
齢
〈
老
い
〉
は
自
ら
の
齢
（
よ
わ
い
）
が
熟
し
て
い

く
こ
と
、
頼
も
し
く
喜
び
た
い
と
い
う
思
い
を
折
々
に
抱
き
な
さ
い
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と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
む
こ
と
（
疾
病
）
に
つ
い
て
は
、「
受
く
べ
か
ら
ん
病

は
、
い
か
な
る
諸
々
の
仏
神
に
祈
る
と
も
、
そ
れ
に
よ
る
ま
じ
き
こ

と
な
り
。
祈
る
に
よ
り
て
、
病
も
止
み
命
も
延
ぶ
る
こ
と
あ
れ
ば
、

誰
か
は
一
人
と
し
て
病
み
死
ぬ
る
人
あ
ら
ん
。
…
…
念
仏
を
信
じ
る

人
は
、
例
え
い
か
な
る
病
を
受
く
れ
ど
も
、
皆
な
こ
れ
宿
業
な
り
、

こ
れ
よ
り
も
重
く
こ
そ
受
く
べ
き
に
、
仏
の
御
力
に
て
こ
れ
程
も
受

く
る
な
り
、
と
こ
そ
は
申
す
こ
と
な
れ
。」（
浄
土
宗
略
抄
『
元
亨
版

和
語
灯
録
』
巻
二
）
と
。

　

つ
ま
り
、
祈
り
で
病
気
が
治
っ
た
り
延
命
す
る
な
ら
死
ぬ
人
は
居

ら
ず
、
仏
の
お
陰
で
こ
れ
ぐ
ら
い
で
済
み
ま
し
た
と
納
得
で
き
ま
す

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
死
す
こ
と
（
命
終
）
に
つ
い
て
は
、「
こ
の
た
び
真

に
先
立
た
せ
お
わ
し
ま
す
に
て
も
、
ま
た
思
わ
ず
に
先
立
ち
ま
い
ら

せ
候
事
に
な
る
、
定
め
無
さ
に
て
候
え
ど
も
、
つ
い
に
一
仏
浄
土
に

参
り
会
い
ま
い
ら
せ
候
わ
ん
こ
と
は
、
疑
い
な
く
覚
え
候
。」（
正
如

房
へ
つ
か
わ
す
御
文
『
元
亨
版
和
語
灯
録
』
巻
四
）
と
。

　

つ
ま
り
、
お
浄
土
に
参
り
再
び
お
会
い
い
た
し
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
、〝
生
老
病
死
”
の
受
容
に
つ
い
て
は
、「
弥
陀
の
本
願
を

深
く
信
じ
て
、
念
仏
し
て
往
生
を
願
う
人
を
ば
、
弥
陀
仏
よ
り
は
じ

め
た
て
ま
つ
り
て
十
方
の
諸
菩
薩
、
観
音
勢
至
無
数
の
菩
薩
の
人
を

囲
繞
し
て
、
行
住
坐
臥
、
昼
夜
を
嫌
わ
ず
影
の
ご
と
く
に
添
い
て
、

諸
々
の
煩
悩
を
な
す
悪
鬼
悪
神
の
便
り
を
払
い
除
き
た
ま
い
て
、
現

世
に
は
横
さ
ま
な
る
煩
い
な
く
安
穏
に
し
て
、
命
終
の
時
は
極
楽
世

界
へ
迎
え
給
う
也
。」（
浄
土
宗
略
抄
『
元
亨
版
和
語
灯
録
』
巻
二
）

と
。

　

つ
ま
り
、
人
に
生
ま
れ
て
き
た
者
は
、
人
生
を
生
老
病
死
の
ト
ー

タ
ル
で
受
け
と
め
て
、
念
仏
し
て
往
生
は
間
違
い
な
し
の
生
き
方
を

し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

２
．
人
と
し
て
生
ま
れ
た
こ
と
の
尊
厳
の
感
受

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、「
受
け
難
き
人
身
を
受
け
て
、
遭
い
難
き
本

願
に
遭
い
て
、
発
し
難
き
道
心
を
発
し
て
、
離
れ
難
き
輪
廻
の
里
を

離
れ
て
、
生
ま
れ
難
き
浄
土
に
往
生
せ
ん
こ
と
、
悦
び
の
中
の
悦
び

な
り
。
罪
は
十
悪
五
逆
の
者
も
生
ま
る
と
信
じ
て
、
少
罪
を
も
犯
さ

じ
と
思
う
べ
し
。
罪
人
な
を
生
ま
る
、
況
ん
や
善
人
お
や
」
と
「
一

紙
小
消
息
」
に
あ
り
ま
す
。

　

人
と
し
て
生
ま
れ
出
た
こ
と
の
本
当
の
悦
び
は
浄
土
往
生
に
よ
っ

て
成
就
さ
れ
る
。
こ
の
悦
び
は
、
ま
さ
し
く
煩
悩
に
塗
れ
た
凡
夫
が

念
仏
申
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
凡
夫
の
ま
ま
で
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
光
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明
に
照
ら
さ
れ
摂
取
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
此
の
世
に

お
け
る
煩
悩
に
揺
ら
ぐ
心
が
も
た
ら
す
悦
び
で
は
な
い
。
煩
悩
に
揺

ら
ぐ
極
罪
悪
人
す
ら
、
念
仏
申
す
こ
と
に
よ
っ
て
浄
土
に
生
ま
れ
る

悦
び
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
少
し
の
罪
悪
も
犯
す
べ
き
で
は

な
い
。
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
念
仏
を
申
し
て
「
悦
び
の
中
の
悦
び
」

を
獲
得
す
る
こ
と
が
人
と
生
ま
れ
た
真
実
の
甲
斐
で
あ
り
、〝
存
在

の
根
茎
に
お
け
る
幸
せ
”
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
流
罪
の
途
上
で
法
然
上
人
は
、
仏
教
と
は
無
縁
な
日
常
生

活
の
中
で
〝
幸
せ
”
を
希
求
す
る
多
く
の
人
び
と
に
教
え
を
説
き
明

か
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
「
物
の
命
を
殺
す
者
は
、
地
獄
に
墜
ち
て
苦
し
み
堪
え
が
た
く
侍

る
な
る
に
、
如
何
し
て
こ
れ
を
免
れ
侍
る
べ
き
。
助
け
さ
せ
給
え
」

と
い
う
、
高
砂
の
浜
で
の
老
漁
師
夫
婦
の
懇
願
に
対
し
て
、
ま
た
、

自
ら
を
「
如
何
な
る
罪
あ
り
て
か
、
か
か
る
身
と
な
り
侍
ら
ん
。
こ

の
罪
業
深
き
身
、
如
何
に
し
て
か
後
の
世
助
か
り
候
べ
き
」
と
、
苦

悩
の
身
の
上
を
訴
え
る
遊
女
へ
の
言
葉
掛
け
が
『
勅
伝
』
三
四
巻
に

あ
り
ま
す
。

　

法
然
上
人
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
れ
ば
、
仏
の
悲
願
に
乗
じ

て
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
疑
い
あ
る
ま
じ
き
」
と
の
化
導
に
よ
っ
て
、

「
二
人
共
に
涙
に
咽
び
つ
つ
悦
び
け
り
」、
ま
た
「
遊
女
随
喜
の
涙
を

流
し
け
り
」
と
あ
り
、
生
計
を
満
た
す
た
め
の
生
業
（
仕
事
）
に
よ

っ
て
人
の
道
を
歩
ま
ざ
る
を
得
な
い
切
実
な
苦
悩
の
訴
え
に
も
耳
を

傾
け
、
寄
り
添
っ
て
念
仏
を
勧
め
応
答
さ
れ
る
様
子
に
注
目
す
べ
き

で
す
。

　

宗
祖
の
ご
流
罪
の
途
上
で
の
記
事
は
史
料
的
観
点
か
ら
の
諸
説
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
貴
重
な
意
味
あ
る
記
録
で
あ
る
こ
と
を

認
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
．〝
立
教
開
宗
の
こ
こ
ろ
”
の
普
遍
的
具
現

　

法
然
上
人
に
お
け
る
〝
立
教
開
宗
の
こ
こ
ろ
”
は
、
ご
自
身
の
心

境
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
「
い
け
ら
ば
念
仏
の
功
つ
も
り
、
し
な

ば
往
生
う
た
が
わ
ず
。
と
て
も
か
く
て
も
、
此
の
身
に
は
お
も
い
わ

ず
ろ
う
事
ぞ
な
き
と
心
得
て
、
ね
ん
ご
ろ
に
念
仏
し
て
畢
命
を
期
と

せ
よ
」（
禅
勝
房
に
示
さ
れ
け
る
御
詞
『
昭
法
全
』
六
九
六
）
に
凝

縮
さ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
論
ぜ
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、「
禅
勝
房
に
示
さ
れ
け
る
御
詞
」
で
は
、「
生
き
て
い
る

間
は
念
仏
を
称
え
て
（
現
世
に
）
そ
の
功
徳
が
積
も
り
、
命
尽
き
た

時
に
は
浄
土
へ
往
生
す
る
こ
と
を
疑
わ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も

『（
今
を
生
き
て
い
る
）
此
の
身
に
は
、（
あ
れ
こ
れ
と
）
思
い
悩
む
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こ
と
な
ど
は
な
い
の
だ
』
と
心
得
、
一
途
に
お
念
仏
を
称
え
て
臨
終

を
お
待
ち
な
さ
い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
、「
我
、
浄
土
宗
を
立
っ
る
意
趣
は
凡
夫
往
生
を
示
さ
む

が
た
め
な
り
」
と
表
明
し
て
、
選
択
本
願
念
仏
（
口
称
念
仏
す
る
こ

と
）
の
教
義
的
理
路
を
構
築
し
た
法
然
上
人
自
身
の
〝
生
き
方
”
の

実
践
的
極
意
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
い
か
な
る
時
代

の
人
心
の
波
が
打
ち
寄
せ
よ
う
と
も
、
大
地
の
ご
と
く
揺
る
ぐ
こ
と

の
な
い
教
え
の
真
実
が
、
扇
の
要
（
か
な
め
）
と
な
り
広
が
り
深
ま

る
縁
を
機
（
は
ず
み
）
と
し
て
周
縁
を
形
成
し
、
人
び
と
の
心
の
襞

に
入
り
込
み
、
多
様
な
内
容
で
〝
存
在
の
根
茎
に
お
け
る
幸
せ
”
を

も
た
ら
し
て
き
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

五
．〝
立
教
開
宗
の
こ
こ
ろ
”
の
受
容
諸
例

　

法
然
上
人
を
宗
祖
と
仰
ぐ
人
び
と
は
、〝
立
教
開
宗
の
こ
こ
ろ

〝
を
相
続
・
相
承
し
て
き
た
歴
史
を
刻
み
、
そ
の
受
容
様
相
を
多
様

な
形
で
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

室
町
時
代
中
期
に
は
、
浄
土
宗
七
祖
聖
冏
上
人
（
一
三
四
一
～
一

四
二
〇
）
に
よ
る
伝
法
制
度
の
提
示
が
確
立
し
、
宗
団
と
し
て
の

〝
宗
”
が
形
成
さ
れ
。
浄
土
宗
僧
侶
は
「
凡
入
報
土
」
の
伝
統
宗
義

〈
宗
脈
〉
と
「
仏
教
の
大
地
た
る
戒
」（
十
二
門
戒
儀
〈
三
聚
淨
戒
・

十
重
禁
戒
〉）〈
戒
脈
〉
の
相
承
体
得
を
必
須
と
と
し
て
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
関
東
十
八
檀
林
に
お
い
て
宗
侶
教
育
養
成
が
軌

道
に
乗
り
ま
す
が
、
そ
の
安
定
し
た
状
況
が
種
々
に
反
省
・
自
覚
さ

れ
、
加
え
て
明
治
維
新
に
よ
る
政
治
・
経
済
・
文
化
・
宗
教
な
ど
の

体
制
が
大
き
く
変
革
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
そ
う
い
う
自
覚
・
反
省
と
変
革
の
時
期
に
お
け
る
〝
法

然
上
人
の
立
教
開
宗
の
こ
こ
ろ
”
の
時
機
相
応
的
な
受
容
諸
相
に
つ

い
て
、
点
描
的
に
管
見
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
近
現
代
に
お
け
る
〝
法
然
上
人
の
立
教
開
宗
の
こ
こ
ろ
”
の

時
機
相
応
的
な
受
容
相
は
、「
仏
教
の
大
地
た
る
戒
」（
十
二
門
戒
儀

〈
三
聚
浄
戒
・
十
重
禁
戒
〉）
の
実
践
に
お
い
て
、
具
体
的
に
「
お
念

仏
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
」
を
含
蓄
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
「
五
重
相
伝
」
と
「
授
戒
会
」
を
両
輪
と
す
る
教
化
へ
の
傾

向
を
濃
く
し
て
い
く
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

１
．
江
戸
時
代
末
期
の
受
容
例
─
大
日
比
三
師
〈
法
岸
（
一
七
四

四

－

一
八
一
五
）・
法
州
（
一
七
六
五

－

一
八
三
九
）・
法
道

（
一
八
〇
四

－

一
八
六
三
）〉
の
こ
と
─

　

江
戸
時
代
に
入
っ
て
称
念
（
一
五
三
二

－

一
五
五
五
）
上
人
を
始

め
と
し
て
、
寺
院
や
僧
侶
の
反
省
自
覚
を
喚
起
す
べ
く
、
宗
祖
法
然
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上
人
の
念
仏
に
立
ち
返
ろ
う
と
す
る
活
動
（
捨
世
派
）
が
、
顕
著
に

な
り
ま
し
た
。
後
世
の
浄
土
宗
教
義
・
伝
法
・
教
化
に
影
響
を
及
ぼ

し
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、
こ
の
大
日
比
三
師
と
呼
ば
れ
る
方
々
で
す
。

　

法
岸
上
人
は
、
増
上
寺
で
修
学
し
、
檀
林
大
巌
寺
で
宗
戒
両
脈
を

相
承
し
伝
統
的
な
宗
義
を
体
得
し
、
日
課
念
仏
三
万
遍
を
誓
約
し
、

ま
た
捨
世
派
の
関
通
上
人
に
帰
依
し
て
強
い
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

三
十
九
歳
で
山
口
県
の
日
本
海
沿
岸
の
大
日
比
西
円
寺
住
職
と
し
て
、

地
元
の
漁
民
な
ど
に
念
仏
信
仰
を
種
ま
き
民
衆
教
化
に
遭
進
し
、
特

に
子
供
へ
の
念
仏
教
化
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

法
州
上
人
は
、
西
岸
寺
で
法
岸
の
弟
子
と
な
り
、
日
課
念
仏
三
万

遍
を
誓
い
、
後
に
檀
林
増
上
寺
・
幡
随
院
で
修
学
し
宗
戒
両
脈
を
受

け
、
仏
定
・
隆
円
な
ど
の
伝
統
宗
義
伝
承
者
に
師
事
し
ま
し
た
。
四

十
七
歳
で
師
籍
西
円
寺
住
職
に
就
き
、
師
僧
法
岸
と
同
様
に
地
域
漁

民
へ
の
念
仏
教
化
に
挺
身
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
道
上
人
は
、
法
州
の
下
で
修
学
し
檀
林
増
上
寺
で
宗
戒
両
脈
を

相
承
し
、
二
十
一
歳
で
師
籍
西
円
寺
住
職
と
し
て
日
課
念
仏
四
万
遍

を
修
し
、
伝
法
勧
誠
講
説
を
多
く
残
し
て
い
ま
す
。
老
師
法
岸
・
先

師
法
州
の
布
教
風
儀
を
継
承
し
て
、
村
人
・
漁
民
の
実
生
活
に
入
り

込
む
念
仏
教
化
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
日
比
三
師
の
「
法
語
並
び
に
消
息
」
に
は
、
弟
子
へ
の
消
息
、

信
者
へ
の
消
息
、
あ
る
婦
人
の
不
幸
を
誠
め
ら
れ
る
消
息
、
臥
病
中

の
者
へ
の
消
息
、
子
息
の
訃
音
を
聞
い
て
心
が
け
を
消
息
等
々
が
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
師
は
、、
村
人
・
漁
民
の
実
生
活
に
寄
り

添
い
入
り
込
み
、
礼
節
・
仏
事
・
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
農
事
・
迷

信
な
ど
に
至
る
ま
で
、
そ
の
す
べ
て
が
念
仏
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
語
り
説
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
二

－

４
．
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
講
説

集
』
上
巻
（
講
説
大
意
・
八
）
に
あ
る
よ
う
に
、
念
仏
の
現
世
利
益

的
受
領
を
批
判
し
て
い
る
三
師
が
、
あ
た
か
も
「
選
択
本
願
念
仏
」

の
浄
土
の
教
行
を
確
立
さ
れ
た
以
後
の
七
五
歳
の
宗
祖
法
然
上
人
が
、

土
佐
流
罪
を
「
辺
鄙
に
赴
き
て
、
田
夫
野
人
を
勧
め
ん
事
、
年
来
の

本
意
な
り
」
と
語
ら
れ
た
よ
う
に
、
ま
さ
に
「
お
念
仏
か
ら
は
じ
ま

る
幸
せ
」
を
縁
あ
る
人
々
に
寄
り
添
っ
て
教
化
し
て
お
ら
れ
た
と
い

う
点
で
す
。

２
．
明
治
以
後
の
日
本
の
近
代
化
路
線
に
お
け
る
受
容
例
─
山
崎

辨
榮
（
一
八
五
九

－

一
九
二
〇
）
と
椎
尾
辨
匡
（
一
八
七
六

－

一
九
七
一
）
の
こ
と
─

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
日
本
の
宗
教
・
文
化
が
一
大
転
換
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
の
は
、
江
戸
幕
府
末
か
ら
明
治
維
新
を
経
て
以
後
の
五
～

八
年
間
の
こ
と
で
、
神
仏
分
離
か
ら
廃
仏
毀
釈
運
動
、
そ
し
て
太
政



─ 13 ─

官
令
に
よ
る
僧
侶
の
肉
食
妻
帯
や
平
服
着
用
許
可
、
加
え
て
排
耶
蘇

論
の
風
潮
・
仏
教
復
興
運
動
な
ど
に
よ
り
、
社
会
文
化
と
り
わ
け
仏

教
を
め
ぐ
っ
て
急
激
な
変
化
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
変
化
は
、
仏
教
は
諸
宗
教
の
中
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
、
多
種

多
様
な
生
活
価
値
観
が
井
堰
を
切
っ
た
か
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
た
こ

と
、
人
間
の
営
み
が
決
定
的
に
〝
生
き
る
こ
と
”
へ
と
収
れ
ん
し
て

い
く
こ
と
、〝
現
世
的
な
生
へ
の
関
心
”
が
顕
著
に
な
り
、
人
間
の

〝
存
在
の
根
茎
”
に
関
わ
る
問
題
意
識
が
惹
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
時
代
趨
勢
の
中
で
、
い
か
に
し
て
宗
祖
法
然
上
人
の
教

行
、
す
な
わ
ち
立
教
開
宗
の
意
義
が
課
題
化
さ
れ
宣
揚
さ
れ
て
い
っ

た
の
か
。
こ
の
傾
向
は
二
十
一
世
紀
現
代
へ
と
波
動
す
る
ゆ
え
に
看

過
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
特
徴
は
、
山
崎
辨
榮
と
椎
尾
辨
匡
そ
し
て
一

九
六
六
年
か
ら
展
開
し
て
い
る
総
本
山
主
宰
の
浄
土
宗
伝
統
と
し
て

の
授
手
印
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
〝
お
て
つ
ぎ
運
動
”
に
つ
な
が
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
近
現
代
の
浄
土
宗
信
仰
運
動
と
し
て
、

ほ
ぼ
同
時
代
の
日
本
宗
教
界
の
変
革
を
経
験
し
た
、
山
崎
辨
榮
上
人

と
椎
尾
辨
匡
上
人
を
話
題
と
し
ま
す
。
以
下
の
呼
称
に
お
い
て
は
尊

称
を
省
略
し
ま
す
。

　

①
山
崎
辨
榮
と
椎
尾
辨
匡

　

一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
、
千
葉
鷲
野
谷
の
農
家
に
生
ま
れ
た
辨

榮
は
、『
大
蔵
経
』
熟
読
に
励
み
、
二
十
四
歳
で
檀
林
東
漸
寺
大
谷

大
康
上
人
の
も
と
で
、
浄
土
宗
の
伝
宗
伝
戒
を
相
承
し
、
江
戸
時
代

以
来
の
浄
土
宗
が
特
色
と
す
る
伝
統
的
な
檀
林
教
育
の
流
れ
の
中
で
、

生
涯
を
教
化
伝
道
に
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
正
五
年
に
、
知
恩
院
で
の
教
学
高
等
講
習
会
・
夏
安
居
で
「
宗

祖
の
皮
髄
」
と
題
し
て
、
宗
祖
の
道
詠
に
着
目
し
て
講
義
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
浄
土
宗
は
、
大
正
六
年
に
「
教
令
第
十
二
号
」
で
、

地
方
の
教
勢
を
審
察
し
振
興
の
方
法
を
攻
究
し
地
方
布
教
を
奨
励
し

布
教
使
の
誘
導
に
努
め
る
者
の
一
人
に
辨
榮
を
任
命
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
辨
榮
よ
り
一
七
年
後
に
、
名
古
屋
市
の
浄
土
真
宗
高
田
派

寺
院
に
生
ま
れ
た
辨
匡
は
、
十
二
歳
で
浄
土
宗
寺
院
で
得
度
し
、
浄

土
宗
高
等
学
院
、
旧
制
第
一
高
等
学
校
か
ら
東
京
帝
国
大
学
そ
し
て

大
学
院
で
仏
教
学
・
梵
巴
原
典
学
を
姉
崎
正
治
の
指
導
で
修
得
し
た

知
的
エ
リ
ー
ト
で
す
。

　

近
代
知
識
の
最
高
学
府
で
学
修
し
た
経
歴
か
ら
い
う
と
、
江
戸
期

檀
林
の
伝
統
的
仏
教
学
修
の
場
合
と
は
多
少
異
な
り
ま
す
。
仏
教
学

者
と
し
て
の
辨
匡
は
、
仏
教
の
特
色
を
〝
縁
起
”
に
置
き
、
社
会
構

成
や
近
代
発
達
価
値
観
の
中
で
捉
え
る
姿
勢
を
持
ち
、
大
正
大
学
学

長
や
衆
議
院
議
員
（
三
選
）・
大
本
山
法
主
な
ど
に
就
任
さ
れ
て
い
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ま
す
。

　
　

②
辨
榮
と
辨
匡
の
宗
祖
法
然
観

　

辨
榮
は
、「
わ
れ
ら
何
の
幸
い
に
か
、
宗
祖
の
ご
と
き
霊
的
人
格

を
備
え
た
ま
え
る
大
偉
人
の
末
喬
と
し
て
、
聖
き
血
脈
を
相
承
し
、

清
き
吉
水
の
流
れ
を
汲
む
こ
と
を
得
た
る
。
わ
れ
ら
は
宗
祖
の
聖
き

生
命
、
霊
的
人
格
を
欣
慕
し
て
止
ま
ず
。
つ
い
て
は
、
宗
祖
の
霊
的

人
格
の
内
容
実
質
は
い
か
な
る
要
素
を
も
っ
て
形
成
な
さ
れ
し
か
。

い
か
に
安
心
を
立
て
、
い
か
に
起
行
し
て
、
か
か
る
霊
的
人
格
に
倣

い
得
ら
る
る
か
」（『
宗
祖
の
皮
髄
』（
浄
土
宗
選
書
16
、
光
明
修
養

会
版
・
平
成
二
年
）
と
新
鮮
な
切
り
口
で
法
然
上
人
を
捉
え
ま
す
。

当
時
と
し
て
は
新
鮮
な
ア
ピ
ー
ル
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
法
然
上
人
の
念
仏
の
真
実
を
全
人
格
的
に
受
け
入
れ
る

態
勢
か
ら
「
自
行
化
他
た
だ
念
仏
を
縡
（
こ
と
）
と
す
」
る
生
き
方

に
徹
し
て
「
念
仏
を
先
と
す
る
」
体
験
が
も
た
ら
す
不
求
自
得
（
求

め
ず
し
て
自
ず
か
ら
得
ら
れ
る
）
の
境
地
（
三
昧
発
得
）
を
獲
得
す

る
が
、
そ
れ
は
法
然
上
人
が
強
調
し
て
や
ま
な
い
〝
口
称
念
仏
の
優

勝
性
（
他
の
行
よ
り
優
れ
勝
っ
て
い
る
こ
と
）”
の
体
得
と
言
え
ま

す
（
山
崎
辨
榮
『
人
生
の
帰
趣
』〈
岩
波
文
庫
・
二
〇
一
八
〉）。「
後

の
世
に
つ
な
ぐ
思
い
の
珠
ご
と
に
な
む
あ
み
だ
仏
と
く
り
か
へ
し
い

ふ
」
と
詠
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

辨
匡
は
、「
法
然
上
人
の
開
宗
は
真
の
宗
教
人
生
の
開
通
で
あ
り
、

仏
法
の
信
仰
宗
教
と
し
て
の
開
顕
で
あ
っ
て
、
真
に
イ
キ
、
共
に
イ

キ
る
道
が
大
い
に
開
か
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
…
…
イ
キ
る
と
こ

ろ
に
は
一
切
皆
イ
キ
る
。
そ
れ
を
念
仏
に
発
見
し
浄
土
門
と
し
て
広

く
開
い
た
の
で
あ
る
。」（『
日
本
浄
土
教
の
中
核
』
12
、
45
〈
椎
尾

辨
匡
選
集
５
・
山
喜
房
・
昭
和
47
年
〉）
と
捉
え
ま
す
。

　

ま
た
、
大
正
一
三
年
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
に
は
、「
開
か
る
る
は

死
か
生
か
─
活
け
る
浄
土
教
─
」
と
題
す
る
法
然
上
人
開
宗
精
神
宣

揚
講
演
に
お
い
て
、「
未
来
に
成
就
せ
ら
る
べ
き
往
生
極
楽
と
は
い

か
な
る
と
こ
ろ
か
」
と
提
起
し
、
凡
入
報
土
・
指
方
立
相
に
つ
い
て

語
り
、「
極
楽
は
今
世
の
真
生
が
趣
入
す
べ
き
真
生
の
世
界
で
あ
っ

て
、
決
し
て
死
せ
る
雛
壇
で
は
な
い
。
か
く
の
ご
と
き
極
楽
浄
土
と

念
仏
生
活
と
が
明
白
に
な
れ
ば
、
わ
が
浄
土
宗
を
立
つ
る
は
凡
夫
報

土
に
往
生
す
る
こ
と
を
明
か
さ
ん
た
め
な
り
と
せ
ら
る
る
本
意
も
明

白
と
な
る
。」
と
論
じ
る
。「
と
き
は
今
、
と
こ
ろ
足
元
そ
の
こ
と
に
、

打
ち
込
む
い
の
ち
、
永
遠
（
と
わ
）
の
御
い
の
ち
」
と
詠
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

③
辨
榮
と
辨
匡
が
求
め
た
も
の
・
私
見

　

ま
ず
一
つ
は
、
辨
榮
は
、
五
八
歳
（
一
九
一
六
、
大
正
五
年
）
で
、

七
三
ペ
ー
ジ
折
本
『
如
来
光
明
礼
拝
儀
』
を
二
〇
万
部
も
刊
行
し
、
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六
月
に
は
知
恩
院
教
学
高
等
講
習
会
で
『
宗
祖
の
皮
髄
』
を
講
義
す

る
な
ど
、
浄
土
宗
内
で
注
目
さ
れ
る
布
教
師
で
あ
り
、「
口
称
念
仏

こ
そ
が
如
来
の
光
明
摂
化
の
光
明
の
生
活
で
あ
る
」
こ
と
を
説
き

〝
一
人
一
人
の
幸
せ
”
を
導
き
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
辨
匡
は
、
辨
榮
の
教
化
活
動
に
つ
い
て
多
く
情
報
を
得
て

い
た
で
あ
ろ
う
時
期
に
、「
人
間
の
宗
教
」「
社
会
の
宗
教
」「
共
生

講
壇
」
な
ど
の
講
述
活
動
に
あ
り
ま
し
た
。
辨
榮
滅
後
二
年
の
一
九

二
二
（
大
正
一
一
）
年
、
四
十
六
歳
で
、
緊
急
的
生
活
訓
練
と
体
操

を
取
り
入
れ
た
共
生
結
集
を
鎌
倉
で
開
き
、
共
生
会
運
動
を
進
め
ま

す
。
そ
の
眼
目
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
う
こ
と
は
業
務
を
貫
い
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
業
務
念
仏
に
よ
っ
て
こ
そ
〝
社
会
に
生

活
す
る
人
々
の
幸
せ
”
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
辨
榮
と
辨
匡
の
宗
教
的
資
質
と
機
縁
に
つ
い
て
で
す
。

　

辨
榮
は
、
檀
林
東
漸
寺
大
谷
大
康
上
人
の
も
と
で
、
江
戸
期
の
壇

林
教
育
の
伝
統
を
体
得
し
、
近
代
的
教
育
の
場
に
は
縁
が
あ
り
ま
せ

ん
。
布
教
教
化
の
現
場
で
関
東
・
中
部
・
九
州
地
域
の
田
舎
人
の

〝
生
き
る
意
味
と
そ
の
問
題
解
決
”
の
た
め
に
、
心
の
襞
に
ト
ツ
ト

ツ
と
接
す
る
念
仏
者
で
あ
り
、
各
地
の
浄
土
宗
寺
院
に
そ
の
教
化
の

足
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
光
明
修
養
会
刊

の
山
本
空
外
編
『
辨
榮
上
人
書
簡
集
』（
昭
和
四
四
年
）
や
『
お
じ

ひ
の
便
り
』
上
中
下
に
記
載
さ
れ
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
辨
匡
は
、
近
代
教
育
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
帝
国
大
学
で
、
哲

学
・
宗
教
学
・
仏
教
学
を
近
代
知
の
技
法
で
体
得
し
、
問
題
意
識
を

醸
成
し
て
い
き
ま
す
。
学
究
・
教
育
の
現
場
で
エ
リ
ー
ト
的
雰
囲
気

の
文
化
人
に
、
啓
蒙
的
発
想
に
立
つ
社
会
的
観
点
か
ら
、
縁
起
の
法

に
基
づ
く
社
会
活
動
と
し
て
の
念
仏
を
斬
新
に
説
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
先
ほ
ど
の
『
椎
尾
耕
匡
選
集
』
全
十
巻
（
昭
和
四
七

年
）
に
出
て
い
ま
す
。

　

辨
榮
と
辨
匡
の
活
動
は
、
明
治
以
後
の
近
現
代
社
会
を
生
き
る
人

び
と
の
、
価
値
観
・
人
間
観
・
宗
教
観
・
文
化
観
な
ど
に
積
極
的
に

呼
応
し
て
、〝
幸
せ
”
へ
の
志
向
に
応
答
し
え
た
ゆ
え
に
注
目
さ
れ
、

評
価
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
教
化
と
し
て
の
観
点
に
つ
い
て
で
す
。

　

辨
榮
の
光
明
主
義
と
辨
匡
の
共
生
主
義
と
は
、
浄
土
宗
教
学
・
教

化
の
近
代
的
運
動
の
二
途
で
あ
り
、
辨
榮
の
念
仏
が
「
個
人
の
念
仏

三
昧
」
を
中
心
軸
に
し
て
〝
光
明
の
生
活
”
の
実
現
へ
と
方
向
づ
け
、

一
方
で
、
辨
匡
の
念
仏
は
「
共
同
の
大
生
命
に
よ
る
共
同
の
生
活
」

と
し
て
「
業
務
念
仏
」
を
中
心
軸
と
し
て
〝
社
会
的
生
活
”
へ
と
方

向
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
辨
榮
の
光
明
主
義
が
直
接
に
関
与
・
話
題
と
し
な
か
っ
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た
〝
社
会
”
と
い
う
近
代
の
モ
チ
ー
フ
が
、
辨
匡
に
は
あ
り
ま
す
。

一
方
に
お
い
て
、
辨
榮
が
強
調
す
る
個
人
の
念
仏
体
験
（
三
昧
発

得
）
に
は
、
辨
匡
は
直
接
的
に
触
れ
ま
せ
ん
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
両
者
の
教
化
は
、
教
義
を
大
地
と
し
て
着

床
す
る
教
化
の
視
点
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
時
代
人
心
へ
の
呼

応
を
重
視
す
る
教
化
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
ゆ
え
に
、
伝
統
的
な
浄

土
宗
信
仰
の
立
場
と
の
〝
信
仰
の
問
題
と
し
て
の
緊
張
関
係
”
を
も

た
ら
し
て
い
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
昭
和
五
年
一
月
に
芝
・
妙
定
院
に
お
い
て
、
桑
門
・
望

月
・
矢
吹
・
岩
井
・
金
田
・
椎
尾
・
藤
本
・
笹
本
・
熊
野
・
土
屋
の

「
一
宗
碩
学
明
匠
が
集
っ
て
宗
門
の
信
仰
会
議
と
し
て
宗
史
上
特
筆

さ
る
べ
き
布
教
要
義
研
究
会
」
が
、
三
日
間
開
か
れ
て
、
所
信
意
見

を
論
じ
合
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、『
教
学
週
報
』
第
一
六
二
号
や

『
浄
土
教
報
』
第
一
八
三
八
号
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

右
の
よ
う
な
日
本
近
現
代
に
お
い
て
、
宗
祖
法
然
上
人
の
〝
立
教

開
宗
の
こ
こ
ろ
”
を
生
ま
れ
故
郷
と
す
る
辨
榮
の
「
光
明
主
義
」
と

辨
匡
の
「
共
生
主
義
」
が
提
起
し
た
念
仏
信
仰
実
践
は
、
特
に
現
代

社
会
に
お
け
る
人
間
の
問
題
が
多
様
化
す
る
〝
個
人
と
社
会
”
に
向

か
い
合
い
応
答
す
る
実
践
を
提
示
し
ま
し
た
。
実
は
、
そ
こ
か
ら
さ

ら
に
加
速
度
的
に
現
代
社
会
が
惹
起
す
る
課
題
に
向
か
っ
て
進
展
充

実
す
る
具
体
的
視
座
が
、「
二
十
一
世
紀
浄
土
宗
劈
頭
宣
言
」
が
含

蓄
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に　

―
浄
土
宗
立
教
開
宗
の
今
日
的
意
義
―

　

そ
れ
で
は
、「
浄
土
宗
立
教
開
宗
の
今
日
的
意
義
」
と
い
う
こ
と

で
、
ま
と
め
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
主
観
的
な
面
も
あ

り
ま
す
が
、
次
の
よ
う
に
三
つ
の
項
目
で
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

①
教
義
と
教
化
の
接
点
の
構
築

　

本
講
義
で
は
、「
立
教
開
宗
」
の
意
義
が
「
お
念
仏
か
ら
は
じ
ま

る
幸
せ
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
を
、
浄
土
宗
の
教
行
の
真
実
で

あ
る
凡
入
報
土
の
教
義
が
「
念
仏
は
本
願
の
行
な
り
」
に
於
い
て
在

る
こ
と
を
基
軸
と
し
て
、〝
仏
─
凡
の
間
柄
と
し
て
の
三
縁
”
と
念

仏
功
徳
（
利
益
）
と
し
て
の
〝
現
益
と
當
益
”
と
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
教
義
に
基
づ
く
教
化
へ
の
志
向
で
あ
り
、
不
可
逆
で

あ
り
、
現
代
社
会
で
手
垢
に
塗
れ
た
〝
幸
せ
”
に
つ
い
て
、
正
し
く

提
示
で
き
る
こ
と
で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
に
関
し
て
、「
宗
教
と
は
人
間
が
生
き
る
こ
と
の
究
極
的
な

意
味
と
人
間
の
問
題
の
究
極
的
な
解
決
に
関
わ
る
、
と
人
々
に
よ
っ

て
信
じ
ら
れ
て
い
る
文
化
現
象
で
あ
る
」
と
、
一
九
六
一
年
に
大
明
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堂
か
ら
出
版
の
岸
本
英
夫
著
『
宗
教
学
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
間
の
諸
活
動
が
も
た
ら
す
問
題
は
、
生
老
病
死
と
貪
・
瞋
・
痴
の

煩
悩
が
湧
き
起
こ
す
相
対
的
現
実
そ
の
も
の
で
あ
り
、
相
対
的
現
実

を
生
き
る
人
間
（
凡
夫
）
が
、
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
の
願
い
（
本
願
念

仏
）
に
よ
っ
て
、
究
極
的
な
意
味
と
解
決
へ
と
間
違
い
な
く
迎
え
と

ら
れ
て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
、
往
生
浄
土
を
開
き
示
し
た
〝
凡
入
報

土
”
の
教
え
が
教
化
さ
れ
る
実
践
こ
そ
が
、
二
十
一
世
紀
現
代
に
お

い
て
必
要
で
あ
り
課
題
と
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

②
法
然
上
人
の
問
答
や
法
語
に
見
る
実
践
行
状
と
大
日
比
三
師
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
辨
榮
・
椎
尾
辨
匡
の
教
化
姿
勢

　

そ
れ
ら
は
、
主
体
的
絶
対
態
度
で
相
承
さ
れ
た
大
地
た
る
教
義
・

教
行
を
、
時
代
人
心
に
吸
収
さ
れ
る
べ
く
噛
み
砕
き
差
し
出
し
、

平
々
凡
々
と
変
転
す
る
相
対
的
生
活
者
に
向
い
合
っ
て
、〝
何
を

〈
求
め
・
帰
依
し
・
行
う
〉
か
”
に
つ
い
て
の
覚
醒
を
、〝
浄
土
往

生
・
阿
弥
陀
仏
・
口
称
念
仏
”
へ
と
導
き
、
究
極
的
に
意
味
づ
け
価

値
づ
け
た
と
い
う
教
化
で
す
。

　

つ
ま
り
、
向
か
い
合
っ
た
相
対
的
現
実
（
時
代
人
心
）
に
呼
応
し

て
教
行
を
噛
み
砕
き
、
差
し
出
す
導
き
の
方
法
は
同
じ
で
は
な
く
、

多
様
で
あ
り
、
相
対
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
不
安
な
人
心
が
究
極
的

な
意
味
・
価
値
づ
け
へ
と
念
仏
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
、

〝
幸
せ
”
の
体
験
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
共
通
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
教
化
実
践
は
、〝
大
地
に
波
打
ち
寄
せ

る
人
心
”
に
向
か
い
合
う
基
本
的
な
方
法
と
し
て
、
改
め
て
一
つ
一

つ
を
教
化
実
践
課
題
と
し
て
検
討
す
る
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

③
二
十
一
世
紀
劈
頭
宣
言
の
具
現
化

　

根
無
し
草
的
に
拡
散
し
、
人
心
を
煽
る
文
化
に
漂
う
が
如
く
、
変

化
・
変
容
す
る
日
本
の
社
会
・
経
済
・
文
化
・
宗
教
な
ど
の
諸
現
実

の
中
で
、〝
凡
入
報
土
”
の
教
行
的
大
地
性
を
啓
蒙
的
に
提
示
し
た

の
が
、「
二
十
一
世
紀
劈
頭
宣
言
」
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
人
間
生
存
の
主
体
的
自
覚
へ
の
契
機
を
避
け
て
、
加

速
度
的
に
相
対
化
世
界
の
様
相
を
呈
し
て
い
く
現
代
社
会
の
諸
状
況

に
向
か
い
合
っ
て
、〝
凡
夫
で
あ
る
こ
と
（
愚
者
の
自
覚
）
こ
そ
が

救
い
（
往
生
）
の
主
人
公
で
あ
る
仏
教
”
と
し
て
、
何
時
・
何
処
に

お
い
て
も
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
念
仏
を
〝
存
在
の
根
茎
”
と
す
る

「
愚
者
の
自
覚
（
凡
夫
で
あ
る
こ
と
）」
を
し
っ
か
り
と
基
軸
に
置
い

て
、
個
人
（
凡
夫
）
の
初
源
集
合
体
で
あ
る
「
家
庭
」
か
ら
、
人
と

人
と
の
間
柄
か
ら
多
様
に
構
成
さ
れ
る
「
社
会
」
へ
、
そ
し
て
多
様

な
社
会
が
周
縁
と
し
て
構
成
す
る
「
世
界
」
へ
と
波
及
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
波
及
は
、
日
常
生
活
経
験
の
多
様
さ
の
中
で
現
出
し
ま
す
が
、
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そ
の
対
応
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
の
念
仏
を
存
在
の
根
茎
と
す
る
〝
愚

者
の
自
覚
（
凡
夫
で
あ
る
こ
と
）”」
を
離
れ
な
い
こ
と
に
お
い
て
、

積
極
的
な
意
味
を
発
揮
す
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
言
う
と
こ
ろ
の
波
及
は
、
実
は
、「
凡
入
報
土
」
の
成

就
を
志
向
す
る
意
味
と
意
義
と
を
、
最
も
具
体
的
に
暗
示
し
て
い
る

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
概
念
的
固
定
化

に
陥
る
こ
と
な
く
、
今
日
的
人
心
に
噛
み
合
う
事
態
と
し
て
言
え
ば
、

〝
念
仏
の
現
益
と
當
益
”
が
受
領
さ
れ
る
多
様
性
と
周
縁
性
と
言
い

得
よ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
強
調
し
た
い
こ
と
は
、
我
わ
れ
浄
土
宗
僧
侶
は
、
自
ら

「
お
念
佛
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
」
を
体
得
ま
た
は
希
求
し
て
い
る
か

を
自
問
自
答
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
自
問
自
答
す
る
只
中
に
お
い
て
、

教
義
・
教
行
の
大
地
に
立
っ
て
、
時
代
人
心
に
噛
み
合
う
（
時
機
相

応
）
教
化
実
践
す
る
と
き
に
、
二
十
一
世
紀
現
代
を
見
据
え
た
「
愚

者
の
自
覚
を
、
家
庭
に
み
仏
の
光
を
、
社
会
に
慈
し
み
を
、
世
界
に

共
生
を
」
と
し
て
具
現
化
す
る
法
然
仏
教
の
宣
揚
が
、
浄
土
宗
立
教

開
宗
八
五
〇
年
の
積
極
的
な
意
義
で
あ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い

る
次
第
で
す
。

　

ご
清
聴
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
お
念
佛
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
―
開
宗
の
こ
こ
ろ
・
凡
入
報
土
―

  

パ
ネ
リ
ス
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
学
院　

本
庄　

良
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

布
教
委
員
会　

佐
藤　

雅
彦

法
式
教
師
会　

佐
野　

眞
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
合
研
究
所　

柴
田　

泰
山

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
　
　
　
　
　

教
学
院　

伊
藤　

真
宏

　

司
会　

た
だ
い
ま
よ
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
お
念
佛
か
ら
は
じ
ま
る

し
あ
わ
せ
―
開
宗
の
こ
こ
ろ
・
凡
入
報
土
―
」
と
題
す
る
討
議
を
始

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

初
め
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
先
生
方
並
び
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

先
生
方
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

教
学
院
よ
り
、
本
庄
良
文
先
生
で
ご
ざ
い
ま
す
。（
拍
手
）

　

布
教
委
員
会
よ
り
、
佐
藤
雅
彦
先
生
で
ご
ざ
い
ま
す
。（
拍
手
）

　

法
式
教
師
会
よ
り
、
佐
野
眞
弘
先
生
で
ご
ざ
い
ま
す
。（
拍
手
）

　

総
合
研
究
所
よ
り
、
柴
田
泰
山
先
生
で
ご
ざ
い
ま
す
。（
拍
手
）

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
教
学
院
よ
り
伊
藤
真
宏
先
生
で
ご
ざ
い

ま
す
。（
拍
手
）

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
よ
り
進
行
を
伊
藤
真
宏
先
生
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　　

伊
藤　

皆
様
、
お
忙
し
い
中
、
あ
る
い
は
気
候
が
不
調
、
そ
れ
ぞ

れ
日
本
全
国
で
災
害
が
起
き
て
い
る
中
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
浄
土
宗

の
研
修
会
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
、
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
進
行
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
佛

教
大
学
の
伊
藤
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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基
調
講
演
で
藤
本
先
生
か
ら
大
変
す
ば
ら
し
い
ご
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
れ
を
伺
い
ま
す
と
、
実
は
、
我
々
も
す
る
こ
と
が
な

い
な
と
少
し
思
っ
て
お
り
ま
し
て
、
皆
様
の
有
意
義
な
時
間
に
な
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
懸
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
お
ら
れ

る
パ
ネ
ラ
ー
の
先
生
方
が
皆
様
方
に
有
意
義
な
お
時
間
を
提
供
し
て

く
だ
さ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
期
待
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

藤
本
先
生
の
お
言
葉
の
中
に
「
教
義
に
基
づ
く
教
化
と
い
う
こ
と

が
不
可
逆
的
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
あ
べ
こ
べ
で
は
だ
め
だ
と

い
う
示
唆
的
な
ご
指
導
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
我
々
、
私
を
含
め

て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
そ
う
だ
と
理
解
を
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
常
に
向
き
合
う
べ
き
こ
と
だ
ろ
う
。
自
分
の
こ
と
と

し
て
反
省
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
受
け
止
め
ま
し
た
。

　

幸
せ
と
い
う
も
の
が
念
佛
往
生
の
中
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ

て
、
自
分
が
念
仏
に
よ
っ
て
幸
せ
だ
と
い
う
信
仰
生
活
を
し
て
い
る

の
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を
藤
本
先
生
は
我
々
に
問
い
か
け
て
く
だ
さ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
大
地
に
波
打
ち
寄
せ
る
人
心
に
向
か
い
合
う
我
々
が
、

念
佛
に
よ
る
幸
せ
を
タ
イ
ゲ
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
問
い
直

す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
な
れ
ば
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

藤
本
先
生
の
お
言
葉
を
お
借
り
い
た
し
ま
す
が
、
根
茎
に
関
わ
る

幸
せ
と
い
う
こ
と
を
念
佛
で
得
て
い
る
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
お
話
を
頂
戴
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

早
速
で
す
が
、
ま
ず
柴
田
先
生
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
に
二

〇
分
ず
つ
、
お
話
を
頂
戴
い
た
し
ま
す
。
本
日
は
お
手
元
に
質
問
表

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
質
問
な
ど
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
明

日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
お
答
え
を
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

柴
田
先
生
、
佐
藤
先
生
、
佐
野
先
生
、
本
庄
先
生
の
順
番
に
、
そ

れ
ぞ
れ
ご
意
見
を
頂
戴
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
柴
田
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　

柴
田　

柴
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

総
合
研
究
所
か
ら
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
私
が
学
術
大

会
の
こ
の
よ
う
な
場
に
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
き
ょ
う
が
初

め
て
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

頂
戴
し
た
タ
イ
ト
ル
が
「
お
念
佛
か
ら
は
じ
ま
る
し
あ
わ
せ
―
開

宗
の
こ
こ
ろ
・
凡
入
報
土
─
」
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
ず
凡
入
報
土

に
つ
い
て
、
専
門
の
善
導
教
学
の
立
場
か
ら
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
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き
、
続
き
ま
し
て
法
然
上
人
に
と
り
ま
し
て
、
す
な
わ
ち
立
教
開
宗

と
い
う
問
題
を
今
、
我
々
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
、
現
代
に
お
い
て
立
教
開
宗
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
と
い
う
こ

と
を
教
学
上
か
ら
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
ま
し
て
お
念

佛
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
、
往
生
、
幸
福
、
他
者
論
、
死
者
論
と
進
め

ま
し
て
、
結
論
へ
と
二
〇
分
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
る
六
年
後
、
浄
土
宗
の
開
宗
八
五
〇
年
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
浄

土
宗
の
教
え
の
根
幹
は
教
義
で
あ
れ
、
口
伝
で
あ
れ
、
そ
の
一
切
は

凡
入
報
土
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

善
導
大
師
の
教
理
学
の
す
べ
て
で
あ
り
、
か
つ
法
然
上
人
が
善
導

大
師
に
求
め
ら
れ
、
善
導
大
師
か
ら
導
か
れ
、
そ
し
て
、
法
然
上
人

が
善
導
大
師
に
よ
っ
て
た
ど
り
着
い
た
教
え
も
凡
入
報
土
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
凡
入
報
土
と
は
何
か
。
本
日
、
藤
本
所
長
を
初
め
諸

先
生
が
ご
指
摘
の
と
お
り
、「
凡
夫
が
報
土
に
往
生
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
一
見
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
浄
土
宗

が
あ
り
、
浄
土
宗
の
中
で
生
ま
れ
育
っ
た
我
々
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
こ

そ
が
是
で
あ
り
、
そ
れ
が
常
識
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
善
導

教
学
の
上
で
言
い
ま
す
と
、
こ
れ
を
中
国
仏
教
に
還
元
い
た
し
ま
す

れ
ば
、
お
よ
そ
あ
り
得
な
い
事
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
凡
入
報
土
と
い
う
我
が
一
宗
の
教
え
に
し
て
、
口
伝
上
、

我
が
一
宗
教
の
秘
跡
の
教
え
は
、
ま
ご
う
こ
と
な
く
全
人
類
の
、
全

宗
教
の
上
に
お
き
ま
し
て
、
ミ
ラ
ク
ル
の
中
の
ミ
ラ
ク
ル
で
あ
り
、

ま
ご
う
こ
と
な
き
真
実
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
れ
こ
そ
が
我
が
宗
の

教
え
で
あ
り
、
善
導
大
師
の
み
教
え
で
あ
り
、
法
然
上
人
の
み
教
え

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

凡
夫
、
す
な
わ
ち
宗
教
的
実
践
能
力
が
皆
無
に
し
て
、
善
導
教
学

に
お
き
ま
す
れ
ば
菩
薩
の
実
践
階
位
上
に
存
在
し
得
な
い
未
来
世
一

切
衆
生
が
、
報
土
す
な
わ
ち
常
識
的
に
は
八
地
以
上
の
菩
薩
し
か
通

入
が
で
き
な
い
極
楽
世
界
、
仏
土
、
仏
国
土
に
往
生
、
行
く
と
い
う

こ
と
自
体
が
、
少
な
く
と
も
摂
論
学
派
、
な
い
し
は
、
そ
の
他
の
法

相
唯
識
等
々
の
学
問
か
ら
見
ま
し
て
も
、
こ
れ
は
教
理
学
的
に
は
あ

り
得
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
に
阿
弥
陀
仏
の
存
在
が
厳
然
と
あ
り
、
か
つ
凡
夫
で
あ
る

我
々
が
報
土
に
往
生
す
る
こ
と
は
、
ま
ご
う
こ
と
な
き
宗
教
的
事
実

に
し
て
宗
教
的
真
実
で
あ
る
と
言
い
切
っ
た
の
が
善
導
大
師
で
あ
り
、

法
然
上
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
二
人
と
も
が
成
仏
の
不
可
能
性
に
悩
み
、
成
仏
の
不
可
能
性
に

対
し
、
仏
教
の
伝
え
と
は
何
か
、
釈
尊
の
教
え
と
は
何
か
、
凡
入
報
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土
の
本
当
の
我
々
に
対
す
る
教
え
と
は
何
な
の
か
と
い
う
一
点
に
お

い
て
悩
み
、
そ
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
存
在
に
お
い
て
、
答
え
を
見
出

し
、
我
々
に
と
り
ま
し
て
も
、
善
導
教
学
、
ま
た
法
然
上
人
に
と
り

ま
し
て
も
阿
弥
陀
仏
が
存
在
す
る
か
ら
こ
そ
、
本
願
成
就
し
た
も
う

た
弥
陀
が
存
在
し
た
も
う
か
ら
こ
そ
、
浄
土
が
あ
り
、
我
々
は
そ
の

御
名
を
称
え
、
我
々
は
そ
の
浄
土
へ
と
往
生
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

私
ど
も
に
と
り
ま
し
て
一
切
の
原
理
は
阿
弥
陀
仏
の
存
在
で
あ
り
、

阿
弥
陀
仏
の
存
在
な
く
し
て
浄
土
宗
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。「
浄
土
宗
」

か
ら
浄
土
を
取
っ
た
ら
、
何
も
残
ら
な
い
、
た
だ
の
「
宗
」
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
浄
土
宗
と
は
、
阿
弥
陀
仏
が
存
在
し
、
そ
の
弥
陀
が
存

在
し
た
も
う
浄
土
へ
と
往
生
す
る
、
こ
れ
こ
そ
が
善
導
教
学
で
あ
り
、

そ
し
て
、
法
然
上
人
の
み
教
え
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
凡
入
報
土
の
教
え
を
一
度
、
仏
教
思
想
史
に
換
言
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
す
な
わ
ち
立
教
開
宗
と
言
う
か
ら
に
は
、
全
仏
教
の
思
想

の
歴
史
上
に
お
い
て
、
今
ま
で
な
か
っ
た
教
え
で
あ
り
、
こ
の
教
え

に
お
い
て
「
宗
」
が
立
つ
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
宗
教
に
お
い
て
私
ど

も
は
浄
土
に
往
生
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

で
は
、
何
ゆ
え
に
こ
の
教
え
が
「
宗
」
と
し
て
立
ち
得
た
の
か
。

つ
ま
り
、
全
仏
教
思
想
史
の
上
に
お
い
て
、
ど
う
い
う
意
味
が
あ
っ

た
の
か
と
問
い
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
こ
う
問
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
今

ま
で
の
仏
教
の
思
想
の
歴
史
に
お
い
て
、
一
体
、
誰
が
一
行
の
み
に

お
い
て
、
一
つ
の
行
の
み
に
お
い
て
罪
悪
生
死
の
凡
夫
で
あ
れ
、
誰

で
あ
れ
、
い
か
な
る
罪
を
犯
し
た
も
の
で
あ
れ
、
そ
の
一
行
に
お
い

て
こ
の
輪
廻
を
終
わ
ら
せ
、
こ
の
生
を
最
後
身
と
し
、
次
は
ま
ご
う

こ
と
な
く
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
一
体
法
然
上
人

以
前
に
仏
教
思
想
史
上
に
お
い
て
誰
が
言
い
得
た
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ

う
か
。

　

指
摘
し
得
た
の
は
我
が
善
導
大
師
の
み
で
あ
り
、
そ
し
て
、
教
え

と
し
て
開
き
た
も
う
た
の
は
法
然
上
人
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ

に
我
々
は
全
仏
教
思
想
史
上
に
お
け
る
法
然
上
人
の
存
在
、
法
然
上

人
の
み
教
え
、
そ
し
て
、
立
教
開
宗
と
い
う
も
の
が
と
て
つ
も
な
い

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
衝
撃
が
あ
り
、
ま
る
で
フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ン

パ
ク
ト
、
セ
カ
ン
ド
・
イ
ン
パ
ク
ト
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、

そ
し
て
、
こ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
お
い
て
浄
土
宗
は
存
在
し
て
い
る
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
我
々
は
今
、
ど
こ
ま
で
理
解
し
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。

　

私
ど
も
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
浄
土
宗
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
こ
ろ
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が
法
然
上
人
が
お
開
き
あ
そ
ば
さ
れ
る
ま
で
は
、
浄
土
宗
は
善
導
大

師
の
み
教
え
と
し
て
し
か
な
く
、
浄
土
宗
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
で
は

こ
こ
で
、
法
然
上
人
は
何
ゆ
え
に
浄
土
宗
を
お
開
き
た
も
う
た
の
か

と
い
う
一
点
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

法
然
上
人
は
何
ゆ
え
に
浄
土
宗
を
お
開
き
た
も
う
た
の
か
。
む
ろ

ん
答
え
は
未
来
世
一
切
衆
生
、
全
衆
生
を
救
わ
む
が
た
め
で
ご
ざ
い

ま
し
ょ
う
が
、
そ
れ
以
前
に
、
法
然
上
人
ご
自
身
が
救
わ
れ
る
教
え

は
、
こ
の
法
門
に
お
い
て
し
か
な
く
、
法
然
上
人
ご
自
身
が
救
わ
れ

ん
が
た
め
の
教
え
は
浄
土
宗
の
教
え
で
し
か
な
く
、
そ
の
教
え
が
全

仏
教
思
想
史
上
に
お
い
て
善
導
教
学
に
し
か
あ
り
得
ず
、
な
ら
ば
開

く
し
か
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
法
然
上
人
が
、
い
や
私
の
言

葉
で
言
え
ば
、
全
仏
教
思
想
史
の
中
で
五
本
の
指
に
入
る
で
あ
ろ
う

天
才
法
然
が
、
そ
の
天
才
さ
と
己
の
人
生
の
過
酷
さ
の
一
切
を
以
っ

て
開
き
た
も
う
た
の
が
、
こ
の
浄
土
宗
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ

う
か
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
浄
土
宗
は
な
ぜ
開
か
れ
た
の
か
。
む
ろ
ん
、
未

来
世
一
切
衆
生
が
救
わ
れ
る
た
め
の
教
え
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
厳
然

と
存
在
す
る
阿
弥
陀
仏
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
阿
弥
陀
仏

の
存
在
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
、
御
名
の
名
号
の
元
に
お
い
て
未
来

世
一
切
衆
生
が
往
生
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
こ
の
教
え
を
、
法
然
上

人
ご
自
身
が
こ
の
教
え
に
お
い
て
救
わ
れ
、
法
然
上
人
ご
自
身
が
こ

の
教
え
に
お
い
て
、
ご
自
身
の
生
に
お
い
て
、
ま
だ
生
き
る
意
味
と

意
義
が
あ
り
、
そ
し
て
、
法
然
上
人
ご
自
身
が
こ
の
教
え
の
も
と
に

お
い
て
、
生
き
る
勇
気
を
取
り
戻
さ
れ
、
生
き
る
意
味
を
見
出
さ
れ
、

何
の
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
の
か
、
何
ゆ
え
に
こ
の
世
界
に
生
ま
れ

て
き
た
の
か
と
い
う
問
い
を
、
法
然
上
人
ご
自
身
が
、
善
導
大
師
の

言
葉
の
中
に
見
出
さ
れ
、
す
な
わ
ち
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
理
由
は
、

阿
弥
陀
仏
に
会
い
、
阿
弥
陀
仏
の
救
い
に
会
い
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土

に
往
生
せ
ん
が
た
め
に
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
と
確
信

さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
こ
と
が
「
一
枚
起
請
文
」
に
説
か
れ
、
な
い
し
「
一
紙
ご
消

息
」
に
説
か
れ
る
内
容
で
あ
り
、
法
然
上
人
を
し
て
浄
土
宗
を
お
開

き
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
意
味
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
考
え
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
立
教
開
宗
の
意
味
は
開
宗
の
心
、

凡
入
報
土
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
が
、
こ
こ
で
お
念
佛
か
ら
始
ま
る
幸

せ
を
考
え
ま
す
と
、
救
わ
れ
た
の
は
法
然
上
人
ご
自
身
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

法
然
上
人
こ
そ
が
お
念
佛
か
ら
始
ま
る
幸
せ
、
つ
ま
り
極
楽
浄
土
、

往
生
浄
土
の
教
え
に
お
い
て
、
生
き
る
意
味
、
生
き
る
意
義
、
生
き

る
価
値
を
見
出
さ
れ
、
法
然
上
人
こ
そ
が
お
念
佛
か
ら
は
じ
ま
る
幸
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せ
を
己
が
人
生
と
思
わ
れ
、
法
然
上
人
こ
そ
が
こ
の
お
念
佛
か
ら
始

ま
る
幸
せ
を
己
の
人
生
と
思
い
、
そ
の
人
生
を
残
り
歩
ま
れ
た
の
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

つ
ま
り
、
本
日
は
「
お
念
佛
か
ら
始
ま
る
幸
せ
、
開
宗
の
心
、
凡

夫
報
土
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
本
日
上
が
っ
て
お
り
ま
す
が
、
私
ど

も
が
こ
の
タ
イ
ト
ル
ど
お
り
、
ま
ず
「
法
然
上
人
を
追
体
験
す
る
の

が
我
が
浄
土
門
で
あ
る
」
と
い
い
、
法
然
上
人
の
み
教
え
を
た
ま
わ

り
、
法
然
上
人
の
信
仰
世
界
を
ま
ま
己
の
が
信
仰
世
界
と
し
て
生
き

て
い
く
こ
と
が
、
我
々
の
正
し
い
生
き
方
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
ま
た
、
我
々
が
な
す
べ
き
行
為
、
つ
ま
り
、
阿
弥
陀
仏
が
選
択

し
た
ま
い
、
善
導
大
師
と
元
祖
様
が
お
説
き
あ
そ
ば
さ
れ
た
称
名
念

佛
の
一
行
こ
そ
が
、
我
々
に
と
っ
て
ま
さ
に
な
す
べ
き
行
為
、
当
為

に
お
い
て
な
す
べ
き
が
本
願
称
名
念
佛
一
行
の
み
で
あ
る
と
お
考
え

い
た
だ
き
ま
す
れ
ば
、
お
念
佛
か
ら
始
ま
る
幸
せ
は
ま
ご
う
こ
と
な

く
、
伝
法
で
言
え
ば
四
句
の
偈
に
な
り
ま
し
ょ
う
し
、
あ
る
い
は

「
往
生
浄
土
見
尊
体
」、
こ
れ
こ
そ
が
我
々
に
と
っ
て
の
幸
せ
以
外
、

何
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。
こ
れ
が
法
然
上
人
の
人
生
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

さ
あ
、
こ
こ
か
ら
幸
せ
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。
幸
せ
と
一
言
で
申
し
ま
し
て
も
、
例
え
ば
何
が
い
い
で

し
ょ
う
か
。
へ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
は
い
か
が
で
す
か
。
上
田
敏
訳
。

　
「
や
ま
の
あ
な
た
の
空
遠
く
、
幸
い
住
む
と
人
の
い
ふ
、
あ
あ
わ

れ
人
と
尋
ね
ゆ
き
て
、
涙
さ
し
ぐ
み
、
か
へ
り
き
ぬ
。
や
ま
の
あ
な

た
に
空
遠
く
、
幸
い
住
む
と
人
の
い
ふ
。」

　

あ
る
い
は
「
青
い
鳥
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
と
お
り
で
ご
ざ
い

ま
す
。
幸
せ
は
ど
こ
に
ご
ざ
い
ま
す
、
皆
様
方
の
人
生
に
お
い
て
。

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。
諸
先
生
の
中
に
お
い
て
幸
せ
は
ど
こ
に

ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

　

答
え
は
、
外
に
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
す
ね
。
青
い
鳥
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
幸
せ
と
い
う
の
は
己
の
人
生
の
外
に
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

己
の
人
生
の
中
に
お
い
て
探
し
出
す
の
は
、
非
常
に
難
し
ゅ
う
ご
ざ

い
ま
し
ょ
う
が
、
そ
れ
に
お
き
ま
し
て
も
己
の
人
生
の
中
に
お
い
て

己
が
見
出
す
よ
り
以
外
に
幸
せ
は
ど
こ
に
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
法
然

上
人
が
そ
れ
に
お
い
て
見
出
さ
れ
た
幸
せ
は
「
往
生
浄
土
見
尊
体
」

で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
て
現
代
生
活
に
お
い
て
、
い
や
二
十
一
世
紀
に
お
い
て
、

現
代
日
本
に
お
い
て
、
幸
せ
は
何
か
と
問
え
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
幸
せ

論
な
い
し
幸
福
論
が
あ
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
衣
食
住
の
充
実
、
あ
る
い
は
先
般
の
確
か
『
毎
日
新
聞
』

が
幸
せ
調
査
を
や
っ
た
ら
、
自
己
意
思
に
よ
る
意
思
決
定
が
幸
せ
に
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非
常
に
大
き
い
ウ
ェ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
調
査
も
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
を
現
世
利
益
と
言
え
ば
、
生
老
病
死
の
中

に
あ
っ
て
、
我
々
が
毎
日
の
娑
婆
世
界
の
中
に
お
い
て
求
め
い
く
幸

せ
と
い
う
も
の
は
、
娑
婆
の
中
の
幸
せ
で
あ
る
と
と
も
に
、
苦
と
裏

返
し
で
あ
っ
り
、
そ
の
幸
せ
の
後
ろ
側
に
は
不
幸
と
い
う
も
の
が
あ

り
、
不
幸
で
な
い
状
態
を
も
っ
て
、
我
々
は
日
常
生
活
を
幸
せ
と
言

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
は
単
に
こ
の
今
が
不
幸
で
は
な
い
だ
け
で
あ
っ
て
、
日
常
的

な
、
い
わ
ゆ
る
娑
婆
的
な
、
あ
る
い
は
俗
世
的
な
幸
せ
と
い
う
も
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

法
然
上
人
が
見
出
さ
れ
た
幸
せ
は
、
ど
こ
ま
で
も
宗
教
的
な
、
な

い
し
浄
土
教
的
な
宗
教
的
幸
せ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
宗
教
的
幸
せ

と
い
う
も
の
は
ど
こ
ま
で
も
過
去
が
現
在
を
規
定
し
、
己
れ
が
犯
し

た
罪
・
咎
、
そ
の
報
い
が
規
定
す
る
現
在
を
、
己
が
罪
の
中
に
お
い

て
生
き
る
苦
し
み
の
中
の
幸
せ
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
往
生
の
た

め
に
、
往
生
を
目
的
と
し
て
、
往
生
の
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
の
で

あ
れ
ば
、
往
生
に
向
か
っ
て
生
き
て
い
く
、
こ
れ
こ
そ
が
法
然
上
人

が
私
ど
も
に
お
示
し
た
も
う
た
生
き
方
で
あ
り
、
法
然
上
人
が
我
々

に
見
せ
て
い
た
だ
い
た
幸
せ
で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

言
い
換
え
ま
す
れ
ば
、
過
去
が
現
在
を
規
定
す
る
生
き
方
で
は
な

く
、
未
来
、
つ
ま
り
、「
往
生
之
業
念
佛
為
先
」
の
言
葉
の
ま
ま
、

往
生
が
現
在
を
規
定
し
、
往
生
の
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
か
ら
、

往
生
の
た
め
に
生
き
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
法
然
上
人
の
お
言

葉
の
意
味
を
読
み
取
り
、
そ
し
て
、
私
ど
も
は
あ
く
ま
で
も
未
来
に

向
か
っ
て
、
未
来
の
た
め
に
今
を
生
き
る
自
己
、
そ
こ
に
お
い
て
、

幸
せ
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
意
味
に
お
き
ま
し
て
幸
せ
と
い
う
も
の
を
考
え
ま
す
と
、
一

点
目
に
お
き
ま
し
て
は
日
常
的
な
幸
せ
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
ま
た
、
法
然
上
人
の
み
教
え
に
あ
り
、
浄
土
の
教
え
に
あ
り
、
浄

土
法
門
に
出
会
い
、
阿
弥
陀
仏
の
存
在
を
知
り
、
往
生
を
知
っ
た
己

の
幸
せ
が
新
た
に
始
ま
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
そ
の
幸
せ
は
、
日
々
の
信
仰
と
と
も
に
、
日
々
の
念
佛

と
と
も
に
、
己
の
人
生
と
と
も
に
、
毎
日
毎
日
、
一
歩
一
歩
、
畳
の

目
の
よ
う
に
、
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん
に
深
ま
っ
て
い
き
、
そ
の
深
ま

っ
て
い
く
中
に
お
い
て
、
私
ど
も
は
己
の
正
し
い
生
き
方
、
正
し
い

人
生
、
す
な
わ
ち
弥
陀
と
と
も
に
あ
り
、
弥
陀
と
と
も
に
生
き
、
弥

陀
に
守
ら
れ
、
導
か
れ
る
生
き
方
を
も
っ
て
、
己
が
人
生
が
幸
せ
で

あ
る
と
い
う
真
の
深
ま
り
と
と
も
に
深
ま
り
ゆ
く
、
進
み
ゆ
く
幸
せ

の
有
り
様
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
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日
常
的
な
幸
せ
、
む
ろ
ん
こ
れ
は
重
要
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
と

同
時
に
、
そ
の
向
こ
う
側
に
あ
る
宗
教
的
真
実
、
つ
ま
り
、
往
生
と

い
う
も
の
を
求
め
、
往
生
の
た
め
に
生
き
る
己
が
人
生
が
幸
せ
で
あ

る
。
阿
弥
陀
仏
に
会
い
、
阿
弥
陀
仏
の
教
え
に
出
会
い
、
念
佛
を
称

え
、
往
生
の
た
め
に
今
を
生
き
る
己
が
身
が
幸
せ
な
身
で
あ
る
こ
と

を
説
き
続
け
、
自
分
の
人
生
の
上
に
お
い
て
示
し
、
そ
れ
を
自
分
の

言
葉
で
表
現
す
る
の
が
能
化
と
し
て
存
在
す
る
私
ど
も
が
、
こ
の
世

に
生
を
受
け
、
こ
の
世
に
お
い
て
浄
土
門
に
お
い
て
出
家
し
、
浄
土

門
に
お
い
て
我
々
が
能
化
に
な
っ
た
意
味
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し

ょ
う
か
。

　

こ
れ
を
考
え
る
こ
と
に
お
い
て
、
お
念
佛
か
ら
始
ま
る
幸
せ
は
ま

ご
う
こ
と
な
く
凡
入
報
土
で
あ
り
、
そ
の
凡
入
報
土
の
教
え
の
中
に

お
い
て
、
私
ど
も
は
信
仰
世
界
、
つ
ま
り
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
世
界

の
中
で
他
者
に
出
会
い
、
ま
た
死
者
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

他
者
に
出
会
う
と
い
う
こ
と
は
、『
往
生
礼
讃
』
の
言
葉
で
言
え

ば
、「
仏
眼
相
看
」
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
『
観
経
疏
』
に

も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

あ
る
い
は
死
者
に
出
会
う
。
つ
ま
り
、
私
ど
も
が
行
う
葬
送
儀
礼
、

な
い
し
普
段
の
法
事
等
々
の
全
て
向
こ
う
に
は
常
に
弥
陀
が
存
在
し
、

弥
陀
と
と
も
に
ご
先
祖
様
が
存
在
し
ま
す
。
そ
の
存
在
は
、
言
い
換

え
れ
ば
死
者
で
あ
り
、
我
々
は
常
に
名
号
こ
と
弥
陀
の
名
号
の
中
に

お
い
て
、
己
が
弥
陀
に
会
い
、
ま
た
ご
先
祖
様
、
つ
ま
り
、
死
者
に

出
会
い
、
こ
の
時
間
の
中
に
お
い
て
極
楽
に
出
会
い
、
極
楽
の
時
間

が
こ
の
娑
婆
世
界
の
中
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
立
ち
現
れ
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
事
態
が
、
声
の
称
名
念
佛
の
中
で
開
か
れ
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
。

　

小
結
に
入
り
ま
し
ょ
う
。
我
々
は
も
う
一
度
、「
全
仏
教
思
想
史

上
に
お
け
る
法
然
上
人
の
浄
土
宗
立
教
の
開
宗
の
意
義
」
を
考
え
直

し
、
そ
し
て
、
再
考
察
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
て

は
我
々
自
身
が
こ
の
法
然
上
人
の
感
動
、
法
然
上
人
の
興
奮
、
そ
の

一
切
を
忘
れ
、
法
然
上
人
が
お
開
き
に
な
っ
た
と
い
う
一
点
に
よ
っ

て
い
る
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

も
う
一
度
、『
四
十
八
巻
伝
』
第
六
巻
の
あ
の
法
然
上
人
の
立
教

開
宗
の
記
事
を
己
が
人
生
の
上
に
お
い
て
具
現
化
し
、「
順
彼
仏
願

故
」、
こ
こ
に
お
い
て
存
在
す
る
阿
弥
陀
仏
の
存
在
を
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
お
い
て
、
お
念
佛
か
ら
始
ま
る
幸
せ
が
あ

り
、
法
然
上
人
の
全
人
生
、
全
信
仰
、
そ
れ
こ
そ
が
浄
土
宗
で
あ
り
、

浄
土
宗
は
こ
れ
か
ら
も
、
そ
し
て
、
未
来
永
劫
に
お
い
て
全
世
界
念

仏
者
の
個
々
の
祈
り
の
声
で
あ
り
、
全
念
佛
者
の
真
実
の
幸
福
を
願

う
も
の
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
が
存
在
す
る
以
上
、
こ
の
全
世
界
に
南
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無
阿
弥
陀
仏
の
教
え
を
広
め
て
い
く
こ
と
が
我
々
の
責
務
で
あ
り
、

責
任
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
最
後
に
、「
声
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
。
な
ぜ
法

然
上
人
が
「
声
」
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
。
声
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
声
」

こ
そ
が
根
源
的
行
為
で
あ
り
、
念
佛
、
称
名
念
佛
と
い
う
声
に
お
い

て
、
我
々
は
初
め
て
自
ら
の
意
志
を
表
現
し
、
自
分
の
存
在
を
弥
陀

に
開
示
し
、
こ
の
ワ
ン
シ
ラ
ブ
ル
、
ワ
ン
シ
ラ
ブ
ル
の
中
に
お
き
ま

し
て
、
弥
陀
は
ま
ご
う
こ
と
な
く
そ
の
存
在
を
現
存
在
化
い
た
し
ま

す
。

　

言
い
換
え
ま
す
れ
ば
、「
声
の
念
佛
」
こ
そ
が
、「
声
の
宗
教
」
こ

そ
が
浄
土
門
で
あ
り
、
こ
の
声
に
お
い
て
未
来
世
一
切
衆
生
た
る

我
々
、
凡
夫
ひ
と
り
ひ
と
り
が
己
が
祈
り
を
弥
陀
に
捧
げ
、
弥
陀
と

と
も
に
生
き
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
お
念
佛
か
ら
始
ま
る
幸
せ
で
あ

り
、
こ
の
幸
せ
は
常
に
お
念
佛
に
お
い
て
開
か
れ
る
幸
せ
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
申
し
添
え
ま
し
て
、
後
ほ
ど
レ
ジ
メ
を
ご
参
考
い
た
だ

け
れ
ば
幸
甚
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
以
上
、
二
〇
分
の
時
間
を
終
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

　　

伊
藤　

柴
田
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
非
常
に
迫
力
の

あ
る
、
ま
ご
う
こ
と
な
く
立
教
開
宗
が
柴
田
先
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
、
大
変
あ
り
が
た
い
お
話
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
続
き
ま
し
て
、
佐
藤
先
生
か
ら
ご
意
見
を
頂
戴
い
た

し
ま
す
。

　　

佐
藤　

そ
れ
で
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
皆
様
方
の
お
手
元
に
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー

ジ
を
お
配
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
東
京
教
区
の
豊
島
組
浄
心
寺
の
住
職
を
し
て
お
り
ま
す
。

細
々
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
正
大
学
で
教
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
大
正
大
学
で
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
論
と
生
命
倫
理
に

関
す
る
講
座
の
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
東
京
教
区
教
化
団
の
団
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
き
ょ
う
は
、
布
教
委
員
会
の
委
員
と
し
て
ご
推
薦
を
い

た
だ
き
ま
し
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
布
教
委
員
会
が
新
た
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

宗
務
宗
長
の
官
選
に
よ
る
四
方
、
宗
議
会
議
員
の
互
選
に
よ
る
お
三

方
、
そ
し
て
、
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー
委
員
長
推
薦
の
八
人
、
合
計
一

五
人
を
も
っ
て
布
教
委
員
会
は
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
は
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関
東
教
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
ご
推
薦
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
そ
の
任
に

当
た
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
日
の
発
表
の
任
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
確
か
に
私
も
何

十
件
か
、
毎
年
お
説
教
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
教
学
、
布
教
、
法
式
、
総
合
研
究
所
と
の
四
つ

の
柱
で
あ
り
ま
す
が
、
お
説
教
を
行
う
布
教
師
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
て
、「
浄
土
宗
教
師
は
皆
、
布
教
師
」
と
い
う
、
教
え
の
伝
え
手

と
し
て
の
立
場
か
ら
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
こ
こ
で
は
経
典
、
典
籍
か
ら
少
し
離
れ
て
、
今
、
ご

発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
柴
田
先
生
の
す
ば
ら
し
い
教
理
・
教
学
が
、

実
際
の
ど
ん
な
人
間
に
私
た
ち
は
伝
え
て
い
く
の
か
。
私
た
ち
が
関

わ
る
と
こ
ろ
の
市
井
の
方
々
に
つ
い
て
自
分
の
言
葉
で
語
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
般
の
開
宗
八
五
〇
年
に
向
け
て
の
テ
ー
マ
が
「
お
念
仏

か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
」
と
決
ま
っ
て
、
そ
れ
以
来
、
私
も
改
め
て
幸

せ
っ
て
何
だ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
誰
も
皆
、
そ
の
幸
せ
を

確
か
に
求
め
る
わ
け
で
す
。

　
「
幸
せ
に
な
り
た
い
」、
皆
、「
幸
せ
に
な
り
た
い
よ
ね
」
と
口
々

に
言
い
ま
す
。
そ
う
言
え
ば
、
幸
せ
が
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

余
り
私
た
ち
は
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
幸
せ
に
な
り
た
い
人
た
ち
は
多
く
い
ま
す
が
、
な
り
た
く
な
い

と
い
う
人
は
余
り
い
な
い
わ
け
で
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
幸
せ
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
そ
こ
で
私
が
教

え
に
行
っ
て
お
り
ま
す
看
護
学
生
の
体
験
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
通
年
で
講
義
に
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
特
別
講
義
で

す
。
聖
路
加
国
際
大
学
の
看
護
学
の
学
生
さ
ん
た
ち
に
仏
教
思
想
を

伝
え
る
の
に
、
本
当
に
僅
か
な
時
間
し
か
な
い
も
の
で
す
か
ら
、

「
皆
、
仏
教
の
ど
う
い
う
こ
と
を
学
び
た
い
？
」「
仏
教
の
ど
う
い
う

こ
と
を
知
り
た
い
と
思
う
？
」
と
、
予
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
、

そ
の
学
生
さ
ん
た
ち
が
ど
う
い
う
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
か
予

じ
め
調
べ
て
、
講
義
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
年
、
い
た
だ
い
た
看
護
学
生
の
興
味
の
中
に
、
こ

う
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
祈
り
を
し
た
ら
、
一
番
効
き
目
が
あ
り
ま

す
か
。」

　

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
方
だ
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
答
え
ら

れ
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
先
ほ
ど
柴
田
先
生
も
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
私
た
ち
日
本
人
の
感
性
の
中
に
、
幸
せ
が
外
か

ら
、
ど
こ
か
か
ら
や
っ
て
来
る
。
も
っ
と
言
え
ば
、
私
た
ち
が
お
参

り
を
す
る
、
お
祈
り
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
幸
せ
を
呼
び
寄
せ
る
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も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
身
の
内
心
に
向
か
っ
て
考
え
、
自
分
の

内
面
に
向
き
合
う
、
自
己
を
見
つ
め
る
と
い
う
機
会
が
お
お
よ
そ
少

な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
の
で
す
。

　

幸
せ
を
伝
統
宗
教
の
と
こ
ろ
に
求
め
て
い
く
現
代
人
は
た
く
さ
ん

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

む
し
ろ
、
社
会
的
に
著
名
な
人
な
ど
に
、
何
を
言
っ
て
る
の
か
な
、

ど
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
な
と
求
め
る
人
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
書
店
に
平
積
み
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
人
で
す
。

例
え
ば
佐
藤
愛
子
さ
ん
は
九
五
歳
に
な
ら
れ
る
文
筆
家
で
す
が
、
彼

女
は
「
幸
福
と
は
何
ぞ
や
」
と
い
う
著
書
の
中
で
、「
な
ん
で
自
分

の
幸
せ
の
こ
と
を
人
に
聞
く
の
か
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

幸
せ
は
各
人
に
よ
っ
て
違
う
と
い
う
こ
と
を
こ
の
本
で
は
著
し
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
。

　

同
じ
く
彼
女
は
、「
私
な
ん
ぞ
、
大
正
生
ま
れ
は
幸
福
に
つ
い
て

な
ん
ぞ
、
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
暇
も
な
か
っ
た
し
、

た
だ
明
日
に
向
か
っ
て
、
目
の
前
の
現
実
を
生
き
る
の
に
精
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
。」
と
い
う
書
き
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

確
か
に
私
た
ち
は
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
戦
後
間
も
な
い
頃
、
今

日
を
生
き
る
の
に
必
死
で
与
え
ら
れ
た
今
日
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
生

き
て
い
く
の
か
。
自
分
の
与
え
ら
れ
た
こ
の
環
境
の
中
で
ど
う
や
っ

て
「
生
き
る
」
の
か
と
い
う
こ
と
に
懸
命
で
あ
っ
て
、
幸
せ
を
求
め

て
ど
う
の
こ
う
の
と
い
う
こ
と
は
、
お
よ
そ
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
方
は
今
日
ま
で
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

現
代
に
生
き
る
人
た
ち
、
私
た
ち
が
教
化
の
対
象
と
す
る
人
た
ち

は
、
便
利
で
あ
る
こ
と
、
豊
か
で
あ
る
こ
と
は
当
た
り
前
な
ん
だ
、

と
い
う
時
代
に
生
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
し
ば
し
ば
年
長
者
の
言
葉

の
中
か
ら
聞
か
れ
る
こ
と
の
中
に
、「
便
利
に
な
っ
た
分
、
達
成
感

も
な
い
し
、
幸
せ
を
感
じ
づ
ら
い
時
代
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は

な
い
の
か
」。「
か
え
っ
て
幸
せ
を
感
じ
づ
ら
い
時
代
に
私
た
ち
は
生

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
耳
に
し
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
仏
陀
は
こ
の
世
の
中
は
「
苦
し
み
の
世
界
」、

娑
婆
世
間
は
忍
土
で
あ
る
、
忍
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
我
慢
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
世
界
だ
と
示
さ
れ
ま
し
た
。
恐
ら
く
お
説
教
さ
れ

る
方
々
は
、
き
っ
と
檀
信
徒
の
方
々
を
前
に
、「
こ
の
世
の
中
が
娑

婆
世
間
だ
、
苦
し
み
の
世
の
中
」
と
い
う
ふ
う
に
言
う
と
、
逆
に
聴

衆
の
人
た
ち
は
、「
こ
の
世
の
中
が
幸
せ
で
な
か
っ
た
ら
、
何
で
生

き
て
い
る
甲
斐
が
あ
る
の
」。
そ
う
い
う
批
判
的
に
言
わ
れ
る
方
々

も
多
く
あ
る
の
が
実
情
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
方
、
法
を
求
め
る
こ
と
、
教
え
を
求
め
る
こ
と
こ
そ
、
無
上
の
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幸
せ
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
幸
せ
が
得
ら
れ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

も
、
初
期
の
経
典
に
は
出
て
く
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
承
知
の
法
然
上
人
は
、「
苦
し
み
の
こ
の
世
に
あ
る
こ
と
の
存

在
を
、
悲
し
い
こ
と
だ
が
、
そ
れ
で
も
釈
尊
の
教
説
に
出
会
え
た
こ

と
は
喜
び
の
中
の
喜
び
な
り
」
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
、

ご
承
知
の
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
改
め
て
考
え
ま
す
と
、
私
た
ち
人
間
は
、
悲
し
み
、
苦
し

み
、
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
、
そ
れ
こ
そ
凡
夫
と
表
現
す
れ
ば
よ
ろ

し
い
で
し
ょ
う
か
。
当
た
り
前
の
人
間
だ
か
ら
こ
そ
、
救
わ
れ
た
い

と
願
っ
て
、
法
を
、
教
え
を
求
め
る
心
が
起
き
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
明
ら
か
に
、
悲
し
み
や
苦
し
み
、
嘆
き
、
そ
う
い
う
も
の

に
出
会
っ
て
初
め
て
救
い
を
求
め
る
心
が
生
じ
て
く
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
私
た
ち
、
檀
信
徒
を
見
て
い
て
も
、
ま
た
私
た
ち
自
身
の

苦
し
み
の
体
験
か
ら
、
大
切
な
人
と
の
死
別
や
別
れ
や
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
を
す
る
中
か
ら
、
ど
う
し
よ
う
も
な
ら
な
い
境
遇
の
と
き
こ
そ
、

念
佛
の
勧
め
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
念
佛
と
出
会
い
、
求
め
る
声
や
求

め
る
心
が
生
じ
て
く
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
子
ど
も
た
ち
の
「
い
の
ち
の
授
業
」
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
お
話
し
し
す
る
と
き
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

人
生
の
答
え
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
と
こ
ろ
に
は
、
答
え
の
出

方
に
二
通
り
の
出
方
が
あ
る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
一
つ
は
す
ぐ
に

出
る
答
え
。
ほ
っ
ぺ
た
を
つ
ね
っ
て
ご
ら
ん
。
痛
い
で
し
ょ
う
。
は

い
、
つ
ね
れ
ば
痛
い
、
別
れ
れ
ば
辛
い
。
こ
の
よ
う
に
す
ぐ
出
る
答

え
は
確
か
に
あ
る
ね
、
と
。

　

だ
け
ど
、
も
う
一
つ
は
時
間
を
か
け
て
、
そ
の
身
、
そ
の
体
で
実

感
す
る
と
こ
ろ
の
答
え
、
体
得
す
る
答
え
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
多
く
の
年
長
の
檀
信
徒
か
ら
教
え
ら
れ
た
言
葉
の
中
に
あ

り
ま
す
。
き
っ
と
皆
様
方
も
そ
う
い
う
こ
と
に
多
く
出
会
っ
て
お
い

で
か
と
思
い
ま
す
。

　

人
生
の
中
で
苦
し
み
の
中
に
あ
る
時
は
、
ほ
ん
と
に
辛
い
と
き
に
、

逃
げ
出
し
た
い
、
死
に
た
い
と
思
っ
た
。
そ
れ
が
七
十
年
、
八
十
年

生
き
て
み
て
、
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、「
あ
の
と
き
の
苦
し

み
や
悲
し
み
、
辛
か
っ
た
こ
と
が
、
人
生
の
一
番
い
い
学
び
に
な
っ

て
る
ん
で
す
よ
、
和
尚
さ
ん
。」
こ
う
聞
か
せ
て
く
だ
さ
る
人
が
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、「
私
の
人
生
の
中
で
も
あ
の
苦
し
か
っ
た
、
あ
の
辛

か
っ
た
、
あ
の
悲
し
か
っ
た
こ
と
が
、
私
の
人
生
の
中
の
宝
物
に
な

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。」
と
。
こ
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
る
方
々
は
、
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本
当
に
少
な
く
な
い
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、「
そ
の
辛
か
っ
た
悲
し
み
や
苦
し
み
の
と
き
、
ど
う
さ

れ
て
い
た
の
で
す
か
」
と
尋
ね
て
み
ま
す
。

　
「
い
や
、
和
尚
さ
ん
、
そ
れ
は
祈
り
ま
し
た
よ
。」

　
「
ど
う
い
う
ふ
う
に
祈
っ
た
の
？
」

　
「
お
念
佛
し
て
ま
し
た
。
お
念
佛
を
称
え
て
ま
し
た
。」
こ
う
い
う

方
々
が
ほ
ん
と
に
お
い
で
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
と
き
、
悲
し
み
や
苦
し
み
を
避
け
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

人
生
の
中
で
味
わ
い
、
出
会
う
、
悲
し
み
や
苦
し
み
を
大
切
に
し
て

生
き
て
い
く
。
む
し
ろ
辛
い
。
辛
い
と
感
じ
た
と
き
に
、
阿
弥
陀
様

を
求
め
て
「
な
む
あ
み
だ
ぶ
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
」
と
お
念
佛
を
続
け

て
生
き
る
と
き
に
、
そ
こ
に
き
っ
と
幸
せ
の
実
感
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
こ
そ
一
生
の
間
、
ず
う
っ
と
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
死
の

間
際
に
な
っ
て
、
ま
さ
に
つ
ら
い
思
い
で
、
不
幸
せ
な
人
生
だ
っ
た

と
振
り
返
る
人
も
い
ま
す
。
中
に
は
本
当
に
苦
労
続
き
で
、
悲
し
み

続
き
で
、
だ
け
ど
も
死
の
間
際
で
ま
さ
に
お
念
佛
に
出
会
っ
て
、
本

当
に
、「
あ
あ
、
い
い
人
生
だ
っ
た
ね
」
と
締
め
く
く
る
方
も
お
い

で
に
な
り
ま
す
。
さ
て
ど
ち
ら
が
幸
せ
な
人
生
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

人
生
の
総
仕
上
げ
の
時
間
、
臨
終
は
大
切
な
時
間
と
受
け
と
め
ら
れ

ま
す
。

　

最
後
に
藤
井
實
應
猊
下
の
御
詠
歌
を
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
「
人
の
世
の

憂
き
悲
し
み
の
谷
底
を

静
か
に
照
ら
す
弥
陀
の

月
か
げ
」、

　

悲
し
み
の
中
、
苦
し
み
の
中
で
こ
そ
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
、
な
む
あ

み
だ
ぶ
と
称
え
、
浄
土
を
求
め
、
阿
弥
陀
様
の
救
い
を
求
め
る
と
き

に
、
お
の
ず
と
幸
せ
を
実
感
す
る
生
き
方
や
お
念
佛
の
あ
り
が
た
さ

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
失
礼
い
た
し

ま
し
た
。（
拍
手
）

　　

伊
藤　

佐
藤
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
藤
井
猊
下
の
お
歌
が
非
常
に
示
唆
的

で
、
い
い
お
歌
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
な
と
思
い
ま
す
。「
人
の
世

の
憂
き
悲
し
み
の
谷
底
を
静
か
に
照
ら
す
弥
陀
の
月
影
」
と
い
う
、

非
常
に
悲
し
み
の
中
か
ら
信
仰
に
出
会
っ
て
、
幸
せ
に
導
い
て
い
く

と
い
う
と
こ
ろ
を
お
教
え
い
た
だ
い
た
の
か
な
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

柴
田
先
生
の
迫
力
と
は
ま
た
違
う
、
非
常
に
上
品
な
お
話
で
あ
り

が
た
い
な
と
感
じ
た
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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そ
れ
で
は
、
続
き
ま
し
て
、
佐
野
先
生
か
ら
、
佐
野
先
生
の
お
立

場
で
お
教
え
を
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　　

佐
野　

生
ま
れ
て
初
め
て
、
こ
う
い
う
ひ
な
壇
の
上
に
座
ら
せ
ら

れ
ま
し
た
。
九
州
福
岡
教
区
、
八
女
の
上
妻
天
福
寺
の
住
職
、
佐
野

眞
弘
で
あ
り
ま
す
。
法
式
教
師
会
の
ほ
う
か
ら
と
い
う
こ
と
で
依
頼

さ
れ
ま
し
て
、
固
辞
し
た
の
で
す
が
、
何
と
か
ひ
な
壇
に
座
っ
て
く

だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
般
、
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
は
四
枚
の
プ
リ
ン
ト
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

レ
ジ
メ
と
縦
長
の
と
、
こ
れ
を
使
っ
て
、
午
前
中
の
藤
本
先
生
の
基

調
講
演
の
趣
を
受
け
ま
し
て
、「
念
佛
往
生
の
こ
こ
ろ
の
安
置
と
念

佛
す
る
動
態
」
を
、「
念
佛
往
生
を
信
ず
る
心
」、（
安
心
）、「
称
名

念
佛
の
実
践
」（
起
行
）
と
受
け
止
め
て
、「
称
名
念
佛
の
実
践
」

（
起
行
）
に
つ
い
て
、
特
に
南
無
阿
弥
陀
佛
と
音
に
出
す
こ
と
を
中

心
に
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

宗
祖
、
法
然
上
人
の
立
教
開
宗
の
心
は
、
凡
入
報
土
で
あ
る
。
先

ほ
ど
も
柴
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
我
々
は

何
を
す
べ
き
か
。
私
ど
も
の
天
福
寺
の
開
山
、
鎮
西
上
人
は
、
お
師

匠
様
、
法
然
上
人
の
み
教
え
の
ま
ま
に
、
晩
年
は
天
福
寺
で
一
人
、

静
か
に
お
念
佛
を
日
々
、
六
万
を
超
え
て
、
お
称
え
な
さ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
自
分
で
六
万
、
数
え
た
の
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
お

弟
子
さ
ん
が
側
に
い
て
、
す
ご
い
な
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
数
え
た
よ

う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
、
私
ど
も
日
常
、
お
檀
家
さ
ん
か

ら
依
頼
を
受
け
て
、
追
善
供
養
と
か
お
葬
儀
で
あ
る
と
か
、
そ
う
い

う
方
面
で
の
式
次
第
の
中
の
念
佛
一
会
と
、
朝
夕
に
お
勤
め
す
る
攝

益
文
、
念
佛
一
会
の
念
佛
一
会
と
で
は
意
味
が
違
う
と
い
う
こ
と
を

も
う
一
度
、
再
確
認
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

昭
和
六
〇
年
で
し
た
か
、
大
本
山
善
導
寺
に
職
員
で
入
り
ま
し
た
。

一
年
後
に
、
も
う
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
藤
堂
俊
章
台
下
が
ご
晋
薫
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。
よ
く
五
重
相
伝
の
随
行
で
全
国
各
地
へ
伺
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
折
々
に
台
下
か
ら
言
わ
れ
た
の
は
、
お
布
施
を
貰
っ
て
称
え

る
念
佛
の
数
と
、
自
ら
阿
弥
陀
佛
に
対
し
て
口
に
称
え
る
南
無
阿
弥

陀
佛
で
は
違
う
ん
だ
ぞ
と
、
よ
く
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
返
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
「
浄
土
三
部
経
」
の
中
に
は
、「
観
無
量
寿
経
」
の
中
に

「
合
掌
叉
手
」、「
称
南
無
阿
弥
陀
佛
」、「
令
聲
不
絶
具
足
十
念　

称

南
無
阿
弥
陀
佛
」
と
、
阿
弥
陀
佛
を
称
え
よ
と
い
う
文
言
が
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
ま
し
て
、
我
々
は
人
間
と
し
て
身
口
意
の
三
業
を
し



─ 33 ─

て
、
所
求
・
所
帰
・
去
行
の
、
去
行
『
た
だ
一
向
に
念
佛
す
べ
し
』、

す
な
わ
ち
『
南
無
阿
弥
陀
佛
』
と
口
に
称
え
る
べ
し
と
、
私
は
受
け

止
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

平
成
七
年
に
藤
堂
台
下
の
下
で
、
七
十
数
年
ぶ
り
に
天
福
寺
で
五

重
相
伝
を
し
ま
し
た
。
八
八
名
の
受
者
と
と
も
に
、
次
の
朝
か
ら
別

時
念
佛
を
始
め
ま
し
た
。
今
か
ら
六
年
前
ま
で
は
毎
朝
や
っ
て
ま
し

た
が
、
な
か
な
か
お
年
寄
り
は
来
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
に
月
に
一
度
と
い
う
こ
と
で
、
今
は
三
〇
〇
回
を
超
え

て
、
毎
月
一
度
、
念
佛
と
法
話
と
い
う
形
で
す
。
そ
れ
と
は
別
に
年

中
行
事
が
あ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、
お
檀
家
さ
ん
に
こ
の
称
名
念

佛
を
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
皆
様
方
、
本
当
に
日
々
に
南
無
阿
弥
陀
佛
と
お
称
え
い

た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
浄
土
宗
開
宗
八
五
〇
年
を
前

に
再
度
、
基
本
の
再
確
認
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
「
佛
説
舎
利
弗
悔
過
経
」。「
大
正
大
蔵
経
」
の
中
に
「
常
に
平
旦
、

日
中
、
日
入
、
入
定
、
夜
半
、
鶏
鳴
の
時
を
も
っ
て
・
・
・
十
方
を

礼
拝
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
で
も
昼
夜
六
時
に
礼
拝
が
行
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

中
国
で
は
廬
山
の
慧
遠
法
師
や
善
導
大
師
が
六
時
の
勤
行
を
行
い
、

日
本
で
も
法
然
上
人
や
鎮
西
聖
光
上
人
が
六
時
（
晨
朝
、
日
中
、
日

没
、
初
夜
、
中
夜
、
後
夜
）
の
礼
讃
、
誦
経
を
勤
め
、
称
名
念
佛
を

行
じ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
常
の
勤
行
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り

ま
す
。

　

現
在
、
我
々
は
こ
う
い
う
浄
土
宗
法
要
集
が
あ
り
ま
す
が
、
か
な

り
再
版
が
進
ん
で
い
ま
す
。
今
、
私
の
手
元
に
あ
る
の
は
平
成
二
四

年
十
一
月
一
日
、
新
改
訂
第
四
版
で
あ
り
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
の
法
式
講
習
会
に
講
師
で
行
き
ま
し
て
、
最
初
に
皆
さ

ん
に
伝
え
る
の
は
、
こ
れ
を
購
入
し
て
い
ま
す
か
。
見
て
み
た
ら
、

も
う
カ
ビ
が
生
え
て
い
る
よ
う
な
、
古
い
古
い
版
の
も
の
ば
か
り
で

す
。

　

そ
れ
で
は
い
け
な
い
の
で
、
新
し
い
版
が
出
た
ら
改
正
さ
れ
た
部

分
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
し
な
が
ら
、
ま
た
こ
れ
を
購
入
し
て

い
た
だ
く
と
、
少
し
く
現
状
の
お
勤
め
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
か
と

思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
法
要
集
に
あ
る
現
在
の
日
常
勤
行
式
の
起
源
は
、

関
東
十
八
檀
林
を
制
定
な
さ
れ
た
観
智
国
師
存
応
（
増
上
寺
第
一
二

世
）
様
の
時
代
か
ら
次
第
に
整
備
さ
れ
、
元
禄
、
享
保
年
間
に
至
っ

て
各
種
偈
文
、
文
政
年
間
に
は
大
筋
が
整
い
、
そ
の
次
第
が
日
常
の

勤
行
と
規
定
さ
れ
て
く
る
の
は
、
安
政
四
年
五
月
（
一
八
五
七
年
）

増
上
寺
学
頭
観
随
師
『
蓮
門
六
時
勤
行
式
』
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
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い
ま
す
。

　

時
代
は
過
ぎ
て
明
治
と
な
り
、
そ
の
後
、
明
治
九
年
の
『
浄
土
宗

鎮
西
派
規
則
』、
大
正
四
年
の
『
法
式
条
例
』、
昭
和
一
四
年
の
『
浄

土
宗
法
要
集
』、
こ
れ
に
至
っ
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
あ
、
こ
の
中
で
念
佛
一
会
の
名
称
の
一
端
を
資
料
一
で
お
目
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
縦
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

一
番
下
に
誦
経
・
礼
讃
・
念
佛
と
一
列
に
書
い
て
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
が
法
然
上
人
、
鎮
西
上
人
が
勤
め
ら
れ
て
い
た
お
勤
め
で
あ
り
ま

す
。

　

そ
し
て
、
一
番
上
に
現
状
の
日
常
勤
行
式
を
提
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
善
導
大
師
の
五
種
正
行
を
こ
の
偈
文
中
で
当
て
は
め
て

み
ま
す
と
、
歎
佛
偈
は
観
察
正
行
と
当
て
は
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
誦
経
は
読
誦
正
行
、
礼
讃
は
礼
拝
正
行
、
そ
し
て
、
讃
歎
正
行

の
意
味
を
含
み
、
念
佛
一
会
こ
そ
が
、
称
名
正
行
で
あ
る
と
、
こ
の

よ
う
に
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
法
然
上
人
は
歎
佛
偈
、
観
察
正
行
、
六
時
正
行
、
礼
拝

正
行
、
讃
歎
正
行
を
助
業
と
し
、
称
名
正
行
の
み
が
正
定
業
で
あ
る

と
言
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
を
、
こ
の
次
第
の
中
に
書
き
添
え
て

ご
ざ
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
日
常
勤
行
式
内
に
お
け
る
念
佛
一
会
の
変
遷
で
す
。

ま
ず
、
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
観
智
国
師
の
時
代
よ
り
い
ろ

い
ろ
な
お
寺
様
で
お
勤
め
の
次
第
が
工
夫
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
き

ょ
う
挙
げ
て
い
る
四
つ
の
中
で
古
い
の
は
、
浄
業
課
誦
、
こ
れ
は
天

和
元
年
（
一
八
六
一
年
）
獅
子
谷
忍
澂
様
の
考
え
ら
れ
た
式
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

次
が
日
用
念
誦
、
こ
れ
は
忍
澂
上
人
の
お
弟
子
の
宝
州
様
が
享
保

一
一
年
（
一
七
二
六
年
）
に
認
め
ら
れ
た
日
用
念
誦
で
あ
り
、
そ
れ

に
プ
ラ
ス
し
て
蓮
門
六
時
勤
行
式
、
こ
れ
が
安
政
四
年
五
月
、
増
上

寺
学
頭
観
随
上
人
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

　

一
番
下
の
六
時
行
法
定
式
は
、
獅
子
谷
忍
澂
上
人
の
伝
記
と
言
い

ま
し
ょ
う
か
、
獅
子
谷
忍
澂
和
尚
行
業
記
、
こ
れ
は
弟
子
の
珂
燃
師

が
著
わ
さ
れ
た
中
に
あ
る
式
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
で
見
て
い
き
ま
す
と
、
今
般
の
私
の
話
の
中
心
、
念
佛
一
会

と
い
う
と
こ
ろ
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
全
て
同
じ
名
前
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
日
常
勤
行
式
に
お
い
て
は
、
念
佛
一
会
。
蓮
門
六
時
勤

行
式
で
は
念
佛
（
一
千
遍
）、
浄
業
課
誦
で
念
佛
一
会
、
日
用
念
誦

で
念
誦
、
六
時
行
法
定
式
で
は
連
声
念
佛
千
遍
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
念
佛
一
会
、
こ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
勤
行
や
法
要
中
、

鉦
、
木
魚
を
用
い
て
、
数
を
限
ら
ず
、
称
名
念
佛
、
通
常
は
、
摂
益

文
に
続
い
て
、
称
名
す
る
こ
と
を
念
佛
一
会
と
言
う
。
こ
れ
の
中
で



─ 35 ─

一
会
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
一
つ
の
法
要
や
法
会
を
指
す
場
合
、

鳴
物
、
定
め
ら
れ
た
法
で
繰
り
返
し
打
ち
鳴
ら
す
こ
と
。
一
連
と
一

体
で
、
連
続
し
た
時
間
、
念
佛
申
す
こ
と
で
あ
る
。
と
宍
戸
寿
栄
先

生
は
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
ま
す
と
、
こ
の
念
佛
一
会
と
い
う
呼
び
方
が
出
て
き
た
の

は
、
浄
業
課
誦
が
最
初
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
が
、
ほ
か
に
も
文
政
六

年
（
一
八
二
三
年
）
隆
圓
師
が
著
さ
れ
た
「
吉
水
瀉
瓶
訣
」
で
あ
っ

た
り
、
ま
た
享
保
一
九
年
の
、
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
日
用
念
誦
の
と

こ
ろ
で
、
浄
業
課
誦
付
録
と
い
う
宝
州
様
の
も
の
に
、
念
佛
一
会
と

い
う
も
の
が
出
て
く
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
も
の
は
当
た
り
前
だ
と
、
皆
さ
ん
、
思
い
ま
す
が
、
当
た

り
前
が
積
み
重
な
っ
た
ら
、
常
識
が
積
み
重
な
っ
た
ら
、
非
常
識
に

だ
ん
だ
ん
な
っ
て
い
く
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
い
き
ま
し
て
、
蓮
門
六
時
勤
行
式
の
前
序

に
、「
六
時
の
勤
行
は
誦
経
礼
讃
念
佛
を
も
っ
て
浄
土
宗
の
法
式
と

な
す
こ
と
は
、
法
然
上
人
開
宗
以
来
の
規
格
で
あ
り
遵
行
し
て
き

た
」
と
あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
念
佛
一
会
は
称
名
正
行
・
正
定
業
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
現
今
、
日
常
勤
行
式
を
基
盤
と
し
た
追
善
供
養
法
要
等
の
流
れ
、

時
間
が
制
限
さ
れ
る
の
か
、
時
間
調
整
の
ご
と
く
、
念
佛
一
会
が
勤

め
ら
れ
た
り
し
て
、
そ
れ
は
本
当
に
嘆
か
わ
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

念
佛
千
遍
は
先
ほ
ど
の
比
較
表
の
中
に
も
出
て
き
ま
し
た
が
、
称

え
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

で
は
、
レ
ジ
メ
の
裏
に
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
日
常
勤
行
式
の
中
を

見
て
い
く
と
、
南
無
阿
弥
陀
佛
、
称
名
念
佛
に
日
常
勤
行
式
次
第
の

中
だ
け
で
見
ま
す
と
、
念
佛
一
会
と
十
念
が
あ
り
ま
す
。

　

資
料
二
、
こ
れ
は
「
六
時
名
号
呼
法
辨
」、
こ
の
本
も
私
が
所
有

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
大
澤
上
人
の
所
持
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
を
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
部
を
プ
リ
ン
ト
し
て
持
っ
て

き
た
わ
け
で
す
。

　
「
六
時
名
号
呼
法
辨
」
弘
化
三
年
（
一
八
四
〇
年
）
秋
、
天
台
僧

西
海
密
成
、
僧
敏
律
師
述
、
華
頂
山
蔵
版
で
す
。
天
台
の
お
坊
さ
ん

の
出
版
を
知
恩
院
が
や
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
に
、
こ
の

僧
敏
さ
ん
は
、
浄
土
教
の
お
寺
さ
ん
た
ち
と
も
通
じ
合
っ
て
い
た
よ

う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

僧
敏
に
つ
い
て
は
本
日
午
前
中
、
第
二
部
会
で
、
田
中
芳
道
上
人

が
講
義
を
さ
れ
た
中
に
出
て
き
ま
し
た
。
僧
敏
さ
ん
の
こ
と
は
そ
の

方
に
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。

　
「
南
無
阿
弥
陀
佛
」
を
い
か
に
称
え
る
か
、
我
々
は
伝
法
に
お
い
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て
、
口
伝
に
よ
る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
が
、
漢
字
表
記
だ
け
に
あ

と
か
ら
確
認
し
よ
う
と
し
て
も
判
明
し
に
く
い
。
そ
こ
で
カ
タ
カ
ナ

表
記
が
あ
れ
ば
な
あ
、
わ
か
り
や
す
い
し
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
と

き
に
、
大
澤
上
人
よ
り
こ
の
コ
ピ
ー
を
い
た
だ
い
て
、「
う
わ
ぁ
」

と
思
い
ま
し
て
、
目
か
ら
鱗
で
し
た
。

　

そ
こ
で
こ
の
資
料
二
を
皆
さ
ん
、
読
ん
で
い
た
だ
い
た
ら
わ
か
る

よ
う
に
、
我
々
は
、
現
状
は
「
な
む
あ
み
だ
ぶ
」、「
ぶ
つ
」
で
は
な

い
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
呼
法
辨
が
著
さ
れ
た
一
八
四
六
年
以

前
に
お
か
れ
て
は
、
い
ろ
い
ろ
南
無
阿
弥
陀
佛
を
音
に
出
す
と
き
の

音
が
あ
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
僧
敏
律
師
は
、「
ナ
ァ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
」、「
ナ
ム
ア
ァ

ミ
ダ
ブ
」「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ァ
ブ
ツ
」「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
」「
ナ
ァ
ム

ア
ァ
ミ
ダ
ァ
ブ
」「
ナ
ム
ヲ
ミ
ト
ウ
フ
」
と
い
う
六
種
類
の
称
え
方

を
挙
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

第
一
番
目
か
ら
第
四
番
目
ま
で
、「
ナ
ァ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
」、「
ナ
ム

ア
ァ
ミ
ダ
ブ
」「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ァ
ブ
ツ
」「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
」
の
四

つ
は
今
ど
き
、
こ
の
弘
化
三
年
時
代
に
は
、
こ
う
唱
う
る
者
あ
り
。

第
五
番
目
は
今
ど
き
は
、
礼
拝
の
と
き
に
唱
え
て
い
る
。
か
く
唱
う

る
こ
と
あ
る
が
、
第
六
は
今
時
、
唐
音
と
称
し
て
、
最
も
誤
っ
た
音

な
り
、
以
上
六
種
の
唱
え
様
い
ず
れ
も
正
し
か
ら
ず
、
用
い
ざ
る
べ

か
ら
ず
と
言
っ
て
ま
す
。

　

こ
の
六
字
名
号
呼
法
辨
等
を
参
考
に
し
つ
つ
、
現
状
の
南
無
阿
弥

陀
佛
の
お
称
え
方
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
受
け
止
め
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
十
念
の
念
佛
、
こ
れ
は
余
り
私
ど
も
が
言
っ
て
は
い
け
な
い

の
で
す
が
、
伝
聞
に
よ
り
ま
す
。
実
は
、
昭
和
四
三
年
三
月
発
行
の

法
然
上
人
七
五
〇
年
御
忌
記
念
五
版
浄
土
宗
法
要
集
五
三
ペ
ー
ジ
に
、

十
念
の
指
示
は
相
傳
に
よ
る
。
た
だ
し
そ
の
唱
え
方
は
第
一
念
よ
り

第
八
念
ま
で
は
「
ツ
」
を
言
わ
ず
、
第
九
念
を
「
ブ
ツ
」
と
は
っ
き

り
唱
え
、
第
十
念
の
「
ツ
」
は
、
呑
む
べ
し
。
こ
の
よ
う
に
書
か
れ

て
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
ま
す
と
、
呼
法
辨
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
こ
の
読
み
方
を

勧
め
て
い
た
だ
い
て
お
る
の
は
、
梵
音
の
悉
曇
（
シ
ッ
タ
ン
）
学
か

ら
、
そ
れ
か
ら
、
音
韻
学
等
を
も
っ
て
清
音
を
示
し
て
く
れ
て
あ
る

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
方
の
も
の
を
読
ん
で
お
り
ま
し
て
も
、
そ
の
提
示

さ
れ
た
こ
の
称
え
方
が
明
治
に
な
り
、
洋
楽
が
入
っ
て
き
た
り
す
る

中
で
、
や
は
り
イ
ン
ド
か
ら
中
国
を
伝
わ
っ
て
き
た
読
み
方
を
し
な

け
れ
ば
い
か
ん
の
か
。
そ
れ
が
「
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
」
と
い
う
の
が

ど
う
も
大
和
音
と
い
う
感
じ
で
、
記
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
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そ
う
い
う
こ
と
を
思
い
ま
す
と
、
こ
の
十
念
を
称
え
す
る
の
に
も
、

元
祖
様
は
ど
う
称
え
て
い
た
か
、
鎮
西
上
人
は
ど
う
称
え
て
い
た
か
。

想
像
の
域
を
脱
し
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
鳴
物
な
し
で
「
な
む
あ
み
だ

ぶ
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
」
と
な
さ
っ
て
い
た
の
か
な

と
想
像
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
を
言
い
出
し
ま
す
と
、
今
度
は
資
料
三
。
こ
れ
は
同
じ

く
大
澤
上
人
か
ら
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、「
う
わ
ぁ
」
と
思
い

ま
し
た
。
在
家
朝
夕
看
経
之
の
法
式
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
年
）

祐
天
上
人
の
弟
子
祐
海
上
人
が
著
さ
れ
た
も
の
の
中
に
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
も
在
家
の
方
に
お
勧
め
し
た
式
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
に
、
光
明
遍
照
の
あ
と
に
、
プ
リ
ン
ト
で
、
上
の
段
で
し

ょ
う
か
。
念
佛
一
会
で
は
な
く
て
、
長
念
佛
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。

そ
の
下
の
ほ
う
に
は
声
に
出
る
念
佛
を
佛
の
本
願
と
知
り
て
、
時
所

を
計
ら
い
申
す
べ
し
、
高
声
に
十
徳
を
明
ら
か
に
せ
よ
。
そ
の
よ
う

に
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
お
念
佛
、
南
無
阿
弥
陀
佛
を
言
う
と
き
に
、
鳴
物
は
何
を
も

っ
て
し
て
い
た
か
。
こ
の
祐
海
上
人
の
頃
に
は
、
長
念
佛
の
資
料
の

中
に
打
鐘
、
あ
る
い
は
木
鐘
を
用
い
て
申
す
べ
し
。
打
鐘
、
想
像
す

る
だ
に
、
鉦
（
ふ
せ
が
ね
）、
鉦
（
し
ょ
う
）
で
は
な
か
ろ
う
か
。

木
鐘
。
こ
れ
が
日
蓮
宗
が
お
題
目
を
称
え
る
と
き
に
叩
い
て
い
る
、

鐘
の
形
を
木
で
製
作
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
ま
す
と
、
こ
の
木
鐘
は
そ
れ
以
前
か
ら
お
念
佛
を
称
え
る

と
き
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
も
れ
ま
せ
ん
。
法
然
上
人
の
流
罪
時
の

四
国
の
塩
飽
島
（
シ
ワ
ク
ジ
マ
）
に
行
き
ま
す
と
、
こ
の
木
鐘
が
現

に
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
打
ち
方
は
、
現
状
は
念

佛
一
会
の
鳴
物
は
鉦
、
木
魚
は
誦
経
お
よ
び
念
佛
一
会
に
限
る
。
打

ち
方
は
、
字
音
と
字
音
の
間
。
合
間
打
ち
（
裏
打
ち
）
で
、
一
唱
三

下
を
し
て
く
だ
さ
い
。
木
魚
で
念
佛
一
会
は
鉦
に
準
ず
る
。

　

念
佛
一
会
に
木
魚
を
使
い
始
め
た
の
は
、
資
料
一
の
ほ
う
で
言
っ

て
ま
し
た
。
浄
業
課
誦
の
最
初
の
と
こ
ろ
、
江
戸
の
終
わ
り
か
ら
明

治
に
入
っ
て
か
ら
一
般
の
ご
寺
院
様
に
も
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
と
普

及
し
て
い
き
、
現
在
で
は
こ
の
日
常
勤
行
式
の
念
佛
一
会
と
は
別
の

別
時
念
佛
会
等
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
中
に
、
も
う
お
寺
さ
ん
だ
け
で

は
な
い
。
檀
信
徒
に
も
木
魚
を
持
た
せ
て
、
使
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
私
ど
も
、
ず
っ
と
や
っ
て
い
ま
し
て
思
う
の
は
、
こ

の
頃
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
言
い
ま
す
。
和
尚
さ
ん
、
木
魚
を
叩
く
の
、

も
う
し
ん
ど
い
。
手
首
、
痛
い
。
あ
あ
、
そ
う
か
。
そ
れ
で
木
魚
な

し
で
や
る
と
、「
な
み
あ
み
だ
ぶ
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
」
と
出
る
。
だ

か
ら
余
り
鳴
物
は
良
し
悪
し
か
な
と
い
う
体
感
を
し
て
お
り
ま
す
。
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少
し
時
間
が
延
び
ま
し
た
が
、
今
般
の
「
お
念
佛
か
ら
は
じ
ま
る

幸
せ　

開
宗
の
こ
こ
ろ
・
凡
入
報
土
」
の
実
践
行
と
し
て
の
称
名
念

佛
と
い
う
も
の
が
い
か
に
大
切
で
あ
り
な
が
ら
、
我
々
は
余
り
に
も

馴
染
み
過
ぎ
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
無
頓
着
に
な
っ
て
お
ら
れ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
危
惧
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
様
方
に
は
こ
の
点
を
再
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

も
っ
と
も
っ
と
「
な
む
あ
み
だ
ぶ
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
」
と
言
っ
て
ほ

し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
以
上
で
す
。（
拍
手
）

　　

佐
藤　

佐
野
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
原
点
を
見
つ
め

直
し
、
我
々
が
お
念
佛
を
称
え
る
称
え
方
を
指
し
示
し
て
い
た
だ
い

た
の
か
と
思
い
ま
す
。
念
佛
一
会
を
十
分
に
称
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
当
た
り
前
の
よ
う
で
現
状
、
佐
野
先
生
が
ご
指
摘
の
よ
う

に
時
間
調
節
に
私
自
身
、
使
っ
て
い
る
こ
と
を
非
常
に
反
省
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

千
偏
称
え
よ
と
指
し
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
念
佛
を

称
え
て
幸
せ
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
私
自
身
、
欠
け
て
い
た
の
だ
な

と
反
省
を
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

木
魚
を
使
う
の
が
新
し
い
か
も
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
今
、
は
っ

き
り
と
覚
え
て
い
な
い
の
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
木
魚
を
使
う
こ
と

で
「
異
安
心
論
争
」
が
京
都
で
行
わ
れ
て
。

　　

佐
野　

鳥
羽
の
正
伝
寺
さ
ん
、
き
ょ
う
、
こ
こ
に
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
伊
藤
正
芳
上
人
が
住
職
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

の
一
代
様
の
圓
説
様
が
、
黄
檗
の
隠
元
さ
ん
が
中
国
か
ら
、
今
、
皆

様
方
の
お
寺
に
あ
る
木
魚
の
形
を
し
た
の
を
持
っ
て
き
て
、
誦
経
等

に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
浄
土
宗
で
は
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
を
称
え
る
と
き
に
使
わ

れ
た
の
は
、
そ
の
圓
説
様
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
称
名
正
行
の
念
佛
を
、
南
無
阿
弥
陀
佛
を
言
う
の
に
、

あ
ん
な
目
覚
ま
し
の
魚
鼓
（
ぎ
ょ
く
）
の
変
形
し
た
も
の
を
叩
い
て

南
無
阿
弥
陀
佛
を
言
う
の
か
と
い
う
論
争
が
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く
は

余
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
明
治
以
降
に
な
っ
て
広
ま
っ
た

よ
う
で
す
。

　　

伊
藤　

そ
う
で
す
ね
。
知
恩
院
に
何
か
訴
え
て
、
あ
れ
を
や
め
さ

せ
ろ
と
い
う
や
り
取
り
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
我
々
が
や
っ
て
い
る
こ
と
が
常
識
で
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で

見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
部
分
も
あ
る
か
な
と
受
け
止
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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そ
れ
で
は
、
最
後
に
本
庄
先
生
、
お
待
た
せ
を
い
た
し
ま
し
た
。

本
庄
先
生
の
お
立
場
か
ら
お
教
え
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　　

本
庄　

ど
こ
か
ら
申
し
上
げ
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す

が
、
ま
ず
浄
土
宗
別
立
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
柴
田
先
生
が

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
の
で
簡
単
に
済
ま
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
ペ
ー
ジ
目
大
き
い
Ⅰ
で
あ
り
ま
す
。
法
然
上
人
の
お
立
て
に
な

っ
た
浄
土
宗
は
、
基
本
は
「
浄
土
三
部
経
」
を
中
心
と
す
る
釈
尊
の

教
え
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
善
導
大
師
の
解
釈
に
基
づ
い
て
い
る
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
藤
堂
恭
俊
先
生
が
生
前
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
ら
し
い

で
す
。
善
導
大
師
の
教
え
の
ま
ま
で
は
法
然
上
人
の
浄
土
宗
に
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
口
伝
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
ら
し
い
で
す
。

　

す
な
わ
ち
善
導
大
師
の
解
釈
を
さ
ら
に
微
調
整
と
言
い
ま
す
か
、

補
足
と
言
い
ま
す
か
、
再
解
釈
を
な
さ
っ
た
上
で
浄
土
宗
が
成
り
立

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
私
が
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
大
谷

先
生
も
強
調
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
善
導
大
師
の
解
釈
に
さ
ら
に
肉

付
け
が
行
わ
れ
て
こ
そ
、
法
然
上
人
の
浄
土
宗
が
で
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

以
上
を
念
頭
に
置
い
て
浄
土
宗
の
教
え
を
理
解
し
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
「
万
機
晋
益
」「
善
導
補

助
の
七
師
」「
怨
親
平
等
思
想
」
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
時

間
が
余
れ
ば
と
い
う
こ
と
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
き
い
Ⅱ
、「
原
則
的
な
こ
と
」
で
す
。
私
も
十
分
わ
か
っ
た
上

で
申
し
上
げ
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
が
、
一
つ
目
に
「
し
あ
わ

せ
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
今
日
の
先
生
方
か
ら
も
出
て
お
り
ま

し
た
が
、
自
分
な
り
に
解
釈
を
す
る
と
す
れ
ば
、
幸
せ
と
は
現
当
二

世
の
利
益
（hita

）、
安
楽
（sukha

）
と
捉
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
個
人
的
に
い
ろ
い
ろ
な
捉
え
方
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
言
い
出
す
と
収
拾
が
付
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
う
言
っ
て
は
何

で
す
が
、
常
識
的
な
と
こ
ろ
で
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
こ
れ
は
余
り
言
う
と
、
差
し
さ
わ
り
が
あ
る
か
も
わ

か
ら
な
い
の
で
す
が
、
浄
土
宗
だ
け
で
は
な
く
て
、
日
本
の
仏
教
教

団
で
割
合
好
ん
で
使
わ
れ
る
表
現
で
、「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
確
か
に
自
分
一
人
で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
。
謙
虚
さ
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が
大
事
で
す
よ
。
い
ろ
ん
な
人
に
支
え
ら
れ
て
我
々
は
生
き
て
い
る

の
で
す
よ
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
意
義
深
い
表
現
で
は
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

た
だ
一
方
で
は
、
生
か
さ
れ
て
い
る
、
生
か
さ
れ
て
い
る
と
言
い

過
ぎ
る
と
、
何
と
な
く
日
常
的
な
、
世
俗
的
な
生
を
そ
の
ま
ま
あ
り

が
た
が
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
仏
教
の
根
本
的
立
場

か
ら
は
離
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

す
な
わ
ち
仏
教
の
世
界
観
、
人
生
観
は
そ
も
そ
も
諸
行
無
常
、
一

切
皆
苦
。
そ
の
逆
に
涅
槃
寂
静
、
寂
滅
為
楽
と
い
う
こ
と
で
、
悟
り

こ
そ
が
最
大
の
と
言
い
ま
す
か
、
究
極
的
な
意
味
で
の
楽
な
の
で
、

人
生
は
そ
の
ま
ま
あ
り
が
た
が
る
も
の
で
は
な
い
。
否
定
的
に
捉
え

る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
仏
教
の
世
界
観
の
基
本
だ
と
思

い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
浄
土
教
の
基
本
は
厭
離
穢
土
、
欣
求
浄
土
で
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
の
世
の
人
生
を
余
り
肯
定
的
に
捉
え
る
と
い
う
こ
と
に

は
や
は
り
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
べ
き
か
な
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
が
二
つ
目
で
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
で
す
が
、
三
つ
目
。
そ
れ
に
矛
盾
す
る
よ
う
な
こ
と
を
申

し
上
げ
る
よ
う
で
す
が
、
他
方
、
仏
教
は
世
俗
的
な
幸
せ
を
求
め
る

宗
教
で
は
な
い
と
い
う
大
原
則
を
振
り
か
ざ
し
て
、
世
俗
的
な
幸
せ
、

あ
る
い
は
安
楽
を
厳
し
く
拒
絶
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
は
そ
れ

で
極
端
に
過
ぎ
る
と
も
考
え
ま
す
。

　

と
申
し
ま
す
の
は
、
ち
ょ
っ
と
思
い
つ
い
た
だ
け
で
も
幾
つ
か
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
阿
含
経
典
以
来
、
ブ
ッ
ダ
の
出
現
は
、
多
く
の
人
々

の
利
益
の
た
め
、
あ
る
い
は
多
く
の
人
々
の
安
楽
の
た
め
だ
。
こ
う

い
う
こ
と
が
謳
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

人
々
が
安
楽
で
あ
っ
て
ほ
し
い
、
幸
福
で
あ
っ
て
ほ
し
い
、
そ
う

い
う
願
い
に
応
じ
て
ブ
ッ
ダ
は
こ
の
世
に
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ

う
い
う
大
原
則
が
ご
ざ
い
ま
す
。
原
始
経
典
以
来
、
在
家
者
に
布
施
、

持
戒
、
生
天
が
説
か
れ
ま
す
。
生
天
は
世
俗
的
な
幸
せ
に
他
な
り
ま

せ
ん
。

　

そ
れ
か
ら
、
そ
も
そ
も
浄
土
宗
の
浄
土
は
、
ス
カ
ー
バ
テ
ィ
ー
、

安
楽
を
有
す
る
国
で
あ
り
ま
す
。
安
楽
国
を
目
指
し
、
心
の
拠
り
所

と
す
る
の
が
浄
土
の
教
え
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
極
楽
と
か
安
楽
と
い

う
信
仰
の
背
景
に
は
、
原
始
仏
教
か
ら
の
、
出
家
者
に
は
悟
り
を
求

め
、
在
家
者
に
は
布
施
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
戒
律
を
守
っ
た
り
し

て
天
界
を
目
指
す
こ
と
を
勧
め
る
、
そ
う
い
う
立
場
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

幾
つ
か
の
理
由
で
、
余
り
世
俗
的
な
幸
せ
を
求
め
る
こ
と
を
拒
絶

す
る
の
も
、
ま
た
極
端
に
過
ぎ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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そ
れ
か
ら
四
つ
目
、
こ
れ
は
話
が
前
後
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
四
ペ
ー
ジ
に
参
考
文
献
を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。
一
番
上
、

浄
土
宗
の
『
今
を
生
き
る
念
仏
の
救
い
』、
二
〇
〇
三
年
に
出
た

『
宗
報
』
一
〇
〇
四
号
の
別
冊
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
、
既
に
現
世

利
益
に
つ
い
て
非
常
に
詳
し
い
叙
述
、
あ
る
い
は
報
告
が
載
っ
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
安
達
俊
英
先
生
が
「
法
然
上
人
等
に
お
け
る
現
世
利

益
に
関
す
る
研
究
」
と
題
し
て
資
料
を
列
挙
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
の
結
論
、
ま
と
め
の
と
こ
ろ
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
書
い
て

あ
り
ま
す
。
私
の
四
つ
目
と
ほ
ぼ
同
じ
方
向
で
す
。

　
「
法
然
上
人
の
現
世
利
益
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
不
求
自
得
（
念

佛
を
称
え
る
う
ち
に
求
め
ず
し
て
お
の
ず
か
ら
得
ら
れ
る
、
本
庄

注
）
と
し
て
理
解
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
も

う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
理
解
を
し
よ
う
と
す
る
見
解
も
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
法
然
上
人
以
降
の
諸
師
に
つ
い
て
は
、
人
々
を
念
佛
に
導

く
た
め
に
も
、
ま
た
世
俗
と
の
関
係
か
ら
し
て
も
、
積
極
的
に
現
世

利
益
を
説
く
べ
き
だ
と
す
る
流
れ
と
、
そ
れ
は
祖
師
の
教
え
に
反
す

る
と
主
張
す
る
流
れ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。」

　

こ
の
よ
う
に
現
世
利
益
を
積
極
的
に
述
べ
る
べ
き
だ
と
い
う
立
場

と
、
い
や
、
そ
れ
は
原
理
原
則
か
ら
し
て
間
違
っ
て
い
る
と
主
張
す

る
方
の
、
両
方
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
紹
介
し
て
あ
り
ま
す
。

　

や
は
り
こ
れ
は
微
妙
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
余
り
肯
定
し
過
ぎ

る
の
も
良
く
な
い
し
、
ま
た
、
余
り
否
定
し
過
ぎ
る
の
も
良
く
な
い

な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
微
妙
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
以
上
、
原
則
的
な
と
こ
ろ
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
次
の
大
き
い
Ⅲ
。
法
然
上
人
の
著
作
の
中
で
、
道
綽
禅
師

と
善
導
大
師
の
引
用
が
多
々
、
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
列
挙
し
た
資
料

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
（
一
）
道
綽
、（
二
）
善
導
と
（
三
）
以
下
宗
祖
で
す
。
こ
れ
は
本

質
的
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
、
分
け
る
必
要
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
全
部
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
法
然
上
人
の
著
作
の
中
に
引

用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

列
挙
し
た
も
の
を
読
み
上
げ
る
の
は
控
え
て
ち
ょ
っ
と
指
摘
だ
け

し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
道
綽
禅
師
の
『
安
楽
集
』
に
、
始
益
、
終
益
の
二
つ

の
利
益
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
が

衆
生
を
救
い
、
死
後
必
ず
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
終
益
は
、
ひ

た
す
ら
念
仏
し
て
往
生
し
た
者
は
、
阿
弥
陀
仏
の
滅
後
も
常
に
弥
陀

を
見
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
（『
選
択
集
』
第
十
一
章
に
引
用
）。

　

一
ペ
ー
ジ
か
ら
二
ペ
ー
ジ
に
か
け
て
、
ま
ず
二
つ
目
に
善
導
大
師
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『
観
念
法
門
』
の
五
種
増
上
縁
が
ご
ざ
い
ま
す
。
①
滅
罪
す
る
は
た

ら
き
、
次
い
で
②
阿
弥
陀
仏
が
我
々
、
念
仏
者
を
守
護
し
延
命
さ
せ

る
働
き
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
割
合
、
現
世
利
益
的
だ
と
思

い
ま
す
、
そ
れ
か
ら
、
③
仏
や
浄
土
を
見
せ
る
は
ら
た
き
に
つ
づ
い

て
、
④
衆
生
を
救
済
す
る
働
き
と
な
れ
ば
、
そ
の
中
に
現
世
利
益
的

な
も
の
が
入
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
、（
三

－

Ａ
）、
法
然
上
人
ご
著
作
の
用
例
で
す
が
、
三
縁
に

つ
い
て
は
、
藤
本
先
生
が
言
及
し
て
お
ら
れ
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　

現
世
利
益
的
な
内
容
が
一
層
説
か
れ
る
の
は
、
や
は
り
『
選
択

集
』
の
第
一
五
章
（
三

－

Ａ

－

三
）、
諸
仏
護
念
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
最
初
の
『
観
念
法
門
』
の
引
用
で
は
、
念
仏
者
を
六
方
諸

仏
が
護
念
し
、
病
気
や
厄
難
か
ら
救
う
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
『
礼
讃
』
が
引
用
さ
れ
て
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
説
か
れ
て
い

ま
す
。

　

一
応
、
六
方
諸
仏
の
護
念
だ
け
が
ま
ず
は
引
用
さ
れ
ま
す
が
、
問

答
が
あ
り
ま
す
。
六
方
諸
仏
だ
け
が
念
仏
者
を
救
う
の
で
す
か
と
い

う
質
問
が
あ
っ
て
、
い
や
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
観
音
、
勢
至
も
、

さ
ら
に
は
二
十
五
菩
薩
も
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
念
仏

者
は
、
神
々
や
聖
者
た
ち
に
守
ら
れ
て
、
延
年
転
寿
を
得
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
現
世
利
益
的
な
内
容
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
二
ペ
ー
ジ
の
下
の
ほ
う
か
ら
次
の
ペ
ー
ジ
に
か
け
て
で

す
。
こ
れ
も
有
名
な
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。「
逆
修
説
法
」
で
清
浄

光
、
歓
喜
光
、
智
慧
光
、
こ
う
い
う
光
に
当
た
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、

持
戒
清
浄
の
人
と
同
じ
身
柄
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
忍
辱
の
人
と
同

じ
、
智
慧
の
あ
る
人
と
同
じ
身
柄
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
そ
う
い
う

働
き
が
あ
る
と
謳
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
以
上
が
、
漢
文
系
の
資
料
で

す
。

　

三
ペ
ー
ジ
の
（
三

－

Ｂ

－

一
）、
こ
の
あ
た
り
か
ら
和
語
系
の
も

の
の
引
用
で
す
。
有
名
な
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
ま
ず
七
難
消
滅

が
念
仏
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。「
九
条
殿
下

の
北
の
政
所
へ
進
ら
す
る
御
返
事
」
で
す
。

　

三
ペ
ー
ジ
四
行
目
。「
又
傳
教
大
師
の
七
難
消
滅
の
法
」
云
々
と

あ
り
ま
す
。。
こ
れ
は
『
伝
教
大
師
全
集
』
四
、
三
一
七
頁
。
本
文

の
最
後
で
、「
依
正
安
穏
修
念
仏
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。『
七
難
消

滅
の
護
国
頌
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
節
に
念
仏
を
修
め
れ
ば
い
い
で
す
よ
と
読
み
取
れ
ま
す
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。「
七
難
消
滅
の
法
に
も
念
仏
を
つ
と
む
べ

し
と
み
え
て
候
」。
み
え
て
と
い
う
の
は
、
そ
の
よ
う
に
読
み
取
れ

る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
さ
れ
ば
君
達
な
ど
の
、
を
い
の
り
の
料
に
も
、
念
佛
が
め
で
た
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き
事
に
て
候
」
と
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
次
の
行
の
一
番
右
「
現
世
後

生
の
御
つ
と
め
、
何
事
か
こ
れ
に
す
ぎ
候
は
ん
」
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
「
を
い
の
り
の
料
」
と
い
う
の
は
、
や
は
り
現
世
利
益
的

な
内
容
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。　

　

も
う
一
方
で
は
、
こ
の
七
難
を
ど
う
解
釈
す
る
か
で
す
。
手
近
な

と
こ
ろ
で
、
石
田
瑞
麿
先
生
の
大
辞
典
に
よ
り
ま
す
と
、『
法
華
経
』

の
例
で
は
、
火
事
、
水
害
、
羅
刹
、
刀
杖
、
鬼
、
枷
鎖
、
怨
賊
が
七

難
に
当
た
る
よ
う
で
す
。
ま
さ
し
く
現
世
利
益
以
外
の
何
物
で
も
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

や
は
り
法
然
上
人
は
、
こ
れ
を
否
定
し
て
お
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
、
現
世
の
祈
り
を
認
め
る
前
提
で
（
三

－

Ｂ

－

二
、「
一
百

四
十
五
箇
条
問
答
」
の
第
一
三
九
問
答
）、
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
し
、（
三

－
Ｂ

－

三
、「
浄
土
宗
略
抄
」、『
元
祖

大
師
御
法
語
』
後
篇
第
二
七
章
）
も
そ
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
あ
た
り
は
、
藤
本
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
と
お
り
だ
と
思
い

ま
す
。

　

そ
れ
で
時
間
の
な
い
と
こ
ろ
に
申
し
わ
け
な
い
の
で
す
が
、
現
当

二
世
の
「
当
」
の
ほ
う
で
す
。
普
段
、
現
場
に
お
り
ま
し
て
、
ご
家

族
を
亡
く
さ
れ
た
方
々
が
棺
の
中
の
方
に
呼
び
か
け
ら
れ
る
の
を
こ

こ
に
書
い
て
お
き
ま
し
た
。

　
「
い
い
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
ほ
し
い
」「
見
守
っ
て
ほ
し
い
」「
ま
た

会
い
た
い
」「
あ
り
が
と
う
」
で
あ
り
ま
す
。

　
「
あ
り
が
と
う
」
は
「
当
」
に
は
直
接
、
関
係
が
な
い
と
言
え
ば
、

関
係
が
な
い
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、「
い
い
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
ほ

し
い
」「
見
守
っ
て
ほ
し
い
」「
ま
た
会
い
た
い
」。
こ
れ
を
叶
え
て

く
れ
る
の
が
極
楽
浄
土
で
あ
る
と
受
け
と
め
ら
れ
ま
す
。『
往
生
要

集
』
の
浄
土
十
楽
が
と
て
も
よ
い
資
料
に
な
り
ま
す
。

　

特
に
今
申
し
ま
し
た
「
見
守
っ
て
ほ
し
い
」
に
つ
い
て
は
、
四
ペ

ー
ジ
の
（
三
）
身
相
神
通
楽
の
五
、
神
足
通
が
身
に
備
わ
る
と
、
遠

い
所
ま
で
飛
ん
で
行
っ
て
化
身
を
造
る
能
力
が
付
き
ま
す
の
で
、
家

族
が
困
っ
て
い
た
ら
そ
こ
へ
飛
ん
で
行
っ
て
、
姿
を
変
え
て
、
家
族

を
助
け
る
と
い
う
こ
と
が
叶
い
ま
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、「
ま
た
会
い
た
い
」
は
、
林
田
先
生
が
強
調
し
て
お

ら
れ
る
こ
と
で
す
が
、（
七
）
聖
衆
倶
会
楽
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
相
前
後
し
ま
し
た
が
、「
見
守
っ
て
ほ
し
い
」
に
つ
い
て

は
、（
三
）
身
相
神
通
楽
に
加
え
て
（
六
）
引
接
結
縁
楽
が
関
係
す

る
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
浄
土
十
楽
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
慰
め
に
な
る
内
容
が
揃

っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
普
段
か
ら
自
他
共
に
味
わ
っ
て
参
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れ
る
と
よ
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。（
拍
手
）

　　

伊
藤　

本
庄
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
庄
先
生
の
た

だ
今
の
お
話
は
仏
教
学
を
踏
ま
え
た
上
で
の
法
然
上
人
の
現
当
二
世

に
つ
い
て
、
根
拠
を
求
め
な
が
ら
一
つ
ず
つ
、
教
え
て
い
た
だ
い
た

か
な
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
で
、
非
常
に
示
唆
的
な

ご
意
見
を
頂
戴
し
た
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

先
生
方
の
間
で
何
か
、
お
互
い
に
ご
質
問
と
か
、
確
認
と
い
う
こ

と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
。

　

ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
先
生
方
に
は
特
徴
的
に
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
は
質
問
表
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
今
お
書
き
い
た
だ
き
ま
し
て
、
お
帰
り
の
際
に
ご
提
出
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

法
然
上
人
が
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
姿
と
い
う
も
の
が
、
そ
こ
に

し
あ
わ
せ
、
喜
び
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
の
が
、
ひ
ょ
っ
と
し

た
ら
き
ょ
う
の
皆
さ
ん
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

柴
田
先
生
は
、「
凡
入
報
土
」
を
受
け
止
め
た
法
然
上
人
の
し
あ

わ
せ
な
お
姿
を
強
調
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
先
生
は
、「
か
な
し
み
」
か
ら
幸
せ
の
実
感
が
あ
る
と
い
う

ご
指
摘
で
し
た
。
法
然
上
人
の
嘆
き
嘆
き
経
蔵
に
入
り
、
悲
し
み
悲

し
み
て
聖
教
に
向
か
い
て
自
ら
拓
き
み
ら
れ
た
観
経
の
書
の
一
意
専

心
の
善
導
大
師
の
お
言
葉
に
よ
っ
て
、
念
仏
に
よ
る
し
あ
わ
せ
と
い

う
も
の
を
実
感
な
さ
れ
た
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。

　

そ
れ
か
ら
、
佐
野
先
生
は
、
念
仏
の
称
え
方
を
法
然
上
人
の
よ
う

に
と
。
我
々
、
時
間
調
節
で
念
仏
一
会
を
す
る
の
で
は
な
く
、
念
仏

中
心
の
生
活
の
法
然
上
人
の
お
姿
と
い
う
ご
指
摘
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

本
庄
先
生
は
、
法
然
上
人
の
指
し
示
し
て
く
だ
さ
る
現
世
に
お
け

る
念
仏
利
益
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。
ま
さ
に
我
々
、
浄
土
宗
僧
侶

が
念
仏
に
よ
る
し
あ
わ
せ
を
法
然
上
人
の
よ
う
に
実
感
す
べ
き
だ
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
、
共
通
の
認
識
と
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

藤
本
先
生
の
お
言
葉
を
借
り
ま
す
と
、
私
た
ち
自
身
が
根
茎
の
と

こ
ろ
で
し
あ
わ
せ
を
念
仏
に
よ
っ
て
得
る
と
い
う
こ
と
が
、
立
教
開

宗
の
意
義
で
は
な
い
か
と
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
か
な
と
思
い
ま

す
。

　

法
然
上
人
は
、
皆
さ
ま
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
死
刑
に
な
っ
て
も

か
ま
わ
な
い
と
い
う
、
法
律
上
、
そ
の
社
会
で
の
価
値
観
を
は
る
か

に
凌
駕
す
る
、
自
分
自
身
が
極
楽
に
往
生
す
る
こ
と
が
真
実
の
価
値
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で
あ
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
法
然
上
人
の
お
姿
を
我
々
は
し
っ
か
り

と
見
詰
め
て
い
き
た
い
と
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

明
日
、
も
う
少
し
先
生
方
の
言
い
残
し
の
お
言
葉
を
ち
ょ
う
だ
い

し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
質
問
に
お
答
え
す
る
形
で
討
論
を
進
め
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
明
日
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
場
は
、
こ
れ
に
て
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　

司
会　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
も
う
一
度
、
壇
上
の
先
生

方
に
拍
手
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
拍
手
）

　

 

　

✿
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②
✿　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

司
会　

大
変
遅
れ
ま
し
た
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
日
目
を
始
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
の
先
生
方
は
、
昨
日
に
引
き
続
き
ま
し
て
、
本
庄
良

文
先
生
、
佐
野
眞
弘
先
生
、
佐
藤
雅
彦
先
生
、
柴
田
泰
山
先
生
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
伊
藤
真
宏
先
生
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

以
後
、
伊
藤
真
宏
先
生
に
進
行
を
お
任
せ
い
た
し
ま
す
。

　　

伊
藤　

昨
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
、
そ

し
て
ご
主
張
、
お
教
え
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
ま
と
め
に
も
な
ら

な
い
ま
と
め
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
法
然
上
人
が
お
念
佛
を
お
称
え

す
る
お
姿
と
い
う
こ
と
が
、
一
つ
の
共
通
の
認
識
で
あ
っ
た
か
と
感

じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

柴
田
先
生
は
「
凡
入
報
土
」
を
受
け
止
め
た
法
然
上
人
の
幸
せ
な

お
姿
、
佐
藤
先
生
は
悲
し
み
か
ら
幸
せ
の
実
感
を
得
る
と
い
う
、
そ

れ
は
ま
さ
に
法
然
上
人
の
「
嘆
き
嘆
き
、
経
蔵
に
入
り
、
悲
し
み
悲

し
み
、
正
教
に
向
か
い
、
手
ず
か
ら
、
自
ら
、
開
き
見
し
に
」
と
い

う
観
経
疏
に
よ
っ
て
、
念
佛
に
よ
る
幸
せ
の
実
感
を
さ
れ
た
と
い
う
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こ
と
を
彷
彿
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

佐
野
先
生
は
お
念
佛
の
称
え
方
の
原
点
を
見
直
す
と
い
う
こ
と
で
、

ま
さ
に
法
然
上
人
の
よ
う
に
六
万
遍
、
七
万
遍
の
お
念
佛
を
称
え
る

念
佛
一
会
を
時
間
の
調
節
に
使
わ
ず
に
、
千
遍
の
念
仏
を
称
え
る
べ

き
だ
と
い
う
ご
主
張
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
庄
先
生
は
法
然
上
人
の
指
し
示
す
現
世
に
お
け
る
念
佛
の
利
益

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
ま
さ
に
我
々
自
身
が
お
念
佛
を
称
え
る
と
い

う
こ
と
を
、
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
い
う

の
が
、
認
識
で
は
な
か
っ
た
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

藤
本
先
生
の
お
言
葉
の
中
に
、
私
た
ち
自
身
が
根
茎
の
と
こ
ろ
で

幸
せ
を
念
佛
に
よ
っ
て
得
る
べ
き
だ
と
い
う
お
教
え
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
こ
そ
が
立
教
開
宗
の
意
義
で
あ
っ
た
と
い
う
ふ
う
に

少
し
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

法
然
上
人
が
死
刑
に
な
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
断
言
さ
れ
た
。
こ

の
こ
と
は
我
々
の
こ
の
世
の
、
社
会
の
価
値
観
を
全
て
凌
駕
し
て
、

往
生
す
る
こ
と
こ
そ
が
真
実
の
価
値
で
あ
る
と
見
出
さ
れ
た
法
然
上

人
の
お
姿
と
い
う
も
の
を
、
我
々
は
き
っ
ち
り
と
見
詰
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

本
日
は
、
昨
日
お
話
し
い
た
だ
い
た
先
生
方
の
、
そ
れ
ぞ
れ
も
う

少
し
補
足
す
べ
き
と
こ
ろ
が
、
一
晩
お
考
え
い
た
だ
い
て
、
あ
っ
た

だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
か
ら
一
〇
分
ず
つ
ぐ
ら
い
補
足
の

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
そ
の
あ
と
休
憩
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
昨
日
頂
戴
し
ま
し
た
皆
様
か
ら
の
ご
質
問
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
先
生
方
か
ら
お
答
え
い
た
だ
く
。
そ
の
よ
う
に
進
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
て
、
何
か
し
ら
皆
さ
ん
に
得
る
も
の
が
あ
れ
ば
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
柴
田
先
生
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　

柴
田　

柴
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
日
の
補
足
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
体
申
し
上
げ
た

い
こ
と
は
申
し
上
げ
ま
し
た
。
法
然
上
人
の
存
在
意
義
と
い
う
も
の

を
全
仏
教
思
想
史
と
い
う
言
葉
を
繰
り
返
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

仏
教
の
歴
史
の
中
、
特
に
思
想
の
歴
史
の
上
に
お
い
て
再
解
釈
し
た

上
で
、
私
ど
も
は
も
う
一
度
、
浄
土
宗
が
今
の
時
代
に
あ
っ
て
ど
う

い
う
宗
教
で
あ
り
、
ど
う
い
う
思
想
で
あ
り
得
る
、
か
つ
ど
う
い
う

実
践
で
あ
り
得
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
、
私
の
昨
日
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
に
お
き
ま
し
て
、
本
日
の
袖
山
先
生
の
ご
発
表
で
は
ご
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ざ
い
ま
せ
ん
が
、「
名
曰
極
楽
」
と
い
う
意
味
を
も
う
ち
ょ
っ
と
考

え
直
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

き
ょ
う
、
袖
山
先
生
の
ご
発
表
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
方
、

「
名
曰
地
獄
」
で
は
な
い
の
で
す
。
羅
什
が
何
ゆ
え
に
こ
こ
で
「
名

曰
極
楽
」
と
訳
し
、
我
々
に
名
づ
け
て
「
極
楽
」
と
い
う
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
翻
訳
の
『
阿
弥
陀
経
』
に
お
い
て
提
示
し
た
か
。

　

か
つ
羅
什
に
と
り
ま
し
て
、
四
〇
二
年
の
翻
訳
に
当
た
る
『
阿
弥

陀
経
』
は
、
恐
ら
く
羅
什
が
長
安
に
入
り
ま
し
て
最
初
に
訳
し
た
の

が
、『
禅
秘
要
法
経
』
の
竺
法
護
訳
の
重
訳
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
恐
ら
く
は
当
時
の
中
国
の
方
々
か
ら
『
禅
秘
要
法
経
』
が
読
み
に

く
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
竺
法
護
訳
の
重
訳
を
頼
ま
れ
た
、
そ
し

て
羅
什
自
身
が
自
ら
の
意
思
に
お
い
て
最
初
に
翻
訳
し
た
大
乗
経
典

は
『
阿
弥
陀
経
』
か
と
存
じ
上
げ
ま
す
。

　

彼
が
何
ゆ
え
に
最
初
に
『
法
華
経
』
で
も
『
般
若
経
』
で
も
な
く

『
阿
弥
陀
経
』
を
訳
し
た
の
か
。
よ
く
私
が
袖
山
先
生
と
一
緒
に
、

〝
名
刺
が
わ
り
の
阿
弥
陀
経
”
と
言
っ
て
い
ま
す
が
。
羅
什
に
と
り

ま
し
て
も
、
わ
か
り
い
い
、
一
切
諸
仏
が
あ
る
、
何
よ
り
「
名
曰
極

楽
」
こ
そ
が
、
彼
が
『
阿
弥
陀
経
』
を
訳
し
た
か
っ
た
コ
ン
セ
プ
ト

で
あ
り
、
彼
が
我
々
に
大
乗
は
こ
れ
だ
と
言
わ
ん
と
し
た
意
味
は
、

こ
の
「
是
故
号
阿
弥
陀
」、「
名
曰
極
楽
」、
そ
し
て
「
成
就
如
是
功

徳
荘
厳
」
こ
の
リ
フ
レ
イ
ン
に
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
全
て
が
名
曰
極
楽
で
あ
り
、
極
楽
が
あ
る
と
い
う
生
き
方
を

我
々
に
し
な
さ
い
、
い
や
、
羅
什
自
身
の
信
仰
に
お
い
て
、
彼
の
意

図
に
お
い
て
、
彼
が
最
初
に
、
言
い
か
え
れ
ば
、
中
国
仏
教
に
お
い

て
最
初
に
こ
れ
が
大
乗
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
私
ど
も
に

訳
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
こ
そ
が
、
大
乗
経
典
こ
そ
が
『
阿
弥
陀
経
』
で

あ
り
、
そ
の
阿
弥
陀
経
の
中
に
「
若
一
日
、
七
日
一
心
不
乱
」
が
あ

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
と
、
大
乗
の
歴
史
に
お
き
ま
し
て
、
阿
弥

陀
仏
信
仰
と
い
う
も
の
は
最
初
に
紹
介
さ
れ
、
か
つ
一
番
大
事
な
も

の
で
あ
り
、
羅
什
が
一
番
伝
え
た
か
っ
た
教
え
で
あ
り
、
か
つ
そ
の

中
の
実
践
行
は
「
若
一
日
、
七
日
一
心
不
乱
云
々
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
こ
こ
そ
に
私
ど
も
は
、
昨
日
、
私
が
最
後
に
申
し
上
げ
た
声
の

宗
教
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
声
で
ご

ざ
い
ま
す
。
声
こ
そ
が
私
ど
も
に
と
り
ま
し
て
最
も
根
源
的
な
行
為

で
あ
り
、
自
ら
に
で
き
る
唯
一
の
表
現
方
法
で
あ
り
、
自
分
の
思
い

を
自
分
の
身
体
的
行
為
に
お
い
て
相
手
に
伝
え
る
と
い
う
行
為
で
ご

ざ
い
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
も
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
言
っ
た
と
き
の
「
南
無
」
の
先
に

は
既
に
阿
弥
陀
様
が
存
在
し
ま
す
。
我
々
は
弥
陀
と
の
信
頼
関
係
が
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既
に
あ
り
、
弥
陀
が
存
在
し
、
弥
陀
に
救
わ
れ
る
と
い
う
意
思
と
決

意
の
も
と
に
お
い
て
「
南
無
」
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
南
無
」
の
一
言
で
全
て
尽
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
先
に
阿
弥
陀

仏
が
存
在
し
、
故
に
善
導
が
『
観
経
疏
』
に
お
い
て
帰
命
発
願
回
向
、

帰
依
で
あ
る
と
、
六
字
名
号
を
解
釈
し
得
た
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
す
か
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
と
、
私
ど
も
に
と
り
ま
し
て
南
無
阿
弥
陀

仏
の
六
字
名
号
こ
そ
が
声
で
あ
り
、
生
き
方
で
あ
り
、
信
仰
で
あ
り
、

宗
教
で
あ
り
、
経
で
あ
り
、
一
切
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

南
無
阿
弥
陀
仏
の
こ
の
六
字
名
号
の
響
き
の
中
に
こ
そ
、
我
々
の

全
て
が
ご
ざ
い
ま
す
。
祈
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
願
い
が
ご
ざ
い
ま
す
。

涙
が
ご
ざ
い
ま
す
。
人
生
の
悲
哀
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
一
切
が

我
々
の
南
無
阿
弥
陀
仏
の
中
に
あ
り
、
そ
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
の
響

き
の
向
こ
う
に
こ
そ
、
阿
弥
陀
仏
が
存
在
し
、
極
楽
が
存
在
し
、
そ

し
て
法
然
上
人
に
と
り
ま
し
て
は
、
善
導
大
師
に
と
り
ま
し
て
は
、

六
字
名
号
の
一
音
一
音
の
中
に
阿
弥
陀
仏
が
立
ち
現
れ
、
阿
弥
陀
仏

が
見
え
て
い
た
の
が
、
善
導
大
師
で
あ
り
元
祖
様
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
意
味
に
お
き
ま
し
て
、「
お
念
佛
か
ら
始
ま
る
し
あ
わ
せ
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
。
決
し
て
現
世
利
益
が
こ
こ
か
ら

始
ま
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
南
無
阿
弥
陀
仏
で
宝
く
じ
が
当

た
る
な
ら
、
幾
ら
で
も
私
だ
っ
て
称
え
と
う
存
じ
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
も
含
め
ま
し
て
、
私
ど
も
の
日
々
に
名
号
が
あ
り
、

弥
陀
を
称
え
、
弥
陀
を
呼
び
、
弥
陀
と
と
も
に
生
き
る
日
々
こ
そ
が
、

我
々
に
と
っ
て
の
六
字
名
号
、
す
な
わ
ち
お
念
仏
か
と
存
じ
上
げ
ま

す
。

　

こ
れ
こ
そ
が
法
然
上
人
の
宗
教
で
あ
り
、
全
仏
教
思
想
の
歴
史
の

上
に
お
き
ま
し
て
、
私
が
見
る
限
り
、
あ
ら
ん
限
り
の
思
想
の
中
に

お
い
て
、
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
思
想
で
あ
り
、
故
に
法
然
上
人
が
開

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
教
え
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

　

法
然
上
人
が
ま
ず
は
ご
自
身
が
救
わ
れ
、
ご
自
身
が
救
わ
れ
る
か

ら
に
は
、
未
来
世
一
切
衆
生
が
救
わ
れ
る
教
え
と
し
て
私
ど
も
に
開

き
た
も
う
た
、
導
き
た
も
う
た
、
示
し
た
も
う
た
浄
土
門
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
の
浄
土
門
を
阿
弥
陀
仏
が
存
在
す
る
限
り
に
お
い
て
、
未
来
永

劫
に
伝
え
い
く
の
が
我
が
浄
土
宗
の
使
命
で
あ
り
、
我
が
浄
土
宗
の

存
在
意
義
で
あ
り
、
我
が
浄
土
宗
が
宗
教
と
し
て
こ
の
世
界
上
に
お

い
て
広
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
え
か
と
存
じ
上
げ
ま
す
。

　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
補
足
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　



─ 49 ─

　

伊
藤　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
十
分
時
間
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
言
い
切
っ
た
感
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
柴
田
先
生
の
補
足
に

つ
い
て
は
こ
こ
で
と
ど
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
続
き
ま
し
て
佐
藤
先
生
、
補
足
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　　

佐
藤　

昨
日
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
お
話
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の

中
で
お
気
づ
き
の
方
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
。「
か
な
し
み
」
の
文
字

を
ひ
ら
が
な
で
書
き
ま
し
た
。
ど
う
し
て
漢
字
を
使
わ
な
か
っ
た
の

か
。
悲
し
み
と
哀
し
み
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
方
々
が
お
使
い
に
な

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
般
的
な
形
で
の
か
な
し
み
は
「
悲
し
み
」
を
書
く
わ
け
で
す
。

個
々
の
体
験
、
一
人
一
人
の
心
の
悲
し
み
と
い
う
と
き
に
は
、
む
し

ろ
「
哀
し
み
」
を
使
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
む
し
ろ
、
か
な
し
み
が
始
ま
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
、
そ

の
か
な
し
み
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
あ
る
種
、
い
た
み
も
入
っ
て
い

ま
す
。「
い
た
み
」
も
痛
み
も
あ
れ
ば
悼
み
も
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
い
た
み
と
表
さ
れ
る
と
き
に
も
、
全
体
的
な
、
大
ま
か

に
言
う
と
き
の
「
痛
み
」、
体
に
傷
を
負
っ
た
と
き
の
身
体
的
な

「
傷
み
」、
そ
れ
か
ら
、
ま
さ
に
哀
悼
の
「
悼
み
」、
人
を
亡
く
し
て

悲
し
い
思
い
を
し
た
と
き
に
心
に
感
じ
る
と
こ
ろ
の
悼
み
、
言
う
な

れ
ば
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
言
葉
は
大
和
言
葉
「
い
た
み
」
か
ら
転

じ
て
い
く
中
で
非
常
に
幅
の
広
い
思
い
を
持
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
い
か
が
で
し
ょ
う
。
お
ぎ
ゃ
あ
と
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
そ

の
ま
ま
お
っ
ぱ
い
を
欲
し
が
る
、
も
し
く
は
何
か
食
べ
物
を
欲
し
が

っ
て
く
る
中
で
、
し
あ
わ
せ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

い
や
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
人
間
が
成
長
し
て
い
く
過
程

の
中
で
自
分
の
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
、
自
分
の
本
当
に
思
っ
た
よ

う
に
は
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
体
験
を
し
て
い
く
中
で
、
そ
こ
か
ら

ま
さ
に
希
望
と
は
異
な
る
方
向
に
少
し
振
り
子
が
振
れ
た
と
き
に
、

悼
み
で
は
な
く
て
、
満
足
で
は
な
く
て
、
も
う
少
し
幸
せ
を
実
感
し

て
い
く
と
い
う
よ
う
な
、
幸
せ
の
実
感
の
仕
方
も
あ
ろ
う
こ
と
で
は

な
い
か
と
い
う
思
い
で
、
あ
え
て
ひ
ら
が
な
で
か
な
し
み
と
表
現
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
私
た
ち
は
人
間
と
し
て
は
あ
る
と
き
に
か
な
し

み
を
感
じ
る
存
在
だ
か
ら
こ
そ
、
し
あ
わ
せ
を
実
感
す
る
こ
と
の
で

き
る
、
そ
う
い
う
人
間
が
い
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
昨
日
は

申
し
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
、
法
然
上
人
が
そ
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う
い
う
心
の
つ
ら
さ
、
心
の
悲
し
み
を
感
じ
た
人
た
ち
に
接
し
た
と

き
に
、
ど
ん
な
ふ
う
に
さ
れ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
を
馳
せ
ま
す
。

　

い
き
な
り
、「
さ
あ
、
お
念
仏
が
大
事
だ
か
ら
」
と
い
う
よ
う
な

調
子
で
、
お
念
仏
を
説
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
私
は
き
っ
と
、

ま
ず
そ
の
か
な
し
み
を
持
つ
人
た
ち
の
悲
し
み
を
、
ち
ゃ
ん
と
お
聞

き
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
な
。
ど
ん
な
悲

し
み
だ
っ
た
の
、
ど
ん
な
辛
さ
を
持
っ
て
い
る
の
と
い
う
こ
と
を
お

聞
き
に
な
ら
れ
た
と
思
う
し
、
そ
し
て
そ
の
か
な
し
み
を
実
感
す
る

人
た
ち
に
寄
り
添
う
、
お
側
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
姿
勢
の
と
こ

ろ
か
ら
、
そ
こ
か
ら
ま
さ
に
お
念
仏
を
お
説
き
い
た
だ
い
た
の
で
は

な
い
か
な
と
い
う
こ
と
を
常
々
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

い
や
、
だ
け
れ
ど
も
悲
し
み
だ
ら
け
の
人
生
な
ん
て
、
そ
ん
な
の

は
報
わ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
意
見
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
こ
か
ら
ま
た
後
ほ
ど
補
足
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

伊
藤　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
佐
野
先

生
、
補
足
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　

佐
野　

昨
日
、
南
無
阿
弥
陀
佛
と
い
う
称
名
念
佛
の
重
要
性
を
再

確
認
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
、
日
常
勤
行
式
の
中
の
大
切
な

部
分
、
念
佛
一
会
が
一
番
重
要
だ
と
い
う
と
こ
ろ
の
お
話
を
し
、
で

は
南
無
阿
弥
陀
佛
を
ど
の
よ
う
に
音
に
発
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、

天
台
宗
の
僧
敏
律
師
が
著
さ
れ
た
資
料
を
「
六
字
名
号
呼
法
辨
」
で

紹
介
し
な
が
ら
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
と
、
こ
の
よ
う

に
口
に
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
よ
。

　

そ
れ
が
一
人
で
寺
房
で
や
っ
て
ま
す
と
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
、
な
む

あ
み
だ
ぶ
、
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
と
種
々
多
様
に
我
が
身
の
口
の
滑
舌
の

衰
え
や
ら
で
変
わ
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
檀
信
徒
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た

と
き
の
年
会
法
事
等
に
も
出
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
止
ま
っ
て
て
お
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
の
施
主
と
な
り

た
も
う
た
檀
信
徒
の
皆
様
は
、
ご
住
職
が
口
に
称
え
て
お
る
な
む
あ

み
だ
ぶ
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
を
耳
に
し
て
、
そ
れ
が
耳
に
タ
コ
が
で
き

る
よ
う
に
聞
き
ま
し
て
、
お
の
ず
と
伝
わ
っ
て
い
っ
て
お
る
現
状
に

あ
る
や
と
思
う
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
南
無
阿
弥
陀
佛
と
い
う

も
の
の
基
本
を
き
ち
ん
と
お
称
え
た
ま
わ
り
た
い
と
い
う
こ
と
を
お

伝
え
し
、
で
は
、
そ
の
南
無
阿
弥
陀
佛
と
念
佛
一
会
で
お
称
え
す
る

と
き
の
打
物
、
犍
稚
物
は
と
い
う
話
に
少
し
触
れ
て
、
現
状
に
お
い

て
は
木
魚
が
一
番
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
ふ
せ
が
ね
、
鉦
と
い
う
も
の
が
使
わ
れ
て
お
る
こ
と
が
ご

ざ
い
ま
す
。
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ま
た
、
こ
れ
は
特
異
で
す
が
、
鳴
り
物
な
し
で
、
真
摯
に
、
た
だ

た
だ
に
右
手
で
数
珠
を
繰
り
な
が
ら
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
、
な
む
あ
み

だ
ぶ
と
お
称
え
を
し
て
お
ら
れ
る
お
方
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
い
か

ん
せ
ん
浄
土
宗
で
こ
の
日
用
法
要
集
の
中
に
木
魚
の
項
、
鉦
の
項
で

指
示
さ
れ
た
物
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
を
も
う
一
度
、
再
確
認
し
て
い
た
だ
い
て
、
自
行
、
朝

夕
の
本
尊
様
の
前
で
の
自
ら
の
お
勤
め
の
と
き
に
は
、
き
ち
ん
と
そ

の
使
い
分
け
を
し
て
、
勤
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
わ
け
で
す
。

　

追
善
供
養
法
要
、
年
会
法
事
等
の
と
き
は
、
こ
れ
は
日
常
勤
行
と

は
別
物
と
受
け
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
だ
っ
て
、
施
主
さ
ん
が
い

る
か
ら
、
懺
悔
偈
の
あ
と
の
十
念
、
総
回
向
偈
の
あ
と
の
十
念
、
総

願
偈
の
あ
と
の
十
念
、
お
導
師
が
一
人
で
称
え
る
の
だ
と
受
け
止
め

て
、
体
に
染
み
付
い
て
お
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
、
お
施
主
さ
ん

が
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
ご
回
向
を
依
頼
さ
れ
た
住
職
自
ら
だ
け
が
懺

悔
し
て
い
た
の
で
は
意
味
が
な
い
。

　

檀
信
徒
の
皆
様
に
も
一
緒
に
十
遍
の
南
無
阿
弥
陀
佛
を
お
称
え
く

だ
さ
い
と
お
勧
め
し
て
、
共
に
称
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
と
、
私
は
二
祖
、
三
祖
の
面
授
相
承

の
寺
に
住
職
を
し
て
お
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
先
徳
の
、
特
に
藤
堂

俊
章
台
下
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
天
福
寺
で
別
時
念
佛
を
、

初
め
な
け
れ
ば
何
と
も
な
ら
ん
。
平
成
七
年
の
五
重
相
伝
以
来
、
本

当
に
日
々
に
、
縁
が
あ
れ
ば
す
る
わ
け
で
す
。

　

一
つ
の
年
中
行
事
法
要
を
し
て
、
そ
れ
に
く
っ
つ
け
て
別
時
念
佛

と
言
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。
別
時
念
仏
は
別
時
念

佛
で
あ
っ
て
、
と
い
う
ふ
う
に
受
け
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

次
第
で
す
。

　

そ
れ
で
、
昨
日
も
紹
介
し
ま
し
た
忍
澂
上
人
の
こ
の
ご
本
を
本
当

に
一
度
、
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
、
自
ら
の
日
常
勤
行
、
朝
夕
の
お

勤
め
の
中
で
も
、
ま
た
、
お
檀
家
さ
ん
と
共
々
に
な
む
あ
み
だ
ぶ
を

お
称
え
す
る
、
称
名
念
佛
を
勤
め
る
と
き
に
、
身
口
意
の
も
と
に
勤

め
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
私
的
な
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
天
福
寺
の
自
房
、
や
っ
と
こ

さ
三
年
前
に
本
堂
を
修
理
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
前
か
ら
や
っ
て
い

ま
し
た
が
、
塗
香
、
触
香
が
常
設
で
あ
り
ま
す
。
本
堂
の
正
面
か
ら

は
入
っ
て
は
な
ら
ん
。
檀
信
徒
よ
、
玄
関
か
ら
お
入
り
や
す
。
そ
し

て
自
ら
塗
香
を
し
、
触
香
を
し
、
堂
内
に
入
り
ま
し
て
は
、
本
尊
正

面
、
向
拝
口
の
入
っ
た
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
焼
香
の
準
備
を
し
、
焼
香

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
よ
う
な
堂
内
荘
厳
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
私
の
意
が
か
な
り
檀
信
徒
に
も
伝
わ
っ
た
の

か
、
こ
の
頃
は
、
別
時
念
佛
で
す
よ
～
と
言
っ
て
、
私
は
最
初
か
ら
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出
な
く
て
い
い
ん
で
す
。
檀
信
徒
が
塗
香
、
触
香
し
て
、
焼
香
し
て
、

勝
手
に
木
魚
を
そ
れ
ぞ
れ
に
打
ち
な
が
ら
。
だ
ん
だ
ん
、
だ
ん
だ
ん

と
木
魚
の
音
と
口
か
ら
出
る
南
無
阿
弥
陀
佛
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
な
っ

た
頃
に
、
お
も
む
ろ
に
裏
堂
か
ら
出
て
い
き
ま
し
て
、
そ
の
仲
間
に

私
も
入
れ
て
い
た
だ
い
て
、
称
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
よ
う
な
事
事
を
思
い
ま
す
と
、
皆
さ
ん
方
も
も
う
本
当

に
加
行
相
伝
を
終
え
、
ま
た
、
璽
書
道
場
等
も
終
え
て
、
い
ろ
い
ろ

な
教
学
的
な
事
柄
を
心
に
留
め
置
き
し
て
お
り
ま
し
ょ
う
が
、
や
は

り
な
む
あ
み
だ
ぶ
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
と
音
に
出
す
、
実
践
行
が
、
自

ら
自
身
の
た
め
に
も
日
々
に
勤
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　

そ
れ
を
せ
ず
し
て
、
檀
信
徒
に
、
念
佛
し
ま
し
ょ
う
、
念
佛
し
ま

し
ょ
う
と
言
っ
た
っ
て
、
伝
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
昨
日
、
言
い
そ
び
れ
ま
し
た
が
、
日
常
勤
行
の
念
佛
一
会

と
年
会
法
事
の
念
佛
一
会
は
似
て
非
な
る
も
の
が
あ
る
か
な
と
も
思

い
ま
す
。
も
っ
と
言
う
と
、
別
時
念
佛
の
念
佛
と
日
常
勤
行
中
の
念

佛
一
会
の
念
佛
と
で
は
、
少
し
く
違
い
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

レ
ジ
メ
に
も
書
い
て
お
り
ま
す
が
、
浄
土
宗
に
は
日
常
勤
行
式
以

外
で
笏
念
佛
、
百
万
遍
念
佛
、
双
盤
念
佛
、
踊
り
念
佛
、
大
念
佛
等

が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
中
で
私
、
自
分
自
身
で
で
き
る
の
は
、
笏
念

佛
と
百
万
遍
念
佛
、
双
盤
念
佛
ぐ
ら
い
で
す
。

　

こ
れ
が
一
唱
四
下
、
合
間
打
ち
で
は
な
く
て
、
基
本
、
頭
打
ち
、

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
、
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
と
い
う
音
が
活
か
さ
れ
て
、

称
え
ら
れ
て
い
る
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
別
時
念
仏
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
皆
さ
ん
方
も
体
験
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
最
初
、
始
ま
り
は
ゆ
っ
く
り
と
、
合
間
打
ち
一
唱

三
下
で
始
ま
り
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん
と
滑
舌
よ
ろ
し
く
進
ん

で
ま
い
り
ま
す
と
、
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
ま
し
て
、
い
つ
の
間
に
か

頭
打
ち
に
変
じ
て
い
る
と
い
う
現
象
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

要
は
、
木
魚
の
音
に
主
体
が
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
私
ど
も
の
口

か
ら
出
す
な
む
あ
み
だ
ぶ
と
い
う
音
に
主
体
が
あ
る
の
だ
と
、
も
う

一
度
、
再
確
認
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
八
五
〇
年
に
向
け
て
、

日
々
に
た
ゆ
ま
ず
、
資
料
の
中
で
も
言
っ
て
い
ま
す
。
忍
徴
上
人
あ

た
り
は
、
念
仏
は
一
千
遍
だ
と
記
さ
れ
て
あ
る
。

　

忍
澂
上
人
は
一
日
、
六
時
に
勤
め
を
な
し
て
い
た
。
一
時
ず
つ
に

千
遍
で
、
六
回
だ
か
ら
六
千
遍
に
な
り
ま
す
。
元
祖
様
の
伝
記
等
で
、

元
祖
様
は
六
万
、
七
万
称
え
た
と
い
う
。
そ
の
数
に
な
ぞ
ら
え
る
が

ご
と
き
思
い
で
、
称
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
最
後
に
お

伝
え
し
ま
し
て
、
私
の
追
加
の
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
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伊
藤　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
本
庄
先
生
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　

本
庄　

自
分
の
申
し
上
げ
た
こ
と
も
そ
う
で
す
し
、
資
料
を
見
返

し
て
も
そ
う
な
の
で
す
が
、
反
省
点
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

一
番
大
事
だ
と
思
う
と
こ
ろ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
タ
イ
ト
ル
の
「
お
念
佛
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
」
の
「
幸

せ
」
で
す
。
大
き
く
分
け
て
現
世
の
幸
せ
と
来
世
の
幸
せ
の
二
つ
に

分
け
ま
し
た
。

　

来
世
の
ほ
う
は
『
往
生
要
集
』
に
基
づ
い
て
浄
土
十
楽
を
そ
の
ま

ま
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ

ど
、
い
わ
ゆ
る
現
世
利
益
に
は
つ
な
が
ら
な
い
も
の
な
の
で
、
こ
れ

を
「
幸
せ
」
と
言
っ
た
と
き
に
、
世
間
的
な
、
我
々
が
暮
ら
し
て
い

る
こ
の
娑
婆
世
界
で
の
「
幸
せ
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
わ
か
り

や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
世
の
利
益
と
言
っ
た
と
き
の
利
益
の
中
身
は
、
二
つ
に
分
け
て

お
く
必
要
が
あ
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
四
苦

八
苦
の
世
の
中
、
こ
れ
に
ま
つ
わ
る
幸
せ
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

財
産
が
増
え
る
と
か
、
あ
る
い
は
健
康
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
寿

命
が
延
び
る
と
い
う
こ
と
は
、
究
極
的
な
悟
り
に
直
結
す
る
も
の
で

は
な
い
わ
け
で
す
。
と
い
う
意
味
で
、
い
わ
ゆ
る
世
間
的
な
利
益
と

は
っ
き
り
言
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
現
世
の
利
益
の
う
ち
、
世
間
を
超
え
て
い
く
利
益

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
滅
罪
増
上
縁
が
五
種
増
上
縁
の
う
ち

の
一
つ
と
し
て
あ
り
ま
す
（『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
四
七
八
頁
）。

罪
を
滅
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
こ
そ
悟
り
に
向
か
っ
て
進
ん
で

い
く
た
め
に
役
立
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
五
種
増
上
縁
の
う
ち
の
三
つ
目
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
三
昧
増
上
縁
。
こ
れ
も
仏
様
や
浄
土
を
見
せ
る
働
き
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
直
接
に
は
極
楽
往
生
、
延
い
て
は
覚
り
に
つ
な
が
っ

て
い
く
ご
利
益
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
三
縁
（『
選
択
集
』
第
七
章
）
は
、
特
に
お
金
が
儲

か
る
わ
け
で
も
な
く
、
健
康
に
な
る
わ
け
で
も
な
く
、
寿
命
が
延
び

る
の
は
多
少
は
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
で
す
が
、
と
い
う
こ
と
は
余

り
書
い
て
い
な
い
。
阿
弥
陀
様
と
親
し
い
関
係
で
あ
る
と
か
、
あ
る

い
は
阿
弥
陀
様
と
近
い
関
係
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
滅
罪
、
あ
る

い
は
来
迎
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
は
現
世
の
利
益
で
は
あ

り
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
神
社
へ
参
っ
て
頂
く
よ
う
な
現
世
の
利
益
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
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そ
こ
を
は
っ
き
り
分
け
な
か
っ
た
が
た
め
に
、「
お
念
仏
か
ら
は

じ
ま
る
幸
せ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
見
て
、
例
え
ば
檀
信
徒
の
方
々

が
何
か
お
金
が
儲
か
る
の
か
な
み
た
い
に
受
け
止
め
か
ね
な
い
な
と

い
う
こ
と
で
、
そ
こ
は
い
く
ら
現
世
の
利
益
で
あ
っ
て
も
、
わ
か
り

や
す
い
言
葉
で
言
え
ば
、
宗
教
的
な
利
益
と
世
間
的
な
利
益
を
は
っ

き
り
二
つ
に
分
け
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
か
な
と
い
う
の
が
一
つ

あ
り
ま
す
。

　

あ
と
、
浄
土
宗
の
存
在
意
義
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
他
宗

と
比
べ
て
と
い
う
の
は
余
り
や
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
法
然
上
人
が
特
に
強
調
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
プ
リ
ン
ト

に
も
書
き
ま
し
た
「
万
機
普
益
」（『
元
祖
大
師
御
法
語
』
前
篇
第
八
、

後
篇
第
一
）
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

通
入
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
道
綽
禅
師
が
聖
道
門
、
浄
土
門

の
二
つ
を
分
け
ら
れ
た
上
で
、
浄
土
門
こ
そ
が
通
入
す
べ
き
路
で
あ

る
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
法
然
上
人
は
、
個
人
的

に
踏
み
込
ん
だ
解
釈
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

順
番
は
ち
ょ
っ
と
忘
れ
ま
し
た
が
、
遠
く
通
じ
る
、
広
く
通
じ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
遠
く
通
じ
る
と
い
う
の
は
、

時
代
に
関
し
て
言
う
も
の
で
す
。
釈
尊
の
在
世
は
も
と
よ
り
正
像
末
、

こ
こ
ま
で
利
益
を
及
ぼ
す
と
い
う
の
は
、
ど
こ
の
宗
派
で
も
同
じ
で

す
。
プ
ラ
ス
、
教
え
が
全
部
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
先
の
百
年
間
も
、

遠
く
通
じ
て
い
き
ま
す
。
共
通
で
す
。
在
世
も
、
法
滅
以
後
も
、
法

滅
と
い
う
の
は
仏
教
が
滅
ん
だ
あ
と
、
百
年
間
、
そ
こ
ま
で
も
共
通

に
ご
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
ほ
か
の
宗
派
と
比
べ

て
、
優
っ
て
い
る
点
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
広
く
通
じ
る
と
い
う
の
は
、
誰
で
も
が
教
え
の
利
益

に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
位
高
い

菩
薩
か
ら
、
一
番
低
い
と
こ
ろ
は
五
逆
の
罪
人
で
す
。
五
逆
の
罪
人

以
上
に
悪
い
人
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

と
い
う
の
は
、
熱
地
獄
は
八
種
類
あ
り
ま
す
。
一
番
下
が
無
間
地

獄
で
あ
り
ま
す
。
無
間
地
獄
よ
り
下
は
あ
り
ま
せ
ん
。
五
逆
罪
イ
コ

ー
ル
無
間
罪
で
、
こ
れ
以
上
悪
い
罪
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
以
上

悪
い
こ
と
は
で
き
な
い
ぐ
ら
い
の
悪
い
こ
と
を
し
た
人
で
も
、
五
逆

の
罪
人
で
も
南
無
阿
弥
陀
仏
を
称
え
る
こ
と
で
救
わ
れ
る
。

　

一
番
位
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
下
ま
で
、
こ
れ
は
広
く
通
ず
。
こ
の

よ
う
に
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

遠
く
通
ず
が
、
時
で
あ
り
、
広
く
の
部
分
が
機
根
の
機
で
あ
り
ま

す
。
時
に
つ
い
て
も
機
に
つ
い
て
も
、
他
の
宗
派
と
比
べ
れ
ば
は
る

か
に
、
は
る
か
に
で
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
広
く
利
益
が
与
え

ら
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
浄
土
宗
の
ほ
か
と
違
う
点
で
あ
る
と
い
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う
こ
と
を
補
足
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。
以
上
で
す
。

　　

伊
藤　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
方
、
非
常
に
謙

虚
で
、
時
間
が
長
引
か
ず
に
、
き
ち
っ
と
ど
こ
ろ
か
短
め
に
終
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

柴
田
先
生
は
、
念
仏
し
て
、
ま
さ
に
極
楽
に
お
ら
れ
る
阿
弥
陀
さ

ん
の
も
と
に
往
生
で
き
る
、
そ
の
こ
と
が
幸
せ
な
ん
だ
と
い
う
こ
と

を
強
調
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

佐
藤
先
生
は
、
い
た
み
、
か
な
し
み
と
い
う
も
の
の
経
験
の
中
に
、

い
た
み
、
か
な
し
み
が
し
あ
わ
せ
の
ほ
う
に
、
振
り
子
の
片
寄
り
の

よ
う
に
振
っ
て
い
く
ん
だ
と
。
そ
れ
は
ま
さ
に
法
然
上
人
が
現
世
で

そ
う
い
う
苦
し
み
、
か
な
し
み
に
苛
ま
れ
て
い
る
方
々
に
ど
の
よ
う

に
接
し
ら
れ
た
の
か
と
い
う
、
法
然
上
人
の
寄
り
添
う
お
姿
を
ご
紹

介
い
た
だ
い
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

佐
野
先
生
は
、
ま
さ
に
自
行
の
念
仏
、
そ
れ
は
追
善
回
向
と
は
違

う
、
別
物
だ
と
考
え
て
、
そ
の
自
行
の
念
仏
が
必
要
な
ん
だ
、
ま
さ

に
そ
れ
が
幸
せ
に
向
か
う
こ
と
な
ん
だ
と
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

本
庄
先
生
は
、
幸
せ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
現
世
と
来
世
と
に

分
け
て
、
根
拠
を
示
し
て
幸
せ
を
定
義
づ
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
ど
う

い
う
幸
せ
か
と
い
う
の
は
、
宗
教
的
幸
せ
と
現
世
的
幸
せ
を
分
け
る

べ
き
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
念
仏
の

利
益
に
あ
ず
か
る
こ
と
に
つ
い
て
の
優
位
性
と
い
う
こ
と
を
補
足
し

て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
「
念
仏
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
」
と
い
う
キ
ー
ワ

ー
ド
が
、
非
常
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
意
識
を
我
々
に
思
い
起
こ
さ

せ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

先
生
方
の
ご
協
力
で
少
し
時
間
が
ご
ざ
い
ま
す
し
、
始
ま
る
の
も

少
し
遅
れ
ま
し
た
の
で
、
会
場
か
ら
の
ご
質
問
を
一
つ
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
日
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
質
問
の
中
で
、「
貴
重
な
お
話
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
庄
先
生
、
言
及
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

よ
う
に
、
倶
会
一
処
の
教
え
は
私
た
ち
に
と
っ
て
大
変
あ
り
が
た
く
、

信
仰
の
支
え
に
な
る
も
の
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

資
料
一
ペ
ー
ジ
の
六
行
目
に
あ
る
「
宗
祖
は
、
開
宗
以
後
も
浄
土

宗
義
の
補
修
に
勤
め
て
お
ら
れ
た
」
と
い
う
の
は
、
お
っ
し
ゃ
る
と

お
り
で
す
が
、
善
導
義
補
助
の
七
師
は
、
ど
こ
ま
で
も
偏
依
善
導
一

師
に
至
る
前
段
階
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
」
と
い
う
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　　

本
庄　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
下
に
お
名
前
が
書
い
て
あ
り
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ま
し
た
の
で
、
ご
本
人
と
少
し
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

林
田
先
生
か
ら
、
実
は
、
私
、
こ
の
、
偏
依
善
導
一
師
プ
ラ
ス
善

導
義
補
助
の
七
人
の
師
に
つ
い
て
、
論
文
を
書
い
た
こ
と
が
あ
る
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
と
で
教
え
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と

読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
上
で
な
い
と
お
答
え
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
ち
ょ
っ
と
考
え
た
こ
と
で
言
い
ま
す
と
、
法
然
上
人
は
善
導

大
師
の
教
え
を
自
分
な
り
に
咀
嚼
さ
れ
た
上
で
、
こ
れ
で
救
わ
れ
る

と
思
わ
れ
て
浄
土
宗
に
帰
依
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
善
導

大
師
の
教
え
だ
け
で
は
浄
土
宗
に
な
り
ま
せ
ん
と
い
う
の
は
、
い
ろ

い
ろ
な
意
味
で
先
生
方
か
ら
お
伺
い
も
し
て
い
る
し
、
自
分
で
も
そ

う
だ
な
と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

　

大
谷
旭
雄
先
生
の
『
浄
土
教
と
そ
の
周
縁
』
と
い
う
二
冊
本
の
立

派
な
論
文
集
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
の
二
冊
目
の
初
め
の
ほ
う
に
、
七

人
の
論
師
た
ち
に
つ
い
て
の
詳
し
い
論
述
が
あ
り
ま
す
。

　

私
も
そ
れ
を
参
考
に
し
て
、
そ
う
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
善
導
大
師
の
教
え
が
骨
格
と
し
て
あ
っ
て
、

東
大
寺
講
説
の
時
点
以
降
七
人
の
思
想
家
た
ち
の
、
こ
れ
、
い
い
な

と
い
う
と
こ
ろ
を
い
い
と
こ
ろ
取
り
し
て
、
付
け
て
み
て
、
肉
付
け

し
て
、
浄
土
宗
の
教
え
に
さ
れ
た
の
か
な
と
。

　

善
導
大
師
だ
け
で
は
ち
ょ
っ
と
曖
昧
な
と
こ
ろ
を
、
こ
れ
で
き
っ

ち
り
し
て
い
く
、
自
分
な
り
に
咀
嚼
し
て
、
そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

捉
え
ま
し
た
。
先
生
の
論
文
を
拝
読
せ
ず
に
、
想
像
で
お
話
し
し
て

失
礼
千
万
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
思
っ
た
根
拠
は
一
つ
だ
け
あ
り
ま
す
。
ど
う
い

う
こ
と
か
と
言
う
と
、
諸
行
往
生
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
論

文
を
書
い
て
、
安
達
先
生
と
論
争
を
し
た
い
な
と
思
っ
て
、
待
っ
て

い
ま
す
。

　

諸
行
往
生
は
、
善
導
大
師
の
お
言
葉
に
よ
る
と
、
百
人
の
中
、
一

人
か
二
人
、
千
人
の
中
、
五
人
か
三
人
と
、
一
方
で
は
お
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
千
中
無
一
、
千
人
の
中
、
一
人
も
あ
り
ま
せ
ん

と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
、
少
し
読
ん
だ
だ
け
で
は
、
ど

っ
ち
か
な
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
で
論
争
に
な
っ
て
い
る
面
も
あ
り

ま
す
。

　

私
の
解
釈
は
さ
て
お
い
て
、
法
然
上
人
は
、「
万
が
中
に
一
二
な

を
か
た
し
」、
一
万
人
の
中
、
一
人
か
二
人
で
さ
え
難
し
い
と
、
あ

る
ご
法
語
（『
念
仏
大
意
』）
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
表
現

が
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
か
と
言
う
と
、
善
導
大
師
か
ら
は
来
て
い
な

い
の
で
、
初
め
て
大
谷
先
生
の
論
文
を
見
て
知
っ
た
の
で
す
が
、
四

五
二
ペ
ー
ジ
の
あ
た
り
で
す
。
中
国
の
信
仲
と
い
う
人
が
「
専
修
正
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業
文
」
と
い
う
著
作
を
残
し
て
お
ら
れ
た
ら
し
く
、
そ
の
中
に
、
大

谷
先
生
の
ご
研
究
で
は
「
万
が
中
に
一
二
な
お
を
か
た
し
」
と
い
う

表
現
が
あ
る
ら
し
い
で
す
。

　

そ
れ
を
受
け
て
法
然
上
人
が
諸
行
往
生
は
一
万
人
の
中
、
一
人
二

人
で
さ
え
難
し
い
で
す
と
確
定
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
用
例
一

つ
だ
け
で
す
が
。

　

そ
の
よ
う
に
善
導
大
師
の
解
釈
で
は
、
ち
ょ
っ
と
曖
昧
な
点
を
こ

の
信
仲
さ
ん
の
表
現
を
借
り
て
、
一
万
人
の
中
、
一
人
二
人
も
な
お

難
し
い
で
す
よ
と
合
点
さ
れ
た
と
い
う
か
、
こ
れ
が
法
然
上
人
の
中

で
結
論
に
な
っ
た
と
、
私
は
受
け
止
め
ま
し
た
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
私
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

法
然
上
人
に
と
っ
て
は
基
本
的
な
と
こ
ろ
は
善
導
大
師
で
す
が
、
プ

ラ
ス
七
人
。
申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
七
人
の
う
ち
に
信
仲
さ
ん

が
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
で
補
助
し
て
、
肉
付
け
を
し

た
。
肉
付
け
を
す
る
と
き
に
は
自
分
な
り
の
解
釈
も
入
れ
た
と
い
う

こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
林
田
先
生
が
そ
う
お
っ
し
ゃ
る
ん
だ
か
ら
、
き

っ
と
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
は
私
は
私
な
り
に

そ
の
よ
う
に
思
い
ま
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

な
の
で
、
こ
れ
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
先
生
の
論
文
を
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
、
あ
あ
、
そ
の
と
お
り
だ
な
と
思
え
ば
、
そ
の
と
お
り
に
思

い
ま
す
。
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
、
論
文
を
書
き
ま
す
。
と
い
う
こ
と

で
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

話
し
て
い
る
う
ち
に
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
林
田
先
生
の
お

っ
し
ゃ
る
「
善
導
義
補
助
の
七
師
は
ど
こ
ま
で
も
偏
依
善
導
一
師
に

至
る
前
段
階
だ
と
思
わ
れ
ま
す
」
と
い
う
表
現
で
す
が
、
私
は
同
時

で
あ
っ
て
も
い
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
無
理
で
す
か
。

　

同
時
、
つ
ま
り
、
善
導
大
師
の
解
釈
を
吸
収
し
な
が
ら
、
同
時
に

七
師
の
解
釈
を
も
肉
付
け
に
使
わ
れ
た
と
。

　　

林
田　

東
大
寺
講
説
の
時
点
で
は
、
ま
だ
偏
依
善
導
と
い
う
形
は

取
っ
て
お
ら
れ
な
い
の
で
、
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
・
・

　　

本
庄　

ま
た
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で

す
か
。

　　

伊
藤　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
司
会
の
と
き
に
論
争
だ

け
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
会
場
笑
）

　

で
は
、
そ
の
件
も
含
め
ま
し
て
、
林
田
先
生
か
ら
柴
田
先
生
に
も

ご
質
問
が
ご
ざ
い
ま
す
。
密
室
道
場
に
お
け
る
往
生
浄
土
見
尊
体
の
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大
切
さ
を
訴
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
と

思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
大
座
具
を
敷
き
詰
め
、
座
具
の
伝
、
父
子
相
迎
、

一
蓮
托
生
を
伝
え
る
意
義
も
見
逃
せ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
も
合
わ
せ
て
簡
潔
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　　

柴
田　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
密
室
道
場
で
往
生
浄
土
見
尊
体
の
道
場
表
顕
の
義
に
も

な
り
ま
し
ょ
う
が
、
私
の
言
い
た
か
っ
た
の
は
、
往
生
浄
土
見
尊
体

こ
そ
が
我
々
の
幸
せ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
と
も
に
、
そ
れ
を
伝
法

上
で
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
道
場
表
顕
に
お
き
ま
し
て
、
座
具
の
伝
、

父
子
相
迎
、
一
蓮
托
生
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
全
て
伝
え
る
こ

と
に
お
い
て
、
密
室
を
や
る
意
味
が
あ
る
と
と
も
に
化
他
五
重
の
最

後
の
最
後
に
お
き
ま
し
て
、
浄
土
が
具
現
化
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

し
ょ
う
か
ら
、
そ
の
意
味
に
お
き
ま
し
て
、
ど
う
ぞ
先
生
方
、
化
他

の
現
場
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一
つ
の
口
伝
の
意
味
と
い
う
も
の
を

よ
く
お
考
え
い
た
だ
き
ま
し
て
、
一
つ
一
つ
の
口
伝
が
持
つ
宗
教
性

意
味
を
お
伝
え
た
ま
わ
れ
ば
と
思
う
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

　

伊
藤　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
始
ま
っ
て
一
時
間
近
く
立
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
休

憩
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

開
始
は
一
四
時
一
五
分
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
言
い
忘
れ
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
ご
質
問
を
頂
戴
し
て

お
り
ま
す
が
、
全
て
を
ご
紹
介
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
ご
了

承
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
［　

休　

憩　

］

　　

伊
藤　

お
時
間
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
方
も
お
揃
い
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
再
開
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
佐
野
先
生
へ
の
ご
質
問
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。

　

七
千
箇
寺
の
寺
院
よ
り
念
仏
信
仰
が
広
が
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
問
い
か
け
で
す
。
年
会
の
中
で
は
実
際
、
二
百
回
の
念
仏
一

会
が
現
状
で
、
千
回
と
い
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
の
辺
の
こ

と
に
つ
い
て
、
現
在
、
浄
土
宗
で
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
そ
れ
が
七

千
箇
寺
で
行
わ
れ
れ
ば
よ
い
と
は
思
う
け
れ
ど
も
、
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
し
ょ
う
か
と
い
う
ご
質
問
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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佐
野　

お
答
え
に
な
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
日
常
勤
行

式
と
し
て
法
要
集
の
中
で
念
佛
一
会
を
何
遍
と
い
う
ふ
う
に
は
記
さ

れ
て
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
現
状
で
す
。
た
だ
、
そ
の
念
佛
一
会
の

重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
蓮
門
六
時
勤
行
式
と
い
う

の
を
資
料
と
し
て
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
こ
に
は
千
遍
と
あ
り

ま
す
よ
。
そ
の
時
代
に
は
一
日
に
六
時
の
勤
行
を
勤
め
て
い
た
。

　

す
な
わ
ち
一
度
に
千
遍
で
六
回
で
六
千
遍
。
そ
し
て
そ
の
六
千
遍

と
い
う
数
、
足
り
な
い
で
し
ょ
う
が
、
元
祖
法
然
上
人
が
日
々
六
万

遍
の
お
念
佛
を
申
し
て
お
っ
た
と
い
う
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
る
た
め

に
、
朝
夕
の
自
行
と
し
て
の
自
分
の
念
佛
一
会
に
お
い
て
は
、
ま
あ

千
遍
な
ど
お
称
え
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
な
と
い
う
ふ
う
に
私
は
受
け

止
め
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
追
善
供
養
回
向
の
年
回
法
事
等
に
お
い
て
の
念
佛
の
数

と
い
う
も
の
は
、
本
来
、
規
定
が
あ
る
か
な
き
か
で
す
が
、
い
わ
ゆ

る
念
佛
一
会
、
称
名
念
佛
の
重
大
性
を
檀
信
徒
に
伝
え
ん
が
た
め
の

思
い
を
持
っ
て
、
そ
の
適
宜
、
そ
の
場
面
場
面
で
、
い
ろ
い
ろ
な
場

面
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

二
百
遍
で
あ
っ
た
り
、
五
百
遍
称
え
ら
れ
る
と
き
も
あ
る
。
そ
の

よ
う
に
、
そ
の
時
に
応
じ
て
、
数
に
拘
ら
ず
に
勤
め
て
い
た
だ
け
た

ら
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
七
千
余
箇
寺
の
寺
院
よ
り
念
佛
の
行
が
広
が
っ
て
い
く
と
、

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
広
が
ら
な
く
て
ど
う
し
ま
す
か
。
元
祖
様
か

ら
八
五
〇
年
の
と
き
を
迎
え
ん
と
す
る
と
き
に
、
我
々
が
受
け
継
い

で
、
祖
師
た
ち
の
思
い
を
自
行
化
他
行
と
い
う
も
の
で
授
か
っ
て
い

る
限
り
、
そ
れ
が
私
ど
も
の
浄
土
宗
教
師
と
し
て
の
勤
め
で
は
な
い

か
と
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
別
時
が
七
千
余
箇
寺
で
行
わ
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、

現
在
の
浄
土
宗
に
対
し
て
ど
う
で
す
か
。
う
ー
ん
、
考
え
ま
す
が
、

私
の
私
見
と
し
て
見
る
な
れ
ば
、
八
五
〇
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

ま
ず
我
々
、
寺
院
生
活
者
が
勤
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
や
は
り

称
名
念
佛
を
勤
め
る
た
め
に
、
各
自
で
な
さ
れ
れ
ば
一
番
い
い
の
で

す
が
、
そ
う
も
い
か
な
い
の
な
ら
、
法
要
組
合
で
あ
れ
、
組
寺
で
あ

れ
、
教
区
で
あ
れ
、
教
化
セ
ン
タ
ー
で
あ
れ
、
そ
の
組
織
組
織
に
お

い
て
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
各
地
で
勤
め
る
。

　

一
回
こ
っ
き
り
で
は
な
く
て
。
一
か
月
を
単
位
と
す
る
、
春
夏
秋

冬
、
四
季
を
単
位
と
す
る
か
し
れ
ま
せ
ん
が
、
別
時
念
佛
を
開
催
し

て
真
摯
に
、
教
師
だ
け
の
別
時
念
佛
、
檀
信
徒
を
含
め
た
別
時
念
佛
、

い
ろ
い
ろ
と
模
索
し
て
、
始
め
て
い
た
だ
け
た
ら
い
い
か
と
存
じ
ま

す
。
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お
答
え
に
な
っ
た
か
ど
う
か
、
質
問
者
の
方
、
よ
ろ
し
い
で
し
ょ

う
か
。

　　

伊
藤　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
続
い
て
の
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
。
全
て
の
先
生
へ
の

ご
質
問
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
パ
ネ
ラ
ー
の
先
生
方
も
概
ね
一
致
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
本
庄
先
生
か
ら
お
答
え
い
た
だ
く
こ
と
に
な
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。

　
「
凡
夫
が
報
土
に
生
ま
る
る
こ
と
を
示
す
我
々
、
浄
土
宗
教
師
は
、

一
番
、
我
々
は
生
死
輪
廻
を
続
け
て
き
た
凡
夫
で
あ
る
の
で
、
極
楽

へ
還
る
と
説
く
の
は
間
違
い
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
か
。
二
番
、
報

土
と
は
報
身
の
仏
が
つ
く
ら
れ
た
浄
土
で
あ
る
の
で
、
阿
弥
陀
仏
を

大
宇
宙
、
大
生
命
と
説
く
の
は
間
違
い
で
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
よ

ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　　

本
庄　

昔
か
ら
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
勧
学
院
で
固
ま
っ
た

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
我
々
、
凡
夫
に
極
楽
へ
還
る
と

い
う
表
現
を
使
う
の
は
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
本
当

の
意
味
で
、
元
々
極
楽
に
い
て
、
娑
婆
へ
出
て
き
て
元
へ
還
っ
て
い

く
と
い
う
意
味
で
使
う
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と

が
、
勧
学
院
で
浄
土
宗
の
公
式
見
解
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
よ
う
で
す

の
で
、
そ
の
方
向
で
理
解
す
る
の
が
い
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
う
い
う
還
る
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
な
い
か
と
言

う
と
、
使
わ
れ
て
い
る
の
で
そ
う
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
は
言
い
過
ぎ
る
と
ま
た
や
や
こ
し
く
な
る

の
で
、
言
わ
な
い
方
が
い
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
で
す
が
、
浄
土
宗
の
立
場
と
し
て
は
、
阿
弥
陀
仏
は
報
身

で
あ
る
、
極
楽
は
報
土
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
大
宇
宙
、

大
生
命
と
い
う
言
い
方
は
余
り
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
間
違
い
と
い
う
言
い
方
は
、
ち
ょ
っ
と
控
え
た
ほ
う
が
い

い
の
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
万
事
、
仏
説
は
い

ろ
い
ろ
な
説
が
あ
っ
た
上
で
、
浄
土
宗
で
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
他
の
宗
派
で
は
こ
の
よ
う
に
説
く
と
い
う
こ
と

も
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
間
違
い
、
間
違
い
と
言
っ
て
し

ま
う
と
、
ほ
か
の
宗
派
の
人
が
聞
く
と
ど
う
思
う
か
と
い
う
こ
と
も

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
言
葉
遣
い
に
は
気
を
つ
け

た
ほ
う
が
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
見
解
で
す
。
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伊
藤　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
方
、
何
か
ご
ざ
い
ま
す

か
。
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
で
は
、
そ
う
い
う
お
答
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
こ
れ
も
全
員
の
先
生
へ
と
い
う
ご
質
問
で
ご
ざ
い

ま
す
。
長
く
ご
質
問
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
私
が
要
約
し

て
お
伝
え
し
ま
す
。
曲
が
っ
て
お
伝
え
す
る
こ
と
に
な
る
と
申
し
わ

け
な
い
こ
と
で
す
が
。

　

法
然
上
人
と
親
鸞
上
人
の
教
科
書
記
述
に
つ
い
て
は
、
客
観
的
記

述
に
是
正
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
用
語
使
用
の
共

通
認
識
に
つ
い
て
、
多
く
の
、
一
般
の
日
本
人
の
共
通
認
識
が
高
校

教
科
書
ベ
ー
ス
と
す
る
な
ら
ば
、
承
安
五
年
に
お
け
る
回
心
、
あ
る

い
は
立
教
、
開
宗
な
ど
と
い
う
文
言
の
使
い
方
に
は
注
意
が
必
要
だ

と
い
う
ご
指
摘
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

過
去
に
も
、
浄
土
宗
で
も
さ
ま
ざ
ま
に
議
論
さ
れ
て
お
る
け
れ
ど

も
、
現
代
の
僧
侶
と
一
般
の
方
々
に
、
教
化
に
齟
齬
が
生
じ
る
恐
れ

が
あ
る
の
で
、
回
心
、
立
教
、
開
宗
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
の
使
用

に
は
十
分
注
意
が
必
要
だ
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
代
表
し
て
柴
田
先
生
か
ら
お
答
え
を
頂
戴
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
願
い
し
ま
す
。

　　

柴
田　

こ
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昔
の
、
い
わ
ゆ
る
香
月
・

福
井
論
争
を
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
も
う
少
な
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
も
、
文
献
上
で
し
か
見
て
い
な
く
て
、
現
場
は
見
て
お

り
ま
せ
ん
。
香
月
・
福
井
論
争
で
一
応
こ
の
問
題
、
宗
公
式
見
解
と

い
た
し
ま
し
て
、
四
十
八
巻
伝
を
典
故
に
し
て
承
安
五
年
を
も
っ
て

立
教
開
宗
と
す
る
。

　

そ
し
て
、
た
だ
今
の
ご
質
問
は
、
立
教
と
開
宗
は
同
じ
な
の
か
と

い
う
意
義
の
ご
質
問
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
は
現
場
と
、

能
化
と
在
家
で
齟
齬
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
質
問
で
ご

ざ
い
ま
し
ょ
う
が
、
柴
田
個
人
の
見
解
と
い
た
し
ま
す
れ
ば
、
伝
法

も
含
め
た
上
で
立
教
開
宗
で
、
こ
れ
は
複
合
語
で
あ
っ
て
、
立
教
は

立
教
、
開
宗
は
開
宗
と
言
っ
て
、
例
え
ば
承
安
五
年
と
選
択
集
時
と

分
け
る
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
香
月
・
福
井
論
争
を
巻
き
返
す
必
要
も
な
い
と
思

い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
一
点
目
は
、
私
ど
も
、
四
十
八
巻
伝
を
出

典
と
し
て
元
祖
様
の
立
教
開
宗
と
い
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
る

い
は
『
授
手
印
』
を
典
拠
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
『
授
手
印
』
が
確
か
正
行
の
こ
と
で
、
聖
光
上
人
の
お
言
葉
が
あ

っ
た
あ
と
、「
一
心
専
念
弥
陀
名
号
（
中
略
）
順
彼
佛
願
故
」
で
開
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宗
の
御
文
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
に
、
上
人
の
曰
く
、
こ
の
文

を
得
て
の
後
、「
年
来
所
修
の
雑
行
を
捨
て
一
向
専
修
の
身
と
な
り

ぬ
」
と
い
う
一
文
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

で
す
の
で
、
聖
光
上
人
が
法
然
上
人
よ
り
直
接
聞
き
た
も
う
た
お

言
葉
に
お
い
て
、
こ
れ
を
出
典
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
こ
れ

こ
そ
を
立
教
開
宗
の
御
文
、
そ
し
て
聖
光
上
人
が
法
然
上
人
か
ら
直

接
に
聞
き
た
も
う
た
証
拠
と
し
て
、
我
々
に
と
っ
て
は
こ
れ
以
上
の

な
い
証
拠
と
し
て
承
り
、
法
然
上
人
に
お
け
る
立
教
開
宗
は
、
ど
こ

ま
で
も
我
が
宗
に
と
り
ま
し
て
は
、
法
然
上
人
の
ご
経
験
ど
お
り
し

て
、
ま
た
、
聖
光
上
人
の
法
然
上
人
か
ら
直
接
に
伺
っ
た
お
言
葉
の

と
お
り
に
立
教
開
宗
と
し
て
承
安
五
年
に
お
い
て
、
説
明
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
立
教
は
立
教
、
開
宗
は
開
宗
と
言
っ
て
、『
選
択
集
』
問

題
を
持
っ
て
き
た
り
、
天
台
沙
門
源
空
と
い
う
言
葉
を
持
ち
出
す
こ

と
は
な
く
、
私
ど
も
浄
土
宗
に
と
り
ま
し
て
は
、
公
式
見
解
に
お
い

て
、
承
安
五
年
春
三
月
説
に
お
い
て
、
こ
の
ま
ま
こ
れ
か
ら
も
言
っ

て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、『
授
手
印
』
を
出
典
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
私
の
見
解
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
す
。

　　

伊
藤　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
生
方
、
ほ
か
に
何
か
、
補
足
の
コ
メ
ン
ト
、
よ
ろ
し
い
で
し
ょ

う
か
。

　

は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
続
い
て
の
質
問
に
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
も
全
員
の
先

生
へ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
同
じ
よ
う
な
質
問
が
重
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
を
合
わ
せ
て
の
お
答
え
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

檀
信
徒
の
方
な
ど
、
信
仰
の
入
口
に
い
る
方
々
に
深
い
信
仰
に
導

く
方
便
と
し
て
現
世
利
益
を
説
く
場
合
、
ど
の
程
度
ま
で
許
容
範
囲

と
お
考
え
な
の
か
と
い
う
ご
質
問
で
す
。

　

柴
田
先
生
の
先
ほ
ど
の
補
足
コ
メ
ン
ト
の
中
に
、
宝
く
じ
は
当
た

ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
お
話
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
も

ど
の
あ
た
り
ま
で
と
い
う
ご
質
問
で
す
。

　

そ
れ
に
合
わ
せ
ま
し
て
、
現
場
に
て
念
仏
に
よ
る
幸
せ
を
説
く
の

に
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
れ
か
ら
、
人
生
経
験
の
浅
い

若
年
層
、
お
子
様
で
す
ね
、
幼
少
期
も
含
め
て
念
仏
か
ら
は
じ
ま
る

幸
せ
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
れ
ば
い
い
の
か
。

　

本
質
的
に
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
念
仏
に
よ
っ
て
幸
せ
を

ど
の
よ
う
に
説
く
か
と
い
う
趣
旨
の
ご
質
問
、
そ
れ
か
ら
、
現
世
利

益
を
ど
の
よ
う
に
許
容
で
き
る
か
と
い
う
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
合
わ
せ
て
コ
メ
ン
ト
を
賜
り
ま
す
。
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ま
ず
佐
藤
先
生
、
本
庄
先
生
か
ら
お
話
を
賜
り
ま
す
。
佐
藤
先
生
、

お
願
い
し
ま
す
。

　　

佐
藤　

ま
ず
一
つ
は
現
世
利
益
の
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も

や
は
り
、「
こ
う
し
た
か
ら
こ
う
な
る
よ
」
と
い
う
こ
と
は
申
し
ま

せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
昨
日
の
発
表
の
中
で
も
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、

「
ど
の
よ
う
に
お
祈
り
し
た
ら
一
番
効
き
目
が
あ
り
ま
す
か
」
と
い

う
言
い
方
、
こ
れ
も
や
は
り
、
こ
う
祈
っ
た
ら
こ
う
な
る
よ
と
い
う

ふ
う
に
は
な
ら
な
い
の
が
、
言
う
な
れ
ば
「
縁
」
と
い
う
も
の
で
す

よ
ね
。

　

私
た
ち
、
日
本
人
は
、
と
も
す
る
と
縁
を
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

を
、
好
ま
し
い
方
向
の
こ
と
ば
か
り
し
か
浮
か
ば
な
い
も
の
で
す
。

ご
縁
を
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
、「
わ
か
ら
な
い
け
れ

ど
も
、
出
会
っ
て
し
ま
う
縁
」
つ
ま
り
、
そ
れ
が
私
た
ち
に
と
っ
て
、

よ
き
こ
と
で
あ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
悪
し
き
こ
と
、
好
ま
し
く
な
い

こ
と
で
あ
る
場
合
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
縁
の
は
た
ら
き
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
結
果
を
求
め
て
お
参
り
を
す
る
、
お
祈
り
を
す
る
の

で
は
な
く
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
そ
れ
を
「
後
ろ
盾
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
」
と
い
う
よ
う

な
表
現
を
し
て
、
私
は
常
日
頃
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
現
場
で
の
お
念
仏
感
と
言
い
ま
し
ょ
う
か
、
こ
う
い

う
お
方
が
よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
と
に
か
く
お
念
仏
第
一
と
い

う
こ
と
で
、
お
別
時
の
話
も
先
ほ
ど
か
ら
出
て
お
り
ま
す
が
、
私
は

生
活
感
の
な
い
お
念
仏
は
な
か
な
か
伝
わ
り
づ
ら
い
の
で
は
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

と
い
う
の
は
、
法
然
上
人
が
お
念
仏
の
中
に
生
活
を
置
き
な
さ
い

と
言
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
は
、
日
常
の
中
で
一
言
一
言
、
口
を
つ
い
て

出
て
く
る
お
念
仏
こ
そ
尊
い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
お
念
仏
の

場
所
、
時
間
を
設
け
る
た
め
に
生
活
が
損
な
わ
れ
る
の
で
は
、
ど
う

し
て
も
そ
れ
を
説
き
示
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
か

な
と
思
う
の
で
す
。

　

ど
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て

い
て
も
、
そ
の
中
に
は
寝
た
き
り
の
人
だ
っ
て
お
あ
り
で
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
養
う
た
め
に
、
働
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
人
た
ち
の
働
き
具
合
だ
っ
て
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
生
活
中
で
「
我
が
耳
に
聞
こ
え
る
ほ
ど
の
お
念
仏
」
を
申
し

上
げ
る
。
そ
の
お
念
仏
こ
そ
が
、
大
切
で
、
も
っ
と
言
え
ば
、
現
実

感
の
あ
る
念
仏
と
い
う
も
の
を
、
私
は
大
切
に
し
て
い
き
た
い
な
と
、

い
つ
も
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
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そ
れ
か
ら
、
私
は
お
施
餓
鬼
と
か
お
十
夜
の
法
話
の
機
会
に
、
次

の
お
話
を
よ
く
し
て
き
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
去
年
の
六
月
二
十

二
日
に
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
小
林
麻
央
さ
ん
が
三
十
四
歳
で
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、
あ
れ
だ
け
の
有
名
人
の
市
川
海
老
蔵
さ
ん
が

ど
の
よ
う
に
自
分
の
妻
の
死
を
大
勢
の
人
た
ち
に
語
る
の
か
な
と
聞

き
耳
を
立
て
な
が
ら
、
興
味
深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

彼
は
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。「
麻
央
が
旅
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。」
と
。
そ
れ
か
ら
数
日
、
麻
央
の
命
が
終
わ
っ
た
と

い
う
表
現
は
彼
は
一
言
も
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
か
ら
数
日
後
、
息
子
の
勸
玄
ち
ゃ
ん

を
抱
い
て
、
歌
舞
伎
座
の
宙
乗
り
を
し
て
い
る
と
き
に
、
お
父
さ
ん

が
息
子
に
何
か
語
り
か
け
て
い
る
な
と
思
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。
何

を
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
の
か
な
、
お
客
様
が
見
て
い
る
か
ら
、
こ
う
い

う
ふ
う
に
し
な
さ
い
よ
と
で
も
言
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
っ
た
ら
、

「
ほ
ら
、
マ
マ
が
見
て
て
く
れ
て
る
か
ら
ね
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。

　

私
は
、
こ
れ
は
日
本
人
の
精
神
性
の
中
に
あ
る
、
ま
さ
に
ち
ゃ
ん

と
見
て
い
て
く
だ
さ
る
存
在
、
一
人
ぼ
っ
ち
で
い
た
っ
て
、
ち
ゃ
ん

と
仏
様
は
見
て
い
て
く
だ
さ
る
と
い
う
存
在
、
そ
う
い
う
も
の
の
説

き
方
は
、
恐
ら
く
私
た
ち
、
浄
土
教
に
お
い
て
は
、
最
も
す
ば
ら
し

い
と
こ
ろ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
日
本
人
の
精
神
性
に
添
っ
て
も
、
子
供
た
ち
に
「
ち
ゃ
ん

と
見
て
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
よ
」
と
い
う
説
き
方
こ
そ
、
素
朴
で
あ

っ
て
、
一
番
皆
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
受
け
止
め
方
で
は
な
い
の

か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　　

本
庄　

佐
藤
先
生
か
ら
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
付
け

加
え
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
質
問
の
中
に
現
世
利

益
を
説
く
場
合
、
ど
の
程
度
ま
で
許
容
範
囲
か
と
い
う
の
が
あ
り
ま

し
た
。
勝
手
に
そ
れ
に
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

曖
昧
で
す
の
で
、
ど
の
程
度
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
言
い
に
く
い

の
で
す
が
、
先
ほ
ど
現
世
利
益
に
も
宗
教
的
な
も
の
と
、
そ
れ
か
ら
、

世
俗
的
な
も
の
、
世
間
的
な
も
の
が
あ
る
と
申
し
ま
し
た
。
世
俗
的

な
ほ
う
を
お
念
仏
と
結
び
付
け
て
、
余
り
積
極
的
に
説
く
こ
と
は
ふ

さ
わ
し
く
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、
昨
日
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
あ
る
程
度
、
不
求
自
得

の
結
果
と
し
て
説
く
こ
と
は
大
丈
夫
か
な
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
法

然
上
人
の
お
言
葉
が
そ
こ
へ
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の

で
す
が
。
万
事
、
専
修
念
仏
を
妨
げ
な
い
範
囲
で
と
い
う
こ
と
が
よ

く
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
縛
り
と
い
う
の
か
、
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
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た
だ
、
専
修
念
仏
と
い
う
こ
と
自
体
が
か
な
り
難
し
い
概
念
で
あ

り
ま
す
の
で
、
勉
強
し
な
が
ら
、
持
続
的
に
我
々
一
人
一
人
が
追
及

し
て
い
く
べ
き
課
題
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
若
い
人
た
ち
に
お
念
仏
を
ど
う
説
く
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
今
申
し
ま
し
た
世
俗
的
と
宗
教
的
み
た
い
な
こ
と
を
一
々
分

け
て
、
世
俗
的
は
だ
め
で
す
よ
み
た
い
な
こ
と
を
言
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
で
、
江
戸
時
代
の
大
日
比
三
師
の
戒
め
に
は
反
す
る
こ
と

に
な
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
世
も
あ
の
世
も
幸

せ
に
な
り
ま
す
よ
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
、
実
は
私
、
普
段
、
若
い
人
に

は
申
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
許
さ
れ
な
い
と
言
わ
れ
れ
ば
許
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
余
り
難
し
い
こ
と
を
言
う
よ
り
は
ア
バ
ウ
ト
に
、「
こ
の
世
も

あ
の
世
も
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
の
が
お
念
仏
」
と
言
っ
た
ほ
う
が
い

い
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
そ
う
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
と
き
に
、
若
い
人
が
阿
弥
陀
仏
に
手
を
合
わ
せ
て
と
い
う
こ

と
は
な
か
な
か
慣
れ
て
も
い
な
い
し
、
ち
ょ
っ
と
抵
抗
が
あ
っ
た
り

す
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
抵
抗
を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
こ
と
を
い
つ

も
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
考
え
て
い
た
ら
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
こ
う

し
た
ら
い
い
か
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
る
と
き
テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま
し
た
ら
、
神
社
に
「
恋
何
と
か
」

と
い
う
名
前
の
神
社
（
恋
木
神
社
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

若
い
人
が
一
心
に
両
手
を
合
わ
せ
て
恋
愛
成
就
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
を
若
い
人
が
す
る
の
か
と
、
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
は
法
事
で
お
勤
め
を
し
た
あ
と
、「
皆
さ
ん
も
恋
愛
成
就

の
た
め
な
ら
ば
、
神
社
へ
お
参
り
し
て
一
心
に
お
願
い
さ
れ
る
で
し

ょ
う
？
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
ち
ら
の
方
（
阿
弥
陀
仏
）
は
も
っ

と
す
ご
い
パ
ワ
ー
を
お
持
ち
な
の
で
、
お
願
い
さ
れ
た
ら
幸
せ
に
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、
江
戸
時
代
の
こ
の
掟
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
の

で
、
問
題
か
と
言
え
ば
問
題
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
先
ほ

ど
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
一
々
説
明
し
て
い
た
ら
、
ま
た
、
時
間

も
か
か
る
し
、
か
え
っ
て
拒
絶
反
応
が
起
き
る
か
な
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
入
門
と
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

普
段
、
教
理
を
、
そ
れ
こ
そ
論
争
も
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
る
者

が
こ
う
い
う
こ
と
を
言
う
の
も
お
か
し
い
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ

と
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
質
問
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
辺
で
か
ん
べ
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

伊
藤　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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佐
野
先
生
、
柴
田
先
生
、
こ
の
件
に
関
し
ま
し
て
何
か
ご
ざ
い
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

　　

柴
田　

ご
質
問
は
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
で
も
、
あ
る
程
度
青
年
層

あ
る
い
は
幼
児
層
と
分
け
て
、
考
え
て
い
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
一
点
目
。
お
寺
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
お
み

え
に
な
る
の
は
わ
か
り
ま
す
が
、
お
互
い
に
こ
う
い
う
お
寺
に
し
と

う
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
お
子
様
か
ら
「
お
寺
に
来
た
よ

～
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
お
寺
に
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
に
、「
今
日
は
お
寺
に
行
こ
う
よ
、

お
寺
に
行
っ
て
み
た
い
よ
。
今
日
も
お
寺
に
連
れ
て
っ
て
よ
」
と
い

う
お
寺
に
お
互
い
、
し
と
う
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

お
子
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
手
を
引
っ
張
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
お
寺

に
す
る
た
め
に
は
、
お
互
い
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
。
ま

ず
は
お
子
さ
ん
の
名
前
を
覚
え
て
る
こ
と
、「
よ
う
来
た
ね
～
」
と

言
っ
て
お
菓
子
を
あ
げ
た
り
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
お
子
さ
ん
の
ほ
う
が
、
幼
児
の
ほ
う
が
素
直
に
地
獄
の

話
が
で
き
て
、
素
直
に
仏
様
の
話
が
で
き
た
、
あ
る
い
は
、「
の
の

さ
ん
」
で
も
、「
ま
ん
ま
ん
ち
ゃ
ん
」
で
も
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま

し
ょ
う
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
わ
か
り
や
す

く
仏
様
の
こ
と
を
説
い
て
あ
げ
て
、
お
寺
こ
そ
が
現
代
社
会
で
死
者

と
会
え
、
先
祖
と
会
え
、
お
寺
こ
そ
が
初
め
て
仏
様
と
出
会
い
、
自

分
が
生
ま
れ
て
き
た
意
味
が
わ
か
り
、
そ
し
て
手
を
引
っ
張
っ
て
連

れ
て
き
て
も
ら
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
と
う
さ

ん
、
お
か
あ
さ
ん
に
、「
さ
あ
、
誰
と
か
に
会
え
る
よ
、
誰
と
か
と

お
話
が
で
き
る
よ
」
と
言
わ
せ
て
も
ら
え
る
と
こ
ろ
の
、
た
だ
唯
一

の
場
所
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
意
味
に
お
き
ま
し
て
、
ま
ず
お
子
様
、
特
に
幼
児
の
、
ち
ょ

う
ど
小
学
校
ぐ
ら
い
の
お
子
さ
ん
の
方
か
ら
、「
今
日
、
お
寺
に
連

れ
て
っ
て
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
お
寺
に
ど
う
す
る
か
。
そ

の
子
だ
っ
た
ら
、
中
学
校
に
な
っ
て
も
お
寺
に
来
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
。
あ
る
い
は
思
春
期
に
入
り
ま
し
て
も
、「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
っ

て
ど
こ
？
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
う
ち
の
お
寺
、
世
界
で
一
番
の
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト
よ
と
。
例
え
ば
「
北
九
州
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
ど
こ

ど
こ
の
な
に
が
し
よ
」「
横
浜
だ
っ
た
ら
生
麦
の
あ
た
り
よ
」
と
、

大
き
な
声
で
言
え
る
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

お
子
様
と
ど
う
や
っ
て
ご
縁
を
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る

か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
は
や
は
り
ご
住
職
、
ご
寺
族
様
と
お
子
さ
ん

と
の
語
ら
い
で
あ
り
、
ま
た
和
尚
さ
ん
に
会
い
た
い
、
あ
の
お
ば
ち

ゃ
ん
に
会
い
た
い
、
あ
の
奥
さ
ん
に
会
い
た
い
、
お
寺
の
お
茶
が
日
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本
で
一
番
お
い
し
い
お
茶
だ
と
思
う
の
よ
、
あ
る
い
は
、
お
寺
に
行

っ
て
お
菓
子
を
貰
う
の
が
一
番
楽
し
い
の
よ
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
お
寺
に
な
る
こ
と
が
、
お
互
い
の
な
す
べ
き
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
し
て
青
年
層
か
ら
若
年
層
、
つ
ま
り
、
中
学
生
、
高
校
生

に
と
り
ま
し
て
は
、
多
分
、
人
間
関
係
で
初
め
て
疲
れ
を
覚
え
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
ら
、
そ
の
疲
れ
を
打
ち
明
け
て
い
い
場

所
、
悩
み
を
本
当
に
聞
い
て
く
れ
る
仏
様
が
い
る
場
所
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
不
安
、
孤
独
、
絶
望
と
い
う
現
代
の
病
に
一

番
か
か
っ
て
い
る
の
は
、
今
の
十
代
か
ら
二
十
代
の
世
代
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
彼
ら
に
対
し
て
、
裏
切
る
存
在
は
い
な
い
こ
と
、
仏
様
は

全
部
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
よ
く
言
っ
て
聞
か

せ
て
お
い
て
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に
来
て
、
自
分
の
悩
み
を
洗
い
ざ

ら
い
ぶ
ち
ま
け
て
い
い
の
も
お
寺
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
す
か
。

　

お
寺
以
外
に
自
分
の
悩
み
を
洗
い
ざ
ら
い
ぶ
ち
ま
け
る
と
こ
ろ
が

ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。
お
寺
以
外
に
自
分
の
悩
み
を
全
部
話
し
て
、

許
し
て
も
ら
っ
て
、
仏
様
に
抱
き
し
め
て
も
ら
っ
て
、
温
か
い
気
持

ち
に
な
っ
て
帰
っ
て
も
ら
え
る
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

　

お
互
い
、
そ
ん
な
お
寺
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
と
う
存
じ
ま
す
し
、

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
と
う

さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
に
、「
今
日
、
お
寺
に
一
緒
に
行
こ
う
よ
、
お

寺
に
連
れ
て
っ
て
」
と
言
っ
て
、
お
子
さ
ん
か
ら
手
を
引
っ
張
っ
て

連
れ
て
い
か
れ
る
よ
う
な
お
寺
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
と
う
存
じ
ま
す
。

　

お
答
え
に
な
っ
て
い
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　　

伊
藤　

き
ょ
う
、
初
め
て
柴
田
先
生
の
話
が
耳
に
入
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
大
変
、
感
動
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
賛
同
い
た
し
ま
す
。

　

私
の
知
り
合
い
の
ご
住
職
、
も
う
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
で
す

が
、
お
子
さ
ん
の
名
前
を
覚
え
て
い
ま
す
か
と
い
う
の
で
、
今
、
思

い
出
し
ま
し
た
。
行
く
た
び
、
行
く
た
び
、
幼
稚
園
の
子
供
が
い
た

ら
誕
生
日
と
名
前
を
聞
い
て
、
そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
書
い
て
お
ら
れ
て
、

誕
生
日
ご
と
に
必
ず
ち
ょ
っ
と
し
た
物
を
持
っ
て
い
か
れ
、
そ
の
こ

と
で
子
ど
も
会
が
繁
栄
し
て
、
正
力
松
太
郎
賞
ま
で
貰
っ
た
お
寺
が

奈
良
に
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
を
本
当
に
、
今
思
い
出
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

生
麦
で
笑
っ
た
の
は
、
林
田
先
生
の
お
寺
だ
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
だ
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

や
は
り
そ
う
い
う
努
力
が
必
要
な
の
か
な
と
、
我
々
自
身
の
自
覚

と
い
う
と
こ
ろ
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
次
の
質
問
に
ま
い
り
ま
す
。
少
し
本
質
的
な
、
今
回

の
テ
ー
マ
に
も
ふ
さ
わ
し
い
ご
質
問
を
頂
戴
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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お
念
仏
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
少
し
違
和
感
を

覚
え
る
方
か
ら
の
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

幸
せ
を
実
感
で
き
な
い
者
で
あ
っ
て
も
疎
外
感
を
感
じ
な
い
浄
土

宗
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
、
本
来
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
た
お
言
葉
で

ご
ざ
い
ま
す
。
不
求
自
得
の
も
の
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
す
る
こ

と
に
も
な
か
な
か
賛
同
で
き
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
我
々
と
し

て
そ
う
い
う
テ
ー
マ
を
踏
ま
え
て
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
よ
く
似
た
ご
質
問
で
、
特
に
佐
藤
先
生
へ
の
ご
質
問

で
ご
ざ
い
ま
す
。
苦
を
得
ん
と
し
て
念
仏
の
幸
せ
に
至
る
こ
と
は
そ

の
と
お
り
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
し
て
も
、
苦
と
幸
せ
の
対
比
の

中
で
は
違
和
感
を
感
じ
る
。
念
仏
の
幸
せ
と
い
う
の
は
苦
の
克
服
で

は
な
く
、
苦
の
受
容
と
し
て
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
け
れ
ど
も
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
と
い
う
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
本
庄
先
生
か
ら
お
答
え
い
た
だ

き
ま
す
。
お
願
い
し
ま
す
。

　　

本
庄　

最
初
の
質
問
を
さ
れ
た
方
は
、
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
見
て
、「
不
求
自
得
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
す
の
で
、
現
世
利
益

と
言
っ
て
も
、
先
ほ
ど
分
解
し
て
、
宗
教
的
と
世
俗
的
と
分
け
ま
し

た
が
、
世
俗
的
な
ほ
う
が
ち
ょ
っ
と
前
面
に
出
て
い
る
よ
う
な
受
け

止
め
方
を
な
さ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
受
け
止
め
方
を
な
さ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
も
も

う
ち
ょ
っ
と
言
い
方
を
変
え
た
ら
よ
か
っ
た
な
と
、
先
ほ
ど
申
し
た

と
お
り
で
す
。
幸
せ
と
い
う
も
の
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
は
、

私
の
場
合
は
現
世
と
来
世
に
し
、
現
世
の
場
合
は
世
俗
的
と
宗
教
的

と
二
つ
に
分
け
て
、
世
俗
の
方
に
つ
い
て
は
そ
れ
は
違
い
ま
す
よ
と

は
っ
き
り
言
う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
と
し
て
は
、
幸
せ
と
い
う
言
葉
を
必
ず
し
も
世
俗
的
な
意
味
だ

け
で
言
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
反
省
と
と
も
に
申
し

上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
で
答
え
に
な
っ
た
か
ど
う
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
は
、
幸
せ
、
幸
せ
と
言
わ
れ
て
も
、
お
二
人
目
の
方
も

そ
の
よ
う
で
す
が
、
一
生
、
苦
し
み
続
け
る
よ
う
な
方
、
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
自
分
を
幸
せ
だ
と
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
情
が
お
あ

り
の
方
、
こ
れ
を
ど
う
し
て
く
れ
る
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
余
り
幸
せ
、
幸
せ
な
ん
か
言
っ
て
、
明
る
過
ぎ
る
だ
ろ

う
。
伝
わ
っ
て
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
私
、
何
か
適
切
な
こ
と
を
申
し
上
げ
る
こ
と
は

ほ
ぼ
不
可
能
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
…
…
た
だ
と
言
っ
て
、

何
か
出
て
き
た
ら
い
い
の
で
す
が
、
次
が
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
の
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で
す
。

　

一
つ
は
、
こ
れ
も
答
え
に
な
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、

仏
陀
の
話
で
す
。
悟
り
に
も
三
つ
あ
っ
て
、
仏
陀
は
お
釈
迦
様
を
含

め
て
阿
弥
陀
仏
の
仏
陀
で
す
が
、
仏
陀
の
悟
り
と
、
弟
子
の
悟
り
、

そ
れ
か
ら
、
辟
支
仏
、
独
覚
の
悟
り
と
ラ
ン
ク
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
三
つ
あ
る
ラ
ン
ク
の
一
番
上
の
阿
弥
陀
仏
も
含
め
て
の
仏
陀

と
、
ほ
か
の
人
た
ち
と
の
違
い
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど
も
、
ま
ず

仏
陀
は
全
て
を
理
解
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
弟
子
は
全
て
を
理
解
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
独
覚
は
そ
の
中
間
で
す
。
こ
う
い
う
ラ
ン
ク

が
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
あ
る
の
は
、
ブ
ッ
ダ
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
こ
と

を
ち
ゃ
ん
と
わ
か
る
の
で
、
全
員
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
け
れ

ど
も
、
そ
れ
以
外
の
人
た
ち
は
、
利
他
行
と
し
て
の
教
え
を
説
く
と

い
う
こ
と
を
し
な
い
の
で
、
そ
れ
が
で
き
ま
せ
ん
。
救
お
う
と
し
た

と
し
て
も
、
有
限
な
も
の
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
仏
陀
は
全
て
の
人
を
救
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
現
実
問
題
、
全
て
の
人
は
救
わ
れ
て
い
な
い
で
す
。
と

い
う
こ
と
で
、
イ
ン
ド
の
あ
る
注
釈
書
で
、
ど
う
い
う
説
明
を
す
る

か
と
言
い
ま
す
と
、
仏
陀
の
教
え
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
可
能
性
と
し

て
全
員
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
現
実
問
題
と
し
て
は
全

て
を
救
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
─
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て

い
る
注
釈
書
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
と
完
全
に
一
致
す
る

か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
浄
土
の
教
え
も
、
も
う
可
能
な
限
り

の
人
た
ち
を
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、
こ
の
世
も
来
世
も
幸
せ
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
、
現
実
問
題
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
重
な

っ
て
、
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
仏
陀
で
さ
え
も
、
能
力
と
し
て
は
あ
り
な
が
ら
も
、
隅
か

ら
隅
ま
で
と
い
う
こ
と
は
な
い
よ
う
に
、
浄
土
の
教
え
も
、
ど
ん
な

に
説
い
て
も
、
そ
の
教
え
か
ら
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
あ
る
。
こ
れ
ね
、
次
の
言
葉
を
言
お
う
と
し
て
ち
ょ
っ
と
言
い
よ

ど
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
は
力
及
ば
ず
か
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

つ
ま
り
、
力
及
ば
ず
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
浄
土
の

教
え
は
こ
う
で
す
よ
と
い
う
こ
と
を
言
わ
な
い
と
、
何
で
も
か
ん
で

も
幸
せ
に
し
ま
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
逆
に
こ
れ
は

嘘
つ
き
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
教
え
に
漏
れ
る
人
は
非
常
に
重
い
課
題
だ
と
思

い
ま
す
が
、
今
申
し
ま
し
た
よ
う
な
仏
陀
の
あ
り
方
と
い
う
の
で
す

か
、
能
力
は
十
分
お
持
ち
だ
け
れ
ど
も
、
現
実
問
題
と
し
て
は
そ
う

も
い
か
な
い
と
い
う
現
実
、
そ
れ
は
浄
土
の
教
え
に
つ
い
て
も
言
え

る
の
か
な
と
い
う
こ
と
で
、
自
分
の
中
で
は
ち
ょ
っ
と
納
得
し
よ
う
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か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　

伊
藤　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
同
じ
件
に
関
し
ま
し
て
、
佐

藤
先
生
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　

佐
藤　

改
め
て
幸
せ
と
は
何
か
と
い
う
根
本
的
な
命
題
を
突
き
つ

け
て
い
た
だ
い
た
ご
質
問
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
の
幸
せ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

手
放
し
に
い
つ
で
も
笑
顔
の
絶
え
な
い
、
そ
う
い
う
も
の
が
幸
せ
な

ん
で
し
ょ
う
か
。
い
や
、
私
は
や
は
り
涙
を
流
し
な
が
ら
、
悲
し
み

な
が
ら
、
の
た
う
ち
回
り
な
が
ら
歩
い
て
い
て
も
、
そ
の
中
で
も
生

き
る
こ
と
の
尊
さ
と
か
、
今
生
き
て
い
る
こ
と
の
有
難
さ
と
か
、
そ

う
い
う
実
感
す
る
と
こ
ろ
に
幸
せ
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
こ
こ
で
は
、
私
の
信
仰
体
験
や
自
分
の
生
い
立
ち
を
話
す
場
で

は
な
い
の
で
詳
し
く
は
申
し
上
げ
ま
せ
ん
が
、
私
自
身
、
小
学
校
に

上
が
っ
て
か
ら
中
学
校
を
終
わ
る
ま
で
義
務
教
育
期
間
の
学
校
の
体

育
を
一
回
も
や
っ
た
こ
と
の
な
い
病
弱
な
子
ど
も
で
、
し
か
も
貧
し

く
て
、
子
供
の
頃
に
本
当
に
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
悲
し
い
の
か
な
、

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
涙
が
出
る
の
か
な
と
い
う
体
験
を
、
い
く
ど
と

な
く
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
悲
し
く
て
涙
が
出
る
の
で
す
が
、
そ
の
涙
を
本

当
に
流
し
て
い
く
中
に
、
そ
れ
で
も
生
き
て
い
る
、
そ
れ
で
も
こ
う

し
て
笑
う
こ
と
が
で
き
る
命
に
つ
い
て
、
子
供
な
が
ら
に
生
き
て
い

る
っ
て
有
難
い
な
と
実
感
を
し
た
体
験
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
、
出
会
っ
た
言
葉
の
中
に
、
ほ
か
で
も
な
い
ゲ
ー
テ

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。「
涙
と
一
緒
に
パ
ン
を
食
べ
た
者
で
な
け

れ
ば
、
本
当
の
人
生
の
味
は
わ
か
ら
な
い
。」

　

実
は
、
私
は
こ
の
と
き
の
パ
ン
を
生
き
る
た
め
の
食
と
捉
え
て
い

ま
し
た
。
ず
っ
と
悲
し
み
の
中
に
の
た
う
ち
回
り
な
が
ら
、
悲
し
み

の
中
に
涙
を
流
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
生
き
て
い
く
中
に
本
当
の
人

生
の
味
が
わ
か
る
の
で
は
な
い
か
と
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
が
、
実

は
こ
れ
は
涙
と
一
緒
に
パ
ン
と
い
う
と
き
の
パ
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
教

の
聖
霊
の
形
と
し
て
の
パ
ン
だ
っ
た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
涙
と
一
緒
に
信
仰
を
持
っ
た
者
で
な
け
れ
ば
、
本
当
の

人
生
の
意
味
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
受
け
止
め
方
が
で
き
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
生
き
て
い
く
私
た
ち
、
そ
れ
で
も
見
守
っ
て
い
た
だ
け

る
私
た
ち
、
そ
こ
に
は
た
と
え
周
り
の
人
た
ち
が
、
あ
ん
な
に
苦
労

し
て
ね
え
、
気
の
毒
だ
よ
ね
え
と
い
う
人
の
中
に
も
、
い
や
、
本
当
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に
幸
せ
で
す
よ
と
お
っ
し
ゃ
る
人
は
世
の
中
に
い
ま
す
。
同
時
に
、

あ
ん
な
に
満
ち
足
り
て
、
裕
福
で
と
い
う
中
に
も
、
貪
り
な
が
ら
生

き
る
人
が
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
ど
ち
ら
を
本
当
の
幸
せ
と
し
て
受
け
止
め
、
そ
れ
を
説

く
側
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
お
の
ず
と
知
る
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、
た
と
え
苦
し
み
も
が
き
一
命
を
尽
き
る
中
に
も
、
の
た

れ
死
ん
で
い
く
よ
う
な
中
に
も
、
そ
れ
で
も
お
念
仏
を
申
し
た
人
を
、

い
か
が
で
す
か
、
あ
ん
な
に
苦
し
く
て
ね
、
報
わ
れ
な
く
っ
て
ね
と

い
う
人
た
ち
、
あ
あ
、
不
幸
せ
な
人
生
だ
と
言
う
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

も
し
、
そ
の
最
後
の
と
き
に
一
声
、
ち
ゃ
ん
と
「
な
む
あ
み
だ
ぶ

つ
」
と
称
え
た
人
の
こ
と
を
阿
弥
陀
様
は
救
っ
て
く
だ
さ
る
と
い
う

こ
と
を
、
ち
ゃ
ん
と
認
め
て
差
し
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
、
私

た
ち
の
立
場
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
ど
ん
な
に
苦
労
続
き
の
お
方
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
を
認
め
て
あ
げ
る
こ
と
の
で
き
る
と
こ
ろ
に
は
、
そ
こ
に
私
は

き
っ
と
善
知
識
、
そ
こ
に
寄
り
添
う
人
、
そ
れ
を
認
め
て
あ
げ
る
人
、

そ
う
い
う
も
の
の
働
き
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

も
し
身
内
や
親
族
の
中
に
そ
う
い
う
善
知
識
た
る
人
が
い
な
け
れ

ば
、
ま
さ
に
私
た
ち
宗
教
家
自
身
が
、
浄
土
極
楽
を
、
凡
入
報
土
を

認
め
て
あ
げ
る
立
場
に
あ
る
私
た
ち
こ
そ
、
そ
の
使
命
を
負
っ
て
お

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
例
え
ば
愛
す
る
家
族
を
な
く
し
、
涙
の
中
に
念
仏
を
称

え
て
い
る
人
、
そ
う
い
う
経
験
の
あ
る
人
に
と
っ
て
念
仏
は
支
え
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
本
当
に
幸
せ
に
結
び
付
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
幸
せ
の
意
味
解
釈
を
世
俗
的
な
、
世
間
的
な
幸
せ
と
す
る
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
本
当
の
意
味
で
の
宗
教
的
な
真
実
に
の
っ
と
っ

て
考
え
る
な
ら
ば
、
ち
ゃ
ん
と
幸
せ
に
結
び
付
く
と
申
し
上
げ
る
こ

と
が
で
き
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
人
の
生
涯
の
中
に
ま
さ
に
幸
せ
を
実
感
で
き
ず
で
、

何
で
こ
ん
な
苦
労
続
き
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
、
と
思
う
人
に
も
、
い
や
、

あ
な
た
の
そ
の
苦
労
は
ち
ゃ
ん
と
そ
の
ご
縁
の
あ
っ
た
方
々
の
と
こ

ろ
に
、
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
っ
て
い
き
ま
す
よ
と
い
う
伝
え
方
を
、
私
た

ち
は
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
あ
な
た
の
苦
労
し
て
、
本
当
に
つ
ら
か
っ
た
思
い
を
ち

ゃ
ん
と
ほ
か
の
方
々
の
と
こ
ろ
へ
振
り
向
け
て
さ
し
上
げ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
よ
。
そ
れ
が
ま
さ
に
お
念
仏
だ
と
い
う
説
き
方
も
で
き
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
藤
井
實
應
猊
下
の
御
詠
歌
を
最
後
に
挙
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
藤
井
猊
下
の
御
詠
歌
は
、
悲
し
み
を
癒
す
の
は

阿
弥
陀
様
の
光
明
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
幸
せ
に
な
る
と
い
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う
意
味
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
質
問
用
紙
に
書
か
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。

　

ま
さ
に
、
こ
こ
で
言
う
幸
せ
を
世
俗
的
な
、
世
間
的
な
幸
せ
と
捉

え
た
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
に
転
じ
て
い
く
の
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う

に
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
私
は
、
先
ほ
ど
来
、
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
よ

う
に
、
ど
ん
な
に
悲
し
み
の
中
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
幸
せ
を
実
感

す
る
こ
と
の
で
き
る
と
い
う
中
に
は
、
こ
の
世
の
中
の
憂
き
悲
し
み

の
谷
底
を
照
ら
し
て
く
だ
さ
る
阿
弥
陀
様
の
光
と
い
う
も
の
は
、
ど

ん
な
に
つ
ら
い
中
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
私
は
幸
せ
を
実

感
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
そ
こ
に
は
、
苦
と
楽
と
い
う
た
だ
の
比
較
で
は
な
く
、

ま
さ
に
基
調
講
演
で
藤
本
先
生
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
凡
入

報
土
の
極
み
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
質
問
用
紙
に
、「
高
校
生
を
亡
く
し
て
、
三
〇

年
過
ぎ
て
も
、
涙
な
が
ら
に
し
て
念
仏
を
称
え
る
母
親
が
存
在
す
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
！
」
と
ち
ょ
っ
と
強
く
書
い
て
あ

り
ま
す
。
確
か
に
こ
の
お
か
あ
さ
ん
は
本
当
に
悲
し
か
っ
た
で
し
ょ

う
ね
。
つ
ら
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
そ
し
て
、
ず
っ
と
今
も
涙
の
中

に
思
い
起
こ
し
て
は
、
涙
を
流
し
な
が
ら
お
念
仏
を
称
え
て
お
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
そ
れ
は
、
世
俗
的
な
眼
差
し
か
ら
見
た
な
ら
ば
、
ま
さ
に

お
子
さ
ん
、
亡
く
さ
れ
て
気
の
毒
よ
ね
、
ほ
ん
と
か
わ
い
そ
う
だ
ね

と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

だ
け
ど
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。
こ
の
お
か
あ
さ
ん
の
幸
せ
の
価
値

判
断
は
、
三
十
年
と
い
う
こ
こ
ま
で
の
時
間
で
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。
い
や
、
私
は
実
は
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
時
間
を
い
た

だ
い
て
、
事
例
を
一
つ
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
二
十
二
歳
の
息
子
を
亡
く
さ
れ
た
ご
両
親
の
話
で
ご
ざ
い

ま
す
。
実
は
二
十
二
年
以
上
前
の
こ
と
で
す
。
ま
だ
私
も
だ
い
ぶ
若

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
二
十
二
歳
の
し
か
も
東
大
生
、
本
当
に
勉
強
が

で
き
て
、
親
に
し
て
み
れ
ば
一
人
っ
子
で
、
そ
の
息
子
さ
ん
は
本
当

に
誇
り
の
極
み
だ
っ
た
。
そ
し
て
東
大
を
卒
業
す
る
四
年
生
、
就
職

先
も
内
定
し
て
お
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
正
月
を
過
ぎ
た
卒
業
論
文
提
出
の
〆
切
り
の
前
夜
に
、

こ
の
息
子
さ
ん
は
首
を
吊
っ
て
自
死
を
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
全

て
が
き
ち
ん
と
レ
ー
ル
に
う
ま
く
乗
っ
て
進
ん
で
い
る
の
に
、
自
分

が
卒
業
論
文
を
ま
と
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

を
、
本
当
に
苦
し
み
に
感
じ
て
、
首
を
吊
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
第
一
に
発
見
し
た
の
は
お
か
あ
さ
ん
で
し
た
。
檀
家
さ
ん
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で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
葬
儀
屋
さ
ん
の
紹
介
で
ご
葬

儀
を
勤
め
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
ご
家
族
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ど
ん
な
に
お
浄
土
の
世
界
を
説
い
た
っ
て
、
そ

ん
な
も
の
、
そ
こ
で
は
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
柩
に
す
が
り
つ
き
、
涙
、
涙
の
中
に
送
り
出
さ

れ
た
よ
う
な
ご
葬
儀
を
体
験
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
葬
儀
の
場
の
み
で
ご
縁
を
断
ち
切
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
く
、
何
と
か
供
養
の
形
で
継
続
し
て
こ
の
方
々
と
つ
な
が

っ
て
い
け
た
ら
な
と
い
う
思
い
で
、
接
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し

て
お
寺
の
行
事
に
、
春
・
秋
の
お
彼
岸
や
お
盆
や
年
回
法
要
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
と
き
に
境
内
に
墓
地
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
寺
へ

来
て
も
ら
っ
て
、
共
々
、
お
念
仏
を
お
勧
め
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
見
え
ら
れ
る
に
際
し
、
う
つ
む
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

姿
は
痛
い
よ
う
に
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
世
の
中
で
見
た
ら
不
幸

せ
な
人
生
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
二
十
二
年
、
つ

ま
り
、
二
十
三
回
忌
を
迎
え
た
年
、
親
も
、
当
時
、
息
子
を
亡
く
し

た
と
き
に
は
、
五
十
代
だ
っ
た
人
た
ち
が
、
も
う
七
十
代
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
ご
夫
婦
は
自
ら
の
死
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自

分
た
ち
も
、
い
わ
ゆ
る
終
活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
話
題

が
よ
く
出
る
中
で
、
自
分
た
ち
の
死
を
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
今
ま
で
二
十
年
以
上
、
相
続
し
て
き
た
、
お
参
り
を

す
る
と
き
に
は
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
、
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
と
称
え
る
お
念
仏

と
い
う
も
の
が
、
や
が
て
ち
ゃ
ん
と
息
子
さ
ん
と
出
会
う
こ
と
の
で

き
る
、
再
会
す
る
こ
と
の
で
き
る
お
念
仏
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

ま
さ
に
上
辺
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
て
、
こ
の
ご
夫
妻
に
は
本
当
に

実
感
と
し
て
、「
あ
あ
、
和
尚
さ
ん
、
お
念
仏
は
本
当
に
あ
り
が
た

い
で
す
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
自
分
の
死
、
我
が
死
と
い
う
も
の
を
思
う
と
き
に
、
今
、

こ
れ
だ
け
二
〇
年
以
上
の
月
日
が
経
っ
た
け
れ
ど
も
、
あ
の
息
子
に

再
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
お
念
仏
の
力
は
、
阿
弥
陀
様
の
お
力
と
い

う
も
の
は
本
当
に
尊
い
も
の
だ
、
有
難
い
も
の
だ
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
夫
妻
の
お
顔
を
見
て
も
、
あ
の
と
き
の
声
も
か
け
ら
れ
な
い
よ

う
な
お
姿
で
し
た
が
、
い
ま
は
何
だ
か
、
背
筋
が
ふ
っ
と
伸
び
て
、

明
る
い
お
顔
で
も
っ
て
会
釈
を
さ
れ
、
お
話
を
さ
れ
ま
す
。

　

私
は
そ
の
と
き
に
お
念
仏
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
引
き
受
け
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。「
ど
う
、
今
、

幸
せ
？
」
と
聞
い
て
み
る
と
、「
は
い
、
幸
せ
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ

る
。
私
は
こ
の
ご
夫
妻
の
お
念
仏
か
ら
得
た
と
こ
ろ
の
幸
せ
は
、
そ
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れ
ま
で
の
人
生
の
苦
し
さ
や
悲
し
さ
と
い
う
も
の
を
ま
さ
に
乗
り
越

え
て
、
お
浄
土
で
も
っ
て
再
会
す
る
こ
と
の
で
き
る
と
い
う
報
土
の

利
益
こ
そ
、
ま
さ
に
彼
ら
に
は
幸
せ
と
い
う
も
の
を
本
当
に
実
感
を

せ
ら
れ
た
も
の
だ
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
こ
の
質
問
用
紙
を
書
か
れ
た
方
が
高
校
生
の
息
子
を

亡
く
し
、
三
十
年
過
ぎ
て
も
涙
な
が
ら
に
念
仏
を
称
え
る
お
か
あ
さ

ん
が
存
在
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
と
書
か
れ
た
わ
け

で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
私
も
忘
れ
た
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
同

時
に
こ
の
お
方
も
本
当
に
苦
し
い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
お
か
あ
さ
ん
も
ま
た
旅
立
っ
て
い
く
と
き
に
、
ち

ゃ
ん
と
こ
の
こ
と
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ
の
会
場
に
お
ら
れ
る
和

尚
さ
ん
が
き
っ
と
お
念
仏
を
お
勧
め
申
し
上
げ
、
そ
し
て
私
ど
も
も

ま
た
、
お
浄
土
で
再
会
す
る
こ
と
の
で
き
る
お
互
い
だ
と
い
う
こ
と

を
感
じ
る
と
き
に
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
宗
教
的
な
幸
せ
と
い
う

も
の
を
ち
ゃ
ん
と
お
感
じ
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
ふ
う
に

受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
の
で
す
。

　

ま
さ
に
私
た
ち
は
、
法
然
上
人
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
寄
り
添

う
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
善
知
識
に
な
る
こ
と
、
こ
れ
は
私
た
ち
に
と

っ
て
可
能
な
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。

　

同
時
に
、
た
だ
世
間
で
言
う
と
こ
ろ
の
幸
せ
と
違
う
、
そ
の
幸
せ
。

も
っ
と
言
え
ば
、
ま
さ
に
世
間
的
な
価
値
観
か
ら
真
実
の
価
値
観
に

変
化
を
さ
せ
て
い
く
根
本
的
な
幸
せ
の
意
味
を
問
い
直
す
と
こ
ろ
の

命
題
を
、
私
た
ち
は
頂
戴
を
し
て
お
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
こ

の
質
問
を
通
し
て
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

長
ら
く
失
礼
を
い
た
し
ま
し
た
。

　　

伊
藤　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
佐
藤
先
生
の
、
あ
る

い
は
質
問
者
の
こ
う
い
う
ご
経
験
に
満
ち
溢
れ
た
信
仰
者
の
お
姿
と

い
う
も
の
が
、
実
は
皆
さ
ん
方
の
中
に
も
そ
う
い
う
も
の
を
お
持
ち

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
自
身
の
ご
経
験
や
、
皆
さ
ん
自
身
の
檀
信
徒
の
方
々
の
中

に
、
そ
う
や
っ
て
お
念
仏
に
よ
っ
て
喜
び
の
人
生
を
歩
ま
れ
、
往
生

さ
れ
て
い
く
、
そ
う
い
う
方
が
き
っ
と
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
パ
ネ
ラ
ー
の
先
生
方
と
意
見
が
一
致
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
い
わ
ゆ
る
そ
う
い
う
お
姿
の
用
例
を
集
め
て
、
可
能
か
ど
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
次
回
、
来
年
度
の
学
術
大
会
に
お
い
て
、
特

別
部
会
を
設
け
て
い
た
だ
い
て
、
そ
う
い
う
事
例
の
発
表
が
な
さ
れ

れ
ば
、
こ
れ
が
ま
た
継
続
的
に
つ
な
が
っ
て
い
く
な
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
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い
わ
ば
現
代
版
の
妙
好
人
伝
あ
る
い
は
往
生
伝
の
よ
う
な
も
の
、

そ
う
い
う
用
例
を
集
め
て
み
て
は
ど
う
か
と
、
皆
さ
ん
に
お
勧
め
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
本
当
に
皆
さ
ん
の
役
に
立
っ
た
の
か
ど

う
か
、
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
私

の
責
任
で
ご
ざ
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
こ
の
よ
う
に
佐
藤
先
生
や
質
問

者
か
ら
提
言
い
た
だ
き
ま
し
た
、
念
仏
信
仰
に
お
い
て
、
喜
び
に
満

ち
溢
れ
、
幸
せ
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
の
用
例
を
集
め
て
い
た
だ
く

の
を
宿
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
我
々
自
身
の
信
仰
の
醸
成
と
い
う
こ
と
の
た
め
、
そ
し

て
教
化
の
方
法
と
い
う
こ
と
を
指
し
示
す
一
つ
の
例
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
に
宿
題
と
し
て
い
た
だ
い
て
、

用
例
を
集
め
て
い
た
だ
き
、
も
し
特
別
部
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
な

ら
ば
、
ぜ
ひ
と
も
そ
の
研
究
発
表
の
場
に
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
い
う
形
態
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
パ
ネ
ル
発
表
な
ら
、

そ
の
パ
ネ
ル
と
い
う
形
で
で
も
用
例
を
発
表
し
て
い
た
だ
い
て
、
皆

さ
ん
と
共
に
念
仏
で
喜
ん
で
お
ら
れ
る
、
幸
せ
を
感
じ
て
お
ら
れ
る

方
の
用
例
を
共
有
で
き
れ
ば
、
一
つ
の
形
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
学
術
大
会
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と

に
関
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
も

運
営
に
携
わ
る
方
々
に
は
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
だ
い
て
、

何
と
か
実
現
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

藤
本
先
生
が
、
我
々
、
浄
土
宗
僧
侶
が
自
ら
お
念
仏
か
ら
、
は
じ

ま
る
幸
せ
を
体
得
、
ま
た
は
望
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
自
問

自
答
す
べ
き
だ
と
基
調
講
演
で
ご
提
言
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
こ
こ
に
お
越
し
の
皆
様
方
が
幸
せ
と

い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
説
く
べ
き
な
の
か
、
あ
る
い
は
念
仏
に
よ

る
喜
び
を
ど
う
説
く
か
。「
恐
ら
く
何
々
す
べ
き
で
あ
る
、
こ
う
し

な
さ
い
」
と
い
う
回
答
を
お
求
め
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
正

解
と
い
う
も
の
は
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

我
々
自
身
が
念
仏
に
よ
る
幸
せ
と
い
う
も
の
を
体
得
し
、
喜
び
に

満
ち
溢
れ
る
姿
を
人
々
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
し
か
な
い
。
そ
れ
は

ま
さ
に
我
々
は
法
然
上
人
の
お
姿
を
し
っ
か
り
と
見
て
い
く
し
か
な

い
と
い
う
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

と
り
と
め
の
な
い
、
ま
と
ま
り
の
な
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

宿
題
と
い
う
も
の
を
新
た
な
お
試
し
と
い
う
こ
と
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
て
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
の
先
生
方
、
昨
日
か
ら
本
当
に
長
時
間
、
あ
り
が
と
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う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
改
め
て
拍
手
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
拍
手
）

　　

司
会　

パ
ネ
リ
ス
ト
の
先
生
方
、
伊
藤
先
生
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
宿
題
と
い
う
言
葉
は
余
り
好
き
で
は
な
い
の
で

す
が
、
藤
本
先
生
か
ら
も
自
問
自
答
す
べ
き
。
自
答
す
べ
き
と
い
う

こ
と
は
、
伊
藤
先
生
、
今
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
答
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
し
、
五
人
の
先
生
の
打
ち
合
わ
せ

を
間
近
で
拝
見
し
て
い
ま
す
と
、
前
の
五
人
だ
け
で
完
結
す
る
世
界

で
は
い
け
な
い
危
機
意
識
に
溢
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
、
ご
企
画
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
集
ま
り
の
諸
上
人
、
先
生
方
も
ご
一
緒
に
お
考
え
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

も
う
一
度
、
五
人
の
先
生
方
に
大
き
な
拍
手
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（
拍
手
）

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
で
、
二
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
閉
じ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
了
）　　
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「
所
化
寮
定
書
」
に
つ
い
て

青　

木　

篤　

史

一
、
は
じ
め
に

　

関
東
十
八
檀
林
と
り
わ
け
増
上
寺
で
修
学
す
る
所
化
に
は
、
幕
府

や
増
上
寺
か
ら
様
々
な
法
度
が
出
さ
れ
、
そ
の
下
で
修
学
を
積
ん
で

い
た
。
ま
た
学
寮
で
の
生
活
に
は
様
々
な
規
則
が
あ
り
、
そ
れ
は
増

上
寺
大
僧
正
或
い
は
役
者
か
ら
各
学
寮
・
所
化
方
に
発
布
さ
れ
た
も

の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
規
律
は
「
所
化
寮
（
衆
）
定
書
」
と

い
い
、
生
活
全
般
の
規
則
や
、
法
問
・
安
居
に
至
る
ま
で
様
々
な
規

律
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
「
所
化
寮
定
書
」
は
元
禄
元
年
（
一

六
八
八
）
四
月
四
日
に
発
布
さ
れ
た
も
の
か
ら
享
保
一
八
年
（
一
七

三
三
）
一
〇
月
に
発
布
さ
れ
た
も
の
ま
で
九
個
あ
る
。『
増
上
寺
史

料
集
』
第
一
巻
に
は
、
そ
れ
ら
の
「
所
化
寮
定
書
」
の
原
文
の
翻
刻

が
所
収
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
規
律
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
そ
の
「
所
化
寮
定
書
」
を
は
じ
め
と
す

る
、
学
寮
・
学
寮
所
化
方
に
出
さ
れ
た
法
度
を
取
り
上
げ
、
時
代
の

変
遷
等
に
よ
り
、
そ
の
法
度
が
ど
の
よ
う
に
変
化
・
変
遷
し
て
い
っ

た
の
か
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

二
、『
増
上
寺
史
料
集
』
所
収
の
「
檀
林
法
度
」
の
数
々

　
『
増
上
寺
史
料
集
』
第
一
巻
に
は
、
数
々
の
「
檀
林
法
度
」
が
翻

刻
さ
れ
所
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
が
次
の
【
表

一
】
で
あ
る
。

　

表
の
中
に
分
類
と
し
て
①
〜
⑤
の
分
類
番
号
が
付
し
て
あ
る
。
そ

の
分
類
番
号
は
、
①
幕
府
→
総
録
所
、
②
知
恩
院
→
檀
林
、
③
増
上

寺
→
本
山
・
檀
林
、
④
増
上
寺
→
塔
頭
寺
院
・
門
末
寺
院
、
⑤
増
上

寺
→
学
寮
・
学
寮
所
化
で
あ
る
。
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【
表
一
】『
増
上
寺
史
料
集
』
第
一
巻
の
「
檀
林
法
度
」
の
数
々

次
に
本
発
表
で
考
察
す
る
⑤
増
上
寺
→
学
寮
・
学
寮
所
化
に
出
さ
れ

た
法
度
を
抽
出
し
た
表
が
、
左
の
【
表
二
】
で
あ
る
。

【
表
二
】『
増
上
寺
史
料
集
』
第
一
巻
所
収
の
「
所
化
寮
定
書
」
を
は

じ
め
と
す
る
法
度
の
数
々
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こ
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
を
一
見
し
て
わ
か
る
通
り
、
寛
永
六

年
（
一
六
二
九
）
五
月
八
日
に
、
初
め
て
所
化
に
対
す
る
法
度
が
発

布
さ
れ
て
か
ら
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
正
月
に
至
る
ま
で
、
発

布
さ
れ
た
法
度
は
二
一
あ
っ
た
。

　

ま
た
【
表
一
】
を
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
元
禄
元
年
（
一
六

八
八
）
四
月
四
日
以
降
、
増
上
寺
や
所
化
に
対
し
て
発
布
さ
れ
た
法

度
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
、「
所
化
寮
掟
書
」
の
内
容
の
変
遷

　

本
節
で
は
、
実
際
に
そ
の
掟
書
の
内
容
が
、
ど
の
よ
う
に
変
遷
し

て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

こ
こ
で
は
、
①
入
寺
②
勤
行
③
衣
帯
④
生
活
の
四
項
目
に
分
け
て

考
察
を
施
し
て
い
く
。
ま
た
、
各
条
目
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
、
原

文
で
は
な
く
、
書
き
下
し
て
記
載
し
た
。

①
入
寺
に
つ
い
て

　

ま
ず
入
寺
に
関
し
て
は
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
九
月
五
日
に

発
布
さ
れ
た
、「
照
誉
了
学
所
化
入
寺
掟
書
」（
通
称
：「
所
化
入
寺

掟
」）
の
み
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
入
寺
は
一
五
歳
未
満
、『
三
部
経
』

を
読
ん
で
い
な
い
者
、
様
子
見
悪
き
者
、
他
宗
の
者
が
除
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
後
世
ま
で
変
わ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

②
勤
行
に
つ
い
て

　

勤
行
に
つ
い
て
は
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
九
月
七
日
発
布
の

「
所
化
衆
掟
書
」
と
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
一
〇
月
発
布
の

「
上
読
法
問
講
談
定
書
」、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
一
〇
月
五
日
発

布
の
「
所
化
寮
定
書
」
の
三
つ
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
元
禄

元
年
（
一
六
八
八
）
九
月
七
日
発
布
の
「
所
化
衆
掟
書
」
で
は
、

一
、
律
義
勤
行
如
法
に
す
る
こ
と（

（
（

。

一
、
両
安
居
の
節
、
組
中
の
連
判
吟
味
の
上
、
証
文
を
差
し
出

す
べ
し（

（
（

。

と
書
か
れ
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
一
〇
月
発
布
の
「
上
読
法
問

講
談
定
書
」
で
は
、

　
　

一
、
木
魚
の
使
用
禁
止（

（
（

。

と
あ
る
。
浄
土
宗
で
最
初
に
木
魚
を
使
用
し
た
の
は
、
円
説
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
円
説
は
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
出
家

し
て
お
り
、
時
代
的
に
齟
齬
が
あ
る
。
こ
の
条
目
の
み
か
ら
考
え
て

み
る
と
、
円
説
の
前
か
ら
浄
土
宗
で
木
魚
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
、
今
後
考
察
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
一
〇
月
五
日
発
布
の
「
所
化
寮
定
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書
」
で
は
、

一
、
律
義
勤
行
如
法
に
す
る
こ
と
。
学
業
に
専
念
し
、
講
釈
・

法
問
等
懈
怠
無
き
こ
と（

（
（

。

と
あ
り
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
る
が
勤
行
は
如
法
に
勤
め
、
法

問
等
は
懈
怠
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
勤
行
に

つ
い
て
は
、
元
禄
元
年
の
「
所
化
衆
掟
書
」
で
も
書
か
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
の
で
、
三
〇
年
間
の
中
で
再
度
触
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

③
衣
帯
に
つ
い
て

　

衣
帯
に
つ
い
て
は
、
八
つ
の
法
度
で
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
ど
の
法

度
に
も
「
分
限
相
応
に
す
る
こ
と
」
と
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
特
化

し
て
決
め
ら
れ
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
元
禄
元
年
（
一
六

八
八
）
九
月
七
日
の
「
所
化
衆
掟
書
」
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、

　
　

一
、
縁
輪
以
下
の
僧
は
絹
衣
の
着
用
禁
止（

（
（

。

　
　

一
、
頭
巾
・
領
帽
の
被
着
禁
止（

（
（

。

と
あ
り
、
絹
衣
が
着
用
で
き
た
の
は
縁
輪
以
上
、
す
な
わ
ち
縁
輪
席

六
六
僧
と
、
扇
間
席
三
四
僧
、
一
文
字
席
五
〇
僧
の
み
が
絹
衣
を
着

用
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
以
外
の
僧
は
ど
う
か
と
言
え
ば
、

享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
一
〇
月
五
日
の
「
所
化
寮
定
書
」
で
、

一
、
一
番
輪
以
下
の
僧
は
、
綿
衣
・
布
細
美
の
衣
を
常
衣
と
す

る
こ
と（

（
（

。

と
書
か
れ
て
お
り
、
綿
衣
や
布
細
美
（
麻
の
着
物
）
の
み
着
用
が
許

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）
正
月
〜
六
月
に
発
布
さ
れ
た

「
所
化
寮
定
書
」
に
は
、

一
、
中
臈
以
下
の
僧
、
色
衫
の
衣
を
着
用
す
る
こ
と
を
禁
止
す

る（
（
（

。

と
あ
る
。
浄
土
宗
に
お
い
て
色
衫
、
す
な
わ
ち
褊
衫
・
裙
を
着
用
す

る
こ
と
は
、
現
代
で
は
一
般
的
で
は
な
い
。
し
か
し
、
井
筒
雅
風
氏

著
『
法
衣
史
』
に
よ
れ
ば
、

直
綴
で
は
な
い
褊
衫
・
裙
が
江
戸
時
代
に
は
一
般
的
で
あ
り
、

元
代
以
前
の
唐
代
に
お
け
る
本
来
の
形
式
の
も
の
が
、
律
・
真

言
・
天
台
・
浄
土
の
各
宗
派
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い

こ
と
で
あ
る（

（
（

。

と
あ
り
、
当
時
は
、
褊
衫
・
裙
が
一
般
的
な
本
衣
と
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
り
、
直
綴
（
い
わ
ゆ
る
黒
衣
）
は
当
時
一
般
的
で
は
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
褊
衫
・
裙
は
中
臈
（
坊
中
三
〇
院
の
う

ち
、
月
行
事
一
三
院
を
除
い
た
一
七
院
の
僧
）
以
下
の
僧
は
着
用
が

許
さ
れ
て
お
ら
ず
、
多
く
は
直
綴
を
被
着
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
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れ
る
。

　

こ
の
衣
帯
に
つ
い
て
も
、
享
保
年
間
よ
り
細
分
・
厳
格
化
さ
れ
、

そ
の
座
次
に
よ
っ
て
着
用
が
許
さ
れ
る
衣
帯
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

④
生
活
に
つ
い
て

　

生
活
に
つ
い
て
は
、
数
多
く
の
法
度
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

か
な
り
の
変
遷
・
追
記
も
見
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
。

　

生
活
に
つ
い
て
書
か
れ
た
最
初
の
法
度
は
、
寛
永
一
六
年
（
一
六

三
九
）
三
月
一
八
日
の
「
南
誉
雪
念
所
化
方
法
度
」
で
あ
る
。
そ
の

内
容
を
見
て
み
る
と
、

　
　

一
、
銭
湯
の
往
来
禁
止（

（1
（

。

　
　

一
、
歌
舞
見
物
を
し
て
は
い
け
な
い（

（1
（

。

　
　

一
、
衣
を
被
着
し
な
い
で
寺
中
・
寺
外
往
禁
止（

（1
（

。

　
　

一
、
悪
黨
牢
人
抱
置
の
禁
止（

（1
（

。

　
　

一
、
行
方
不
明
の
僧
、
同
じ
寮
に
入
っ
て
は
い
け
な
い（

（1
（

。

　
　

一
、
博
奕
を
し
て
は
い
け
な
い（

（1
（

。

　
　

一
、
寺
外
の
人
宿
泊
禁
止（

（1
（

。

な
ど
が
あ
る
。

　

こ
の
法
度
で
注
目
す
べ
き
点
が
い
く
つ
か
あ
る
、
ま
ず
一
つ
目
の

「
銭
湯
往
来
の
禁
止
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
四
七
年
後
の

元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
九
月
七
日
に
発
布
さ
れ
た
「
所
化
衆
掟

書
」
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
で
は
な
ぜ
、
こ
こ
ま
で
銭
湯
へ
行
く

こ
と
を
禁
じ
た
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。『
東
京
市
史
稿
』
市
街

篇
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
い
う
銭
湯
は
遊
女
の
い
る
風
呂
の
こ
と
を
指

し
、
寛
永
一
七
年
（
一
六
四
〇
）
に
吉
原
以
外
の
風
呂
屋
停
止
の
法

令
が
出
た
あ
と
は
、
増
上
寺
門
前
に
一
軒
だ
け
残
っ
た
風
呂
屋
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
銭
湯
往
来
の
禁
止
は
、
こ
の
風
呂

屋
に
行
く
こ
と
を
禁
止
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
正
月
二
七
日
の
「
演
誉
白
随
所

化
寮
定
書
」
で
も

　
　

一
、
学
業
懈
怠
・
盗
賊
・
博
奕
・
悪
所
徘
徊
の
僧
は
追
放（

（1
（

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
博
奕
・
悪
所
の
徘
徊
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
い
う
「
悪
所
」
と
は
、
先
述
の
銭
湯
を
は
じ
め
と
す
る

遊
廓
や
、
歌
舞
伎
小
屋
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
元
禄
元
年
よ

り
八
〇
年
ほ
ど
時
代
を
経
た
後
も
、
こ
の
よ
う
な
取
締
り
が
あ
っ
た

こ
と
は
驚
愕
に
値
す
る
。

　

さ
て
悪
所
徘
徊
と
同
様
に
、「
南
誉
雪
念
所
化
方
法
度
」
に
も

「
所
化
衆
掟
書
」
に
も
「
演
誉
白
随
所
化
寮
法
度
」
に
も
触
れ
ら
れ

て
い
る
、「
博
奕
」
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
た
い
。『
東
京
市
史
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稿
』
産
業
篇
に
よ
る
と
、
こ
の
時
代
の
博
奕
は
「
丁
半
博
奕
」
で
あ

り
サ
イ
コ
ロ
を
用
い
た
博
奕
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
本
文
に
は
、

僧
侶
男
女
の
差
別
も
な
く
、
押
晴
れ
て
博
奕
を
打
つ
候
と
有
レ

之
候
（
中
略
）
以
後
博
奕
の
衆
を
御
城
へ
被
レ
爲
レ
召
、
御
直

に
被
レ
仰
渡
一
候
ハ
、
惣
て
科
人
を
仕
置
ニ
言
付
、
其
首
を
獄

門
に
懸
さ
ら
し
置
事
有
（
後
略（

（1
（

）

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
は
僧
侶
も
博
奕
を
し
、
厳
罰
を
受
け
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
罰
則
に
つ
い
て
『
東
京
市
史
稿
』
で
は
先
述

の
通
り
で
あ
る
が
、『
増
上
寺
史
料
集
』
で
は
、

一
、
寺
を
追
放
し
、
師
匠
・
法
類
・
肉
縁
に
引
き
渡
す
罰
則
を

課
す
。
追
放
者
の
路
銀
は
所
帯
を
売
却
し
償
う
こ
と
と
す
る
。

借
庵
の
僧
は
、
資
具
を
売
却
し
、
不
足
分
は
庵
主
が
補
填
す
る
。

悪
僧
を
隠
し
お
い
た
場
合
、
当
人
は
追
放
、
寮
主
・
同
庵
・

組
・
谷
頭
ま
で
同
罪
或
い
は
罰
金
過
料（

（1
（

。

一
、
博
奕
の
宿
と
し
た
庵
主
を
追
放
す
る
時
、
相
手
の
弟
子
・

同
庵
の
者
も
追
放
。
そ
の
弟
子
が
一
六
歳
以
上
の
僧
は
罰
金
過

料
（
二
分
）。
同
類
で
は
な
い
弟
子
は
、
過
料
の
上
他
山
。
同

庵
は
過
料
。
庵
主
が
博
奕
の
宿
と
し
た
場
合
、
永
久
追
放
。
組

中
・
谷
頭
は
過
料
。
庵
主
は
閉
門（

（2
（

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
東
京
市
史
稿
』
記
述
の
罰
則
と
は

異
な
っ
て
い
る
が
、
増
上
寺
独
自
の
罰
則
規
定
が
あ
っ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
、
と
て
も
興
味
深
い
。

　

次
に
門
限
で
あ
る
。
門
限
に
つ
い
て
は
、
元
禄
元
年
（
一
六
八

八
）
九
月
七
日
の
「
所
化
寮
掟
書
」
で
、

一
、
門
の
出
入
り
は
暮
六
時
（
一
七
時
〜
一
九
時
。
季
節
に
よ

っ
て
異
な
る
）
ま
で
。
た
だ
し
遠
方
よ
り
帰
寮
の
者
は
五
時

（
二
〇
時
頃
）
ま
で
許
可
す
る
。
六
時
以
降
罷
出
の
僧
は
、
役

者
判
形
の
木
札
に
書
き
、
帳
場
に
札
を
申
請
す
る
こ
と（

（2
（

。

と
あ
り
、
暮
六
つ
が
門
限
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
当

時
の
時
間
は
季
節
に
よ
っ
て
異
な
り
、
夏
至
と
冬
至
で
は
二
時
間
ほ

ど
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
門
限
も
季
節
に
よ
っ
て
時
間
が
異
な

っ
て
い
た
と
推
測
で
き
よ
う
か
。
当
時
は
明
六
つ
（
午
前
五
時
〜
七

時
頃
）
と
暮
六
つ
（
午
後
五
時
〜
七
時
頃
）
に
寺
の
鐘
が
撞
か
れ
て

い
た
よ
う
な
の
で
、
門
限
も
こ
の
鐘
の
音
で
決
ま
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

ま
た
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
正
月
の
「
所
化
寮
定
書
」
で
は
、

　
　

一
、
商
人
他
山
僧
他
寮
の
僧
を
寮
へ
招
く
こ
と
を
禁
止（

（2
（

と
あ
り
、
ま
た
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
九
月
の
「
所
化
衆
規
律
定

書
」
で
は
、

　
　

一
、
古
著
商
を
寮
内
に
招
き
入
れ
る
こ
と
を
禁
止（

（2
（
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と
あ
り
、
当
時
の
江
戸
は
古
物
商
や
古
着
商
が
盛
ん
で
あ
り
、
お
そ

ら
く
寺
内
に
も
出
入
り
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
古

着
商
は
、
寺
内
に
入
り
法
衣
・
袈
裟
な
ど
を
売
り
買
い
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

四
、
結
論

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
で
は
、「
所
化
寮
定
書
」
を
は
じ
め
と

す
る
、
学
寮
・
学
寮
所
化
方
に
出
さ
れ
た
法
度
を
取
り
上
げ
、
時
代

の
変
遷
等
に
よ
り
、「
所
化
寮
定
書
」
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い

っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
元
禄
年
間
以
降
安
永
年
間
に
至
る
ま
で
に
出
さ
れ
た

法
度
の
数
々
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
学
寮
・
学
寮
所
化
に
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
特
に
享
保
年
間
に
は
数
多
く
の
法

度
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
が
始

め
た
「
享
保
の
改
革
」
の
主
な
目
的
の
一
つ
に
、「
乱
れ
た
江
戸
の

風
紀
を
正
す
こ
と
」
が
あ
っ
た
。
こ
の
改
革
に
よ
り
江
戸
の
風
紀
は

正
さ
れ
、
元
禄
文
化
も
終
わ
り
を
迎
え
た
。
こ
の
点
を
ふ
ま
え
、
幕

府
→
増
上
寺
→
学
寮
・
学
寮
所
化
へ
法
度
が
出
さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
、

享
保
年
間
に
こ
れ
だ
け
の
法
度
が
出
た
の
も
当
然
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
衣
帯
や
生
活
面
に
関
し
て
の
法
度
が
、
享
保
年
間
よ
り
細
分
・

厳
格
化
さ
れ
た
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
法
度
の
数
々
を
見
て
み
る
と
、
学
寮
で
の
修
学
は
幕

府
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
風
紀
粛
正
の
波

が
増
上
寺
学
寮
ま
で
流
れ
込
ん
で
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ

る
。

　

今
後
も
増
上
寺
学
寮
で
の
修
学
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
、
幕
府

と
増
上
寺
と
の
結
び
付
き
や
、
江
戸
文
化
と
修
学
の
結
び
付
き
に
つ

い
て
考
察
で
き
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

 1　
『
増
上
寺
史
料
集
』
巻
一
、
二
二
九
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
本
山
増
上
寺
、
昭
和
五
九
年
）

2　

註
１
に
同
じ

3　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
〇
九
頁

4　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
三
一
頁

5　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
二
九
頁

6　

註
５
に
同
じ

7　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
三
一
頁

8　

註
７
に
同
じ

9　

井
筒
雅
風
氏
著
『
法
衣
史
』
五
〇
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雄
山
閣
出
版
、
昭
和
四
九
年
）

10　
『
増
上
寺
史
料
集
』
巻
一
、
一
三
〇
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
本
山
増
上
寺
、
昭
和
五
九
年
）

11　

註
10
に
同
じ
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12　

註
10
に
同
じ

13　

註
10
に
同
じ

14　

註
10
に
同
じ

15　

註
10
に
同
じ

16　

註
10
に
同
じ

17　
『
増
上
寺
史
料
集
』
巻
一
、
四
三
二
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
本
山
増
上
寺
、
昭
和
五
九
年
） 

18　
『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇　

第
二
、
一
九
四
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
市
役
所
、
昭
和
八
年
）

19　
『
増
上
寺
史
料
集
』
巻
一
、
四
三
三
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
本
山
増
上
寺
、
昭
和
五
九
年
）

20　

註
19
に
同
じ

20　
『
増
上
寺
史
料
集
』
巻
一
、
二
二
九
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
本
山
増
上
寺
、
昭
和
五
九
年
）

22　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
二
一
頁

23　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
三
九
頁
。
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無
能
上
人
と
「
伊
呂
波
和
讃
」
に
つ
い
て

赤　

坂　

明　

翔

一
、
は
じ
め
に

　

無
能
上
人
（
以
下
、
敬
称
を
略
す
）
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
福

島
・
山
形
地
方
を
中
心
に
活
躍
し
た
浄
土
宗
僧
侶
で
、
自
ら
を
「
守

一
無
能
」
と
称
す
る
ほ
ど
、
深
い
念
仏
信
仰
に
貫
か
れ
て
い
た
。
晩

年
は
日
課
念
仏
一
〇
万
遍
以
上
と
し
、
三
七
歳
の
若
さ
で
没
す
る
ま

で
に
称
え
た
念
仏
は
三
億
六
九
三
〇
万
遍
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
無
能

の
念
仏
信
仰
を
支
え
た
も
の
の
一
つ
に
和
讃
の
存
在
が
あ
る（

（
（

。
無
能

の
代
表
作
で
あ
る
「
伊
呂
波
和
讃
」
は
浄
土
宗
吉
水
流
詠
唱
制
定
曲

と
な
り
、
広
く
檀
信
徒
に
も
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、
諸
本
に
よ
っ
て

内
容
の
異
同
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
本
稿
で
は
、
無
能
の
和
讃
へ
の

態
度
を
再
確
認
し
、
無
能
筆
「
念
仏
伊
呂
波
讃
」（
無
能
寺
蔵
）
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、「
伊
呂
波
和
讃
」
の
諸
本
の
比
較
や
撰
述
背

景
等
の
考
察
を
し
た
い
。
ま
た
無
能
筆
「
念
仏
伊
呂
波
讃
」
の
翻
刻

と
現
代
語
訳
も
試
み
る
次
第
で
あ
る
。

二
、
無
能
と
和
讃

　

無
能
は
和
歌
や
和
讃
を
好
み
、
自
ら
の
念
仏
信
仰
の
励
み
と
し
て

諷
誦
し
て
い
た
。
無
能
は
和
讃
の
際
に
故
意
に
席
を
離
れ
た
あ
る
僧

に
対
し
て
、

浄
土
を
願
ひ
念
仏
を
勤
る
身
と
し
て
。
是
を
軽
し
め
嫌
ふ
な
ど
。

以
の
外
の
僻
見
な
り
。
今
よ
り
は
速
か
に
そ
の
心
を
改
め
ら
れ

よ
。
惣
じ
て
念
仏
の
義
を
説
き
。
念
仏
の
益
を
顕
し
た
る
物
を

ば
。
只
深
く
仰
信
し
て
、
か
り
に
も
な
ま
さ
か
し
き
心
を
起
す

べ
か
ら
す（

（
（

と
厳
し
く
誡
め
て
お
り
、
常
に
和
讃
は
念
仏
の
助
業
で
あ
る
と
い
う

態
度
を
崩
す
こ
と
は
な
か
っ
た（

（
（

。
ま
た
自
身
の
臨
終
に
際
し
て
も
、

弟
子
に
毎
晩
「
十
楽
和
讃
」
や
「
来
迎
和
讃
」
を
唱
え
さ
せ
、
自
身
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は
称
名
念
仏
と
共
に
聴
聞
し
、
大
い
に
感
激
さ
れ
て
い
た（

（
（

。
こ
の
よ

う
な
無
能
の
和
讃
へ
の
態
度
は
、
現
在
の
浄
土
宗
吉
水
流
詠
唱
が
掲

げ
る
「
称
名
正
行
の
助
業
」
と
い
う
考
え
の
中
に
深
く
通
ず
る
も
の

が
あ
る
。

三
、「
伊
呂
波
和
讃
」
の
諸
本

　

無
能
の
自
作
と
伝
わ
る
和
讃
は
「
伊
呂
波
和
讃
」「
帰
命
本
願
和

讃
」「
浄
土
生
蓮
和
讃
」「
無
常
和
讃
」「
発
願
和
讃
」「
二
河
白
道
略

和
讃
」
の
計
六
作
で
あ
る（

（
（

。
そ
の
中
の
「
伊
呂
波
和
讃
」
は
、
い
ろ

は
歌
（
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
…
）
の
文
字
を
句
の
始
め
に
当
て
は
め
て

作
ら
れ
た
七
五
調
の
歌
で
あ
る
が
、
元
来
、
和
讃
は
作
者
が
不
明
、

或
い
は
疑
問
の
付
く
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
「
伊
呂
波
和

讃
」
に
関
し
て
福
島
県
伊
達
郡
桑
折
町
の
無
能
寺
に
無
能
筆
「
念
仏

伊
呂
波
讃
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
【
資
料
１
】。
従
っ
て
本
稿
で
は
、

無
能
筆
を
中
心
に
論
じ
て
い
き
た
い
（
翻
刻
と
現
代
語
訳
は
後
述
）。

　
「
伊
呂
波
和
讃
」
の
主
な
諸
本
に
つ
い
て
、
ま
ず
無
能
寺
に
現
存

し
確
認
出
来
た
も
の
は
、
①
無
能
筆
「
念
仏
伊
呂
波
讃（

（
（

」（
掛
け
軸
、

制
作
年
不
明
）、
②
不
能
筆
「
念
仏
伊
呂
波
讃
」（
折
本
、
一
七
二
一

年
）、
③
「
念
仏
伊
呂
波
和
讃
版
木
」（
四
五
句
以
下
散
逸
、
制
作
年

不
明
）
の
三
つ
で
あ
る
。
次
に
無
能
関
係
の
版
本
は
、
④
「
伊
呂
波

讃
」（『
無
能
和
尚
行
業
記
』
巻
下
、
一
七
二
一
年
刊
、『
浄
全
』
一

八
所
収
）、
⑤
「
伊
呂
波
和
讃
」（『
勧
心
詠
歌
集
』
小
松
谷
御
坊
版
、

一
八
五
七
年
編
集
）、
⑥
「
伊
呂
波
和
讃
」（『
孝
子
善
之
丞
感
得
伝
』

巻
下
、
一
七
八
二
年
刊
）
で
あ
る
。
最
後
に
書
籍
は
、
⑦
「
伊
呂
波

和
讃
」（『
釈
教
歌
詠
全
集
』
五
、
一
九
三
四
年
刊
）、
⑧
「
い
ろ
は

和
讃
」（『
吉
水
流
和
讃
集
』、
二
〇
〇
〇
年
刊
）
等
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
和
讃
の
名
称
は
、「
念
仏
伊
呂
波
讃
」「
念
仏
伊
呂
波

和
讃
」「
伊
呂
波
和
讃
」「
伊
呂
波
讃
」「
い
ろ
は
和
讃
」、
他
に
も

「
以
呂
波
和
讃
」「
阿
弥
陀
伊
呂
波
和
讃
」
と
様
々
で
あ
る
が
、
正
式

名
称
は
「
念
仏
伊
呂
波
讃
」
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま

で
和
讃
の
内
容
は
、
冒
頭
が
一
か
ら
一
〇
ま
で
の
数
字
を
冠
し
た
一

〇
句
、
そ
れ
に
続
い
て
い
ろ
は
文
字
を
冠
し
た
四
八
句
を
並
べ
た
計

五
八
句
と
さ
れ
て
い
た
が
、
無
能
筆
を
見
る
と
、
冒
頭
一
〇
句
が
終

わ
っ
た
後
「
念
仏
伊
呂
波
讃
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
質

的
に
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
和
讃
は
年
代
や

伝
承
に
よ
っ
て
漢
字
や
仮
名
遣
い
等
、
多
少
の
変
化
は
避
け
ら
れ
な

い
が
、
内
容
的
に
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
が
多
い
。
し
か
し
前

述
し
た
「
伊
呂
波
和
讃
」
の
諸
本
を
比
較
す
る
と
、
冒
頭
か
ら
二
二
句

目
、
三
五
句
目
、
末
尾
の
三
つ
の
点
で
内
容
の
違
い
が
み
て
と
れ
る
。

　

ま
ず
二
二
句
目
は
、
①
無
能
筆
を
は
じ
め
②
③
⑥
⑦
⑧
で
は
漢
字
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や
仮
名
遣
い
等
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、「
を
き
ふ
し
た
ち
い
に
は

げ
む
べ
し
」
と
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
④
⑤
で
は
「
を

し
へ
の
ま
ゝ
に
励
む
べ
し
」
と
さ
れ
て
い
る
。
無
能
の
入
寂
の
翌
年
、

宝
洲
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
無
能
和
尚
行
業
記
』
は
伝
記
と
し
て

史
料
的
価
値
が
高
く
、
何
故
こ
の
よ
う
な
違
い
が
生
ま
れ
た
の
か
不

明
で
あ
る
。

　

次
の
三
五
句
目
は
、
二
二
句
目
と
同
様
に
①
②
③
⑥
⑦
⑧
で
は

「
い
づ
れ
の
所
に
生
れ
て
も
」
と
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
の
に
対

し
、
④
⑤
で
は
「
ゐ
な
の
ふ
し
原
ふ
す
と
て
も
」
と
さ
れ
て
い
る
。

「
ゐ
な
の
ふ
し
原
」
と
は
「
猪
名
の
笹
原
」
の
事
を
指
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
、
つ
ま
り
六
道
の
い
づ
れ
に
生
ま
れ
て
も
、
或
い
は
猪
名

の
笹
原
の
よ
う
な
風
光
明
媚
な
所
で
あ
ろ
う
と
も
、「
の
ど
け
き

こ
ゝ
ろ
露
も
な
し
」（
三
六
句
）
と
続
く
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
末
尾
を
見
る
と
、
和
讃
は
五
八
句
目
の
「
京
九
重
の
花
の

台
に
」
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
①
⑦
に
は
「
今
日
よ
り
は
露
の
命
も

お
し
か
ら
ず
花
の
う
て
な
に
お
く
身
と
お
も
へ
ば
」
と
い
う
和
歌
、

②
③
④
⑤
⑥
⑧
に
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
和
歌
に
関
し
て
多
屋
頼
俊
氏
は
、「
京
九
重
の
花
の
台
に
」
の
一

句
だ
け
七
七
調
と
な
っ
て
い
る
の
は
長
歌
の
終
わ
り
と
同
じ
で
あ
り
、

そ
れ
故
に
長
歌
に
対
す
る
反
歌
の
如
く
、
和
讃
の
終
わ
り
に
短
歌
を

付
け
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。
す
な
わ
ち
当
時
、
長
歌

に
は
末
尾
に
反
歌
を
添
え
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

無
能
も
意
図
的
に
こ
の
和
歌
を
反
歌
と
し
て
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
反
歌
は
長
歌
の
要
約
の
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の

和
歌
が
「
伊
呂
波
和
讃
」
の
趣
意
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

四
、「
伊
呂
波
和
讃
」
の
撰
述
背
景

　
「
伊
呂
波
和
讃
」
の
冒
頭
か
ら
一
〇
句
は
、
一
心
に
阿
弥
陀
仏
に

帰
命
す
れ
ば
本
願
に
よ
り
極
楽
に
往
生
出
来
る
こ
と
が
段
階
的
に
説

か
れ
、
独
立
讃
と
し
て
も
評
価
が
高
い（

（
（

。
一
一
句
か
ら
一
八
句
は
阿

弥
陀
仏
に
帰
依
す
べ
き
こ
と
、
一
九
句
か
ら
二
五
句
は
念
仏
に
励
む

べ
き
こ
と
、
二
六
句
か
ら
三
三
句
は
極
楽
に
往
生
し
た
後
の
こ
と
、

三
四
句
か
ら
五
八
句
ま
で
は
世
の
無
常
や
苦
を
述
べ
て
速
や
か
に
念

仏
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
伊
呂
波
和
讃
」

は
浄
土
教
義
に
お
け
る
教
訓
的
な
意
味
合
い
が
大
き
い（

（1
（

。
そ
れ
は
宝

洲
が
「
信
楽
の
誠
を
諷
詠
に
あ
ら
は
し
。
以
て
厭
欣
を
す
ゝ
む
る
媒

と
な
す
も
の（

（1
（

」
と
「
伊
呂
波
和
讃
」
の
撰
述
意
図
を
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
こ
の
和
讃
の
ね
ら
い
が
自
他
と
も
に
「
厭
離
穢
土
欣
求
浄

土
」
を
勧
め
、
念
仏
の
教
え
に
誘
う
方
便
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
か

ら
だ
ろ
う（

（1
（

。
し
か
し
無
能
寺
に
は
和
讃
と
は
別
に
、
無
能
筆
「
伊
呂
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波
歌（

（1
（

」（
掛
け
軸
、
制
作
年
不
明
）
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
無
能
自

ら
次
の
様
に
心
境
を
吐
露
し
て
い
る
。

弥
陀
ノ
四
十
八
願
ニ
ナ
ソ
ラ
ヘ
テ
伊
呂
波
ノ
文
字
ヲ
冠
ラ
シ
メ

四
十
八
首
ノ
歌
口
チ
遊
ミ
侍
リ
ヌ
ケ
ダ
シ
コ
レ
水
茎
ノ
跡
恥
ク

拙
キ
言
ノ
葉
ヲ
書
ヲ
キ
テ
他
見
ノ
嘲
リ
ニ
預
ン
ヲ
ハ
顧
ミ
ス
唯

彼
国
ヲ
欣
フ
志
ノ
誠
ヲ
記
シ
テ
以
テ
称
名
ノ
懶
キ
便
リ
柴
ノ
菴

ノ
徒
然
艸
ニ
セ
ン
ト
也

　

無
能
が
「
伊
呂
波
歌
」
を
撰
述
し
た
の
は
、
自
身
の
浄
土
往
生
を

願
う
心
を
書
き
綴
り
、
そ
れ
を
諷
誦
し
て
念
仏
修
行
に
励
み
勤
め
る

た
め
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
無
能
が
和
歌
や
和
讃
を
自
行
の
た
め
に
の

み
用
い
た
と
は
思
え
な
い
。
実
際
に
無
能
が
「
伊
呂
波
和
讃
」
等
の

和
讃
を
用
い
て
民
衆
教
化
し
た
様
子
は
伝
記
に
出
て
こ
な
い
が
、
当

時
い
ろ
は
歌
が
手
習
い
に
使
わ
れ
誰
も
が
理
解
出
来
た
か
ら
こ
そ
、

無
能
は
人
々
に
身
近
な
い
ろ
は
歌
と
七
五
調
の
リ
ズ
ム
に
浄
土
の
教

え
を
込
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
無
能
が
入
寂
し
た
北

半
田
塞
耳
庵
で
、
一
九
四
三
年
頃
ま
で
毎
月
一
八
日
の
集
ま
り
を

「
地
蔵
さ
ま
」
と
呼
ん
で
、
手
作
り
の
煮
物
等
を
持
ち
寄
り
、
子
供

も
交
え
て
念
仏
や
和
讃
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
物
語
っ
て
い
る

と
い
え
よ
う（

（1
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
伊
呂
波
和
讃
」
は
、
無
能
の
浄
土

往
生
ヘ
の
深
い
思
い
が
込
め
ら
れ
た
重
要
な
和
讃
で
あ
り
、
生
涯
で

お
よ
そ
一
七
万
人
を
教
化
し
た
原
動
力
を
こ
こ
に
見
い
だ
せ
る
の
で

あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

　

平
成
三
〇
年
は
無
能
上
人
三
〇
〇
回
忌
の
年
に
あ
た
る
。
無
能
が

念
仏
の
助
業
と
し
て
和
讃
を
重
要
視
し
、
自
他
の
信
仰
策
励
の
た
め

に
諷
誦
し
て
い
た
こ
と
は
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
受
け
継
が
れ
る
べ

き
僧
侶
と
し
て
の
姿
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
浄
土
宗
吉
水
講
に
お
い
て

「
伊
呂
波
和
讃
」
を
詠
唱
す
る
際
は
、
一
般
的
に
冒
頭
か
ら
一
〇
句

の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
の
四
八
句
は
全
く
馴
染
み
の
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
本
稿
を
通
し
て
「
伊
呂
波
和
讃
」
が
浄
土
宗
教
師
や

檀
信
徒
に
少
し
で
も
広
ま
り
、
信
仰
策
励
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

無
能
筆
「
念
仏
伊
呂
波
讃
」
翻
刻
と
現
代
語
訳

《
凡
例
》

一
、
無
能
筆
「
念
仏
伊
呂
波
讃
」（
無
能
寺
蔵
）
を
底
本
と
し
た
。

一
、 
原
文
の
文
字
表
記
を
尊
重
し
て
、
旧
字
等
の
み
新
字
に
改
め
た
。

一
、
現
代
語
訳
で
は
、
意
味
を
分
か
り
易
く
す
る
た
め
〔　

〕
で
語

句
を
補
っ
た
。



─ 89 ─

一
心
帰
命
阿
弥
陀
仏　

二
世
安
楽
ノ
御
誓
願

三
心
具
足
ノ
修
行
者
ハ

四
生
麤
悪
ノ
身
ヲ
ス
テ
ヽ

五
妙
快
楽
ノ
体
ヲ
ウ
ケ

六
通
無
礙
ノ
徳
ヲ
エ
テ

七
宝
荘
厳
微
妙
ノ
ク
ニ

八
功
徳
水
金
池
ノ
ウ
チ

九
品
蓮
華
ノ
上
ニ
坐
シ

十
地
願
行
成
就
セ
ン

　

念
仏
伊
呂
波
讃

イ
サ
カ
ヘ
リ
ナ
ン
極
ラ
ク
ヘ

ロ
ク
ド
ウ
輪
廻
ハ
魔
境
也（

（1
（

ハ
ヤ
ハ
ヤ
タ
ノ
メ
慈
父
ノ
弥
陀

ニ
仏
ノ
間
ノ
マ
ヨ
ヒ
ゴ
ハ

ホ
カ
ニ
タ
ヨ
ラ
ム
道
モ
ナ
シ

ヘ
ダ
ツ
サ
カ
ヒ
ハ
ト
ヲ
ケ
レ
ド

ト
ナ
フ
ル
ミ
ナ
ヲ
シ
ル
ベ
シ
テ

チ
カ
ク
ミ
チ
ビ
キ
タ
マ
フ
ナ
リ

リ
益
ウ
ヘ
ナ
キ
ノ
リ
ナ
レ
バ

ヌ
ル
マ
モ
コ
ヽ
ロ
ノ
ツ
マ
ニ
カ
ケ

ル
イ
日
ル
イ
ヤ
オ
コ
タ
ラ
ズ

ヲ
キ
フ
シ
タ
チ
ヰ
ニ
ハ
ゲ
ム
ベ
シ

ワ
ガ
ミ
ゴ
ト
キ
ノ
ツ
ミ
ウ
ド
ヲ　

カ
ナ
ラ
ズ
ス
ク
ヒ
ト
ラ
ン
ト
テ

ヨ
ニ
コ
ヱ
タ
テ
シ
オ
ン
チ
カ
ヒ

タ
ノ
メ
バ
ス
グ
ニ
後
ノ
世
ハ

レ
ム
ゲ
ノ
上
ニ
化
生
シ
テ

ソ
ノ
マ
ヽ
無
生
ノ
理
ヲ
サ
ト
リ

ツ
子
ニ
見
仏
聞
法
し

子
ム
子
ン
仏
道
増
進
シ

ナ
ガ
ク
不
退
ノ
ク
ラ
ヰ
ヲ
エ　

ラ
ク
ハ
ヒ
マ
ナ
ク
国
キ
ヨ
ク

ム
上
菩
提
ニ
ト
ク
イ
タ
ル　

ウ
ヰ
ノ
ス
ミ
カ
ハ
ヤ
ス
カ
ラ
ズ

ヰ
ヅ
レ
ノ
ト
コ
ロ
ニ
ム
マ
レ
テ
モ

ノ
ド
ケ
キ
心
ツ
ユ
モ
ナ
ク

オ
ソ
レ
オ
ノ
ノ
キ
憂
悩
シ
テ

ク
ル
シ
ミ
ツ
子
ニ
身
ニ
セ
マ
ル

ヤ
ヨ
ヨ
ク
オ
モ
ヘ
人
ゴ
ト
ニ

マ
サ
ニ
エ
ガ
タ
キ
ミ
ヲ
ウ
ケ
テ

ケ
有
ニ
カ
シ
コ
キ
ミ
チ
ヲ
キ
ヽ

フ
シ
ギ
ニ
タ
ヘ
ナ
ル
ヱ
ン
ニ
ア
フ

コ
ノ
タ
ヒ
生
死
を
ハ
ナ
レ
ズ
ハ　

エ
テ
マ
タ
イ
ツ
ヲ
カ
マ
ツ
ベ
キ
ゾ

テ
ア
シ
モ
ヲ
カ
デ
イ
サ
ム
ベ
シ

ア
ス
ヲ
タ
ノ
ミ
テ
ヲ
コ
タ
ル
ナ

サ
ダ
メ
ナ
キ
世
ノ
ナ
ラ
ヒ
ニ
テ

キ
ノ
フ
ミ
シ
ヒ
ト
ケ
フ
ハ
ヽ
ヤ

ユ
メ
ト
ナ
リ
ユ
ク
ア
ハ
レ
サ
ハ

メ
ニ
ミ
ル
マ
ヘ
ノ
ハ
カ
ナ
サ
ゾ

ミ
ズ
カ
ラ
ツ
子
ナ
キ
コ
ト
ハ
リ
ヲ

シ
ヅ
カ
ニ
オ
モ
ヒ
イ
マ
ヨ
リ
ハ

ヱ
キ
ナ
キ
ワ
ザ
ヲ
フ
リ
ス
テ
ヽ

ヒ
ビ
ニ
修
行
ノ
功
ヲ
ツ
メ

モ
ハ
ヤ
日
ク
レ
ノ
タ
ビ
ノ
ソ
ラ　

セ
ツ
ナ
モ
イ
ソ
ゲ
イ
キ
タ
ヘ
バ

ス
ナ
ハ
チ
ユ
キ
テ
ム
マ
レ
ナ
ン

ケ
ウ
コ
ヽ
ノ
ヘ
ノ
ハ
ナ
ノ
ウ
テ
ナ
ニ

ケ
フ
ヨ
リ
ハ
ツ
ユ
ノ
命
モ
オ
シ
カ
ラ
ス
ハ
ナ
ノ

ウ
テ
ナ
ニ
ヲ
ク
身
ト
思
ヘ
ハ
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① 
一
心
に
阿
弥
陀
さ
ま
に
帰
命
し
奉
り
ま
す

② 〔
阿
弥
陀
さ
ま
の
〕本
願
に
よ
り
現
世
と
来
世
と
も
に
安
ら
か
で
す

③ 

〔
至
誠
心
・
深
信
・
廻
向
発
願
心
の
〕
三
種
の
心
構
え
を
具
え
た

修
行
者
は

④ 

四
つ
の
生
ま
れ
方
で
あ
る
か
り
そ
め
の
身
を
捨
て
て

⑤ 

五
つ
の
感
覚
が
清
浄
で
妙
な
る
身
と
な
り

⑥ 

六
つ
の
神
通
力
が
何
物
に
も
妨
げ
ら
れ
ず

⑦ 

七
種
の
宝
石
で
飾
ら
れ
た
極
楽
浄
土
の

⑧ 

八
つ
の
徳
を
具
え
た
池
に
咲
く

⑨ 

九
種
に
分
か
れ
た
蓮
華
の
上
に
座
る
と

⑩ 

菩
薩
の
願
い
と
修
行
が
完
成
し
ま
す

　

 

念
仏
伊
呂
波
讃

㋑ 

さ
あ
極
楽
へ
参
り
ま
し
ょ
う

㋺ 

六
道
の
世
界
は
魔
郷
で
す

㋩ 

早
く
慈
悲
深
い
み
親
な
る
阿
弥
陀
さ
ま
を
頼
み
な
さ
い

㋥ 

仏
さ
ま
の
い
な
い
世
界
を
迷
う
私
た
ち
は

㋭ 〔
阿
弥
陀
さ
ま
以
外
に
〕
頼
る
べ
き
救
い
の
道
は
あ
り
ま
せ
ん

㋬ 

極
楽
は
遥
か
遠
く
に
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
が

㋣ 「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
お
念
仏
を
道
し
る
べ
と
し
て

㋠ 〔
常
に
も
命
尽
き
る
時
に
も
〕
近
く
お
導
き
を
い
た
だ
け
ま
す

㋷ 

こ
の
上
も
な
い
功
徳
が
あ
る
お
念
仏
で
す
の
で

㋦ 

寝
て
い
る
時
で
あ
っ
て
も
心
に
掛
け
て

㋸ 

毎
日
毎
晩
怠
る
こ
と
な
く

㋾ 

い
つ
で
も
お
念
仏
に
励
み
ま
し
ょ
う

㋻ 

私
の
よ
う
な
煩
悩
多
き
者
で
も　

㋕ 〔
阿
弥
陀
さ
ま
は
〕
必
ず
極
楽
へ
救
い
と
ろ
う
と

㋵ 

世
に
も
す
ぐ
れ
た
誓
い
を
建
て
ら
れ
ま
し
た

㋟ 〔
極
楽
へ
の
往
生
を
〕
願
え
ば
す
ぐ
に
来
世
で
は

㋹ 〔
極
楽
の
〕
蓮
華
の
上
に
生
ま
れ

㋞ 

す
ぐ
に
仏
教
の
真
理
を
さ
と
り

㋡ 

常
に
阿
弥
陀
さ
ま
に
対
面
し
て
教
え
を
聞
き

○子 

絶
え
ず
無
理
な
く
仏
道
修
行
が
深
ま
り
ま
す

㋤ 

仏
道
修
行
が
後
戻
り
し
な
い
身
と
な
っ
て

㋶ 

極
楽
は
清
ら
か
で
常
に
快
適
で

㋰ 

こ
の
上
も
な
い
さ
と
り
の
境
地
へ
速
や
か
に
到
り
ま
す

㋒ 

諸
行
無
常
の
世
の
中
は
心
が
落
ち
着
か
ず

㋼ 

〔
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
・
天
の
〕
い
ず
れ
の
所
に
生

ま
れ
て
も

㋨ 
心
安
ら
ぐ
こ
と
が
少
し
も
な
く

㋔ 
怖
ろ
し
さ
で
震
え
あ
が
っ
た
り
憂
い
悩
ん
だ
り
と

㋗ 

苦
し
み
が
い
つ
も
身
に
迫
り
ま
す

㋳ 

さ
あ
よ
く
考
え
な
さ
い



─ 91 ─

㋮ 
い
ま
幸
い
に
も
人
間
と
し
て
生
ま
れ

㋘ 
世
に
も
す
ぐ
れ
た
〔
浄
土
の
〕
み
教
え
を
聞
き

㋫ 〔
阿
弥
陀
さ
ま
と
の
〕
不
思
議
な
ご
縁
に
遇
い
ま
し
た

㋙ 

こ
の
た
び
迷
い
の
世
界
を
離
れ
な
け
れ
ば

㋓ 

い
つ
ま
た
こ
の
ご
縁
に
巡
り
合
え
る
で
し
ょ
う
か

㋢ 

休
む
こ
と
な
く
〔
お
念
仏
に
〕
打
ち
込
み
な
さ
い

㋐ 

明
日
が
あ
る
と
思
っ
て
怠
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

㋚ 

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
移
り
変
わ
っ
て
い
く
の
が
こ
の
世
の
常
で
あ

り
ま
す
か
ら

㋖ 

昨
日
見
た
人
で
あ
っ
て
も
今
日
に
な
れ
ば

㋴ 

夢
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま
う
哀
れ
さ
は

㋱ 

目
に
見
え
る
儚
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

㋯ 

自
ら
無
常
で
あ
る
と
い
う
道
理
を

㋛ 

心
静
か
に
思
っ
て
今
よ
り
は

㋽ 

お
念
仏
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
は
振
り
捨
て
て

㋪ 

毎
日
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
て
功
徳
を
積
み
な
さ
い

㋲ 

夕
暮
れ
が
訪
れ
る
よ
う
に
命
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
の
で

㋝ 

少
し
で
も
早
く
急
ぎ
な
さ
い　

命
尽
き
た
後

㋜ 

速
や
か
に
往
き
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う

ケ
ウ 

九
重
に
重
な
り
合
っ
た
極
楽
の
蓮
の
台
に

今
日
よ
り
は
草
葉
の
露
の
よ
う
に
儚
い
私
た
ち
の
命
で
あ
っ
て
も

悲
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん　

極
楽
の
蓮
の
台
に
往
き
生
ま
れ
る
身
と

思
え
ば

【資料１】無能筆「念仏伊呂波讃」（無能寺蔵）
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1　

無
能
と
和
讃
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
真
宏
「
無
能
と
和
讃
」（『
佛
教

大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
二
〇
、
一
九
九
二
年
）、
同
「
無
能
の
『
浄
土
生

蓮
和
讃
』
と
空
阿
の
『
文
讃
』
に
つ
い
て
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
四
一

―
二
、
一
九
九
三
年
）、
多
屋
頼
俊
『
和
讃
史
概
説
』（
法
蔵
館
、
一
九
九
二

年
）、
長
谷
川
匡
俊
『
近
世
の
念
仏
聖
無
能
と
民
衆
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

〇
三
年
）
等
に
詳
し
い
。

2　

厭
求
・
不
能
編
『
無
能
和
尚
行
業
遺
事
』（
一
七
七
八
年
刊
、
個
人
蔵
）

五
七
丁
ウ
～
五
九
丁
オ
。
た
だ
し
無
能
寺
所
蔵
の
写
本
に
は
、
そ
の
後
僧
侶

が
大
い
に
慚
愧
し
和
讃
を
仰
信
し
た
と
こ
ろ
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。

3　

宝
洲
編
『
無
能
和
尚
行
業
記
』
巻
下
（『
浄
全
』
一
八
、
一
七
一
頁
）。

4　

同
書
（『
浄
全
』
一
八
、
一
三
六
頁
）。

5　

先
学
の
研
究
に
よ
る
と
無
能
の
自
作
と
認
め
ら
れ
る
の
は
「
伊
呂
波
和

讃
」
の
み
で
あ
る
。
そ
の
他
に
つ
い
て
伊
藤
真
宏
氏
は
「
浄
土
生
蓮
和
讃
」、

多
屋
頼
俊
氏
は
「
発
願
和
讃
」
を
無
能
の
自
作
の
可
能
性
が
高
い
と
み
て
い

る
。
今
後
、
裏
付
け
と
な
る
新
出
資
料
の
発
見
が
求
め
ら
れ
る
。

6　

無
能
の
署
名
は
な
い
が
、
外
題
に
は
「
伊
呂
波
和
讃
片
仮
名
無
能
上
人
真

蹟
不
能
代
」、
箱
書
に
は
「
無
能
上
人
真
筆
伊
呂
波
和
讃
片
仮
」
と
あ
る
。

ま
た
無
能
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
複
数
の
什
物
帳
等
に
も
こ
の
掛
け
軸
の
記

載
が
あ
る
た
め
、
無
能
の
真
筆
で
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

7　

本
資
料
は
『
桑
折
町
歴
史
資
料
所
在
目
録
』（
一
九
、
一
九
九
七
年
、
一

四
頁
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
番
号
三
九
二
「
和
讃
」
で
あ
る
。

8　

前
掲
『
和
讃
史
概
説
』
三
一
一
頁
参
照
。

9　

松
濤
基
道
編
『
浄
土
宗
吉
水
流
和
讃
解
説
書
』（
総
本
山
知
恩
院
吉
水
講

総
本
部
、
一
九
九
〇
年
、
一
四
頁
）

10　

多
屋
頼
俊
氏
は
「
伊
呂
波
和
讃
は
伊
呂
波
や
数
字
を
句
に
冠
す
る
と
云
ふ

技
巧
を
用
ゐ
た
為
に
、
章
詞
に
は
若
干
の
無
理
が
生
じ
て
居
り
、
和
讃
製
作

の
目
的
が
人
に
教
へ
る
と
云
ふ
点
に
あ
る
為
に
説
明
的
で
あ
り
、
教
訓
的
で

あ
っ
て
、
文
学
的
価
値
は
余
り
高
く
は
無
い
が
、
江
戸
時
代
の
和
讃
の
中
で

は
傑
れ
た
も
の
ゝ
一
つ
で
あ
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。（『
和
讃
史
概
説
』
三

一
一
頁
）

11　

前
掲
『
無
能
和
尚
行
業
記
』（『
浄
全
』
一
八
、
一
六
七
～
一
六
八
頁
）。

12　

無
能
寺
に
は
「
伊
呂
波
和
讃
」
の
注
釈
書
で
あ
る
『
伊
呂
波
和
讃
諺
註
』

（
写
本
）
が
所
蔵
さ
れ
、
奥
書
に
は
「
文
政
七
申
年
冬
月
吉
祥
旦
書
写
之　

右
三
巻
之
内
」
と
あ
る
。
伊
呂
波
和
讃
に
つ
い
て
「
此
ノ
イ
ロ
ハ
和
讃
ハ
無

能
上
人
ノ
御
作
遠
ク
ハ
釈
迦
一
代
ノ
説
教
ヲ
摂
シ
近
ク
ハ
浄
土
三
部
経
一
論

及
ヒ
善
導
法
然
ノ
凡
夫
報
土
往
生
ノ
深
秘
ヲ
述
シ
道
俗
男
女
順
次
往
生
ノ
目

足
ナ
リ
故
ニ
古
今
ノ
大
徳
朝
暮
念
経
ノ
前
後
ニ
高
声
ニ
是
レ
ヲ
唱
ヘ
信
心
増

進
ノ
色
ヲ
双
眼
ニ
浮
フ
」
と
私
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

13　

無
能
筆
「
い
ろ
は
歌
」
に
は
、
七
五
調
の
和
讃
と
違
い
、
い
ろ
は
四
八
句

を
冠
し
た
和
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
書
か
れ
て
い
る
。
署
名
は
な
い
が
、
裏
書
に

「
奉
納
奥
州
伊
達
郡
桑
折
町
守
一
無
能
寺
永
鎮
宝
四
十
八
首
伊
呂
波
歌
無
能

和
尚
真
筆
也
」
と
あ
り
、
什
物
帳
等
に
も
記
載
が
あ
る
た
め
無
能
の
真
筆
で

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

14　

無
能
寺
住
職
佐
藤
伴
美
上
人
に
お
話
を
伺
っ
た
。
当
時
は
「
金
剛
鈴
」
の

よ
う
な
鈴
を
使
い
、
独
自
の
旋
律
で
和
讃
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
そ
う
だ
が
、

残
念
な
が
ら
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
現
在
不
明
で
あ
る
。

15　

こ
の
二
句
は
『
観
経
疏
』
の
「
帰
去
来
魔
郷
不
可
停
曠
劫
来
流
転
六
道
尽

皆
経
」（『
浄
全
』
二
、
三
八
頁
）
を
歌
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
無
能
は
他

に
も
「
極
楽
を
我
ふ
る
さ
と
ゝ
聞
し
よ
り
い
つ
こ
も
旅
の
心
地
こ
そ
す
れ
」

等
の
和
歌
を
詠
み
、
浄
土
往
生
を
故
郷
に
帰
る
気
持
ち
に
な
ぞ
ら
え
て
表
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
檀
信
徒
教
化
を
考
え
「
極
楽
へ
参
る
」

と
訳
し
た
。

附
記　

本
稿
作
成
に
あ
た
り
無
能
寺
住
職
佐
藤
伴
美
上
人
並
び
に
石
川
達
也
氏

に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。。
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は
じ
め
に

　

愛
知
県
岡
崎
市
に
あ
る
荒
井
山
九
品
院
（
以
下
九
品
院
）
は
、
徳

本
行
者
（
以
下
敬
称
略
）
の
弟
子
で
あ
る
徳
住
の
開
創
に
な
る
捨
世

地
で
あ
り
、
今
も
多
く
の
僧
侶
を
育
成
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
九
品
院
に
伝
わ
る
清
規
を
紹
介
す
る
と
同
時
に

少
し
検
討
を
加
え
る
。

　

ま
ず
、
現
在
確
認
で
き
る
清
規
（
仮
に
「
九
品
院
略
清
規
」
と
す

る
。
以
下
「
略
清
規
」）
の
原
文
を
次
に
挙
げ
る
。
便
宜
上
、
各
条

目
の
冒
頭
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
番
号
を
ふ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

規　
　

定

１　

一　

恭
敬
三
宝
敬
上
慈
下
同
入
和
合
之
事

２　

一　

方
丈
御
規
約
之
條
数
急
度
相
守
可
申
事

３　

一　

昼
夜
五
時
勤
行
無
懈
怠
精
修
可
有
之
事

附　

随
従
之
輩
日
課
三
万
称
以
上
可
相
勤
者
勿
論
先
師

徳
本
行
者
御
遺
誡
勇
猛
ニ
可
為
勤
修
之
事

４　

一　

法
王
殿
勿
論
諸
堂
境
内
等
之
表
裏
掃
除
尋
常
不
可
由
以
断

之
事附　

常
須
知
院
内
席
床
浄
触
仮
令
結
界
之
内
と
い
へ
共

禁
脱
衣

５　

一　

常
懐
慚
愧
報
国
師
父
母
之
四
恩
可
為
慈
悲
柔
和
善
順
之
事

附　

不
得
讒
佞
他
人
説
其
過
悪
之
事

６　

一　

諸
山
住
侶
於
有
横
入
随
従
者
勿
論
仮
令
雖
為
老
年
不
構
法

臘
及
拝
綸
席
初
登
山
後
三
年
衆
中
可
為
末
輩
之
事

附　

随
従
之
間
其
四
威
儀
三
業
及
其
器
量
如
不
如
称
名

策
励
見
届
転
々
可
有
之
事

７　

一　

於
院
内
知
音
之
僧
俗
者
勿
論
父
母
多
里
共
止
宿
者
堅
可
相

捨
世
地
・
荒
井
山
九
品
院
の
清
規
に
つ
い
て

朝　

岡　

知　

宏
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断
若
無
據
致
止
宿
候
ハ
旅
籠
屋
江
可
致
案
内
之
事

附　

若
房
中
有
病
僧
者
無
嫌
有
其
臭
穢
常
経
営
薬
湯
飲

食
之
知
好
忌
数
除
糞
穢
可
念
仏
加
祐
使
病
苦
去
之

事

　
　

右
之
條
〃
無
違
犯
堅
可
被
相
守
者
也

　
　
　
　
　

月
日　
　

知
事

以
上
が
「
略
清
規
」
原
文
で
あ
り
、

此
の
規
定
は
当
九
品
院
の
開
山
上
人
徳
住
和
上
よ
り
伝
承
の

山
内
大
衆
の
生
活
規
定
で
あ
り
ま
す　

こ
の
保
持
こ
そ
当
山

の
生
命
と
信
し
ま
す

　
　

昭
和
卅
九
年
三
月
再
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井
山
九
品
院
十
一
代　

宏
誉

と
い
う
附
記
と
と
も
に
額
装
さ
れ
て
い
る
。

徳
住
自
筆
の
清
規
と
九
品
院
清
規
、
略
清
規

　

九
品
院
に
伝
わ
る
徳
住
の
伝
記
『
徳
住
上
人
行
業
雑
記
』（
以
下

『
行
業
記

（
（
（

』）
の
中
に
は

自
筆
ニ
五
時
勤
行
一
向
専
念
ノ
規
又
而
作
沙
門
順
律
ト
施
食
法

盂
蘭
盆
供
自
恣
法
半
月
布
薩
式
大
小
結
界
作
法
羯
磨
法
心
念
且

説
浄
法
結
縁
授
戒
法
則
等
ニ
至
ル
マ
テ
遂
ニ
記
シ
法
孫
ノ
為
ニ

校
合
ス
ヘ
シ
ト
示
サ
レ
タ
リ

と
い
う
記
述
が
あ
り
、
徳
住
自
筆
に
な
る
清
規
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。（
以
下
「
自
筆
清
規
」）

　

こ
れ
は
上
州
の
相
円
寺

（
（
（

の
住
職
を
し
て
い
た
文
政
元
年
の
記
述
で

あ
る
が
、
天
保
六
年
に
定
め
ら
れ
た
九
品
院
の
清
規
は
こ
の
「
自
筆

清
規
」
を
基
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

「
自
筆
清
規
」
は
残
念
な
が
ら
現
在
確
認
で
き
な
い
が
、
右
の
文
よ

り
「
獅
谷
白
蓮
小
清
規

（
（
（

」
の
よ
う
に
日
分
規
や
年
分
規
な
ど
を
含
む

詳
細
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
他
に
ど
の
よ
う
な
記

述
が
あ
っ
た
か
は
推
測
す
る
ほ
か
な
い
が
、『
行
業
記
』
に

父
ハ
其
三
十
代
、
繁
右
ヱ
門
ト
云
リ
。
天
性
正
直
ニ
シ
テ
、
常

ニ
諸
子
ヲ
教
諭
ス
ル
ニ
毎
朝
洗
面
シ
テ
先
、
日
月
ヲ
拝
シ
、
次

ニ
仏
祖
ヲ
拝
シ
、
両
親
ニ
額
キ
一
礼
ヲ
ノ
ベ
後
ニ
膳
ニ
向
ヒ
必

ズ
合
掌
、
十
念
竟
テ
箸
ヲ
取
シ
ム
ル
ヲ
常
規
ト
セ
リ
。
今
ニ
至

マ
デ
定
規
ト
ス
。

と
あ
る
こ
と
な
ど
よ
り
、
食
作
法
な
ど
も
含
む
非
常
に
細
か
い
規
定

が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　

一
方
、「
略
清
規
」
は
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
七
条
か
ら
な
る
簡
潔

な
も
の
で
あ
り
、「
自
筆
清
規
」
を
基
に
し
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
「
九
品
院
清
規
」
の
中
よ
り
、
総
規
の
部
分
の
み
を
抄
出
し
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た
も
の
で
あ
ろ
う
。

持
律
の
重
視

　

本
稿
で
は
、「
略
清
規
」
の
内
容
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
先
に

引
用
し
た
『
行
業
記
』
の
文
の
中
に
あ
る
「
而
作
沙
門
順
律
」
と
い

う
語
句
に
注
目
し
た
い
。

　

徳
住
は
徳
本
が
示
寂
し
た
後
、
官
寺
の
住
職
を
推
薦
さ
れ
る
が
断

り
、
上
州
の
相
円
寺
で
修
行
を
し
て
い
る
。
そ
の
際
「
徳
本
行
者
は

一
向
専
修
の
み
で
持
戒
せ
ず
と
も
防
止
堅
固
で
あ
っ
た
が
、
我
等
ご

と
き
は
両
脈
の
行
相
に
加
え
、
持
律
の
轡
に
よ
っ
て
制
止
し
な
け
れ

ば
本
願
驕
り
と
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い（

（
（

」
と
述
べ
、
持
律

の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　

捨
世
派
の
清
規

（
（
（

や
『
続
蓮
門
住
持
訓

（
（
（

』
な
ど
を
み
る
と
、
学
ぶ
べ

き
書
物
と
し
て
三
経
一
論
や
観
経
疏
・
選
択
集
・
西
宗
要
・
東
宗

要
・
勅
伝
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
書
名
を
見

比
べ
て
み
る
と
、
九
品
院
と
同
じ
徳
本
流
の
捨
世
地
で
あ
る
一
行
院

の
清
規
に
は
『
教
誡
新
学
比
丘
行
護
律
儀
』（
以
下
、『
教
誡
律
儀
』）

な
ど
の
戒
学
関
係
の
文
献
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る（

（
（

。

　

徳
住
が
徳
本
を
通
じ
て
直
接
律
に
つ
い
て
学
ん
だ
形
跡
は
確
認
で

き
な
い
が
、
一
行
院
が
戒
学
文
献
を
重
視
し
て
い
た
よ
う
に
、
徳
本

の
影
響
に
よ
り
律
に
つ
い
て
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
事
実
、『
行
業
記
』
に
は
徳
住
は
九
品
院
開
創
後
の

天
保
十
一
年
に
、
同
じ
徳
本
門
下
で
あ
る
本
弁
・
本
満
と
共
に
法
隆

寺
の
叡
弁
を
戒
師
と
し
て
受
戒
し
た
と
い
う
記
述
も
あ
る（

（
（

。

『
教
誡
律
儀
』
の
影
響

　
『
教
誡
律
儀
』
と
は
、
四
分
律
の
大
家
で
あ
る
道
宣
が
新
学
の
比

丘
が
守
る
べ
き
律
儀
を
二
十
三
章
四
百
六
十
五
条
に
て
詳
説
し
た
も

の
で
あ
る
。
い
ま
「
略
清
規
」
の
表
現
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
そ

の
条
目
の
う
ち
か
な
り
の
も
の
が
『
教
誡
律
儀
』
と
酷
似
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

四
分
律
は
霊
潭
に
始
ま
る
浄
土
律
で
特
に
重
視
さ
れ
て
い
た
律
で

も
あ
る
た
め
、
律
院
の
清
規
に
も
『
教
誡
律
儀
』
の
影
響
が
あ
っ
て

然
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
律
院
清
規
で
さ
え
、
こ
れ
ほ
ど

類
似
す
る
表
現
は
確
認
で
き
な
い（

（
（

。「
略
清
規
」
の
中
に
は
『
教
誡

律
儀
』
と
は
異
な
る
内
容
の
条
目

（
（1
（

も
あ
る
が
、
徳
住
が
清
規
を
作
成

す
る
に
あ
た
っ
て
『
教
誡
律
儀
』
の
律
条
を
参
考
に
し
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
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「
略
清
規
」

『
教
誡
律
儀
（
（1
（

』

４ 附
常
須
知
院
内

席
床
浄
触

須
知
院
内
床
席
触
浄
触
者
当
須
浄
之

�

「
在
院
住
法
第
五
」
四
十
五

仮
令
結
界
之
内
と

い
へ
共
禁
脱
衣

常
懐
慚
愧
報

国
師
父
母
之
四
恩
常
懐
慚
愧
念
報
四
恩
旁
資
三
有

�

「
在
院
住
法
第
五
」
二
十
六

　　　　5
可
為
慈
悲
柔
和

善
順
之
事

常
須
慈
悲
柔
和
善
順
論
云
夫
言
慈
者
意
在

柔
和
被
他
所
悩

不
生
瞋
恨
夫
言
悲
者
意
在
饒
益
善
順
物
情

　

�

「
在
寺
住
法
第
四
」
二
十
九

５ 附
不
得
讒
佞
他
人
説

其
過
悪
之
事

不
得
向
師
前
讒
侫
他
人
説
其
過
悪
死
入
地

獄
極
為
過
悪
深
須
誡
之
広
如
智
論
中
説

 「
事
師
法
第
三
」
四
十
二

（
不
得
彊
知
他
事
論
他
過
非
）

　

 「
在
寺
住
法
第
四
」
一

（
不
得
伝
他
悪
事
）�「
在
寺
住
法
第
四
」
三

若
房
中
有
病
僧
者
（
若
有
病
者
当
慈
心
始
終
看
之
房
院
有
人

睡
時
不
得
打
物
作
声
及
高
声
語
笑
）

「
在
院
住
法
第
五
」
五
十

７ 附
無
嫌
有
其
臭
穢

常
経
営
薬
湯

飲
食
之
知
好
忌

数
除
糞
穢
可

不
得
嫌
有
臭
穢

「
看
和
尚
闍
梨
病
法
第
十
九
」
二

常
経
営
湯
薬

 「
看
和
尚
闍
梨
病
法
第
十
九
」
三

所
忌
之
食
不
與
食

 「
看
和
尚
闍
梨
病
法
第
十
九
」
四

数
除
糞
穢　

　

 「
看
和
尚
闍
梨
病
法
第
十
九
」
七

念
仏
加
祐
使
病
苦

去
之
事

（
常
念
観
音
菩
薩
願
師
所
苦
早
得
痊
平
）

「
看
和
尚
闍
梨
病
法
第
十
九
」
十
二

　

な
お
、
右
表
で
空
欄
に
な
っ
て
い
る
４
条
附
則
の
後
半
部
分
に
関

し
て
は
若
干
注
意
を
要
す
る
。
文
章
だ
け
を
見
て
判
断
す
る
な
ら
ば
、

こ
れ
は
離
衣
宿
戒

（
（1
（

に
関
す
る
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
離
衣
が
許
さ
れ

て
い
る
場
所
で
あ
っ
て
も
速
や
か
に
袈
裟
を
着
用
す
べ
き
事
を
示
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
『
蓮
門
住
持
訓
』
や
他
の
清
規
に

も
「
白
衣
に
て
往
来
す
べ
か
ら
ず
」「
沐
浴
や
便
の
他
は
法
衣
を
脱

ぐ
こ
と
な
か
れ
」
と
い
う
よ
う
な
条
目
は
よ
く
見
ら
れ
る
。

　

だ
が
、
単
独
の
条
目
で
は
な
い
上
に
直
前
の
文
章
を
踏
ま
え
て
考

え
る
と
、『
教
誡
律
儀
』
に
「
凡
そ
作
務
し
及
び
洗
漱
せ
ん
所
に
は
、

須
く
五
条
を
著
す
べ
し
。
若
し
無
く
ん
ば
七
条
を
反
し
被
る
を
、
之



─ 97 ─

を
許
す

（
（1
（

。」
と
あ
る
よ
う
に
、
掃
除
の
際
に
も
袈
裟
を
着
用
す
べ
き

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
条
目
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

確
か
に
「
略
清
規
」
全
文
を
見
渡
す
と
７
条
と
附
則
の
よ
う
に
直

接
的
な
関
係
が
薄
い
も
の
も
存
在
す
る
。
し
か
し
こ
の
部
分
で
は
前

半
部
が
『
教
誡
律
儀
』
の
引
用
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
便
宜
的
に
分

割
し
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
分
割
し
て
考
え
る
こ
と
自
体
が
妥

当
か
否
か
と
い
う
問
題
で
も
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
こ
の
部
分
が
具

体
的
に
何
を
示
し
て
い
る
の
か
と
い
う
判
断
は
保
留
と
し
た
い
。

そ
の
他
、
戒
律
関
連
文
献
の
影
響

　

５
条
で
は
慚
愧
の
心
を
懐
い
て
四
恩
に
報
い
、
慈
悲
柔
和
善
順
で

あ
れ
と
述
べ
て
お
り
、
附
則
で
は
讒
言
は
も
と
よ
り
、
た
と
え
そ
れ

が
真
実
で
あ
っ
て
も
他
人
の
悪
口
を
言
わ
な
い
よ
う
誡
め
て
い
る
。

口
論
を
誡
め
て
い
る
清
規
や
法
度
は
数
多
い
が
、
こ
の
文
言
は
非
常

に
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
５
条
と
附
則
は
共
に
『
教
誡
律
儀
』
の
引

用
で
は
あ
る
が
一
見
、
両
者
の
関
連
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
よ
う
に
も
見

え
る
。
だ
が
、
普
寂
『
菩
薩
三
聚
戒
弁
要
』
を
見
る
と

菩
薩
戒
受
る
も
の
は
。
菩
薩
の
道
を
学
び
。
慈
悲
柔
和
善
順
の

心
に
住
し
。
た
ゞ
他
の
賢
徳
を
見
て
。
斉
し
か
ら
ん
と
悕
ふ
べ

し
。
し
か
る
を
姦
く
人
の
過
を
見
咎
め
説
く
は
。
第
一
無
慙
愧

の
行
な
り
。
深
く
こ
れ
を
慎
し
む
べ
し（

（1
（

。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
断
定
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
文
を
踏
ま
え
て

「
人
の
過
を
説
か
な
い
よ
う
」
と
い
う
誠
め
を
「
慈
悲
柔
和
善
順
で

あ
れ
」
と
説
く
５
条
の
附
則
と
し
て
加
え
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も

十
分
可
能
で
あ
ろ
う
。

小
結

　

以
上
、
捨
世
地
・
九
品
院
の
「
略
清
規
」
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

順
律
と
い
う
単
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
少
し
検
討
を
加
え
た
。
徳

住
は
晩
年
に
法
隆
寺
に
て
受
具
し
て
い
る
よ
う
に
、
徳
本
門
弟
の
中

で
も
特
に
持
律
を
重
視
し
て
い
る
。
結
果
、
簡
潔
な
清
規
の
内
か
な

り
の
部
分
に
『
教
誡
律
儀
』
を
引
用
す
る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
条
目
一
々
の
内
容
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
他
の
法
度
や
捨
世
地
清
規
と
の
比
較
を
含
め
、
後
日
改
め
て

「
略
清
規
」
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
た
い
。

　　
1　

両
親
の
家
系
に
は
じ
ま
り
、
誕
生
、
発
心
、
檀
林
修
学
か
ら
拝
綸
、
徳
本

値
遇
に
よ
る
再
発
心
、
往
生
、
三
回
忌
に
行
っ
た
遺
弟
に
よ
る
改
葬
と
、
詳

細
に
記
し
た
一
代
記
。
本
書
に
は
遺
弟
述
と
あ
る
の
み
だ
が
、
九
品
院
三
代

に
し
て
徳
住
の
甥
で
も
あ
る
角
谷
隆
音
の
著
と
伝
わ
る
。
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2　

不
詳
。
廃
寺
か
。

3　

忍
徴
に
よ
る
法
然
院
の
清
規
、「
獅
谷
白
蓮
小
清
規
」（『
浄
全
』
一
八
／

二
一
下
一
四
）

4　
『
行
業
記
』

5　

関
通
「
弟
子
に
示
し
給
ふ
書
」（『
雲
介
子
関
通
全
集
』
五
／
三
〇
六
上
）

な
ど

6　

第
四
条
、
五
条
（『
四
休
庵
貞
極
全
集
』
中
／
一
四
二
〇
）

7　
「
天
暁
山
規
約
」
第
一
七
条
（『
徳
本
行
者
全
集
』
三
／
三
二
〇
）

8　

こ
の
時
、
叡
弁
に
夢
告
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
徳
住
の
み
一
夏
に
て
具

足
戒
を
授
か
っ
て
い
る
。
同
時
に
受
戒
し
た
本
弁
と
本
満
は
沙
弥
戒
の
み
を

授
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
霊
潭
の
よ
う
な
自
誓
受
戒
で
は
な
く
、
三
師

七
証
に
よ
る
受
具
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
徳
本
行
者
伝
附
録
法
弟
小
伝
』

（『
浄
全
』
一
八
／
四
四
〇
下
一
六
）
で
は
叡
弁
は
証
明
の
み
で
あ
る
が
、
本

稿
で
は
別
伝
で
あ
る
『
行
業
記
』
の
記
述
に
依
っ
た
。

9　

前
掲
の
「
獅
谷
白
蓮
小
清
規
」
や
、
そ
れ
を
基
に
作
成
さ
れ
た
三
河
浄
土

律
の
拠
点
寺
院
・
貞
照
院
の
清
規
、
徳
巌
に
よ
る
「
中
山
蓮
社
清
規
」
な
ど
。

（
田
中
祥
雄
「
浄
土
律
院
の
生
活
と
そ
の
子
弟
養
成
」：『
教
化
研
究
』
一
二
）。

な
お
、
徳
住
と
貞
照
院
は
縁
が
深
い
。
徳
住
出
家
の
遠
因
は
貞
照
院
十
世
穏

冏
で
あ
る
の
に
加
え
、
十
二
世
慧
頓
は
文
化
九
年
、
徳
住
は
同
十
二
年
と
時

期
こ
そ
違
え
、
共
に
徳
本
に
師
事
し
て
い
る
。
ま
た
、
慧
頓
も
徳
本
に
弟
子

入
り
後
に
叡
弁
の
も
と
で
沙
弥
戒
を
受
戒
し
て
い
る
。

10　

６
条
な
ら
び
に
附
則
（
座
次
に
つ
い
て
）

11　
『
正
蔵
』
四
五
／
八
七
〇
～

12　

律
で
は
三
衣
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
誡
め
る
（
離
衣
宿
罪
）
が
、
例
外
の
一

つ
と
し
て
摂
衣
界
と
い
っ
て
一
時
的
に
三
衣
か
ら
離
れ
て
も
罪
に
な
ら
な
い

と
さ
れ
る
場
所
（
結
界
）
が
あ
る
。（
道
宣
『
四
分
律
比
丘
含
注
戒
本
』：

『
正
蔵
』
四
〇
／
四
三
七
上
一
四
）

13　
「
在
院
住
法
第
五
」
四
十
六
（『
正
蔵
』
四
五
／
八
七
〇
下
二
〇
）

14　
『
続
浄
』
一
二
／
三
二
〇
下
一
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『
選
択
集
』
第
八
章
、
総
・
別
の
三
心
に
つ
い
て

市　

川　

定　

敬

は
じ
め
に

　
『
選
択
集
』
第
八
章
「
三
心
篇
」
は
念
仏
往
生
を
求
め
る
者
の
心

の
置
き
様
と
し
て
三
心
を
説
く
章
で
あ
る
が
、
そ
の
最
終
部
に
は
、

こ
の
三
心
は
総
じ
て
こ
れ
を
言
え
ば
、
諸
の
行
法
に
通
じ
、
別

し
て
こ
れ
を
言
わ
ば
、
往
生
の
行
に
在
り
。
い
ま
通
を
挙
げ
て

別
を
摂
す
。
意
す
な
わ
ち
周
し（

（
（

。

と
あ
る
。
本
論
で
は
仮
に
、
諸
々
の
行
法
に
通
じ
る
と
す
る
三
心
を

〝
総
の
三
心
〟、
往
生
の
行
に
存
る
三
心
を
〝
別
の
三
心
〟
と
呼
ぶ
こ

と
と
す
る
。
往
生
の
行
に
お
け
る
三
心
す
な
わ
ち
〝
別
の
三
心
〟
は

ま
さ
し
く
こ
の
第
八
章
が
説
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、
容
易
に
理
解
で
き

る
が
、「
諸
の
行
法
に
通
じ
」
る
〝
別
の
三
心
〟
を
ど
の
よ
う
に
理

解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た

い
。

「
諸
の
行
法
」
に
通
じ
る
三
心

　

問
題
と
な
る
記
述
は
、
第
八
章
の
最
終
部
で
あ
り
、
総
結
と
も
い

え
る
箇
所
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ま
ず
第
八
章
の
構
成
を
概
観
し
て

お
き
た
い
。

　
【
引
用
段
】

　
『
観
無
量
寿
経
』
上
品
上
生　

三
心
を
発
し
て
往
生
す
る

　
　

善
導
『
観
経
疏
』
散
善
義 

　
　

・
至
誠
心
＝
真
実
心

　
　
　
　
　
　
　

自
利
真
実
・
利
他
真
実

　
　

・
深
心
＝
深
信

　
　

・
二
種
深
信

　
　
　

た
だ
仏
語
を
信
じ
る
べ
き
、
四
重
破
人
へ
の
対
応
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・
回
向
発
願
心

　
　

・
見
解
の
異
な
る
も
の
へ
の
用
心

　
　

・
二
河
白
道
喩

　
　

・
還
相
廻
向

・
三
心
を
具
す
れ
ば
必
ず
往
生
す
る
。
こ
の
三
心
は
定
善
に
も

通
じ
る
。

　
『
往
生
礼
讃
』

・
安
心
・
起
行
・
作
業
の
安
心
は
三
心
で
あ
る
。
三
心
の
一
つ

も
欠
け
た
ら
往
生
で
き
な
い
。

　
【
私
釈
段
】

・
往
生
を
求
め
る
者
は
必
ず
三
心
を
具
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
至
誠
心
と
は
内
外
相
応
の
心
で
あ
る
。

・
深
心
は
深
く
信
じ
る
心
で
あ
る
。

・
回
向
発
願
心
は
別
の
釈
に
依
る
必
要
は
な
い

「
こ
の
三
心
は
総
じ
て
こ
れ
を
言
え
ば
、
諸
の
行
法
に
通
じ
、

別
し
て
こ
れ
を
言
わ
ば
、
往
生
の
行
に
在
り
。
い
ま
通
を
挙
げ

て
別
を
摂
す
。
意
す
な
わ
ち
周
し
。
行
者
能
く
用
心
し
て
、
あ

え
て
忽
諸
せ
し
む
る
こ
と
勿
れ
。」

　

以
上
、『
観
経
疏
』
を
中
心
と
す
る
引
用
段
の
、
至
誠
心
で
は
自

利
真
実
の
箇
所
に
お
い
て
真
実
心
中
に
「
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
依
正
二

報
を
讃
歎
」「
合
掌
礼
敬
し
て
四
事
等
を
も
て
彼
の
阿
弥
陀
仏
お
よ

び
依
正
二
報
を
供
養
」「
彼
の
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
依
正
二
報
を
思
想
、

観
察
、
憶
念
」
す
る
こ
と
が
説
か
れ（

（
（

、
深
心
で
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

二
種
深
信
の
う
ち
の
信
法
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
へ
の
信
、

そ
し
て
釈
尊
の
『
観
経
』
説
示
、『
阿
弥
陀
経
』
に
お
け
る
諸
仏
の

証
誠
を
信
じ
る
旨
が
説
か
れ
る（

（
（

。
そ
し
て
廻
向
発
願
心
で
は
特
に
二

河
白
道
喩
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
へ
心
を
向
け
る
こ
と
が
説
か

れ
る（

（
（

。
し
た
が
っ
て
、『
観
経
疏
』
に
説
か
れ
る
三
心
は
念
仏
往
生

を
求
め
る
者
の
心
の
在
り
様
、
す
な
わ
ち
〝
別
の
三
心
〟
が
説
か
れ

て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、『
往
生
礼
讃
』
の
引
用
も
深

心
に
「
今
弥
陀
の
本
弘
誓
願
、
名
号
を
称
す
こ
と
、
下
、
十
声
一
声

等
に
至
る
に
及
ぶ
ま
で
、
定
ん
で
往
生
を
得
と
信
知
し
て
、
乃
至
一

念
も
疑
心
有
る
こ
と
無
し（

（
（

」
と
明
ら
か
に
念
仏
者
の
心
構
え
と
し
て

の
説
示
で
あ
る
。

　

対
し
て
私
釈
段
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
至
誠
心
は
内
外
相
応
に
関

す
る
説
示
の
み
で
あ
り
、
深
心
は
「
二
種
の
信
心
」
す
な
わ
ち
二
種

深
信
と
九
品
へ
の
言
及
が
有
る
も
の
の
、
善
導
大
師
に
は
見
ら
れ
な

い
よ
う
な
「
生
死
の
家
に
は
、
疑
い
を
以
て
所
止
と
為
し
、
涅
槃
の

城
に
は
信
を
以
て
能
入
る
と
為
す
」
と
の
念
仏
行
に
限
定
し
得
な
い
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説
示
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、〝
総
の
三
心
〟
と
は
こ
の
私
釈

段
に
説
か
れ
る
内
容
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
問
題
は

「
別
の
釈
を
俟
つ
べ
か
ら
ず
」
と
の
み
記
さ
れ
る
廻
向
発
願
心
で
あ

る
。
私
釈
段
に
こ
の
よ
う
な
記
述
し
か
無
い
以
上
、
廻
向
発
願
心
を

宗
祖
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
た
の
か
を
知
る
た
め
に
は
他
の
遺

文
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

良
忠
上
人
の
解
釈　

　

と
こ
ろ
で
、
宗
祖
の
『
選
択
集
』
以
外
の
遺
文
に
説
か
れ
る
廻
向

発
願
心
釈
を
見
て
行
く
前
に
、
良
忠
上
人
の
問
題
箇
所
に
対
す
る
解

釈
を
見
て
お
き
た
い
。『
決
疑
鈔
』
巻
第
四
は
次
の
よ
う
な
解
釈
を

施
し
て
い
る
。

總
而
言
之
通
諸
行
法
者
義
推r.i

正
直s

信
心s
迴
向sf
可BL

通r

二

門iA

其k

理
必
然ul

然;f

則a

三
心
通rS.k

聖
道iA

文
往
往i
是;
多d

維

摩
起
信i

所kL

明r

三
心s

與 S

今k

三
心 A

同
異
思^L

之=

又
一
義i
云

通
諸
行
法s

者
指dS

定
散k

行=A

在
往
生
行sf

者
指rS

念
佛k

行（
（
（

=A

す
な
わ
ち
、
正
直
・
信
心
・
廻
向
の
三
心
は
『
維
摩
経
』
や
『
大
乗

起
信
論
』
に
も
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
聖
道
門
と
浄
土
門
の
二

門
に
通
じ
る
と
い
う
理
解
と
、
も
し
く
は
こ
こ
で
い
う
「
諸
（
の
）

行
」
は
定
散
二
善
を
指
す
と
い
う
二
通
り
の
理
解
で
あ
る
。

　

ま
ず
前
者
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
第
八
章
で
説

か
れ
る
の
は
『
観
経
』
に
説
か
れ
る
至
誠
心
・
深
心
・
廻
向
発
願
心

の
三
心
で
あ
り
、
深
心
こ
そ
同
じ
表
現
で
あ
る
が
、
直
心
（『
維
摩

経
』『
起
信
論
』）、
菩
提
心
（『
維
摩
経
』）、
大
悲
心
（『
起
信
論
』）

を
、
宗
祖
が
何
の
説
明
も
な
し
に
こ
こ
で
突
如
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

同
一
を
い
う
と
は
考
え
難
く
、
ま
た
他
の
遺
文
に
お
い
て
も
そ
の
よ

う
な
説
示
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。

　

次
に
、
後
者
の
理
解
で
あ
る
が
、
確
か
に
第
八
章
の
『
観
経
疏
』

引
用
の
最
後
に
は
、「
ま
た
こ
の
三
心
は
、
ま
た
通
じ
て
定
善
を
摂

す
る
義
ま
さ
に
知
る
べ
し
」
と
あ
り
、
三
心
が
念
仏
の
み
で
な
く
定

善
に
通
じ
、
さ
ら
に
は
善
導
大
師
の
十
一
門
義
中
の
第
四
に
「
辨
定

三
心
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
散
善
に
も
通
ず
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
さ

れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
諸
（
の
）
行
」
を
定
散
と
理
解
し
た
場
合
、

本
文
中
の
「
往
生
の
行
」
の
理
解
に
問
題
が
生
じ
る
。
確
か
に
『
選

択
集
』
第
十
二
章
は
定
散
と
念
仏
を
分
け
て
説
い
て
い
る
が
、
定
散

が
本
願
で
は
な
く
ま
た
随
自
の
説
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
っ
て
往

生
の
行
で
は
な
い
と
い
う
論
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
『
決

疑
鈔
』
後
者
の
釈
に
お
い
て
は
「
総
じ
て
こ
れ
を
言
え
ば
、
諸
の
行

法
に
通
じ
、
別
し
て
こ
れ
を
言
わ
ば
、
往
生
の
行
に
在
り
」
の
文
の

定
散
は
「
諸
の
行
法
」
の
範
疇
と
な
り
、
往
生
の
行
と
は
別
の
も
の
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に
な
っ
て
し
ま
う（

（
（

。

廬
山
寺
本
の
推
敲
の
問
題

　

も
う
一
点
、
検
討
し
て
お
き
た
い
考
察
が
あ
る
。
草
稿
本
で
あ
る

廬
山
寺
本
で
は
、
私
釈
段
に
お
け
る
至
誠
心
内
外
相
応
の
説
示
に
続

き
、
問
題
と
し
て
い
る
三
心
の
総
結
文
が
記
述
さ
れ
、
校
正
指
示
に

よ
っ
て
現
行
の
よ
う
な
最
終
部
へ
の
移
動
が
記
さ
れ
る（

（
（

。
兼
岩
和
広

氏
は
「『
選
択
集
』
第
八
章
の
理
解
」
の
論
文（

（
（

お
い
て
、『
選
択
集
』

作
成
の
際
に
参
照
し
た
文
献
資
料
を
措
定
し
た
上
で
、
こ
の
推
敲
の

様
子
か
ら
、
参
照
資
料
に
は
私
釈
段
に
展
開
さ
れ
る
内
外
相
応
の
説

示
と
こ
の
三
心
総
結
文
に
関
わ
る
記
述
が
あ
っ
た
た
め
、
は
じ
め
に

こ
れ
ら
が
連
続
し
て
記
述
さ
れ
、
そ
の
後
に
深
心
と
廻
向
発
願
心
の

記
述
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
混
乱
が
生
じ
た
と
推
論
す
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
推
論
は
総
別
の
三
心
の
問
題
に
関
し
て
い
え
ば
、

こ
れ
を
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
仮
に
問
題
と
す
る

文
が
「
こ
の
至
誠
心
は
総
じ
て
こ
れ
を
言
え
ば
…
」
か
ら
「
こ
の
三

心
は
総
じ
て
こ
れ
を
言
え
ば
…
」
へ
と
「
至
誠
心
」
か
ら
「
三
心
」

へ
の
語
句
の
訂
正
を
伴
っ
た
移
動
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
推
敲
前
の
状

態
が
内
外
相
応
の
み
を
論
じ
る
至
誠
心
釈
に
係
る
も
の
で
あ
り
、

「
諸
の
行
法
に
通
」
じ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
こ

れ
が
推
敲
後
、
現
行
の
形
と
な
り
理
解
し
が
た
い
も
の
と
な
っ
た
と

い
う
見
方
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、「
三
心
」
の
語
に
は
何
ら
推

敲
の
痕
跡
が
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
参
照
資
料
の
有
無
に
か
か

わ
り
な
く
、
三
心
が
諸
行
に
通
じ
る
と
す
る
宗
祖
の
意
図
は
は
じ
め

か
ら
有
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
兼
岩
氏
は
、
当
初
の
第
八
章

私
釈
段
の
構
成
は
、
三
心
釈
は
全
て
善
導
大
師
を
踏
襲
す
る
旨
と
、

至
誠
心
の
補
足
の
み
で
あ
っ
た
と
推
論
す
る
が
、
先
に
述
べ
た
通
り
、

善
導
大
師
の
三
心
釈
は
念
仏
者
の
三
心
で
あ
り
、「
往
生
の
行
」
と

は
別
の
「
諸
の
行
に
通
」
じ
る
三
心
を
説
く
も
の
と
は
捉
え
難
い
も

の
で
あ
る
。

廻
向
発
願
心

　

さ
て
、『
選
択
集
』
の
他
の
法
然
遺
文
に
お
け
る
廻
向
発
願
心
釈

を
見
て
い
き
た
い
。
例
え
ば
、
至
誠
心
と
深
心
に
つ
い
て
詳
述
す
る

「
往
生
大
要
抄
」
に
お
い
て
『
和
語
灯
録
』
編
纂
者
了
恵
道
光
が

「
こ
の
文
に
下
巻
あ
る
へ
し
と
み
ゆ
る
か
、
い
つ
く
に
か
く
れ
て
侍

る
に
か
、
い
ま
た
た
つ
ね
え
す
」
と
記
す
よ
う
に
、
該
当
箇
所
を
欠

く
文
献
も
あ
る
せ
い
か
、
廻
向
発
願
心
を
釈
す
る
文
献
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
、『
和
語
灯
録
』
所
収
の

「
浄
土
宗
略
抄
」
と
「
御
消
息
」
に
本
問
題
を
解
決
し
う
る
記
述
を



─ 103 ─

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
浄
土
宗
略
抄
」

　

三
つ
に
廻
向
発
願
心
と
い
は
、
善
導
こ
れ
を
釈
し
て
の
た
ま

わ
く
、〈
略
〉
こ
の
釈
の
意
は
、
ま
ず
我
が
身
に
つ
き
て
前
世
に

も
造
り
と
作
り
た
ら
ん
功
徳
を
み
な
こ
と
ご
と
く
極
楽
に
廻
向

し
て
往
生
を
願
う
な
り
。〈
略
〉
一
切
の
功
徳
を
み
な
極
楽
に
廻

向
せ
よ
と
い
え
ば
と
て
、
ま
た
念
仏
の
外
に
わ
ざ
と
功
徳
を
造

り
集
め
て
廻
向
せ
よ
と
い
う
に
は
あ
ら
ず
。
た
だ
過
ぎ
ぬ
る
方

の
功
徳
を
も
今
は
一
向
に
極
楽
に
廻
向
し
、
こ
の
後
な
り
と
も
、

お
の
ず
か
ら
便
り
に
随
い
て
僧
を
も
供
養
し
、
人
に
物
を
も
施

し
与
え
た
ら
ん
を
も
、
造
ら
ん
に
随
い
て
み
な
往
生
の
た
め
に

廻
向
す
べ
し
と
い
う
意
な
り（

（1
（

。

　
「
御
消
息
」

　

三
に
廻
向
發
願
心
と
い
ふ
は
、
善
導
釈
し
て
い
わ
く
、〈
略
〉

こ
の
釈
の
意
は
、
ま
ず
我
が
身
に
つ
き
て
、
前
の
世
及
び
こ
の

世
に
身
に
も
口
に
も
意
に
も
造
り
た
ら
ん
功
徳
、
み
な
こ
と
ご

と
く
極
楽
に
廻
向
し
て
往
生
を
願
う
な
り
。〈
略
〉
一
切
の
善
根

を
み
な
極
楽
に
廻
向
す
べ
し
と
申
せ
ば
と
て
、
念
仏
に
帰
し
て

一
向
に
念
仏
申
さ
ん
人
の
、
故
に
余
の
功
徳
を
作
り
集
め
て
廻

向
せ
よ
と
に
は
そ
う
ら
わ
ず
。
た
だ
過
ぎ
ぬ
る
方
に
作
り
置
き

た
ら
ん
功
徳
を
も
、
も
し
ま
た
こ
の
後
な
り
と
も
お
の
ず
か
ら

便
宜
に
随
い
て
念
仏
の
外
の
善
を
修
す
る
事
の
あ
ら
ん
を
も
、

し
か
し
な
が
ら
往
生
の
業
に
廻
向
す
べ
し
と
申
す
事
に
て
そ
う

ろ
う
な
り（

（1
（

。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
説
示
は
、
両
者
同
様
に
ま
ず
『
観
経
疏
』
の
釈
を

上
げ
た
う
え
で
、
そ
れ
を
解
説
す
る
形
で
宗
祖
の
言
葉
が
展
開
さ
れ

る
。
そ
し
て
両
者
と
も
に
過
去
の
み
で
は
な
く
、
三
心
を
起
こ
し
た

後
で
あ
っ
て
も
作
っ
た
功
徳
を
往
生
の
た
め
に
廻
向
す
べ
き
こ
と
が

説
か
れ
て
い
る
。『
選
択
集
』
に
引
用
さ
れ
る
『
観
経
疏
』
の
文
で

は
「
過
去
お
よ
び
今
生
の
身
口
意
業
に
修
す
る
所
の
世
出
世
の
善

根
（
（1
（

」
を
廻
向
す
べ
き
と
あ
る
が
、
こ
の
「
今
生
」
の
指
す
範
囲
が
三

心
以
前
な
の
か
、
以
後
を
含
む
も
の
な
の
か
明
確
で
は
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
二
つ
の
文
献
か
ら
、
宗
祖
は
三
心
以
後
の
こ
と
を
含
む
と

理
解
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
第
八
章
で
は
「
別
の
釈
を
俟
つ
べ
か
ら
ず
」
と
さ

れ
る
廻
向
発
願
心
は
、
念
仏
往
生
へ
の
信
を
起
こ
し
た
後
の
、
念
仏

以
外
の
功
徳
で
あ
っ
て
も
往
生
の
た
め
に
廻
向
す
べ
き
こ
と
を
説
く

も
の
で
あ
り
、
私
釈
段
総
結
部
分
の
「
諸
の
行
法
に
通
」
じ
る
と
い

う
の
は
、
念
仏
以
外
の
行
に
つ
い
て
、
そ
の
功
徳
を
往
生
の
た
め
に

廻
向
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
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〝
総
の
三
心
〟
と
は
以
下
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
。

　

●
至
誠
心
＝
内
外
相
応
の
心

　

●
深
心
＝
（
涅
槃
に
至
る
た
め
の
）
深
く
信
じ
る
心

　

●
廻
向
発
願
心
＝
諸
の
行
に
お
い
て
廻
向
し
て
往
生
を
願
う
心

そ
し
て
、「
い
ま
通
を
挙
げ
て
別
を
摂
す
」
と
い
う
の
は
、「
往
生
の

行
」
以
外
の
行
に
お
い
て
具
え
る
べ
き
心
構
え
を
上
げ
て
、
往
生
の

行
に
お
け
る
心
構
え
を
包
括
す
る
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
「
諸
の
行
法
に
通
じ
」
る
と
い
う
の
は
、
諸
の
行
法
は

三
心
具
足
に
よ
っ
て
往
生
行
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、『
選
択
集
』
第
八
章
私
釈
段
の
総
結
部
に
記
さ
れ
る
、〝
総

の
三
心
〟
と
〝
別
の
三
心
〟
の
理
解
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
第

八
章
の
大
半
を
占
め
る
『
観
経
疏
』、
お
よ
び
『
往
生
礼
讃
』
の
引

用
は
念
仏
者
の
三
心
を
説
く
も
の
で
あ
り
、〝
別
の
三
心
〟
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、〝
総
の
三
心
〟
と
は
私

釈
段
に
説
か
れ
る
宗
祖
自
身
の
解
釈
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は

諸
々
の
行
に
お
い
て
も
そ
れ
ら
を
成
就
す
る
た
め
に
は
三
心
を
具
足

す
べ
き
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
諸
々
の
行
で
あ
っ
て
も
三
心
を
具

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
往
生
の
行
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。『
観
経
釈
』
に
は

凡c

三
心f

通@rS.

萬
行iA

故i

、
善
導
和
尚
釋rS.i

此k

三
心=A

、
以wSr

正
行
雜
行k

二
行（

（1
（

=A

。

と
説
か
れ
、
そ
の
一
方
で
『
逆
修
説
法
』
二
七
日
に
は

三
心s

者
、
善
導
和
尚k

御
意
非 S

別k

行
業iA

、
惣?

往
生k

法
則

也
（
（1
（

。

と
あ
り
、
一
見
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
今
回
の
考
察

に
よ
っ
て
、
三
心
は
「
万
行
に
通
ず
る
」
と
こ
ろ
の
「
往
生
の
法

則
」
と
し
て
一
貫
性
の
あ
る
理
解
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
新
た
な
指
摘
を
し
て
お
き
た
い
。
宗
祖
の
言
葉
と
し
て
の

真
偽
が
議
論
さ
れ
る
『
醍
醐
本
法
然
上
人
伝
記
』
所
収
の
「
三
心
料

簡
お
よ
び
御
法
語
」
に
は
、

廻
向
発
願
心k

始i

真
実
深
信
心
中
廻
向
云
事
此f

三
心k

中i

回

向
云
心
也
去
過
今
生
諸
善
者
三
心
已
前k

功
徳=

取
返?

極
楽i

廻
向p9s

云
也
全
三
心k

後i

非
云 S

行
諸
善 A

也　

云
（々
（1
（

と
の
法
語
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
今
回
の
考
察
に
よ
り
、『
選
択

集
』
を
中
心
と
す
る
宗
祖
の
思
想
と
は
距
離
が
あ
る
も
の
で
あ
る
と

（
過
去t

）
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位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　
1　
『
浄
土
宗
聖
典
』
三
巻
、
一
五
三
頁
。『
昭
法
全
』
三
三
四
頁
。

2　
『
浄
土
宗
聖
典
』
三
巻
、
一
四
〇
頁
。『
昭
法
全
』
三
二
八
頁
。

3　
『
浄
土
宗
聖
典
』
三
巻
、
一
四
一
頁
。『
昭
法
全
』
三
二
九
頁
。

4　
『
浄
土
宗
聖
典
』
三
巻
、
一
四
七
〜
一
五
〇
頁
。『
昭
法
全
』
三
三
一
〜
三

三
三
頁
。

5　
『
浄
土
宗
聖
典
』
三
巻
、
一
五
一
頁
。『
昭
法
全
』
三
三
三
頁
。

6　
『
浄
全
』
七
巻
、
二
九
四
上
。

7　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
良
忠
上
人
自
身
、「
従

本
意iA

故

是

要
行

故

且

指S

念
仏A

云

往
生

行

也
」
と
論
じ
て
い
る
。

8　

大
正
大
学
浄
土
宗
宗
典
研
究
会
『『
選
択
集
』
諸
本
の
研
究
〈
資
料
編
〉』

第
一
巻
・
廬
山
寺
本
原
本
写
真
版
、
六
五
頁
。

9　
『
佛
教
文
化
研
究
』
第
四
七
・
四
八
号
。

10　
『
浄
土
宗
聖
典
』
四
巻
、
三
六
一
〜
三
六
二
頁
。『
昭
法
全
』
五
九
八
〜
六

〇
〇
頁
。（
傍
線
筆
者
）

11　
『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
、
五
四
〇
〜
五
四
一
頁
。『
昭
法
全
』
五
八
三
〜

五
八
四
頁
。（
傍
線
筆
者
）

12　
『
浄
土
宗
聖
典
』
三
巻
、
一
四
六
頁
。『
昭
法
全
』
三
三
一
頁
。

13　
『
昭
法
全
』
一
二
六
頁
。

14　
『
昭
法
全
』
二
四
一
頁
。

15　
『
藤
堂
博
士
古
稀
記
念
浄
土
宗
典
籍
研
究
』
資
料
編
、
一
八
九
〜
一
九
〇

頁
。『
昭
法
全
』
四
四
九
頁
。
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一
枚
起
請
文
と
初
重　
― 

浄
土
宗
に
お
け
る
「
機
」
の
伝
承 

―

上　

野　

忠　

昭

一
、
は
じ
め
に

　

法
然
の
遺
訓
『
一
枚
起
請
文
』
に
つ
い
て
、
浄
土
宗
の
祖
師
た
ち

は
多
く
の
注
釈
書
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
浄
土
宗
七
祖
聖
冏
は
、

「
機
」
と
い
う
観
点
か
ら
分
科
し
解
釈
し
て
い
る
。「
機
」
は
、
聖
冏

が
確
立
し
た
浄
土
宗
の
伝
法
で
あ
る
五
重
相
伝
の
初
重
の
主
題
で
あ

り
、
聖
冏
の
分
科
は
、
初
重
と
密
接
に
関
わ
り
あ
っ
て
い
る
。
本
論

で
は
、
聖
冏
の
注
釈
に
始
ま
る
機
の
分
類
が
、
江
戸
期
の
浄
土
宗
で

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
き
た
か
を
、
注
釈
書
お
よ
び
伝
書
類

か
ら
、
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

二
、
聖
冏
『
一
枚
起
請
之
註
』

　

浄
土
宗
七
祖
聖
冏
（
一
三
四
一
〜
一
四
二
〇
）
は
、『
一
枚
起
請

之
註
』
に
お
い
て
、

　
「
將
に
起
請
文
を
釋
せ
ん
と
す
る
に
二
門
有
る
可
し
。
一
に
は
施

化
利
生
門
。
此
れ
は
是
れ
解
義
の
分
な
り
。
則
ち
因
分
可
説
を
云
ふ
。

二
に
は
發
迹
入
源
門
。
此
れ
は
是
れ
仰
信
分
な
り
。
則
ち
果
分
不
可

説
を
云
う（

（
（

。」

と
、『
一
枚
起
請
文
』
を
施
化
利
生
門
と
発
迹
入
源
門
の
二
門
に
分

け
て
解
釈
し
、

　

施
化
利
生
門
＝
解
義
分
＝
因
分
可
説

　

発
迹
入
源
門
＝
仰
信
分
＝
果
分
不
可
説

の
関
係
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、

　
「
唐
我
朝
〜
悟
り
て
申
す
念
佛
に
も
非
ず　

→　

施
化
利
生
門

　

但
往
生
極
樂
〜
別
に
子
細
候
は
ず　
　
　
　

→　

發
迹
入
源
門

　

伹
し
三
心
〜
本
願
に
漏
れ
候
可
し　
　
　
　

→　

施
化
利
生
門

　

念
佛
を
信
ぜ
ん
人
〜
一
向
に
念
佛
す
可
し　

→　

發
迹
入
源
門
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り（
（
（

」
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と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
を
二
門
に
あ
て
は
め
て
い
る
。

三
、
初
重
四
箇
条
か
ら

　

聖
冏
は
、
浄
土
宗
の
伝
法
を
五
重
の
伝
書
を
定
め
て
組
織
化
し
、

そ
の
第
一
、
初
重
の
伝
書
で
あ
る
『
往
生
記（

（
（

』
を
注
釈
し
て
『
往
生

記
投
機
抄
』
を
著
し
た
。『
往
生
記
』
は
、
往
生
が
困
難
な
人
十
三

人
と
往
生
が
叶
う
人
三
十
人
を
挙
げ
て
い
る
。『
往
生
記
投
機
抄
』

で
は
、

「
第
四
の
破
戒
念
佛
往
生
の
二
人
も
亦
た
是
れ
宗
の
本
意
な
り
。
中

に
於
て
第
四
の
第
二
は
漸
く
大
信
に
近
し
。
然
れ
ど
も
尚
を
是
れ
施

化
利
生
門
の
分
齊
な
り
。
第
五
の
愚
鈍
念
佛
往
生
の
人
は
正
し
く
是

れ
宗
の
本
意
な
り
。
亦
た
發
迹
入
源
門
の
單
信
大
信
な
り
。
中
に
於

て
初
め
の
三
人
は
正
く
是
れ
單
信
の
大
信
な
り（

（
（

。」

と
、
念
仏
に
よ
っ
て
往
生
す
る
人
た
ち
の
中
で
も
、
浄
土
宗
の
本
意

に
叶
う
二
種
類
の
人
た
ち
を
施
化
利
生
門
と
発
迹
入
源
門
の
二
門
に

よ
っ
て
特
に
提
示
し
て
い
る
。
同
じ
く
聖
冏
に
よ
る
『
五
重
指
南
目

録
』
に
は
、「
初
重
四
箇
條
」
の
中
に
、

「
二
、
破
戒
念
佛
第
二
機　

三
、
愚
鈍
念
仏
第
一
機（

（
（

」（
五
）

を
挙
げ
る
。
聖
冏
か
ら
伝
法
を
承
け
た
八
祖
聖
聰
が
説
き
、
増
上
寺

二
世
酉
仰
が
記
し
た
『
五
重
聞
書
』
に
は
、
破
戒
念
仏
第
二
機
に
つ

い
て
、

「
破
戒
第
二
機
は
、
大
信
に
近
き
機
習
な
り
。
亦
、
施
化
利
生
の
機

と
云
ふ
な
り
。
亦
、
因
分
可
説
の
機
と
云
ふ
な
り
。
又
、
第
二
通
機

と
云
ふ
な
り
。
施
化
利
生
の
本
拠
は
云
何
。
答
ふ
。
釈
に
云
ふ
。
弘

願
と
言
ふ
は
、
大
経
に
説
く
が
如
く
、
一
切
の
善
悪
乃
至
大
願
業
力
、

増
上
縁
と
為
る
な
り
と
云
ふ
是
な
り（

（
（

。」

愚
鈍
念
仏
第
一
機
に
つ
い
て

「
愚
鈍
念
仏
第
一
機
は
、
単
信
大
信
を
生
ず
、
宗
門
の
本
拠
是
な
り
。

果
分
不
可
説
の
機
と
云
ふ
な
り
。
発
迹
入
源
の
機
と
云
ひ
、
又
、
大

信
の
機
と
云
ひ
、
又
、
第
一
の
機
と
云
ふ
な
り（

（
（

。」

と
口
伝
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
掲
『
一
枚
起
請
之
註
』

に
は
、

「
一
文
不
智
の
愚
鈍
の
身
に
成
し
て
尼
入
道
等
と
は
此
れ
は
愚
鈍
念

佛
第
一
の
機
な
り
。
此
の
機
は
唱
ふ
れ
ば
往
生
す
と
計
り
信
じ
て
此

の
外
に
更
に
疑
慮
無
く
、
分
別
無
く
、
思
量
無
く
、
智
惠
無
く
、
只

だ
仰
で
佛
を
賴
む
を
安
心
と
爲
し
、
單
に
信
じ
て
名
を
唱
ふ
る
を
起

行
と
爲
す
。
口
に
任
せ
て
聲
を
出
し
て
稱
ふ
る
計
り
を
所
作
と
爲
す
。

此
の
機
に
於
て
は
一
分
の
理
を
も
會
せ
ず
。
此
の
不
理
會
の
分
際
に

し
て
往
生
の
一
大
事
を
遂
げ
、
大
菩
提
の
直
道
に
至
る
。
此
の
如
く

行
ず
る
者
は
是
れ
淨
土
の
正
機
な
り
。
投
機
な
り
是
に
知
ぬ
。
淨
土
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の
正
機
に
し
て
淨
土
の
學
者
と
名
づ
く
。
仍
て
一
代
を
諳
ず
る
學
匠

な
り
共と
も

、
一
文
不
智
の
尼
入
道
に
同
し
て
一
向
に
念
佛
す
る
を
是
淨

土
の
行
人
と
云
ふ
也
〈
已
上
〉。
今
、
此
の
愚
鈍
念
佛
は
當
流
相
傳

の
一
大
事
な
り
。
此
の
文
の
義
趣
を
知
ら
ず
ん
ば
淨
土
の
學
者
と
も

行
人
と
も
意
得
可
か
ら
ず（

（
（

。」

と
、
愚
鈍
念
佛
第
一
の
機
を
、『
一
枚
起
請
文
』
の
文
を
も
っ
て
示

し
て
い
る
。

四
、
浄
土
宗
に
お
け
る
二
門
二
分
二
説
の
伝
承

　
『
五
重
聞
書
』
の
「
釈
に
云
ふ
」
と
は
、
善
導
『
観
経
疏
』
玄
義

分
の
所
説（

（
（

を
指
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
三
祖
良
忠
は
、『
観
経
疏
伝

通
記
（
玄
義
分
）』
に
、

「
又
佛
密
意
〈
乃
至
〉
常
樂
と
は
、
上
來
は
、
總
じ
て
淨
土
の
施
化

利
生
之
相
を
明
か
す
。
是
れ
解
義
分
な
り
。
即
ち
地
論
の
因
分
可
説

に
當
た
る
。
自
下
は
果
位
の
難
思
發
迹
入
源
を
明
か
す
。
是
れ
仰
信

分
な
り
。
即
ち
地
論
の
果
分
不
可
説
に
當
た
る（

（1
（

。」

と
解
釈
す
る
。
こ
れ
が
、
宗
典
に
お
け
る
施
化
利
生
等
の
語
の
初
出

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
七
祖
聖
冏
は
『
伝
通
記
糅
鈔
』
で
、『
伝
通

記
』
の
こ
の
部
分
を
、

「
上
來
總
明
等
と
は
結
前
生
後
を
明
し
、
施
化
利
生
門
の
因
分
可
説

と
發
迹
入
源
門
の
果
分
不
可
説
を
分
在
せ
り
。
中
に
於
て
淨
土
施
化

利
生
の
言
は
、
記
主
の
深
意
有
り
〈
云
云
〉。
問
ふ
。
二
門
二
分
二

説
、
各
各
名
義
如
何
。
答
ふ
。
施
化
利
生
門
と
は
偏
へ
に
能
化
に
約

す
。
解
義
分
と
は
只
だ
是
れ
所
化
な
り
。
能
所
共
に
淺
け
れ
ば
、
因

分
可
説
な
り
。
發
迹
入
源
門
と
は
專
ら
所
化
に
在
り
。
仰
信
分
も
亦

た
先
の
如
く
知
る
應
し
。
此
義
深
き
を
以
て
、
故
に
果
分
不
可
説
な

り
。
謂
ふ
所
は
、
佛
は
機
に
應
じ
て
化
を
施
し
、
根
に
隨
て
生
を
利

す
。
衆
生
敎
に
隨
て
義
を
解
し
、
機
を
改
め
智
を
轉
ず
。
皆
是
れ
因

分
可
思
議
可
説
の
分
齊
な
り
。
應
迹
の
言
説
を
承
る
に
、
立
地
、
深

奧
の
源
に
入
る
。
果
佛
の
言
敎
曉
め
難
き
を
以
て
す
。
故
に
仰
げ
ば

彌
高
く
、
鑚
ず
れ
ば
彌
堅
し
。
只
是
果
分
不
可
思
議
不
可
説
の
重
印

な
り（

（1
（

」

と
説
明
す
る
。
こ
こ
に
い
う
「
記
主
の
深
意
」
と
は
、『
教
相
十
八

通
』
第
二
重（

（1
（

お
よ
び
『
三
六
通
裏
書
』
第
二
重
に
お
い
て
、
聖
冏
自

身
が
諸
宗
と
浄
土
宗
の
施
化
利
生
門
・
発
迹
入
源
門
の
違
い
を
述
べ

て
い
る
こ
と
に
当
た
る
。
す
な
わ
ち
、

「
因
分
難
得
等
と
は
、
自
他
宗
に
於
て
各
の
施
化
入
源
有
り
。
而
る

に
諸
敎
の
發
迹
入
源
門
は
我
が
宗
の
施
化
利
生
門
に
等
し
。
今
の
發

迹
入
源
門
は
施
化
利
生
の
上
に
立
つ
。
故
に
餘
宗
の
果
分
の
上
の
果

分
と
談
ず
る
な
り（

（1
（

。」
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と
、
浄
土
宗
の
施
化
利
生
門
は
、
諸
宗
の
発
迹
入
源
門
に
ほ
か
な
ら

な
い
と
す
る
。

五
、
鸞
宿
『
選
擇
集
文
前
綱
義
』

　

知
恩
院
第
五
〇
世
鸞
宿
（
一
六
八
二
〜
一
七
五
〇
）
の
著
し
た

『
選
擇
集
文
前
綱
義
』
は
、
門
弟
へ
の
『
選
擇
集
』
講
義
の
た
め
の

資
料
と
し
て
作
ら
れ
た
書
で
あ
る
。
そ
の
中
で（

（1
（

、
正
機
で
あ
る
単
直

仰
信
の
機
は
発
迹
入
源
の
正
機
で
あ
る
と
し
、
本
来
単
信
と
従
解
入

信
の
二
機
に
分
け
る
。
本
来
単
信
の
人
は
、
淨
土
正
機
・
頑
愚
念
佛

の
人
で
あ
り
、「
敎
へ
ざ
る
に
、
本
妙
な
り
。
故
に
措
て
論
ぜ
ず
。」

と
『
選
擇
集
』
の
対
象
で
な
い
と
す
る
。
従
解
入
信
の
人
を
ま
た
二

種
に
分
か
つ
。
一
人
は
、「
廣
く
聖
道
自
力
の
諸
敎
を
學
し
て
後
に

淨
土
單
信
に
入
る
の
人
」
で
あ
り
、
こ
の
人
の
た
め
に
第
一
章
捨
聖

帰
浄
篇
が
設
け
ら
れ
た
。
も
う
一
人
は
、「
淨
土
の
敎
中
に
於
て
、

委
し
く
敎
相
宗
義
等
の
諸
の
義
門
を
辨
了
し
、
後
に
他
力
單
信
に
入

る
の
人
」
で
、
こ
の
人
の
た
め
に
第
二
章
捨
雑
帰
正
篇
が
設
け
ら
れ

た
と
す
る
。
そ
し
て
、「
一
た
び
單
信
に
入
れ
ば
則
ち
本
來
單
信
の

人
と
一
毫
も
差
無
し
。
唯
だ
憑
み
を
本
願
に
懸
け
て
專
ら
名
號
を
稱

す
。」
と
し
、「
第
三
章
に
入
れ
ば
、
唯
だ
一
の
正
機
な
り
。」
と
、

浄
土
宗
の
正
機
と
『
選
擇
集
』
の
対
象
を
確
定
し
て
い
る
。

六
、
関
通
『
一
枚
起
請
文
梗
概
聞
書
』

　

鸞
宿
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
盛
ん
に
教
化
を
行
っ
た
関
通
（
一
六
九
六

〜
一
七
七
〇
）
は
、
そ
の
著
述
の
一
つ
で
あ
る
『
一
枚
起
請
文
梗
概

聞
書
』
三
巻
の
中
、
第
六
教
相
門
に
お
い
て
、
ま
ず
『
選
擇
集
』
十

六
章
の
章
立
て
に
よ
っ
て
浄
土
宗
の
教
相
行
相
の
概
略
を
示
し
、
続

い
て
、『
一
枚
起
請
文
』
に
つ
い
て
、
念
仏
へ
の
対
し
方
を
説
き
勧

め
る
。
そ
こ
で
、
解
信
と
仰
信
に
つ
い
て
、

　
「
是
を
信
行
す
る
に
就
て
。
二
の
機
類
あ
り
。
一
に
は
解
信
、
二

に
は
仰
信
な
り
。
解
信
と
は
喩
ば
御
上
意
の
譯
を
能
く
合
點
し
て
。

上
意
の
通
り
を
奉
ま
も
り
て

行お
こ
なふ

が
如
し
。
仰
信
は
御
上
意
の
筋
譯
は
つ
ゆ

知
ら
ね
と
も
。
上
意
の
通
り
に
信
す
る
が
如
し（

（1
（

。」

と
、
上
意
の
譬
喩
を
も
っ
て
説
明
す
る
。
こ
の
後
も
、
解
信
と
仰
信

を
対
比
は
種
々
の
因
縁
譬
喩
に
よ
っ
て
解
説
さ
れ
る
。

本
文
に
つ
い
て
は
、

　
「
も
ろ
こ
し
わ
か
朝
〜
第
二
の
あ
ら
す　

→　

解
信
の
分
齊

　

た
た
往
生
極
樂
〜
別
の
子
細
候
は
す
と　

→　

單
直
仰
信
の
機

　

た
だ
し
三
心
四
修
〜
こ
も
り
候
な
り　
　

→　

解
信
の
分
齊

　

此
外
に
奧
ふ
か
き
こ
と
を
存
せ
は
〜
本
願
に
も
れ
候
へ
し
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→　

起
請
誓
言
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念
佛
を
信
せ
ん
人
〜　
　
　
　
　
　
　
　

→　

是
亦
解
信
。
還
愚

癡
の
相
を
示
す（

（1
（

」

と
、
分
科
す
る
。

解
信
と
仰
信
の
対
比
に
つ
い
て
は
、
関
通
自
身
が
、

「
さ
れ
ば
此
門
の
詮
ず
る
所
は
。
仰
信
を
第
一
の
正
機
と
し
。
解
信

を
第
二
の
傍
の
機
と
す
る
辨
別
に
あ
り（

（1
（

。」

と
述
べ
、

「
解
信
と
仰
信
と
を
對
待
す
る
に
。
仰
信
は
勝
れ
解
信
は
劣
れ
る

也
（
（1
（

。」
と
し
、

①
生
ま
れ
な
が
ら
に
知
る
者
は
上
で
あ
り
、
学
ん
で
知
る
者
は
次
で

あ
る
。

②
声
聞
菩
薩
で
さ
え
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
仏
の
密
意
を
、
な

ま
じ
い
に
学
解
に
頼
ろ
う
と
し
な
い
で
、
素
直
に
信
じ
る
こ
と
が
で

き
る
仰
信
の
方
が
勝
れ
て
い
る
。

と
い
う
二
点
か
ら
説
明
し
て
い
る
。

　

さ
て
、『
一
枚
起
請
文
』
の
分
科
の
最
後
「
念
佛
を
信
せ
ん
人
」

か
ら
「
念
佛
す
べ
し
」
ま
で
を
、
聖
冏
は
発
迹
入
源
門
と
す
る
の
に

対
し
て
、
関
通
は
「
解
信
還
愚
癡
の
相
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
つ
い

て
は
、『
論
語
』
の
「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
こ
れ
を
知
る
者
（
生

而
知
之
者
）
は
上
な
り
。
学
び
て
こ
れ
を
知
る
も
の
（
學
而
知
之

者
）
は
次
な
り
。
困
み
て
こ
れ
を
学
ぶ
（
困
而
學
之
）
は
又
其
の
次

な
り
。
困く
る
し

み
て
学
ば
ざ
る
（
困
而
不
學
）、
民
斯
れ
を
下
と
為
す
」

と
、『
中
庸
』
の
「
或
い
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
こ
れ
を
知
り

（
生
而
知
之
）、
或
い
は
学
ん
で
こ
れ
を
知
り
（
學
而
知
之
）、
或
い

は
困
ん
で
こ
れ
を
知
る
（
困
而
知
之
）。
そ
の
こ
れ
を
知
る
に
及
ん

で
は
一
な
り
（
及
其
知
之
一
也
）。
或
い
は
安
ん
じ
て
こ
れ
を
行
い

（
安
而
行
之
）、
或
い
は
利
し
て
こ
れ
を
行
い
（
利
而
行
之
）、
或
い

は
勉
強
し
て
こ
れ
を
行
う
（
勉
強
而
行
之
）。
そ
の
功
を
成
す
に
及

ん
で
は
一
な
り
（
及
其
成
功
一
也
）。」
を
用
い
て
、
解
信
・
仰
信
を

対
比
す
る
。
す
な
わ
ち

生
而
知
之　

＝

単
直
仰
信

＝　

安
而
行
之

上
根
も
下
根
も

数
返
も
一
念
も

學
而
知
之　

＝

解
信
還
愚

＝　

利
而
行
之

困
而
學
之　

＝

解
信
還
愚

＝　

勉
強
而
行
之

　

↓

　

↓

　
　
　
　

↓

　
　

↓

及
其
知
之
一
也

佛
願
を
頼
で

名
號
を
唱
ふ

る
所
は
一
也

及
其
成
功
一
也

願
ふ
心
に
偽
り

な
く
ば
往
生
の

功
を
成
ず
事
全

く
一
に
し
て
同

じ
く
仏
の
迎
え

に
預
か
り
共
に

華
の
臺
に
登
る

べ
し
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と
、
解
信
還
愚
癡
と
単
直
仰
信
は
、
浄
土
の
信
仰
に
入
る
と
同
じ
も

の
に
な
る
と
す
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
こ
の
『
一
枚
起
請
文
梗
概
聞
書
』
教
相
門

は
、
仰
信
を
第
一
、
解
信
を
第
二
と
し
、
知
解
を
頼
も
う
と
す
る
解

義
の
者
も
愚
癡
に
還
っ
て
還
愚
癡
・
解
信
の
機
と
な
れ
ば
、
仰
信
と

同
一
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

七
、
法
洲
『
一
枚
起
請
講
説
』

　

大
日
比
三
師
の
第
二
、
法
洲
（
一
七
六
五
〜
一
八
三
九
）
は
、
忍

澂
『
一
枚
起
請
諺
論
』
お
よ
び
前
節
で
紹
介
し
た
関
通
『
一
枚
起
請

文
梗
概
聞
書
』
に
依
っ
て
『
一
枚
起
請
講
説
』
を
著
し
た
。
そ
の
中
、

「
示
正
所
被
機
」
で
は
『
一
枚
起
請
文
』
の
「
念
佛
を
信
ぜ
ん
人
は
。

た
と
ひ
一
代
の
法
を
よ
く
よ
く
學
す
と
も
。
一
文
不
知
の
愚
鈍
の
身

に
な
し
て
。
尼
入
道
の
無
智
の
輩
に
同
し
て
。
智
者
の
ふ
る
ま
ひ
を

せ
ず
し
て
」
を
解
釈
す
る
。

ま
ず
、

「
た
と
ひ
釋
尊
一
代
説
き
給
ふ
所
の
法
を
。
よ
く
學
び
課
せ
た
る
人

な
り
と
も
。
一
文
字
も
し
ら
ぬ
。
愚
鈍
な
る
者
と
。
同
じ
や
う
に
な

り
て
。
假
り
に
も
。
智
者
ら
し
ひ
振
舞
す
べ
か
ら
ず
と
な
り
。
か
か

る
を
還
愚
と
て
。
宗
門
の
正
機
と
す
る
な
り（

（1
（

。」

と
、
還
愚
こ
そ
宗
門
の
正
機
で
あ
る
と
説
き
、
還
愚
を
対
す
る
所
に

よ
っ
て
、
性
得
の
頑
愚
と
捨
解
の
還
愚
に
分
類
す
る
。
性
得
の
頑
愚

は
、
聖
道
門
に
対
す
る
機
で
あ
り
、「
還
字
に
強
に
意
許
を
存
す
可

か
ら
ず
（
不
）。
伹
淨
土
の
修
行
は
愚
癡
な
が
ら
往
生
す
と
云
ふ
也（

（2
（

」

と
聖
冏
が
説
く
よ
う
に
、「
還
」
の
字
に
意
味
を
含
ま
な
い
と
す
る
。

こ
れ
は
、
仰
信
分
で
あ
り
愚
鈍
念
佛
第
一
機
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

機
に
対
し
て
は
「
遺
訓
に
及
ば
ず
」
と
す
る
。
第
二
の
捨
解
還
愚
の

機
は
、
聖
道
浄
土
の
難
易
得
失
、
総
別
二
種
の
安
心
等
の
学
知
に
対

す
る
機
で
、「
還
の
字
に
意
許
を
存
じ
て
。
還
歸
の
義
と
す
る
」
も

の
で
あ
る
。
こ
の
機
は
、
解
義
分
で
あ
り
、
還
愚
第
二
機
（
筆
者

注
：
初
重
の
第
二
機
）
で
あ
り
、
遺
訓
の
目
的
で
あ
る
と
す
る
。

そ
し
て
、

「
さ
て
此
仰
信
の
頑
愚
と
。
解
知
の
還
愚
と
を
。
對
待
す
れ
ば
。
愚

鈍
念
佛
第
一
と
い
へ
ば
。
頑
愚
を
勝
れ
た
り
と
す
る
に
。
今
此
頑
愚

を
さ
し
置
て
。
第
二
の
還
愚
の
機
を
遺
訓
の
目
的
と
し
給
ふ
は
。
い

か
が
と
云
に
。」

と
い
う
問
い
に
対
し
て
、

「
此
頑
愚
の
機
は
。
思
慮
分
別
の
。
之
乎
者
也
な
き
。
無
病
の
機
な

れ
ば
。
邪
義
邪
勸
に
。
妨
げ
ら
る
る
氣
遣
ひ
な
け
れ
ば
。
殊
更
に
御
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遺
訓
に
及
ば
ず
。
故
に
捨
置
。
還
愚
の
機
を
目
的
と
し
玉
ふ
。
猶
委

く
云
に
。
此
還
愚
の
中
に
。
亦
二
機
あ
り
。」

と
還
愚
を
更
に
二
機
に
分
け
る
。

「
一
に
は
正
解
を
得
給
へ
る
。
我
宗
の
祖
祖
。
及
び
他
宗
の
碩
學
の
。

本
宗
を
閣
き
て
。
愚
癡
に
還
り
て
。
專
修
念
佛
し
給
ふ
人
人
。
二
に

は
分
に
知
解
あ
る
故
。
我
學
知
を
物
だ
て
た
が
り
。
或
は
從
來
の
餘

行
に
執
あ
り
て
。
捨
か
ぬ
る
意
あ
れ
ど
も
。
所
詮
時
機
不
應
の
。
心

行
に
て
は
成
就
し
が
た
き
こ
と
を
知
る
故
。
押
し
て
心
の
師
と
な
り
。

勉
強
し
て
念
佛
一
行
と
な
る
あ
り
。
此
二
機
あ
れ
ど
も
。
御
遺
訓
の

目
的
と
な
る
は
。
後
の
機
に
あ
る
な
り（

（2
（

。」

と
、
遺
訓
の
目
的
の
機
を
さ
ら
に
限
定
す
る
。

　

ま
た
、
関
通
『
一
枚
起
請
文
梗
概
』
に
引
用
し
た
『
中
庸
』
の

「
或
安
而
行
之
、
或
利
而
行
之
、
或
勉
強
而
行
之
」
に
対
比
し
て
、

安
而
行
之　
　

＝　

聖
人　
　
　

＝　

単
直
仰
信
、
不
理
会
の
頑
愚

利
而
行
之　
　

＝　

賢
人　
　
　

＝　

正
解
を
得
給
ふ
祖
師
先
徳

勉
強
而
行
之　

＝　

常
の
学
者　

＝　

智
解
に
ほ
こ
り
余
行
に
執
す

る
意
も
発
す
れ
ど
も
道
理
を

以
て
勉
強
し
専
修
一
行
と
な

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓

　
　
「
今
此
三
機
に
勝
劣
は
あ
れ
ど
も
、
皆
往
生
の
機
分
」

と
「
頑
愚
と
上
機
の
還
愚
に
は
、
妨
難
を
受
る
恐
れ
な
く
、
唯
用
心

は
勉
強
の
機
に
あ
る
故
に
、
是
を
御
遺
誓
の
目
的
と
し
た
ま
ふ
こ
と

を
知
る
べ
し（

（2
（

」
と
結
論
す
る

八
、
お
わ
り
に

　

浄
土
宗
の
教
学
は
、
法
然
教
学
に
基
づ
く
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
一
方
、
真
宗
教
団
は
、
親
鸞
こ
そ
法
然
の
教
え
を
正
統
に
受
け

つ
い
で
い
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
今
、
浄
土
宗
教
学
と
真
宗
教
学

は
一
致
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
浄
土
宗
の
教
義
が
正
統
で
あ
る

と
い
う
主
張
は
、
法
然
の
教
え
を
正
し
く
受
け
つ
い
だ
の
は
二
祖
聖

光
で
あ
り
、
そ
れ
を
三
祖
以
降
、
忠
実
に
受
け
つ
が
れ
て
い
る
と
い

う
認
識
が
基
盤
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
二
祖
三
代
の
定
判
で
あ
る
。
ま

た
、
七
祖
聖
冏
の
教
学
は
随
他
扶
宗
で
あ
り
、
二
祖
三
代
の
教
学
か

ら
は
ず
れ
る
と
批
判
さ
れ
る
が
、
実
際
、
浄
土
宗
の
伝
法
は
七
祖
が

確
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
聖
冏
教
学
を
無
視
し
て
は
浄
土
宗
の
伝
法

は
成
り
立
た
な
い
。
浄
土
宗
の
布
教
で
五
重
相
伝
を
重
視
す
る
な
ら
、

聖
冏
を
出
発
点
と
す
る
伝
書
類
を
無
視
で
き
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
伝
書
の
秘
匿
性
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
多
く
の
伝
書
が
失
わ
れ
、
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二
祖
三
代
の
教
学
と
し
て
受
け
つ
が
れ
て
き
た
内
容
が
失
わ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
1　
『
浄
全
』
第
九
巻
三
頁
上

2　
『
浄
全
』
第
九
巻
三
〜
四
頁

3　
『
浄
全
』
第
九
巻
八
四
六
〜
八
四
八
頁

4　
『
浄
全
』
第
九
巻
八
五
一
上

5　
『
淨
土
傳
燈
輯
要
』
六
一
頁

6　
『
淨
土
傳
燈
輯
要
』
一
七
五
頁

7　
『
淨
土
傳
燈
輯
要
』
一
七
五
頁

8　
『
浄
全
』
第
九
巻
七
頁
下

9　
『
浄
全
』
第
二
巻
二
頁
上

10　
『
浄
全
』
第
二
巻
一
三
三
頁
上

11　
『
浄
全
』
第
三
巻
三
〇
九
頁
上

12　
『
浄
全
』
第
十
二
巻
七
三
八
〜
七
四
一
頁

13　
『
浄
全
』
第
十
二
巻
七
三
八
〜
七
四
一
頁

14　
『
浄
全
』
第
八
巻
九
七
頁
上

15　
『
浄
全
』
第
九
巻
一
九
七
頁
上

16　
『
浄
全
』
第
九
巻
一
九
七
頁
上

17　
『
浄
全
』
第
九
巻
二
〇
〇
頁
上

18　
『
浄
全
』
第
九
巻
一
九
七
頁
上

19　
『
浄
全
』
第
九
巻
二
八
七
頁
上

20　
『
観
経
疏
伝
通
記
糅
鈔
』（『
浄
全
』
第
三
巻
一
九
五
頁
下
）

21　
『
浄
全
』
第
九
巻
二
九
〇
頁
上

22　
『
浄
全
』
第
九
巻
二
九
一
頁
上
。
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一　

基
本
資
料
、
参
考
資
料

　

年
来
江
戸
時
代
の
青
森
県
西
部（
旧
津
軽
領
）の
浄
土
宗
諸
寺
院
の

様
相
を
概
観
し
て
き
た
中
で
、
言
及
し
て
い
な
い
、
見
落
と
し
て
い

た
、
さ
ら
に
は
述
べ
き
れ
な
か
っ
た
事
項
が
若
干
あ
る
。
こ
こ
で
は

明
和
・
安
永
年
間
（
一
七
六
四
～
八
一
）
の
事
情
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

基
本
的
な
資
料
は
『（

（
（

弘
前
藩
庁
日
記
』（
以
下
、『
國
日
記
』）で
あ
り
、

本
州
最
北
の
城
下
町
で
あ
る
青
森
県
弘
前
市
の
、
江
戸
時
代
の
行
政

記
録
で
あ
る
。
宗
教
事
情
の
調
査
に
は
必
ず
し
も
好
適
で
は
な
く
、

地
元
の
記
録
『
永
禄
日
記
』『
平
山
日
記
』『
津
軽
編
覧
日
記
』『
本

藩
明
實
録
』『
御
用
格
』
を
参
考
と
し
て
い
る
。
今
般
は
、
明
和
九
年

の
遊
行
上
人
の
廻
国
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
覚
え
書
き
の
写
し
に
近

い
も
の
と
み
ら
れ
る『（

（
（

遊
行
上
人
略
縁
起
并
宝
物
来
由
記
』が
補
足
資

料
と
し
て
利
用
で
き
た
。
な
お
、
刊
本
『
増
上
寺
日
鑑
』
は
安
永
三

年
か
ら
の
記
録
で
あ
る
が
対
象
範
囲
や
地
域
が
違
い
、
要
は
資
料
の

性
格
が
異
な
り
、
残
念
な
が
ら
比
較
や
参
考
の
対
象
と
な
り
得
な
い
。

二　

他
領
と
の
交
流
機
縁
の
多
様
化
、
広
域
化

　

こ
の
時
期
は
か
つ
て
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
地
域
の
僧
に
よ

る
後
住
、
勧
化
、
説
法
と
い
っ
た
記
事
が
多
か
っ
た
。
明（

（
（

和
元
年
八

月
二
三
日
、
福
島
大
円
寺
良
縁
瑞
宝
が
貞
昌
寺
後
住
に
、
翌（

（
（

年
一
〇

月
一
日
に
は
仙
台
北
山
大
願
寺
良
演
諦
恩
を
貞
昌
寺
後
住
と
す
る
こ

と
の
合
意
（
実
際
の
入
山
は
九
年
五
月
）、
七（

（
（

年
八
月
二
六
日
に
仙

台
領
真
似
牛
往
生
寺
（
栗
駒
郡
栗
駒
町
）
の
結
縁
説
法
、
九（

（
（

年
六
月

一
二
日
に
盛
岡
正
覚
寺
嵐
菱
の
説
法
と
続
く
。
さ
ら
に
安
永
年
間
に

は
三（

（
（

年
（
一
七
七
四
）
六
月
二
五
日
に
江
戸
本
郷
昌
清
寺
隠
居
に
よ

る
説
法
が
企
図
さ
れ
、
六（

8
）年

八
月
一
三
日
に
は
磐
城
浄
西
寺
白
明
な

る
僧
が
説
法
に
訪
れ
て
い
る
。

明
和
・
安
永
年
間
の
津
軽
領
内
浄
土
宗
の
寺
院
情
勢

遠　

藤　

聡　

明
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こ
れ
ら
の
地
名
や
寺
院
名
は
、
明
和
以
前
の
『
國
日
記
』
に
は
ほ

と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
実
際
に
交
流
が
な
か
っ
た
と
ま
で
は
言
え
な

い
が
、
記
録
上
は
初
出
の
も
の
が
多
く
、
し
か
も
多
様
化
し
て
い
る
。

　

津
軽
か
ら
出
向
い
た
他
領
の
地
名
も
広
域
化
し
て
い
る
。
福
島
大

円
寺
は
相
互
乗
り
入
れ
で
あ
る
が
、
明（

（
（

和
五
年
六
月
に
貞
昌
寺
良
到

諦
岸
が
大
沢
円
通
寺
（
栃
木
県
芳
賀
郡
益
子
町
）
へ
、
安（

（1
（

永
四
年
二

月
に
白
狐
寺
看
主
蓮
證
が
江
戸
芝
増
上
寺
へ
修
学
。
こ
れ
ら
は
や
や

法
脈
が
異
な
る
た
め
、
か
つ
て
往
来
記
録
の
な
い
寺
院
で
あ
る
。

三　

良
演
諦
恩

　

明（
（1
（

和
元
年
八
月
二
三
日
、
福
島
大
円
寺
良
縁
瑞
宝
が
同
年
貞
昌
寺

住
職
を
隠
居
し
た
良
受
感
応
の
後
住
と
な
る
。
大
円
寺
は
感
応
の
先

先
代
で
あ
る
良
意
霊
賢
や
、
そ
の
弟
子
良
融
廓
天
が
接
点
で
は
あ
る

が
、
法
縁
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
瑞
宝
は
七
日
後
に
自
死
、

一（
（1
（

一
月
一
五
日
に
浄
満
寺
良
幸
弁
岌
が
後
住
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
同
人

も
翌
年
三
月
二
六
日
に
捨
身
、
歴
代
に
な
い
。
白
羽
の
矢
が
立
っ
た

の
は
良
演
諦
恩
で
あ
っ
た
。
二（

（1
（

年
七
月
一
〇
日
、

一
寺
社
奉
行
申
出
候
、
貞
昌
寺
無
住

ニ
付
後
住
之
儀
申
上
候
得

共
、
當
分
可
然
僧
柄
茂
相
見
得
不
申
様
奉
存
候
、
然
者
仙
臺

之
大
願
寺
儀
御
国
素
生

ニ
而
学
財
茂
御
座
候
上
、
年
齢
共

ニ

後
住
可
相
勤
相
應
之
僧
と
承
知
仕
候
、
貞
昌
寺
寺
庵
ゟ
内
意

申
遣
同
寺
住
職
茂
相
勤
候
存
寄
茂
御
座
候
者
住
職
可
被
仰
付

哉
、
此
旨
奉
伺
之
旨
申
出
之
、
作
兵
衛

江
達
之
、
内
意
申
出

之
通
申
付
旨
申
遣
之

内
意
と
い
う
以
上
は
、
貞
昌
寺
六
寺
庵
の
意
向
に
と
ど
ま
る
。
同（

（1
（

年

一
〇
月
一
日
、「
奥
内
村
清
岸
寺
差
遣
候
處
、
大
願
寺
寺
普
請
取
付

罷
有
候

ニ
付
貞
昌
寺
後
住
之
儀
延
引
之
旨
申
來
候
旨
申
出
之
」
と
の

意
向
が
伝
わ
る
。
要
は
や
ん
わ
り
と
辞
退
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

僧
禄
を
空
け
て
お
く
わ
け
に
も
い
か
ず
、
翌
年
に
深
浦
荘
厳
寺
の

良
到
諦
岸
が
貞
昌
寺
後
住
と
な
る
。
同
人
は
八
年
九
月
二
日
病
死
、

か
ね
て
懇
望
さ
れ
て
い
た
諦
恩
が
貞
昌
寺
住
職
と
な
っ
た
の
は
九（

（1
（

年

五
月
二
八
日
で
あ
っ
た
。
諦
岸
の
法
縁
と
み
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
機
縁
で
仙
台
領
浄
土
宗
名
越
派
僧
禄
の
大
願
寺
に
住
す
る
に
至
っ

た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

翌
安（

（1
（

永
二
年
閏
三
月
一
四
日
、
寺
庵
西
光
寺
良
法
養
順
と
と
も
に

名
越
本
山
專
稱
寺
へ
継
目
礼
に
出
か
け
、
五
月
二
七
日
に
帰
着
し
て

い
る
。『
國
日
記
』
に
は
、
こ（

（1
（

の
時
の
拝
借
金
の
返
済
法
の
交
渉
が

却
下
さ
れ
た
記
事
が
み
ら
れ
、
さ
す
が
に
仙
台
領
の
前
僧
禄
な
ら
で

は
の
事
務
対
応
で
あ
る
。
し
か
し
諦
恩
の
事
績
は
同（

（1
（

年
八
月
に
金
銭

の
交
渉
が
あ
る
他
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
入
山
直
後
の
明（

（1
（

和
九
年
九
月
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七
日
に
荘
厳
院
百
五
十
回
忌
の
導
師
を
務
め
て
い
る
程
度
で
、
安
永

四
年
四
月
一
六
日
に
病
死
し
て
い
る
。
冬
が
厳
し
い
弘
前
に
来
た
が

た
め
、
命
を
縮
め
た
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

四　

良
普
恵
順

　

先
年
、
宝
暦
年
代
の
概
観
時
に
も
立
項
し
た
僧
。
鯵
ケ
沢
法
王
寺

弟
子
と
い
う
だ
け
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
追
放
処
分
を
受
け
な

が
ら
宝
暦
年
代
に
城
下
に
出
現
し
た
良
善
恵
観
の
法
縁
で
あ
ろ
う
。

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
の
貞
昌
寺
寺
庵
西
光
寺
が
初
任
で
、『
國

日
記
』
に
み
る
限
り
師
跡
法
王
寺
に
転
住
、
明（

（2
（

和
四
年
二
月
二
八
日

に
誓
願
寺
住
職
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。
や
や
疑
問
は
あ
る
が
、

『
國
日
記
』
の
記
録
上
は
こ
の
通
り
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
禄
寺
、

在
方
本
山
末
寺
、
城
下
僧
禄
並
と
必
要
最
小
限
で
効
率
良
く
転
住
し

た
こ
と
に
な
る
。
誓
願
寺
住
職
と
し
て
の
実
績
を
み
て
い
く
。

　

誓
願
寺
の
前
住
は
寺
外
隠
居
処
分
と
さ
れ
た
良
珠
廓
円
で
あ
る
。

同
寺
の
歴
代
で
は
良
到
諦
岸
を
当
て
て
い
る
が
、
同
人
は
明（

（2
（

和
三
年

一
一
月
二
一
日
に
深
浦
荘
厳
寺
か
ら
貞
昌
寺
へ
の
仰
せ
付
け
で
あ
る
。

か
な
り
の
飛
び
越
し
人
事
で
あ
り
、
体
裁
上
諦
岸
を
置
き
、
不
祥
事

で
隠
退
し
た
廓
円
を
削
除
し
た
操
作
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

明（
（2
（

和
四
年
五
月
九
日
、
先
住
良
護
本
應
の
遺
志
を
継
ぐ
と
し
て
本

堂
建
立
の
た
め
弘
前
町
中
の
托
鉢
を
願
い
出
、
許
可
さ
れ
る
。
五（

（2
（

年

四
月
一
五
日
よ
り
、
寺
庵
龍
泉
寺
の
地
蔵
堂
が
建
立
相
成
り
、
二
七

日
の
別
時
念
仏
を
申
し
出
て
い
る
。
同（

（2
（

月
二
三
日
に
は
、
本
堂
建
立

の
た
め
境
内
の
杉
六
本
を
切
り
取
り
た
い
旨
申
し
出
る
。
去
年
も
一

三
本
切
っ
て
い
る
の
で
と
却
下
さ
れ
る
が
、
昨
年
銅
屋
町
の
大
円
寺

（
修
験
別
行
派
）
の
風
朽
杉
を
六
本
保
存
し
て
あ
る
の
で
遣
わ
す
と

い
う
、
珍
し
い
対
応
が
な
さ
れ
る
。
六（

（2
（

年
二
月
八
日
に
は
、
柱
立
て

に
と
ど
ま
り
進
展
し
な
い
の
と
、
本
山
へ
の
継
目
礼
式
に
参
り
た
い

の
で
と
し
て
金
百
両
の
拝
借
を
願
い
出
る
。
そ
れ
は
無
理
だ
が
三
〇

両
を
、
一
〇
年
で
返
済
せ
よ
と
の
裁
定
が
下
る
。
同（

（2
（

年
五
月
二
九
日
、

堂
が
ほ
ぼ
で
き
た
の
で
翌
月
か
ら
入
仏
供
養
と
四
十
八
夜
念
仏
を
と

申
し
出
、
認
可
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
片
付
い
た
九（

（2
（

月
七
日
、
三
七

両
の
再
拝
借
を
願
い
出
る
。
二
○
両
が
許
可
さ
れ
、
二
月
の
三
〇
両

と
合
わ
せ
て
一
〇
年
で
返
済
せ
よ
と
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。
以
上
は

恵
順
の
要
望
通
り
で
は
な
い
な
が
ら
も
、「
無
據
儀
」
と
し
て
よ
く

通
っ
た
方
で
、
実
行
力
が
藩
政
当
局
に
評
価
さ
れ
た
と
も
み
ら
れ
る
。

　

九（
（2
（

月
一
一
日
に
は
僧
禄
貞
昌
寺
の
添
書
と
と
も
に
岩
城
專
稱
寺
と

京
都
へ
の
出
足
を
申
し
立
て
、
一
五
日
に
は
弟
子
順
階
を
看
守
に
置

い
て
旅
立
っ
た
。
翌
年
五
月
一
五
日
に
無
事
帰
着
し
て
い
る
。
九（

（2
（

年

六
月
一
二
日
、
法
縁
の
盛
岡
正
覚
寺
嵐
菱
が
来
て
い
る
と
し
て
表
門
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修
復
の
一
助
に
結
縁
説
法
を
と
の
申
し
出
は
、
認
可
さ
れ
て
い
る
。

　

安（
（3
（

永
二
年
（
一
七
七
三
）
三
月
二
二
日
、
誓
願
寺
た
び
た
び
の
火

災
を
理
由
に
郡
中
軒
別
に
米
と
金
銭
を
集
め
て
常
念
仏
を
再
興
し
た

い
と
申
し
出
た
。
本
件
は
「
差
障
之
儀
有
之
」 

と
し
て
却
下
。
翌（

（3
（

年

五
月
に
は
境
内
の
杉
が
「
殊
之
外
薄
立
に
相
見
得
候
」
と
問
題
視
さ

れ
る
。
先（

（3
（

住
年
回
に
江
戸
本
郷
昌
清
寺
隠
居
の
説
法
を
と
願
い
出
た

件
は
六
月
に
身
上
書
を
求
め
ら
れ
、
七
月
二
日
に
「
差
障
之
儀
有
之
」

と
即
刻
退
去
を
命
じ
ら
れ
た
が
こ
の
一
連
、
恵
順
の
処
罰
は
な
い
。

　

四
年
四
月
、
さ
き
の
良
演
諦
恩
が
病
死
す
る
。
恵
順
に
残
る
は
僧

禄
貞
昌
寺
へ
の
昇
転
で
あ
る
が
、
同
人
も
当
局
も
様
子
見
の
よ
う
に

慎
重
で
あ
る
。
七（

（3
（

月
八
日
、「
当
寺
永
代
常
燈
明
寄
付
仕
候
」
と
し

て
一
〇
日
間
の
別
時
念
仏
を
申
し
出
る
。
こ
れ
は
認
可
さ
れ
、
同
月

二
八
日
、
恵
順
は
貞
昌
寺
住
職
を
仰
せ
つ
か
る
。
誓
願
寺
で
や
や
も

た
つ
い
た
観
は
あ
る
が
、
超
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
で
転
昇
を
遂
げ
た
。

　

貞
昌
寺
住
職
と
し
て
も
恵
順
は
堅
調
な
寺
門
経
営
を
続
け
た
。
最

初
は
安（

（3
（

永
四
年
一
〇
月
二
八
日
の
貞
昌
寺
の
借
金
返
済
の
申
し
出
。

次
が
翌（

（3
（

年
八
月
六
日
の
入
佛
供
養
別
時
念
仏
興
行
。
同（

（3
（

月
二
六
日
の

継
目
登
の
た
め
の
借
金
申
し
出
は
三
、
四
年
待
つ
よ
う
に
と
却
下
さ

れ
る
が
六（

（3
（

年
九
月
二
日
、
借
財
せ
ず
に
門
内
西
福
寺
を
看
主
に
指
名

し
岩
城
本
山
へ
出
か
け
て
一
一
月
一
二
日
に
無
事
帰
着
。
時
系
列
は

前
後
す
る
が
同（

（3
（

年
八
月
一
三
日
、
岩
城
浄
西
寺
白
明
な
る
僧
の
二
七

日
結
縁
説
法
を
申
し
出
、
認
可
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
人
直
接
の
事
績

と
言
い
難
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
五（

（3
（

年
一
一
月
二
六
日
、
門
内
西
光

寺
養
順
が
深
郷
田
（
北
津
軽
郡
中
泊
町
）
善
導
寺
に
転
住
、
後
住
は

弟
子
の
順
鏡
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
も
ぬ
か
り
な
い
。

　

こ
の
時
期
の
『
國
日
記
』
か
ら
知
ら
れ
た
宗
教
事
情
は
、
恵
順
の

申
し
立
て
が
て
い
ね
い
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
も
多
い
。
し
か

し
順
風
満
帆
に
み
え
る
同
人
に
も
、
獅
子
身
中
の
虫
が
居
た
。
誓
願

寺
の
寺
庵
龍
泉
寺
に
、
恩
情
で
抱
え
た
良
潤
聞
岌
で
あ
る
。
天
明
年

間
、
ま
さ
に
飼
い
犬
に
手
を
噛
ま
れ
る
は
め
に
な
る
。

五　

遊
行
上
人
の
廻
国

　

遊
行
上
人
と
は
、
時
宗
総
本
山
遊
行
寺
（
清
浄
光
寺
、
神
奈
川
県

藤
沢
市
）
の
住
職
で
あ
る
。
念
の
た
め
浄
土
宗
と
の
法
縁
を
略
説
す

る
と
、
宗
祖
法
然
の
弟
子
の
な
か
に
や
や
異
端
の
義
を
唱
え
た
者
が

居
て
、
そ
の
一
つ
が
証
空
の
西
山
義
で
あ
る
。
孫
弟
子
の
一
遍
智
真

が
躍
り
念
仏
を
広
め
、
そ
の
法
流
が
時
宗
と
称
さ
れ
た
。

　

つ
ま
り
遊
行
上
人
の
廻
国
と
は
、
浄
土
宗
の
行
事
で
は
な
い
。
し

か
し
廻
国
先
に
は
時
宗
寺
院
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
そ
の
場
合
、
会

所
や
宿
坊
は
浄
土
宗
や
真
宗
の
寺
院
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
今
回
の
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廻
国
に
つ
い
て
、『
國
日
記
』
の
記
述
は
い
た
っ
て
簡
略
で
あ
る
。

明
和
九
年
三
月
六
日
に
「
遊
行
上
人
昨
昼
九
半
時
頃
浪
岡
止
宿
ゟ
貞

昌
寺

江
廻
着
」
と
あ
り
、
青
森
で
結
縁
賦
算
を
し
て
い
た
と
察
せ
ら

れ
る
が
、
そ
の
事
実
が
知
ら
れ
る
の
は
翌
月
の
正
覚
寺
か
ら
の
作
事

願
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
の
三
月
六
日
の
文
に
続
い
て
「
委
細
別

帳
ニ

有
之
」
と
あ
り
、
こ
の
件
の
詳
細
を
記
さ
な
い
意
図
が
明
ら
か

で
、
実
際
最
低
限
の
記
事
し
か
み
ら
れ
な
い
。

　

そ
の
別
帳
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
準
ず
る
、
も
し
く
は

内
容
を
伝
え
て
い
る
資
料
が
『
遊
行
上
人
略
縁
起
并
宝
物
来
由
記
』

で
あ
る
。
聞
き
書
き
の
よ
う
で
あ
る
が
、
内
容
は
充
実
し
て
い
る
。

関
係
記
事
と
し
て
は
、

明
和
九

壬
辰
年
二
月
二
十
五
日
遊
行
上
人
南
部
ゟ
青
森

江
回
着
、

上
下
五
十
九
人
内
衆
僧
四
十
四
人

家
来
十
五
人

、
宿
坊
正
覚
寺
下
宿
坊
願
昌
寺
蓮

心
寺
、
三
月
四
日
ゟ
青
森
出
駕
浪
岡
村

ニ
一
宿
、
同
五
日
弘
前

江

到
着
宿
坊
貞
昌
寺
下
宿
坊
貞
昌
寺
寺
庵
六

ケ
寺
共

ニ
、
同
十
六
日

碇
ケ

関
江

出
駕
止
宿
弘
前
逗
留
十
一
日
。
延
享
元
子

ノ
年
ゟ
明
和

九
辰
年
迄
廿
九
年
め

ニ
而
回
着
、
遊
行
五
十
三
世
尊
如
上
人
と
云

年
齢
六
十
三
歳
之
由
、
此
節
右
懸
り
し
諸
役
人

江
遊
行
ゟ
名
号

并
矢
除
之
守
を
送

ル
、
又
詠
寄
を
添
て
送

ル
も
有
て
詠
寄
者
懸
物

ニ
成
様

ニ
書
送

ル
も
有
、
又
多
く

ハ
短
冊

ヲ
送
ら
連

ル

以
上

こ
の
日
程
は
『
國
日
記
』
の
記
述
と
も
合
致
し
、
信
頼
に
足
る
。

　

同
資
料
は
他
に
も
種
々
の
事
情
を
伝
え
て
い
る
。
行
列
人
足
と
あ

る
が
、
遊
行
上
人
の
領
内
で
の
荷
送
り
の
要
員
も
含
む
で
あ
ろ
う
。

　
　

人
足
〆
二
百
拾
八
人
、
手
添
〆
百
弐
拾
七
人
、

　
　

馬
寄
人
馬
人
足
四
百
人
、
馬
弐
百
疋
、

合
計
七
三
五
人
と
な
る
。
城
下
の
人
口
が
約
三
万
人
の
時
代
、
相
当

な
負
担
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
遊
行
上
人
は
幕
府
か
ら
人
馬
五
〇
疋

の
徴
発
権
を
与
え
ら
れ
た
が
、
合
計
五
〇
の
意
図
を
遊
行
側
は
人
五

〇
馬
五
〇
と
解
し
、
廻
国
先
を
圧
迫
し
た
。
応
対
に
つ
い
て
は
、

御
料
理
回
着
之
日
逗
留
之
中
一
度
都
合
三
度
ハ
上
人
ハ
弐
汁
五

菜
次
ハ
弐
汁
三
菜
、
平
生
ハ
上
人
モ
次
共
ニ
一
汁
三
菜

ナ
リ

、

弘
前
着
翌
日
之
御
使
者
、
寄
合
帰

リ
し
前
日
、
被
下
物
之
節
ハ

御
徒
頭
御
使
者

ナ
リ

、
逗
留
之
内
初

ニ
御
用
人
壱
人
後
日

ニ
御
家

老
壱
人
、
只
壱
度
つ
ゝ
見
舞
在
之
、

食
事
の
提
供
も
質
素
に
な
り
、
藩
政
当
局
か
ら
の
挨
拶
等
も
簡
略
化

さ
れ
た
。
享
保
以
前
か
ら
と
み
ら
れ
る
財
政
の
悪
化
、
つ
ま
り
不
況

不
景
気
が
進
行
し
て
い
た
こ
の
時
期
、
よ
そ
者
に
は
金
を
か
け
ら
れ

な
い
と
の
意
識
。
ま
た
、
前
回
の
延
享
元
年
の
廻
國
に
際
し
、「
近

年
遊
行
上
人
御
朱
印

ニ
而
廻
國

ニ
者
無
之
候
様
」
と
そ
の
性
格
を
疑

問
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
の
、
応
対
の
変
容
が
窺
わ
れ
る
。
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『
遊
行
上
人
略
縁
起
并
宝
物
来
由
記
』
の
冒
頭
付
近
に
、「
宗
祖
一

遍
上
人
信
州
修
行
之
時
」「
遊
行
十
四
代
大
空
上
人
賀
州
修
行
之
砌
」

と
の
記
述
が
あ
る
。
遠
隔
地
布
教
は
法
主
の
修
行
と
の
考
え
方
は
、

早
く
か
ら
か
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
意
識
や
理
念
が
伝
わ
っ
て
い

な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
後
代
の
遊
行
上
人
に
は
お
気
の
毒
で
あ
る
。

　

こ
の
時
会
所
宿
坊
の
貞
昌
寺
は
、
前
年
九
月
に
諦
岸
が
死
亡
し
た

ま
ま
無
住
で
、
直
後
の
五
月
に
諦
恩
が
入
山
す
る
。
や
む
を
え
な
い

事
情
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
お
粗
末
な
受
け
入
れ
体
制
で
は
あ
る
。

六　

杉
の
伐
採

　

寺
院
境
内
地
の
立
ち
木
を
ど
う
処
分
し
て
も
当
該
寺
院
の
都
合
と

思
わ
れ
る
が
、
藩
政
期
に
は
そ
れ
は
当
局
の
も
の
で
申
請
と
立
合
を

要
し
、
勝
手
な
伐
採
、
ま
し
て
や
利
用
は
で
き
な
か
っ
た
。
本
件
は

宗
教
事
情
で
は
な
い
が
、
寺
院
を
め
ぐ
る
社
会
的
問
題
と
い
え
る
。

明（
（4
（

和
六
年
六
月
七
日
の
新
寺
町
浄
土
宗
貞
昌
寺
門
内
両
寺
院
の
事
例

は
、
こ
の
時
期
と
し
て
は
優
秀
と
い
え
る
。

　
　

一
西
福
寺
天
徳
寺
申
立
候

　
　
　

境
内
杉　
　
　
　
　

五
本

右
者
西
福
寺
境
内
之
杉
、
寺
修
復
に
付
伐
取
被
仰
付
度
奉

願
候
、
右
跡
小
杉
植
付
差
置
可
申
候

　
　
　

一
境
内
杉　
　
　
　

五
本

　
　
　
　

外
ニ

と
ゝ
路
帰　

 

壱
本

右
者
天
徳
寺
境
内

ニ
御
座
候
、
寺
為
修
復
伐
取
被
下
置
度

奉
願
候
、
右
跡

江
小
杉
植
付
差
置
可
申
候

右
之
通
伐
取
願
申
出
之
、
詮
議
之
上
主
水

江
達
之
、
西
福
寺

申
立
五
本
之
内
足
軽
目
付
見
分
之
上
、
差
障
無
之
場
所
よ
里

三
本
伐
取
御
極
印
打
入
被
下
置
候
、
天
徳
寺
申
立
六
本
之
内

足
軽
目
付
見
分
之
上
、
差
障
無
之
場
所
よ
里
四
本
伐
取
申
付

御
極
印
打
入
被
下
置
候
間
、
跡
小
杉
植
付
差
置
候
之
様
申
付

旨
申
遣
之
、
大
目
付

江
茂
申
遣
之

　

こ
の
時
期
に
は
他
の
宗
派
か
ら
も
寺
修
復
の
た
め
と
し
て
境
内
の

杉
伐
採
願
が
時
に
み
ら
れ
た
が
、
修
復
自
体
が
却
下
に
近
い
裁
定
を

受
け
た
例
が
多
い
。

　

本
事
例
だ
け
で
は
な
く
前
述
の
通
り
、
誓
願
寺
が
他
宗
寺
院
の
杉

の
融
通
を
受
け
て
い
る
。
い
く
ぶ
ん
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

七　

お
わ
り
に

　

明
和
三
年
一
月
二
八
日
、
北
津
軽
郡
板
柳
町
付
近
を
震
央
と
す
る

未
曾
有
の
大
地
震
が
発
生
、
今
で
言
う
復
興
に
手
間
取
っ
た
。
し
か

も
天
候
不
順
や
他
の
自
然
災
害
が
続
き
、
米
の
作
柄
が
あ
ま
り
良
く
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な
か
っ
た
。
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
勘
定
奉
行
に
登
用
さ
れ
、

五
年
で
蟄
居
と
な
っ
た
乳
井
貢
が
安
永
七
年
、
再
び
起
用
さ
れ
る
。

今
度
は
二
年
と
も
た
ず
に
退
役
、
藩
財
政
の
疲
弊
が
窺
わ
れ
る
。

　

他
領
と
の
交
流
の
拡
大
、
多
様
化
は
他
の
宗
派
も
同
様
で
、
特
に

真
言
宗
と
日
蓮
宗
が
領
外
の
未
見
の
地
域
に
弟
子
を
修
学
さ
せ
て
い

る
。
曹
洞
宗
は
安
永
期
に
長
勝
寺
が
弟
子
三
人
を
本
寺
の
能
登
宗
徳

寺
に
派
遣
、
さ
ら
に
京
都
に
向
か
わ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
神
官
や

医
者
が
子
弟
を
他
領
へ
修
学
に
差
し
向
け
た
例
も
あ
る
。

　

こ
の
時
期
に
は
薦
僧
、
諸
勧
進
、
六
十
六
部
な
ど
が
諸
国
を
め

ぐ
っ
て
い
る
。
津
軽
で
は
こ
れ
ら
の
入
国
を
禁
ず
る
措
置
を
講
じ
た

が
、
先
の
例
と
も
ど
も
世
の
中
が
い
く
ぶ
ん
広
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

交
流
地
域
の
広
域
化
に
は
利
点
だ
け
で
な
く
、
問
題
も
伴
っ
た
。

曹
洞
宗
革
秀
寺
弟
子
が
江
戸
駒
込
吉
祥
寺
と
論
争
と
な
っ
て
、
国
元

へ
送
り
返
し
と
な
っ
た
事
例
が
あ
る
。
言
葉
が
う
ま
く
通
じ
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
身
に
つ
い
た
感
覚
が
通
用
し
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
薦
僧
等
入
国
禁
止
の
措
置
は
ス
パ
イ
行
為
的
疑

念
が
あ
り
、
忌
避
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
純
粋
に
法
用
で
来

訪
し
た
他
領
の
僧
で
も
、
領
国
に
帰
っ
て
弘
前
城
の
外
濠
の
様
子
で

も
語
れ
ば
、
厳
密
に
は
ス
パ
イ
行
為
に
該
当
す
る
。
領
外
に
出
る
側

も
事
情
は
同
様
で
、
藩
政
当
局
は
頭
が
痛
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
に
良
普
恵
順
が
申
し
出
た
結
縁
説
法
二
件
は
、
明
和
の
嵐
菱
は

許
可
、
安
永
の
本
郷
昌
清
寺
隠
居
は
不
認
可
と
な
っ
た
。
原
因
は
わ

か
ら
な
い
が
、
わ
ず
か
数
年
で
統
制
が
強
め
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
も

で
き
る
。
こ
の
政
治
的
な
側
面
は
別
と
し
て
、
他
領
の
僧
に
説
教
を

と
の
考
え
は
当
時
と
し
て
は
卓
見
で
、
後
年
に
も
実
施
し
て
い
る
。

　

恵
順
は
従
来
、
天
明
年
間
に
悶
着
を
起
こ
し
た
聞
岌
の
敵
役
と
し

て
し
か
扱
わ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
以
前
の
実
績
に
評
価
さ
れ
る
べ

き
も
の
が
あ
り
、
重
要
な
人
材
で
あ
る
。
先
走
り
と
な
る
が
、
天
明

の
一
件
と
て
聞
岌
ら
に
訴
え
ら
れ
た
恵
順
側
が
勝
訴
し
て
い
る
。

　

明
和
・
安
永
年
間
の
『
國
日
記
』
を
再
検
討
し
、
津
軽
領
内
浄
土

宗
の
寺
院
情
勢
を
概
観
し
た
。
こ
の
時
期
は
藩
財
政
の
困
窮
が
い
ち

だ
ん
と
進
み
、
乳
井
貢
の
勘
定
奉
行
再
登
用
も
効
果
が
な
か
っ
た
。

こ
の
世
情
で
は
沈
滞
傾
向
も
致
し
方
な
い
が
、
明
る
い
話
題
も
あ
る
。

明（
（4
（

和
九
年
九
月
二
九
日
、

白
道
院
申
立
候
、
此
度
檀
家
之
助
力

ヲ
以
建
立
仕
度
志
願

ニ
御

座
候
処
、
是
迄
之
寺
場
所
一
宗
並
合
見
入
茂
不
宜
候

ニ
付
、
門

前
屋
敷
遍
照
寺
観
音
堂
並
合

ニ
相
立
申
度
、
寺
地
繰
替
之
儀
願

申
出
之
、
四
奉
行
并
屋
敷
奉
行

江
沙
汰
申
付
候
処　
（
下
略
）

と
い
う
申
し
出
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。

　

続
く
天
明
年
間
に
は
、
恵
順
に
対
し
悪
意
に
近
い
も
の
を
抱
い
た



─ 121 ─

勢
力
が
台
頭
す
る
。
嵐
の
前
の
静
け
さ
の
よ
う
な
時
期
で
あ
っ
た
。

　
1　

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
。

2　

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
。
明
和
九
年
三
月
木
立
守
貞
誌
之
訖
と
あ
る
。

こ
れ
を
信
用
す
れ
ば
、
記
述
の
信
頼
度
は
高
い
。

3　
『
國
日
記
』
明
和
元
年
八
月
二
十
三
日
条
。

4　
『
國
日
記
』
明
和
二
年
十
月
一
日
条
。

5　
『
國
日
記
』
明
和
七
年
八
月
二
十
六
日
条
。

6　
『
國
日
記
』
明
和
九
年
六
月
十
二
日
条
。

7　
『
國
日
記
』
安
永
三
年
六
月
二
十
五
日
条
。

8　
『
國
日
記
』
安
永
六
年
八
月
十
三
日
条
。
浄
西
寺
は
存
在
が
確
認
で
き
な

い
。
浄
国
寺
の
『
國
日
記
』
清
書
時
の
誤
記
で
あ
ろ
う
か
。

9　
『
國
日
記
』
明
和
五
年
六
月
十
七
日
条
。

10　
『
國
日
記
』
安
永
四
年
二
月
二
十
一
日
条
。

11　
『
國
日
記
』
明
和
元
年
八
月
二
十
三
日
条
。

12　
『
國
日
記
』
明
和
元
年
十
一
月
十
五
日
条
。

13　
『
國
日
記
』
明
和
二
年
七
月
十
日
条
。

14　
『
國
日
記
』
明
和
二
年
十
月
一
日
条
。

15　
『
國
日
記
』
明
和
九
年
五
月
二
十
八
日
条
。

16　
『
國
日
記
』
安
永
二
年
閏
三
月
十
四
日
条
。

17　
『
國
日
記
』
安
永
二
年
二
月
十
五
日
条
。

18　
『
國
日
記
』
安
永
二
年
八
月
二
十
八
日
条
。

19　
『
國
日
記
』
明
和
九
年
九
月
七
日
条
。

20　
『
國
日
記
』
明
和
四
年
二
月
二
十
八
日
条
。

21　
『
國
日
記
』
明
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日
条
。

22　
『
國
日
記
』
明
和
四
年
五
月
九
日
条
。

23　
『
國
日
記
』
明
和
五
年
四
月
十
五
日
条
。

24　
『
國
日
記
』
明
和
五
年
四
月
二
十
三
日
条
。

25　
『
國
日
記
』
明
和
六
年
二
月
八
日
条
。

26　
『
國
日
記
』
明
和
六
年
五
月
二
十
九
日
条
。

27　
『
國
日
記
』
明
和
六
年
九
月
七
日
条
。

28　
『
國
日
記
』
明
和
六
年
九
月
十
一
日
条
。

29　
『
國
日
記
』
明
和
九
年
六
月
十
二
日
条
。

30　
『
國
日
記
』
安
永
二
年
三
月
二
十
二
日
条
。

31　
『
國
日
記
』
安
永
三
年
五
月
十
一
日
条
。

32　
『
國
日
記
』
安
永
三
年
六
月
二
十
五
日
条
。

33　
『
國
日
記
』
安
永
四
年
七
月
八
日
条
。

34　
『
國
日
記
』
安
永
四
年
十
月
二
十
八
日
条
。

35　
『
國
日
記
』
安
永
五
年
八
月
六
日
条
。

36　
『
國
日
記
』
安
永
五
年
八
月
二
十
六
日
条
。

37　
『
國
日
記
』
安
永
六
年
九
月
二
日
条
。

38　
『
國
日
記
』
安
永
六
年
八
月
十
三
日
条
。

39　
『
國
日
記
』
安
永
五
年
十
一
月
二
十
六
日
条
。

40　
『
國
日
記
』
明
和
六
年
六
月
七
日
条
。

41　
『
國
日
記
』
明
和
九
年
九
月
二
十
九
日
条
。
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『
敦
煌
秘
笈
』
所
収
の
『
淨
土
五
會
念
佛
誦
經
觀
行
儀
巻
下
』
に
つ
い
て大　

屋　

正　

順

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
杏
雨
書
屋
所
蔵
の
敦
煌
文
献
『
淨
土
五
會
念
佛
誦
經

觀
行
儀
巻
下
』
二
本
（『
敦
煌
秘
笈
』
所
収
、
羽
六
三
四
・
羽
七
〇

四
Ｖ
）
に
つ
い
て
報
告
す
る（

（
（

。
な
お
、
翻
刻
と
対
校
の
作
業
結
果
に

つ
い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
上
別
稿
に
掲
載
す
る（

（
（

。

一　

羽
六
三
四
に
つ
い
て

　

図
版
は
、『
敦
煌
秘
笈
』
影
印
冊
八
、
三
四
八
～
三
五
〇
頁
（
公

益
財
団
法
人
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
編
、
二
〇
一
二
）。
こ

れ
に
は
、
五
字
一
句
の
浄
土
法
身
讃
・
浄
土
五
字
讃
・
厭
苦
帰
浄
土

讃
が
一
行
に
三
句
ず
つ
書
か
れ
、
末
尾
に
後
跋
が
付
さ
れ
て
い
る
。

書
体
は
楷
書
で
、
謹
厳
さ
や
字
形
の
整
斉
感
に
欠
け
る
が
、
点
画
は

明
瞭
で
一
字
一
句
時
間
を
か
け
て
書
か
れ
て
お
り
、
句
間
の
余
白
に

統
一
感
を
も
た
せ
る
配
慮
も
あ
る
。

二　

Ｐ
二
九
六
三
（
大
正
蔵
八
五
巻
、
№
二
八
二
七
の

甲
本（

（
（

）
と
羽
六
三
四
と
の
対
校

　
「
浄
土
法
身
讃
」
は
、
羽
六
三
四
に
は
五
六
句
目
の
「
念
佛
即
无

生
」
ま
で
書
か
れ
て
お
り
、
Ｐ
二
九
六
三
と
文
字
の
異
同
は
多
い
も

の
の
内
容
に
大
差
は
な
い（

（
（

。

　
「
浄
土
五
字
讃
」
は
、
羽
六
三
四
に
意
図
的
な
脱
落
と
考
え
ら
れ

る
句
が
一
つ
あ
る
。L027

（
本
文
中
の
「L

算
用
数
字
」
は
、
原

件
の
行
数
を
示
す
。）
の
「
妙
閣
紫
黄
金
」
で
あ
り
、
特
に
修
正
し

た
痕
跡
は
な
く
そ
の
意
図
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
羽
六
三
四
に
は
、

Ｐ
二
九
六
三
に
見
ら
れ
な
い
偈
が
四
つ
あ
っ
た
。

・L023~024 

極
楽
西
方
現 

功
多
上
寶
臺 

為
縁
修
勝
業 

極
目
望

清
林
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は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、『
敦
煌
秘
笈
』
で
題
名
に
礼
懺
文
（
（
（

と
表
記
が
あ
る
も

の
、
内
容
が
礼
懺
文
と
重
な
る
も
の
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
特
徴
を
報

告（
（
（

す
る（

（
（

。

一　

羽
三
九

　

杏
雨
書
屋
編
『
敦
煌
秘
笈
』
影
片
冊
一
（
二
〇
〇
九
、
公
益
財
団

法
人
武
田
科
学
振
興
財
団
）
二
五
八
～
二
六
八
頁

一
―
一　

羽
三
九
Ｒ　

七
階
佛
名
經

（
（
（ 　

 

　

首
題
・
尾
題
共
に
欠
だ
か
ら
、
こ
の
題
名
は
編
集
段
階
で
つ
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。〈
宮
井
〉
を
参
考
に
す
れ
ば
、
題
名
が
安
定
し

な
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
た
め
、「
七
階
仏
名
」・「
七
階
礼
懺
」・「
七

・L037~038 

裏
有
紫
金
臺 

臺
中
有
菩
薩 

惣
是
往
生
来 

寶
刹
遊

真
性

・L048~049 

我
今
生
彼
國 

自
在
十
方
遊 

簫
管
尋
常
動 

法
鼓
自

然
鳴

・L058~059 
去
魔
須
覓
真 

弘
揚
浄
土
教 

即
是
往
生
人 

欲
得
求

三
昧

　

そ
の
他
、
文
字
の
異
同
は
数
ヶ
所
あ
る
も
の
の
内
容
に
大
差
は
な

い
。

　
「
厭
苦
帰
浄
土
讃
」
は
、
字
句
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

　

羽
六
三
四
に
は
後
跋
が
あ
り
、
Ｐ
二
九
六
三
と
異
な
っ
て
い
る（

（
（

。

守
屋
本
（
（
（

に
も
跋
文
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
羽
六
三
四
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

羽
六
三
四L095

に
「
誦
向
」
と
あ
る
が
、
守
屋
本
で
は
「
誦
廻

向
」
と
あ
る
。「
廻
向
」
の
語
は
、
Ｐ
二
九
六
三
と
守
屋
本
が
一
致

す
る
。
羽
六
三
四L097

の
欠
け
て
い
る
二
文
字
は
、
守
屋
本
で
は

「
欲
利
」
で
あ
り
、
羽
六
三
四
で
も
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
奥
題
の
「
五
會
」
も
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
で
跋
文
は
三
本

に
存
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
紀
年
を
も
つ
も
の
は
依
然
と
し
て

Ｐ
二
九
六
三
の
み
で
あ
る
。
そ
の
識
語
に
つ
い
て
だ
が
、
大
正
蔵
の

「
日
」
は
「
月
」、「
莫
」
は
「
蓂
」、「
願
」
は
「
彫
」、「
宮
」
は
「
宕
」

に
訂
正
し
て
よ
い
だ
ろ
う（

（
（

。

三　

羽
七
〇
四
Ｖ
に
つ
い
て

　

図
版
は
、『
敦
煌
秘
笈
』
影
印
冊
九
、
一
一
三
頁
（
公
益
財
団
法

人
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
編
、
二
〇
一
三
）。
羽
七
〇
四
Ｒ

と
羽
七
〇
四
Ｖ
は
別
紙
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
羽
七
〇
四
Ｒ
の
裏
に

羽
七
〇
四
Ｖ
を
貼
り
付
け
て
い
る
。L001

～L052

が
続
け
て
書
か

れ
た
も
の
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
す
る
【
Ａ
】
と
、【
Ａ
】
のL001

～

L005

を
切
り
取
り
、
さ
ら
にL001

～L002

【
Ｂ
】
とL003

～

L005

【
Ｃ
】
の
二
枚
に
分
け
る
。
そ
し
て
、
羽
七
〇
四
Ｒ
を
裏
返

し
てL006

～L042

の
書
か
れ
た
紙
【
Ｄ
】
を
上
辺
に
合
わ
せ
て

貼
り
、
下
の
余
っ
た
部
分
に
【
Ｂ
】
と
【
Ｃ
】
を
横
に
し
て
貼
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
羽
七
〇
四
Ｖ
のL022

～L023

に
か
け
て
、
貼
付

し
た
際
に
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
皺
を
確
認
で
き
る
た
め
、
Ｒ
の
後

ろ
に
Ｖ
を
貼
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、L034

～L038

各
行
の
最
終

文
字
で
、
貼
ら
れ
た
紙
で
隠
れ
て
い
る
も
の
を
確
認
で
き
る
た
め
、

【
Ｄ
】
を
先
に
貼
っ
て
か
ら
【
Ｂ
】【
Ｃ
】
を
貼
付
し
た
こ
と
が
分
か

る
。

　
「
依
阿
弥
陀
経
讃
」
は
全
文
、
そ
の
前
の
「
依
無
量
寿
観
経
讃
」

は
後
部
、
そ
の
後
の
「
歎
散
花
供
養
讃
」
は
前
部
の
み
確
認
で
き
る
。

Ｒ
の
後
ろ
に
Ｖ
を
貼
っ
た
の
な
ら
ば
、
Ｒ
を
補
強
す
る
た
め
に
Ｖ
を
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貼
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
意
図
は
不
明
だ
が
Ｒ
を
重
視
し
て
い
た
こ
と

は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
Ｖ
も
適
当
に
で
は
な
く
、
偈
が
確
認

で
き
る
よ
う
に
行
に
合
わ
せ
て
切
り
取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
ち

ら
も
尊
重
は
し
て
い
る
と
考
え
る
。「
依
阿
弥
陀
経
讃
」
が
全
文
確

認
で
き
る
こ
と
に
意
味
を
見
出
す
の
な
ら
ば
、
こ
の
讃
を
残
そ
う
と

す
る
意
図
が
は
た
ら
い
て
い
た
と
も
い
え
る
。

　

Ｒ
を
確
認
す
る
と
、
題
名
は
「
絶
粒
法
」
と
な
っ
て
お
り
、『
敦

煌
秘
笈
』
の
記
事
に
は
『
開
元
天
寶
遺
事
』
と
あ
る（

（
（

。
こ
れ
は
、
盛

唐
の
栄
華
を
物
語
る
遺
聞
を
集
め
た
書
で
、
王
仁
裕
（
八
八
〇
―
九

五
六
）
が
荘
宗
の
と
き
秦
州
節
度
判
官
と
な
り
、
長
安
に
至
っ
て
民

間
に
伝
わ
る
話
を
一
五
九
話
捜
集
し
た
も
の
で（

（
（

、
そ
の
中
の
「
喚

鐡
」
と
い
う
題
の
話
に
「
太
白
山
、
有
隠
士
郭
休
、
字
退
夫
、
有
運

気
絶
粒
之
術
・
・
・
」
と
あ
り
、「
絶
粒
之
術
」
と
は
一
種
の
気
功

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（
（1
（

。

　

羽
七
〇
四
Ｒ
に
は
、
こ
の
話
の
文
章
が
そ
の
ま
ま
出
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、「
絶
粒
法
雄
黄
一
分
砂
二
分
朱
紅
□
金
五
箔
銀
五

箔
・
・
・
」
と
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
の
文
字
か
ら
題
名
を
つ

け
て
い
る
。『
敦
煌
秘
笈
』
の
記
事
は
こ
の
「
絶
粒
」
に
つ
い
て
の

手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
た
の
だ
が
、
書
か
れ
て
い
る
文
章
そ
の
も

の
の
典
拠
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
時
代
は
下
る
が
蘇
軾
（
一
〇
三
七
―
一
一
〇
一
）
に
も

「
呉
子
野
絶
粒
不
睡
、
過
作
詩
戯
之
、
芝
上
人
・
陸
道
士
皆
和
、
予

亦
次
其
韻
（
（1
（

」
と
い
う
題
の
七
言
律
詩
が
あ
り
、
呉
子
野
が
「
粒
を
断

っ
て
眠
ら
な
い
」
状
態
で
あ
っ
た
様
子
を
見
て
、
過
（
呉
子
野
の

子
）
が
詩
を
作
っ
て
芝
上
人
（
曇
秀
）
と
陸
道
士
（
惟
忠
）
が
こ
れ

に
和
し
た
と
い
う
詩
で
、「
絶
粒
」
は
不
食
不
眠
状
態
を
指
す
こ
と

が
分
か
る
。
そ
の
「
絶
粒
」
状
態
が
、「
聊
か
不
死
の
五
通
仙
と
な

り
」（
律
詩
一
句
目
）
と
、
神
仙
思
想
の
一
つ
の
理
想
的
な
境
地
と

さ
れ
た
と
い
え
る
。
羽
七
〇
四
Ｒ
の
内
容
が
神
仙
思
想
と
ど
の
よ
う

に
関
わ
る
か
を
示
し
得
な
い
が
、
絶
粒
状
態
を
保
つ
た
め
の
、
あ
る

い
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
事
柄
に
関
す
る
具
体
的
な
記

述
が
多
い
と
思
わ
れ
る（
（1
（

。

　

Ｒ
と
Ｖ
の
関
係
性
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
讃
文
が
神
仙
思
想
に
理

解
を
持
つ
人
物
に
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
い

え
る
し
、
少
な
く
と
も
両
者
が
近
い
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
た
と
い

う
事
実
は
浮
か
び
上
が
る
。

　

次
に
、
書
き
ぶ
り
を
確
認
す
る
と
、
Ｒ
よ
り
も
Ｖ
の
方
が
謹
厳
さ

を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
Ｒ
に
界
罫
は
な
く
一
行
の
文
字
数
、

文
字
の
大
小
等
安
定
し
な
い
も
の
の
、
草
卒
な
印
象
は
な
く
、
右
払

い
や
ト
メ
・
ハ
ネ
な
ど
十
分
に
時
間
を
か
け
て
書
い
て
い
る
文
字
も
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あ
る
。
書
体
は
基
本
的
に
楷
書
だ
が
行
意
を
帯
び
て
い
る
も
の
も
多

く
見
ら
れ
る
。
一
方
、
Ｖ
は
切
り
取
ら
れ
て
貼
り
付
け
に
使
わ
れ
て

い
る
も
の
の
、
界
罫
も
引
か
れ
て
い
る
し
、
慎
重
な
書
き
ぶ
り
か
ら

保
存
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
た
と
も
い
え
る
。
一
見
し
て
、L015

「
去
」・L016

「
生
」・L021

「
中
」
の
縦
画
の
充
実
感
が
際
立
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
七
字
二
句
を
一
行
に
規
則
的
に
書
い
て
い
る
も
の

の
、
二
句
の
間
が
空
き
す
ぎ
て
い
て
行
の
下
に
く
る
句
が
基
本
的
に

詰
ま
っ
て
い
る
し
、
句
ご
と
の
上
下
が
揃
っ
て
こ
な
い
。
ま
た
、
字

形
が
安
定
せ
ず
伸
び
や
か
さ
に
欠
け
る
文
字
も
多
く
あ
る
た
め
、
完

成
度
が
高
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
法
照
関
係
典
籍
の
写

本
で
は
め
ず
ら
し
く
謹
厳
さ
を
保
っ
て
い
る
一
本
と
い
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か（
（1
（

。

四　

Ｐ
二
二
五
〇
（
大
正
蔵
八
五
巻
、
№
二
八
二
七
の

原
本（

（1
（

）
と
羽
七
〇
四
Ｖ
の
対
校

　

羽
七
〇
四
Ｖ
に
は
、「
依
阿
弥
陀
経
讃
」
冒
頭
（L012

～L014
）

の
句
の
あ
と
に
「
阿
弥
陀
仏
」「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
そ
の
他
、
文
字
の
異
同
は
数
ヶ
所
あ
る
も
の
の
内
容
に
大
差
は

な
い
。

小
結

　

羽
六
三
四
に
は
、
Ｐ
二
九
六
三
に
は
見
ら
れ
な
い
四
偈
が
存
在
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
守
屋
本
と
ほ
ぼ
同
様
の
跋
文
を
も
つ

こ
と
を
確
認
し
た
。

　

羽
七
〇
四
Ｖ
は
、
法
照
関
係
典
籍
の
写
本
で
は
め
ず
ら
し
く
謹
厳

さ
を
保
っ
た
楷
書
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
Ｒ

は
「
絶
粒
法
」
と
い
う
神
仙
思
想
に
関
わ
る
文
章
で
あ
り
、
Ｒ
と
Ｖ

の
関
係
性
と
し
て
は
、
Ｒ
が
重
視
さ
れ
何
ら
か
の
意
図
を
も
っ
て
そ

の
裏
に
Ｖ
が
貼
り
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

前
者
は
、『
淨
土
五
會
念
佛
誦
經
觀
行
儀
巻
下
』
で
識
語
を
持
つ

三
本
目
の
写
本
と
し
て
、
後
者
は
、
神
仙
思
想
に
近
い
と
こ
ろ
で
の

讃
文
の
使
用
実
態
を
示
す
写
本
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
価
値
を
有
す
る
。

1　

法
照
撰
『
淨
土
五
會
念
佛
誦
經
觀
行
儀
』（
広
本
）
に
関
し
て
は
、
塚
本

善
隆
『
唐
中
期
の
浄
土
教
―
特
に
法
照
禅
師
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
一
九
七

五
／
『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
四
巻
・
中
国
浄
土
教
史
研
究
、
大
蔵
出
版
社
、

一
九
七
六
）・
齊
藤
隆
信
『
中
国
浄
土
教
儀
礼
の
研
究
―
善
導
と
法
照
の
讃

偈
の
律
動
を
中
心
と
し
て
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
）
に
お
い
て
詳
細
な
研

究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
諸
本
の
整
理
に
つ
い
て
は
、［
齊
藤 

二
〇
一
五
］
一

〇
五
頁
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
廣
川
堯
敏
と
張
先
堂
の
整
理
で
概
ね

完
了
し
て
い
る
。
両
氏
の
功
績
は
、
廣
川
堯
敏
「
敦
煌
出
土
法
照
関
係
資
料
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に
つ
い
て
」（
石
田
充
之
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
『
浄
土
教
の
研
究
』
永
田

文
昌
堂
、
一
九
八
二
）、
張
先
堂
「
晩
唐
至
宋
初
浄
土
五
会
念
佛
法
門
在
敦

煌
的
流
伝
」（『
敦
煌
研
究
』、
一
九
九
八
第
一
期
）。
ま
た
、
本
稿
で
取
り
上

げ
る
二
本
に
つ
い
て
も
、［
齊
藤 

二
〇
一
五
］
三
六
〇
頁
で
す
で
に
言
及
さ

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
『
敦
煌
秘
笈
』
所
収
の
羽
一
五
五
・
羽
四
一
二
に
つ
い

て
も
、「
そ
れ
ぞ
れ
『
広
本
』
と
同
じ
讃
偈
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、『
広

本
』
と
は
讃
題
や
順
序
が
異
な
り
、
ま
た
『
広
本
』
に
見
ら
れ
な
い
讃
偈
ま

で
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
別
行
本
と
み
な
し
て
お
き
た
い
。」

と
し
て
い
る
。
こ
の
二
本
は
、［
廣
川
一
九
八
二
］
と
［
張 

一
九
九
八
］
の

段
階
で
目
録
上
の
存
在
に
留
ま
っ
て
い
た
「
李
氏
鑑
蔵
本
（
散
録
三
二

四
）」・「
李
氏
鑑
蔵
本
（
散
録
五
四
〇
）」
に
一
致
す
る
。

2　

翻
刻
と
対
校
表
は
、
大
正
大
学
表
現
学
部
表
現
文
化
学
科
研
究
紀
要
『
表

現
学
』
第
五
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
刊
行
予
定
）
に
掲
載
。

3　

Ｐ
二
九
六
三
は
、
龍
谷
大
学
古
典
籍
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
セ
ン
タ

ー
「
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
所
蔵
の
敦
煌
文
書
ペ
リ
オ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
科

学
分
析
」
の
ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー
タ
を
参
照
し
た
（https://gallica.bnf.fr/

ark:/12148/btv1b83022946 

二
〇
一
八
年
九
月
閲
覧
）。
な
お
、
写
真
と

大
正
蔵
と
の
対
校
の
結
果
、
大
正
蔵
八
五
・
一
二
六
五
頁
・
中
段
・
一
三
行

目
の
「
心
」
は
「
曲
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
識
語
は
四
文
字
訂
正
し
て
よ
い

と
思
わ
れ
る
（
後
出
）。

4　
［
齊
藤 

二
〇
一
五
］
四
一
二
～
四
一
三
頁
で
、
浄
土
法
身
讃
の
後
半
部
分

（
砕
末
為
金
礦
～
子
父
不
相
伝
）
の
二
〇
句
は
、
Ｐ
二
九
六
三
に
は
あ
る
が
、

守
屋
本
・
羽
六
三
四
・
Ｓ
六
七
三
四
に
は
な
い
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
。「
浄
土
法
身
讃
」
は
法
照
自
作
と
さ
れ
、「
広
本
」
の
第
二
八
番
目
に

出
る
讃
だ
が
、「
大
乗
浄
土
讃
」
と
い
う
別
名
で
も
流
布
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
上
山
大
峻
は
「
敦
煌
出
土
『
浄
土
法
身
讃
』
に
つ
い
て
」

（『
真
宗
研
究
』
第
二
一
輯
、
一
九
七
六
）
で
六
本
の
敦
煌
写
本
の
校
訂
作
業

を
行
っ
た
。［
廣
川 

一
九
八
二
］
で
は
附
表
一
で
、
一
四
本
の
写
本
の
存
在

を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
中
の
Ｓ
三
七
〇
だ
が
、
五
字
句
の
讃
は
み
ら
れ
た

も
の
の
内
容
的
に
は
一
致
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
Ｏ
一
三
六
一
だ
が
、
こ
れ

は
、
孟
列
夫
主
編
『
俄
蔵
敦
煌
漢
文
寫
巻
叙
録
』
上
冊
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
九
）、
五
三
五
頁
に
、「D

x-883a

（
一
）「
浄
土
法
身
讃
」」
と
あ
る

よ
う
に
目
録
上
は
存
在
す
る
の
だ
が
、『
俄
蔵
敦
煌
文
献
』
⑦
（
上
海
古
籍

出
版
社
、
一
九
九
六
）
にD

x-883

を
冠
す
る
本
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
は
、D

x00883A
 

発
願
文
・D

x00883A
V

 

雑
写
・D

x00883B 

施
物

疏
・D

x00883C 

付
披
子
疏
・D

x00883CV
 

蔵
文
残
字
で
あ
り
、「
浄
土
法

身
讃
」
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
刊
本
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
［
張 

一
九
九
八
］
の
一
覧
表
に
は
、

「
孟1361

（D
x-883

（1

））」
の
項
に
目
録
と
も
刊
本
と
も
ち
が
う
題
名
が
書

か
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
Ｏ
一
三
六
一
（D

x-883

）
に
つ
い
て
は
、
少
々

混
乱
し
て
お
り
、
確
認
で
き
て
い
な
い
。［
齊
藤 

二
〇
一
五
］
で
は
、
韻
律

の
観
点
か
ら
こ
の
「
浄
土
法
身
讃
」
に
つ
い
て
、「
現
在
の
と
こ
ろ
こ
れ
を

法
照
自
作
と
す
る
か
否
か
は
保
留
と
し
て
お
き
た
い
。」（
四
一
〇
～
四
一
三

頁
）
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
編
④
で
、
律
動
を
重
視
し
た
校
訂
テ
キ
ス

ト
「
浄
土
法
身
讃
」
を
作
成
し
て
い
る
（
五
五
〇
～
五
五
三
頁
）。

5　
［
齊
藤 

二
〇
一
五
］
三
六
〇
頁
に
後
跋
の
翻
刻
掲
載
あ
り
。

6　
「
守
屋
本
」
は
、
守
屋
孝
蔵
氏
旧
蔵
で
現
在
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の

『
淨
土
五
會
念
佛
誦
經
觀
行
儀
巻
下
』
一
巻
で
、『
守
屋
孝
蔵
氏
蒐
集
古
経
目

録
』（
京
都
国
立
博
物
館
、
一
九
六
四
）
の
図
二
四
四
（
九
九
頁
）
と
『
京

都
国
立
博
物
館
蔵
品
図
版
目
録
』（
京
都
国
立
博
物
館
、
一
九
九
六
）
の
図

七
〇
（
二
二
頁
）
で
確
認
し
た
。
守
屋
本
に
つ
い
て
は
［
齊
藤 

二
〇
一
五
］

四
三
八
頁
。

7　
［
塚
本 

一
九
七
六
］
三
八
四
頁
で
も
同
様
に
読
ま
れ
て
い
る
。「
日
」
に

も
「
月
」
に
も
見
え
る
が
、「
蕤
賓
（
ズ
イ
ヒ
ン
・
陰
暦
五
月
の
異
称
）
月
」

と
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。「
莫
」
の
草
冠
の
下
に
は
ウ
冠
が
確
認
で
き

る
。「
願
」
の
「
原
」
は
「
周
」
で
あ
り
、「
頁
」
で
は
な
く
「
彡
」
に
と
っ
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て
問
題
な
い
。「
宮
」
字
は
修
正
し
て
お
り
、
二
点
打
っ
て
か
ら
改
め
て
太

め
の
線
で
「
石
」
に
し
て
い
る
。（https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/

btv1b83022946/f12.item
.zoom

 

二
〇
一
八
年
九
月
閲
覧
）

8　
『
敦
煌
秘
笈
』
影
印
冊
九
（
公
益
財
団
法
人
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書

屋
編
、
二
〇
一
三
）、
一
一
〇
頁
。

9　
『
漢
籍
解
題
』
復
刻
版
（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
五
）、『
和
刻
本
漢
籍
随
筆

集
』
第
六
集
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
三
）。

10　

明
呉
永
輯
『
續
百
川
學
海
』
丙
集 

第
三
三
冊
、
清
陳
世
煕
輯
『
唐
人
説

薈
』 

第
三
冊
（
緯
文
堂
刊
、
同
治
三
）「
太
白
山
有
隠
士
郭
休
、
字
退
、
有

運
氣
絶
粒
之
術
。
於
山
中
建
茅
屋
百
餘
間
、
有
白
雲
亭
、
錬
丹
洞
、
注
易
亭
、

修
真
亭
、
朝
元
壇
、
集
神
閣
。
每
於
白
雲
亭
與
賓
客
看
山
禽
野
獸
、
即
以
槌

擊
一
鐵
片
子
、
其
聲
清
響
、
山
中
鳥
獸
聞
之
集
於
亭
下
、
呼
為
〈
喚
鐵
〉。」

11　
『
蘇
東
坡
全
詩
集
』
第
五
巻
「
続
国
訳
漢
文
大
成
」（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

一
九
七
八
）、
七
四
六
～
七
四
八
頁
。「
呉
子
野
絶
粒
不
睡
過
作
詩
戯
之
芝
上

人
陸
道
士
皆
和
予
亦
次
其
韻
／
聊
為
不
死
五
通
仙
／
終
了
無
生
一
大
縁
／
獨

鶴
有
聲
知
半
夜
／
老
蠶
不
食
已
三
眠
／
憐
君
解
比
人
間
夢
／
許
我
時
逃
醉
後

禪
／
會
與
江
山
成
故
事
／
不
妨
詩
酒
樂
新
年
」。
ま
た
、
蘇
軾
に
は
「
読
開

元
天
寶
遺
事
」
と
題
す
る
詩
が
三
首
あ
る
（
前
掲
詩
集
第
一
巻
二
〇
六
～
二

〇
九
頁
）
こ
と
か
ら
、『
開
元
天
寶
遺
事
』
は
蘇
軾
の
時
代
に
も
知
ら
れ
て

い
た
し
、
蘇
軾
に
と
っ
て
は
興
味
深
い
一
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

し
か
し
、『
開
元
天
寶
遺
事
』「
喚
鐡
」
に
出
る
「
絶
粒
」
の
語
へ
の
言
及
は

な
い
。

12　

例
え
ば
、「
・
・
・
其
疾
必
退
、
一
日
、
来
着
身
、
二
日
、
□
如
少
行
、

三
日
、
小
腹
知
、
四
日
、
□
鳴
、
五
日
・
・
・
」（L018~L020

）、「
・
・
・

或
三
千
息
仙
矣
、
第
一
日
九
口
、
二
日
七
口
、
三
日
六
口
、
四
日
五
口
、
五

日
四
口
、
六
日
三
口
、
七
日
二
口
、
八
日
不
吐
不
納
」（L034~L035

）

13　
［
廣
川 

一
九
八
二
］
一
八
七
～
一
九
〇
頁
で
、
法
照
撰
述
書
の
敦
煌
写
本

の
五
本
に
つ
い
て
、
書
き
ぶ
り
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
が
、
Ｐ
二
〇
六

六
の
み
「
や
や
謹
厳
な
楷
書
」
と
し
、
Ｐ
二
二
五
〇
・
Ｐ
二
九
六
三
・
Ｐ
三

三
七
三
に
つ
い
て
は
「
乱
雑
な
楷
書
」
と
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
羽
六
三
四

に
も
含
ま
れ
て
い
た
「
浄
土
法
身
讃
（
大
乗
浄
土
讃
）」
の
写
本
を
図
版
で

十
七
本
確
認
し
た
が
、「
謹
厳
な
楷
書
」
と
い
え
る
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ

た
。

14　

Ｐ
二
二
五
〇
は
、『
法
蔵
敦
煌
西
域
文
献
』
⑩
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一

九
九
九
）、
七
五
～
八
二
頁
を
参
照
し
た
。
Ｐ
二
二
五
〇
と
大
正
蔵
と
の
対

校
の
結
果
、
大
正
蔵
八
五
・
一
二
五
六
頁
・
下
段
・
六
行
目
の
「
觀
」
は

「
歓
」
で
、
大
正
蔵
八
五
・
一
二
五
六
頁
・
下
段
・
二
五
行
目
の
「
孤
」
は

「
狐
」
で
あ
っ
た
。　
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一
、『
諸
仏
菩
薩
釈
義
』
の
概
要

　
『
諸
仏
菩
薩
釈
義
』（
以
下
、『
釈
義

（
（
（

』
1
）
は
、
嘉
保
年
間
（
一

〇
九
四
～
九
六
年
）
の
成
立
と
推
定
さ
れ
、
院
政
期
の
書
物
と
し
て

認
定
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
本
書
の
著
者
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
明
ら
か
で

は
な
い
が
表
紙
右
下
に
「
青
蓮
房
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
青

蓮
院
の
前
身
で
あ
る
青
蓮
房
こ
そ
が
、
そ
の
原
蔵
者
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る（

（
（

。
か
か
る
院
政
期
は
、
叡
山
で
は
恵
心
学
派
に
よ
っ
て
浄

土
教
が
継
承
・
展
開
し
て
い
く
時
期
で
あ
る（

（
（

。
し
か
し
院
政
期
は
ダ

ー
ク
エ
ー
ジ
と
も
呼
称
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
未
だ
不
明
瞭
な
部
分

が
多
い

（
（
（

。
当
時
の
叡
山
の
思
想
（
過
渡
期
の
思
想
）
を
知
る
こ
と
は
、

法
然
上
人
（
以
下
、
祖
師
の
敬
称
を
略
す
）
の
改
新
性
を
明
ら
か
に

す
る
上
で
も
重
要
な
研
究
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
釈
義
』
は
、
い
わ
ゆ
る
「
浄
土
教
文
献
」
で
は
な
い
が
、
そ
の

三
十
二
種
の
諸
分
類
か
ら
浄
土
教
信
仰
を
多
分
に
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る（

（
（

。
こ
れ
は
、『
釈
義
』
に
お
い
て
諸
仏
諸
菩
薩
を
説
く
に
あ

た
り
、
唯
一
「
弥
陀
」・「
阿
弥
陀
迎
接
」
と
し
て
二
つ
の
項
を
設
け

て
い
る
こ
と
か
ら
も
判
る
。
こ
の
こ
と
は
、
叡
山
に
末
法
思
想
が
広

ま
り
、
浄
土
教
信
仰
が
隆
盛
を
誇
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
『
釈
義
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
な
お
、

傍
線
部
は
阿
弥
陀
仏
信
仰
に
直
接
的
に
関
連
す
る
内
容
が
示
さ
れ
る

箇
所
で
あ
り
、
点
線
部
は
阿
弥
陀
仏
信
仰
が
読
み
取
れ
る
箇
所
で
あ

る
。（
今
回
、
本
論
で
は
主
に
点
線
部
を
中
心
に
考
察
し
て
い
く
。）

①
仏　

部　
　
［
１
釈
迦　

２
薬
師　

３
弥
陀　

４
阿
弥
陀
迎
接
］

②
菩
薩
部　
　
［
５
観
音　

６
勢
至　

７
千
手
観
音　

８
聖
観
音　

９
馬
頭
観
音　

１０
十
一
面
観
音　

１１
准
堤
観
音　

１２
如
意
輪
観
音　

1 ３
普
賢　

１４
文
殊　

１５
弥
勒
１６

地
蔵　

３０
延
命
］

『
諸
仏
菩
薩
釈
義
』
の
研
究　

　
　
―
諸
仏
菩
薩
の
項
に
み
ら
れ
る
浄
土
教
に
関
す
る
説
示
に
つ
い
て
―

小
笠
原　

紀　

彰
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③
経　

部　
　
［
１７
般
若
心
経　

１８
阿
弥
陀
経　

１９
普
賢
観
経　

２０
無
量
義
経　

２１
法
華
経
］

④
発
願
作
法
部
［
２２
『
御
前
法
華
御
読
経
発
願
作
法
』　

２３
『
御
前

寿
命
経
御
読
経
発
願
作
法
』  

２４
『
御
前
薬
師
経

御
読
経
発
願
作
法
』
２５
『
関
白
殿
法
華
御
読
経
発

願
作
法
』］

⑤
表
白
部　
　
［
２６
『
関
白
殿
観
音
経
書
写
供
養
表
白
』］

⑥
曼
荼
羅
部　
［
２７
『
仏
眼
曼
荼
羅
』　

２８
『
尊
勝
大
曼
荼
羅
』　

２９
『
法
華
曼
荼
羅
』  
３１
『
曼
荼
羅
供
略
作
法
』

（
二
種
）　

３２
『
両
部
大
曼
荼
羅
』］

※
右
の
［
１
釈
迦
］［
２
薬
師
］
等
の
数
字
は

『
釈
義
』
に
示
さ
れ
る
順
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

仏
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
身
に
関
す
る
記
述
や
仏
の
概

要
・
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
後
に
仏
像
を
造
立
す
る
こ
と
や
図

絵
す
る
こ
と
の
功
徳
に
つ
い
て
縷
々
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
釈
義
』

は
、
貴
族
の
新
造
す
る
仏
菩
薩
の
開
眼
供
養
に
備
え
て
著
さ
れ
た
書

物
で
あ
り
、
ま
た
口
述
説
法
の
草
案
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　

な
お
、
筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
釈
迦
・
弥
陀
・
阿
弥
陀
迎
接
・
観

音
・
勢
至
・『
阿
弥
陀
経
』
の
考
察
を
行
っ
た（

（
（

。
本
論
で
は
、
他
の

仏
・
菩
薩
部
に
説
か
れ
る
浄
土
教
に
関
す
る
説
示
に
つ
い
て
検
討
し

て
み
た
い
。

二
、
諸
仏
菩
薩
の
項
に
み
ら
れ
る
浄
土
教
に
関
す
る
説
示

　

ま
ず
、『
釈
義
』
で
説
か
れ
る
仏
菩
薩
部
の
配
列
に
つ
い
て
一
応

の
考
察
を
し
て
お
き
た
い
。
本
書
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
釈
迦
・

薬
師
・
弥
陀
の
三
仏
が
選
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
奈
良
仏
教
の
影

響
を
多
分
に
う
け
た
初
期
叡
山
で
は
、
三
仏
が
諸
堂
の
中
心
を
な
し

て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
ち
な
み
に
、『
往

生
要
集
』
第
六
、
別
時
念
仏
門
に
示
さ
れ
る
諸
仏
菩
薩
群
と
は
一
致

す
る
と
こ
ろ
が
多
い

（
（1
（

。
し
た
が
っ
て
、
叡
山
の
伝
統
的
な
信
仰
で
あ

っ
た
か
、『
往
生
要
集
』
に
倣
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
釈
義
』
で
は
、
弥
陀
三
尊
と
し
て
説
か
れ
る
「
観

音
」
の
他
に
「
７
千
手
観
音
」「
８
聖
観
音
」「
９
馬
頭
観
音
」「
１０

十
一
面
観
音
」「
１１
准
堤
観
音
」「
１２
如
意
輪
観
音
」
の
計
六
体
の
項

目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
六
観
音
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る（

（1
（

。
そ
の
う
ち
、
浄
土
教
に
関
す
る
説
示
が
み
ら
れ
る
の
は
、

「
７
千
手
観
音
」「
１０
十
一
面
観
音
」
で
あ
る
。「
７
千
手
観
音
」
の

項
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

・
忽

ニ
出イ
二タ

シ
テ

三
熱
之
苦
一ヲ
導

ミ
チ
ヒ

二キ
九
品

ノ
臺ウ

テ
ナ一ニ

給（
（1
（

ヘ
、

　

こ
こ
で
は
、
地
獄
で
あ
っ
て
も
千
手
観
音
が
応
現
し
、
す
ぐ
さ
ま
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衆
生
の
受
け
る
べ
き
三
熱
の
苦
し
み
を
取
り
除
き
、
極
楽
浄
土
の
九

品
蓮
台
へ
と
導
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

「
８
十
一
面
観
音
」
に
み
ら
れ
る
説
示
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
仰

キ
願

ハ
大
光
普
照
十
一
面
観
世
音
菩
薩
、
任
二セ

テ
本
誓
悲
願
一ニ

廻
二シ

テ
神
通
方
便
一ヲ
□
□
□
□
尊
霊

ノ
生
處
一ヲ
能

ク
引
二
導
之
一ヲ
若

在マ
シ
マ二サ

ハ
修
羅
道
一
任
二テ
本
誓
一ニ
施
二シ
利
益
一ヲ
給
テ
早
ク
往
二
生
シ
浄
土
一ニ

証
二
得

セ
シ
メ

菩
提
一ヲ
給（

（1
（

ヘ
、

　

大
光
普
照
十
一
面
観
音

（
（1
（

が
建
立
し
た
大
慈
悲
に
基
づ
く
衆
生
済
度

の
願
に
よ
る
神
通
方
便
に
よ
っ
て
尊
霊
が
浄
土
へ
と
導
か
れ
る
こ
と

を
願
い
、
修
羅
道
に
尊
霊
が
存
在
す
れ
ば
十
一
面
観
音
の
本
誓（

（1
（

に
よ

っ
て
利
益
が
施
さ
れ
、
す
ぐ
さ
ま
浄
土
に
往
生
し
悟
り
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
釈
義
』
の
著
者

は
、
観
音
菩
薩
の
悲
願
に
基
づ
い
て
出
だ
さ
れ
る
六
観
音
が
も
た
ら

す
解
脱
を
、
浄
土
へ
の
往
生
に
結
び
つ
け
て
解
釈
し
て
い
る
可
能
性

が
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う（

（1
（

。

　
「
１３
普
賢
」
に
み
ら
れ
る
説
示
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
普
賢
薩
埵

ハ
雖
三ト

モ
在
二ス

ト
東
方

ノ
寶
威
徳
上
王
仏

ノ
国
一ニ
而
恒

ニ
居
二シ

西
方

ノ
弥
陀
如
来

ノ
極
楽
世
界
一ニ
給（

（1
（

ヘ
リ

、

・
一
期
之
暮ユ

ウ
ヘニ

ハ
背ヨ

ソ
二ニ
見ミ

テ
三
途
之
故
郷
一ヲ
定

テ
引
二
導

シ
浄
土
□
□
一ニ

給
（
（1
（

　

普
賢
菩
薩
は
、
東
方
の
宝
威
徳
上
王
仏
の
国
に
存
在
し
な
が
ら
も
、

阿
弥
陀
仏
の
西
方
極
楽
世
界
に
常
住
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

命
終
の
時
に
は
三
途
の
故
郷
に
帰
る
こ
と
な
く
、
極
楽
浄
土
へ
と
導

い
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
説
示
は
、『
往

生
要
集
』
に
基
づ
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。『
往

生
要
集
』
第
二
章
、
第
六
引
接
結
縁
楽

（
（2
（

で
は
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』

（
以
下
、『
四
十
華
厳
』）
の
、
普
賢
菩
薩
が
衆
生
の
臨
終
に
際
し
て

あ
ら
ゆ
る
障
碍
を
取
り
除
き
、
再
び
極
楽
浄
土
で
阿
弥
陀
仏
に
ま
み

ま
え
る
こ
と
を
願
い
、
そ
の
際
に
諸
の
誓
願
を
円
満
に
成
就
し
、
世

間
に
存
在
す
る
衆
生
に
利
益
を
為
す
こ
と
を
願
っ
て
い
る
こ
と
を
挙

げ
て
い
る
。
さ
ら
に
源
信
は
、
続
く
第
七
聖
衆
倶
楽
に
お
い
て
普

賢
・
文
殊
・
弥
勒
の
菩
薩
達
が
極
楽
世
界
に
存
在
す
る
こ
と
を
『
四

十
華
厳
』
を
典
拠
と
し
て
い
る（

（2
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
説
示
は
『
法

華
経
』
は
勿
論
、『
往
生
要
集
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
え
よ

う
。

　
「
１４
文
殊
」
に
み
ら
れ
る
浄
土
教
に
関
す
る
説
示
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

・
文
殊
般
涅
槃
経
之
、
若

シ
有
二テ
衆
生
一
但

タ
ヽ

聞キ
二ケ
名
一ヲ
者ハ

除
二
却

ス

十
二
億
劫

ノ
生
死

ノ
罪
一ヲ
若
受
二
持
名
一ヲ
者
設
有
二レ

ト
モ

重
障
一
不
ㇾス

シ
テ

堕
二
地
獄
一
生
二
浄
土
一ニ
文（

（2
（
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・
但

タ
ヽ

聞
二キ

ヽ
名
号
一ヲ
受
二
持

ス
ル

名
号
一ヲ
者

モ
ノ

功
徳
尚
□
如
ㇾ
此
、
説

懇
ネ
ム
コ
ロ
ニ

顕
二テ
形
像
一ヲ
専モ

ハ
ラ

憑タ
ノ

二マ
ム

利
益
一ヲ
者モ

ノ

何ナ
ソ

不サ
ラ
ム下

滅
二シ

テ
罪
障
一ヲ

往
中
生

セ
浄
土
上ニ
乎（

（2
（

、

・
一
期
運
命
窮キ

ハ
マ
リ

給タ
マ

ハ
ム

尅キ
サ
ミニ

ハ
安
二
住

シ
テ

正
念
一ニ
令
三
往
二
生
浄
土
一ニ

給
（
（2
（

ヘ
、

　
『
釈
義
』
で
は
、『
文
殊
師
利
般
涅
槃
経
』（
以
下
、『
文
殊
般
涅
槃

経
』）
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
文
殊
菩
薩
の
名
号
に

は
十
二
億
劫
生
死
の
罪
を
除
く
功
徳
が
あ
り
、
そ
の
名
号
を
受
持
す

る
こ
と
で
重
障
が
あ
っ
て
も
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
な
く
浄
土
に
生
じ

る
」
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
造
像
に
よ
っ
て
専
ら
文
殊
菩

薩
の
利
益
に
与
ろ
う
と
す
れ
ば
名
号
受
持
と
同
様
に
施
主
の
罪
障
が

除
か
れ
、
極
楽
に
往
生
が
叶
う
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
臨
終
の

際
に
は
衆
生
を
正
念
に
安
住
さ
せ
て
浄
土
に
導
い
て
く
だ
さ
る
よ
う

に
と
願
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、『
文
殊
般
涅
槃
経
』
の
説
示
は

『
往
生
要
集
』
で
引
用
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
経
典

（
（2
（

と
『
往
生
要
集
』
で
は

「
衆
生
に
重
障
が
あ
っ
て
も
、
文
殊
菩
薩
の
名
を
受
持
・
読
誦
す
る

こ
と
や
形
像
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
阿
鼻
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
は
な

く
、
常
に
他
の
清
浄
な
仏
国
土
に
生
ま
れ
る
」
と
示
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し
、『
釈
義
』
で
は
明
確
に
「
浄
土
に
生
じ
る
」
と
し
て
い
る

点
は
注
目
に
値
す
る
。『
釈
義
』
の
他
の
説
示
に
お
い
て
は
「
浄
土

＝
極
楽
浄
土
」
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
殊
菩
薩
が
極
楽
浄

土
へ
と
導
く
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
「
１５
弥
勒
」
に
み
ら
れ
る
説
示
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
生ウ
二マ

レ
兜
率

ノ
内
院
一ニ
者

ハ

鎮
ト
コ
シ
ナ
ヘニ

預ア
ツ

二カ
リ
ヌ

弥
勒
菩
薩

ノ
説
法
一ニ
、
聞
二キ

ツ
レ

弥
勒

ノ
説
教
一ヲ
者ハ

階
二フ

コ
ト

□
不
退
轉

ノ
位
一ニ
□
無
二ナ

シ
疑
一、
登ノ

ホ
二リ
不

退
轉
位
一ニ
顕ア

ラ
ハ二シ

ツ
レ

無
生
忍

ノ
悟

サ
ト
リ
ヲ一

者ハ

極
楽
世
界

ニ
ハ

往
来
任
二セ

テ
心
一ニ

弥
陀

ノ
説
法
、
何

ソ
隔ヘ

タ
二

テ
ム

境
界
一ヲ
乎（

（2
（

、

　

兜
率
の
内
院
に
生
ま
れ
る
者
は
、
永
く
弥
勒
菩
薩
の
説
法
に
預
か

り
不
退
転
の
境
地
に
達
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
兜
率
に
お
い

て
無
生
忍
を
悟
れ
ば
、
極
楽
浄
土
へ
の
往
来
は
心
の
ま
ま
に
叶
い
、

阿
弥
陀
仏
の
説
法
も
境
界
を
隔
て
る
も
の
で
は
な
い
と
解
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
弥
勒
菩
薩
が
直
接
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
へ
導
く
と
い
っ
た

説
示
は
み
ら
れ
な
い
が
、
兜
率
か
ら
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
へ
赴
く

と
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
で
き
る
。

　
「
１６
地
蔵
」
に
み
ら
れ
る
説
示
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
阿
鼻
大
城

ニ
ハ
コ
カ

二シ
テ

洞
然
猛
火
一ニ
救ス

ク
二ヒ

タ
マ
ヒ

罪
業

ノ
有
情
一ヲ
極
楽
浄

刹
交マ

シ
二ハ

テ
海
會

ノ
聖
衆
一ニ
助タ

ス
二ケ
弥
陀

ノ
行
化
一ヲ
給（

（2
（

フ
、

　

阿
鼻
大
城
で
は
洞
然
猛
火
の
火
中
に
み
ず
か
ら
の
身
を
焦
が
し
、

罪
業
の
衆
生
を
救
う
為
に
、
極
楽
浄
土
の
聖
衆
と
交
わ
っ
て
、
阿
弥

陀
仏
の
教
化
を
助
け
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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「
３０
延
命
」
に
み
ら
れ
る
浄
土
教
に
関
す
る
説
示
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

・
諸

ノ
菩
薩

ノ
之
尅
必

ス
奉
ㇾツ

リ
送オ

ク
二

リ極
楽
浄
刹
一ニ
給（

（3
（

ヘ
、

　

こ
こ
で
い
う
延
命
は
、
普
賢
菩
薩
を
指
し
て
い
る（

（3
（

。
そ
し
て
、
諸

菩
薩
の
よ
う
に
極
楽
浄
土
へ
と
衆
生
を
導
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
と

願
っ
て
い
る
。

三
、
お
わ
り
に

　

以
上
、『
釈
義
』
の
諸
菩
薩
の
項
に
示
さ
れ
る
浄
土
教
に
関
す
る

説
示
を
一
通
り
概
観
し
て
き
た
。
小
山
氏
は
単
に
阿
弥
陀
仏
信
仰
が

み
ら
れ
る
と
説
明
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
諸
菩
薩
と
し
て
著
さ
れ
る

六
観
音
・
普
賢
（
普
賢
延
命
）・
文
殊
・
弥
勒
・
地
蔵
と
い
っ
た
菩

薩
が
挙
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
へ
の
往
生
を
勧
め
て
い
る
と
見
做

さ
れ
る
点
を
指
摘
し
た
い（

（3
（

。
本
来
、
六
道
か
ら
の
解
脱
の
た
め
と
し

て
示
さ
れ
る
六
観
音
や
、
釈
尊
の
脇
侍
と
し
て
の
普
賢
・
文
殊
、
兜

率
の
弥
勒
、
六
道
抜
苦
の
地
蔵
な
ど
の
菩
薩
に
つ
い
て
説
き
な
が
ら

も
、
そ
の
末
尾
に
あ
た
っ
て
は
い
ず
れ
も
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
へ
の
往

生
を
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る（

（3
（

。
し
た
が
っ
て
、
単
に
「
西
方
往
生
の

阿
弥
陀
仏
信
仰
」
が
表
明
さ
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
も
、「
本
来
直

接
的
に
関
連
し
な
い
菩
薩
ま
で
も
が
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
へ
導
く
」
こ

と
が
表
明
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

多
く
の
菩
薩
が
『
往
生
要
集
』
の
聖
衆
楽
倶
楽
で
は
、
浄
土
で
会
う

こ
と
の
で
き
る
尊
い
菩
薩
と
し
て
登
場
し
て
い
る
の
に
対
し

（
（3
（

、『
釈

義
』
で
は
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
浄
土
へ
導
く
（
浄
土
往
生
を
勧

め
る
）
菩
薩
と
し
て
信
仰
さ
れ
著
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

・『
往
生
要
集
』
―
―
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
で
素
晴
ら
し
い
菩
薩
と

会
う
こ
と
が
で
き
る
。

・『
釈
義
』
―
―
―
―
そ
れ
ぞ
れ
の
菩
薩
が
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
へ

と
導
く
。

　
『
釈
義
』
に
説
か
れ
る
諸
菩
薩
は
必
ず
し
も
経
典
等
の
明
確
な
根

拠
を
有
し
て
い
な
い
も
の
の
、
い
ず
れ
も
浄
土
へ
と
導
く
菩
薩
と
し

て
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
純
粋
な
阿
弥
陀
仏
信
仰

に
到
達
す
る
以
前
の
時
代
な
ら
で
は
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
然
、

こ
う
し
た
思
想
が
す
ぐ
さ
ま
法
然
浄
土
教
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
が
、
源
信
以
後
の
叡
山
に
お
い
て
浄
土
教
が
隆
盛
し
て
い

く
様
が
『
釈
義
』
に
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

1　
『
釈
義
』
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
管
見
の
限
り
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

・
久
曽
神
昇
氏
『
不
空
三
蔵
表
制
集 

他
二
種
』
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・
久
曽
神
昇
氏
『
平
安
仮
名
書
状
の
研
究
』

　

・
築
島
裕
氏
「『
平
安
仮
名
書
状
集
』
の
裏
面
の
典
籍
類
に
加
へ
ら
れ
た
古

訓
点
に
つ
い
て
」（『
不
空
三
蔵
表
制
集 

他
二
種
』
四
一
二
～
四
三
〇
頁
）

　

・
山
崎
誠
氏
「
青
蓮
院
旧
蔵
『
諸
仏
菩
薩
釈
義
』
攷
―
曼
荼
羅
供
略
作
法
を

中
心
に
―
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要 

文
学
研
究
篇
』
第
三
七
巻
、

三
三
～
五
七
頁
）

　

・
小
山
昌
純
氏
「
青
蓮
院
旧
蔵
『
諸
仏
菩
薩
釈
義
』
と
浄
土
教
：
院
政
期
の

叡
山
浄
土
教
」（『
仏
教
学
研
究
』
第
七
一
巻
、
一
一
三
～
一
三
〇
頁
）

2　

久
曽
神
昇
氏
『
不
空
三
蔵
表
制
集 

他
二
種
』
三
七
三
～
三
七
六
頁
参
照

3　

筆
者
は
「
青
蓮
房
が
林
豪
の
住
坊
を
指
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の

祖
師
（
三
昧
阿
闍
梨
良
祐
―
良
真
―
林
豪
）
か
ら
の
伝
承
に
よ
る
も
の
」
と

捉
え
る
築
島
説
を
支
持
し
て
い
る
。
※
『
釈
義
』
の
書
誌
的
な
問
題
に
つ
い

て
は
稿
を
改
め
た
い
。

4　

叡
山
浄
土
教
研
究
の
大
家
で
あ
る
佐
藤
哲
英
氏
は
、
源
信
以
後
（
平
安
末

期
）
の
浄
土
教
を
第
二
の
ダ
ー
ク
エ
ー
ジ
と
呼
称
し
、
そ
の
思
想
を
明
ら
か

に
す
る
為
に
、
新
資
料
検
出
と
既
存
の
資
料
で
あ
る
『
恵
心
僧
都
全
集
』
に

収
録
さ
れ
る
文
献
の
思
想
史
的
位
置
づ
け
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
平

安
末
期
に
お
け
る
恵
心
学
派
の
浄
土
教
に
は
『
往
生
要
集
』
系
・『
観
心
略

要
集
』
系
の
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。（
佐
藤
哲
英
氏
〔『
叡

山
浄
土
教
の
研
究 

研
究
篇
』
一
五
一
～
一
六
八
、
二
一
八
、
二
五
九
～
二

八
四
頁
参
照
）

5　

佐
藤
哲
英
氏
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究
研
究
篇
』
一
～
四
頁

6　

仏
菩
薩
部
に
表
れ
て
い
る
浄
土
教
信
仰
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
小
山
論

文
」（
一
二
〇
～
一
二
一
頁
））
に
詳
し
い
。

7　
『
不
空
三
蔵
表
制
集 

他
二
種
』
三
七
五
頁
、
前
掲
「
小
山
論
文
」
一
一
四

頁
参
照

8　

前
掲
「
小
山
論
文
」
一
二
六
頁
参
照

9　

詳
し
く
は
、『
浄
土
学
』
第
五
五
輯
収
録
の
拙
稿
を
参
照
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

10　

佐
藤
哲
英
氏
「
諸
仏
菩
薩
本
誓
願
要
文
集
に
つ
い
て
―
青
蓮
院
蔵
・
嘉
祥

三
年
撰
述
の
本
文
と
そ
の
内
容
―
」（『
仏
教
思
想
論
集 : 

奥
田
慈
應
先
生
喜

寿
記
念
』）
四
一
四
頁
参
照

11　
『
往
生
要
集
』
第
六
、
別
時
念
仏
門
行
者
で
は
、
臨
終
の
際
に
念
ず
べ
き

諸
仏
諸
経
諸
菩
薩
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』〔
以
下
、

『
正
蔵
』〕
第
八
四
巻
、
六
九
頁
ｃ
段
～
七
〇
頁
ａ
段
）
な
お
、
こ
こ
に
示
さ

れ
て
い
な
い
六
観
音
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

12　
『
釈
義
』
で
は
、「
千
手
観
音
―
地
獄
道
・
聖
観
音
―
餓
鬼
道
・
馬
頭
観
音

―
畜
生
道
・
十
一
面
観
音
―
修
羅
道
・
准
提
観
音
―
人
道
・
如
意
輪
観
音
―

天
道
」
と
配
当
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
十
世
紀
貴
族
社
会
の
六
道
思
想

発
達
の
中
で
、
六
体
の
観
音
を
も
っ
て
六
道
の
苦
を
抜
す
と
い
う
天
台
六
観

音
信
仰
が
成
立
し
発
達
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。（
速
水
侑
氏
「
平
安
時
代
に

お
け
る
観
音
信
仰
の
変
質
―
六
観
音
信
仰
の
成
立
と
展
開
」『
史
学
雑
誌
』

第
七
五
篇
、
第
七
号
、
二
三
頁
参
照
）

13　

久
曽
神
昇
氏
『
不
空
三
蔵
表
制
集 

他
二
種
』
二
五
七
頁

14　

久
曽
神
昇
氏
『
不
空
三
蔵
表
制
集 

他
二
種
』
二
六
二
～
二
六
三
頁

15　
『
釈
義
』
に
み
ら
れ
る
六
観
音
は
「
大
悲
―
地
獄
・
大
慈
―
餓
鬼
・
獅
子

無
畏
―
畜
生
・
大
光
普
照
―
阿
修
羅
・
天
人
丈
夫
―
人
・
大
梵
深
遠
―
天
」

と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
嚆
矢
と
考
え
ら
れ
る
説
示
は
智
顗
の
『
摩

訶
止
観
』
第
二
巻
上
（『
正
蔵
』
第
四
六
巻
、
一
五
頁
ａ
段
～
ｂ
段
）
に
み

ら
れ
る
。

16　

十
一
面
観
音
の
「
本
誓
悲
願
」
は
『
法
華
経
』
第
二
十
五
、
観
世
音
菩
薩

普
門
品
（『
正
蔵
』
第
六
二
巻
、
五
七
頁
ａ
段
）
の
「
普
門
示
現
」
に
基
づ

く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

17　

速
水
氏
に
よ
れ
ば
、
六
観
音
と
浄
土
教
が
合
わ
さ
っ
て
信
仰
さ
れ
る
初
見

は
「
相
応
和
尚
伝
」
に
み
ら
れ
、
延
喜
十
年
（
九
一
〇
年
）
に
は
阿
弥
陀
仏

と
と
も
に
「
引
摂
六
道
衆
生
」
す
る
と
い
う
六
観
音
の
信
仰
が
存
在
し
て
い
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た
よ
う
で
あ
る
。（
前
掲
「
速
水
論
文
」
二
三
頁
参
照
）

18　

久
曽
神
昇
氏
『
不
空
三
蔵
表
制
集 

他
二
種
』
二
六
九
頁

19　

久
曽
神
昇
氏
『
不
空
三
蔵
表
制
集 

他
二
種
』
二
七
一
頁

20　

管
見
の
限
り
、
普
賢
菩
薩
が
東
方
・
西
方
に
存
在
す
る
説
示
は
見
受
け
ら

れ
な
い
。
東
方
に
存
在
す
る
説
示
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
第
二
十
八
、
普
賢
菩

薩
勧
発
品
（『
正
蔵
』
第
九
巻
、
六
一
頁
ａ
段
）
に
み
ら
れ
る
。
ち
な
み
に

『
無
量
寿
経
』（『
正
蔵
』
第
一
二
巻
、
二
六
五
頁
ｃ
段
）
に
は
、
釈
尊
の
法

を
聴
聞
す
る
菩
薩
と
し
て
登
場
す
る
。

21　
『
往
生
要
集
』『
正
蔵
』
第
八
四
巻
、
四
三
頁
ｃ
段

22　
『
正
蔵
』
第
八
四
巻
、
四
四
頁
ｂ
段

　
　

な
お
、
こ
の
典
拠
は
『
四
十
華
厳
』
に
み
ら
れ
る
以
下
の
説
示
と
考
え
ら

れ
る
。

一
刹
那
中
。
即
得
往
生
極
楽
世
界
。
到
已
即
見
阿
弥
陀
仏
。
文
殊
師
利
菩

薩
。
普
賢
菩
薩
。
観
自
在
菩
薩
。
弥
勒
菩
薩
等
。
此
諸
菩
薩
色
相
端
厳
。

功
徳
具
足
。
所
共
囲
遶
。
其
人
自
見
。
生
蓮
華
中
。
蒙
仏
授
記
。
得
授
記

已
。（『
正
蔵
』
第
一
〇
巻
、
八
四
頁
ｃ
段
）

　
　

ち
な
み
に
、
普
賢
の
項
で
は
「
恒
順
衆
生
願
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

『
六
十
華
厳
』
や
『
八
十
華
厳
』
に
は
相
当
す
る
箇
所
が
な
い
。

23　

久
曽
神
昇
氏
『
不
空
三
蔵
表
制
集 

他
二
種
』
二
七
二
頁

24　

久
曽
神
昇
氏
『
不
空
三
蔵
表
制
集 

他
二
種
』
二
七
二
～
二
七
三
頁

　

 

※
註
二
三
・
二
四
を
小
山
氏
は
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
浄
土
教
に
関
す
る

説
示
と
考
え
ら
れ
る
。

25　

久
曽
神
昇
氏
『
不
空
三
蔵
表
制
集 

他
二
種
』
二
七
三
頁

26　
『
正
蔵
』
第
八
四
巻
、
四
四
頁
ａ
～
ｂ
段

27　
『
正
蔵
』
第
一
四
巻
、
四
八
一
頁
ａ
段
～
ｂ
段

28　

久
曽
神
昇
氏
『
不
空
三
蔵
表
制
集 

他
二
種
』
二
七
五
頁

29　

久
曽
神
昇
氏
『
不
空
三
蔵
表
制
集 

他
二
種
』
二
七
六
頁

30　
『
不
空
三
蔵
表
制
集 

他
二
種
』
三
三
五
頁

31　
『
釈
義
』
に
は
「
普
賢
延
命
菩
薩
者
是
則
普
賢
菩
薩
也
」
と
あ
る
。（『
不

空
三
蔵
表
制
集 

他
二
種
』
三
三
五
頁
）

32　

浄
土
教
に
関
す
る
説
示
は
、
厳
密
に
は
千
手
観
音
・
十
一
面
観
音
・
普

賢
・
文
殊
・
弥
勒
・
地
蔵
・
延
命
の
項
に
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
筆
者
が
千

手
・
十
一
面
観
音
を
六
観
音
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
、
十
世
紀
初
頭
よ
り

貴
族
社
会
に
お
い
て
六
道
か
ら
の
救
済
を
主
と
す
る
信
仰
が
急
激
に
高
ま
っ

た
も
の
が
、『
釈
義
』
で
は
弥
陀
浄
土
信
仰
と
結
び
つ
い
て
著
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。

33　

厳
密
に
は
、
本
論
で
取
り
扱
っ
た
諸
菩
薩
の
う
ち
十
一
面
観
音
・
地
蔵
以

外
は
項
目
内
の
最
後
に
説
か
れ
て
い
る
。

34　
『
正
蔵
』
第
八
四
巻
、
四
四
頁
ａ
段
～
四
五
頁
ａ
段

な
お
、
筆
者
は
『
釈
義
』
に
記
さ
れ
る
文
と
一
致
す
る
文
が
『
往
生
要
集
』

聖
衆
倶
会
楽
に
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、『
釈
義
』
の
著
者
が
参
照
し
た
可

能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。
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聖
光
上
人
の
三
心
説
に
つ
い
て
―
当
時
の
仏
教
を
意
識
し
た
主
張
―

郡　

嶋　

昭　

示

１　

は
じ
め
に

　

聖
光
上
人
（
以
下
敬
称
略
）
は
、
法
然
の
も
と
で
学
ん
だ
後
九
州

北
部
を
中
心
に
活
動
し
、
念
仏
の
教
説
を
広
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
聖
光
の
思
想
を
見
る
と
、
法
然
の
説
を
そ
の
ま
ま
説
く

も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
聖
光
独
自
の
思
想
が
各
所
に
説
か
れ
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
従
来
の
研
究
で
は
こ
れ
が
「
顕
彰
的
」

「
発
展
的
」
作
業
と
称
さ
れ
、〝
法
然
の
説
を
研
究
す
る
立
場
〟
も
し

く
は
〝
応
用
的
な
視
点
〟
と
さ
れ
、
こ
れ
が
他
の
人
師
か
ら
の
批
判

へ
の
対
応
で
あ
っ
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
指
摘
は
聖
光
の
著
作
を
見
る
限
り
は
自
然
な
こ
と
で

あ
り
、
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
発
表
で
は
、
聖
光
が
念
仏
の

教
説
を
伝
え
よ
う
と
し
た
対
象
者
の
特
色
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
の
思

想
が
、
聖
光
が
自
己
研
鑽
と
法
然
の
思
想
の
顕
彰
を
経
て
、
他
者
に

念
仏
の
思
想
を
伝
え
る
際
に
独
自
に
提
示
さ
れ
て
い
っ
た
思
想
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
を
加
え
た
い
と
思
う
。

　

聖
光
が
活
動
し
た
九
州
北
部
の
仏
教
の
状
況
を
見
る
と
、
太
宰
府

安
楽
寺
、
観
世
音
寺
、
高
良
社
、
油
山
と
い
っ
た
組
織
が
あ
り
、
多

く
の
寺
領
を
有
し
、
ま
た
、
高
良
社
に
『
大
般
若
経
』
が
施
入
さ
れ

転
読
会
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
安
楽
寺
で
法
華
結
衆
三
〇
人
が
集
っ

た
例
、
中
世
の
経
筒
に
『
法
華
経
』
が
少
な
か
ら
ず
収
め
ら
れ
て
い

た
例
な
ど
、
仏
教
が
発
展
し
て
い
た
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て

聖
光
の
著
作
に
は
『
法
華
経
』
や
真
言
、
密
教
を
重
ん
じ
る
者
が

「
有
る
人
」
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
天
台
の
思
想
を
思

わ
せ
る
者
達
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（
（

。
こ

う
し
た
視
点
か
ら
聖
光
の
活
動
を
見
直
す
と
、
自
身
で
の
探
究
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
念
仏
の
教
え
を
伝
え
る
対
象
が
こ
の
よ
う
な
人
師

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
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そ
こ
で
、
聖
光
の
諸
思
想
の
中
、
法
然
の
説
か
な
か
っ
た
聖
光
独

自
の
主
張
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
よ
う
な
見
地
で
見
る
こ
と
が
可
能
な

の
か
ど
う
か
検
討
を
行
う
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

に
人
間
観
、
願
往
生
心
、
教
判
論
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
が（

（
（

、

本
稿
で
は
聖
光
の
三
心
の
説
に
着
目
し
て
検
討
を
試
み
た
い
と
思
う
。

２　

聖
光
の
三
心
説
①　

―
横
竪
の
三
心
―

　

聖
光
の
三
心
に
関
す
る
説
は
各
著
作
で
論
じ
ら
れ
て
お
り
多
岐
に

わ
た
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
先
学
も
紹
介
し
て
い
る
通
り
「
横
竪

の
三
心
」
説
と
「
行
具
の
三
心
」
説
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
説
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
主
張
は
本
稿
で
指
摘
し
た
い
点
と
は
少
し
外
れ
る
が
、

聖
光
の
基
本
的
な
主
張
を
確
認
す
る
た
め
に
整
理
し
た
い
と
思
う
。

　
《『
授
手
印
』
の
説
》

　

聖
光
に
よ
る
三
心
の
説
か
れ
方
に
つ
い
て
、『
授
手
印
』
の
三
心

の
説
を
例
に
そ
の
構
成
を
見
て
み
た
い
。『
授
手
印
』
で
は
お
よ
そ

次
の
よ
う
な
構
成
で
説
か
れ
て
い
る
。

・
三
心
説
の
根
拠　
『
観
経
』『
往
生
礼
讃
』『
観
経
疏
』『
観
念

法
門
』『
選
択
集
』
浄
影
『
観
経
疏
』

　
　

・
至
誠
心　
　

四
句
分
別　

三
句

　
　
　
　
　
　
　
　

問
答
三
件

　
　

・
深
心　
　
　

四
句
分
別　

二
句

　
　
　
　
　
　
　
　

問
答
一
件

　
　

・
廻
向
発
願
心　

総
説

　
　

・
竪
の
三
心

　
　

・
横
の
三
心　

四
句
分
別　

二
句

こ
の
構
成
か
ら
は
、
三
心
に
つ
い
て
説
か
れ
た
経
典
と
善
導
法
然
の

著
作
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
後
に
三
心
の
そ
れ
ぞ
れ
を
解
説
し
、
そ
の

後
「
横
竪
の
三
心
」
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
他
の
聖
光
の
文
献

に
お
い
て
も
ほ
ぼ
こ
の
よ
う
な
構
成
を
と
り
、「
横
竪
の
三
心
」
と

い
う
言
葉
は
な
く
と
も
、
一
心
に
他
の
二
心
が
具
わ
る
、
も
し
く
は

称
名
の
行
の
中
に
三
心
は
自
然
と
具
わ
る
と
い
う
説
が
各
所
で
説
か

れ
、
そ
し
て
三
心
の
解
説
が
し
め
く
く
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例

え
ば
、『
授
手
印
』
で
は
、
廻
向
発
願
心
を
説
き
終
わ
っ
た
後
、

彼
ノ

然
師

ノ
云

ク
、
三
心

ノ
之
中

ニ
発
二ス

ル
至
誠
心
一ヲ
之
時
、
実

ニ
具
二ス

ル
後

ノ
深
心
廻
向
発
願
之
二
心
一ヲ
也
。
依
レテ
之

レ
ニ

、
三
心
之
中

ニ
、

具
二ス

レ
一
心
一ヲ
者

ハ
、
必

ス
具
二ス

ル
余

ノ
二
心
一ヲ
也
。（

聖
典
五
・
二
五
）

と
い
い
、
法
然
の
言
葉
と
し
て
至
誠
心
を
発
す
時
に
他
の
深
心
・
廻

向
発
願
心
は
自
然
と
具
わ
る
と
い
い
、
こ
れ
を
例
と
し
て
一
心
を
具
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え
る
こ
と
で
他
の
二
心
が
具
わ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
続
け

て
、

但
シ

経
ト

与
レノ
疏
之
文
、
一
者
二
者
三
者

ト
置
二ク
各
別
一ニ
者

ハ
、
為
二メ

ニ
行
者
一
於
二テ
往
生

ノ
心
一ニ
為
レメ
知
レラ

シ
メ
ン
カ

発
二コ

ト
ヲ

三
種

ノ
心
一ヲ
也
。

所
レ
謂
若

シ
念
仏

ノ
行
者
、
為
レメ

ニ
ハ

発
二ス

ル
モ
ノ
ノ

虚
仮
心
一ヲ
用
二ヒ

テ
至

誠
心
一ヲ
治
二セ

ヨ
ト

其
ノ

心
一ヲ
教
レフ

ル
之

レ
ヲ

時
、
置
二ケ

ル
一
者
至
誠
心
也

ト
。

若
シ

念
仏

ノ
行
者
、
為
レメ

ニ
ハ

発
二ス

モ
ノ
ノ

疑
惑
之
心
一ヲ
用
二ヒ

テ
深
心
一ヲ

治
二セ

ヨ
ト

其
ノ

心
一ヲ
教
レフ

ル
之

ヲ
時
、
置
二ケ

ル
二
者
深
心
一ト
也
。

若
シ

念
仏

ノ
行
者
、
以
二テ
発
願
心
之
許
一リ

ヲ
、
為
下メ

ニ
ハ

願
二フ
往
生
一ヲ
之

者
上モ

ノ
ノ

、
以
二テ
已
所
作
之
善
一ヲ
可
レシ

ト
願
二フ
往
生
一ヲ
教
レフ

ル
之

ヲ
時
、

置
二ケ

ル
三
者
廻
向
発
願
心
一ト
也
。
以
二テ
此

ノ
意
一ヲ
案
レス

ル
ニ

之
ヲ

、
就
レテ

之
ニ

有
二リ
二
種

ノ
三
心
一、
一
者
横
三
心
（
一
心
具
三
心
者
是
横
三

心
也
）。
二
者
竪
三
心
（
三
心
各
別
置
一
二
之
言
、
是
竪
三
心

也
）。　�

（
聖
典
五
・
二
五
、（　

）
内
は
割
注
）

と
い
っ
て
、
一
心
を
具
え
る
こ
と
で
に
三
心
が
具
わ
る
こ
と
を
「
横

の
三
心
」
と
し
、
三
心
そ
れ
ぞ
れ
を
説
く
も
の
を
「
竪
の
三
心
」
と

し
て
「
横
竪
の
三
心
」
説
を
提
唱
し
て
理
解
を
し
、「
竪
の
三
心
」

が
説
か
れ
る
理
由
と
し
て
、
念
仏
の
行
者
が
虚
仮
の
心
・
疑
惑
の
心

を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
至
誠
心
と
深
心
を
解
説
し
て
こ
れ
を

治
め
、
こ
の
二
心
を
用
い
て
往
生
を
願
う
べ
き
こ
と
を
伝
え
る
た
め

に
廻
向
発
願
心
が
説
か
れ
て
い
る
の
だ
と
し
て
い
る
。

３　

聖
光
の
三
心
説
②　

―
行
具
の
三
心
―

こ
の
よ
う
に
一
心
を
具
え
る
こ
と
で
他
の
二
心
が
具
わ
る
と
い

う
聖
光
の
主
張
が
見
て
取
れ
る
の
だ
が
、
称
名
念
仏
行
を
修
す
る

こ
と
で
三
心
が
具
わ
る
と
い
う
主
張
も
各
所
で
見
ら
れ
る
。
例
え

ば
『
授
手
印
』
で
は
、
先
の
横
竪
の
三
心
の
説
の
前
に
廻
向
発
願

心
を
説
く
部
分
で
、

故
上
人

ノ
言

ク
、
浄
土
宗

ノ
善
導
教
二
訓

シ
テ

、
念
仏
者
一ヲ
初

テ
入
二ル

ノ

専
修
一ニ
之
時
、
称
二フ

ル
ニ

南
無
阿
弥
陀
仏
一ト
、
具
二ス
三
心
一ヲ
。
此

ノ
心

ノ
之
中

ニ
、
納
二ム

ル
廻
向
発
願
心
一ヲ

ハ
也
。
依
レテ
之

レ
ニ

善
導
釈

シ
テ

云
ク

、

南
無

ト
ハ

者
帰
命
、
亦
廻
向

ナ
リ
ト

矣
。�

（
聖
典
五
・
二
五
）

と
い
い
、
法
然
上
人
の
伝
聞
と
し
て
、
善
導
の
教
訓
に
よ
る
に
、
専

修
念
仏
を
志
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
る
時
に
三
心
は
具
わ
る
の

だ
と
い
う
説
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
奥
図
に
は
、

釈
シ
テ

曰
ク

、
我
法
然
上
人

ノ
言

ハ
ク

、
拝
二
見

ス
ル
ニ

善
導

ノ
之
御
釈
一ヲ
、

源
空

カ
目

ニ
ハ

、
三
心

モ
五
念

モ
四
修

モ
皆

ナ
倶

ニ
、
見
二ユ

ル
南
無
阿
弥

陀
仏
一ト
也
。�

（
聖
典
五
・
三
一
）

と
い
い
、
三
心
の
み
な
ら
ず
五
念
門
や
四
修
も
称
名
念
仏
を
修
す
る

う
ち
に
具
わ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
念
仏
名
義
集
』
の
説
で
は
、
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法
然
の
も
と
に
い
た
際
の
出
来
事
を
伝
え
る
場
面
で
は
、

三
心
ノ
義
ナ
ン
ド
ヲ
モ
心
得
マ
シ
キ
人
人
ニ
ハ
、
南
無
阿
弥
陀

仏
ト
申
ス
事
ハ
阿
弥
陀
仏
ノ
本
願
ナ
レ
バ
ト
、
深
ク
信
シ
テ
其

ノ
念
仏
ノ
数

ス
多
カ
ラ
ン
ニ
、
三
万
返
六
万
返
ノ
程
ニ
数

ス
多
ク

申
サ
セ
給
ハ
ン
ニ
、
三
心
モ
具
足
シ
テ
、
無
レク
疑
決
定
往
生
ス

ル
ソ
ト
教
ヘ
候
モ
、
昔

シ
法
然
上
人
御
房
ノ
御
伝
ヘ
ヲ
コ
ソ
弘

メ
伝
ヘ
候
ヘ
。�
（
浄
全
一
〇
・
三
七
四
下
～
三
七
五
上
）

と
い
い
、
称
名
念
仏
行
が
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
行
で
あ
る
と
深
く
信

じ
て
、
多
く
の
念
仏
を
称
え
た
者
は
三
心
も
具
わ
り
、
往
生
す
る
こ

と
は
疑
い
な
い
こ
と
だ
と
い
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
て
念

仏
す
る
う
ち
に
三
心
が
具
わ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
は
私

が
こ
の
よ
う
に
伝
え
る
の
は
、
法
然
か
ら
伝
え
ら
れ
た
こ
と
だ
か
ら

で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。

《
法
然
か
ら
受
け
継
い
だ
三
心
説
》

こ
の
よ
う
に
称
名
念
仏
行
を
修
す
る
う
ち
に
三
心
は
自
然
に
具

わ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
行
具
の
三
心
説
を
各
所
で
主
張
し
て
い
る

が
、
そ
の
説
の
大
半
に
は
「
故
法
然
上
人
」「
故
上
人
言
」「
師
云
」

と
付
さ
れ
て
お
り
、
法
然
か
ら
の
伝
聞
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い

る
。
こ
の
説
は
聖
光
の
文
献
に
引
用
さ
れ
る
法
然
の
説
の
傾
向
を
見

て
も
一
番
多
く
触
れ
ら
れ
て
い
る
説
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
内
容
は

「
善
導
和
尚
意
」「
依
善
導
教
」
と
い
っ
て
善
導
の
理
解
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
加
え
ら
れ
て
い
る
点
も
ほ
ぼ
一
貫
し
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
の
行
具
の
三
心
説
が
善
導
と
法
然
と
の
理
解
に
裏
打

ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
身
独
自
の
説
で
は
な
い
こ
と
を
断
り
、

そ
し
て
そ
の
信
憑
性
を
付
加
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
い
う
な
ら
ば
、
法
然
の
遺
文
の
中
で
も
幾
度
も
説
か
れ

て
い
る
説
が
、
聖
光
に
も
間
違
い
な
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
と
、
法
然
が
間
違
い
な
く
主
張
し
て
い
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を

繰
り
返
す
聖
光
の
姿
勢
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
説
を
強
調
し
た
か
っ
た

と
い
う
聖
光
の
意
志
と
、
こ
れ
が
法
然
の
主
張
し
た
か
っ
た
こ
と
な

の
だ
と
い
う
確
認
と
徹
底
を
促
す
態
度
が
受
け
取
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
祖
述
的
」
な
主
張
と
も
い
え
る
。

４　

聖
光
の
三
心
③　
―
大
乗
の
思
想
、
天
台
の
思
想
を
用

い
た
主
張
―

　

以
上
の
よ
う
に
三
心
の
具
わ
り
方
を
説
く
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、

聖
光
自
ら
が
述
べ
て
い
る
通
り
、
上
記
の
説
は
法
然
か
ら
伝
え
ら
れ

た
説
に
依
っ
て
い
る
も
の
が
大
き
く
、
法
然
の
説
を
伝
え
て
徹
底
す

る
目
的
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
説
の
他
に
本
稿
で
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指
摘
し
た
い
聖
光
独
自
の
視
点
、
当
時
の
対
論
者
を
想
定
し
た
と
思

わ
れ
る
主
張
に
つ
い
て
指
摘
を
し
て
み
た
い
。

　
《
至
誠
心
を
具
え
る
者
は
大
乗
の
行
者
》

　

ま
ず
、『
授
手
印
』
の
至
誠
心
に
つ
い
て
説
か
れ
る
部
分
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
他
人
に
請
わ
れ
て
念
仏
す
る
こ
と
の
是
非
に
関
す
る
問
答

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
聖
光
は
大
乗
の
菩
薩
の
思
想
を
用

い
て
答
え
て
い
る
例
が
見
え
る
。
ま
ず
、
問
の
部
分
で
は
、

問
、
住
二セ

ル
至
誠
心
一ニ
之
人
、
令
レル
修
二セ
念
仏
一ヲ
之
間
、
依
二テ
他
人

ノ

請
一ニ
、
令
レル
申
二サ
念
仏
一
之
時
、
住
二シ

テ
有
所
得
之
心
一ニ
、
令
レル
申
二サ

念
仏
一、
為
二メ

ニ
自
身
一ノ
為
レセ

ム
成
二ル

ト
ヤ

往
生
之
因
一ト
、
為
当
如
何
。

�
（
聖
典
五
・
二
一
）

と
い
い
、
至
誠
心
を
発
し
て
念
仏
す
る
者
が
他
人
に
請
わ
れ
て
念
仏

す
る
時
、
こ
れ
は
往
生
の
因
と
な
る
の
か
否
か
と
い
問
う
て
い
る
。

こ
の
問
か
ら
見
え
る
こ
と
は
、
廻
向
が
目
的
で
あ
ろ
う
か
、
誰
か
に

称
名
念
仏
を
請
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

状
況
を
聖
光
が
目
の
当
た
り
に
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
問
い
に
対
し
て
聖
光
は

本
ト

自
リ

住
二セ

ル
至
誠
心
一ニ
之
人
、
為
二メ

ニ
他
人
一ノ
受
二ケ

ン
請
用
一ヲ
之
時
、

不
レス
可
レラ
起
二ス
有
所
得

ノ
之
心
一ヲ
。
所
以

ハ
者
何
、
住
二シ

テ
至
誠
心
一ニ

修
二シ
念
仏
一ヲ
志
二ス

ノ
往
生
一ヲ
之
人
。
此

ハ
是

レ
大
乗

ノ
行
者
也
。
大
乗

ト
者
以
二テ
自
行
化
他
一ヲ
、
為
二ス
菩
薩

ノ
大
乗

ノ
之
行
一ト
、
以
二テ

ハ
此

ノ
念

仏
一ヲ
可
レシ
廻
二
向

ス
自
他

ノ
往
生

ノ
之
功
徳
一ニ
。
是

レ
則

チ
第
三

ノ
廻
向

発
願
心

ノ
之
義
也
。
故

ニ
云
二ヒ
普
為
師
僧
父
母
同
得
往
生
一ト
、
又

タ

云
二ヘ

リ
、
願
共
諸
衆
生
一ト
況

ヤ
又

タ
大
乗

ノ
之
意

ハ
、
自
二ヨ

リ
初
心

ノ
之

行
一、
習
二フ
化
功
帰
己
一ト
也
。
縦

ヒ
雖
二モ
請
用
之
念
仏
一ナ

リ
ト

、
自
他

共
ニ

成
二ル
往
生
之
因
一ト
也
。
若

シ
不
レス
然

ラ
者

ハ
、
招
二カ

ム
小
乗
偏
執

ノ

自
調
自
度
之
失
一ト

カ
ヲ

歟
。

�

（
聖
典
五
・
二
一
）

と
い
い
、
至
誠
心
を
発
し
て
念
仏
を
す
る
者
は
大
乗
の
行
者
で
あ
る

か
ら
、
人
に
請
わ
れ
て
念
仏
を
修
し
た
場
合
、
大
乗
の
菩
薩
の
行
を

規
範
と
し
て
、
自
他
の
往
生
の
た
め
に
そ
の
功
徳
を
廻
向
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
『
名
目
問
答
』
で
は
、
三
心
の
そ
れ
ぞ
れ
を
説
く
前
に
次
の
よ
う

に
い
っ
て
い
る
。

念
仏

ノ
行
者
、
先
自

ラ
学
二ビ
三
心
一ヲ
決
二
定
往
生
一ヲ
之
後
、
亦
於
他

人
ニ

教
二ヘ
三
心
一ヲ
、
可
レ
決
二
定
他
人
之
往
生
一ヲ
也
。
是

レ
即

チ
自

得
二
往
生

ノ
大
益
一ヲ
、
亦
他
人

ニ
モ

可
レ
令
レ
得
往
生

ノ
大
益
一ヲ
也
。

若
シ

不
レ乄
知
二
三
心
一ヲ
修
二ス

ル
念
仏
一ヲ
人
、
自

モ
迷

ヒ
亦
迷
レハ

ス
他

ヲ
モ

也
。

故
ニ

以
二
三
心

ノ
具
不
具
一ヲ
、
知
二
往
生

ノ
得
不
得
一ヲ
也
。
三
心

ハ
是
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念
仏
者

ノ
甘
露
也
。
尤
可
二
楽
欲
一ス
也
。
尤
可
二
甘
心
一ス
也
。
是

レ

則
チ

与
二
仏
心
一
相
応

シ
、
亦
復
善
導
之
元
意
也
。

�

（
浄
全
一
〇
・
四
〇
〇
上
）

こ
こ
で
も
自
行
化
他
の
志
を
持
っ
て
自
ら
三
心
を
学
ん
だ
後
に
は
、

他
の
人
に
教
え
て
共
に
往
生
を
遂
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
い
、
こ
れ

が
仏
心
と
相
応
し
、
善
導
の
元
意
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
説
を
見
る
と
、
自
行
化
他
と
い
う
大
乗
の
菩
薩
の
思
想

を
根
底
と
し
な
が
ら
三
心
を
説
く
姿
勢
が
指
摘
で
き
る
。
そ
し
て
そ

れ
こ
そ
が
仏
の
心
に
沿
っ
た
理
想
像
で
あ
る
と
い
っ
て
、
こ
れ
ら
の

行
為
の
正
当
性
を
合
せ
て
主
張
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
《
仏
教
の
道
理
・
天
台
宗
の
思
想
を
用
い
た
主
張
》

　
『
西
宗
要
』
の
「
三
心
具
足
文
事
」
で
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い

る
。

付
二テ
釈

ノ
現
文
一ニ
、
法
門

ニ
能
障

ト
所
障

ト
云

フ
事

ア
リ

。
見
思

ノ
二

ノ

煩
悩

ア
リ

。
見
惑

ト
者
見
道

ノ
理

ヲ
障

ル
之

。
見
惑

ハ
是
能
障
、
見
道

ノ
理

ハ
是
所
障
也
。
欲
界
六
品

ノ
思
惑

ハ
、
一
来
果

ノ
能
障
、
一
来

果
ハ

所
障
也
。
欲
界
九
品

ノ
思
惑

ハ
是

レ
不
還
果

ノ
能
障
、
不
還
果

ハ
是

レ
所
障
也
。

上
二
界

ノ
、
八
九
七
十
二
品

ノ
思
惑

ハ
、
是

レ
阿
羅
漢
果

ノ
能
障
、

阿
羅
漢
果

ハ
是

レ
所
障
也
。

塵
沙

ノ
惑

ハ
是

レ
出
仮
利
生

ノ
能
障
、
無
量
塵
沙
出
仮

ノ
法
門

ハ
、

是
レ

所
障
也
。

四
十
一
品

ノ
無
明

ハ
、
四
十
一
位

ノ
中
道

ノ
理

ノ
能
障
、
十
住
十
行

十
廻
向
十
地
等
覚

ハ
是

レ
所
障
也
。

元
品

ノ
無
明

ハ
是

レ
究
竟
極
位

ノ
能
障
、
妙
覚
位

ハ
是

レ
所
障
也
。

瑜
伽
唯
識

ノ
煩
悩
障

ト
者
、
見
惑
修
惑

之
。
見
惑

ハ
障
二ヘ
見
道
一ヲ
、

修
惑

ハ
障
二フ
修
道
一ヲ
。
所
知
障

ト
者
塵
沙
無
明
也
。
是

レ
障
二フ
出
仮

中
道

ノ
法
門
一ヲ
。�

（
浄
全
一
〇
・
一
五
八
下
～
一
五
九
上
）

こ
れ
に
よ
る
と
法
門
に
は
障
る
も
の
と
障
ら
れ
る
も
の
と
い
う
能
障

と
所
障
が
あ
る
も
の
で
、
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
障
害
と

な
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
道
理
を
三
心
の
解
説
に
お
い
て
丁
寧
に
取

り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
続
い
て
「
天
台
宗
の
如
き
は
」
と

し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

如
二キ

ハ
天
台
宗

ノ
、
見
思
塵
沙
無
明

ノ
三
惑

ハ
能
障
、
空
仮
中

ノ
三

諦
ハ

是
レ

所
障
也
。
六
蔽

ハ
能
障
、
六
度

ハ
所
障
也
。
謂

ク
慳
貪

ハ

者
布
施
、
破
戒

ハ
者
持
戒
、
瞋
恚

ハ
者
忍
辱
、
懈
怠

ハ
者
精
進
、

散
乱

ハ
者
禅
定
、
愚
痴

ハ
者
智
慧
也
。

�

（
浄
全
一
〇
・
一
五
八
下
～
一
五
九
上
）

と
い
い
、
天
台
宗
で
は
空
仮
中
の
三
諦
が
所
障
で
あ
り
、
こ
れ
を
障



─ 141 ─

る
も
の
は
見
思
の
惑
、
塵
沙
無
明
の
三
惑
で
あ
り
、
六
蔽
は
六
度
を

障
る
能
障
、
慳
貪
は
布
施
、
破
戒
は
持
戒
、
瞋
恚
は
忍
辱
、
懈
怠
は

精
進
、
散
乱
は
禅
定
、
愚
痴
智
慧
を
そ
れ
ぞ
れ
障
る
能
障
だ
と
い
う

説
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ほ
か
な
ら
ぬ
「
天
台
」
の
思
想

と
し
て
空
仮
中
三
諦
と
六
度
と
い
う
求
め
る
物
と
そ
の
障
害
と
な
る

も
の
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
な
ぞ
ら
え
て
三
心
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

至
誠
心

ノ
法
門

ハ
、
是

レ
虚
仮

ノ
煩
悩

カ
能
障

ト
成

ル
也
。
深
心

ハ
疑

惑
ノ

煩
悩

カ
障
也
。
廻
向
発
願
心

ハ
不
定

ノ
心

カ
障

リ
也
。　　
　
　
　

　

�

　
（
浄
全
一
〇
・
一
五
九
上
）

つ
ま
り
、
至
誠
心
の
教
え
で
は
至
誠
心
と
い
う
所
障
を
障
る
も
の
は

虚
仮
煩
悩
と
い
う
能
障
で
あ
り
、
深
心
で
は
疑
惑
煩
悩
、
廻
向
発
願

心
で
は
不
定
心
が
そ
れ
ぞ
れ
能
障
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
説
は
ま
さ
に
天
台
宗
の
説
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
説
を
提
唱
す
る
必
要
性
は
天
台
の
教
説
を
知
る
者
へ
の
三
心
説

の
主
張
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
思
想
は
「
天
台
宗
の
如
き
」
と
い
っ

て
天
台
宗
の
教
義
を
用
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、「
見
思
・
塵

沙
・
無
明
の
三
惑
、
空
仮
中
の
三
諦
、
六
蔽
（
慳
貪
・
破
戒
・
瞋

恚
・
懈
怠
・
散
乱
・
愚
痴
）」
と
は
、
仏
教
の
基
礎
的
思
想
だ
が
浄

土
宗
で
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
思
想
を

用
い
る
こ
と
が
三
心
の
説
を
伝
え
る
の
に
有
益
で
あ
っ
た
が
故
に
用

い
た
と
考
え
ら
れ
る
主
張
で
あ
る
。

４　

お
わ
り
に

　

以
上
聖
光
の
三
心
説
に
つ
い
て
整
理
を
し
て
み
た
が
、
本
稿
で
の

指
摘
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
至
誠
心
を
具
え
て
念
仏
す
る
者
は
大
乗
の
行
者
で
あ
る
（『
授

手
印
』）

・
自
ら
三
心
を
具
し
た
上
で
、
他
に
も
教
え
て
三
心
を
起
こ
さ
し

め
、
共
に
往
生
す
べ
き
で
あ
る�

（『
名
目
問
答
』）

・
天
台
で
い
う
能
障
と
所
障
を
用
い
る
な
ら
ば
、
至
誠
心
の
能
障

は
虚
假
煩
悩
、
深
心
で
は
疑
惑
煩
悩
、
廻
向
発
願
眞
で
は
不
定

心
で
あ
る
（『
西
宗
要
』）

　

こ
れ
ら
の
主
張
を
見
る
と
、「
天
台
の
如
き
」
能
障
と
所
障
を
用

い
た
主
張
は
ま
さ
に
天
台
の
僧
を
意
識
し
た
説
で
あ
る
こ
と
が
い
え
、

さ
ら
に
は
至
誠
心
を
具
え
て
念
仏
す
る
者
は
大
乗
の
行
者
で
あ
る
と

い
う
思
想
は
、
対
象
者
に
対
し
て
三
心
の
思
想
の
価
値
を
高
め
る
た

め
の
主
張
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
聖
光
は
こ
の
大
乗
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の
自
行
化
他
の
思
想
を
三
心
説
に
取
り
入
れ
、、
自
ら
三
心
を
発
し
、

他
を
し
て
同
じ
く
三
心
を
発
さ
し
め
、
共
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
う

べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
心
の

説
に
関
し
て
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
が
、
当
時
聖
光
の
ま
わ
り
で
活

動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
僧
達
、
さ
ら
に
い
え
ば
天
台
の
僧
と
思

わ
れ
る
対
象
者
を
意
識
し
た
説
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の

で
あ
る
。

　

先
述
の
通
り
、
こ
れ
ま
で
に
同
じ
視
点
で
人
間
観
、
願
往
生
心
、

教
判
論
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
視
点
で
見
る

と
こ
れ
ら
の
思
想
に
は
す
べ
て
対
象
者
を
意
識
し
た
主
張
が
見
ら
れ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
具
体
的
に
ど
こ
の
ど
の
よ
う
な
僧
に
対
す

る
主
張
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
の

よ
う
な
主
張
が
見
ら
れ
る
必
然
性
と
し
て
、
天
台
の
思
想
を
用
い
る

こ
と
が
有
意
義
で
あ
っ
た
と
い
う
点
か
ら
推
察
す
る
な
ら
ば
、
対
象

者
が
天
台
の
僧
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

具
体
的
な
対
象
者
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
1　
「
祖
述
」
と
「
顕
彰
」
と
い
う
立
場
で
は
小
西
存
祐
「
鎮
西
国
師
に
就
い

て
」（『
鎮
西
勢
観
記
主
三
上
人
の
研
究
』、
知
恩
院
、
一
九
三
五
）、
香
月
乗

光
「
鎮
西
教
学
に
お
け
る
祖
述
と
顕
彰
」（『
法
然
浄
土
教
の
思
想
と
歴
史
』

山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
四
）
な
ど
が
あ
り
、「
相
承
的
・
発
展
的
立
場
」

は
高
橋
弘
次
「
聖
浄
兼
学
の
精
神
」（『
源
智
弁
長
良
忠
三
上
人
研
究
』（
同

朋
社
、
一
九
八
七
）
で
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
他
の
人
師
へ
の
対
応
と
い
う
指

摘
は
、
坂
田
良
弘
氏
が
『
鎮
西
聖
光
上
人
の
教
学
』（
浄
土
教
報
社
・
一
九

三
一
）
で
明
恵
が
『
摧
邪
輪
』
で
法
然
の
菩
提
心
に
関
す
る
理
解
を
批
判
し

た
こ
と
に
対
し
て
、
聖
光
が
『
徹
選
択
集
』
で
菩
提
心
願
と
菩
提
心
行
を
説

い
た
こ
と
が
こ
れ
に
対
す
る
対
応
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

2　

拙
稿
「
平
安
末
鎌
倉
初
期
の
九
州
北
部
の
仏
教
思
想
に
つ
い
て
」（
廣
川

堯
敏
教
授
古
稀
記
念
論
集
『
浄
土
教
と
佛
教
』、
法
藏
館
・
二
〇
一
四
）
に

て
指
摘
し
た
。
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
の
日
付
の
あ
る
「
高
良
山
施
入

帳
」
に
、「
大
般
若
経
一
部
六
百
巻
（
黄
紙
、
朱
軸
、
香
表
紙
）
の
施
入
が

あ
っ
た
と
あ
り
、（『
久
留
米
市
史
』
第
七
巻
、
四
六
九
頁
）
ま
た
、『
大
宰

府
神
社
文
書
』「
天
満
宮
安
楽
寺
草
創
日
記
」
に
「
法
華
結
集
三
十
人
」

（『
大
宰
府
・
太
宰
府
天
満
宮
史
料
』
巻
七
、
二
九
一
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
、

経
筒
の
整
理
は
関
秀
夫
氏
『
経
塚
の
諸
相
と
そ
の
展
開
』（
雄
山
閣
出
版
、

一
九
九
〇
）
に
よ
っ
た
。

3　

拙
稿
「
聖
光
上
人
の
人
間
観　

―
当
時
の
仏
教
へ
の
主
張
―
」（『
仏
教
論

叢
』
第
六
二
号
・
二
〇
一
八
）、「
聖
光
上
人
の
説
く
信
心
に
つ
い
て
―
願
往

生
心
と
四
弘
誓
願
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
二
〇
一
八
年
度
浄
土
学
研
究
会
に
て

発
表
、『
浄
土
学
』
五
五
輯
に
掲
載
予
定
）、「
聖
光
の
聖
道
浄
土
二
門
の
教

判
説
と
当
時
の
仏
教
」（
二
〇
一
八
年
度
印
度
学
仏
教
学
会
に
て
発
表
『
印

仏
研
』
に
掲
載
予
定
）
に
て
論
じ
た
。

4　

恋
田
知
子
「
陽
明
文
庫
蔵
「
道
書
類
」
の
紹
介
（
十
）
―
弁
長
作
『
念
仏

往
生
修
行
門
』
翻
刻
・
略
偈
題
―
」（『
三
田
國
文
』
五
四
号
）
四
五
下
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触
香
に
つ
い
て

西　

城　

宗　

隆

は
じ
め
に

　

浄
土
宗
総
合
研
究
所
は
、
僧
侶
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
な
か
の
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
人
々
と
ど
の
よ
う
に
向
か
い
合
っ
て
い
き
て
い
く
か

と
い
う
時
に
、
法
要
儀
式
で
の
性
差
異
等
に
対
応
す
る
一
助
と
し
て

『
総
研
叢
書
』
第
一
〇
集
で
論
述
し
た（

（
（

。『
浄
土
宗
法
要
集
』
の
威
儀

部
で
は
男
女
の
性
差
異
を
記
し
て
い
な
い
。『
法
要
集
』
に
規
定
し

て
い
な
い
塗
香
と
伝
法
で
の
授
手
印
作
法
等
は
男
女
同
一
で
あ
る
。

し
か
し
、
触
香
作
法
と
五
重
相
伝
・
授
戒
会
で
の
血
誓
と
い
う
拇
印

作
法
の
み
は
、
男
女
の
差
異
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
対
処

し
た
ら
良
い
か
と
い
う
の
が
『
総
研
叢
書
』
の
目
的
で
あ
っ
た
。
こ

こ
で
は
視
点
を
変
え
て
、
触
香
作
法
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

香
象
の
経
緯
と
作
法

　

現
行
の
『
法
要
集
』
は
、
触
香
の
作
法
を
記
し
て
い
な
い
。
た
だ

し
、
別
時
勤
行
式
と
五
重
相
伝
・
授
戒
会
に
関
す
る
式
次
第
に
は

「
触
香
」
す
べ
き
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
触
香
作
法
は
、
道
場
の

入
り
口
で
塗
香
作
法
を
し
て
、
象
の
形
を
し
た
香
炉
を
越
え
て
か
ら

道
場
に
入
る（

（
（

。
こ
の
触
香
は
正
伝
法
の
密
室
道
場
で
「
焼
香
の
伝
」

の
な
か
に
「
触
香
の
伝
」
が
あ
り
、
た
ん
に
道
場
に
入
る
儀
式
で
は

な
く
、
伝
法
に
準
じ
た
作
法
で
あ
る
。『
法
要
集
』
は
こ
の
理
由
で

洒
水
作
法
と
同
様
に
触
香
作
法
を
記
し
て
い
な
い
。

　

佐
野
真
詳
『
仏
教
考
古
学
講
座
』
の
象
炉
の
項
で
は
、
経
説
も
な

く
、
そ
の
起
源
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
印
度
で
創
製
さ
れ
、

中
国
か
ら
日
本
へ
将
来
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
事
実
詳
で
は
な
い
。

し
か
し
、
平
安
時
代
の
灌
頂
に
際
し
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
解
る
と
述

べ
て
い
る（

（
（

。
で
は
、
香
象
と
そ
の
作
法
が
い
つ
か
ら
文
献
に
記
さ
れ

た
か
。
道
誠
（
天
禧
三
年
間
・
一
〇
一
九
）『
釈
氏
要
覧
』
は
、
仏
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典
の
な
か
か
ら
名
目
と
故
実
を
注
釈
し
た
宋
代
の
仏
教
辞
彙
集
で
あ

る
の
で
、
香
象
を
記
し
て
い
な
い
。

　

嵯
峨
天
皇
宸
翰
と
い
う
最
澄
の
入
寂
（
八
二
二
）
を
悲
し
ん
だ

「
哭
澄
上
人
」
の
詞
に
、「
香
烟
像
炉
を
繞
る
」
と
あ
る（

（
（

。
像
は
象
に

通
じ
、
香
煙
た
な
び
く
象
形
の
香
炉
で
あ
ろ
う
が
、
作
法
は
不
明
で

あ
る
。
玄
静
（
延
喜
年
間
・
九
〇
四
）『
受
明
灌
頂
作
法
次
第　

胎

蔵
界
』
に
は
、「
門
前
に
於
い
て
焼
香
供
養
す
。
私
云
く
、
或
師
の

説
に
、
香
象
に
香
を
焼
き
、
弟
子
背
よ
り
之
を
踰
え
て
入
堂
せ
し
む

る
」
と
あ
り
、
金
剛
界
の
時
も
香
象
を
越
え
る
作
法
を
勤
め
て
い
る（

（
（

。

長
承
元
年
（
一
一
三
二
）
と
明
記
す
る
『
庭
儀
灌
頂
日
記
』
は
、

「
五
尺
の
屏
風
一
帖
を
立
て
、
屏
風
の
前
に
香
象
を
立
つ
」
と
あ
る
。

こ
の
文
書
は
灌
頂
法
会
で
香
象
を
用
い
た
証
左
で
あ
る（

（
（

。
正
嘉
元
年

（
一
二
五
七
）
の
奥
書
の
あ
る
『
如
法
経
手
記
』
は
、「
門
前
の
机
上

の
羅
に
洒
水
器
一
口
并
び
に
焼
香
器
。
加
え
て
散
杖
。
又
香
炉
花
筥

を
調
え
置
き
、
机
下
に
香
象
を
安
ず
る
」
と
あ
り
、「
門
前
に
至
っ

て
、
身
の
上
に
洒
水
三
反
、
香
象
を
超
え
て
道
場
に
入
る
」
と
あ
る（

（
（

。

香
象
を
超
え
る
作
法
が
灌
頂
以
外
の
法
会
で
勤
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。『
建
武
二
年
結
縁
灌
頂
記
』（
一
三
三
五
）
は
灌
頂
道
具
と
し

て
「
香
象
一
頭
」
と
記
し
て
い
る（

（
（

。

　

栄
海
（
一
二
七
八
～
一
三
四
七
）『
ゲ
ン
ビ
ラ
鈔
』
は
、
一
つ
に

「
象
宝
を
越
え
る
は
蓮
台
に
昇
る
こ
と
な
り
」、
二
つ
に
「
香
象
は
香

気
有
り
の
故
に
、
受
者
彼
の
気
に
触
れ
る
た
め
な
り
」、
三
つ
に

「
因
位
の
普
賢
を
越
え
て
、
金
剛
薩
埵
の
位
に
至
る
」
と
し
て
い
る（

（
（

。

『
延
文
四
年
結
縁
灌
頂
記
』（
一
三
五
九
）
は
、「
受
者
を
引
い
て
、

印
、
香
象
を
越
え
し
め
る
。
先
ず
右
足
」
と
あ
り
、
右
足
か
ら
越
え

る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
男
女
と
も
に
右
足
か
ら
は
不
明
で
あ

る
（
（1
（

。

　

杲
宝
（
一
三
〇
六
～
六
二
）『
大
日
経
疏
演
奥
鈔
』
二
六
は
、
香

象
は
密
教
の
経
典
と
儀
軌
に
な
く
、
師
伝
に
依
っ
て
い
る
説
き
、
灌

頂
の
受
者
を
金
剛
薩
埵
に
す
る
た
め
に
「
象
に
騎
る
」
の
で
あ
っ
て
、

香
象
を
越
え
る
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る（

（1
（

。
運
敞
（
一
六
一
四
～
九

三
）『
寂
照
堂
谷
響
集
』
二
に
、
秘
密
灌
頂
道
場
に
て
白
香
象
を
用

い
る
の
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
清
浄
と
な
り
、
瑜
伽
密
蔵
と
相
応
す
る

た
め
と
し
て
い
る（

（1
（

。

　

葦
原
寂
照
（
一
八
三
三
～
一
九
一
三
）『
醍
醐
乳
味
鈔
』
巻
一
六

（
二
〇
丁
表
）
に
は
、
一
つ
に
「
受
者
の
衣
服
を
薫
じ
」、
二
つ
に

「
香
象
に
至
れ
ば
象
に
薫
ぜ
ら
れ
て
臭
気
止
む
」、
三
つ
に
「
香
象
に

乗
じ
て
而
し
て
大
壇
に
至
る
な
り
」
と
説
い
て
い
る
。
香
象
を
内
陣

に
置
い
て
、
象
の
頭
が
向
か
っ
て
左
な
ら
ば
右
足
か
ら
と
な
り
、
そ

の
反
対
な
ら
ば
左
足
か
ら
と
な
る
と
説
い
て
い
る
。
浄
土
宗
の
男
性
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の
作
法
で
は
、
熊
谷
直
実
の
よ
う
に
逆
さ
馬
と
な
る
。
権
田
雷
斧

（
一
八
四
七
～
一
九
三
四
）『
真
言
密
教
法
具
便
覧
』
に
は
、「
行
者

六
牙
の
白
象
に
乗
じ
て
、
仏
母
の
胎
に
宅
す
る
義
」
と
し
て
、
摩
耶

夫
人
の
入
胎
に
際
す
る
白
象
の
本
生
譚
を
由
縁
と
し
て
い
る
。
作
法

と
男
女
の
差
異
も
説
い
て
い
な
い（

（1
（

。

　
『
浄
土
宗
西
山
禅
林
派　

法
式
集
』（
平
成
四
年
）
は
、「
触
香
炉

（
象
香
炉
）
道
場
に
入
る
時
に
体
を
浄
め
る
た
め
に
、
ま
た
い
で
用

い
る
（
左
足
か
ら
ま
た
ぐ
）」
と
あ
る
。『
智
山
事
相
事
典
』（
平
成

一
〇
年
）
は
、「
灌
頂
の
際
、
壇
門
に
香
象
を
置
き
、
覆
面
を
し
た

受
者
を
道
場
に
引
入
す
る
時
こ
れ
を
超
え
さ
せ
る
。
こ
の
香
象
は
経

軌
の
中
に
そ
の
文
見
当
た
ら
な
い
が
師
伝
に
よ
っ
て
も
ち
い
る
か
。

白
象
は
普
賢
菩
薩
の
乗
物
で
香
象
を
超
え
さ
せ
る
の
で
は
な
く
受
者

を
金
剛
薩
捶
と
な
し
、
象
に
乗
る
意
味
や
、
衣
服
を
薫
習
す
る
た
め

な
ど
の
諸
説
が
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

　

他
宗
派
の
触
香
の
作
法
を
見
て
き
た
が
、
香
象
の
越
え
方
に
は
男

女
の
差
異
を
記
し
て
い
な
い
。
特
に
、
灌
頂
で
の
触
香
は
、
白
象
に

乗
っ
て
仏
母
の
胎
に
入
る
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
受
者
を
金
剛
薩
捶

の
位
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

浄
土
宗
の
触
香
作
法

　
『
四
十
八
巻
伝
』
巻
十
に
は
、
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
の
後
白

河
法
皇
の
十
三
回
忌
に
「
浄
土
三
部
経
」
を
如
法
に
写
経
し
た
と
あ

る
。「
浄
土
三
部
経
如
法
経
次
第
」
は
、「
一
、
入
道
場　

将
に
道
場

に
入
ら
ん
と
す
と
き
。
先
ず
須
ら
く
洒
水
す
べ
し
。
香
炉
花
筥
香
象

等
常
の
如
し
」
と
あ
る（

（1
（

。
法
然
上
人
も
香
象
を
越
え
る
作
法
を
勤
め

た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
古
昔
五
重
伝
法
軌
則
』
は
含
牛
（
一
五
五
一

～
一
六
三
〇
）
の
秘
蔵
の
書
と
い
う
。「
堂
内
の
戸
を
開
き
、
香
水

を
加
持
し
、
受
者
を
呼
び
、
そ
の
頂
に
洒
ぎ
、
戸
内
に
引
き
入
れ
る
。

又
受
者
は
香
炉
を
跨
ぎ
越
え
て
支
体
を
薫
浄
す
る
」
と
あ
る
。
浄
土

宗
も
入
堂
儀
礼
と
し
て
勤
め
ら
れ
て
い
た（

（1
（

。

　

霊
巌
寺
六
世
愍
譽
春
応
（
～
一
七
〇
一
）
よ
り
伝
授
し
た
と
い
う

「
道
本
山
五
重
口
訣
」（
一
七
七
三
年
書
写
）
は
、「
第
一
塗
香
足
香

の
伝
」
と
「
第
二
焼
香
の
伝
」
と
に
分
け
て
い
る
。「
足
香
と
云
う

事
は
、
香
の
上
に
足
を
か
さ
し
て
三
度
ま
は
す
な
り
。
男
は
左
の
足

よ
り
右
へ
移
り
、
女
は
右
よ
り
左
へ
移
る
也
。
此
事
は
和
尚
の
私
に
、

惣
じ
て
男
女
両
方
の
肩
に
同
生
神
同
名
神
有
り
。
同
名
神
は
女
神
、

其
の
人
の
造
悪
を
記
す
役
也
。
同
生
神
は
男
神
、
其
の
人
の
善
事
を

記
す
役
也
。
香
を
手
に
三
度
も
み
合
わ
す
。
又
足
を
香
の
上
に
か
さ
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し
て
三
度
ま
は
す
事
は
、
身
口
意
の
三
業
の
罪
を
滅
尽
す
と
思
う
べ

き
也
」
と
あ
る（

（1
（

。
触
香
は
た
ん
に
越
え
る
だ
け
で
な
く
、
三
業
滅
尽

の
た
め
に
足
を
三
回
ま
わ
す
作
法
と
な
っ
た
。
ま
た
、『
化
他
五
重

相
承
口
訣
』（
大
雲
寺
所
蔵
）
の
九
箇
条
之
伝
に
は
、「
触
香
の
伝
と

は
、
是
れ
入
道
場
の
儀
式
な
り
。
幡
随
流
に
は
足
香
と
云
う
。
則
ち

遍
身
清
浄
と
な
り
て
、
往
生
浄
土
を
願
う
が
故
に
、
是
れ
往
生
の
修

因
一
分
な
り
。（
中
略
）
男
は
左
よ
り
薫
じ
る
は
修
善
を
願
い
、
女

は
右
よ
り
薫
じ
る
は
其
の
止
悪
を
願
う
。
是
触
香
の
法
な
り
」
と
あ

る
。

　

で
は
、
な
ぜ
男
左
女
右
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
吉
蔵
『
無
量
寿
経
義

疏
』
は
、「
一
切
衆
生
に
皆
二
神
あ
り
。
一
を
同
生
と
名
づ
け
、
二

を
同
名
と
名
づ
く
。
同
生
は
女
に
し
て
右
肩
の
上
に
あ
り
て
、
そ
の

作
悪
を
書
し
、
同
名
は
男
に
し
て
、
左
肩
の
上
に
あ
り
て
、
そ
の
作

善
を
書
す
」
と
あ
る（

（1
（

。
右
肩
に
女
の
同
生
神
、
左
肩
に
男
の
同
名
神

と
あ
り
、
吉
蔵
は
男
左
女
右
を
認
知
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
男
左

女
右
と
す
る
説
は
、
こ
の
倶
生
神
（
同
生
神
同
名
神
）
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
明
解
な
根
拠
と
な
ら
な
い
。

　

徳
川
綱
重
の
法
事
記
の
「
清
揚
院
殿
三
十
三
回
忌
御
忌
勅
会
記
」

（
宝
永
七
年
・
一
七
一
〇
）
は
作
法
の
記
述
が
な
い
が
、
象
香
の
図

を
掲
載
し
て
い
る
。「
彼
の
散
杖
を
以
て
、
入
堂
の
衆
各
々
、
洒
水

す
る
な
り
。
台
は
白
木
な
り
。
赤
地
金
襴
打
敷
を
掛
け
、
其
下
に
彩

色
象
形
の
香
炉
を
置
け
り
。
香
炉
は
御
門
主
よ
り
来
る
。
御
拝
殿
下

東
の
方
に
飾
れ
り
。
昇
殿
畢
れ
ば
御
供
所
へ
取
除
け
り
」
と
あ
る（

（1
（

。

増
上
寺
で
の
勅
会
で
は
、
象
形
の
香
炉
を
置
い
た
と
あ
り
、
し
か
も

「
飾
れ
り
」
と
あ
る
。
は
た
し
て
触
香
作
法
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
、
中
山
玄
雄
編
『
天
台
宗
法
式
作
法
集
』
は
、

「
密
教
法
要
で
は
入
堂
に
先
立
ち
門
前
瓶
の
作
法
が
あ
る
。
瓶
前
で

扇
を
懐
中
に
入
れ
右
手
で
散
杖
を
執
り
、
頭
上
に
洒
ぐ
こ
と
三
度
、

全
身
を
薫
香
し
扇
を
執
っ
て
入
堂
す
る
。
洒
水
三
度
の
う
ち
初
め
の

一
度
は
頭
上
を
、
後
の
二
度
は
洒
ぐ
想
い
で
、
瓶
を
二
度
た
た
く
。

又
香
象
で
薫
香
す
る
の
も
唯
だ
象
を
越
え
る
と
思
念
す
る
の
み
で
両

足
は
一
々
挙
げ
る
要
は
な
い
」
と
あ
る
（
一
七
頁
）。
綱
重
の
法
会

の
時
も
こ
れ
と
同
様
の
作
法
で
あ
り
、
触
香
の
作
法
は
勤
め
ら
れ
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

震
純
「
五
重
口
訣
」『
浄
宗
伝
燈
提
耳
籤
』
巻
三
は
、「
触
香
の
伝

と
は
、
是
れ
入
道
場
の
儀
式
也
。
足
下
は
至
極
不
浄
な
れ
ば
、
香
煙

に
触
れ
て
徧
く
身
を
清
浄
と
す
る
為
の
作
法
は
、
男
は
左
従
り
右
に

三
返
転
じ
る
。
女
は
右
従
り
左
に
移
っ
て
三
返
、
触
香
す
。
密
家
の

如
く
道
場
に
象
香
を
置
く
云
々
。
古
来
曰
く
、
是
は
本
伝
に
非
ず
。

古
老
婆
心
の
入
道
場
の
得
意
也
」
と
あ
る（

（1
（

。
触
香
は
焼
香
の
伝
の
附
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伝
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
作
法
は
男
左
女
右
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由

を
説
い
て
い
な
い
。

　

妙
瑞
（
～
一
七
八
七
）『
化
他
五
重
相
伝
口
訣
』
は
、「
先
ず
道
場

に
入
ら
ん
と
欲
す
る
前
に
は
、
先
ず
足
香
の
具
を
設
け
て
、
行
者
を

し
て
此
の
香
煙
に
触
れ
し
む
べ
し
。
則
ち
下
は
不
浄
の
足
下
よ
り
上

は
総
身
の
肢
体
に
至
る
ま
で
、
皆
遍
身
清
浄
と
成
ら
し
む
る
が
故
に
、

仏
神
三
宝
一
切
の
賢
聖
も
之
が
た
め
に
降
臨
し
哀
愍
護
念
し
給
う
。

乃
ち
其
作
法
は
、
男
子
は
左
よ
り
右
に
移
り
、
女
人
は
右
よ
り
左
に

移
る
こ
と
三
遍
、
是
を
触
香
の
伝
と
云
う
」
と
あ
る（

（2
（

。
塗
香
焼
香
の

伝
で
、
因
み
に
と
称
し
て
触
香
の
作
法
を
伝
え
て
い
る
。

　

立
道
（
一
七
五
五
～
一
八
三
六
）『
真
葛
伝
語
』
は
焼
香
伝
の
附

伝
と
し
て
触
香
を
伝
え
て
い
る
。「
足
下
を
薫
ず
れ
ど
も
、
意
に
は

内
外
心
身
の
垢
穢
を
薫
浄
す
と
運
想
す
べ
し
。
心
に
は
境
に
随
っ
て

転
ず
。
身
器
清
浄
な
れ
ば
心
法
も
亦
た
随
っ
て
清
浄
な
る
べ
き
が
故

に
、
此
れ
乃
ち
別
時
道
場
に
入
る
の
恒
式
な
り
。
其
の
作
法
は
、
男

子
は
左
を
先
に
し
女
子
は
之
に
反
す
。
此
は
悪
を
滅
し
、
善
を
修
す

る
意
を
表
す
る
な
り
」
と
あ
る（

（2
（

。
触
香
作
法
の
三
辺
は
行
わ
れ
ず
、

現
行
の
作
法
と
同
様
で
あ
る
。
別
時
道
場
に
入
堂
す
る
時
の
止
悪
修

善
の
作
法
と
し
て
い
る
。

　

隆
円
（
一
七
五
九
～
一
八
三
四
）『
浄
業
信
法
訣
』
は
、「
此
触
香

炉
に
白
象
を
用
い
る
こ
と
は
、
仏
性
の
理
体
無
垢
清
浄
な
る
を
表
す

る
な
り
。
今
伝
る
意
は
、
助
け
給
へ
と
思
ふ
心
の
偽
り
も
謟
ひ
も
な

く
、
分
別
思
慮
を
以
て
飾
ら
ざ
る
本
心
な
り
。
此
本
心
の
助
給
の
念

は
、
清
浄
潔
白
な
る
こ
と
白
象
の
如
し
。
此
心
に
て
念
仏
を
申
て
、

穢
土
を
離
れ
清
浄
の
土
に
往
生
す
。
離
穢
清
浄
な
る
香
の
体
な
り
。

此
れ
全
く
前
の
焼
香
塗
香
の
如
く
、
有
無
共
に
片
お
ち
す
べ
か
ら

ず
」
と
あ
る（

（2
（

。
こ
こ
で
は
明
言
し
て
い
な
い
が
、「
触
香
も
南
無
阿

弥
陀
仏
」
と
い
う
教
え
で
あ
る
。
妙
瑞
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
念
仏

信
仰
を
説
く
点
が
、
結
縁
相
承
で
『
浄
業
信
法
訣
』
を
用
い
ら
れ
る

所
以
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
浄
業
信
法
訣
』
と
『
吉
水
写
瓶
訣
』
の

触
香
伝
に
は
作
法
を
記
し
て
い
な
い
。
現
行
の
五
重
相
伝
会
で
は
触

香
作
法
を
法
式
分
と
し
て
伝
え
て
い
て
、
道
場
に
入
る
作
法
を
予
め

教
示
し
て
い
る
。
正
伝
法
の
前
に
そ
の
作
法
を
既
に
行
っ
て
い
る
の

で
、
触
香
の
伝
で
は
煩
瑣
に
な
る
の
で
作
法
説
明
を
省
略
す
る
こ
と

が
あ
る
。
こ
れ
は
伝
灯
師
と
回
向
師
の
作
法
が
齟
齬
し
な
い
た
め
で

も
あ
る
。

　

神
谷
大
周
『
結
縁
五
重
筌
蹄
』（
一
八
九
五
）
は
、「
遍
身
清
浄
と

な
る
其
作
法
は
、
男
子
は
左
足
よ
り
し
、
女
子
は
右
よ
り
す
。
之
れ

陰
陽
の
順
次
に
随
へ
ば
な
り
。
今
発
心
念
仏
し
て
、
此
の
道
場
に
入

る
は
即
ち
穢
土
を
離
れ
て
浄
土
に
詣
る
の
思
い
を
起
さ
し
め
ん
が
為
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に
、
此
伝
あ
り
。
左
れ
ば
今
日
よ
り
娑
婆
の
執
着
を
転
じ
て
、
万
事

に
願
生
の
思
い
を
巧
み
に
発
す
べ
し
」
と
あ
る
。
神
谷
は
初
重
を

『
選
択
集
』
と
し
た
伝
法
改
革
者
で
あ
る
が
、
従
来
通
り
の
男
左
女

右
説
で
、
そ
の
理
由
を
陰
陽
と
し
て
い
る
。

　
『
西
圓
寺
蔵
版　

化
他
五
重
密
室
道
場
式
』（
一
九
一
五
）
は
、

「
触
香
の
仕
容
は
、
先
ず
右
の
足
を
出
し
て
助
給
へ
、
南
無
阿
弥
陀

仏
と
唱
え
な
が
ら
薫
し
。
次
に
左
足
も
亦
同
じ
。（
中
略
）
仏
在
世

に
菩
薩
あ
り
。
人
間
の
臭
穢
身
を
以
て
、
仏
辺
に
近
付
く
こ
と
を
恐

れ
入
り
奉
り
。
誓
願
を
起
こ
し
、
仏
の
説
会
に
は
、
香
象
の
形
と
現

じ
。
必
ず
道
の
正
中
に
出
で
て
、
人
を
し
て
超
え
し
め
玉
へ
り
と
。

是
れ
を
始
め
と
し
て
、
今
に
至
り
て
、
香
象
の
形
を
作
り
、
香
を
焼

て
足
香
に
凝
ら
す
な
り
と
」
と
あ
る
。
大
日
比
は
右
足
説
で
あ
り
、

念
仏
を
称
え
な
が
ら
薫
じ
る
作
法
で
あ
る
。

　

触
香
は
密
教
の
よ
う
に
如
来
と
一
体
と
な
る
の
で
は
な
い
。
浄
土

宗
の
触
香
は
入
堂
儀
式
説
・
遍
身
清
浄
説
・
三
業
滅
尽
説
・
離
穢
欣

浄
説
等
が
あ
る
が
、
専
修
念
仏
に
よ
る
触
香
作
法
で
あ
る
。
回
向
師

が
法
会
前
に
触
香
の
作
法
（
型
）
の
み
を
教
示
し
、
伝
灯
師
が
正
伝

法
の
時
に
そ
の
意
義
（
精
神
）
を
伝
え
る
。
即
ち
、
触
香
の
伝
に
至

っ
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
な
が
ら
薫
じ
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と

に
意
義
が
あ
る
。

法
式
に
関
す
る
書
籍
の
触
香

　

こ
れ
ま
で
の
『
法
要
集
』（
明
治
四
三
年
版
・
大
正
一
三
年
版
・

昭
和
一
四
年
版
・
平
成
二
年
版
）
は
、
い
ず
れ
も
触
香
作
法
を
規
定

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
法
式
に
関
す
る
書
籍
は
、
必
夢
『
諸
回
向
宝

鑑
』、
大
雲
『
啓
蒙
随
録
』、
龍
牙
興
雲
『
持
宝
通
覧
』、
金
井
秀
道

『
浄
土
苾
蒭
宝
庫
』、
千
葉
満
定
『
浄
土
宗
法
式
精
要
』、
板
倉
貫
瑞

『
蓮
門
小
子
の
枝
折
』
も
触
香
に
つ
い
て
記
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、

堀
井
慶
雅
の
『
法
式
教
案
』（
昭
和
一
三
年
）
は
、『
法
要
集
』（
昭

和
一
四
年
版
）
の
申
し
合
わ
せ
を
記
し
た
と
も
い
え
る
書
物
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
「
男
子
は
左
足
を
先
に
薫
じ
る
右
足
を
次
に
す
。
女
人
は

右
足
を
先
に
す
る
も
の
な
り
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
触
香
の
作
法
は

『
法
要
集
』
に
規
定
せ
ず
に
、
道
場
等
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
っ
て
男

左
女
右
の
作
法
を
勤
め
て
い
る
。『
浄
土
宗
大
辞
典
』（
昭
和
五
一

年
）
の
触
香
の
項
目
で
は
、「
入
道
場
の
作
法
は
、
男
子
は
左
足
を

先
に
し
、
女
子
は
右
足
を
先
に
薫
じ
る
」
と
し
て
い
る
。
宍
戸
栄
雄

の
『
本
堂
の
荘
厳
』（
昭
和
五
二
年
）
は
、「
本
堂
の
入
り
口
に
象
の

頭
を
左
に
し
て
置
く
。
こ
れ
を
跨
ぐ
の
は
、
男
子
は
左
足
か
ら
、
女

子
は
右
足
か
ら
と
定
め
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
象

香
炉
の
置
き
方
と
現
行
と
し
て
男
左
女
右
の
作
法
を
示
し
て
い
る
。
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結
び

　

浄
土
宗
の
触
香
の
作
法
は
、
伝
法
道
場
等
で
男
左
女
右
と
指
示
さ

れ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
意
識
ま
た
は
差
別
的
意
識
も
な
く
継

承
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
指
導
的
な
立
場
に
身
を
置
く
人
が
、
歴
史

的
慣
習
的
に
な
っ
て
い
る
作
法
を
男
女
差
別
で
は
な
い
か
と
躊
躇
し

た
こ
と
も
あ
ろ
う
。
他
宗
の
触
香
作
法
を
見
て
き
た
が
、
男
女
の
性

差
が
あ
る
の
は
浄
土
宗
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
男
左
女
右
と
す
る
作

法
は
、
陰
陽
道
の
順
次
説
・
同
生
神
同
名
神
説
、
そ
し
て
着
物
の
裾

が
乱
れ
な
い
た
め
に
と
い
う
合
理
的
な
説
明
が
あ
る
。
し
か
し
、
仏

教
的
な
説
明
は
な
い
。
左
右
の
尊
位
は
、『
新
漢
語
林
』
に
よ
れ
ば
、

君
子
は
南
面
し
た
か
ら
東
を
左
と
し
、
転
じ
て
陽
の
位
と
な
っ
た
。

し
か
も
「
左
右
い
ず
れ
を
尊
位
と
す
る
か
は
、
時
代
や
国
に
よ
っ
て

一
様
で
は
な
い
」
と
あ
る（

（2
（

。
男
尊
女
卑
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
左

は
左
遷
・
左
前
、
右
は
右
上
が
り
・
右
に
出
る
者
は
い
な
い
と
い
う

言
葉
が
あ
り
、
左
右
の
尊
位
は
な
い
と
言
え
る
。

　

儀
礼
と
し
て
は
、
現
状
の
男
左
女
右
の
作
法
、
ま
た
は
男
女
と
も

に
同
じ
作
法
に
統
一
す
る
か
で
あ
る
。
浄
土
宗
の
場
合
は
、
左
足
か

ら
歩
む
こ
と
が
『
法
要
集
』
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説

に
よ
れ
ば
左
足
か
ら
越
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
な

か
の
自
身
の
性
意
識
に
よ
っ
て
、
そ
の
左
右
ど
ち
ら
か
の
足
か
ら
越

え
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
逆
に
差
別

意
識
を
生
じ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
性
差
異
す
る
か
ら
問
題
が
生

じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
作
法
は
伝
法
問
題
に
も
関
わ
る
か
ら
、
変
更

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
触
香
作
法
は
男
女
の
差
異

が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
身
体
の
不
自
由
な
人
の
た
め

に
は
、
そ
の
横
を
通
り
越
す
こ
と
も
よ
し
と
す
べ
き
で
あ
り
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
触
香
炉
を
設
け
る
こ
と
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
型
と
そ

の
精
神
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
所
作
を
す
る
の

か
。
何
気
な
く
行
っ
て
い
る
所
作
を
根
源
的
に
見
直
す
必
要
も
あ
ろ

う
。
内
規
的
な
申
し
合
わ
せ
に
よ
っ
て
い
る
作
法
で
あ
る
が
、
誰
で

も
が
納
得
の
い
く
よ
う
な
説
明
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

触
香
は
香
煙
に
よ
っ
て
身
体
を
清
浄
と
す
る
作
法
で
あ
り
、
離
穢

欣
浄
の
思
い
を
な
す
た
め
の
入
道
場
の
儀
式
で
あ
る
が
、
香
炉
の
あ

る
な
し
に
関
わ
ら
ず
念
仏
を
称
え
な
が
ら
薫
じ
、
念
仏
を
称
え
る
た

め
の
作
法
で
あ
る
。
男
左
女
右
と
い
う
越
え
方
の
問
題
よ
り
も
、
儀

礼
を
通
し
て
「
触
香
も
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
伝
え
る
こ
と
が
浄
土
宗

の
触
香
作
法
と
い
え
る
。
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1　
「
そ
れ
ぞ
れ
の
か
が
や
き　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
知
る
」
平
成
三
〇
年

2　

顕
密
仏
教
は
香
象
、『
浄
業
信
法
訣
』
は
触
香
炉
、
他
に
象
香
炉
・
象
炉

等
と
称
し
て
い
る

3　

第
三
巻
・
仏
法
具
編
〈
上
〉
一
九
七
〇
年
・
二
八
〇
頁
。
鈴
木
規
夫
も

「
供
養
具
と
僧
具
」『
日
本
の
美
術
』
で
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
二
八

三
号
・
一
九
八
九
年
・
二
六
頁

4　
『
天
台
霞
標
初
編
巻
之
一
』
大
日
本
仏
教
全
書
一
二
五
・
二
一
Ａ
一
二

5　
「
水
尾
灌
頂
式
胎
受
明
灌
頂
作
法
」『
真
言
宗
全
集
』
二
七
巻
・
三
七
Ａ
四
、

三
三
Ａ
三

6　
『
真
言
宗
全
集
』
二
七
巻
・
九
六
Ｂ
七
。
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
記
の

『
観
音
院
恒
例
結
縁
灌
頂
記
』
に
も
、「
屏
風
南
立
香
象
」
と
あ
る
。『
続
群

書
類
従
』
第
二
十
六
輯
上
・
釈
家
部
・
五
三
九
Ａ
一
六
。

7　
『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
六
輯
上
・
釈
家
部
・
一
九
九
Ａ
六
、
二
〇
二
Ｂ

一
8　
『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
六
輯
上
・
釈
家
部
・
四
九
六
Ａ
一
五

9　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
五
二
・
三
八
〇

10　
『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
六
輯
上
・
釈
家
部
・
五
五
九
Ａ
六

11　
『
正
蔵
』
五
九
・
二
七
九
Ｃ
一
九

12　
『
大
日
本
仏
教
全
集
』
一
四
九
・
三
七

13　
『
権
田
雷
斧
名
著
選
集
』
四
・
四
八

14　
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
正
蔵
八
三
・
一
三
二
・
Ｂ
一
三

15　
『
浄
土
伝
灯
輯
要
』
巻
中
・
三
六
八
頁

16　
『
浄
土
伝
灯
堤
耳
籤
』
九
巻
二
八
表

17　
『
正
蔵
』
三
七
・
一
二
四
Ｂ
一

18　
『
増
上
寺
文
化
財
目
録
』、
霊
一
・
五
・
経
う
三
上

19　
「
明
和
五
年
〈
一
七
六
八
〉
震
純
考
欽
書
」
と
あ
る
。

20　

今
岡
達
音
は
初
心
の
伝
灯
家
の
要
書
と
し
て
い
る
。『
報
恩
集
』
一
九
三

三
年
・
一
七
・
二
三
〇
頁
。『
化
他
五
重
』
東
京
教
務
所
・
昭
和
一
一
年
。

21　

総
本
山
知
恩
院
布
教
師
会
・
昭
和
四
九
年
。
本
書
は
結
縁
相
承
で
は
な
く

浅
学
相
承
で
あ
る
。

22　
『
浄
土
伝
灯
輯
要
』
巻
下
・
一
〇
二
六
頁

23　

四
〇
三
頁
。「
中
国
で
は
、
ほ
ぼ
周
は
左
を
尊
び
、
戦
国
時
代
は
右
を
尊

び
、
秦
・
漢
も
同
じ
く
右
、
六
朝
時
代
に
は
左
、
唐
・
宋
も
こ
れ
と
同
じ
く

左
、
元
は
右
、
明
は
左
を
尊
び
清
に
及
ん
で
い
る
」。
イ
ン
ド
で
は
左
手
が

東
・
過
去
で
あ
り
、
右
手
が
西
・
未
来
で
あ
る
。
右
繞
す
る
よ
う
に
右
が
尊

位
で
あ
る
。
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十
劫
正
覚
を
め
ぐ
っ
て

齊　

藤　

舜　

健

一 

は
じ
め
に

　

康
僧
鎧
訳
『
無
量
寿
経
』
上
に
、

阿
難
、
又
、
問
い
た
て
ま
つ
る
。
其
の
仏
、
成
道
よ
り
已
来
、

幾
ば
く
時
を
逕
ぐ
る
と
や
せ
ん
。
仏
の
言
わ
く
、
成
仏
よ
り
已

来
、
凡
そ
十
劫
を
歴
た
り（

（
（

。

と
あ
り
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
阿
弥
陀
経
』
に
、

舎
利
弗
、
阿
弥
陀
仏
、
成
仏
よ
り
已
来
、
今
に
於
て
十
劫
な
り（

（
（

。

と
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
成
道
は
今
よ
り
十
劫
の

昔
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
未
だ
入
滅
せ
ず
今
現
に

西
方
極
楽
世
界
に
在
す
こ
と
を
、
法
然
上
人
は
四
十
八
願
の
成
就
の

証
と
し
て
念
仏
往
生
が
か
な
う
重
要
な
論
拠
と
さ
れ
る（『
選
択
集
』

第
三
章
私
釈
）。

　

阿
弥
陀
仏
が
成
道
し
て
か
ら
経
過
し
た
と
さ
れ
る
「
十
劫
」
と
い

う
時
間
の
長
さ
は
、
義
山
が
示
す
よ
う
に
三
部
経
解
釈
の
中
で
は
、

「
常
演
十
劫（
名
越
派
）」「
一
期
赴
機
十
劫（
三
条
派
）」「
延
促
劫
智

十
劫
」「
但
十
劫（
実
十
劫
／
一
条
派
・
白
旗
派
）」
と
い
っ
た
四
種

の
十
劫
説（

（
（

、
あ
る
い
は
、「
十
劫
の
弥
陀
」「
久
遠
の
弥
陀
」
と
い
っ

た
立
場
が
提
起
さ
れ
、
必
ず
し
も
『
無
量
寿
経
』
な
り
『
阿
弥
陀

経
』
な
り
に
記
載
さ
れ
る
言
葉
ど
お
り
に
了
解
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
も
っ
と
も
義
山
が

当
流
の
意
は
、
謂
わ
く
実
の
十
劫
と
す
。
所
以
は
何
ん
。
凡
そ
、

『
三
経
』
の
説
は
、
皆
、
実
修
実
証
の
意
旨
を
宣
ぶ
。
只
、
迹

門
を
述
ぶ
。
本
門
を
説
か
ず
。
中
に
就
て
、
今
『
経
』
に
は
、

証
誠
の
説
有
り
。
若
し
、
方
便
赴
機
等
の
説
を
為
さ
ば
、
豈
に
、

証
誠
有
ら
ん
や
。
今
、『
証
誠
の
経
』
に
、
十
劫
と
説
く
故
に
、

実
の
十
劫
に
し
て
、
赴
機
の
説
に
非
ず
。
亦
た
、
常
演
等
の
説

に
も
非
ず（

（
（

。
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と
言
う
よ
う
に
、
浄
土
宗
で
は
十
劫
と
言
葉
ど
お
り
に
受
け
止
め
れ

ば
よ
い
か
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
種
々
の
解
釈
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
な
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
尊
重
す
べ
き
で
あ
る

が
、〈
無
量
寿
経
〉
自
体
は
十
劫
と
い
う
長
さ
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
藤
田
宏
達
氏
は
、

ま
た
、「
十
劫
」
に
つ
い
て
は
、
古
来
い
ろ
い
ろ
議
論
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
や
は
り
こ
れ
は
劫
数
を
計
算
し
て
時
間
を
限
定

し
た
も
の
で
は
な
く
、
数
の
限
定
を
超
え
、
限
り
な
く
遠
い
過

去
に
す
で
に
成
仏
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
≲
中
略
≳
単
に
五
劫
よ
り
長
い
と
か
百
劫
よ
り

短
い
と
か
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
途
方
も
な
く
長
い
劫
数
、
つ

ま
り
久
遠
劫
を
示
し
た
も
の
に
ち
が
い
な
い（

（
（

。

と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
言
葉
通
り
に
理
解
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。
私

は
、
十
劫
と
い
う
言
葉
通
り
に
受
け
止
め
て
何
ら
問
題
は
な
い
と
思

う
し
、
浄
土
宗
の
伝
統
的
な
理
解
の
よ
う
に
、
経
典
の
文
言
を
言
葉

通
り
に
受
け
止
め
場
合
に
は
問
題
と
な
ら
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、

藤
田
氏
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
以
上
、
あ
ら
た
め
て
無

量
寿
経
本
文
に
即
し
て
、
検
討
し
て
み
た
い
。

二 

無
量
寿
経
諸
本
中
の
時
間
経
過

　

藤
田
氏
が
十
劫
を
「
単
に
五
劫
よ
り
長
い
と
か
百
劫
よ
り
短
い
と

か
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
途
方
も
な
く
長
い
劫
数
、
つ
ま
り
久
遠

劫
」
と
見
な
す
根
拠
は
、
以
下
の
点
で
あ
る（
藤
田
前
掲
書p.388-

389

）。・
十
劫
成
仏
の
現
在
仏
と
は
、
成
仏
し
て
も
入
滅
す
る
こ
と
の

な
い
仏
で
あ
り
、「
現
在
」
と
は
永
遠
の
現
在
。

・
十
劫
の
十
は
計
数
の
単
位
な
い
し
満
数
、
劫
は
宇
宙
論
的
時

間
の
単
位
だ
か
ら
、
途
方
も
な
く
長
い
劫
数
、
つ
ま
り
久
遠

劫
を
示
す
。

・
法
蔵
菩
薩
が
発
願
し
修
行
し
た
の
は
、「
乃
往
過
去
久
遠
無

量
不
可
思
議
無
央
數
劫
」
の
昔
に
出
現
し
た
錠
光
仏
よ
り
さ

ら
に
以
前
の
仏
の
世
自
在
王
仏
の
も
の
で
の
こ
と
だ
か
ら
、

久
遠
劫
の
昔
の
こ
と
。

・
法
蔵
が
「
不
可
思
議
兆
載
永
劫
」
の
あ
い
だ
菩
薩
行
を
積
ん

で
成
仏
し
た
の
が
「
十
劫
」
以
前
と
い
う
の
は
、「
乃
往
過

去
久
遠
無
量
不
可
思
議
無
央
數
劫
」
と
の
整
合
性
が
明
ら
か

で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、「
劫
数
は
他
の
劫
数
と
対
比
し
計
算
し
た
上
の
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も
の
で
は
な
い
」。
よ
っ
て
、「
十
劫
に
つ
い
て
は
、
実
質
的
に
は
こ

れ
を
久
遠
劫
と
見
な
す
べ
き
根
拠
が
あ
る
と
言
え
る
」
と
さ
れ
る
。

　

藤
田
氏
の
こ
れ
ら
の
指
摘
を
念
頭
に
お
い
て
、
無
量
寿
経
の
中
の

十
劫
正
覚
に
関
係
す
る
時
間
経
過
を
示
す
記
事
を
確
認
す
る
。
そ
の

範
囲
は
、
法
蔵
説
話
中
で
釈
尊
が
指
示
す
る
最
古
の
時
点
か
ら
釈
尊

の
説
法
の
時
点
ま
で
で
あ
る
。
以
下
、
諸
本
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
漢
訳
諸
本
は
浄
全
1
巻
、
梵
本
は
足

利
本
の
ペ
ー
ジ
数
を
そ
れ
ぞ
れ
（
）
内
に
示
す
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
梵

本
と
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
略
す
。

『
大
阿
弥
陀
経
』

最
古
の
時
点
は
、
提

竭
羅
仏（
燃
灯
仏
）。
釈
尊
の
説
法
の
時

点
ま
で
の
経
過
時
間
は
「
前
已
過
去
事
摩
訶
僧
祇
已
來
其
劫
無

央
數
不
可
復
計（104a

）」。
燃
灯
仏
か
ら
樓
夷
亘
羅
仏（
世
自
在

王
仏
）ま
で
の
経
過
時
間
は
燃
灯
仏
を
含
め
て33

仏
の
交
代

（
時
間
自
体
は
表
示
せ
ず
／104ab

）。
世
自
在
王
仏
の
成
道
か

ら
入
滅
は42

劫（104b

）。
そ
の
間
に
曇
摩
迦（
法
蔵
）へ
の
二

百
一
十
億
の
仏
刹
の
説
示（105a

）と
、
本
願
建
立（105ab

）。

以
後
、
無
央
數
劫
所
師
事
供
養
諸
已
過
去
佛
亦
無
央
數（105a

）

／
積
功
累
德
無
央
數
劫（108a

）に
お
よ
ぶ
菩
薩
行
の
後（
世
自

在
王
仏
の
入
滅
は
こ
の
間
）、
阿
弥
陀
仏
と
し
て
成
道（105a

、

108a

、110a

）。
成
道
か
ら
釈
尊
の
説
法
の
時
点
ま
で
は
十
小

劫（110a

）。

『
平
等
覚
経
』

最
古
の
時
点
は
、
定
光
仏（
燃
灯
仏
）。
釈
尊
の
説
法
の
時
点
ま

で
の
経
過
時
間
は
「
前
已
過
去
劫
大
衆
多
不
可
計
無
邊
幅
不
可

議
及（60a

）」。
燃
灯
仏
か
ら
樓
夷
亘
羅
仏（
世
自
在
王
仏
）ま
で

の
経
過
時
間
は
燃
灯
仏
を
含
め
て38

仏
の
交
代（
時
間
自
体
は

表
示
せ
ず
／60ab

）。
世
自
在
王
仏
の
成
道
か
ら
入
滅
は42

劫（60b

）。
そ
の
間
に
曇
摩
迦
留（
法
蔵
）へ
の
二
百
一
十
億
の

仏
刹
の
説
示（62a

）と
、
本
願
建
立（62a

）。
以
後
、
無
央
數
劫

所
師
事
供
養
佛
已
過
去
佛
亦
無
央
數（62a

）／
積
功
累
德
無
央

數
劫（64a

）に
お
よ
ぶ
菩
薩
行
の
後（
世
自
在
王
仏
の
入
滅
は
こ

の
間
）、
阿
弥
陀
仏
と
し
て
成
道（62a

、64a

、66b

）。
成
道

か
ら
釈
尊
の
説
法
の
時
点
ま
で
は
十
八
劫（66a

／
元
・
明
で

は
十
小
劫
）。

『
大
阿
弥
陀
経
』『
平
等
覚
経
』
は
十
劫（
十
小
劫
・
十
八
劫
）正

覚
の
提
示
は
阿
弥
陀
仏
の
光
明
の
讚
歎
と
阿
闍
世
王
太
子
へ
の

授
記
の
直
後
で
あ
り
、
い
さ
さ
か
唐
突
な
感
が
あ
る
。
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『
無
量
寿
経
』

最
古
の
時
点
は
、
錠
光
仏（
燃
灯
仏
）。
釈
尊
の
説
法
の
時
点
ま

で
の
経
過
時
間
は
「
乃
往
過
去
久
遠
無
量
不
可
思
議
無
央
數
劫

（4

）」。
燃
灯
仏
か
ら
世
自
在
王
仏
ま
で
の
経
過
時
間
は
燃
灯
仏

を
含
め
て53
仏
の
交
代（
時
間
自
体
は
表
示
せ
ず
／4

）。
世

自
在
王
仏
の
成
道
か
ら
入
滅
は42

劫（6

）。
そ
の
間
に
法
蔵
へ

の
二
百
一
十
億
の
仏
刹
の
説
示（6

）と
、
五
劫
思
惟（6

）、
本
願

建
立（6-11

）。
以
後
、
兆
載
永
劫（
於
不
可
思
議
兆
載
永
劫
積

植
菩
薩
無
量
德
行
／11-12

）に
お
よ
ぶ
菩
薩
行
の
後（
世
自
在

王
仏
の
入
滅
は
こ
の
間
）、
成
道（
仏
名
は
提
示
さ
れ
ず
／12

）。

成
道
か
ら
釈
尊
の
説
法
の
時
点
ま
で
は
十
劫（12
）。

『
無
量
寿
経
』
の
十
劫
正
覚
の
提
示
は
、
法
蔵
菩
薩
が
成
道
し

た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
問
答
の
中
で
提
示
さ
れ
た
も
の
、
ま

た
世
自
在
王
仏
の
寿
量
も
、
五
劫
思
惟
の
提
示
を
受
け
た
阿
難

の
問
い
に
答
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
他
の
時
間
表
示
と
の
対
比

で
提
示
さ
れ
た
も
の
。

以
上
の
諸
本
は
燃
灯
仏
〜
世
自
在
王
仏
は
、
燃
灯
仏
が
古
く
、
世
自

在
王
仏
が
新
し
い
。
以
下
の
諸
本
は
、
世
自
在
王
仏
が
最
古
で
あ
り
、

燃
灯
仏
が
最
新
と
な
る
。

『
如
来
会
』

最
古
の
時
点
は
、
世
間
自
在
王
仏（
世
自
在
王
仏
）の
出
世

（144b

）。
世
自
在
王
仏
か
ら
錠
光
仏（
燃
灯
仏
）ま
で
の
経
過

時
間
は
燃
灯
仏
を
含
め
て
41
仏
の
交
代（
時
間
自
体
は
表
示
せ

ず
／144ab

）。
燃
灯
仏
か
ら
釈
尊
の
説
法
の
時
点
ま
で
の
経

過
時
間
は
「
往
昔
過
阿
僧
祇
無
數
大
劫（144a

）」。
以
上
の
合

計
が
世
自
在
王
仏
か
ら
釈
尊
ま
で
の
全
経
過
時
間
と
な
る
。
世

自
在
王
仏
の
寿
命
は
四
十
劫
で
あ
り（145b

）、
そ
の
間
に
法

処
菩
薩（
法
蔵
菩
薩
）に
対
す
る
二
十
一
億
諸
佛
土
の
説
示

（145b

）と
、
五
劫
思
惟（145b

）、
本
願
建
立（145b-149a

）が

あ
る
。
以
後
、
於
無
量
無
數
不
可
思
議
無
有
等
等
億
那
由
他
百

千
劫
内
に
お
よ
ぶ
菩
薩
行（
世
自
在
王
仏
の
入
滅
は
こ
の
間
）の

後（150a-151a

）、
成
道（
成
道
で
は
な
く
、「
受
生
」
と
す
る

／151a

）。
成
道
か
ら
釈
尊
の
説
法
の
時
点
ま
で
は
十
劫

（152a

）。

十
劫
正
覚
の
提
示
は
、
阿
弥
陀
仏
の
寿
量
無
量
を
提
示
し
た
後
、

そ
の
起
点
を
提
示
さ
れ
た
も
の
。
ま
た
世
自
在
王
仏
の
寿
量
は
、

五
劫
思
惟
の
提
示
を
受
け
た
阿
難
の
問
い
に
答
え
た
も
の
で
あ
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っ
て
、
他
の
時
間
表
示
と
の
対
比
で
提
示
さ
れ
た
も
の
。

『
荘
厳
経
』

最
古
の
時
点
は
、
世
自
在
王
仏
の
出
世（166a

）。
世
自
在
王
仏

か
ら
燃
灯
仏
ま
で
の
経
過
時
間
は
燃
灯
仏
を
含
め
て37

仏
の

交
代（
時
間
自
体
は
表
示
せ
ず
／165b-166a

）。
燃
灯
仏
か
ら

釈
尊
の
説
法
の
時
点
ま
で
の
経
過
時
間
は
「
如
過
去
無
量
無
邊

不
可
思
議
阿
僧
祇
劫（165b
）」。
以
上
の
合
計
が
世
自
在
王
仏

か
ら
釈
尊
ま
で
の
全
経
過
時
間
と
な
る
。
世
自
在
王
仏
の
寿
命

は
四
十
劫
で
あ
り（167a

）、
そ
の
間
に
作
法
菩
薩（
法
蔵
菩
薩
）

に
対
す
る
八
十
四
百
千
倶
胝
那
由
他
佛
刹
功
德
莊
嚴（
他
の
諸

本
で
は
二
百
一
十
億
）の
説
示（
一
劫
か
け
て
／167a

）と
、
五

劫
思
惟（167b

）、
本
願
建
立（167b-172a

）が
あ
る
。
以
後
、

「
歴
大
阿
僧
祇
劫
修
菩
薩
行
無
量
無
數
百
千
萬
億
劫（172b

）」

の
菩
薩
行（
世
自
在
王
仏
の
入
滅
は
こ
の
間
）
の
後

（172b-173b

）、
成
道（173b

）。
成
道
か
ら
釈
尊
の
説
法
の
時

点
ま
で
は
十
劫（173b

）。

十
劫
正
覚
の
提
示
は
、
法
蔵
菩
薩
が
成
道
し
た
か
ど
う
か
に
つ

い
て
の
問
答
の
中
で
提
示
さ
れ
た
も
の
。
ま
た
世
自
在
王
仏
の

寿
量
は
、
五
劫
思
惟
と
の
関
連
で
示
さ
れ
、
他
の
時
間
表
示
と

の
対
比
で
提
示
さ
れ
た
も
の
。

梵
本

最
古
の
時
点
は
、lokeśvararāja

（
世
自
在
王
仏
）の
出
世（6

）。

世
自
在
王
仏
か
らdīpam

4 kara

（
燃
灯
仏
）ま
で
の
経
過
時
間

は
燃
灯
仏
を
含
め
て80

仏
の
交
代（
時
間
自
体
は
表
示
せ
ず
／

5-6

）。
燃
灯
仏
か
ら
釈
尊
の
説
法
の
時
点
ま
で
の
経
過
時
間
は

「atīte ʻdhvanīto ʻsam

4 khyeye kalpe ʻsam

4 khyeyatare 
vipule ʻpram

eye ʻcintye

（
む
か
し
過
去
世
の
時
、
無
数
、

さ
ら
に
無
数
、
広
大
、
無
量
、
不
可
思
議
な
る
劫
／5

）」。
以

上
の
合
計
が
世
自
在
王
仏
か
ら
釈
尊
ま
で
の
全
経
過
時
間
と
な

る
。
世
自
在
王
仏
の
寿
命
は
四
十
二
劫
で
あ
り

（dvācatvārim
śat-kalpām

4 s

（9

））、
そ
の
間
に
法
蔵
菩
薩
に

対
す
るekāśītibuddhakot

4 īnayuta-śatasahasrān

4 ām

4  buddha-
ks

4 etragun

4 ālam

4 kāravyūhasam

4 padam

4（
八
十
一
コ
ー
テ
ィ
・

ナ
ユ
タ
・
百
千
の
仏
国
土
の
功
徳
の
厳
飾
荘
厳
の
成
就
）の
説

示（
コ
ー
テ
ィ
年
か
け
て
／9

）と
、pañcakalpān

五
劫
思
惟

（9
）、
本
願
建
立（10-21

）
が
あ
る
。
以
後
、

a
p

r
a

m
e

y
ā

s
a
m

4 k
h

y
e

y
ā

c
in

ty
ā

tu
ly

ā
-

m
āpyāparim

ān

4 ānabhilāpyāni vars

4 ako t

4 īnayutāśata-
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sahasrān

4 i（
／23

）に
お
よ
ぶ
菩
薩
行（
世
自
在
王
仏
の
入
滅
は

こ
の
間
）の
後（23

）、
成
道（26

）。
成
道
か
ら
釈
尊
の
説
法
の

時
点
ま
で
は
十
劫（29

）。

十
劫
正
覚
の
提
示
は
、
法
蔵
の
成
道
の
得
否
の
問
答
の
中
で
は

な
く
、
阿
弥
陀
仏
の
寿
量
無
量
を
提
示
し
た
後
、
そ
の
起
点
を

提
示
さ
れ
た
も
の
。

三 

ま
と
め
―
二
種
類
の
時
間
表
現

　

以
上
の
記
事
は
、
世
自
在
王
仏
と
然
灯
仏
の
前
後
関
係
に
従
っ
て

概
ね
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
然
灯
仏
を
最
古
、
世
自
在
王
仏
を
最
新
と
す
る
『
大
阿
弥
陀

経
』『
平
等
覚
経
』『
無
量
寿
経
』
で
は
、

・
時
間
経
過
の
全
体
：
然
灯
仏
〜
釈
尊
の
説
法
の
時
点（A

）

・
世
自
在
王
仏
ま
で
：
然
灯
仏
〜
世
自
在
王
仏
の
諸
仏
の
交
代

回
数
を
経
過
時
間
と
す
る
。（A

）

・
世
自
在
王
仏
の
寿
量
の
範
囲
内
：
法
蔵
の
出
家
か
ら
願
の
建

立
。
最
大
四
十
二
劫
、
最
短
五
劫（B

）

・
願
の
建
立
〜
阿
弥
陀
仏
成
道（
法
蔵
の
菩
薩
行
）：（A

）

・
阿
弥
陀
仏
成
道
〜
釈
尊
の
説
法
：
十
劫（B

）

　

然
灯
仏
を
最
新
、
世
自
在
王
仏
を
最
古
と
す
る
、『
無
量
寿
如
来

会
』『
荘
厳
経
』
梵
本
チ
ベ
ッ
ト
語
訳

・
時
間
経
過
の
全
体
：
世
自
在
王
仏
の
登
場
〜
釈
尊
の
説
法
の

時
点（A

）

・
経
過
時
間
算
出
：
然
灯
仏
〜
世
自
在
王
仏
の
諸
仏
の
交
代
回

数
＋
然
灯
仏
〜
釈
尊
の
説
法
の
時
点（A

）

・
世
自
在
王
仏
の
寿
量
の
範
囲
内
：
法
蔵
の
出
家
か
ら
願
の
建

立
。
最
大
四
十
二
劫
、
最
短
五
劫（B

）

・
願
の
建
立
〜
阿
弥
陀
仏
成
道（
法
蔵
の
菩
薩
行
）：（A

）

・
阿
弥
陀
仏
成
道
〜
釈
尊
の
説
法
：
十
劫（B

）

「
劫
」
と
い
う
単
位
自
体
が
特
定
の
長
さ
を
表
し
た
も
の
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
の
余
地
が
あ
る
も
の
の
、

こ
れ
ら
の
時
間
表
現
に
は
、
不
可
思
議
、
無
数
と
い
っ
た
表
現
を
用

い
る
非
常
に
長
い
時
間（A

と
し
た
も
の
）、
四
十
二
劫
、
五
劫
、

十
劫
と
い
っ
た
比
較
的
短
い
と
考
え
ら
れ
る
時
間（B

と
し
た
も
の
）

の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
（A

）は
、
釈
尊
と
錠
光
如
来
の
間
の
時
間
を
「
過
去
久
遠
無
量
不

可
思
議
無
央
數
劫（『
無
量
寿
経
』）」、「
阿
僧
祇
無
數
大
劫（『
無
量
寿

如
来
会
』）」「
無
量
無
邊
不
可
思
議
阿
僧
祇
劫（『
荘
厳
経
』）」
等
と

表
現
す
る
場
合
と
、
法
蔵
菩
薩
の
本
願
建
立
か
ら
成
道
ま
で
の
期
間
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（
菩
薩
道
の
期
間
）に
つ
い
て
、「
積
功
累
德
無
央
數
劫（『
大
阿
弥
陀

経
』）」「
不
可
思
議
兆
載
永
劫（『
無
量
寿
経
』）」「
無
量
無
數
不
可
思

議
無
有
等
等
億
那
由
他
百
千
劫
内（『
無
量
寿
如
来
会
』）」
等
と
表
現

す
る
場
合
で
あ
り
、
両
者
と
も
に
「
不
可
思
議
」「
無
数
」「
無
央

数
」
と
表
現
し
て
、
計
量
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
表
現
は
阿
弥
陀
仏
の
寿
量
と
同
様
で
あ
る
。
世
自
在
王
仏

を
最
古
の
仏
と
す
る
場
合
に
は
、
釈
尊
と
錠
光
如
来
の
間
の
時
間
に

諸
仏
の
交
代
時
間
を
加
え
た
も
の
が
経
過
時
間
の
全
体
と
な
る
が
、

前
者
が
計
量
困
難
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
に
ど
れ
だ
け
の
数
を
加
え
た

と
こ
ろ
で
、
計
量
困
難
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
が
な
い
。
と
も
か
く

も
計
量
困
難
な
ほ
ど
の
長
い
時
間
を
示
す
表
現
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、（B

）に
つ
い
て
、
世
自
在
王
仏
の
寿
量
を
四
十
二

劫（『
無
量
寿
如
来
会
』『
荘
厳
経
』
は
四
十
劫
）と
し
、
そ
の
間
に
出

家
し
た
法
蔵
菩
薩
の
思
惟
期
間
を
五
劫
と
す
る
、
あ
る
い
は
阿
弥
陀

仏
の
成
道
か
ら
釈
尊
ま
で
の
期
間
を
十
劫
と
す
る
説
は
、
錠
光
如
来

〜
釈
尊
の
期
間
、
法
蔵
菩
薩
の
菩
薩
行
の
期
間
、
阿
弥
陀
仏
の
寿
量

に
対
し
て
、
非
常
に
短
い
だ
け
で
な
く
、
多
少
の
比
較
が
明
確
に
で

き
る
表
現
で
あ
る
。
特
に
世
自
在
王
仏
の
寿
量
は
『
無
量
寿
経
』
で

は
五
劫
思
惟
が
示
さ
れ
た
後
、
世
自
在
王
仏
の
寿
量
は
ど
れ
だ
け
あ

る
の
か
、
と
い
う
阿
難
の
問
に
答
え
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、

世
自
在
王
仏
の
寿
量
と
五
劫
思
惟
の
整
合
性
を
意
図
し
て
示
さ
れ
た

こ
と
も
の
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
二
種
類
の
時
間
表
現
が
同

一
箇
所
に
現
れ
る
『
如
来
会
』、
梵
本
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
、
阿
弥

陀
仏
の
寿
量
が
無
量
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
直
後
に
成
道
後
十
劫
で

あ
る
と
す
る
こ
と
か
ら
、
無
量
寿
と
十
劫
と
の
対
比
を
意
図
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
十
劫
正
覚
は
「
過
去
久
遠
無
量
不
可
思

議
無
央
數
劫
」
な
ど
の
非
常
に
長
大
な
時
間
と
の
比
較
す
る
記
述
で

あ
り
、「
十
劫
」
が
あ
る
一
定
の
時
間
の
長
さ
を
表
す
と
理
解
し
て

用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
四
十
二
劫
や
五
劫
と
多
少
の
比

較
が
可
能
な
、
時
間
の
長
短
を
明
示
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
従
っ
て
「
劫
数
は
他
の
劫
数
と
対
比
し
計
算
し
た
上
の
も
の

で
は
な
い
」
と
う
い
う
藤
田
氏
の
指
摘
は
あ
た
ら
な
い
の
で
な
い
か

と
考
え
る
。

　

ま
た
、
藤
田
氏
は
「
永
遠
の
現
在
」
と
い
う
が
、
た
と
え
ば
『
大

阿
弥
陀
経
』
で
は
阿
弥
陀
仏
の
寿
量
を
無
数
と
か
無
央
數
と
か
言
い

な
が
ら
般
涅
槃
す
る
こ
と
を
言
う
よ
う
に（

（
（

、〈
無
量
寿
経
〉
で
は
、

無
量
と
か
無
辺
と
い
う
表
現
は
、
計
量
不
能（
あ
る
い
は
困
難
）と
い

う
だ
け
で
あ
っ
て
、
終
わ
り
が
な
い
と
か
、
永
遠
を
意
味
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
非
常
に
長
い
、
と
い
う
こ
と
の
表
現
で
あ
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り
、〈
無
量
寿
経
〉
内
部
の
時
間
の
流
れ
を
「
永
遠
の
現
在
」
と
見

る
と
い
う
、
時
間
に
関
す
る
議
論
の
前
提
が
成
り
立
た
な
い
と
思
わ

れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
十
劫
を
「
実
の
十
劫
」
と
す
る
浄
土
宗

の
伝
統
的
な
理
解
の
よ
う
に
、
九
劫
で
も
十
一
劫
で
も
な
い
、
十
劫

と
経
典
の
文
言
を
言
葉
通
り
に
受
け
止
め
て
何
ら
問
題
は
な
い
と
考

え
る
。
な
お
、
十
劫
を
「
常
演
の
十
劫
」
と
見
る
場
合
に
十
を
「
満

数
」
と
す
る
こ
と
は
、
名
越
の
義
と
し
て
義
山
も
指
摘
す
る（

（
（

。
成
道

以
来
の
時
間
を
「
十
劫
」
と
表
現
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
考
察
の
余

地
が
あ
る
。

1　
『
浄
土
宗
聖
典
』
1
、p.45

。

2　
『
浄
土
宗
聖
典
』
1
、p.200-1

。

3　
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
上
之
四（
浄
全
14
、366b

）、『
阿
弥
陀
経
随
聞

講
録
』（
浄
全
14
、731a

）。

4　
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
上
之
四（
浄
全
14
、367b

）。

5　

藤
田
宏
達
『
浄
土
三
部
経
の
研
究
』、p.288

、2007

年
、
岩
波
書
店
。

6　
『
大
阿
弥
陀
経
』
上
。
浄
全
1
、122a

。

7　
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
上
之
四（
浄
全
14
、367b

）。
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「
名
曰
極
楽
」
の
一
考
察

袖　

山　

榮　

輝

は
じ
め
に

　

梵
語

に
対
応
す
る
訳
語
「
極
楽
」
に
は
「
極
」
に
相

当
す
る
意
味
合
い
が
な
い
。
筆
者
は
か
ね
て
よ
り
「
極
楽
」
の

「
極
」
と
い
う
一
語
か
ら
何
を
汲
み
取
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
意
識

の
も
と
二
本
の
論
考
を
発
表
し
、「
極
」
か
ら
釈
尊
等
に
よ
る
称
讃

の
念
を
汲
み
取
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
通
し
を
立
て
て
き
た（

（
（

。

　

そ
う
し
た
見
通
し
を
承
け
つ
つ
本
稿
で
は
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
阿
弥

陀
経
』（
以
下
、
適
宜
、
羅
什
訳
と
略
す
）
の
一
文
「
極
樂
國
土
七

重
欄
楯
七
重
羅
網
七
重
行
樹
皆
是
四
寳
周
帀
圍
繞
是
故
彼
國
名
曰
極

樂
」（
引
用
文
③
）
に
お
け
る
「
是
故
」
と
、
康
僧
鎧
訳
『
無
量
寿

経
』（
以
下
、
適
宜
『
寿
経
』
と
略
す
）
の
一
文
「
無
有
三
塗
苦
難

之
名
但
有
自
然
快
楽
之
音
是
故
其
国
名
曰
安
楽
」（
引
用
文
⑨
末
尾
）

に
お
け
る
「
是
故
」
と
が
同
じ
用
法
で
あ
る
と
比
定
し
、「
名
曰
極

楽
」
と
い
う
表
現
に
託
さ
れ
た
意
を
汲
み
取
り
た
い
。

１
．
羅
什
訳
「
是
故
彼
国
名
曰
極
楽
」
の
違
和
感　

　

本
論
考
は
上
記
羅
什
訳
の
一
文
に
対
す
る
違
和
感
に
端
を
発
す
る
。

以
下
、
い
わ
ゆ
る
正
宗
分
の
冒
頭
か
ら
上
述
の
一
文
に
至
る
ま
で
の

文
脈
を
引
用
し
、
そ
の
違
和
感
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
便
宜
上
、
章

節
毎
に
順
次
番
号
を
付
し
て
お
く
。

①
佛
告
長
老
舍
利
弗
從
是
西
方
過
十
萬
億
佛
土
有
世
界
名
曰
極

樂
其
土
有
佛
號
阿
彌
陀
今
現
在
説
法

②
舍
利
弗
彼
土
何
故
名
爲
極
樂
其
國
衆
生
無
有
衆
苦
但
受
諸
樂

故
名
極
樂

③
又
舍
利
弗
極
樂
國
土
七
重
欄
楯
七
重
羅
網
七
重
行
樹
皆
是
四

寳
周
帀
圍
繞
是
故
彼
國
名
曰
極
樂（

（
（

　

引
用
文
①
は
西
方
に
所
在
す
る
仏
国
土
が
「
極
楽
」
と
名
付
け
ら
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れ
て
い
て
、
そ
こ
で
阿
弥
陀
仏
が
説
法
し
て
い
る
と
明
か
し
、
②
は

阿
弥
陀
仏
の
仏
国
土
が
何
故
に
極
楽
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、

そ
の
理
由
付
け
を
施
す
。
③
は
「
七
重
欄
楯
」
に
始
ま
る
極
楽
の
様

相
の
説
示
の
う
え
に
極
楽
と
い
う
命
名
の
理
由
付
け
を
再
び
付
け
加

え
る
。
②
と
③
を
「
理
由
付
け
」
と
解
す
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
故

名
極
楽
」、「
是
故
彼
国
名
曰
極
楽
」
と
あ
る
よ
う
に
、
理
由
句
を
承

け
て
命
名
が
示
さ
れ
る
と
い
う
文
章
構
成
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

　

さ
て
②
で
は
、
極
楽
の
衆
生
が
苦
を
感
受
す
る
こ
と
な
く
楽
ば
か

り
を
感
受
す
る
か
ら
こ
そ
、
か
の
仏
国
土
は
極
楽
と
名
付
け
ら
れ
る

と
、
命
名
の
理
由
付
け
が
示
さ
れ
て
い
る
。
理
由
付
け
と
す
れ
ば
、

こ
れ
で
十
分
か
と
思
わ
れ
る
が
、
②
か
ら
③
へ
の
流
れ
は
理
由
付
け

を
重
ね
る
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
③
は
羅
什
訳
が
極
楽
の
様
相
を
具

体
的
に
描
写
す
る
端
緒
に
配
さ
れ
て
い
る
。

　

羅
什
訳
に
お
け
る
極
楽
の
描
写
は
③
を
含
め
連
続
す
る
計
五
章
節

に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
る
が
、
③
を
除
く
残
り
の
計
四
章
節
の
そ
れ

ぞ
れ
が
、「
舍
利
弗
極
楽
（
其
仏
／
彼
仏
）
国
土
成
就
如
是
功
徳
荘

厳
（
（
（

」
と
い
っ
た
定
型
句
に
よ
っ
て
締
め
く
く
ら
れ
る
。
つ
ま
り
羅
什

訳
は
極
楽
の
様
相
に
関
す
る
説
示
の
計
五
章
節
中
、
③
の
章
節
の
み

「
是
故
彼
国
名
曰
極
楽
」
で
締
め
く
く
り
、
し
か
も
極
楽
命
名
の
理

由
付
け
な
ら
②
だ
け
で
十
分
と
思
え
る
な
か
、
敢
え
て
③
に
よ
る
理

由
付
け
と
命
名
を
付
け
足
し
て
く
る
。
そ
の
点
に
違
和
感
が
生
じ
る

の
で
あ
る
。

　

そ
の
違
和
感
は
梵
文
『
阿
弥
陀
経
』（
以
下
、
適
宜
、
梵
本
と
略

す
）
と
の
対
照
に
よ
り
さ
ら
に
鮮
明
と
な
る
。
引
用
文
③
に
対
照
さ

れ
る
梵
文
和
訳
を
見
て
み
よ
う
。

④
ま
た
さ
ら
に
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
極
楽
世
界
は
七
つ
の

欄
干
に
よ
っ
て
、
七
つ
の
タ
ー
ラ
樹
の
並
木
に
よ
っ
て
、
そ

し
て
鈴
の
付
い
た
網
に
よ
っ
て
、
ま
ど
か
に
飾
り
付
け
ら
れ
、

す
っ
か
り
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
四
宝
の
〔
こ
の
世
界
は
〕

き
ら
び
や
か
で
目
に
美
し
い
。〔
四
宝
と
は
〕
す
な
わ
ち
金

と
銀
と
瑠
璃
と
水
晶
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
。
こ
う

し
た
か
た
ち
で
、
も
ろ
も
ろ
も
の
仏
の
国
土
に
お
け
る
徳
性

を
さ
ま
ざ
ま
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
仏
の

国
土
は
ま
ど
か
な
装
い
を
施
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

引
用
文
④
は
、
③
の
う
ち
「
又
舍
利
弗
極
樂
國
土
七
重
欄
楯
」
乃

至
「
周
帀
圍
繞
」
ま
で
は
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
も
の
の
、「
是
故
彼
国

名
曰
極
楽
」
に
対
照
さ
れ
る
は
ず
の
下
線
部
は
ま
っ
た
く
異
な
る
文

言
を
示
す
。
梵
本
で
は
、

⑤
 



─ 161 ─







（
（
（

と
な
っ
て
お
り
、
⑤
は
羅
什
訳
に
お
け
る
定
型
句
「
舍
利
弗
極
楽

（
其
仏
／
彼
仏
）
国
土
成
就
如
是
功
徳
荘
厳
」
と
ほ
ぼ
パ
ラ
レ
ル
に

対
照
す
る
。
梵
本
に
お
け
る
極
楽
の
描
写
は
、
④
を
端
緒
に
連
続
す

る
計
六
章
節
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
節
は
末

尾
に
羅
什
訳
と
同
様
の
定
型
句
、
⑤
を
用
い
て
締
め
く
く
ら
れ
て
い

る
。

 

羅
什
訳
と
梵
本
に
お
け
る
極
楽
の
様
相
を
描
写
す
る
計
十
一
章

節
の
う
ち
十
章
節
ま
で
も
が
同
様
の
定
型
句
に
よ
っ
て
締
め
く
く
ら

れ
て
い
る
な
か
、
③
の
章
節
の
み
が
異
な
る
締
め
く
く
り
方
を
示
す

の
で
あ
る
。

２
．
梵
文
『
阿
弥
陀
経
』
に
お
け
る

　

次
に
引
用
文
②
を
梵
本
と
対
照
し
て
み
る
。
便
宜
上
、
文
節
毎
に

番
号
を
付
し
て
引
用
す
る
。

⑥




　



⑦

　



　






　




⑧

（
（
（

　

こ
の
う
ち
引
用
文
⑥
が
「
舍
利
弗
彼
土
何
故
名
爲
極
樂
」
に
、
⑦

が
「
其
国
衆
生
無
有
衆
苦
但
受
諸
楽
」
に
、
⑧
が
「
故
名
極
楽
」
に

対
照
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が

と
い
う
語
で

あ
る
。
こ
の
語
は
⑥
⑧
に
お
い
て
は
「
故
」
に
相
当
し
、
さ
ら
に
は

⑦
に
お
い
て

と
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
を
構
成
す
る
語
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
。

　

引
用
文
⑥
⑧
の

は
「
原
因
」「
理
由
」
を
意
味
し
、
⑦

に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
同
じ
意
味
で
あ
る
。
筆
者
は
か
つ
て
引
用

文
⑦
を
「
極
楽
浄
土
で
は
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
た
ち
に
は
体
に

関
す
る
苦
痛
も
、
心
に
関
す
る
苦
痛
も
な
く
、
楽
の
素
（
も
と
）
と

な
る
も
の
ば
か
り
が
は
か
り
し
れ
な
い
ほ
ど
あ
る（

（
（

」
と
い
う
よ
う
に
、



に
つ
い
て
「
理
由
」
の
他
に
「
要
素
」
と
い
っ
た
意
味
合

い
を
付
加
し
て
訳
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
梵
本
に
お
い
て



が

と
言
わ
れ
る
所
以
は
、
⑦
に




と
示
さ
れ
る
通
り
、
は
か
り
知

れ
な
い
楽
の
素
を
所
有
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
引
用
文
②

の
「
但
受
諸
楽
」
の
「
諸
楽
」
は
単
に
「
楽
」
の
複
数
で
は
な
く
、




と
対
照
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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で
は
複
数
で
示
さ
れ
る

と
は
何
か
。
こ
こ
で
梵

文
『
無
量
寿
経
』
を
参
照
し
て
み
る
。

３
．
梵
文
『
無
量
寿
経
』
に
お
け
る　

　


の
用
例
は
、
管
見
の
限
り
梵
文
『
無
量
寿
経
』

に
お
い
て
は
、
第
十
八
章
と
第
二
十
四
章
の
、
そ
れ
ぞ
れ
を
締
め
く

く
る
同
様
の
定
型
句
中
の
一
語
と
し
て
計
二
例
が
見
出
せ
る
。
第
十

八
章
か
ら
見
て
み
る
。

　



の
様
相
に
関
す
る
描
写
は
第
十
五
章
に
始
ま
り
、
第

十
八
章
に
至
る
と

に
は
川
が
流
れ
て
い
る
と
明
か
さ
れ
、

川
や
そ
の
周
辺
の
様
相
が
叙
述
さ
れ
る
な
か
、

に
響
く

音
声
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。
川
岸
に
立
つ

の
住
人

に
は
、
聞
き
た
く
な
い
音
声
は
そ
う
思
え
ば
聞
こ
え
な
く
な
り
、
聞

き
た
い
音
声
は
そ
う
思
え
ば
聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
。

　

そ
の
聞
き
た
い
と
思
う
音
声
に
つ
い
て
は
、

（
仏
と
響
く
音
声
）、



（
法
と
響
く
音
声
）、




（
僧
と
響
く
音
声
）、



（
波
羅

蜜
と
響
く
音
声
）、
乃
至
、

-






（
無
生
法
忍
・
潅
頂
地
の
獲
得
と

響
く
音
声
）
と
い
う
よ
う
に
、
音
声
と
し
て
響
い
て
く
る
仏
教
用
語

が
列
挙
さ
れ
、
そ
う
し
た
音
声
を
聞
く
と
覚
り
の
境
地
に
近
付
く
と

説
示
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に

と
い
う
世
界
に
は
、

（
不

善
と
響
く
音
声
）、

（
障
碍
と
響
く
音
声
）、



（
堕
険
悪
趣
と
響
く
音
声
）、



（
苦
と
響
く
音
声
）、

（
不
苦
不
楽
受
と
響
く
音
声
）
が
存
在
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た



（
苦
）
も

（
苦
と
響
く
音
声
）
も
生
じ

る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
と
、
聞
き
た
く
な
い
音
声
の
一
つ
一
つ
を

順
々
に
列
挙（

（
（

し
た
上
で
、

⑨









 


 
 




 
 

（
（
（



《
試
訳
》
か
く
し
て
、
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
と
い
う
訳
で
、
か
の

世
界
を
一
括
り
に

と
言
う
の
で
あ
る
。
再
び

〔
一
つ
一
つ
〕
細
々
と
は
〔
言
わ
な
い
〕。

と
い

う
世
界
に
お
け
る

（
楽
の
素
と
な
る
も
の
）
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を
称
讃
し
て
い
る
間
に
、
た
と
え
〔
一
〕
劫
〔
と
い
う
時

間
〕
が
尽
き
よ
う
と
も
、
そ
れ
ら

（
楽
の

素
と
な
る
も
の
）
が
尽
き
果
て
る
事
態
に
遭
遇
す
る
こ
と
は

あ
り
得
な
い
。

と
の
説
示
を
以
て
章
節
を
締
め
く
く
る
。
こ
の
章
節
で
列
挙
さ
れ
た

音
声
に
関
す
る
限
り
、

に
響
く

等
の

音
声
の
一
つ
一
つ
が

で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
一
つ
一

つ
取
り
上
げ
て
称
讃
す
れ
ば
一
劫
を
費
や
そ
う
と
も
終
わ
ら
な
い
と

こ
ろ
を
一
括
り
に
し
て
称
す
る
の
が
、
こ
の

と
い
う
一

語
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
に
は
「
無
尽
蔵
で
あ
る



に
対
す
る
尽
き
果
て
る
こ
と
の
な
い
称
讃
」
が
含

意
さ
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
梵
文
『
無
量
寿
経
』
に
お
い
て
は
第
十
九
章
以
降
も



の
様
相
に
関
す
る
叙
述
が
展
開
さ
れ
る
。
第
二
十
四
章

で
は
、
か
の
仏
国
土
に
往
生
す
る
者
に
つ
い
て
の
説
示
が
あ
り
、
章

末
は
引
用
文
⑨
と
ほ
ぼ
同
じ
（

の
前
に

が
挿
入
さ
れ

る
の
み
）
文
章
が
配
さ
れ
締
め
く
く
り
と
な
っ
て
い
る
。
⑨
は
定
型

句
と
し
て
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は

第
十
八
章
の
音
声
に
限
ら
ず
、
二
十
四
章
ま
で
に
叙
述
さ
れ
た



の
様
相
の
一
つ
一
つ
が

と
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
も
あ
れ

の
様
相
に
関
す
る
描
写
は
続
く
第
二
十
五

章
で
結
び
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
第
二
十
五
章
は
偈
頌
を
以
て



（
極
楽
の
讃
歎
）
を
謳
い
あ
げ
、
最
後
は
、

⑩




　



（
（1
（

《
試
訳
》
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
こ
の
よ
う
に
、

と
い

う
世
界
に
は
は
か
り
知
れ
な
い
徳
性
に
対
す
る
讃
歎
が
具
わ

っ
て
い
る
。

と
の
散
文
で
締
め
く
く
ら
れ
、
第
二
十
六
章
で
は
十
方
諸
仏
に
よ
る

無
量
光
如
来
称
讃
へ
と
主
題
が
移
行
す
る
が
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お

き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
梵
文
『
無
量
寿
経
』
が
無
量
寿
如
来

の
光
明
と
仏
国
土
の
双
方
を
称
讃
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
双
方
の

称
讃
は
初
期
『
無
量
寿
経
』
以
来
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
り
、
初
期

『
無
量
寿
経
』
お
い
て
は
「
光
明
中
之
○
○
」「
諸
仏
国
中
之
○
○
」

と
い
っ
た
同
一
の
表
現
様
式
を
反
復
さ
せ
て
双
方
を
称
讃
し
、
一
対

で
一
組
の
称
讃
と
い
っ
た
構
図
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な

み
に
初
期
『
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
反
復
表
現
は
、
い
く
ら
称
讃
し

て
も
称
讃
し
尽
く
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
っ
た
称
讃
の
極
致
を
意

図
し
た
用
法
で
あ
り
、
そ
の
用
法
は
「
佛
言
我
道
阿
彌
陀
佛
光
明
姝
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好
巍
巍
稱
譽
快
善
晝
夜
一
劫
尚
未
竟
也

（
（1
（

」
と
い
っ
た
表
現
に
集
約
さ

れ
、
波
線
部
の
表
現
は
⑨
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

４
．『
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
「
是
故
名
曰
極
楽
」
と

「
光
明
歎
徳
章
」

　

阿
弥
陀
仏
の
光
明
と
仏
国
土
は
い
わ
ゆ
る
康
僧
鎧
訳
『
無
量
寿

経
』（
以
下
、『
寿
経
』
と
略
す
）
に
お
い
て
も
称
讃
さ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
第
十
八
章
に
対
照
さ
れ
る
部
分
を
確
認
し
て
み

る
。

⑪
或
聞
佛
聲
或
聞
法
聲
或
聞
僧
聲
或
寂
靜
聲
空
無
我
聲
大
慈
悲

聲
波
羅
蜜
聲
或
十
力
無
畏
不
共
法
聲
諸
通
慧
聲
無
所
作
聲
不

起
滅
聲
無
生
忍
聲
乃
至
甘
露
灌
頂
衆
玅
法
聲
如
是
等
聲
稱
其

所
聞
歡
喜
無
量
隨
順
淸
淨
離
欲
寂
滅
眞
實
之
義
隨
順
三
寳
力

無
所
畏
不
共
之
法
隨
順
通
慧
菩
薩
聲
聞
所
行
之
道
無
有
三
塗

苦
難
之
名
但
有
自
然
快
樂
之
音
是
故
其
國
名
曰
安
樂（

（1
（

　

末
尾
の
「
安
楽
」
を
「
極
楽
」
と
す
る
版
も
あ
る（

（1
（

が
、
と
も
あ
れ

波
線
部
が
羅
什
訳
②
に
お
け
る
「
無
有
衆
苦
但
受
諸
樂
」
と
、
下
線

部
が
羅
什
訳
③
に
お
け
る
「
是
故
彼
国
名
曰
極
楽
」
と
同
じ
構
文
で

あ
り
、
こ
の
下
線
部
に
つ
い
て
は
梵
文
『
無
量
寿
経
』
⑨
の
下
線
部

と
対
照
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ち
な
み
に
⑨
は

を
称

讃
す
る
定
型
句
で
あ
り
、
⑨
下
線
部
は
そ
の
一
節
で
あ
る
。
な
ら
ば

⑨
下
線
部
と
対
照
さ
れ
る
⑪
下
線
部
に
つ
い
て
も
、
そ
の
先
に
⑨
と

対
照
さ
れ
る
説
示
が
な
い
と
は
い
え
、
仏
国
土
称
讃
の
一
節
と
言
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
て
前
節
で
言
及
し
た
「
一
劫
を
費
や
そ
う
と
も
終
わ
ら
な
い
」

称
讃
は
、
い
わ
ゆ
る
「
光
明
歎
徳
章
」
の
末
尾
に
お
い
て
も
、

⑫
佛
言
無
量
壽
佛
光
明
威
神
巍
巍
殊
妙
晝
夜
一
劫
尚
未
能
盡（

（1
（

と
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
⑫
は
梵
文
『
無
量
寿
経
』
第
十
二
章
に
お

け
る
、⑬






 
 




- 


 

 
 


((1

(


《
試
訳
》
ま
た
、
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
。
と
い
う
訳
で
、
如
来
（
釈

尊
）
が
た
と
え
〔
一
〕
劫
を
か
け
て
、
か
の
無
量
光
如
来
に

二
つ
名
（
別
称
）
を
添
え
、
光
明
に
つ
い
て
称
え
よ
う
と
し

て
も
、
そ
の
光
明
の
さ
ま
ざ
な
徳
性
が
尽
き
果
て
る
事
態
に

遭
遇
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

と
い
う
一
文
に
対
照
さ
れ
得
る
。
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周
知
の
通
り
「
光
明
歎
徳
章
」
は
無
量
寿
仏
の
光
明
を
「
最
尊
第

一
」「
諸
佛
光
明
所
不
能
及
」
と
評
す
る
こ
と
に
始
ま
り
、
光
明
に

因
ん
だ
無
量
寿
仏
の
別
称
を
並
べ
あ
げ
、
光
明
の
称
説
に
よ
る
往
生

を
説
き
、
引
用
文
⑫
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き

た
い
の
が
、
梵
文
『
無
量
寿
経
』
⑨
⑬
に
お
け
る 


と
い
う
表
現

１
６

で
あ
る
。
拙
い
試
訳
に
お
い

て
は
「
と
い
う
訳
で
」
と
、
ひ
と
ま
ず
の
訳
を
示
し
て
お
く
が
、
お

そ
ら
く
は
、
⑨
に
お
い
て
は

か
ら
構
成
さ
れ
る
コ
ン
パ
ウ

ン
ド
の
列
挙
、
⑬
に
お
い
て
は
か
ら
構
成
さ
れ
る
コ
ン
パ

ウ
ン
ド
の
列
挙（

（1
（

を
承
け
た
上
で
、
次
の
文
節
へ
と
繋
げ
る
役
割
を
担

っ
た
副
詞
的
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
こ
そ
「
是
故
」
と
い

う
漢
訳
例
も
あ
る
。『
寿
経
』
引
用
文
⑪
下
線
部
の
「
是
故
」
に
つ

い
て
も
、
⑨
⑬
下
線
部
に
お
け
る
と
同
様
、

仏
声
以
下
、「
声
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
表
現
の
列
挙
を
承
け
、
次
の

文
節
「
其
国
名
曰
安
楽
」
へ
と
繋
げ
る
役
割
を
有
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
⑨
を
参
照
す
る
限

り
に
お
い
て
は
、
⑪
下
線
部
の
そ
の
先
に
、
⑫
に
お
い
て
「
一
劫
尚

未
能
尽
」
と
強
調
さ
れ
る
よ
う
な
、
仏
国
土
に
対
す
る
称
讃
が
略
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
⑪
下
線
部
も
ま
た
仏
国
土
称
讃
の
一
端

で
あ
る
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

５
．
羅
什
訳
に
お
け
る
極
楽
の
称
讃
の
可
能
性　

～
お

わ
り
に
～

 

本
稿
で
は
『
無
量
寿
経
』
が
総
じ
て
阿
弥
陀
仏
の
光
明
と
仏
国

土
の
双
方
を
称
讃
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
で
は
『
阿
弥
陀

経
』
に
そ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
見
出
せ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

 

梵
本
の
、
い
わ
ゆ
る
「
六
方
段
」
の
冒
頭
に
お
い
て
釈
尊
は
、



の
様
相
に
関
す
る
そ
れ
ま
で
の
自
身
に
よ
る
説
示
に
つ

い
て
、「
私
が
今
、

を
称
讃
し
て
い
る
（√



）

よ
う
に（

（1
（

」
と
評
し
、

の
様
相
が
自
身
と
諸
仏
に
よ
る
称

讃
の
対
象
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
。
と
こ
ろ
が
、
羅
什
訳
に
お
け
る

対
照
箇
所
で
釈
尊
は
「
如
我
今
者
讃
歎
阿
弥
陀
仏
不
可
思
議
功
徳（

（1
（

」

と
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
を
称
讃
す
る
。
羅
什
訳
の
底
本
に
つ
い
て
は
知

る
術
も
な
い
。
と
は
い
え
、
引
用
文
③
「
是
故
彼
国
名
曰
極
楽
」
の

「
是
故
」
が
、
梵
文
『
無
量
寿
経
』
⑨
⑬
に
お
け
る-



、『
寿
経
』
⑪
に
お
け
る
「
是
故
」
と
同
じ
用
法
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
③
に
「
七
重
欄
楯
七
重
羅
網
七
重
行
樹
皆
是
四
寳
周

帀
圍
繞
」
と
描
写
さ
れ
る
様
相
の
一
々
を
称
讃
す
べ
き-


と
見
な
す
こ
と
が
で
き
、「
名
曰
極
楽
」
と
い
う
表
現
に

つ
い
て
は
、
一
劫
を
費
や
そ
う
と
も
終
わ
ら
な
い
称
讃
の
極
致
と
し
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て
一
括
り
に

と
称
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
、
称
讃
を
視

点
と
す
る

の
定
義
が
託
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　

な
お
羅
什
訳
に
お
け
る
極
楽
称
讃
に
言
及
し
た
以
上
、
梵
本
に
お

け
る
阿
弥
陀
仏
称
讃
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
も
言
及
す
べ
き
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

1　

本
誌
『
佛
教
論
叢
』
五
五
（
二
〇
一
一
）
に
「
極
楽
の
「
極
」
に
つ
い

て
」、
同
五
六
（
二
〇
一
二
）
に
「
極
楽
の
「
極
」
に
つ
い
て
２
」
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

2　

①
②
③
と
も
に
『
浄
土
宗
全
書
』
一
・
五
二

3　
『
浄
土
宗
全
書
』
一
・
五
二
～
五
三

4　

袖
山
榮
輝
『
全
注
全
訳
阿
弥
陀
経
事
典
』（
二
〇
〇
八
、
鈴
木
出
版
）

（
27
）
～
（
28
）

5　
『
浄
土
宗
全
書
』
別
巻
・
一
九
六

6　

⑥
⑦
⑧
と
も
に
『
浄
土
宗
全
書
』
別
巻
・
一
九
六

7　

袖
山
榮
輝
『
全
注
全
訳
阿
弥
陀
経
事
典
』（
二
〇
〇
八
、
鈴
木
出
版
）

（
26
）
～
（
27
）

8　

藤
田
宏
達
『
梵
文
無
量
寿
経
試
訳
』（
一
九
七
二
、
東
本
願
寺
出
版
部
）、

中
村
元
・
早
島
鏡
正
・
紀
野
一
義
訳
注
『
浄
土
三
部
経
（
上
）』（
一
九
九
一
、

岩
波
文
庫
）
を
参
照
。

9　

香
川
孝
雄
『
無
量
壽
経
の
諸
本
対
照
研
究
』（
一
九
八
四
、
永
田
昌
文
堂
）

二
一
四

10　

香
川
孝
雄
『
無
量
壽
経
の
諸
本
対
照
研
究
』（
一
九
八
四
、
永
田
昌
文
堂
）

二
四
四

11　
『
浄
土
宗
全
書
』
一
・
一
一
〇
・
上

12　
『
浄
土
宗
全
書
』
一
・
一
六

13　
『
大
正
蔵
経
』
一
二
・
二
七
一
・
中

14　

 『
浄
土
宗
全
書
』
一
・
一
三

15　

 

香
川
孝
雄
『
無
量
壽
経
の
諸
本
対
照
研
究
』（
一
九
八
四
、
永
田
昌
文

堂
）
一
七
六

16　
「
光
明
歎
徳
章
」
に
対
照
さ
れ
る
章
節
に
も
、




と
見
出
さ
れ
る
（
香
川
孝

雄
『
無
量
壽
経
の
諸
本
対
照
研
究
』
一
七
四
）。

17　

 

香
川
孝
雄
『
無
量
壽
経
の
諸
本
対
照
研
究
』（
一
九
八
四
、
永
田
昌
文

堂
）
一
七
四

18　

 

袖
山
榮
輝
『
全
注
全
訳
阿
弥
陀
経
事
典
』（
二
〇
〇
八
、
鈴
木
出
版
）

（
43
）
参
照

19　
『
浄
土
宗
全
書
』
一
・
五
四
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黒
田
眞
洞
著
『
大
乗
仏
教
大
意
』
及
び
『
仏
陀
の
光
』
両
作
の
独
語
訳
に
つ
い
て

�

―
訳
者K

arl Bernhard Seidensücker

に
よ
る
「
前
書
」
等
よ
り
の
考
察
―　

鷹　

司　

誓　

榮

　

黒
田
眞
洞
（
一
八
五
五
年
～
一
九
一
六
年
）
は
、
明
治
中
頃
日
本

仏
教
界
で
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
一
八

九
三
年
の
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
大
会
に
際
し
て
著
し
た
日
本
仏
教
紹
介

書
『
大
乗
仏
教
大
意
』
は
、
欧
米
へ
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

当
時
、
欧
米
に
お
い
て
進
化
論
や
科
学
と
宗
教
の
対
立
と
が
問
題

と
さ
れ
、
欧
米
で
の
セ
イ
ロ
ン
の
仏
教
研
究
な
ど
の
影
響
が
日
本
に

も
及
ん
で
い
た
。『
大
乗
仏
教
大
意
』「
第
伍　

萬
法
唯
心

（Chapter V
 A

ll T
hings are N

othing but M
ind

）」
或
い
は

「
第
三　

業
報
因
果
」
の
「
一
類
の
者
あ
り
、
地
水
火
風
の
四
大
を

以
て
諸
法
の
根
源
と
為
し
、
四
大
合
し
て
身
と
な
り
心
と
な
り
、
天

地
山
川
皆
な
四
大
よ
り
起
る
と
説
き
、
又
一
類
の
者
は
天
地
萬
物
皆

能
造
の
主
あ
り
と
説
け
り
。
此
等
の
説
は
咸
な
断
常
の
二
見
よ
り
生

ず
。」
と
い
っ
た
部
分
が
大
き
な
刺
激
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
もSA

CR
E

D
 BO

O
K

S O
F T

H
E

 

E
A

ST
 vol.49

のPart II

の
導
入
部
分
に
『
大
乗
仏
教
大
意
』
第

伍
を
ほ
ぼ
一
章
全
文
に
わ
た
り
引
用
し
日
本
仏
教
の
理
解
に
つ
な
が

っ
た
と
記
し
て
い
る
。
十
年
後
、
黒
田
は
さ
ら
に
日
本
仏
解
説
書

『
仏
陀
の
光
』
を
著
す
る
に
至
り
、
こ
の
二
作
と
も
ド
イ
ツ
語
に
翻

訳
さ
れ
た
。

『
大
乗
仏
教
大
意
』
に
つ
い
て　

　

シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
会
議
に
際
し
て
配
布
す
る
目
的
で
佛
教
学
会
が

翻
訳
を
行
っ
た
も
の
で
、
二
七
頁
の
伝
統
教
学
を
基
に
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
翻
訳
は
、
欧
米
の
大
乗
仏
教
理
解
の
起
爆
剤
と
な

り
、
影
響
を
受
け
た
ポ
ー
ル
・
ケ
ー
ラ
ス
及
び
そ
の
下
で
著
作
を
行

っ
た
鈴
木
大
拙
等
に
よ
り
後
の
相
互
の
影
響
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
と

な
る
。
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『
仏
陀
の
光
』
に
つ
い
て

　

一
九
〇
三
年
大
阪
で
の
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
の
配
布
を
目

的
に
浄
土
宗
第
六
教
務
所
が
発
行
し
た
。
先
作
『
大
乗
仏
教
大
意
』

の
反
響
が
大
き
く
、
第
二
作
の
要
望
と
な
り
出
版
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。

翻
訳
者K

arl Bernhard Seidenstücker

（
カ
ー
ル
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
ザ
イ
デ
ン
シ
ュ
テ
ュ
ッ
カ
ー

一
八
七
六
年
三
月
二
十
三
日
～
一
九
三
六
年
一
〇
月
二
九
日
）

　

Gerbstedt

に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
聖
職
者
の
息
子
と
し
て
生
ま

れ
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン 

な
ど
で
学
ん
だ
後
、
仏
教
を
一
般
に
広
め

る
活
動
と
パ
ー
リ
研
究
に
力
を
注
い
で
い
た（

（
（

。　

１
９
０
４
年
に
は

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ッ
ヒ
の
神
智
学
関
係
者
の
集
ま
る
場
所
へ
移
り
、
神
智

学
のD

r. H
ugo V

ollrath

の
出
版
社
に
お
い
て
仏
教
書
の
英
語
か

ら
ド
イ
ツ
語
へ
の
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
。
当
初
、Bruno 

Freydank 

の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
専
ら
キ
リ
ス
ト
教
批
判
を
行
っ
て
お

り
、
実
名
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
確
認
で
き
る
一
番
時
早
い
時
期
の

も
の
が
黒
田
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』
の
ド
イ
ツ
語
訳
『M

ahâyâna, 
D

ie H
auptlehren des nördlichen Buddhism

us

』
で
あ
る（

（
（

。

両
著
作
の
翻
訳
に
つ
き
「
前
書
」
か
ら
考
察
す
る

　
　

�

（
補
註
に
『
大
乗
佛
教
大
意
』
の
前
書
翻
刻
を
掲
載
）

　
『
大
乗
佛
教
大
意
』M

ahayana. Die Hauptlehren des 
nördlichen Buddhism

us

の
前
書
で
は
ま
ず
、
大
乗
仏
教
は
原
始

仏
教
が
変
質
し
た
も
の
で
あ
り
、
正
当
な
仏
教
で
な
い
と
考
え
る
当

時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
者
の
傾
向
を
否
定
し
（
（
（

、
根
本
を
同
じ
く
す
る

仏
教
で
あ
る
と
説
明
し
、
引
き
続
い
て
『
仏
陀
の
光
』
翻
訳
と
合
せ

一
連
の
も
の
と
し
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
（
（
（

、
最
後
の
段
落
で
渡

辺
海
旭
と
第
六
教
区
のN

akam
ura

へ
謝
辞
を
述
べ
、
そ
の
う
え

で
「w

ahrer Erlösung, d. h. w
irklicher Freiheit

」
と
し
て
、

覚
り
を
「
完
全
な
自
由
」
と
い
っ
た
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
点
、
私

見
で
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
「
神
」
の
束
縛
か
ら
解
放

さ
れ
た
と
い
う
感
慨
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
る
。

　
『
仏
陀
の
光
』Das Licht des Buddha

の
前
書
は
『
大
乗
仏
教

大
意
』
よ
り
か
な
り
短
く
、「
こ
の
本
に
は
前
置
き
は
必
要
な
い
」

程
こ
の
書
の
内
容
は
明
確
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

こ
で
は
『
大
乗
仏
教
大
意
』
に
は
書
か
れ
て
い
た
渡
辺
海
旭
へ
の
謝

辞
は
な
い
。
ザ
イ
デ
ン
シ
ュ
テ
ュ
ッ
カ
ー
は
ま
ず
渡
辺
に
よ
っ
て
配

布
さ
れ
た
『
仏
陀
の
光
』
を
先
に
読
み
、
黒
田
の
第
一
作
を
後
か
ら

読
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
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ま
た
、『
仏
陀
の
光
』
の
方
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
同
人
の
発

行
す
るD

er Buddhist

誌
の
広
告
で
『
仏
陀
の
光
』
の
み
大
き
な

広
告
を
出
し
て
い
る
事
か
ら
も
伺
え
る
。

�

『D
er Buddhist

』
創
刊
号
の
広
告

ド
イ
ツ
で
の
当
時
の
仏
教
書
の
翻
訳
出
版
事
情

�

（
違
っ
た
視
点
「
市
場
と
し
て
の
思
想
」
と
い
う
観
点
か
ら
）

　

深
井
智
朗
『
思
想
と
し
て
の
編
集
者
―
現
代
ド
イ
ツ
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
テ
ィ
ズ
ム
と
出
版
史
』（
新
教
出
版
社
）
に
は
、「
近
代
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
デ
ィ
ズ
ム
に
お
い
て
編
集
者
の
プ
ロ
デ
ィ
ー
ス
な
し
に
そ
の
思

想
を
大
衆
に
伝
達
す
る
こ
と
は
困
難
な
時
代
に
な
っ
た
。」
出
版
は

印
刷
と
販
売
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
編
集
に
比
重
が
置
か
れ
る
よ
う
に

な
り
、
さ
ら
に
出
版
社
の
専
門
化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
近
代
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
編
集
者
や
出
版
社
の
性
格
の
転
換
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
た
人
々
が
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
現
れ
出
た
。」

等
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
黒
田
著
作
の
ド
イ
ツ

語
翻
訳
と
そ
の
出
版
に
関
し
て
、
当
時
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
仏
教
関

係
書
を
多
く
出
版
し
た
オ
ス
カ
ー
・
シ
ュ
ロ
ス
社
等
と
の
関
係
に
つ

い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
た
。
そ
こ
で
ド
イ
ツ

で
の
仏
教
書
出
版
事
情
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

神
智
学
会
関
係
の
出
版
社
で
の
翻
訳
か
ら
仕
事
を
始
め
た
ザ
イ
デ

ン
シ
ュ
テ
ュ
ッ
カ
ー
は
、
黒
田
の
著
作
を
翻
訳
し
た
一
年
前
の
１
９

０
３
年
に
ド
イ
ツ
で
最
も
早
く
仏
教
伝
道
協
会
を
結
成
し
、『D

er 
Buddhist

』
誌
の
発
行
を
し
、
当
時
既
に
独
立
し
た
編
集
者
と
し

て
黒
田
の
著
作
の
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
。
大
乗
仏
教
が
あ
る
種
の
流

行
と
も
い
え
る
よ
う
な
形
で
受
け
い
れ
ら
れ
た
時
代
、
黒
田
の
著
作

は
大
乗
理
解
に
非
常
に
有
用
な
も
の
と
し
て
、
熱
意
を
も
っ
て
翻
訳

さ
れ
た
こ
と
が
、
独
語
訳
著
作
に
つ
け
ら
れ
た
前
書
か
ら
わ
か
る
。

翻
訳
出
版
の
時
点
で
は
、
ま
だ
オ
ス
カ
ー
・
シ
ュ
ロ
ス
社
は
存
在
し
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て
い
な
か
っ
た
が
、
後
に
黒
田
の
独
訳
二
著
作
の
版
権
を
引
き
継
ぎ
、

結
果
二
十
年
以
上
販
売
さ
れ
続
け
た
こ
と
が
そ
の
出
版
目
録
よ
り
わ

か
る
。（
但
し
『
仏
陀
の
光
』
は
１
９
２
４
年
の
カ
タ
ロ
グ
で
既
に

絶
版
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
）

　

神
智
学
会
と
黒
田
の
大
乗
仏
教
解
説
に
は
非
常
に
親
和
性
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
も
押
さ
え
て
お
く
べ
き
事
柄
で
あ
る（

（
（

。

編
集
者O

skar Schloß
（
オ
ス
カ
ー
・
シ
ュ
ロ
ス
）
に

つ
い
て

　

ユ
ダ
ヤ
人
で
モ
ー
ゼ
ル
ワ
イ
ン
を
扱
う
商
家
資
産
家
の
生
ま
れ
。

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
を
耽
読
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
仏
教
を
志
向

す
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
オ
ス
カ
ー
・
シ
ュ

ロ
ス
出
版
社
を
１
９
１
２
年
に
始
め
仏
教
書
を
専
ら
に
出
版
し
た
。

オ
ス
カ
ー
・
シ
ュ
ロ
ス
社
の
出
版
目
録
な
ど
か
ら
出
版
仏
教
書
に
つ

い
て
は
詳
し
く
知
る
事
が
出
来
る
が
、
当
時
数
々
の
個
人
的
仏
教
書

出
版
社
が
現
れ
て
は
消
え
る
中
そ
の
多
く
を
引
き
継
い
で
い
っ
た
た

め
、
オ
ス
カ
ー
・
シ
ュ
ロ
ス
社
の
名
前
が
も
と
の
出
版
社
名
の
上
に

シ
ー
ル
張
り
さ
れ
た
書
籍
も
多
い
。
１
９
２
４
年
の
同
社
出
版
カ
タ

ロ
グ
に
『
仏
陀
の
光
』
は
既
に
在
庫
切
れ
と
は
記
さ
れ
て
は
い
る
が

黒
田
の
二
著
作
共
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
に
同
社
カ
タ
ロ
グ
に
１
９
２

９
年
ま
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る（

（
（

。

編
集
者
と
思
想
と
い
う
観
点
か
ら
の
さ
ら
な
る
考
察
と

し
て
─
ア
メ
リ
カ
のT

he O
pen Court

編
集
者　

ポ

ー
ル
・
ケ
ー
ラ
ス
の
存
在

　

シ
カ
ゴ
で
の
万
国
宗
教
会
議
に
も
深
く
か
か
わ
っ
た
ポ
ー
ル
・
ケ

ー
ラ
ス
は
、
黒
田
の
『
佛
教
大
意
』
を
参
照
し
て
代
表
的
作
品
『
仏

陀
の
福
音
』
を
書
い
て
い
る
。The Gospel of Buddha

『
仏
陀

の
福
音
』に
お
い
て
もLII. A

LL EX
IST

A
N

CE IS S

（
（
（

PIRIT
U

A
L 

の
一
章
に
つ
き
黒
田
を
参
照
し
た
も
の
と
し
て
索
引
に
黒
田
の
『
大

乗
仏
教
大
意
』
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
出
版
直
後
に
鈴
木
大

拙
が
和
文
に
翻
訳
し
出
版
し
て
お
り
、
こ
れ
も
注
目
に
値
す
る
事
柄

と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
ザ
イ
デ
ン
シ
ュ
テ
ュ
ッ
カ
ー
と
も
深
い
交
流

が
あ
り
、
同
郷
、
同
母
国
語
と
い
う
つ
な
が
り
は
重
視
す
る
べ
き
で

あ
る
。

　
『
オ
ー
プ
ン
コ
ー
ト
』
の
１
９
０
５
年
９
月
の
書
評
欄
に
も
『
大

乗
仏
教
大
意
』
等
の
独
語
訳
な
ど
を
含
め
ザ
イ
デ
ン
シ
ュ
テ
ュ
ッ
カ

ー
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
る（

（
（

。
さ
ら
にD

er Buddhist

に
ケ

ー
ラ
ス
自
身
も
寄
稿
し
、
彼
の
多
く
の
作
品
を
ザ
イ
デ
ン
シ
ュ
テ
ュ
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ッ
カ
ー
は
独
訳
出
版
を
行
っ
て
い
る
。

当
時
の
状
況
と
黒
田
の
著
作
の
影
響
の
動
向

　

世
界
は
第
二
次
大
戦
を
迎
え
る
前
ま
で
思
想
の
交
流
は
大
変
盛
ん

で
あ
り
国
際
的
に
編
集
者
の
交
流
が
あ
る
中
、
日
本
仏
教
へ
の
関
心

は
高
く
、
そ
の
影
響
は
相
互
に
及
ん
で
い
た
。
そ
の
中
で
黒
田
の
著

も
ま
た
ケ
ー
ラ
ス
、
鈴
木
と
の
関
係
な
ど
か
ら
相
互
の
影
響
下
に
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
ス
ノ
ド
グ
ラ
ス
に
よ
っ
て
、
１
８
９
３
年
の
シ
カ

ゴ
万
国
宗
教
会
議
の
時
点
に
お
け
る
『
大
乗
仏
教
大
意
』
に
つ
き
次

の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。

仏
教
的
観
念
論
の
含
意
が
よ
り
完
全
に
展
開
さ
れ
た
の
は（
中

略
）会
議
で
の
配
付
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
黒
田
眞
洞
の
『
大

乗
仏
教
大
意
』
に
お
い
て
で
あ
る
。
黒
田
の
著
書
に
は
「
万
物

は
心
に
他
な
ら
な
い
─
─
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
真
の
本
性
」
と
題

す
る
章
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
彼
は
、
法
身
と
し
て
の
ブ
ッ
ダ
が

絶
対
的
実
在
で
あ
り
、
そ
れ
は
現
象
界
の
多
数
性
を
超
越
す
る

も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
的
確
な
哲
学
用
語
で
説
明
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
哲
学
的
用
語
と
さ
れ
て
は
い
る
が
、
実
際
は
哲
学
用
語
を

選
ん
だ
も
の
で
は
な
く
仏
典
翻
訳
に
忠
実
な
作
業
が
行
わ
れ
た
も
の

と
み
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

ス
ノ
ド
グ
ラ
ス
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

日
本
の
仏
教
者
た
ち
は
ケ
ー
ラ
ス
に
、
彼
の
信
じ
る
科
学
の

宗
教
を
防
御
す
る
の
に
役
立
つ
モ
デ
ル
と
先
例
を
提
供
し
た
わ

け
で
あ
る
。（
中
略
）
ケ
ー
ラ
ス
の
よ
う
に
主
流
の
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
的
キ
リ
ス
ト
教
と
は
異
な
る
選
択
肢
を
探
し
て
い
た

人
々
に
す
ら
、
犠
牲
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
社
会
的

価
値
基
準
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）ケ
ー
ラ
ス
が
仏
教
に

つ
い
て
書
い
た
文
章
は
、
彼
の
主
催
す
る
『
オ
ー
プ
ン
コ
ー

ト
』『
モ
ニ
ス
ト
』
と
い
っ
た
雑
誌
や
、
オ
ー
プ
ン
コ
ー
ト
・

プ
レ
ス
社
の
発
行
す
る
書
物
を
通
し
て
拡
散
し
、
主
に
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
か
ら
な
る
北
ア
メ
リ
カ
の
読
者
た
ち
が
仏
教
を
受
け

入
れ
る
こ
と
を
容
易
に
し
た
。

　

鈴
木
大
拙
は
若
い
時
代
に
ケ
ー
ラ
ス
の
下
で
長
年
、
翻
訳
を
含
め

多
く
の
著
作
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
ケ
ー
ラ
ス
の
著
作
『
カ
ル
マ
』
の
芥
川
龍
之
介
へ
の
影
響
等
、
日

本
へ
の
影
響
も
鑑
み
る
と
、
ケ
ー
ラ
ス
に
編
集
者
と
し
て
の
世
界
思

想
市
場
へ
の
支
配
的
な
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
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ま
と
め
と
し
て

ポ
ー
ル
・
ケ
ー
ラ
ス
そ
し
て
ザ
イ
デ
ン
シ
ュ
テ
ュ

ッ
カ
ー
の
編
集
者
と
し
て
の
影
響
と
黒
田
の
思
想

　

黒
田
の
著
作
の
影
響
は
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
会
議
時
点
か
ら
の
ア
メ

リ
カ
の
編
集
者
ケ
ー
ラ
ス
等
を
通
し
て
、
そ
し
て
十
年
後
の
ザ
イ
デ

ン
シ
ュ
テ
ュ
ッ
カ
ー
に
よ
る
独
訳
に
よ
り
ド
イ
ツ
の
神
智
学
等
宗
教

関
連
の
出
版
界
へ
及
ん
だ
。

　

黒
田
の
著
作
の
思
想
は
、
当
時
の
教
学
の
状
況
を
踏
ま
え
た
慎
重

な
研
究
が
さ
ら
に
必
要
と
考
え
る
。
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one copy, the first tw
o num

bers of a new
 m

onthly called D
er 

Buddhist w
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Ｍ
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仏
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　補
註

独
文
『
大
乗
仏
教
大
意
』
前
書

M
ahâyâna.D

ie H
auptlehren des nördlichen Buddhism

us 
V

orrede des H
erausgebers.

　

D
ie nachfolgenden Zeilen bilden die Ü

bersetzung einer kleinen 
Schrift, w

elche auf V
eranlassung der japanischen M

issions-
Gesellschaft »Bukkyô-Gakkuw

ai« von S. K
uroda, Superintendent 

des U
nterrichts-W

esens in der Jôdo-Gem
einschaft, im

 Jahre 1893 
verfaßt w

urde. D
as Büchlein trug den T

itel »O
utlines of the 

M
ahâyâna as taught by Buddha« und sollte dem

 Zw
ecke dienen, 

die nicht-buddhistischen T
eil-nehm

er an dem
 Religions-Parlam

ent 
zu Chicago über die w

ichtigsten Prinzipien des M
ahâyâna zu 

orientieren.  W
enn ich in der vorliegenden Ü

bersetzung dem
 T

itel 
eine andere Fassung gegeben habe, so geschah dies aus dem

 

Grunde, w
eil ich es für nötig hielt, denjenigen Lesern, w

elche sich 
m

it den Lehren des Buddhism
us w

enig oder gar nicht beschäftigt 
haben, schon durch den T

itel anzudeuten, w
as m

an unter 
M

ahâyâna zu verstehen hat. M
ahâyâna bedeutet w

örtlich »großes 
F

ahrzeug« und dieser bildliche A
usdruck bezeichnet die 

A
uffassung des Buddhism

us, w
ie sie in den Ländern der nördlichen 

K
irche, d. h. in N

epal, T
ibet, China, K

orea und Japan vertreten 
w

ird.  Innerhalb des M
ahâyâna giebt es w

iederum
 verschiedene 

A
nschauungen und A

bzw
eigungen. D

em
 M

ahâyâna steht das » 
„H

inayana «

（kleines Fahrzeug

） gegenüber, d. h. der Buddhism
us in 

seiner südlichen Form
, w

ie m
an ihn in Ceylon, Süd-Indien, Burm

a 
und Siam

 auffaßt.  

　

O
bw

ohl zw
ischen M

ahâyâna und H
înayâna sich m

anche 
V

erschiedenheiten zeigen, so atm
en doch beide denselben Geist, 

näm
lich den Geist der Erleuchtung und Erlösung, Begriffe, um

 die 
sich im

 letzten Grunde alle Lehren Buddhas drehen. Es ist doch 
sehr fraglich, ob m

an, w
ie viele europäische Forscher glauben, das 

M
ahâyâna als eine entartete Form

 des Buddhism
us bezeichnen 

darf. M
ir scheint es vielm

ehr eine A
usgestaltung und 

W
eiterführung, vielleicht sogar eine volle Entfaltung der Buddha-

Lehre zu sein. W
enn Çâkyam

uni einst sprach:　

,,W
ie das W

eltm
eer 

nur von einem
 G

eschm
acke durchdrungen ist, näm

lich dem
 

Geschm
acke des Salzes, so ist diese m

eine Religion nur auf einen 
Grundton gestim

m
t, näm

lich auf den der Erlösung", so ist in diesem
 

Sinne das M
ahâyâna m

it genau dem
selben Rechte Buddhism

us zu 
nennen, w

ie das H
înayâna.   M

an sollte die Perlen nehm
en, w

o m
an 

sie findet, sei es nun in den D
enkm

älern des ältesten Buddhism
us, 

sei es in späteren Schriften der H
înayânisten oder in den 
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M
ahâyâna-T

exten.  Ü
brigens erkennen sich alle Schulen des 

Buddhism
us gegenseitig an und vertreten die A

nsicht, daß sie alle 
zu dem

selben E
ndziele führen, w

enn auch die W
ege dahin 

verschieden sind.               

　

A
uf dieses Endziel des Buddhism

us kom
m

t es aber allein an; es 
ist die auf dem

　
Pfade der Erleuchtung: erlangte vollkom

m
ene 

Erlösung und Glückseligkeit. M
ag daher ein deutscher Buddhist in 

Einzelheiten vielleicht gew
isse A

nschauungen des M
ahâyâna und 

H
înayâna nicht akzeptieren, so w

ird er dennoch dasselbe letzte Ziel 
als den K

ardinalpunkt des Buddhism
us anerkennen, w

ie die Brüder 
im

 fernen O
sten: V

ollkom
m

ene Erlösung vom
 Ü

bel durch Erleucht-
ung.                                               

　

D
ie vorliegende Ü

bersetzung lehnt sich, sow
eit es irgend m

öglich 
w

ar, an die Fassung des O
riginals an; an ein paar Stellen habe ich 

m
ir gestattet, den Sinn des einen oder anderen Passus durch eine 

kurze N
ote verständlicher zu m

achen. M
it dem

 Erscheinen dieser 
Schrift ist der A

nfang zu der H
erausgabe w

eiterer buddhistischer 
W

erke aus Japan gem
acht, zu deren Ü

bersetzung m
ir H

err 
N

akam
ura, D

irektor der inneren M
ission für den sechsten Sprengel 

der Jôdo-G
em

einschaft, in liebensw
ürdigster W

eise die 
Genehm

igung erteilt hat. A
lle diese Schriften sind, das sei hier ein 

für allem
al bem

erkt, w
eder für diejenigen geschrieben, die in der 

kindlichen E
infalt ihres H

erzens sich m
it der ihnen von 

K
indesbeinen an gereichten geistigen K

ost begnügen, noch für 
diejenigen, w

elche in pharisäischem
 H

ochm
ute und selbstischer 

V
erblendung den Buddhism

us eine Sekte schelten und deren 
W

eltanschauung natürlich „viel um
fassender" als die buddhistische 

ist. W
er vorurteilsfrei, ohne sein Inneres m

it dogm
atischem

 oder 

occultistischem
 B

allast beladen zu haben, sich nach w
ahrer 

E
rlösung, d. h. w

irklicher F
reiheit sehnt und nicht auf ein 

w
onnevolles W

olkenkuckucksheim
 im

 Jenseits reflektiert, der w
ird 

die kleinen m
ahâyânistischen Schriften richtig lesen und in ihnen 

dasjenige finden, w
as er sucht.                                                             

　

W
enn nicht alle A

nzeichen trügen, so ist jetzt endlich, endlich 
die Zeit gekom

m
en, da die buddhistische M

ission in D
eutschland 

festen Fuß gefaßt hat und die Strahlen der W
ahrheitssonne auch 

unserem
 V

olke zu leuchten beginnen. W
ir begrüß

en das 
Erscheinen einer jeden buddhistischen Schrift m

it Freuden, ganz 
gleichgültig, ob es sich hierbei um

 das M
ahâyâna oder H

înayâna 
handelt.  Ich sehe der w

eiteren Entw
icklung der buddhistischen 

B
ew

egung in D
eutschland m

it festen vertrauen und froher 
Zuversicht entgegen. W

enn dieses kleine Büchlein dazu beiträgt, 
innerhalb deutschen Leserw

elt H
ochachtung und Bew

underung für 
die buddhistische Religion und W

eltanschauung zu erw
ecken, dann 

hat es seinen Zw
eck erreicht                                       

　

Es ist m
ir zum

 Schlusse eine angenehm
e Pflicht, den H

erren K
. 

W
atanabe und S. N

akam
ura an dieser Stelle m

einen 
verbindlichsten D

ank abzustatten. D
urch ihre Bem

ühung und ihr 
freundliches Entgegenkom

m
en w

urde es erm
öglicht, daß die 

buddhistische M
ission in D

eutschland m
it Japan in V

erbindung 
treten konnte und daß buddhistische Bücher aus Japan deutsch 
herausgegeben w

erden dürfen.                                              
                    �

K
. B. Seidenstücker. 
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『
群
疑
論
』
に
お
け
る
見
仏
の
構
造
に
つ
い
て

長　

尾　

光　

恵

一
、
は
じ
め
に
―
本
研
究
の
目
的
と
問
題
提
起
―

　

筆
者
は
過
去
の
論
稿
に
お
い
て
懐
感
『
群
疑
論
』
所
説
の
実
践
行

に
つ
い
て
論
じ
、
彼
が
提
示
し
た
実
践
と
往
生
浄
土
の
行
程
に
は
以

下
の
二
種
が
あ
り
、
そ
の
実
践
行
の
目
的
は
「
見
仏
身
」
か
つ
、
そ

れ
に
よ
る
「
往
生
」
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た（

（
（

。

ⅰ
念
仏
三
昧
行
・
十
六
観
→
滅
罪
→
三
昧
（
見
仏
）
→
善
業
成

熟
→
臨
終
来
迎(

見
仏
）
→
往
生
浄
土

ⅱ
散
の
念
仏
・
三
福
三
輩
→
滅
罪
→
善
業
継
続
→
臨
終
来
迎

（
見
仏
）
→
往
生
浄
土

前
者
は
三
昧
に
入
る
こ
と
よ
り
見
仏
し
、
そ
の
善
業
を
保
持
し
続
け

る
こ
と
で
、
三
昧
中
の
所
見
の
相
が
臨
終
時
に
な
っ
て
来
迎
相
と
し

て
顕
現
し
往
生
す
る
と
い
う
も
の
。
後
者
は
三
昧
こ
そ
獲
得
し
て
な

い
が
念
仏
・
三
福
三
輩
行
に
よ
り
善
業
を
得
て
、
そ
の
善
業
を
臨
終

ま
で
継
続
す
る
こ
と
で
来
迎
相
を
観
見
し
往
生
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
故
に
三
昧
中
な
い
し
臨
終
来
迎
に
お
け
る
見
仏
の
構
造
、
即

ち
「
ど
の
よ
う
な
仏
身
を
ど
の
よ
う
に
観
見
し
、
認
識
し
て
い
る
の

か
」
を
解
明
す
る
こ
と
は
『
群
疑
論
』
研
究
上
、
極
め
て
重
要
な
事

項
と
な
る
。
し
か
し
管
見
の
限
り
、
そ
れ
を
解
明
し
た
研
究
は
未
だ

存
在
し
な
い
為（

（
（

、
本
稿
で
は
見
仏
の
構
造
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

唐
代
初
期
、『
成
唯
識
論
』
な
ど
の
新
訳
唯
識
論
書
の
訳
出
に
よ

り
根
本
識
を
阿
頼
耶
識
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
八
識
説
が
諸
師
に
受
容

さ
れ
て
い
く
。
そ
の
八
識
説
は
六
五
九
年
訳
出
の
『
成
唯
識
論
』
に

お
い
て
阿
頼
耶
識
縁
起
説
と
し
て
体
系
化
さ
れ
た
。
そ
の
阿
頼
耶
識

縁
起
説
と
は
、
一
切
の
認
識
や
そ
の
認
識
対
象
は
阿
頼
耶
識
内
の
種

子
の
現
行
と
阿
頼
耶
識
へ
の
種
子
の
薫
習
と
い
う
因
果
の
連
続
性
に

起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
て
の
事
象
は
「
識
」
の
働
き
に
過
ぎ
な

い
、
と
す
る
説
示
で
あ
る（

（
（

。『
成
唯
識
論
』
で
は
こ
の
説
示
に
基
づ
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き
四
分
説
や
影
像
、
所
縁
縁
（
認
識
対
象
）
に
つ
い
て
論
じ
る
た
め
、

「
自
ら
の
阿
頼
耶
識
が
作
り
だ
し
た
認
識
対
象
を
、
阿
頼
耶
識
自
ら

が
認
識
す
る
」
と
い
う
認
識
構
造
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
懐
感
は
い
く
つ
か
の
問
答
に
お
い
て
阿
頼
耶
識
説
を

（
（
（

、
善
悪
の
業

の
説
明
に
種
子
説
を

（
（
（

、
認
識
構
造
を
提
示
す
る
中
で
三
分
説
（
四
分

説
）
を
用
い
る（

（
（

。
し
か
し
阿
頼
耶
識
説
と
種
子
説
に
関
す
る
懐
感
の

解
釈
は
『
成
唯
識
論
』
に
お
い
て
提
示
さ
れ
る
解
釈
と
異
な
る
。
彼

は
阿
頼
耶
識
に
種
子
を
保
持
・
保
管
す
る
蔵
識
と
し
て
の
役
割
の
み

を
与
え
、
種
子
に
関
し
て
は
「
善
悪
種
子
が
互
い
に
勢
力
を
滅
し
合

う
作
用
」
と
「
善
業
種
子
は
臨
終
来
迎
・
往
生
浄
土
の
因
、
悪
業
種

子
は
堕
地
獄
の
因
と
な
る
作
用
」
し
か
与
え
て
い
な
い（

（
（

。
つ
ま
り
彼

の
阿
頼
耶
識
や
種
子
に
対
す
る
解
釈
は
、
一
切
の
認
識
や
因
果
を
種

子
現
行
と
種
子
薫
習
、
即
ち
阿
頼
耶
識
縁
起
で
説
明
す
る
『
成
唯
識

論
』
な
ど
の
所
説
と
は
一
線
を
画
す
の
で
あ
る
。
で
は
三
分
説
（
四

分
説
）
に
お
け
る
懐
感
の
解
釈
は
如
何
様
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
降
、
そ
れ
に
つ
い
て
論
じ
、
次
の
指
摘
を
す
る
。

『
群
疑
論
』
に
お
け
る
見
仏
の
構
造
と
は
「
仏
が
智
慧
や
慈
悲

を
以
て
衆
生
の
眼
前
に
示
現
し
た
仏
身
を
目
の
当
た
り
に
し

（
本
性
相
）、
そ
れ
を
自
ら
の
識
心
内
に
影
像
（
相
分
）
と
し
て

変
現
さ
せ
、
そ
の
影
像
を
仏
身
と
し
て
認
識
す
る
」
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
成
唯
識
論
』
所
説
の
阿
頼
耶
識
縁
起
説

に
基
づ
く
認
識
構
造
と
は
一
線
を
画
す
解
釈
で
あ
る
。

こ
の
見
仏
の
構
造
こ
そ
が
懐
感
教
学
に
お
け
る
「
唯
識
」
で
あ
り
、

彼
の
教
学
の
最
た
る
独
自
性
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

二
、
三
昧
中
な
い
し
臨
終
来
迎
時
に
顕
現
す
る
仏
身
と
は

（
一
）
三
昧
中
に
顕
現
す
る
仏
身
と
は

　

ま
ず
見
仏
の
構
造
に
お
け
る
観
見
対
象
、
即
ち
「
ど
の
よ
う
な
仏

身
を
観
見
す
る
の
か
」
に
つ
い
て
論
じ
る
。
そ
れ
を
解
明
す
る
ヒ
ン

ト
は
「
定
見
難
思
章
」
に
あ
る
。

問
曰
。『
華
厳
経
』
言
「
浄
業
念
佛
三
昧
門
見
一
切
衆
生
業
如

鏡
中
像
」。
未
知
、
所
見
業
相
或
其
人
久
死
諸
趣
受
生
三
昧
鏡

中
仍
現
斯
相
、
為
実
為
仮
。
事
眞
難
解
。
為
是
本
質
来
現
鏡
中
、

為
是
自
心
仮
変
現
乎
（
中
略
）

釈
曰
。
三
昧
境
相
実
難
可
解
非
。
但
此
義
諸
法
亦
然
。
①
且
宿

住
隨
念
通
縁
過
去
境
、
如
是
五
薀
當
心
現
前
。
如
是
之
相
為
是

何
相
。
故
知
過
去
五
薀
是
本
性
相
。
隨
念
通
力
縁
彼
過
去
自
心

変
現
相
分
五
薀
。
忽
似
彼
相
而
現
於
前
名
所
縁
縁
。
此
法
亦
爾
。

②
或
死
生
通
力
縁
未
来
境
死
此
生
彼
、
彼
諸
五
薀
相
。
自
心
相

分
託
彼
衆
生
造
業
起
報
相
続
次
第
、
而
現
在
前
一
無
差
錯
。
此
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等
衆
生
所
造
諸
業
、
為
彼
本
性
相
為
増
上
縁
為
所
縁
縁
、
令
死

生
智
通
見
。
如
是
相
此
亦
如
是
。
③
隨
自
他
思
業
曾
所
発
身
語

所
造
善
悪
串
習
功
能
於
三
昧
中
現
衆
影
像
。
託
彼
業
種
現
罪
福

相
。
④
或
是
如
来
大
悲
之
力
、
於
三
昧
中
為
現
此
相
令
其
修
斷
。

深
須
仰
信
不
可
致
疑
。
三
昧
境
界
諸
佛
境
界
業
力
境
界
皆
不
可

思
議
。
非
諸
凡
愚
所
測
量
也
。（
浄
全
六
、
一
〇
二
下
）

こ
の
問
答
に
お
け
る
質
問
は
、
浄
業
念
仏
三
昧
に
て
観
見
す
る
一
切

衆
生
の
業
は
業
そ
の
も
の
が
三
昧
中
に
来
現
し
た
実
相
な
の
か
、
そ

れ
と
も
自
心
が
変
現
し
て
作
り
出
し
た
仮
相
な
の
か
、
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
懐
感
は
そ
の
質
問
に
対
し
て
如
来
十
力
を
以
て
返
答
し
て

い
く
。
ま
ず
①
第
八
宿
住
随
念
智
力
が
過
去
業
を
縁
じ
る
こ
と
で
本

性
相
と
し
て
の
過
去
業
が
現
前
し
、
そ
れ
を
自
心
中
に
相
分
（
所
縁

縁
）
と
し
て
変
現
す
る
と
述
べ
、
次
に
②
第
九
死
生
智
力
が
未
来
業

を
縁
じ
、
相
分
（
所
縁
縁
）
は
そ
の
諸
業
（
本
性
相
）
に
依
託
し
て

の
変
現
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
③
二
つ
智
力
が
縁
じ
る
一

切
衆
生
の
業
は
、
対
象
と
な
る
衆
生
の
自
他
思
業
・
曾
所
発
身
語
・

所
造
善
悪
・
串
習
功
能
で
あ
り
、
業
種

（
（
（

に
依
託
し
て
の
様
相
で
あ
る

こ
と
を
明
か
す
。

　

但
し
こ
の
説
示
は
あ
く
ま
で
如
来
十
力
を
用
い
、
そ
の
仏
力
が
衆

生
の
業
を
縁
じ
る
こ
と
に
よ
り
衆
生
の
業
を
観
見
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
懐
感
の
衆
生
説
で
は
一
切
衆
生
は
凡
夫

（
第
六
信
〜
一
闡
提

（
（
（

）
で
あ
り
、
こ
の
十
力
を
以
て
な
さ
れ
た
説
明

が
、
衆
生
が
三
昧
中
で
一
切
衆
生
業
を
観
見
す
る
構
造
を
明
か
し
た

も
の
と
は
考
え
難
い
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
仏
が
衆
生
業
を
認
識
す
る

構
造
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

で
は
衆
生
が
三
昧
中
に
お
い
て
観
見
す
る
一
切
衆
生
の
業
と
は
一

体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
懐
感
は
こ
の
説
明
の
後
文

に
三
昧
中
に
て
見
る
一
切
衆
生
業
に
つ
い
て
④
如
来
が
大
悲
力
を
以

て
三
昧
中
に
様
相
を
示
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
①
と
②
を

総
括
し
た
③
の
文
に
対
し
、「
或
」
と
し
て
示
さ
れ
た
こ
の
④
の
文

こ
そ
衆
生
の
三
昧
中
に
お
け
る
観
見
対
象
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
こ
の
一
文
を
踏
ま
え
れ
ば
、
観
察
対
象
を
問
う
質
問
者

に
対
す
る
懐
感
の
返
答
は
「
三
昧
中
の
境
相
は
如
来
所
現
で
あ
る
」

と
な
る
。
懐
感
が
衆
生
の
観
見
対
象
を
説
示
す
る
前
に
わ
ざ
わ
ざ
仏

の
認
識
作
用
の
構
造
を
説
示
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
仏
に
よ
る
大
悲

力
を
も
っ
て
の
本
性
相
の
示
現
は
、
仏
が
衆
生
の
業
を
知
覚
し
得
る

か
ら
こ
そ
の
作
用
で
あ
る
こ
と
を
提
示
せ
ん
が
た
め
の
も
の
で
あ
ろ

う
（
（1
（

。
仏
が
衆
生
業
を
知
覚
す
る
作
用
を
有
す
る
こ
と
は
、

佛
有
縁
理
内
證
智
心
、
有
縁
事
外
観
衆
生
心
。
如
縁
理
内
證
智

心
是
自
證
分
心
。
佛
佛
相
知
、
十
地
不
測
。
縁
事
外
観
衆
生
心
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見
分
心
。
亦
佛
佛
相
知
、
十
地
不
測
。
縁
理
及
事
外
観
衆
生
相

分
心
。�

（
浄
全
六
、
八
五
下
〜
八
六
上
）

な
ど
の
文
に
も
あ
る
。
懐
感
は
こ
の
浄
業
念
仏
三
昧
に
つ
い
て
「
定

処
見
異
章
」
に
て
『
華
厳
経
』
の
趣
意
文
を
提
示
し
、
二
十
一
種
念

仏
三
昧
法
門
の
一
つ
と
し
て
仏
身
や
仏
土
を
観
見
す
る
浄
心
念
仏
三

昧
や
浄
刹
念
仏
三
昧
と
並
列
に
扱
い
、「
所
見
境
界
寬
狹
不
同
。
有

見
種
種
業
相
者
此
即
是
其
念
佛
三
昧
也
」（
浄
全
六
、
一
〇
一
下
）

と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
た
め
三
昧
中
に
お
い
て
観
見
対
象
と
な
る
仏

身
や
仏
土
も
同
様
に
「
如
来
が
大
悲
力
を
以
て
示
現
す
る
も
の
」
と

捉
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

（
二
）
臨
終
来
迎
時
に
顕
現
す
る
仏
身
と
は

　

こ
の
よ
う
に
観
見
対
象
が
如
来
の
大
悲
所
現
で
あ
る
の
は
「
仏
来

不
来
章
」
に
説
か
れ
る
臨
終
来
迎
も
同
一
で
あ
る
。

釈
曰
。
①
甚
深
実
相
平
等
妙
理
、
法
身
如
来
本
無
生
滅
。
以
佛

本
願
無
限
大
悲
接
引
衆
生
、
従
眞
起
化
十
方
世
界
、
如
来
引
接

三
輩
九
品
。
以
化
即
眞
不
来
不
去
。
隨
機
應
物
有
往
有
還
。
前

『
経
』
據
化
體
即
眞
説
無
来
去
、『
観
経
』
據
従
眞
流
化
現
有
往

還
。
②
又
西
方
有
釈
言
。
実
無
有
佛
従
彼
西
方
而
来
至
此
授
手

迎
接
。
亦
無
有
佛
引
彼
衆
生
往
生
浄
土
。
但
是
如
来
慈
悲
本
願

功
德
種
子
増
上
縁
力
令
諸
衆
生
與
佛
有
縁
、
念
佛
修
福
作
十
六

観
諸
功
德
力
以
為
因
縁
、
自
心
変
現
阿
弥
陀
佛
来
迎
行
者
隨
佛

往
。
言
彼
佛
遣
来
不
是
実
遣
。
但
是
功
德
種
子
與
所
化
生
、
時

機
正
合
令
見
化
佛
来
迎
。
故
言
彼
遣
而
実
不
遣
。
阿
弥
陀
佛
悲

願
功
德
湛
然
常
寂
無
去
無
来
。
衆
生
識
心
託
佛
本
願
功
德
勝
力
、

自
心
変
現
有
来
有
去
迎
接
行
人
見
有
往
来
。
是
自
心
相
分
。
非

関
他
也
。
故
前
『
経
』
説
不
来
不
去
約
佛
功
德
説
也
。『
観
経
』

説
有
来
有
去
約
衆
生
心
相
説
也
。
③
又
有
釈
言
。
如
来
應
機
亦

復
変
現
、
現
作
諸
化
身
十
方
迎
接
往
生
衆
生
。
彼
諸
化
佛
従
佛

鏡
智
大
悲
流
現
。
故
言
彼
佛
遣
化
来
迎
。
然
遣
化
迎
如
摩
尼
天

鼓
無
思
成
此
事
。
然
所
現
化
有
往
有
来
而
言
不
往
不
来
者
、
此

或
約
眞
而
作
是
説
。
前
已
釈
竟
。
或
約
生
滅
念
念
不
住
。
生
已

即
滅
不
可
移
動
。
當
處
生
當
處
滅
、
異
處
生
異
處
滅
、
相
似
相

続
仮
説
往
来
。（
浄
全
六
、
二
〇
下
〜
二
一
下
）

こ
の
問
答
は
『
金
剛
般
若
経
』
等
に
説
示
さ
れ
る
如
来
の
不
来
不
去

と
『
観
経
』
所
説
の
仏
来
迎
の
矛
盾
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
①
仏
が
本
願
大
悲
力
を
以
て
衆
生
を
接
引
す
る
際
、
真
か
ら
化

仏
を
流
現
さ
せ
る
こ
と
を
明
か
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
『
金
剛
般
若
』

等
の
所
説
は
真
に
つ
い
て
不
来
不
去
と
し
た
経
文
、『
観
経
』
は
真

か
ら
流
現
し
た
化
仏
に
つ
い
て
往
還
あ
り
と
し
た
経
文
で
あ
る
と
会

通
す
る
。
そ
の
後
に
懐
感
は
二
つ
の
有
釈
を
提
示
す
る
。
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②
第
一
有
釈
は
、
仏
来
迎
相
と
は
衆
生
が
自
心
所
変
し
て
作
り
出

し
た
相
で
あ
り
仏
自
身
は
不
来
不
去
で
あ
る
、
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

こ
の
解
釈
に
お
い
て
仏
は
、
衆
生
に
修
行
を
促
し
功
徳
を
因
縁
と
し

て
衆
生
自
心
に
相
分
と
し
て
来
迎
相
を
変
現
さ
せ
る
、
と
い
う
作
用

を
有
す
る
。
し
か
し
あ
く
ま
で
仏
自
身
は
不
来
不
去
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
仏
の
作
用
を
被
っ
た
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
来
迎
相
は
衆
生

が
他
と
関
わ
る
こ
と
な
く
独
り
で
仮
作
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

　

一
方
で
③
第
二
有
釈
は
、
仏
来
迎
相
と
は
仏
が
衆
生
の
機
根
応
じ

て
現
作
し
た
化
仏
で
あ
る
、
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
に
お

い
て
仏
は
、
大
円
鏡
智
と
大
悲
力
を
以
て
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
化

仏
を
流
現
し
衆
生
を
来
迎
す
る
、
と
い
う
作
用
を
有
す
る
。
こ
の
解

釈
は
化
仏
が
実
際
に
来
迎
す
る
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
来
迎
相
を
衆

生
自
心
が
変
現
し
た
仮
作
と
す
る
第
一
有
釈
と
は
大
き
く
異
な
る
。

こ
の
第
二
有
釈
に
は
「
然
る
に
所
現
の
化
に
往
有
り
来
有
れ
ど
も
不

往
不
来
と
言
え
る
は
、
此
れ
或
い
は
真
に
約
し
て
是
の
説
を
作
す
な

り
。
前
に
已
に
釈
し
竟
ん
ぬ
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
、
こ
の
文
言
か

ら
懐
感
は
こ
の
第
二
有
釈
に
つ
い
て
①
で
示
し
た
自
身
の
解
釈
と
同

一
で
あ
る
と
認
め
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
大
円
鏡
智
か
ら

化
仏
を
流
現
さ
せ
る
と
い
う
記
述
は
懐
感
の
仏
身
説
と
一
致
す
る
も

の
で
あ
り（

（1
（

、
懐
感
は
続
く
「
仏
常
二
義
」
に
お
い
て
三
身
説
に
つ
い

て
論
じ
な
が
ら
報
化
二
身
を
生
因
よ
り
生
じ
る
仏
身
と
し
『
観
経
』

の
来
迎
説
を
是
と
し
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
た
め
第
二
有
釈
は
あ
く
ま
で

「
有
釈
」
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
懐
感
の
正
義
と

し
て
扱
う
べ
き
解
釈
で
あ
る（

（1
（

。

　

三
昧
と
来
迎
は
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
違
う
が
、
懐
感
は

ど
ち
ら
に
お
い
て
も
如
来
の
大
悲
力
に
よ
る
様
相
の
顕
現
を
主
張
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
仏
が
有
す
る
作
用
に
よ
る
化
仏
顕
現
の
構
造
に

つ
い
て
三
昧
と
来
迎
は
同
様
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

二
、
衆
生
に
よ
る
認
識
構
造
に
つ
い
て

　

上
記
、
三
昧
中
や
臨
終
来
迎
時
に
お
い
て
如
何
な
る
仏
身
が
認
識

の
対
象
と
な
る
の
か
を
考
察
し
、
仏
が
「
衆
生
の
業
を
認
識
す
る
作

用
」
と
「
大
円
鏡
智
と
大
悲
力
に
よ
り
仏
力
を
衆
生
に
加
被
し
仏
身

を
顕
現
す
る
作
用
」
を
有
し
、
三
昧
中
な
い
し
臨
終
時
に
て
衆
生
の

眼
前
に
化
仏
を
示
現
（
流
現
）
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。　　

　

次
に
衆
生
が
そ
の
化
仏
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
か
を
論
じ
る
。

衆
生
が
仏
を
見
る
時
の
構
造
は
「
是
心
作
仏
章
」
に
詳
し
い
。

問
曰
。『
観
経
」
言
「
是
心
作
佛
、
是
心
是
佛
。
諸
佛
正
遍
知

海
従
心
想
生
」
云
何
是
心
即
能
作
佛
也
。

釈
曰
。
案
唯
識
之
理
、
心
外
無
別
法
、
萬
法
萬
相
皆
是
自
心
。
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故
『
起
信
論
』
言
「
心
生
諸
法
生
、
心
滅
諸
法
滅
」。『
維
摩

経
』
言
「
隨
其
心
浄
即
佛
土
浄
」。
又
言
「
心
垢
故
衆
生
垢
。

心
浄
故
衆
生
浄
」。
故
知
。
萬
法
皆
心
変
現
。
①
當
用
此
心
観

彼
佛
時
、
阿
弥
陀
佛
為
本
性
相
、
衆
生
観
心
縁
彼
如
来
。
不
能

心
外
見
佛
眞
相
。
當
観
心
変
作
影
像
相
。
是
影
像
相
名
曰
相
分
。

②
能
観
之
心
是
於
見
分
。
③
見
相
兩
分
皆
不
離
於
自
證
分
。
④

見
分
之
力
能
現
相
分
、
故
名
「
是
心
作
佛
」
也
。
⑤
此
相
分
即

是
自
證
分
、
心
無
別
有
體
、
故
名
「
是
心
是
佛
」。
⑥
欲
観
如

来
一
切
功
德
、
皆
用
自
心
所
変
影
像
、
故
名
「
諸
佛
正
遍
知
海

従
心
想
生
」
也
。
或
由
心
想
修
種
種
行
、
為
萬
德
因
名
「
正
遍

知
海
従
心
想
生
」（
後
略
）�　
（
浄
全
六
、
二
〇
下
〜
二
一
下
）

　

こ
の
問
答
は
『
観
経
』
第
八
像
想
観
の
「
是
心
作
佛
是
心
是
佛
」

と
い
う
一
節
を
巡
る
問
答
で
あ
り（

（1
（

、
質
問
者
は
懐
感
に
そ
の
解
釈
を

求
め
る
。
懐
感
は
そ
れ
に
対
し
『
維
摩
経
』
や
『
起
信
論
』
を
根
拠

に
「
萬
法
皆
心
変
現
」
で
あ
る
と
述
べ
た
後
、
衆
生
が
阿
弥
陀
仏
を

認
識
す
る
構
造
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。

　

懐
感
は
ま
ず
①
衆
生
が
心
を
以
て
阿
弥
陀
仏
を
観
見
す
る
時
、
阿

弥
陀
仏
を
本
性
相
と
し
、
そ
の
本
性
相
を
縁
じ
て
自
心
中
に
影
像

（
相
分
）
を
変
現
す
る
こ
と
を
明
か
す
。
次
に
②
そ
の
影
像
（
相
分
）

を
仏
身
相
と
し
て
観
見
す
る
作
用
が
見
分
で
あ
り
、
見
分
に
よ
り
影

像
（
相
分
）
を
観
見
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
作
用
が
自
證
分
で

あ
る
、
と
述
べ
る
。
そ
の
よ
う
に
三
分
説
を
用
い
て
仏
身
相
を
観
見

す
る
構
造
を
説
明
し
た
後
で
、
④
見
分
が
影
像
（
相
分
）
を
認
識
対

象
と
し
て
現
ず
る
作
用
を
有
す
る
た
め
「
是
心
作
佛
」
で
あ
り
、
仏

身
相
を
自
心
中
に
変
現
し
た
相
分
は
自
證
分
と
同
体
で
あ
る
た
め

「
是
心
是
佛
」
で
あ
る
と
説
示
す
る
。
さ
ら
に
仏
の
一
切
功
徳
を
観

見
す
る
の
に
衆
生
は
自
心
中
に
影
像
を
変
現
し
て
認
識
す
る
た
め
、

ま
た
そ
の
観
見
が
実
践
で
あ
り
万
徳
の
因
と
な
る
た
め
「
正
遍
知
海

従
心
想
生
」
で
あ
る
と
説
く
。

　

こ
の
「
是
心
作
仏
章
」
に
て
提
示
さ
れ
た
見
仏
の
構
造
を
整
理
す

る
と
、「
本
性
相

（
（1
（

た
る
阿
弥
陀
仏
を
縁
じ
て
自
心
中
に
影
像
（
相
分
）

と
し
て
仏
身
相
を
変
現
し
、
そ
れ
を
見
分
（
能
観
心
）
に
お
い
て
観

見
・
認
識
す
る
」
と
な
る
。
こ
の
構
造
に
つ
い
て
懐
感
自
心
が
「
唯

識
の
理
を
案
ず
る
に
」
と
発
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
認
識
構

造
こ
そ
彼
に
と
っ
て
の
「
唯
識
」
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
「
是
心

作
仏
章
」
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
見
仏
の
構
造
は
既
述
の
「
定
見
難

思
章
」
の
所
説
と
用
語
的
な
い
し
構
造
的
に
整
合
性
が
取
れ
る
も
の

で
あ
り
、「
仏
来
不
来
章
」
も
合
し
て
考
え
る
と
、
こ
こ
に
お
け
る

「
本
性
相
」
も
ま
た
「
仏
が
大
円
鏡
智
と
大
悲
力
に
よ
っ
て
仏
力
を

衆
生
に
加
被
し
顕
現
し
た
仏
身
」
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
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さ
ら
に
「
本
性
相
」
と
い
う
語
句
の
用
例
は
『
群
疑
論
』
内
の
次
の

文
章
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

・「
界
摂
不
摂
章 

難
答
例
証
」（
浄
全
六
、
九
下
〜
一
〇
下
）

又
託
如
来
無
漏
浄
土
。
雖
以
有
漏
心
現
其
浄
土
、
而
此
浄
土
従

本
性
相
土
、
土
亦
非
縁
縛
相
應
縛
縛
。
不
増
煩
惱
、
如
有
漏
心

縁
滅
道
諦
煩
惱
不
増
。
猶
如
観
日
輪
損
減
眼
根
也
。
故
非
三
界
、

非
三
界
繫
煩
惱
増
也
。

こ
の
文
章
は
阿
弥
陀
仏
土
の
三
界
不
摂
を
主
張
す
る
一
文
で
あ
り
、

こ
こ
に
お
い
て
本
性
相
は
「
如
来
無
漏
浄
土
」
を
指
す
語
句
で
あ
る
。

ま
た
「
漏
無
漏
土
章
」
の
、

釈
曰
。
如
来
所
変
土
佛
心
無
漏
土
還
無
漏
。
凡
夫
之
心
未
得
無

漏
。
依
彼
如
来
無
漏
土
上
、
自
心
変
現
作
有
漏
土
而
生
其
中

（
中
略
）
雖
有
漏
以
託
如
来
無
漏
之
土
而
変
現
故
、
極
似
佛
無

漏
亦
無
衆
悪
過
患
。　�

　
（
浄
全
六
、
八
下
）

と
い
う
記
述
、
及
び
前
述
の
仏
土
説
を
踏
ま
え
れ
ば
本
性
相
は
「
如

来
所
変
」
で
あ
り
、「
大
円
鏡
智
の
所
現
」
に
他
な
ら
な
い
。

三
、
お
わ
り
に
：
小
結
と
今
後
の
課
題

　

以
上
の
考
察
に
お
い
て
『
群
疑
論
』
に
お
け
る
見
仏
の
構
造
が
、

仏
が
智
慧
や
慈
悲
を
以
て
衆
生
の
眼
前
に
示
現
し
た
仏
身
（
通

二
身
）
を
目
の
当
た
り
に
し
（
本
性
相
）、
そ
れ
を
自
ら
の
識

心
内
に
影
像
（
相
分
）
と
し
て
変
現
さ
せ
、
そ
の
影
像
を
仏
身

と
し
て
認
識
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
懐
感
教
学
に
お
け
る
「
唯
識
」

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

懐
感
は
認
識
の
対
象
た
る
阿
弥
陀
仏
を
衆
生
の
阿
頼
耶
識
の
所
変

で
あ
る
と
は
せ
ず
、
阿
弥
陀
仏
が
衆
生
の
為
に
智
慧
と
慈
悲
を
以
て

取
像
し
た
実
像
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
彼
は
外
在
す
る
阿
弥
陀

仏
を
衆
生
が
認
識
す
る
構
造
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
「
識
」
と
い
う

語
句
や
三
分
（
四
分
）
説
を
用
い
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
彼
の
解
釈
は
、
一
切
の
認
識
や
そ
の
認
識
対
象
を
識
の
働
き
と

す
る
阿
頼
耶
識
縁
起
説
を
説
く
『
成
唯
識
論
』
の
所
説
と
は
一
線
を

画
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　1　

拙
稿
「『
釈
浄
土
群
疑
論
』
所
説
の
実
践
論
」（『
浄
土
学
』
56
、
投
稿
予

定
）、
懐
感
は
「
念
仏
除
魔
章
」（
浄
全
六
、
五
〇
下 

〜
五
四
上
）
に
お
い

て
「
三
昧
中
の
見
仏
」
と
「
臨
終
来
迎
」
を
同
時
並
列
的
に
扱
い
、
観
見
の

対
象
た
る
仏
が
神
鬼
魔
で
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
。
故
に
「
三
昧
獲
得
」
と

「
臨
終
来
迎
」
は
場
面
は
違
う
が
同
じ
「
見
仏
」
で
あ
る
と
言
え
る
。

2　

見
仏
に
関
す
る
問
答
に
言
及
し
た
も
の
に
以
下
の
研
究
が
あ
る
。

【
金
子
二
〇
〇
六
】
…
金
子
寛
哉
「
釈
浄
土
群
疑
論
の
研
究
」（
大
正
大
学
出
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版
会
）

【
村
上
二
〇
〇
八
】
…
村
上
真
瑞
「
釈
浄
土
群
疑
論
の
研
究
」（
建
中
寺
出
版
）

　
　

両
氏
の
研
究
は
見
仏
に
関
す
る
二
、
三
の
問
答
の
概
説
に
留
ま
る
。

3　

例
え
ば
『
成
唯
識
論
』
中
の
「
種
子
依
」（
大
正
三
一
、
一
九
中
）、「
四

分
義
」（
大
正
三
一
、
一
〇
中
下
）、
な
ど
の
記
述
に
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
阿

頼
耶
識
縁
起
説
に
基
づ
き
説
明
さ
れ
る
。

4　

例
え
ば
「
界
摂
不
摂
章
」（
浄
全
六
、
一
〇
下
）
や
「
会
通
三
地
章
」（
浄

全
六
、
二
二
下
）、「
八
識
三
受
章
」（
浄
全
六
、
八
二
上
下
）
な
ど
。

5　

懐
感
は
「
損
力
益
能
章
」（
浄
全
六
、
九
八
上
下
）
や
「
旧
業
更
生
章
」

（
浄
全
六
、
九
八
下
）、「
善
悪
互
滅
章
」（
浄
全
六
、
九
八
下
〜
九
九
上
）
な

ど
に
お
い
て
善
悪
の
業
を
「
善
業
種
子
」「
悪
業
種
子
」
と
い
う
よ
う
な
種

子
説
で
以
て
理
解
し
て
い
る
。

6　

懐
感
は
「
是
心
作
仏
章
」
に
お
い
て
三
分
説
（
四
分
説
）
を
用
い
て
認
識

構
造
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
。

7　

拙
稿
「『
釈
浄
土
群
疑
論
』
所
説
の
実
践
論
」（『
浄
土
学
』
五
六
、
投
稿

予
定
）

8　

脚
注
５
参
照
。
こ
の
「
業
種
」
も
懐
感
の
業
理
解
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

9　

拙
稿
「
懐
感
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
に
お
け
る
凡
夫
の
定
義
に
つ
い
て
」

（『
仏
教
論
叢
』
六
三
、
二
〇
一
七
）

10　

こ
の
よ
う
に
十
力
を
以
て
な
さ
れ
た
説
明
の
裏
に
「
如
来
所
現
の
様
相
で

は
な
く
自
ら
の
智
慧
を
以
て
本
性
相
を
縁
じ
る
に
は
、
仏
力
の
よ
う
な
高
等

な
力
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
懐
感
の
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

11　

拙
稿
「『
釈
浄
土
群
疑
論
』
所
説
の
仏
身
仏
土
論
に
関
す
る
再
検
討
―
基

へ
の
反
論
を
中
心
に
―
」（『
浄
土
学
』
五
四
、
二
〇
一
七
）

12　
「
仏
常
二
義
」（
浄
全
、
二
一
上
下
）

13　

こ
の
二
つ
の
有
釈
は
ど
ち
ら
も
文
言
的
及
び
思
想
的
に
『
仏
地
経
論
』
に

出
典
を
求
め
得
る
。
第
一
有
釈
の
前
に
「
西
方
」
の
二
文
字
が
あ
る
こ
と
、

懐
感
が
『
群
疑
論
』
巻
第
一
で
『
仏
地
経
論
』
の
仏
身
仏
土
説
の
文
言
を
用

い
な
が
ら
『
仏
地
経
論
』
を
自
力
の
説
と
批
判
し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る

と
、
懐
感
当
時
『
仏
地
経
論
』
を
始
め
と
す
る
新
訳
経
論
を
ど
の
よ
う
に
解

釈
す
る
か
の
論
争
が
あ
り
、
懐
感
は
そ
れ
を
意
識
し
て
自
説
の
後
に
有
釈
を

二
つ
並
べ
第
二
有
釈
を
実
質
的
に
正
義
と
す
る
特
異
な
記
述
を
残
し
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
詳
述
し
た
い
。

14　

こ
の
問
答
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
【
金
子
二
〇
〇
六
】【
村
上
二
〇

〇
八
】
が
あ
る
。
但
し
両
氏
の
見
解
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、【
金
子
二

〇
〇
六
】
が
こ
の
問
答
に
お
け
る
「
釈
曰
〜
」
を
懐
感
の
本
義
と
す
る
の
に

対
し
、【
村
上
二
〇
〇
八
】
は
懐
感
の
本
義
で
は
な
く
唯
識
の
立
場
か
ら
あ

え
て
説
明
し
た
解
釈
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
『
群
疑
論
』
全
体
を
精
査
し

た
上
で
「
是
心
作
仏
章
」
を
考
察
す
る
と
、【
金
子
二
〇
〇
六
】
に
は
用
語

的
な
問
題
点
、【
村
上
二
〇
〇
八
】
に
は
根
本
的
な
問
題
点
が
複
数
見
受
け

ら
れ
た
。
先
学
批
判
は
本
稿
の
趣
旨
か
ら
外
れ
る
た
め
省
略
す
る
が
、
本
稿

で
は
他
の
問
答
と
の
関
連
性
、
ま
た
語
句
定
義
の
一
致
か
ら
再
検
討
し
、

「
是
心
作
仏
章
」
に
お
け
る
「
釈
曰
〜
」
を
懐
感
の
正
義
と
し
て
扱
う
。

15　

懐
感
が
何
を
典
拠
と
し
て
「
本
性
相
」
と
い
う
語
句
を
用
い
て
見
仏
構
造

を
説
明
し
た
か
は
別
稿
に
て
論
じ
た
い
。
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『
三
部
経
大
意
』
に
説
か
れ
る
名
号
観
に
つ
い
て

長　

尾　

隆　

寛

一
、
は
じ
め
に

　

法
然
上
人
（
以
下
、
祖
師
の
敬
称
を
省
略
）
の
教
義
書
『
三
部
経

大
意
』
に
は
、
他
の
法
然
教
義
書
や
御
法
語
に
は
み
ら
れ
な
い
説
示

が
存
在
す
る
。
こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
そ
の
中
で
も
至
誠
心
釈
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
、
法
然
の
説
示
と
し
て
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
と

結
論
づ
け
た（

（
（

。
本
稿
で
は
『
三
部
経
大
意
』
に
説
か
れ
る
名
号
観
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

二
、
問
題
の
所
在
と
先
行
研
究
の
整
理

　
『
三
部
経
大
意
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
名
号
観
が
示
さ
れ
る
。

三
字
ノ
名
號
ハ
少
シ
ト
云
ヘ
ト
モ
、
如
來
ノ
所
有
ノ
内
證
外
用

ノ
功
徳
、
萬
徳
恒
沙
ノ
甚
深
ノ
法
門
ヲ
此
ノ
名
號
ノ
中
ニ
ヲ
サ

マ
レ
ル
、
誰
カ
是
ヲ
量
ル
ヘ
キ
。
疏
ノ
玄
義
分
ニ
此
名
號
ヲ
釋

テ
云
、
阿
彌
陀
佛
ト
者
是
天
竺
ノ
正
音
也
、
コ
コ
ニ
ハ
翻
シ
テ

無
量
壽
覺
ト
云
。
无
量
壽
者
是
、
覺
者
是
人
也
。
人
法
ナ
ラ
ヒ

テ
ア
ラ
ハ
ス
、
故
阿
彌
陀
佛
ト
云
。
人
法
者
所
觀
ノ
境
ナ
リ
。

コ
レ
ニ
付
テ
依
報
ア
リ
正
報
ア
リ
ト
云
ヘ
リ
。
然
ハ
彌
陀
如
來

觀
音
勢
至
普
賢
文
殊
地
藏
龍
樹
ヨ
リ
ハ
シ
メ
テ
、
乃
至
彼
ノ
土

ノ
菩
薩
聲
聞
等
ニ
至
ル
マ
テ
ソ
ナ
ヘ
給
ヘ
ル
所
ノ
事
理
ノ
法
門
、

定
惠
功
力
、
内
證
ノ
實
智
、
外
用
ノ
功
徳
、
惣
シ
テ
萬
徳
無
漏

ノ
所
證
ノ
法
門
、
悉
ク
三
字
ノ
中
ニ
收
マ
レ
リ
。
惣
シ
テ
極
樂

世
界
ニ
何
レ
ノ
法
門
カ
漏
レ
タ
ル
所
ア
ラ
ム
。
而
ヲ
此
三
字
ノ

名
號
ヲ
ハ
、
諸
宗
各
我
宗
ニ
釋
シ
入
タ
リ
。
眞
言
テ
ハ
阿
字
本

不
生
ノ
義
、
八
萬
四
千
ノ
法
門
、
四
十
二
字
ノ
阿
字
ヨ
リ
出
生

セ
リ
。
一
切
ノ
法
ハ
阿
字
ヲ
ハ
ナ
レ
タ
ル
事
ナ
シ
。
故
ニ
功
徳

甚
深
ノ
名
號
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
。
天
臺
テ
ハ
空
假
中
ノ
三
諦
、
性

了
縁
ノ
三
ノ
義
、
法
報
應
ノ
三
身
、
如
來
所
有
ノ
功
徳
、
是
ノ



─ 184 ─

イ
テ
ス
、
故
ニ
功
徳
甚
深
也
ト
云
。
如
此
諸
宗
各
我
カ
存
ル
所

ノ
法
ニ
ツ
ヒ
テ
、
阿
彌
陀
ノ
三
字
ヲ
釋
セ
リ
。
今
此
宗
ノ
心
ハ
、

眞
言
ノ
阿
字
本
不
生
ノ
義
モ
、
天
臺
ノ
三
諦
一
理
ノ
法
モ
、
三

論
ノ
八
不
中
道
ノ
旨
モ
、
法
相
ノ
五
重
唯
識
ノ
心
モ
、
惣
テ
森

羅
ノ
萬
法
廣
ク
是
ニ
攝
習
フ
。
極
樂
世
界
ニ
漏
タ
ル
法
門
ナ
キ

カ
故
也
。
但
シ
今
彌
陀
ノ
願
意
ハ
、
如
此
サ
ト
レ
ト
ハ
ア
ラ
ス
、

唯
タ
深
ク
信
心
ヲ
至
テ
唱
ル
者
ノ
ヲ
迎
ム
ト
ナ
リ（

（
（

。　

　

こ
こ
で
は
、「
阿
弥
陀
」
と
い
う
三
字
の
名
号
に
、
仏
の
内
証
外

用
の
功
徳
や
万
徳
恒
沙
の
法
門
が
お
さ
め
ら
れ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

『
観
経
疏
』
の
説
を
受
け
て
、「
阿
弥
陀
」
は
法
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏

や
諸
菩
薩
等
が
そ
な
え
て
い
る
事
理
の
法
門
や
内
証
・
外
用
の
功
徳

と
い
っ
た
万
徳
無
漏
の
法
門
が
こ
と
ご
と
く
「
阿
弥
陀
」
の
三
字
の

中
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
と
す
る
。

　

こ
の
名
号
観
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
香
月
乗
光
氏（

（
（

・
藤
堂
恭
俊

氏
（
（
（

・
坪
井
俊
映
氏（

（
（

・
深
貝
慈
孝
氏（

（
（

に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

香
月
氏
と
藤
堂
氏
の
研
究
は
、
称
名
念
仏
が
勝
行
で
あ
る
根
拠
を

示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
『
三
部
経
大
意
』
の
説
示
を
引
用
し

て
い
る
。
真
偽
問
題
を
含
め
、『
三
部
経
大
意
』
の
説
示
を
中
心
に

検
討
す
る
の
は
坪
井
氏
と
深
貝
氏
で
あ
る
。

　

坪
井
氏
は
、『
選
択
集
』
等
に
お
い
て
「
三
字
の
名
号
」
の
言
葉

が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、『
三
部
経
大
意
』
の
説
示
を
法
然
の
も

の
と
は
で
き
な
い
と
し
、
聖
覚
や
隆
寛
、
信
瑞
『
明
義
進
行
集
』
に

三
字
の
名
号
に
つ
い
て
詳
説
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
最
終

的
に
、『
三
部
経
大
意
』
は
信
瑞
に
近
い
人
、
聖
覚
と
何
ら
か
の
関

係
を
も
つ
人
に
よ
っ
て
述
作
さ
れ
た
と
す
る
。

　

深
貝
氏
は
、『
逆
修
説
法
』
六
七
日
に
、

又
西
方
要
決
云
諸
佛
願
行
成
此
果
名
但
能
念
號
具
包
衆
徳
故
成

大
善
已
上
是
通
號
功
徳
成
大
善
也
然
永
觀
律
師
十
因
釋
阿
彌
陀

三
字
之
處
引
此
文
釋
成
別
號
功
徳
大
善
樣
者
僻
事
也
申
南
無
阿

彌
陀
佛
功
徳
殊
勝
者
通
號
之
佛
云
一
字
之
故
也
云
阿
彌
陀
之
名

號
目
出
貴
彼
佛
之
名
號
故
也
然
阿
彌
陀
三
字
付
名
給
故
功
徳
殊

勝
佛
坐
樣
申
人
候
其
僻
事
候
也（

（
（

と
説
か
れ
る
こ
と
に
注
目
し
、
法
然
が
こ
こ
で
、
阿
弥
陀
の
三
字
に

万
徳
が
お
さ
め
ら
れ
る
と
い
う
永
観
の
釈
を
僻
事
と
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。
深
貝
氏
は
『
逆
修
説
法
』
に
示
さ
れ
る
と
お
り
、
万

徳
は
通
号
の
「
仏
」
に
お
さ
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
別
号
の
「
阿
弥

陀
」
で
は
な
い
と
し
、
そ
の
永
観
の
説
に
通
じ
る
『
三
部
経
大
意
』

所
説
の
名
号
観
を
も
っ
て
、『
三
部
経
大
意
』
偽
撰
説
の
証
拠
と
す

る
。

　

ま
た
、
末
木
文
美
士
氏
は
『
三
部
経
大
意
』
を
真
撰
と
し
た
上
で
、
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「
東
大
寺
講
説
」
と
『
選
択
集
』
の
間
の
撰
述
と
考
え
る
も
の
の
、

こ
の
名
号
観
の
み
は
、『
選
択
集
』
と
比
べ
る
と
早
い
時
期
の
も
の

と
も
考
え
ら
れ
る
と
す
る（

（
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
三
部
経
大
意
』
に
説
か
れ
る
名
号
観
は
、
本

書
の
真
偽
に
も
関
わ
る
問
題
を
有
す
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
名
号
観

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
考
察
し
て
い
き
た
い
。

三
、
法
然
の
名
号
観
に
つ
い
て

　
『
三
部
経
大
意
』
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
名
号
観
に
つ
い
て
、『
逆
修

説
法
』
で
は
、
先
ほ
ど
あ
げ
た
説
示
の
他
に
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ

て
い
る
。

　

・
三
七
日

阿
彌
陀
佛
内
證
外
用
功
徳
雖
無
量
取
要
不
如
名
號
功
徳
是
故
即

彼
阿
彌
陀
佛
殊
以
我
名
號
濟
度
衆
生（

（
（

　

・
三
七
日

法
藏
菩
薩
何
者
捨
餘
行
唯
以
稱
名
念
佛
而
立
本
願
給
云
此
有
二

義
一
者
念
佛
殊
勝
功
徳
故
二
者
念
佛
易
行
故
遍
于
諸
機
故
初
殊

勝
功
徳
故
者
彼
佛
因
果
惣
別
一
切
萬
徳
皆
悉
名
號
顯
故
一
度
唱

南
無
阿
彌
陀
佛
得
大
善
根
也
是
以
西
方
要
決
云
諸
佛
願
行
成
此

果
名
但
能
念
號
具
包
衆
徳
故
成
大
善
不
廢
往
生
云

（々
（1
（

　

・
六
七
日

名
號
功
徳
一
切
諸
佛
皆
有
二
種
名
號
謂
通
號
別
號
也
別
號
者
藥

師
瑠
璃
光
阿
閦
釋
迦
牟
尼
申
是
別
號
也
念
佛
准
之
可
知
阿
彌
陀

佛
有
通
號
別
號
阿
彌
陀
者
別
號
也
此
云
無
量
壽
無
量
光
此
別
號

功
徳
前
々
奉
釋
候
通
號
者
云
佛
是
也
一
切
諸
佛
皆
具
此
名
一
佛

無
替
佛
者
具
云
佛
陀
此
翻
云
覺
者（
（1
（

　

こ
こ
で
は
、『
西
方
要
決
』
の
説
示
を
も
と
に
、
名
号
に
は
一
切

の
万
徳
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
と
し
、
ま
た
、
名
号
に
は
通
別
が
あ
り
、

別
号
と
は
「
阿
弥
陀
」
で
あ
り
、
万
徳
は
通
号
の
「
仏
」
に
お
さ
ま

る
と
さ
れ
る
。『
逆
修
説
法
』
に
お
い
て
は
、「
阿
弥
陀
」
の
三
字
に

万
徳
が
お
さ
ま
る
と
い
う
永
観
の
説
を
「
僻
事
」
と
し
て
明
確
に
否

定
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
否
定
さ
れ
る
永
観
の
説
と
は
、

『
往
生
拾
因
』
に
説
か
れ
る
次
の
一
節
で
あ
る
。

西
方
要
決
云
諸
佛
願
行
成
此
果
名
但
能
念
號
具
包
衆
德
故
成
大

善
不
廢
往
生
已
上
故
知
彌
陀
名
號
中
即
彼
如
來
從
初
發
心
乃
至

佛
果
所
有
一
切
萬
行
萬
德
皆
悉
具
足
無
有
缺
減
非
唯
彌
陀
一
佛

功
德
亦
攝
十
方
諸
佛
功
德
以
一
切
如
來
不
離
阿
字
故
因
此
念
佛

者
諸
佛
所
護
念
今
此
佛
號
文
字
雖
少
具
足
衆
德
（
中
略
）
阿
彌

陀
名
如
是
無
量
不
可
思
議
功
德
合
成（

（1
（

（
傍
線
は
筆
者
）

　

本
文
中
の
「
阿
弥
陀
の
名
も
是
の
如
し
」
と
い
う
説
示
が
、『
逆
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修
説
法
』
で
否
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
仏

号
は
文
字
少
な
し
と
雖
も
」
と
い
う
表
現
は
、『
三
部
経
大
意
』
に

お
け
る
「
三
字
ノ
名
号
ハ
少
シ
ト
云
ヘ
ト
モ
」
と
い
う
説
示
と
一
致

し
、『
三
部
経
大
意
』
が
『
往
生
拾
因
』
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

　
『
選
択
集
』
で
は
、
第
三
章
に
お
い
て
勝
劣
義
を
明
か
す
中
で
、

次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

初
勝
劣
者
念
佛
是
勝
餘
行
是
劣
所
以
者
何
名
號
是
萬
徳
之
所
歸

也
然
則
彌
陀
一
佛
所
有
四
智
三
身
十
力
四
無
畏
等
一
切
内
證
功

徳
相
好
光
明
説
法
利
生
等
一
切
外
用
功
徳
皆
悉
攝
在
阿
彌
陀
佛

名
號
之
中
故
名
號
功
徳
最
爲
勝
也
餘
行
不
然
各
守
一
隅
是
以
爲

劣
也（

（1
（

　

こ
こ
で
は
三
字
・
四
字
の
違
い
に
注
目
す
る
こ
と
は
な
く
、「
阿

弥
陀
仏
」
の
名
号
の
中
に
、
内
証
（
四
智
三
身
十
力
四
無
畏
等
）・

外
用
（
相
好
光
明
説
法
利
生
等
）
の
功
徳
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
勝
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
示
に
関
連
し
て
、
曽
根
宣

雄
氏
は
、『
選
択
集
』
に
お
け
る
万
徳
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
所
有
す

る
「
内
証
外
用
の
あ
ら
ゆ
る
功
徳
」
で
あ
り
、「
一
切
法
（
す
べ
て

の
法
）」・「
衆
徳
（
す
べ
て
の
功
徳
）」
が
名
号
に
含
ま
れ
る
と
す
る

源
信
や
永
観
の
説
と
は
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。

　
『
逆
修
説
法
』
と
『
選
択
集
』
を
比
較
す
る
と
、
名
号
観
に
関
す

る
思
想
変
遷
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
林
田
康
順
氏
は
、『
西

方
要
決
』
を
も
と
に
し
た
「
念
仏
勝
行
説
」
を
提
唱
す
る
『
逆
修
説

法
』
と
、『
選
択
集
』
に
お
け
る
「
念
仏
諸
行
勝
劣
義
」
に
は
質
的

隔
た
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。

四
、『
三
部
経
大
意
』
所
説
の
名
号
観
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
次
の
『
阿
弥
陀
経
釈
』
の
説
示
で
あ

る
。

阿
彌
陀
者
極
樂
之
化
主
（
教
主
之
名
）
十
方
諸
佛
之
所
（
稱
）

讃
也
今
者
世
尊
讃
彌
陀
引
攝
之
大
説
極
樂
境
界
之
妙
教
苦
界
衆

生
感
安
樂
勝
果
故
以
佛
名
號
爲
經
別
號
攝
所
有
之
衆
徳
歸
能
化

一
身
但
云
阿
彌
陀
也
經
者
云
々
（
然
此
經
説
一
日
七
日
念
佛
十

方
諸
佛
證
誠
及
彼
國
依
正
二
報
功
徳
今
阿
彌
陀
三
字
盡
攝
取
之

謂
阿
彌
陀
是
能
成
人
依
正
是
所
成
報
擧
能
成
佛
攝
所
成
執
又
阿

彌
陀
是
所
證
佛
諸
佛
是
能
證
佛
擧
所
證
佛
攝
能
證
佛
也
經
者
如

前
辨
之（

（1
（

）（
本
文
の
丸
括
弧
は
正
徳
版
の
み
に
記
さ
れ
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
傍
線
は
筆
者
）

　

こ
こ
で
「
阿
弥
陀
」
の
三
字
に
万
徳
が
お
さ
め
ら
れ
る
と
明
確
に

示
さ
れ
る
の
は
括
弧
内
の
正
徳
版
で
あ
る
が
、
括
弧
の
前
に
は
法
然
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の
詞
と
し
て
「
阿
弥
陀
と
は
極
楽
の
化
主
（
中
略
）
あ
ら
ゆ
る
衆
徳

を
摂
し
て
、
能
化
の
一
身
に
帰
し
て
但
だ
阿
弥
陀
と
云
う
」
と
あ
り
、

「
阿
弥
陀
」
の
別
号
に
あ
ら
ゆ
る
衆
徳
が
お
さ
め
ら
れ
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る（

（1
（

。「
三
字
の
名
号
」
と
い
う
詞
は
な
い
も
の
の
、
同
内

容
が
法
然
の
詞
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
往
生
浄
土
用
心
』
に
は
、

法
蔵
菩
薩
と
申
し
ゝ
い
に
し
へ
、
我
等
か
行
し
か
た
き
僧
祇
の

苦
行
を
、
兆
載
永
刧
の
あ
ひ
た
、
功
を
つ
み
徳
を
か
さ
ね
て
、

阿
彌
陀
ほ
と
け
に
な
り
給
へ
り
。
一
佛
に
そ
な
へ
給
へ
る
四
智

三
身
十
力
四
無
畏
等
の
一
切
の
内
證
の
功
徳
、
相
好
光
明
説
法

利
生
等
の
外
用
の
功
徳
、
さ
ま
さ
ま
な
る
を
、
三
字
の
名
號
の

な
か
に
お
さ
め
い
れ
て
、
こ
の
名
號
を
十
聲
一
聲
ま
て
も
と
な

へ
ん
物
を
、
か
な
ら
す
む
か
へ
ん
、
も
し
む
か
へ
す
は
、
わ
れ

佛
に
な
ら
し
と
ち
か
ひ
給
へ
る
に
、
か
の
佛
い
ま
現
に
世
に
ま

し
ま
し
て
佛
に
な
り
給
へ
り（

（1
（

。（
傍
線
は
筆
者
）

と
あ
り
、
こ
こ
に
も
、「
三
字
の
名
号
」
に
内
証
・
外
用
の
功
徳
が

お
さ
め
ら
れ
て
い
る
と
説
か
れ
る
。

　

坪
井
氏
や
深
貝
氏
は
、『
三
部
経
大
意
』
以
外
に
「
三
字
の
名
号
」

が
示
さ
れ
な
い
こ
と
や
、『
逆
修
説
法
』
に
お
い
て
万
徳
が
お
さ
ま

る
の
は
通
号
で
あ
り
、
阿
弥
陀
の
三
字
の
別
号
で
は
な
い
と
否
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
『
三
部
経
大
意
』
を
偽
撰
と
す
る
が
、『
阿

弥
陀
経
釈
』
や
『
往
生
浄
土
用
心
』
に
も
同
様
の
説
が
明
確
に
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
こ
の
名
号
観
に
よ
っ
て
『
三
部
経
大
意
』
を

偽
撰
と
は
で
き
な
い
と
い
え
る
。

　

で
は
、『
三
部
経
大
意
』・『
阿
弥
陀
経
釈
』・『
往
生
浄
土
用
心
』
と
、

『
逆
修
説
法
』
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
逆
修
説
法
』
で
、
永
観
の
名
を
挙
げ
て
ま
で
否
定
す
る
の
は
、

永
観
等
が
説
く
「
阿
弥
陀
」
の
三
字
に
空
仮
中
の
三
諦
を
あ
て
、
一

切
法
を
お
さ
め
る
と
す
る
「
阿
弥
陀
三
諦
説
」
か
ら
の
脱
却
を
意
味

す
る
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
そ
の
後
、『
選
択
集
』
に
い
た
っ
て
、
こ
れ

ら
の
問
題
を
解
決
し
、
念
仏
諸
行
勝
劣
義
に
お
け
る
万
徳
所
帰
説
が

説
か
れ
て
い
く
。『
三
部
経
大
意
』・『
阿
弥
陀
経
釈
』・『
往
生
浄
土

用
心
』
と
、『
逆
修
説
法
』
と
『
選
択
集
』
と
に
お
け
る
相
違
は
、

法
然
に
と
っ
て
は
、
永
観
や
源
信
に
よ
る
時
期
か
ら
偏
依
善
導
一
師

へ
と
移
行
し
て
い
く
中
で
の
重
要
な
違
い
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
点
を
ふ
ま
え
る
と
、『
三
部
経
大
意
』
の
説
示
は
偽
撰
で

は
な
く
、
こ
の
名
号
観
に
限
れ
ば
、
同
内
容
が
示
さ
れ
る
『
阿
弥
陀

経
釈
』
と
同
時
期
の
説
示
と
し
て
受
け
と
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
阿
弥
陀
の
三
字
に
万
徳
（
衆
徳
）
が
含
ま
れ
る
と

い
う
永
観
の
影
響
を
感
じ
ら
れ
る
『
阿
弥
陀
経
釈
』
や
『
三
部
経
大



─ 188 ─

意
』・『
往
生
浄
土
用
心
』
と
、
そ
の
三
字
を
否
定
す
る
『
逆
修
説
法
』、

阿
弥
陀
仏
一
仏
の
内
證
・
外
用
の
功
徳
に
限
っ
て
、
万
徳
が
名
号
に

お
さ
ま
る
と
す
る
『
選
択
集
』、
こ
の
違
い
を
法
然
に
お
け
る
思
想

変
遷
と
捉
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

『阿弥陀経釈』
『三部経大意』

『往生浄土用心』

『逆修説法』

『選択集』

・
万
徳
が
お
さ
ま
る
の
は

　
別
号
で
は
な
く
通
号

・
永
観
（
阿
弥
陀
三
諦
説
）

　
等
か
ら
の
脱
却

・
別
号
や
通
号
で
は
な
く
、

　
阿
弥
陀
仏
の
名
号

・
全
て
の
問
題
を
解
決

五
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
三
部
経
大
意
』
所
説
の
名
号
観
が
、
他
の
法
然
の

詞
に
は
な
い
こ
と
や
、『
逆
修
説
法
』
で
は
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
、『
三
部
経
大
意
』
が
偽
撰
と
さ
れ
る
こ
と
を
問
題
と
し

て
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、『
阿
弥
陀
経
釈
』・『
往
生
浄
土
用
心
』

に
同
説
示
が
あ
る
こ
と
や
、
永
観
な
ど
に
よ
る
阿
弥
陀
三
諦
説
か
ら

の
脱
却
を
経
て
『
選
択
集
』
に
至
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
法
然
の
思
想

変
遷
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、『
三
部
経
大
意
』
に
お
け
る

名
号
観
の
説
示
が
法
然
の
詞
で
あ
り
、『
阿
弥
陀
経
釈
』
と
同
時
期

に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

本
稿
に
お
け
る
結
論
は
、
至
誠
心
釈
説
示
が
比
較
的
後
期
の
も
の

で
あ
る
と
い
う
以
前
の
筆
者
の
結
論
と
は
異
な
り
、
問
題
が
多
い
結

果
と
な
っ
た
。末
木
氏
も
問
題
視
し
て
い
る
よ
う
に
、『
三
部
経
大
意
』

の
中
で
こ
の
名
号
観
だ
け
が
他
と
異
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
至
誠
心
釈

と
名
号
観
の
み
で
は
、『
三
部
経
大
意
』
全
体
の
問
題
に
ふ
れ
る
こ

と
は
難
し
い
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
た
だ
し
、
少
な
く
と

も
、
こ
れ
ま
で
坪
井
氏
・
深
貝
氏
の
偽
撰
説
に
つ
い
て
明
確
な
意
見

が
な
か
っ
た
中
で
、
こ
の
名
号
観
を
法
然
の
説
示
と
し
て
受
け
と
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い

る
。『
三
部
経
大
意
』
は
、
こ
の
他
に
も
多
く
の
研
究
課
題
が
残
さ

れ
て
い
る
。
個
々
の
説
示
を
、
法
然
の
も
の
と
し
て
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
解
決
す
る
中
で
全
体
の
問
題
も
考
え
て

い
き
た
い
。

　
1　

拙
論
「『
三
部
経
大
意
』
に
お
け
る
至
誠
心
釈
に
つ
い
て
」（『
仏
教
論
叢
』

六
二
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
。

2　
『
昭
法
全
』
三
八
―
九

3　

香
月
乗
光
氏
「
法
然
教
学
に
お
け
る
称
名
勝
行
説
の
成
立
」（『
法
然
浄
土

教
の
思
想
と
歴
史
』、
一
九
七
四
年
―
初
出
一
九
五
四
年
）

4　

藤
堂
恭
俊
氏
「
法
然
と
そ
の
遺
文
に
見
ら
れ
る
三
昧
」（『
法
然
上
人
研
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究
』、
一
九
八
三
年
―
初
出
一
九
七
六
年
）
参
照
。

5　

坪
井
俊
映
氏
「『
浄
土
三
部
経
大
意
』
の
撰
述
者
に
関
す
る
諸
問
題
―
特

に
五
種
類
の
写
刊
本
を
比
較
し
て
―
」（『
仏
教
文
化
研
究
年
報
』
三
、
一
九

八
五
年
）
参
照
。

6　

深
貝
慈
孝
氏
「
法
然
上
人
の
名
号
観
―
名
号
万
徳
所
帰
説
に
関
し
て
―
」

（
阿
川
文
正
教
授
古
稀
記
念
論
集
『
法
然
浄
土
教
の
思
想
と
伝
歴
』、
二
〇
〇

一
年
）
参
照
。

7　
『
仏
教
古
典
叢
書
』
所
収
『
逆
修
説
法
』　
『
古
本
漢
語
灯
録
』
八
・
三
一

―
二

8　

末
木
文
美
士
「
源
空
の
『
三
部
経
大
意
』
に
つ
い
て
」（『
日
本
仏
教
』
四

四
、
一
九
七
八
年
）
参
照
。

9　
『
古
本
漢
語
灯
録
』
七
・
二
七

10　
『
古
本
漢
語
灯
録
』
七
・
四
三

11　
『
古
本
漢
語
灯
録
』
八
・
三
〇

12　
『
浄
全
』
一
五
・
三
七
二
上

13　
『
聖
典
』
三
・
二
四
―
五

14　

曽
根
宣
雄
氏
「
法
然
上
人
の
万
徳
所
帰
に
つ
い
て
」（『
仏
教
論
叢
』
五
四
、

二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

15　

林
田
康
順
氏
「「
法
然
上
人
に
お
け
る
勝
劣
義
の
成
立
過
程
―
『
逆
修
説

法
』
か
ら
廬
山
寺
蔵
『
選
択
集
』
へ
―
」（『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
八
、
一

九
九
九
年
）、
同
氏
「
廬
山
寺
蔵
『
選
択
集
』
に
お
け
る
偏
依
善
導
一
師
を

め
ぐ
る
推
敲
」（『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
十
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
を
参
照
。

16　
『
昭
法
全
』
一
三
三
―
四

17　
『
阿
弥
陀
経
釈
』
に
お
い
て
こ
の
説
示
は
、「
仏
説
阿
弥
陀
経
」
と
い
う
経

名
に
つ
い
て
解
釈
す
る
中
に
示
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
「
阿
弥
陀
」
は
、
経
名

の
中
の
「
阿
弥
陀
」
を
指
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
衆

徳
」
と
い
う
詞
に
注
目
し
た
。「
衆
徳
」
は
『
逆
修
説
法
』
に
も
引
か
れ
る

『
西
方
要
決
』
の
用
語
で
あ
り
、『
選
択
集
』
で
は
、『
西
方
要
決
』
の
引
用

は
さ
れ
ず
、「
衆
徳
」
で
は
な
く
「
万
徳
」
と
さ
れ
る
。『
阿
弥
陀
経
釈
』
は

『
逆
修
説
法
』
よ
り
前
の
撰
述
で
あ
り
、
か
つ
『
逆
修
説
法
』
の
よ
う
に
三

字
の
名
号
を
否
定
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
等
を
ふ
ま
え
る
と
、『
西
方
要
決
』

を
も
と
に
す
る
源
信
や
永
観
の
説
示
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。

そ
の
上
、『
往
生
浄
土
用
心
』
や
義
山
が
正
徳
版
に
お
い
て
様
々
な
根
拠
を

も
と
に
、『
阿
弥
陀
経
釈
』
の
こ
の
説
示
を
三
字
の
名
号
と
捉
え
て
い
る
こ

と
を
考
慮
し
、
本
文
で
は
こ
の
説
示
を
、
三
字
の
「
阿
弥
陀
」
に
衆
徳
が
お

さ
ま
る
と
い
う
説
示
で
あ
る
と
考
え
た
。

18　
『
昭
法
全
』
五
五
七

19　

安
孫
子
稔
章
氏
「『
逆
修
説
法
』
六
七
日
所
説
の
名
号
観
に
つ
い
て
」

（『
仏
教
論
叢
』
五
六
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。



─ 190 ─

『
決
定
往
生
集
』
序
論
に
見
る
著
述
の
動
機

　
　
　
　

―
凡
夫
観
を
中
心
に

―

服　

部　

純　

啓

一
、
は
じ
め
に

　

日
本
浄
土
教
思
想
史
上
に
お
け
る
珍
海
の
位
置
づ
け
は
、
永
観
と

並
ん
で
源
信
か
ら
法
然
へ
至
る
過
渡
的
存
在
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。
著
書
で
あ
る
『
決
定
往
生
集
』
も
『
往
生
要
集
』
や

『
往
生
拾
因
』
の
著
述
形
式
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る（

（
（

。

　

そ
も
そ
も
井
上
光
貞
に
よ
る
と
、
日
本
に
お
け
る
末
法
思
想
は
、

八
〇
一
（
延
暦
二
〇
）
年
に
『
末
法
灯
明
記
』
が
著
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
意
識
さ
れ
、
さ
ら
に
恵
心
僧
都
源
信
の
『
往
生
要
集
』
の
撰

述
に
よ
っ
て
浄
土
教
思
想
と
結
び
つ
い
て
発
展
し
て
き
た
と
さ
れ
て

い
る（

（
（

。
こ
の
時
代
盛
ん
に
な
っ
た
末
法
意
識
と
は
、
外
的
状
況
に
対

す
る
危
機
意
識
で
あ
る
と
も
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
傾
向
は
永
観

の
『
往
生
拾
因
』
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
井
上
は
、

『
往
生
要
集
』
と
『
往
生
拾
因
』
が
念
仏
を
選
び
取
っ
た
動
機
に
相

違
が
あ
り
、『
往
生
拾
因
』
に
は
焦
燥
感
と
時
機
相
応
思
想
が
見
ら

れ
る
が
、『
往
生
要
集
』
で
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
が
珍
海
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、

普
賢
晃
寿（

（
（

、
恵
谷
隆
戒（

（
（

、
明
山
安
雄（

（
（

、
成
瀬
隆
順（

（
（

を
中
心
に
珍
海
の

「
凡
夫
性
の
自
覚
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た
伊
東
昌
彦（

（
（

に
も

「
凡
夫
観
」
に
関
す
る
論
述
が
み
ら
れ
る
。

　

普
賢
は
、
永
観
、
珍
海
共
に
『
観
経
疏
』
散
善
義
に
注
目
し
て
い

る
が
、
信
機
釈
の
引
用
の
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
後
の
法
然
や
親
鸞

よ
り
も
「
罪
悪
意
識
が
深
化
さ
れ
て
い
な
い（

（
（

」
と
し
て
い
る
。

　

恵
谷
は
、
罪
業
深
悪
の
凡
夫
性
の
自
覚
は
、
善
導
『
観
経
疏
』
散

善
義
に
最
も
表
現
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
珍
海
に
関
し
て
は
、
珍
海

が
第
三
昇
道
決
定
に
お
い
て
『
礼
讃
』
を
引
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

「
珍
海
自
身
の
凡
夫
性
の
自
覚
は
表
面
に
現
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、

善
導
の
凡
夫
性
の
自
覚
を
受
容
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
永
観
と
同
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じ
く
痛
烈
な
自
己
反
省
は
な
さ
れ
た（

（1
（

」
と
し
て
い
る
。

　

明
山
は
、
南
都
浄
土
教
と
善
導
教
学
の
関
係
に
つ
い
て
論
述
す
る

中
で
、『
往
生
拾
因
』
に
は
、『
往
生
要
集
』
に
見
ら
れ
な
い
『
観
経

疏
』
の
思
想
が
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
珍
海
に
関
し

て
は
、『
拾
因
』
に
見
ら
れ
な
い
『
礼
讃
』
の
文
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
上
で
、『
礼
讃
』
の
深
心
釈
は
、『
観
経
疏
』
散
善
義
の
二
種

深
信
釈
と
同
一
の
立
場
で
あ
る
と
し
、
珍
海
が
散
善
義
の
信
機
釈
を

引
用
し
て
は
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、「『
往
生
礼
讃
』
深

信
釈
を
ひ
い
て
人
間
観
（
罪
悪
意
識
）
の
深
化
を
痛
感
し
て
「
昇
道

決
定
」
を
論
証
し
て
い
る
こ
と
は
、
善
導
教
学
を
吸
収
し
て
い
る
と

み
て
よ
い
で
あ
ろ
う（

（1
（

」
と
し
て
い
る
。

　

成
瀬
は
、
法
然
以
降
の
鎌
倉
浄
土
教
家
は
、
凡
夫
性
の
自
覚
を
論

じ
る
際
、
善
導
『
観
経
疏
』
二
種
深
信
を
重
視
し
、『
決
定
往
生
集
』

で
は
、『
礼
讃
』
の
深
信
釈
の
ほ
ぼ
同
趣
旨
の
文
を
引
用
す
る
こ
と

を
指
摘
し
、
恵
谷
、
明
山
両
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
、
珍
海
が
『
観
経

疏
』
を
未
読
の
可
能
性
は
低
い
と
し
な
が
ら
も
、
な
ぜ
『
観
経
疏
』

で
な
く
『
礼
讃
』
を
用
い
た
か
の
理
由
を
検
討
し
、
凡
夫
性
の
自
覚

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、「
従
来
の
研
究
の
よ
う
に

善
導
の
凡
夫
観
を
受
容
し
て
い
る
と
の
考
え
に
は
首
肯
し
難
い
。

『
決
定
往
生
集
』
の
中
心
と
な
る
第
五
修
因
決
定
で
は
、
慧
遠
の

「
三
心
釈
」
を
用
い
、
ま
た
自
力
を
認
め
る
姿
勢
か
ら
も
、「
信
機
」

「
信
法
」
の
二
種
深
信
を
重
ん
じ
る
法
然
以
降
の
鎌
倉
浄
土
教
者
の

観
点
か
ら
見
れ
ば
、
凡
夫
の
自
覚
意
識
は
高
く
な
か
っ
た
と
理
解
で

き
る
の
で
あ
る（

（1
（

」
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
先
行
諸
氏
は
、『
観
経
疏
』
の
引
用
が
な
く
、『
礼
讃
』
に

依
る
か
ら
凡
夫
性
の
自
覚
は
高
く
な
い
と
見
る
立
場
（
普
賢
、
成

瀬
）
と
、
善
導
教
学
を
受
容
し
、
凡
夫
性
の
自
覚
が
高
い
と
見
る
立

場
（
恵
谷
、
明
山
）
と
い
う
二
通
り
の
立
場
か
ら
論
述
が
な
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
立
場
に
お
い
て
も
、
珍
海
の
『
決
定
往

生
集
』
へ
の
『
観
経
疏
』
二
種
深
信
釈
の
《
文
言
》
や
そ
の
意
味
内

容
と
の
呼
応
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
論
及
が
な
い
。
し
か
し
、
筆
者

は
、『
決
定
往
生
集
』
の
序
論
で
は
善
導
『
観
経
疏
』
に
説
く
、
二

種
深
信
釈
の
信
機
と
信
法
の
構
図
が
確
認
で
き
、
凡
夫
性
に
関
す
る

諸
氏
の
見
解
に
『
観
経
疏
』
受
容
の
可
能
性
を
提
言
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
以
下
、
具
体
的
に
指
摘
し
て
い
き
た
い
。

二
、
著
述
の
動
機
と
危
機
意
識

　

珍
海
の
著
述
の
動
機
が
見
え
る
の
は
、
次
の
『
決
定
往
生
集
』
序

論
冒
頭
の
一
節
で
あ
る（

（1
（

。



─ 192 ─

言
決
定
往
生
、
是
淨
敎
之
宗
旨
也
。
夫
西
方
淨
土
之
道
、
經
論

同
開
、
稱
念
弥
陀
之
行
、
愚
智
倶
從
。
良
以
、
契
時
稱
機
故
耳
。

然
或
知
而
不
趣
、
或
趣
而
莫
進
。
即
如
予
之
流
也
。
豈
其
可
不

痛
乎
。
所
以
今
者
、
考
尋
文
理
、
將
流
疑
滞
、
欲
安
心
於
決
定

往
生
、
快
期
於
終
焉
来
迎
矣
。
當
知
。
世
俗
凡
夫
修
念
佛
行
、

從
此
卽
生
安
樂
世
界（

（1
（

。

【
訳
】
決
定
往
生
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
浄
土
教
の
宗
旨
で
あ

る
。
さ
て
西
方
浄
土
へ
至
る
道
は
、
経
論
に
同
じ
よ
う
に
説
か

れ
、
阿
弥
陀
仏
を
称
念
す
る
行
は
愚
者
も
智
者
も
共
に
従
う
。

よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
時
代
に
か
な
い
機
根
に
適
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
知
っ
て
い
て
も
帰
依
し
な
い
者

や
、
帰
依
し
て
も
修
行
が
進
ま
な
い
者
も
い
る
。〔
そ
れ
は
他

で
も
な
い
、〕
私
の
よ
う
な
者
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
と
痛
ま
し

い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ゆ
え
に
今
、
経
論
の
文
言
と
道
理
と
を

考
え
、
疑
惑
を
払
い
の
け
よ
う
と
し
て
、
心
を
決
定
往
生
に
定

め
、
心
静
か
に
臨
終
の
来
迎
を
待
ち
た
い
と
思
う
。
知
る
べ
き

で
あ
る
。
世
俗
の
凡
夫
も
念
仏
の
行
を
修
め
て
、
こ
の
世
界
か

ら
即
座
に
安
楽
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
い
う
。
珍
海
は
、
称
念
弥
陀
行
は
時
代
に
か
な
い
機
根
に
適
す
る

も
の
（
時
機
相
応
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
知
っ

て
い
て
も
帰
依
し
な
い
者
や
、
帰
依
し
て
も
修
行
が
進
ま
な
い
者
も

い
る
。
そ
れ
が
珍
海
自
身
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

三
（
一
）　

善
導
『
観
経
疏
』
深
心
釈
の
影
響
の
可
能
性

―
―
内
容
に
関
し
て

　

こ
の
序
論
で
は
、
道
理
と
信
心
を
述
べ
る
中
に
、
善
導
『
観
経

疏
』
深
心
釈
の
凡
夫
観
が
受
容
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
二
つ
の

根
拠
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る

　

ま
ず
、『
観
経
疏
』
深
心
釈
を
確
認
し
て
お
く
。

二
者
深
心
。
言
深
心
者
、
即
是
深
信
之
心
也
。
亦
有
二
種
。
一

者
決
定
深
信
自
身
現
是
罪
惡
生
死
凡
夫
、
曠
劫
已
來
常
没
、

常
流
轉
無
有
出
離
之
縁
。
二
者
決
定
深
信
。
彼
阿
彌
陀
佛
、

四
十
八
願
攝
受
衆
生
、
無
疑
無
慮
、
乘
彼
願
力
、
定
得
往
生
。（

（1
（

　

第
一
に
、
自
身
が
罪
悪
生
死
の
凡
夫
で
あ
り
、
常
に
迷
い
の
世
界

を
さ
ま
よ
い
、
出
離
の
縁
が
な
い
と
深
く
信
知
す
る
と
い
う
信
機
が

述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
自
身
に
対
す
る
否
定
的
な
認
識
と
言
え
る
。

第
二
に
、
阿
弥
陀
仏
が
四
十
八
願
に
よ
っ
て
衆
生
を
救
い
取
る
の
で
、
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疑
い
も
な
く
迷
い
も
な
く
、
仏
願
力
に
よ
っ
て
必
ず
往
生
で
き
る
と

信
知
す
る
信
法
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
弥
陀
の
願
力
に
乗
じ
る
こ

と
の
で
き
る
自
身
に
対
す
る
、
い
わ
ば
肯
定
的
な
認
識
と
言
え
る
。

こ
の
信
機
、
信
法
で
説
か
れ
る
否
定
と
肯
定
の
構
図
は
『
決
定
往
生

集
』
の
「
道
理
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

次
其
道
理
者
、
夫
善
惡
兩
道
猶
如
反
掌
。
仰
則
昇
寶
刹
、
覆
則

入
泥
犂
。
良
以
衆
生
自
有
出
離
之
分
。
淨
土
正
是
引
物
之
方
。

若
言
凡
愚
卑
劣
不
堪
往
生
者
、
則
衆
生
終
無
出
離
之
期
、
諸
佛

便
闕
引
物
之
功
。
定
知
。
依
敎
願
生
、
必
得
往
生
。
又
生
有
九

品
。
何
自
憚
下
劣
乎
。
因
言
十
念
。
莫
更
致
怯
弱
。
矣
因
小
果

大
是
内
外
縁
起
之
常
理
也
。
何
不
以
一
日
之
修
因
生
七
珍
之
淨

土
乎
。
又
復
諸
法
皆
有
勢
分
。
如
火
燒
、
水
浮
、
及
呪
藥
除
病
、

光
明
卻
闇
等
也
。
佛
大
悲
願
力
自
有
擧
沈
重
衆
生
之
功
。
豈
其

可
疑
哉
。
道
理
如
此（

（1
（

。

【
訳
】
そ
も
そ
も
善
と
悪
の
二
つ
の
道
は
掌
を
反
す
よ
う
な
も

の
だ
。
上
に
向
く
と
き
は
浄
土
へ
昇
り
、
下
に
向
く
と
き
は
す

な
わ
ち
地
獄
に
落
ち
る
。
実
際
考
え
て
み
る
と
、
衆
生
は
、
お

の
ず
か
ら
、
出
離
〔
の
可
能
性
〕
を
分
有
し
て
い
る
。
浄
土
は

ま
さ
し
く
衆
生
を
導
く
所
で
あ
る
。
も
し
「
凡
夫
は
〔
機
根

が
〕
劣
っ
て
い
て
往
生
で
き
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
衆

生
に
は
つ
い
に
出
離
の
機
会
は
な
く（
（1
（

、
諸
仏
は
衆
生
を
導
く
と

い
う
功
能
を
果
た
さ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。〔
だ
か
ら
仏
の
〕

教
え
に
よ
っ
て
往
生
し
た
い
と
願
え
ば
必
ず
往
生
で
き
る
と
、

確
か
に
理
解
で
き
る
。
し
か
も
往
生
の
仕
方
に
は
九
種
類
有
る
。

ど
う
し
て
自
ら
劣
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
遠
慮
す
る
こ
と
が

あ
ろ
う
か
。
往
生
の
因
を
「
十
念
」
と
説
い
て
い
る
。
決
し
て

ひ
る
む
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
小
さ
な
原
因
で

大
き
な
果
報
を
得
る
こ
と
は
内
的
と
、
外
的
と
の
縁
起
の
常
の

道
理
で
あ
る
。
ど
う
し
て
わ
ず
か
一
日
の
修
行
の
因
に
よ
っ
て

七
宝
の
浄
土
に
生
ま
れ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
ま
た
あ
ら
ゆ

る
存
在
に
は
す
べ
て
固
有
の
力
が
あ
る
。
火
は
も
の
を
焼
き
、

水
は
も
の
を
浮
か
べ
、
呪
術
や
薬
は
病
を
取
り
除
き
、
光
明
が

闇
を
退
け
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
仏
の
悲
願
の
力
に
は
、
お

の
ず
か
ら
重
く
沈
ん
だ
衆
生
を
救
い
上
げ
る
効
力
が
あ
る
べ
き

で
あ
る
。
ど
う
し
て
疑
う
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
道
理
と
は
以
上

の
通
り
で
あ
る
。

と
い
う
。
こ
の
一
文
で
は
、
善
と
悪
、
浄
土
と
地
獄
、
光
明
と
闇
等

と
対
に
な
る
も
の
を
例
に
挙
げ
て
仏
の
悲
願
力
は
沈
重
の
凡
夫
を
救
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い
上
げ
る
と
示
し
て
い
る
。『
観
経
疏
』
の
悪
や
地
獄
、
闇
な
ど
が

信
機
（
否
定
的
認
識
）
に
相
当
し
、
善
、
浄
土
、
光
明
等
が
信
法

（
肯
定
的
認
識
）
に
対
応
す
る
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。三

（
二
）　

善
導
『
観
経
疏
』
深
心
釈
の
影
響
の
可
能
性

―
―
文
言
に
関
し
て

　

次
に
、『
決
定
往
生
集
』
で
信
心
を
説
示
す
る
箇
所
に
は
次
の
よ

う
に
示
し
て
い
る
。

其
信
心
者
、
若
於
如
上
文
理
之
、
中
心
生
信
受
卽
名
決
定
。

以
決
定
者
爲
信
相
故（

（1
（

。

【
訳
】
そ
の
信
心
に
つ
い
て
い
え
ば
、
上
述
の
よ
う
な
教
文
と
道
理

に
対
し
て
、
心
に
信
じ
受
け
入
れ
る
な
ら
ば
そ
れ
を
「
決
定
」
と
呼

ぶ
。
決
定
と
い
う
の
は
信
の
定
義
、
特
徴
だ
か
ら
。

と
い
う
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
「
信
受
即
名
決
定
」
と
い
う
文
言

で
あ
る
。『
観
経
疏
』
の
二
種
深
信
に
は
、
自
身
が
罪
悪
の
凡
夫
で
、

救
済
さ
れ
難
い
と
信
じ
る
信
機
、
阿
弥
陀
仏
が
一
切
衆
生
を
救
済
す

る
こ
と
に
疑
い
を
持
た
ず
、
必
ず
往
生
で
き
る
と
深
く
信
じ
る
信
法

の
両
方
に
「
決
定
深
信
」
と
あ
る
。『
決
定
往
生
集
』
で
は
信
受
す

る
こ
と
は
決
定
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
信
心
を
十
の
決
定
に
分

類
す
る
。
序
論
に
は
そ
の
概
要
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら

例
を
挙
げ
る
。

一
依
報
決
定
。〈
安
樂
國
土
、
雖
是
淸
淨
、
事
相
麤
淺
猶
名
下
品
。
諸

有
願
求
、
決
定
往
生
。〉

二
正
果
決
定
。〈
西
方
衆
生
、
身
色
雖
玅
、
化
生
如
天
。
亦
有
胎
宮
、

諸
有
願
求
、
決
定
往
生
。〉

三
昇
道
決
定
。〈
安
樂
衆
生
、
雖
是
不
退
、
久
久
花
開
始
發
道
心
。
諸
有

願
求
、
決
定
往
生
。

（
（1
（

〉

【
訳
】
第
一
に
は
依
報
決
定
。〈
極
楽
浄
土
は
清
浄
で
あ
る
と
は
い
っ

て
も
、
具
体
的
な
あ
り
さ
ま
は
粗
末
で
あ
る
か
ら
下
品
と
名
づ
け
る
。

諸
々
の
往
生
を
求
め
る
者
は
、
必
ず
往
生
が
で
き
る
。〉
第
二
に
は

正
果
決
定
。〈
西
方
浄
土
の
衆
生
は
身
体
の
色
が
勝
れ
て
い
る
と
は

い
っ
て
も
、
化
生
す
る
の
は
〔
娑
婆
の
〕
天
界
の
如
く
で
あ
る
。
ま

た
胎
宮
が
あ
る
。
諸
々
の
往
生
を
求
め
る
者
は
、
必
ず
往
生
が
で
き

る
。〉
第
三
に
は
昇
道
決
定
。〈
極
楽
の
衆
生
は
不
退
で
あ
る
と
は
い

っ
て
も
、
長
い
時
間
を
か
け
花
が
開
い
て
後
初
め
て
道
心
を
お
こ
す

の
で
あ
る
。
諸
々
の
往
生
を
求
め
る
者
は
、
必
ず
往
生
が
で
き
る
。〉
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と
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
珍
海
は
、
度
々
「
決
定
」
と
い
う
語

を
用
い
て
往
生
が
決
定
す
る
こ
と
を
信
受
す
る
と
論
じ
て
い
る
。
信

念
に
関
す
る
文
言
は
『
決
定
往
生
集
』
の
著
述
の
動
機
と
な
る
重
要

な
文
言
で
あ
る
。
こ
の
「
決
定
」
に
関
し
て
は
、『
礼
讃
』
の
深
信

釈
に
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
観
経
疏
』
の
二
種
深
信
に
確
認
で

き
る
。
つ
ま
り
「
決
定
」
の
文
言
か
ら
共
通
性
が
見
い
だ
せ
る
の
で

あ
る
。

四
、
お
わ
り
に

　

以
上
、『
決
定
往
生
集
』
に
お
け
る
著
述
の
動
機
を
手
が
か
り
に
、

珍
海
『
観
経
疏
』
二
種
深
信
釈
の
《
文
言
》
や
そ
の
意
味
内
容
と
の

呼
応
の
可
能
性
か
ら
凡
夫
観
の
一
端
を
考
察
し
た
。
序
論
の
「
道

理
」
に
あ
る
文
言
で
は
、『
観
経
疏
』
二
種
深
信
釈
に
見
ら
れ
る
肯

定
的
認
識
と
否
定
的
認
識
と
が
対
比
的
に
列
挙
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら

に
、「
信
心
」
で
は
、『
観
経
疏
』
に
「
決
定
深
信
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
『
決
定
往
生
集
』
で
度
々
論
じ
る
「
決
定
」
の
文
言
と
共
通
性
が

確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
根
拠
か
ら
、
珍
海
が
『
観
経
疏
』
の

凡
夫
観
を
受
容
し
て
い
る
と
い
う
提
言
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、『
決

定
往
生
集
』
で
は
「
心
を
決
定
往
生
に
定
め
る
」
こ
と
が
著
述
動
機

と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
未
だ
往
生
が
決
定
し
て
い
な

い
か
ら
こ
そ
、「
決
定
」
を
求
め
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
対
す

る
焦
燥
感
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
珍
海
は
自
身
が
劣
機

の
凡
夫
で
あ
る
と
自
覚
し
、
信
知
す
る
か
ら
こ
そ
往
生
へ
の
疑
惑
を

除
こ
う
と
し
て
「
決
定
往
生
」
の
確
証
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、

心
の
平
静
を
求
め
る
た
め
に
『
決
定
往
生
集
』
の
著
述
に
至
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
研
究
に
あ
た
り
、
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
に
は
、
本
研
究
に
あ

た
り
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
、
複
写
等
、
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
っ
た
。

御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
1　

明
山
安
雄
「
永
観
・
珍
海
の
浄
土
教
研
究
序
説
」（『
仏
教
大
学
研
究
紀

要
』
四
六
号
、
一
九
六
四
）
を
参
照
。

2　

井
上
光
貞
『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』（
一
九
五
六
年
、
山
川
出
版
）

3　

本
研
究
に
関
連
す
る
『
往
生
拾
因
』
に
つ
い
て
の
論
及
は
、
井
上
光
貞

『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』（
一
九
五
六
年
、
山
川
出
版
）、
藤
堂
恭
俊

「
禅
林
寺
永
観
律
師
の
浄
土
教
思
想
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
二
二
号
、

日
本
仏
教
学
会
一
九
五
六
）
等
に
詳
し
い
。

4　

普
賢
光
寿
「
珍
海
の
浄
土
教
的
立
場
」（『
大
原
先
生
古
稀
記
念
浄
土
教
思

想
研
究
』、
一
九
六
七
、
永
田
文
昌
堂
）

5　

恵
谷
隆
戒
「
日
本
浄
土
教
思
想
史
上
に
お
け
る
凡
夫
性
自
覚
過
程
に
つ
い

て
」（『
佛
教
文
化
研
究
』
第
一
三
号
、
浄
土
宗
教
学
院
研
究
所
、
一
九
六

六
）



─ 196 ─

6　

明
山
安
雄
「
南
都
浄
土
教
と
善
導
教
学
」（『
恵
谷
隆
戒
先
生
古
稀
記
念
浄

土
教
の
思
想
と
文
化
』
佛
教
大
学
・
恵
谷
先
生
古
稀
記
念
会
編
、
一
九
七

二
）

7　

成
瀬
隆
順
「
珍
海
撰
『
決
定
往
生
集
』
に
見
ら
れ
る
凡
夫
性
の
自
覚
」

（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
三
二
号
、
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
、
二
〇
一

五
）

8　

伊
東
昌
彦
『
吉
蔵
の
浄
土
教
思
想
の
研
究
』（
二
〇
一
一
年
、
春
秋
社
）

9　

普
賢
晃
寿
前
掲
論
文
六
五
三
頁
。

10　

恵
谷
隆
戒
前
掲
論
文
二
〇
二
頁
。

11　

明
山
安
確
前
掲
論
文
四
三
二
頁
。

12　

成
瀬
隆
順
前
掲
論
文
一
二
九
頁
。

13　
『
決
定
往
生
集
』
序
論
冒
頭
箇
所
を
著
述
動
機
で
あ
る
と
判
じ
た
も
の
に
、

恵
谷
隆
戒
「
日
本
浄
土
教
思
想
史
上
に
お
け
る
凡
夫
性
自
覚
過
程
に
つ
い

て
」（『
佛
教
文
化
研
究
』
第
一
三
号
、
浄
土
宗
教
学
院
研
究
所
、
一
九
六

六
）、
坂
上
雅
翁
「
珍
海
の
往
生
思
想
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
一
〇
号
、
知

恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
、
一
九
七
七
）
梯
信
暁
『
奈
良
・
平
安
期
の
浄
土
教

展
開
論
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
八
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

14　

本
研
究
は
、
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
所
蔵
「
元
禄
九
年
版
『
決
定
往
生

集
』」（
以
降
『
元
禄
本
』
と
表
記
す
る
。）
を
底
本
と
す
る
。
注
記
に
は
丁

数
並
び
に
、『
大
正
』・『
浄
全
』
の
対
応
箇
所
も
記
載
す
る
。
ま
た
、『
決
定

往
生
集
』
は
研
究
の
過
程
で
作
成
し
た
試
訳
を
付
記
す
る
。

　
　
『
決
定
往
生
集
』（『
元
禄
本
』
一
丁
右
・『
大
正
』
八
四
・
一
〇
二
頁
中
〜

下
・『
浄
全
』
一
五
・
四
七
四
頁
上
）

15　

善
導
『
観
経
疏
』（『
大
正
』
三
七
・
二
七
一
頁
上
～
中
・『
浄
全
』
二
・

五
六
頁
上
）

16　
『
決
定
往
生
集
』（『
元
禄
本
』
二
丁
右
～
左
・『
大
正
』
八
四
・
一
〇
二
頁

下
・『
浄
全
』
一
五
・
四
七
四
頁
下
）

17　

成
瀬
隆
順
は
、「
珍
海
撰
『
決
定
往
生
集
』
に
見
ら
れ
る
凡
夫
性
の
自
覚
」

（
前
掲
論
文
）
一
二
〇
頁
に
お
い
て
、『
決
定
往
生
集
』
序
論
に
は
、「
良
以

衆
生
自
有
出
離
之
分
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
珍
海
に
と
っ
て
は
散
善
義
の

「
無
有
出
離
之
縁
」
で
は
齟
齬
が
生
じ
て
し
ま
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

18　
『
決
定
往
生
集
』（『
元
禄
本
』
二
丁
左
・『
大
正
』
八
四
・
一
〇
二
頁
下
・

『
浄
全
』
一
五
・
四
七
四
頁
下
）

19　
『
決
定
往
生
集
』（『
元
禄
本
』
三
丁
左
・『
大
正
』
八
四
・
一
〇
三
頁
上
・

『
浄
全
』
一
五
・
四
七
五
頁
上

　
　
『
決
定
往
生
集
』
で
は
、
第
一
依
報
決
定
か
ら
、
第
十
円
満
決
定
ま
で
の

十
決
定
に
よ
っ
て
往
生
が
決
定
す
る
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。『
決
定
往
生

集
』
所
説
の
十
決
定
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
明
山
安
雄
「
永
観
・
珍
海
の
浄

土
教
研
究
序
説
」（
前
掲
論
文
）、
坂
上
雅
翁
「
珍
海
―
画
僧
と
学
僧
―
」

（『
浄
土
仏
教
の
思
想
』
第
七
巻
、
一
九
九
三
、
講
談
社
）、
梯
信
暁
「
珍
海

『
決
定
往
生
集
』
の
一
考
察
（『
日
本
浄
土
教
の
形
成
と
展
開
』
二
〇
〇
四
、

法
蔵
館
）
等
に
詳
し
く
示
さ
れ
て
い
る
。。
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近
世
に
お
け
る
法
然
上
人
信
仰

　
―
三
井
家
を
事
例
と
し
て
―

林　
　
　

宏　

俊

は
じ
め
に

　

戦
後
の
近
世
仏
教
史
研
究
は
、
辻
善
之
助
氏
が
本
末
制
度
、
寺
院

僧
侶
の
階
級
格
式
、
檀
家
制
度
と
宗
門
改
、
新
義
異
義
の
禁
止
な
ど

に
み
ら
れ
る
仏
教
の
「
形
式
化
」
と
僧
侶
の
「
惰
性
」
を
も
っ
て
、

近
世
の
仏
教
は
「
堕
落
」
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
し
た
こ
と
に

始
ま
る（

（
（

。
辻
氏
自
身
が
直
接
的
に
「
近
世
仏
教
堕
落
論
」
に
つ
い
て

言
及
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
近
世
仏
教
堕
落

論
」
の
継
承
や
克
服
が
、
以
後
の
近
世
仏
教
史
研
究
に
お
け
る
最
大

の
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
近
世
史
研
究
が
そ
の
時
代
の
社
会
に
お
け

る
諸
機
能
の
研
究
へ
と
シ
フ
ト
す
る
と
、
近
世
仏
教
史
・
宗
教
史
研

究
を
近
世
史
研
究
「
一
般
」
に
架
橋
す
べ
く
、
寺
院
や
僧
侶
、
神
社

や
神
職
な
ど
と
い
っ
た
宗
教
的
要
素
を
組
み
込
ん
だ
地
域
社
会
の
研

究
と
い
う
視
角
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
主
導
し
た
一
人
で
あ
る
澤

博
勝
氏
は
、「
宗
教
的
要
素
を
中
心
（
契
機
）
と
し
て
地
域
社
会
に

お
け
る
人
と
人
、
村
と
村
、
人
と
村
、
さ
ら
に
は
社
会
集
団
ど
う
し

な
ど
が
取
り
結
ぶ
社
会
関
係
」
を
「
宗
教
的
社
会
関
係
」
と
定
義
し（

（
（

、

近
世
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
地
域
社
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
を

進
展
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
視
角
に
学
ぶ
な
ら
ば
、
近
世
社
会
に
お
い
て
、
当
時
の
浄
土

宗
や
浄
土
宗
の
教
学
、
そ
こ
に
属
す
る
寺
院
や
僧
侶
た
ち
が
ど
の
よ

う
な
役
割
・
機
能
を
果
た
し
た
か
、
ま
た
社
会
に
生
き
る
人
び
と
が

浄
土
宗
や
法
然
上
人
の
教
え
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
信
仰
し
て

い
た
か
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
小
稿
は
、
こ
の

視
角
に
立
ち
、
近
世
社
会
に
お
い
て
法
然
上
人
が
ど
の
よ
う
に
信
仰

さ
れ
て
い
た
か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
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一　

近
世
社
会
と
寺
檀
制
度

　
　

１　

寺
檀
制
度
と
幕
府
法
令

　

寺
檀
制
度
と
は
、『
新
纂
浄
土
宗
辞
典（

（
（

』
で
は
「
江
戸
時
代
以
降
、

寺
院
が
檀
家
の
葬
祭
供
養
を
独
占
的
に
と
り
行
う
こ
と
を
条
件
に
、

寺
と
檀
家
の
間
に
と
り
結
ば
れ
た
関
係
を
い
う
。（
中
略
）
同
年

（
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
執
筆
者
補
足
）
の
幕
法
で
は
檀
家
に
対

し
て
檀
那
寺
へ
の
参
詣
、
父
母
の
忌
日
の
法
要
、
寺
へ
の
付
け
届
け

な
ど
が
義
務
と
し
て
明
示
さ
れ
た
。（
中
略
）
離
檀
す
る
こ
と
や
寺

替
え
を
す
る
こ
と
は
寺
院
側
か
ら
厳
し
く
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
檀
家

の
側
か
ら
寺
を
選
択
す
る
権
限
は
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
て（

（
（

、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）、
幕
府
は
そ
れ
ま
で
宗
派

ご
と
に
発
布
し
て
い
た
寺
院
法
度
を
よ
う
や
く
各
宗
派
に
共
通
し
た

「
諸
宗
寺
院
法
度
」
と
し
て
発
布
し
た
。
そ
の
第
四
条
に
お
い
て

「
一
、
檀
越
之
輩
、
雖
為
何
寺
、
可
任
其
心
得
、
僧
侶
方
不
可
相
争

事
（
（
（

。」
と
寺
院
と
檀
那
と
の
関
係
は
檀
那
側
の
自
由
で
あ
る
、
と
規

定
し
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、『
浄
土
宗
大
辞
典
』
に
お
け
る
「
貞
享
四
年
の
幕
法
」

と
は
「
諸
寺
院
条
目
」
と
称
さ
れ
る
法
令
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
法
令
は
寺
院
側
に
よ
る
脚
色
が
推
定
さ
れ
、
正
式
な
幕
府
法
令

で
あ
る
か
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
元
禄
四
年

（
一
六
九
一
）
四
月
以
後
に
作
成
さ
れ
た
大
権
現
（
家
康
）
時
代
に

仮
託
さ
れ
た
偽
文
書
で
あ
る
「
宗
門
寺
檀
那
請
合
掟
」
と
合
わ
せ
て
、

両
者
が
各
地
の
寺
院
に
伝
播
し
て
、
寺
院
の
安
定
経
営
を
も
た
ら
し

た
と
い
う（

（
（

。

　

さ
ら
に
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
頃
に
出
さ
れ
た
「
離
檀
禁

止
令
」
も
幕
府
法
令
で
は
な
い
も
の
が
寺
院
や
幕
府
内
部
で
流
布
し
、

あ
た
か
も
法
令
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
幕
府
法
令
上
、
寺
檀
制
度
は
一
貫
し
て
寛
文
五
年
の
「
諸
宗

寺
院
法
度
」
の
規
定
に
拠
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
幕
府
が
日
常
的
行
政
を
処
理
し
た
り
、
遠
国
奉
行
や
大
名

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
た
め
、
先
例
書
や
問
答
集
が
作
成

さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
寺
檀
制
度
上
に
お
け
る
離
檀
に
関
す
る

幕
府
の
方
針
は
確
立
し
て
お
り（

（
（

、
離
檀
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と

し
た
上
で
、
次
の
条
件
を
満
た
せ
ば
離
檀
は
認
め
て
も
よ
い
、
と
規

定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
①
や
む
を
え
な
い
理
由
が
あ
る
。
②
寺

院
と
檀
那
の
双
方
が
納
得
し
て
い
る
。
③
ほ
か
に
支
障
が
な
い
。
し

か
し
、
①
～
③
の
要
件
が
一
つ
で
も
満
た
さ
れ
な
い
場
合
は
、
認
め

ら
れ
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
前
述
し
た
「
諸
宗
寺
院
法
度
」
の
幕
府
の

公
式
解
釈
な
の
で
あ
る
。
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２　

寺
檀
制
度
と
寺
院
・
檀
那

　

離
檀
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
具
体
的
に
い
え
ば
①
住
職
や
他
の
信

者
と
の
感
情
的
な
も
つ
れ
、
②
国
替
や
縁
付
に
よ
る
移
動
、
③
檀
那

寺
住
職
の
受
刑
に
よ
る
権
力
側
か
ら
強
制
、
④
檀
那
寺
の
廃
絶
、
⑤

祈
祷
へ
の
こ
と
よ
せ
、
の
場
合
で
あ
る
と
い
う（

（
（

。
こ
の
う
ち
、
国
替

や
縁
付
に
よ
る
移
動
の
場
合
が
も
っ
と
も
容
易
で
、
か
つ
多
数
を
占

め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
執
筆
者
は
か
つ
て
天
保
～
安
政
期
の
国

を
越
え
、
京
都
へ
居
住
地
を
移
動
し
た
者
の
寺
檀
関
係
の
変
更
を
分

析
・
考
察
し
た
が（

（
（

、
当
該
期
に
お
け
る
檀
那
寺
の
変
更
に
と
も
な
っ

て
宗
旨
を
替
え
た
者
は
、
四
割
弱
に
上
っ
た
。
ゆ
え
に
、
居
住
地
移

動
に
お
け
る
檀
那
寺
の
変
更
の
際
に
、
宗
旨
も
替
え
る
こ
と
は
そ
れ

ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
寺
檀
制
度
と

は
、
い
ず
れ
か
の
寺
院
の
檀
那
で
あ
れ
ば
よ
く
、
必
ず
し
も
檀
那
寺

が
檀
那
の
絶
対
的
な
信
仰
を
独
占
し
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
構
築
・

維
持
さ
れ
た
制
度
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
近
世
社
会
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
や
隠
し
念

仏
な
ど
異
端
的
宗
教（

（1
（

が
存
続
し
え
た
の
は
、
幕
藩
権
力
は
「
外
存
的

属
性
」（
寺
檀
関
係
）
さ
え
問
題
な
け
れ
ば
、
社
会
の
秩
序
が
維
持

さ
れ
て
い
る
限
り
「
内
存
的
属
性
」（
人
々
の
実
際
の
信
仰
）
ま
で

踏
み
込
む
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
近
世
に

生
き
る
人
び
と
は
「
内
存
的
属
性
」
の
な
か
に
様
々
な
宗
教
を
重
層

的
に
存
在
さ
せ
、
そ
こ
に
異
端
的
宗
教
が
存
続
で
き
る
余
地
が
あ
っ

た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
世
社
会
に
生
き
た
人
び
と
は
、
寺
檀
制
度
に
結

び
つ
か
な
い
様
々
な
信
仰
を
持
ち
、
宗
教
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
小
稿
で
は
、
寺
檀
制
度
に
基
づ
か
な
い
三
井
高
利
の
法
然
上
人

信
仰
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

二　

三
井
高
利
の
法
然
上
人
信
仰

　
　

１　

高
利
の
信
仰
観

　

ま
ず
、
三
井
高
利
の
仏
教
や
宗
教
の
信
仰
に
つ
い
て
の
認
識
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。
高
利
は
伊
勢
松
坂
の
出
身
で
江
戸
・
京
都
に
越

後
屋
の
屋
号
で
呉
服
店
を
開
業
し
、
つ
い
で
江
戸
・
京
都
・
大
坂
に

両
替
商
を
開
い
た
三
井
家
の
「
家
祖
」
と
称
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。

　

高
利
の
信
仰
観
は
、
長
男
・
高
平
が
記
し
た
高
利
の
遺
書
を
定
書

と
し
て
同
族
に
頒
っ
た
『
宗
竺
遺
書
』
の
「
佛
神
信
心
の
事
」
に
は
、

「
佛
神
を
敬
ひ
、
儒
学
を
心
掛
候
事
、
人
道
に
候
、
然
れ
共
い
づ
れ

に
て
も
、
過
候
へ
ば
其
身
の
家
業
お
こ
た
り
、
お
の
づ
と
異
形
の
人

の
様
に
罷
成
候
、
佛
に
心
ざ
し
過
ぎ
た
る
も
の
は
出
家
の
ご
と
く
、
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（
中
略
）
お
の
づ
と
商
売
う
と
く
成
家
滅
す（

（1
（

」
と
あ
る
。
ま
た
、
三

男
・
高
治
が
曾
祖
父
以
下
の
言
行
か
ら
商
売
の
次
第
を
叙
し
た
『
商

売
記
』
の
記
述
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る（

（1
（

。

一
、
宗
壽
（
高
利
）
被
仰
候
は
、
商
人
に
か
ぎ
ら
ず
、
儒
仏
両

様
に
心
得
、
一
向
仏
道
に
か
た
よ
り
候
へ
ば
、
家
危
成
候

事

　

高
利
は
、
仏
教
と
儒
教
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
信
仰
は
認
め
る
も

の
の
、
過
度
な
信
仰
は
家
の
存
続
を
危
う
く
す
る
も
の
と
し
て
認
識

し
て
い
た
。
す
べ
て
の
信
仰
を
全
面
的
に
肯
定
す
る
の
で
は
な
く
、

冷
静
か
つ
論
理
的
な
判
断
に
基
づ
く
信
仰
観
を
有
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
信
仰
と
は
本
来
そ
の
人
の
心
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
ず
自
分

の
身
を
慎
み
、
家
業
に
専
念
す
る
こ
と
こ
そ
が
大
切
で
、
安
易
に
神

を
祈
り
、
仏
を
供
養
し
、
僧
に
手
向
け
を
し
て
も
、
何
の
御
利
益
も

な
い
。
だ
が
一
方
で
、
高
利
自
身
は
仏
儒
を
学
ん
で
、
か
な
り
深
い

教
養
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
い
う（

（1
（

。
こ
れ
ま
で
高
利
の
信
仰
観
に
つ

い
て
は
、
前
者
の
批
判
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
評
価
さ
れ
、
高
利
自
身
の

そ
れ
に
は
目
を
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

２　

高
利
の
法
然
上
人
信
仰

　

つ
ぎ
に
、
そ
の
高
利
の
法
然
上
人
信
仰
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た

い
。『
稿
本
三
井
家
史
料（

（1
（

』
に
は
、
高
利
が
法
然
上
人
の
教
え
を
受

け
と
め
て
信
仰
し
て
い
た
記
述
が
見
ら
れ
る
。
元
禄
六
年
（
一
六
九

三
）
三
月
、
七
二
歳
と
な
っ
た
高
利
は
病
に
罹
っ
て
お
り
、
家
人
曰

く
誰
と
も
対
談
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
折
、
高
利
は
菩
提

寺
（
寺
檀
制
度
上
の
檀
那
寺
）
で
あ
る
松
坂
来
迎
寺
の
住
持
・
照
空

に
対
し
て
次
の
よ
う
な
疑
問
を
尋
ね
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

承
度
儀
、
法
然
一
枚
起
請
之
内
、
三
心
四
修
ト
申
事
、
是
ヲ
具

ニ
承
度
奉
存
候
、
心
佛
義
シ
ヤ
セ
ン
無
シ
ヤ
別
、
是
も
承
度
奉

存
候

　

こ
れ
を
受
け
た
照
空
は
、
四
月
一
日
、
病
床
の
高
利
に
対
し
て
以

下
の
よ
う
に
法
説
を
行
っ
て
い
る（

（1
（

。

予
（
照
空
）
優
曇
華
ノ
思
ヲ
作
シ
、
欽
而
談
之
、
大
老
ノ
重
病

ニ
対
シ
テ
、
長
講
益
ナ
カ
ラ
ン
ト
思
ヒ
、
智
慧
慈
悲
定
散
念
仏

来
迎
ノ
教
ニ
乗
シ
テ
、
理
ヲ
究
、
言
ヲ
短
ニ
シ
テ
、
道
理
ヲ
至

極
ス

　

法
然
上
人
の
教
え
は
「
ひ
ろ
げ
た
る
が
選
択
集
す
ほ
め
た
る
が
一

枚
起
請
也（

（1
（

」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
高
利
が
上
人
の
教
え
を
深
く
理

解
し
て
い
た
上
で
、
一
枚
起
請
文
の
「
三
心
四
修
」
に
つ
い
て
照
空

に
法
説
を
請
い
、
照
空
も
ま
た
「
智
慧
・
慈
悲
・
定
散
・
念
仏
・
来

迎
」
と
い
っ
た
浄
土
教
の
根
本
に
乗
じ
て
道
理
を
説
い
た
こ
と
が
窺
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い
知
れ
よ
う
。

　

し
か
し
、
三
井
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
松
坂
の
来
迎
寺
は
「
俗
ニ
念

佛
天
台
ト
モ
浄
土
天
台
ト
モ
云（

（1
（

」
わ
れ
る
天
台
宗
真
盛
派
の
寺
院
で

あ
っ
て
、
浄
土
宗
の
そ
れ
で
は
な
い
。
照
空
も
ま
た
そ
の
宗
派
の
僧

と
し
て
来
迎
寺
十
四
世
の
住
持
を
務
め
た
こ
と
に
は
留
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
高
利
の
理
解
し
て
し
た
内
容
が
、
当

時
の
浄
土
宗
（
鎮
西
義
）
の
理
解
で
あ
っ
た
か
判
然
と
は
し
な
い
が
、

高
利
が
法
然
上
人
の
教
え
を
受
け
と
め
、
信
仰
し
て
い
た
こ
と
に
は

疑
い
の
余
地
が
な
い
の
で
あ
る
。

　
　

３　

高
利
の
念
仏
信
仰

　

さ
い
ご
に
、
高
利
の
念
仏
信
仰
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

照
空
は
法
説
を
聞
い
た
際
の
高
利
の
様
子
に
つ
い
て
、「
聞
已
テ
朗

然
ト
シ
テ
心
開
ケ
、
頭
面
ニ
作
礼
十
念
相
続
ス
、
爰
ニ
至
テ
曰
、
吾

カ
安
心
、
今
日
決
定
ス
、
往
生
更
疑
ナ
シ
、（
中
略
）
従
是
後
、
偏

ニ
火
宅
ヲ
厭
離
ス
ル
コ
ト
甚
シ
、
自
身
鐘

（
マ
マ
）ヲ

打
テ
念
佛
ス
ト
云

（々
（1
（

」

と
記
述
し
て
い
る
。
照
空
の
法
説
を
聞
い
た
高
利
は
、
朗
然
と
し
て

心
が
開
け
て
、
自
身
の
安
心
は
決
定
し
、
往
生
を
疑
う
こ
と
が
な
く

な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
は
自
身
で
鉦
を
打
っ
て
念

仏
し
て
過
ご
し
た
の
で
あ
る
。

　

山本宗川「三井高利夫妻像」（公益財団法人三井文庫所蔵）
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『
稿
本
三
井
家
史
料
』
に
は
、
高
利
の
念
仏
信
仰
を
窺
わ
せ
る
記
述

は
他
に
な
い
。
だ
が
、
高
利
夫
妻
像
に
は
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
（
（2
（

。
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
制
作
さ
れ
た
山
本
宗
川
筆
「
三

井
高
利
夫
妻
像（

（2
（

」
を
見
る
と
、
高
利
の
手
に
は
二
連
の
日
課
数
珠
が

持
た
れ
て
い
る
。
こ
の
夫
妻
像
は
、
長
文
の
賛
が
付
さ
れ
理
想
化
さ

れ
た
像
と
し
て
、
三
井
同
苗
の
結
束
を
強
め
る
た
め
に
、
七
幅
が
作

成
さ
れ
て
本
家
筋
に
分
け
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
北
家
（
総
領
家
）

に
は
、
こ
の
宗
川
筆
の
夫
妻
像
に
先
行
し
て
二
幅
の
そ
れ
が
伝
来
す

る
。
こ
の
北
家
の
二
幅
は
、
妻
か
ね
が
夫
の
供
養
の
た
め
高
利
の
生

前
の
姿
を
現
実
的
表
現
で
制
作
さ
せ
た
夫
妻
像
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
制
作
目
的
の
異
な
る
二
系
統
の
高
利
夫
妻
像
を
見
て
も
、
い
ず

れ
の
高
利
の
手
に
も
二
連
の
日
課
数
珠
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

彼
が
生
前
そ
れ
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　

高
利
が
普
段
か
ら
日
課
数
珠
を
持
っ
て
念
仏
す
る
生
活
を
送
っ
て

い
た
か
ら
こ
そ
、
死
を
意
識
し
た
際
に
法
然
上
人
の
一
枚
起
請
文
の

内
容
に
疑
問
が
生
じ
、
た
と
え
そ
れ
が
浄
土
宗
で
な
く
と
も
菩
提
寺

の
住
持
の
法
説
を
聞
い
て
、
安
心
が
決
定
し
、
往
生
を
疑
い
な
い
も

の
と
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に　

︱
孫
世
代
と
法
然
上
人
・
浄
土
宗
︱

　

元
禄
七
年
に
死
去
し
た
高
利
は
、
遺
言
に
従
っ
て
天
台
宗
の
真
如

堂
に
お
い
て
葬
ら
れ
、
同
所
を
三
井
家
の
墓
所
と
し
た
。
高
利
の
葬

儀
を
始
め
、
一
連
の
法
要
は
真
如
堂
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
高
利
は
、
松
坂
居
住
以
来
、
寺
檀
制
度
上
は
一
貫
し
て
天
台
宗

の
檀
那
で
あ
り
続
け
た
。
小
稿
で
検
討
し
た
法
然
上
人
へ
の
信
仰
は
、

寺
檀
制
度
に
は
基
づ
か
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
法
然
上
人
や
浄
土
宗
へ
の
信
仰
は
、
高
利
の
孫
世
代
に

も
見
ら
れ
る
。
室
町
家
二
代
・
高
遠
は
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二

七
）
正
月
に
三
六
歳
で
東
海
道
宮
宿
に
お
い
て
客
死
す
る
が
、
彼
の

形
見
分
け
の
一
覧
の
中
に
に
法
然
上
人
や
浄
土
宗
に
関
わ
る
も
の
と

し
て
「
圓
光
大
師
鏡
御
影　

壱
ふ
く
」、「
義
山
和
尚
御
差
図　

選
択

集
十
六
章
図　

壱
ふ
く（

（2
（

」
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
入
手
の
経
緯
は

不
明
で
あ
る
が
、
高
遠
が
死
去
し
た
際
に
、
法
然
上
人
の
「
鏡
御

影
」
と
「
選
択
集
十
六
章
図（

（2
（

」
を
所
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

「
選
択
集
十
六
章
図
」
と
は
高
田
敬
輔
に
よ
っ
て
正
徳
三
年
（
一
七

一
三
）
に
描
か
れ
、
翌
四
年
に
開
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、

高
遠
は
か
な
り
早
い
段
階
で
入
手
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
妻

の
ぶ
は
、
二
五
歳
で
鹿
ヶ
谷
法
然
院
の
潭
月
和
尚
を
師
と
し
て
得
度
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し
、
剃
髪
し
寿
月
と
称
し
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

彼
ら
も
ま
た
寺
檀
制
度
上
は
天
台
宗
の
檀
那
で（

（2
（

、
こ
れ
ら
の
行
為

も
高
利
と
同
様
に
寺
檀
制
度
に
は
基
づ
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
三
井
家
に
は
天
台
宗
の
檀
那
で
あ
り
な
が
ら
、
寺
檀
制
度
の

枠
に
収
ま
ら
な
い
様
々
な
法
然
上
人
や
浄
土
宗
に
関
す
る
信
仰
が
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
1　

辻
善
之
助
『
日
本
佛
教
史
』
９
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
）。

2　

澤
博
勝
「
近
世
宗
教
史
研
究
の
現
状
と
課
題
」（『
近
世
の
宗
教
組
織
と
地

域
社
会
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
一
七
頁
。

3　
「
寺
檀
制
度
」（『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
項
目
、
浄
土
宗
、
二
〇
一
六
年
）。

4　

以
下
、
本
節
は
拙
稿
「
近
世
後
期
の
「
離
檀
」
を
め
ぐ
る
権
力
・
寺
院
・

民
衆
」（『
地
方
史
研
究
』
343
、
二
〇
一
〇
年
）
に
詳
述
し
て
い
る
。

5　

法
制
史
学
会
編
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
五
（
創
文
社
、
一
九
五
九
年
）
二

五
七
四
。

6　

圭
室
文
雄
「
檀
家
制
度
の
成
立
」（『
歴
史
公
論
』
111
、
一
九
八
五
年
）
一

二
〇
～
一
二
二
頁
。

7　

例
え
ば
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
寺
社
奉
行
堀
田
豊
前
守
（
正
穀
）
の
回

答
に
は
「
離
檀
改
宗
等
之
儀
者
容
易
難
成
筋
ニ
候
得
共
、
寺
檀
納
得
之
上
、

無
拠
子
細
有
之
、
外
ニ
差
支
候
儀
も
無
之
候
者
、
被
承
届
候
而
も
不
苦
筋
と

存
候
」
と
あ
る
（『
諸
例
撰
要
・
諸
家
秘
聞
集
』（
創
文
社
、
一
九
九
九
年
）

四
四
六
）。

8　

北
西
弘
「
幕
藩
制
下
の
仏
教
」（『
国
史
論
集
』
赤
松
俊
秀
教
授
退
官
記
念

事
業
会
、
一
九
七
二
年
）
九
〇
六
頁
。

9　

以
下
、
居
住
地
移
動
と
寺
檀
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
近
世
京
都
に
お

け
る
寺
檀
関
係
の
一
考
察
―
居
住
地
の
移
動
と
寺
替
え
を
中
心
に
―
」（『
奈

良
史
学
』
26
、
二
〇
〇
九
年
）、
同
「
近
世
京
都
に
お
け
る
寺
檀
関
係
の
変

更
と
宗
旨
の
選
択
」（『
奈
良
大
学
大
学
院
研
究
年
報
』
15
、
二
〇
一
〇
年
）

に
お
い
て
詳
し
く
検
討
し
た
。

10　

大
橋
幸
泰
『
近
世
潜
伏
宗
教
論　

―
キ
リ
シ
タ
ン
と
隠
し
念
仏
―
』（
校

倉
書
房
、
二
〇
一
七
年
）、
同
「
近
世
日
本
の
異
端
的
宗
教
活
動
と
秩
序
意

識
」（『
人
民
の
歴
史
学
』
213
、
二
〇
一
七
年
）。

11　
『
宗
竺
遺
書
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
）。

12　
『
商
売
記
』（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
）。

13　

中
田
易
直
『
三
井
高
利
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
九
年
）
二
一
八
～
二

二
一
頁
。

14　
『
稿
本
三
井
家
史
料
』
は
、
三
井
家
編
纂
室
が
明
治
期
に
修
史
事
業
と
し

て
三
井
各
家
歴
代
史
料
を
収
集
し
、
編
纂
さ
れ
た
史
料
集
で
あ
る
。（
三
井

文
庫
編
『
史
料
が
語
る
三
井
の
あ
ゆ
み
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
）

一
〇
八
～
一
〇
九
頁
）。

15　
「
松
樹
院
宗
壽
居
士
御
自
筆
御
文
」（『
稿
本
三
井
家
史
料

北
家
初
代
高

利
』
所
収
）。

16　
「
同
裏
書
」（『
稿
本
三
井
家
史
料　

北
家
初
代
高
利
』
所
収
）。

17　

義
山
『
一
枚
起
請
弁
述
』（『
浄
土
宗
全
書
』
９
、
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九

七
一
年
）
一
二
三
頁
。

18　
『
続
三
縁
山
志
』（『
浄
土
宗
全
書
』
19
、
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
七
一
年
）

六
〇
一
頁
。

19　
「
松
樹
院
宗
壽
居
士
御
自
筆
御
文
裏
書
」（
註
16
）。

20　

三
井
高
利
夫
妻
像
に
つ
い
て
は
、
田
沢
裕
賀
「
新
出
の
三
井
高
利
夫
妻
像

に
つ
い
て
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
28
、
一
九
九
四
年
）
に
詳
述
さ
れ
て
お
り
、

小
稿
は
そ
の
成
果
に
拠
っ
た
。

21　

山
本
宗
川
「
三
井
高
利
夫
妻
像
」（
三
井
文
庫
所
蔵
）。
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22　
「
宗
顯
居
士
遺
物
相
送
り
候
覚
」（『
稿
本
三
井
家
史
料　

室
町
家
二
代
高

遠
』
所
収
）。

23　
「
選
択
集
十
六
章
之
図
」（『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
項
目
、
浄
土
宗
、
二

〇
一
六
年
）。

24　

三
井
文
庫
編
『
三
井
家
文
化
人
名
録
』（
三
井
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
）。

25　

三
井
家
は
高
利
死
後
に
真
如
堂
塔
頭
の
東
陽
院
の
檀
那
と
な
る
が
、
寺
檀

制
度
上
は
天
台
宗
の
檀
那
の
ま
ま
で
あ
る
。

〔
付
記
〕
史
料
の
閲
覧
・
掲
載
に
際
し
て
、
公
益
財
団
法
人
三
井
文
庫
の
ご
高

配
を
賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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廬
山
寺
蔵
『
選
択
集
』
第
五
章
段
の
末
尾
に
お
け
る
見
せ
消
ち
に
つ
い
て

春　

本　

龍　

彬

一
、
は
じ
め
に

　

近
年
、
様
々
な
資
料
を
通
じ
て
廬
山
寺
に
受
け
継
が
れ
て
い
る

『
選
択
集
』（
以
下
、「
廬
山
寺
本
」）
の
状
態
が
容
易
に
把
握
出
来
る

よ
う
に
な
り
、「
廬
山
寺
本
」
研
究
が
大
き
く
進
展
し
た（

（
（

。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
経
て
も
「
廬
山
寺
本
」
第
五
章
段

の
末
尾
に
焦
点
を
当
て
た
論
考
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
実
態
が
解
明
さ

れ
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
「
廬
山
寺
本
」
第
五
章
段
の
末
尾
に
の
み
あ
り
、

且
つ
見
せ
消
ち
さ
れ
て
い
る
文
章
に
注
目
し
、
見
せ
消
ち
が
法
然
上

人
（
以
下
、
敬
称
省
略
）
の
指
示
に
基
づ
い
て
施
さ
れ
た
推
敲
跡
で

あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
、
推
敲
跡
の
確
認
を
行
っ
た
上
で
、
文
章

を
筆
記
さ
せ
た
理
由
や
そ
れ
を
削
除
さ
せ
た
背
景
に
つ
い
て
考
察
し

て
み
た
い
。

二
、
推
敲
跡
の
確
認

　

１
、
原
本
の
状
態

 

「
廬
山
寺
本
」
第
五
章
段
は
篇
目
に
「
念
仏
利
益
《
之
》
文（

（
（

」
と

掲
げ
、
引
文
に
『
無
量
寿
経
』、
並
び
に
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
を

引
用
し
、
私
釈
段
で
仏
辺
の
側
か
ら
念
仏
＝
大
利
＝
無
上
功
徳
、
諸

行
＝
小
利
＝
有
上
功
徳
で
あ
る
旨
を
明
確
に
述
べ
た
章
段
で
あ
る
。

　

本
稿
で
注
目
し
て
い
る
推
敲
跡
は
、
こ
の
第
五
章
段
の
末
尾
に
存

在
し
て
い
る
。
今
、
推
敲
跡
の
状
態
を
観
察
す
る
た
め
に
当
該
箇
所

の
翻
刻
資
料
を
提
示
す
れ
ば
次
頁
の
通
り
で
あ
る
。

　

掲
載
し
た
資
料
を
確
認
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
廬
山
寺
本
」

第
五
章
段
の
末
尾
に
当
た
る
「
四
一
丁
ウ
四
行
目
」
に
は
、
他
の

『
選
択
集
』
諸
本
へ
一
切
認
め
ら
れ
な
い
「
有
智
賢
哲
思
之
応
知（

（
（

」

と
い
う
特
殊
な
八
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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「
有
智
賢
哲
思
之
応
知
」
の
八
文
字
に
引
き
続
き
、「
四
一
丁
ウ
五

行
目
」
か
ら
第
六
章
段
の
篇
目
が
「
末
法
万
年

ノ
後

ニ
余
行
悉

ク
滅

シ

特
リ

留
ル二

念
仏
一
文（

（
（

」
と
余
白
無
く
記
さ
れ
て
い
る
状
況
を
鑑
み
る
に
、

当
初
は
こ
の
八
文
字
に
よ
っ
て
第
五
章
段
が
締
め
括
ら
れ
て
い
た
と

判
断
し
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
八
文
字
は
線
に
よ
っ
て
四
方
が
囲
ま
れ
て
い
る

た
め
、
最
終
的
に
全
く
消
去
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
私
釈
段
中
の
本
文
で
あ
り
な
が

ら
訓
点
は
一
切
付
さ
れ
て
い
な
い
。

　【
翻
刻
資
料（

（
（

】

　 

四
一
丁
ウ

１  

無
上
如
是
展
転
従
少
至
多
念
仏
恒
沙
無

２  

上
功
徳
復
応
恒
沙
如
是
応
知
然
者
諸
願
求

３  

往
生
之
人
何
癈
無
上
大
利
念
仏
強
修
有
上
小

４  

利
余
行
乎
有
智
賢
哲
思
之
応
知

５  

末
法
万
年
後
余
行
悉
滅
特
留
念
仏
文

６ 

無
量
寿
経
下
巻
云
当
来
之
世
経
道
滅
尽
我

７  

以
慈（

カ
）

悲
哀（

カ
）

愍
特
留
此
経
止
住
百
才
其
有

　

２
、
文
章
の
解
釈

　
　
ａ
、
訓
み
方

　

で
は
、
見
せ
消
ち
さ
れ
て
い
る
八
文
字
の
文
意
は
一
体
如
何
な
る

も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
任
意
に
訓
点
を
施
す
の
で
あ
れ
ば
、
以
下

に
示
す
二
通
り
の
訓
み
方
が
成
り
立
つ
と
思
わ
れ
る
。

　

第
一
に
、
見
せ
消
ち
さ
れ
て
い
る
八
文
字
が
二
つ
の
文
章
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
と
見
做
す
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

　〈
解
釈
１
〉

　【
原
文
】

有
智
賢
哲
思
之
応
知

【
書
き
下
し
】

有
智
の
賢
哲
、
之
を
思
う
。
応
に
知
る
べ
し
。

【
現
代
語
訳
】

有
智
の
賢
哲
は
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。〔
読
者
は
、〕
よ
く

理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

仮
に
こ
の
よ
う
に
八
文
字
を
書
き
下
す
の
で
あ
れ
ば
、
前
後
の
文

章
で
主
語
が
相
違
す
る
。
こ
の
場
合
、
前
半
部
分
の
文
章
は
有
智
の

賢
哲
が
主
語
と
な
り
、
内
容
と
し
て
は
有
智
の
賢
哲
の
文
献
や
言
説

も
第
五
章
段
の
論
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
な
る
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の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
後
半
部
分
の
文
章
は
明
確
に
主
語
が
示
さ
れ

て
い
な
い
も
の
の
、
お
そ
ら
く
「
廬
山
寺
本
」
を
閲
読
す
る
読
者
が

主
語
に
な
る
と
推
測
さ
れ
る
。
と
な
れ
ば
、
後
の
文
章
は
読
者
に
対

し
て
前
の
文
章
内
容
を
諭
す
よ
う
な
一
文
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

第
二
に
、
見
せ
消
ち
さ
れ
て
い
る
八
文
字
を
一
つ
の
文
章
と
し
て

扱
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

　〈
解
釈
２
〉

　【
原
文
】

有
智
賢
哲
思
之
応
知

【
書
き
下
し
】

有
智
の
賢
哲
、
之
を
思
い
、
応
に
知
る
べ
し
。

【
現
代
語
訳
】

有
智
の
賢
哲
は
、こ
の
よ
う
に
考
え
、よ
く
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

も
し
、
上
述
し
た
よ
う
に
八
文
字
の
構
造
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

文
章
の
主
語
は
読
み
手
の
こ
と
を
意
識
し
た
言
葉
で
あ
る
有
智
の
賢

哲
と
な
る
。
そ
し
て
文
章
の
内
容
は
、
知
見
の
広
い
読
者
が
第
五
章

段
に
お
け
る
念
仏
の
利
益
に
関
す
る
道
理
を
理
解
出
来
な
い
は
ず
が

な
い
と
い
う
意
味
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

ｂ
、
類
似
の
句

　

そ
れ
な
ら
ば
、
法
然
は
ど
ち
ら
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
「
有
智
賢
哲
思

之
応
知
」
と
い
う
八
文
字
を
執
筆
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
幾
つ
か
の
論
疏
に
見
受
け
ら
れ
る
類
似

の
句
で
あ
る
。

　

先
ず
、
浄
意
の
著
作
と
伝
わ
る
『
十
二
因
縁
論
』
の
中
に
は
、
見

せ
消
ち
さ
れ
た
語
句
と
非
常
に
近
似
し
た
表
現
が
次
の
よ
う
に
確
認

さ
れ
る
。

　〈
資
料
１
〉
伝
浄
意
『
十
二
因
縁
論（

（
（

』（
菩
提
流
支
訳
）

　【
原
文
】

而
彼
心
識
。
不
可
説
一
不
可
説
異
。（
中
略
）如
是
一
切
諸
因
縁
法
。

転
不
転
事
。
諸
有
智
者
。
善
思
量
応
知
。

【
書
き
下
し
】

而
ち
、
彼
の
心
識
は
一
と
説
く
べ
か
ら
ず
、
異
と
説
く
べ
か
ら
ず
。

（
中
略
）
是
く
の
ご
と
き
一
切
の
諸
の
因
縁
の
法
、
転
不
転
の
事
、

諸
の
有
智
者
は
善
く
思
量
し
て
応
に
知
る
べ
し
。

【
現
代
語
訳
】

と
す
る
と
、〔
言
う
と
こ
ろ
の
〕
心
識
は
同
一
と
述
べ
る
べ
き
〔
も
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の
〕
で
は
な
く
、〔
ま
た
〕
異
質
と
述
べ
る
べ
き
〔
も
の
〕
で
も

な
い
。（
中
略
）
こ
の
よ
う
な
全
て
の
あ
ら
ゆ
る
因
縁
の
法
や
転
、

不
転
の
事
に
つ
い
て
、
多
く
の
智
恵
有
る
者
は
正
し
く
思
量
し
て

よ
く
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
心
識
に
つ
い
て
議
論
が
展
開
さ
れ
る
中
、
最
後
に
そ
の

内
容
の
理
解
を
促
す
目
的
で
「
諸
の
有
智
者
は
善
く
思
量
し
て
応
に

知
る
べ
し
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

著
者
の
浄
意
に
関
す
る
生
没
年
等
の
情
報
は
不
詳
で
あ
る
も
の
の
、

『
十
二
因
縁
論
』
の
訳
者
が
世
親
の
『
往
生
論
』
を
翻
訳
し
た
菩
提

流
支
で
あ
る
こ
と
を
加
味
す
れ
ば
、
法
然
が
三
経
一
論
を
定
め
る
過

程
な
ど
で
菩
提
流
支
の
翻
訳
し
た
他
の
論
書
と
し
て
『
十
二
因
縁

論
』
に
興
味
を
持
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
想
定
さ
れ
る
。

　

も
し
か
し
た
ら
法
然
は
「
廬
山
寺
本
」
撰
述
ま
で
の
間
に
『
十
二

因
縁
論
』
を
閲
覧
し
、〈
資
料
１
〉
に
お
け
る
波
線
部
の
言
葉
遣
い

を
学
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
善
導
の
『
観
念
法
門
』、
或
い
は
『
観
経
疏
』
の
中
に
も

見
せ
消
ち
さ
れ
て
い
る
八
文
字
に
近
し
い
表
記
が
左
記
の
よ
う
に
見

出
さ
れ
る
。

〈
資
料
２
〉
善
導
『
観
念
法
門（

（
（

』

【
原
文
】

又
上
至
二
諸
仏
賢
聖

ニ一
人
天
六
道

ノ
一
切

ノ
良
善

モ
此
等

ノ
悪
人

ノ
所
二ナ

リ

譏
テ

恥
辱
一ス

ル
也
。
諸

ノ
有
智

ノ
者

ノ
応
レニ
知

ル
。

【
書
き
下
し
】

又
上
は
諸
仏
・
賢
聖
に
至
り
、
人
・
天
六
道
の
一
切
の
良
善
も
、

此
れ
等
の
悪
人
の
譏
り
て
恥
辱
す
る
所
な
り
。
諸
の
有
智
の
者
、

応
に
知
る
べ
し
。

【
現
代
語
訳
】

ま
た
上
は
諸
仏
や
賢
者
、
聖
者
に
至
り
、〔
下
は
〕
人
界
や
天
界

と
い
っ
た
六
道
に
お
け
る
全
て
の
良
善
〔
な
る
者
〕
も
、
こ
れ
ら

の
悪
人
に
誹
り
辱
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
多
く
の
智
恵
あ
る
者
は
、

よ
く
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。

〈
資
料
３
〉
善
導
『
観
経
疏（

（
（

』

　【
原
文
】

今
既

ニ
以
二
斯

ノ
聖
教

ヲ一
験

カ
ニ

知
ヌ

。
弥
陀

ハ
定

デ
是

レ
報

ナ
リ

也
。
縦
使

イ

後
ニ

入
二ト

モ
涅
槃
一ニ
其

ノ
義
無
レシ
妨

ゲ
。
諸

ノ
有
智

ノ
者

ノ
応
レニ
知

ル
。

【
書
き
下
し
】
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今
、
既
に
斯
の
聖
教
を
以
て
験
ら
か
に
知
ん
ぬ
。
弥
陀
は
定
ん
で

是
れ
報
な
り
。
縦
使
、
後
に
涅
槃
に
入
る
と
も
、
其
の
義
妨
げ
無

し
。
諸
の
有
智
の
者
、
応
に
知
る
べ
し
。

【
現
代
語
訳
】

今
、
既
に
こ
の
聖
教
（『
大
品
般
若
経
』）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
分

か
る
は
ず
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
は
間
違
い
な
く
報
身
で
あ
る
。
も

し
後
に
〔
阿
弥
陀
仏
が
〕
涅
槃
に
入
る
と
し
て
も
、
そ
の
義
は
差

し
支
え
な
い
。
多
く
の
智
恵
あ
る
者
は
、
よ
く
理
解
す
る
べ
き
で

あ
る
。

　
〈
資
料
２
〉
や
〈
資
料
３
〉
の
波
線
部
に
見
て
取
れ
る
一
句
は
、

本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
八
文
字
の
文
字
列
と
完
全
に
一
致
し
て
い

る
訳
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
或
る
物
事
に
つ
い
て
言
及
し
た
後
、
そ

の
内
容
を
締
め
括
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
一
句
と
い
う
点
で
は
軌

を
一
に
し
て
い
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
法
然
は
「
廬
山
寺
本
」
撰
述
時
に
お
い
て
偏

依
善
導
一
師
を
標
榜
し
、
善
導
教
学
を
多
分
に
受
容
し
た
。
そ
の
た

め
、
そ
れ
に
伴
っ
て
善
導
の
著
作
中
に
見
ら
れ
る
た
く
み
な
表
現
や

常
套
句
も
自
身
の
内
に
取
り
入
れ
、
活
用
し
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
と
す
れ
ば
、『
観
念
法
門
』
や
『
観
経
疏
』
に
見
ら
れ
る
「
諸

の
有
智
の
者
、
応
に
知
る
べ
し
。」
と
い
う
文
章
は
、
見
せ
消
ち
さ

れ
て
い
る
八
文
字
の
言
い
回
し
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
と
判

断
さ
れ
よ
う
。

　
　
ｃ
、
適
当
な
解
釈

　

以
上
、
本
項
で
は
見
せ
消
ち
さ
れ
て
い
る
八
文
字
の
文
意
を
め
ぐ

っ
て
思
案
し
て
き
た
が
、
例
示
し
た
資
料
に
基
づ
く
限
り
、
一
つ
の

文
章
と
し
て
扱
う
〈
解
釈
２
〉
の
訓
み
方
で
見
せ
消
ち
さ
れ
て
い
る

八
文
字
を
読
解
し
た
方
が
適
当
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

お
そ
ら
く
、
法
然
は
「
廬
山
寺
本
」
の
第
五
章
段
を
「
有
智
の
賢

哲
、
之
を
思
い
、
応
に
知
る
べ
し
。」
と
締
め
括
る
こ
と
で
、
第
五

章
段
の
内
容
は
決
し
て
い
た
ず
ら
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
論
理

的
に
考
え
れ
ば
必
然
的
に
導
か
れ
る
道
理
で
あ
る
と
い
う
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
者
へ
発
信
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
、
推
敲
跡
を
通
じ
た
一
考
察

　

１
、
文
章
を
筆
記
さ
せ
た
理
由

　

前
節
ま
で
の
整
理
に
よ
っ
て
「
有
智
賢
哲
思
之
応
知
」
の
八
文
字

は
読
者
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

で
は
、
そ
も
そ
も
法
然
は
何
故
こ
の
よ
う
な
一
文
を
用
い
た
の
で
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あ
ろ
う
か
。

　

文
章
を
筆
記
さ
せ
た
理
由
と
し
て
次
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
ａ
、
大
小
義
の
根
拠

　

先
ず
、
一
点
目
は
大
小
義
が
理
論
と
し
て
の
み
成
り
立
つ
も
の
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
「
廬
山
寺
本
」
で
は
諸
行
に
対
す
る
念
仏
の
優
位
性
を
示
す
た
め

に
第
三
章
段
に
お
い
て
勝
劣
義
と
難
易
義
、
第
五
章
段
に
お
い
て
大

小
義
、
第
十
三
章
段
に
お
い
て
多
少
義
が
明
か
さ
れ
て
お
り
、
既
に

こ
れ
ら
の
相
対
義
を
め
ぐ
っ
て
は
林
田
康
順
氏
に
よ
る
緻
密
な
研
究

が
あ
る
。

　

林
田
氏
の
指
摘
に
基
づ
く
の
で
あ
れ
ば
、
大
小
義
の
成
立
は
『
逆

修
説
法
』
五
七
日
の
時
点
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

『
逆
修
説
法
』
五
七
日
か
ら
「
廬
山
寺
本
」
第
五
章
段
へ
の
変
化
と

し
て
『
往
生
礼
讃
』
の
引
用
、
並
び
に
「
聖
意
難

シレ
測（

（
（

リ
」
の
一
句

か
ら
始
ま
る
説
示
の
追
加
を
認
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
と
り
わ

け
後
者
の
変
化
に
つ
い
て
は
諸
行
の
小
利
性
、
有
上
功
徳
性
を
明
示

す
る
に
足
る
典
拠
が
手
薄
な
状
況
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
生
じ
た
展

開
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
良
さ
そ
う
で
あ
る（

（1
（

。

　

な
る
ほ
ど
、「
廬
山
寺
本
」
第
五
章
段
で
大
小
義
を
説
示
す
る
際

に
主
な
典
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
引
文
で
あ
る
『
無
量
寿
経
』
の

一
節
と
『
往
生
礼
讃
』
の
一
節
で
あ
る（

（1
（

。

　

と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
文
言
の
中
に
念
仏
が
大
利
、
無
上
功
徳
で

あ
る
点
は
示
さ
れ
て
い
て
も
、
諸
行
が
小
利
、
有
上
功
徳
で
あ
る
旨

は
決
し
て
説
か
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
換
言
す
れ
ば
諸
行
が
小
利
、

有
上
功
徳
で
あ
る
と
い
う
道
理
は
念
仏
が
大
利
、
無
上
功
徳
で
あ
る

と
い
う
文
句
を
翻
す
こ
と
で
し
か
導
出
出
来
な
い
理
論
な
の
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
、
法
然
は
大
小
義
が
論
理
的
に
し
か
説
明
出
来
な
い
事

情
を
鑑
み
、「
行
者
能

ク
思
二
量

セ
ヨ

之（
（1
（

ヲ一
」
や
「《
行
者
》
応

ニレ
知

ルレ
之（

（1
（

ヲ
」

等
の
表
現
よ
り
も
更
に
強
い
「
有
智
の
賢
哲
、
之
を
思
い
、
応
に
知

る
べ
し
。」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
当
初
は
第
五
章
段
の
末
尾
に
据
え

さ
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　

ｂ
、
九
条
兼
実
へ
の
配
慮

　

次
に
、
二
点
目
は
読
者
で
あ
る
九
条
兼
実
（
以
下
、
兼
実
）
の
理

解
を
出
来
る
だ
け
促
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

法
然
に
帰
依
し
、『
選
択
集
』
の
撰
述
を
要
請
し
た
兼
実
に
つ
い

て
、
多
賀
宗
隼
氏
は
以
下
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

兼
実
は
、
単
な
る
、
い
わ
ゆ
る
信
仰
に
満
足
せ
ず
、
か
な
り
深

い
教
理
的
理
解
に
努
力
し
て
い
る（

（1
（

。
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上
述
し
た
多
賀
氏
の
指
摘
に
従
う
と
、
兼
実
は
信
仰
と
は
別
に
教

義
の
研
究
に
熱
心
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
当
時
の
公
家
に
お
い
て

は
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
事
実
、
そ
の
様
子
は
『
玉
葉
』
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る

『
観
無
量
寿
経
』
と
『
無
量
寿
経
』
に
関
す
る
問
答
等
か
ら
窺
い
知

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る（

（1
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
記
事
が
含
ま
れ
る
『
玉
葉
』
に
基
づ

く
の
で
あ
れ
ば
、
兼
実
は
非
常
に
高
度
な
議
論
に
も
堪
え
ら
れ
る
だ

け
の
見
識
を
有
し
て
い
た
人
物
と
認
め
ら
れ
、
正
し
く
仏
教
教
理
に

精
通
し
た
賢
哲
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

だ
か
ら
こ
そ
法
然
は
、
そ
の
よ
う
な
兼
実
の
人
と
な
り
に
基
づ
い

て
「
有
智
の
賢
哲
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
、
更
に
第
五
章
段
の
内
容

に
対
す
る
兼
実
の
理
解
を
促
す
目
的
で
「
之
を
思
い
、
応
に
知
る
べ

し
」
と
語
勢
を
強
め
さ
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

２
、
文
章
を
削
除
さ
せ
た
背
景
―
第
三
章
段
の
説
示
と
人
間
観
―

　

最
終
的
に
法
然
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
理
由
か
ら
使
用
し
た
一
文

を
削
除
し
た
訳
だ
が
、
文
章
を
削
除
し
た
背
景
に
は
第
三
章
段
の
説

示
と
の
関
係
性
や
自
身
が
大
切
に
し
て
い
た
人
間
観
と
の
関
わ
り
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

第
三
章
段
所
説
の
難
易
義
の
中
に
は
、
阿
弥
陀
仏
が
一
切
衆
生
を

救
済
す
る
た
め
に
称
名
念
仏
の
一
行
の
み
を
本
願
で
定
め
た
事
実
に

つ
い
て
触
れ
る
箇
所
が
あ
る
。

若
夫

レ
以
二
造
像
起
塔

ヲ一
而
為
二タ

マ
ワ
バ

本
願
一ト
者
貧
窮
困
乏
類

ハ
定

デ

絶
二タ

ン
往
生

ノ
望
一ヲ
。
然

カ
モ

富
貴

ノ
者

ハ
少

ク
貧
賤

ノ
者

ハ
甚

ダ
多

シ
。

若
以
二
智
恵
高
才
一ヲ
而
為
二タ

マ
ワ
バ

本
願
一ト
者
愚
鈍
下
智

ノ
者

ハ
定

デ

絶
二タ

ン
往
生

ノ
望
一ヲ
。
然

ル
ニ

智
恵

ア
ル

者
ハ

少
ク

愚
痴

ノ
者

ハ
多

シ
。（
中

略
）
当
レニ
知

ル
。
以
二
上

ノ
諸
行
等
一ヲ
而
為
二タ

マ
ワ
バ

本
願
一ト
者
得
二ル
往

生
一ヲ
者

ハ
少

ク
、
不
二ル
往
生
一セ
者

ハ
多

ラ
ン

。
然

レ
バ

則
弥
陀
如
来
法
蔵

比
丘
之
昔

シ
被
レ
催
二サ
平
等

ノ
慈
悲
一ニ
。
普
為
レニ
摂
二セ

ン
ガ

於
一
切
一ヲ

不
下
以
二
造
像
起
塔
等

ノ
諸
行
一ヲ
為
中タ

マ
ワ

往
生

ノ
本
願
上ト
。
唯
以
二
称

名
念
仏

ノ
一
行
一ヲ
為
二タ

マ
エ
ル

其
ノ

本
願
一ト
也（

（1
（

。

　

こ
こ
で
注
目
に
値
す
る
の
が
上
記
の
説
示
に
含
ま
れ
る
見
せ
消
ち

さ
れ
た
一
文
と
は
相
容
れ
な
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
る
。

　

上
記
の
説
示
に
お
い
て
は
「
智
恵

ア
ル

者
ハ

少
ク

愚
痴

ノ
者

ハ
多

シ
」
と

指
摘
し
、
読
者
に
自
分
自
身
を
智
恵
あ
る
者
で
は
な
く
、
む
し
ろ
愚

痴
の
者
と
弁
え
る
べ
き
で
あ
る
と
諭
し
、
往
生
を
願
う
の
で
あ
れ
ば

本
願
称
名
念
仏
を
行
う
他
な
い
と
結
論
付
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
見
せ
消
ち
さ
れ
て
い
る
文
章
で
は
読
者
を
智
恵
あ
る
者
と
し
、

読
者
の
よ
う
に
賢
明
な
者
は
第
五
章
段
に
説
か
れ
る
内
容
を
し
っ
か
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り
と
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
、
法
然
は
こ
の
よ
う
な
矛
盾
が
気
が
か
り
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
第
五
章
段
末
尾
の
見
せ
消
ち
は
智
恵
あ
る
者
の
た
め
に
第

五
章
段
、
ひ
い
て
は
『
選
択
集
』
の
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
と
読
者

に
少
し
で
も
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
、
事
前
に
リ
ス
ク
を
排
除
す
る
目

的
で
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
こ
こ
ま
で
推
敲
跡
の
確
認
を
行
い
、
文
章
が
筆
記
さ
れ

た
理
由
や
削
除
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
こ
れ

ま
で
「
廬
山
寺
本
」
第
五
章
段
の
末
尾
に
存
在
す
る
見
せ
消
ち
に
つ

い
て
検
討
が
施
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、
本
稿
を
通
じ
て

様
々
な
見
解
を
提
示
出
来
た
と
考
え
る
。

1
兼
岩
和
広
「『
選
択
集
』
の
成
立
史
的
研
究
」（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
二

〇
〇
三
）
等
参
照
。　

2
平
成
一
一
年
版
（
四
〇
頁
）。　

3
平
成
一
一
年

版
（
四
三
頁
）。　

4
平
成
一
一
年
版
（
四
三
頁
）。　

5
基
本
的
に
常
用
漢

字
を
用
い
た
。
兼
岩
和
広
「『
選
択
集
』
の
成
立
史
的
研
究
」
付
録
資
料　
　

「
廬
山
寺
本
」
翻
刻
（
九
二
頁
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
二
〇
〇
三
）
等
参

考
。　

6
『
正
蔵
』
三
二
・
四
八
一
下
。『
国
訳
一
切
経　

印
度
撰
述
部
』
論

集
部
六
（
六
六
頁
、
一
九
三
一
／
一
九
七
八
）
等
参
考
。　

7
『
浄
全
』

四
・
二
三
四
下
。
齊
藤
隆
信
編
著
『
浄
土
宗
読
誦
聖
典
』
Ⅴ
（
一
五
九
～
一

六
〇
頁
、
四
季
社
、
二
〇
〇
二
）
等
参
考
。　

8
『
浄
全
』
二
・
一
一
下
～

一
二
上
。
高
橋
弘
次
編
著
／
粂
原
恒
久
編
『
傍
訳　

浄
土
信
仰
系
譜
体
系
』

六
・
観
経
疏
㈠
（
二
一
六
頁
、
四
季
社
、
二
〇
一
三
）
等
参
考
。　

9
平
成

一
一
年
版
（
四
一
頁
）。　

10
林
田
康
順
「
法
然
上
人
に
お
け
る
勝
劣
・
大

小
・
多
少
相
対
三
義
の
成
立
に
つ
い
て
―
「
念
仏
多
善
根
の
文
」
渡
来
の
意

義
―
」（『
宮
林
昭
彦
教
授
古
稀
記
念
論
文
集　

仏
教
思
想
の
受
容
と
展
開
』

一
、
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
四
）
等
参
照
。　

11
平
成
一
一
年
版
（
四
〇

頁
）。　

12
平
成
一
一
年
版
（
二
〇
頁
）。　

13
平
成
一
一
年
版
（
六
五
頁
）。　

14
多
賀
宗
隼
編
著
『
玉
葉
索
引
―
藤
原
兼
実
の
研
究
―
』（
五
四
八
頁
、
吉

川
弘
文
館
、
一
九
七
四
）。　

15
国
書
双
書
刊
行
会
編
『
玉
葉
』
一
（
六
〇

二
頁
、
名
著
刊
行
会
、
一
九
九
三
／
二
〇
〇
五
）。　

16
大
正
大
学
浄
土
宗

宗
典
研
究
会
編
『『
選
択
集
』
諸
本
の
研
究
〈
資
料
編
〉』
五
・
禿
庵
文
庫
本

（
一
二
頁
、
文
化
書
院
、
一
九
九
九
）。

　
　

凡
例

※
《　

》
は
挿
入
符
に
よ
る
挿
入
を
示
し
て
い
る
。

※
重
ね
書
き
は
訂
正
後
の
文
字
を
採
用
し
た
。

※
送
り
仮
名
や
句
読
点
の
表
記
を
一
部
改
め
た
。

※
『
選
択
集
』
の
訓
点
は
基
本
的
に
『
昭
法
全
』
に
従
っ
た
。

※
一
度
引
用
し
た
原
典
の
本
文
は
そ
の
後
の
出
典
註
を
割
愛
し
た
。

※
大
正
大
学
浄
土
宗
宗
典
研
究
会
編
『『
選
択
集
』
諸
本
の
研
究
〈
資
料
編
〉』

一
・
廬
山
寺
本
（
文
化
書
院
、
一
九
九
九
）
を
平
成
一
一
年
版
と
記
し
た
。
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『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
の
忌
み
日
数
に
つ
い
て
―
『
諸
社
禁
忌
』
と
比
較
し
て
―

峯　

崎　

就　

裕

一
、
は
じ
め
に

　
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
に
は
、
神
祇
信
仰
と
の
関
連
と
思
わ

れ
る
問
答
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
問
答
は
神
仏
習
合
と
い
う

法
然
上
人
（
以
下
敬
称
を
略
す
）
在
世
の
信
仰
状
況
を
反
映
し
て
い

る
。
特
に
忌
み
・
穢
れ
に
関
し
た
問
答
で
は
、
穢
れ
に
触
れ
た
場
合

に
必
要
な
忌
み
日
数
を
め
ぐ
る
問
い
掛
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。
忌
む

べ
き
日
数
に
つ
い
て
教
え
を
請
う
問
答
は
、
仏
教
に
お
け
る
問
答
と

し
て
は
稀
な
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
当
時
の
貴
族
社
会
の
信
仰
背
景
を
考

究
す
る
上
で
看
過
で
き
な
い
問
答
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
一
百
四

十
五
箇
条
問
答
』
に
内
包
さ
れ
る
貴
族
社
会
の
信
仰
の
問
題
、
特
に

忌
み
日
数
に
つ
い
て
、
法
然
と
同
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
諸
社
禁

忌
』
と
の
比
較
を
通
じ
て
考
察
を
行
う（

（
（

。

　
『
諸
社
禁
忌
』
は
、
鎌
倉
期
の
畿
内
の
神
社
二
一
社
に
わ
た
る
禁

忌
に
関
す
る
忌
み
日
数
を
示
し
た
記
録
で
あ
る（

（
（

。
こ
の
記
録
に
は
、

伊
勢
神
宮
を
は
じ
め
と
す
る
神
社
の
他
に
、
熊
野
や
金
峯
山
と
い
っ

た
神
仏
習
合
的
な
霊
場
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
信
仰
の
対
象
が
広
が

っ
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
同
記
録
は
神
社
ご
と
に
必
要

な
忌
み
日
数
が
異
な
っ
て
お
り
、
当
時
の
複
雑
な
信
仰
状
況
を
表
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、『
諸
社
禁
忌
』
と
の
対
比
は
、『
一
百
四
十
五

箇
条
問
答
』
に
説
か
れ
る
忌
み
日
数
の
理
解
の
助
け
と
な
ろ
う
。

二
、『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
に
お
け
る
忌
み
日
数

　
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
に
は
、
忌
み
日
数
に
関
す
る
問
答
と

思
わ
れ
る
も
の
が
五
つ
存
在
す
る
。
そ
の
五
つ
の
問
答
を
、
説
か
れ

て
い
る
内
容
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
①
精
進
に
関
す
る
問
答
、
②

産
穢
に
関
す
る
問
答
、
③
蒜
・
鹿（

（
（

に
関
す
る
問
答
と
な
る
。
そ
れ
ぞ

れ
分
け
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
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①
精
進
に
関
す
る
問
答

　

五
五　

一
、
神
仏
へ
ま
い
ら
ん
に
、
三
日
一
日
の
精
進
い
つ
れ
か

よ
く
候
。

答
、
信
を
本
に
す
。
い
く
か
と
本
説
な
し
。
三
日
こ
そ
よ

く
候
ハ
め
。

一
三
五　

一
、
物
へ
ま
い
り
候
精
進
、
三
日
と
い
ふ
日
ま
い
り
候
へ

き
か
。
四
日
の
つ
と
め
て
か
。

答
、
三
日
の
つ
と
め
て
ま
い
る
。

　

神
仏
へ
参
詣
す
る
た
め
に
身
を
清
め
、
不
浄
を
避
け
潔
斎
す
る
精

進
の
日
数
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
視
す
べ
き
は
、
質

問
者
側
の
精
進
の
日
数
が
、
一
日
、
三
日
、
四
日
と
定
ま
っ
て
い
な

い
点
で
あ
る
。
一
方
で
、
法
然
の
回
答
は
「
三
日
」
と
答
え
て
い
る
。

②
産
穢
に
関
す
る
問
答

　

七
九　

一
、
子
う
み
て
仏
神
へ
ま
い
る
事
、
百
日
ハ
ゝ
か
り
と
申

候
ハ
ま
事
に
て
候
か
。

答
、
そ
れ
も
仏
法
に
い
ま
す
。

一
二
五　

一
、
産
の
い
ミ
い
く
か
に
て
候
そ
。
又
い
ミ
も
い
く
か
に

て
候
そ
。

答
、
仏
教
に
ハ
い
ミ
と
い
ふ
事
候
は
す
。
世
間
に
ハ
産
は

七
日
、
又
三
十
日
と
申
け
に
候
。
い
み
も
五
十
日
と
申
す
。

御
心
に
候
。

　

子
供
を
産
ん
だ
際
に
被
る
穢
れ
で
あ
る
産
穢
に
つ
い
て
尋
ね
て
い

る
。
産
穢
に
つ
い
て
は
、「
百
日
ハ
ゝ
か
り
と
申
候
ハ
ま
事
に
て
候

か
」
と
、
質
問
者
が
聞
い
た
と
思
わ
れ
る
日
数
に
つ
い
て
真
偽
を
問

う
て
い
た
り
、
法
然
が
「
世
間
に
ハ
産
は
七
日
、
又
三
十
日
と
申
け

に
候
。
い
み
も
五
十
日
と
申
す
。」
と
答
え
て
い
る
よ
う
に
、
実
際

に
忌
む
べ
き
日
数
が
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

③
蒜
・
鹿
に
関
す
る
問
答

　

七
七　

一
、
ひ
る
、
し
ヽ
ハ
い
つ
れ
も
七
日
に
て
候
か
。
又
し
ヽ

の
ほ
ひ
た
る
ハ
い
み
ふ
か
し
と
申
し
候
ハ
い
か
に
。

答
、
ひ
る
も
香
う
せ
な
ハ
は
ヽ
か
り
な
し
。
し
ヽ
の
ひ
た

る
に
よ
り
て
い
ミ
ふ
か
し
と
い
ふ
事
ハ
ひ
か
事
。

　

蒜
や
鹿
食
の
忌
み
が
あ
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
て
い
る
。
こ
の
問
答

か
ら
は
、
蒜
や
鹿
食
の
忌
み
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
干
し
た
も
の
の
忌
み
が
よ
り
深
く
な
る
の
か
ど
う
か
と
い
う

意
識
が
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
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三
、『
諸
社
禁
忌
』
と
の
忌
み
日
数
の
比
較

　

本
項
で
は
、『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
に
記
さ
れ
る
忌
み
日
数

と
、
法
然
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
諸
社
禁

忌
』
の
規
定
と
の
比
較
を
行
う
。
そ
こ
で
『
一
百
四
十
五
箇
条
問

答
』
と
『
諸
社
禁
忌
』
に
記
さ
れ
て
い
る
忌
み
日
数
を
比
較
し
た
表

を
作
成
し
た
。

『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
に
お
け
る
忌
み
日
数
に
言
及
す
る
問
答

①
精
進
日
数

②
産
穢

③
鹿
食

③
蒜

神
仏
へ

ま
い
ら

ん
に
三

日
一
日

の
精
進

物
へ
ま
い

り
候
精
進

三
日
…
四

日
の
つ
と

め
て
か

子
う
み
て
仏
神

へ
ま
い
る
こ
と 

百
日
は
ば
か
り

世
間
に
ハ
産
は

七
日
又
三
十
日

…
い
み
も
五
十

日

ひ
る
し
し
く
い
ハ
い
つ
れ
も
七
日

『諸社禁忌』収載社寺一覧
伊勢太神宮

前
三
斎
如
常
、
参

詣
翌
日
猶
精
進
、

遠
忌
幷
灸
治
輩
当

日
忌
之

式
文
七
ヶ
日
、
近
代
卅
ヶ
日
、

産
婦
卅
ヶ
日
以
後
、
若
血
気
不

失
物
猶
憚
之

式
文
三
ヶ
日
忌
之
、
神
祇

官
七
ヶ
日
忌
之
、
不
住
反

其
所
、
或
三
七
日
不
同

火
、
或
卅
日
忌
之

蒜
薤
葱
　
不
忌
之
、
但
参
宮

日
禁
魚
食
、
慎
其
香
故
也
、

然
者
可
准
之
歟

石清水
三
日

卅
ヶ
日

付
同
火
、
百
日

付
同
火
、
生
卅
日
、
干
七
十

日

賀茂
三
ヶ
日

七
ヶ
日

卅
ヶ
日
、
同
火
七
ヶ
日

不
忌
之

松尾
三
ヶ
日

卅
ヶ
日

卅
ヶ
日
、
同
火
七
ヶ
日

不
忌
之

平野
三
ヶ
日

卅
ヶ
日
、
但
就
公
事
、
七
ヶ
日

以
後
憚
之

卅
ヶ
日
、
同
火
七
ヶ
日

不
忌
之

稲荷
三
ヶ
日

卅
ヶ
日

七
ヶ
日
、
同
火
、
食
間

七
十
日
、
止
後
七
ヶ
日

付
同
火
、
七
ヶ
日
、
生
卅
ヶ

日
、
干
七
十
日

春日
三
ヶ
日

卅
ヶ
日

七
ヶ
日
、
同
火

付
同
火
、
生
、
干
七
ヶ
日

大原野
三
ヶ
日

卅
ヶ
日

百
ヶ
日
、
同
火

付
同
火
、
生
卅
ヶ
日
、
干

七
十
日

住吉
三
ヶ
日

卅
ヶ
日

付
同
火
、
百
日

付
同
火
、
生
卅
ヶ
日
、
干

七
十
日

日吉
三
ヶ
日

七
十
日
、
故
成
仲
注
文
云
、

八
十
日

付
同
火
、
七
ヶ
日

付
同
火
、
生
・
干
七
十
日
、

【
故
成
仲
注
文
十
ヶ
日
】

梅宮
三
ヶ
日

卅
ヶ
日

付
同
火
、
百
日

付
同
火
、
生
卅
ヶ
日
、
干

七
十
日

吉田
記
載
な
し

卅
ヶ
日
、
但
七
ヶ
日
以
後
、
往

反
人
参
社
当
日
外
不
忌

七
ヶ
日
以
後
不
忌
往
反

人
、
同
火
者
卅
日
不
参
社
蒜
薤
葱
　
不
忌
之

広田
三
ヶ
日

七
ヶ
日
、
産
婦
百
日

百
日
、
同
火
七
ヶ
日

付
同
火
、
生
、
干
〈
百
日
〉

同濱南宮
三
ヶ
日

七
ヶ
日
、
産
婦
百
日

百
日
、
同
火
七
ヶ
日

付
同
火
、
生
、
干
〈
百
日
〉

祇園
三
ヶ
日

卅
ヶ
日

百
日
、
同
火
七
ヶ
日
〈
晴

円
云
、
三
七
日
〉

付
同
火
、【
晴
円
云
、
七
ヶ

日
、
三
ヶ
日
】
生
〈
五
十

日
〉、
干
〈
九
十
日
、
晴
円

云
、
七
十
日
〉

北野
三
ヶ
日

卅
ヶ
日

付
同
火
、
七
ヶ
日

付
同
火
、
不
憚
、
生
卅
ヶ

日
、
干
同
、【
覚
禅
注
之
】

貴布禰
三
ヶ
日

卅
ヶ
日
、
如
法
家
者
七
ヶ
日
歟

付
同
火
、
七
日
、
卅
日
、

但
依
法
意
、
七
日
以
後
有

参
詣
人

蒜
薤
葱
　
不
忌
之

日前
七
ヶ
日

卅
ヶ
日

卅
ヶ
日
、
同
火
七
ヶ
日

付
同
火
、【
生
不
忌
】、
生
七

日
、
干

天野
三
ヶ
日

卅
ヶ
日

付
同
火
、
二
七
ヶ
日
、

〈
猪
一
ヶ
日
〉

付
同
火
、
生
七
日
、
干
卅
日

熊野
記
載
な
し

三
十
三
ヶ
日

記
載
な
し

記
載
な
し

金峯山
記
載
な
し

記
載
な
し

記
載
な
し

記
載
な
し

①
精
進
に
関
す
る
問
答

　

ま
ず
、
精
進
の
日
数
は
、『
諸
社
禁
忌
』
を
見
る
と
大
多
数
の
神

社
が
三
日
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
伊
勢
太
神
宮
の
項
目
を
見

る
と
、
他
社
に
比
べ
て
や
や
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
伊
勢
太
神
宮

の
項
目
に
は
、「
前
三
斎
如
レ
常
、
参
詣
翌
日
猶
二
精
進
一、」
と
記
さ

れ
て
い
る
。「
斎
」
と
は
、「
精
進
」
と
ほ
ぼ
同
義
語
で
あ
り
、『
神

祇
令
』
お
い
て
精
進
は
「
斎
」
と
さ
れ
る
も
の
に
相
当
し
て
い
る
。

斎
に
は
、
祭
に
集
中
す
る
致
斎
と
そ
の
前
後
の
散
斎
が
あ
り
、
三
日
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と
い
う
の
は
祭
の
前
後
三
日
間
を
意
味
し
た（

（
（

。

　
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
で
は
、「
三
日
一
日
の
精
進
」
や
「
四

日
の
つ
と
め
て
か
」
と
あ
り
、
伊
勢
太
神
宮
の
「
前
三
斎
＋
参
詣
翌

日
猶
二
精
進
一、」
の
こ
と
と
捉
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
し
か
し
い
ず

れ
に
せ
よ
、
日
前
を
除
く
神
社
が
三
日
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る

こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
当
時
の
精
進
の
日
数
は
、
三
日
が
通
念
で
あ

っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
法
然
の
「
三
日
こ
そ
よ
く
候
ハ
め
」

「
三
日
の
つ
と
め
て
ま
い
る
」
は
、
精
進
＝
三
日
と
い
う
こ
と
を
踏

ま
え
て
の
回
答
と
言
え
る
。

②
産
穢
に
関
す
る
問
答

　

次
に
産
穢
は
、『
諸
社
禁
忌
』
に
お
い
て
、
数
あ
る
禁
忌
の
項
目

の
中
で
も
筆
頭
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
産
穢
が
最
初
に
項

目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
三
橋
氏
は
、
産
穢
の
基
準

が
曖
昧
に
な
り
、
特
に
日
数
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い

る
（
（
（

。『
諸
社
禁
忌
』
に
お
け
る
産
穢
の
忌
み
日
数
を
概
観
す
る
と
、

大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
伊
勢
太
神
宮
の
項
目
に
、

「
式
文
七
日
、
近
代
卅
日
」
と
あ
り
、
従
来
の
規
定
と
『
諸
社
禁
忌
』

当
時
の
認
識
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
そ
う
し
た
認
識
の

ず
れ
は
、『
玉
葉
』
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。『
玉
葉
』
承
安
二
年

（
一
一
七
二
）
七
月
七
日
の
記
事
に
は
、

法
皇
忌
二
産
穢
卅
日
一
給
之
故
也
、
白
河
、
鳥
羽
両
院
共
、
雖
レ

被
レ
奉
レ
崇
二
熊
野
、
叡
山
等
一、
除
二
御
参
詣
之
時
外
一、
未
レ
忌
二

給
産
穢
卅
日
一
也
、
而
至
二
干
此
御
時
一
者
、
傍
祐
両
所
之
霊
社

故
、
有
二
数
日
之
忌
禁
一
歟
、
謂
三
其
帰
敬
巳
越
二
先
代
一
者
也
、

抑
依
二
式
文
有
一レ
限
、
於
二
内
裏
一
者
、
不
レ
被
レ
忌
二
七
ヶ
日
以

後
一、
然
而
至
下
于
参
二
禁
中
一
之
人
上
、
不
レ
被
レ
憚
二
院
参
一、
只

直
向
二
産
所
一
之
人
、
不
レ
参
二
院
中
一
也
、
是
依
下
御
信
心
之
余
、

雖
レ
有
二
卅
ヶ
日
之
忌
一、
更
非
二
式
条
之
所
一レ
載
、
又
非
中
法
令

之
所
上レ

指
、
仍
被
レ
略
二
丙
穢
一
云
々
、
是
又
頗
権
議
歟
、
近
世

事
不
レ
存
二
首
尾（

（
（

一、

と
あ
り
、
式
の
規
定
上
に
忌
む
風
習
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

伊
勢
太
神
宮
や
『
玉
葉
』
の
記
述
の
よ
う
に
、
産
穢
を
規
定
以
上

に
忌
む
風
習
が
影
響
し
て
か
、
産
穢
を
三
〇
日
と
規
定
し
て
い
る
神

社
が
多
い
。
一
方
で
、
賀
茂
・
日
吉
・
広
田
・
熊
野
は
異
な
る
忌
み

日
数
を
提
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
院
政
期
に
お
け
る
産
穢
の
基
準

が
非
常
に
不
明
瞭
に
な
っ
て
お
り
、
判
断
の
主
体
が
「
式
」
と
い
う

国
家
の
規
定
で
は
な
く
、
各
神
社
に
よ
っ
て
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
伺
え
る
。

　
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
の
「
子
う
み
て
仏
神
へ
ま
い
る
事
、
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百
日
ハ
ゝ
か
り
」
と
い
う
質
問
や
、「
世
間
に
ハ
産
は
七
日
、
又
三

十
日
と
申
け
に
候
。
い
み
も
五
十
日
と
申
す
。」
と
い
う
法
然
の
回

答
は
『
諸
社
禁
忌
』
に
見
ら
れ
る
問
題
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
言
え

る
。
特
に
、『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
の
穢
れ
に
関
す
る
問
答
で
、

「
産
穢
」
に
だ
け
日
数
に
関
す
る
問
答
が
あ
る
こ
と
は
、
産
穢
の
日

数
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
諸
社
禁
忌
』
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
各
神
社
の
社
司
以

外
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
巫
女
や
僧
侶
の
注
進

を
重
視
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
三
橋
氏
は

「
神
祇
信
仰
の
指
針
を
示
す
主
体
が
、
国
家
（
神
祇
官
）
よ
り
神
社

（
社
司
）、
さ
ら
に
巷
間
の
僧
侶
や
巫
覡
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
る（

（
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
一
百
四
十
五
箇

条
問
答
』
で
、
法
然
に
産
穢
の
忌
み
日
数
を
質
問
す
る
背
景
に
は
、

僧
侶
に
も
神
祇
信
仰
に
つ
い
て
判
断
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
切
迫
し

た
信
仰
状
況
が
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

③
蒜
・
鹿
に
関
す
る
問
答

　

最
後
に
蒜
・
鹿
食
は
、
産
穢
以
上
に
規
定
が
曖
昧
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
蒜
・
鹿
食
の
場
合
、
自
分
以
外
も
食
べ
た
か
ど
う
か
が
問

題
と
な
る
。
そ
の
た
め
、『
諸
社
禁
忌
』
で
は
、「
同
火
」
と
表
記
さ

れ
る
。「
同
火
」
は
「
付
同
火
」
す
な
わ
ち
同
居
し
て
い
る
人
が
食

べ
る
と
い
う
こ
と
で
、
自
ら
食
べ
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
「
付
（
つ
け

た
り
）」
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、「
同
火
」
は
同
居
人

が
食
べ
た
場
合
、「
付
同
火
」
は
自
分
と
同
居
人
が
食
べ
た
場
合
と

す
る（

（
（

。

　

ま
ず
鹿
食
に
関
し
て
、
伊
勢
太
神
宮
の
「
式
文
三
ヶ
日
忌
レ
之
、」

の
式
文
と
は
、『
延
喜
式
』
の
「
六
畜
死
五
日
。
産
三
日
。｛
鶏
非
忌

限
。｝
其
喫
宍
三
日
。」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
鹿
食
の

伊
勢
太
神
宮
の
項
目
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
規
定
は
定
ま
っ

て
い
な
い
様
子
が
見
て
と
れ
る
。
つ
ま
り
、
鹿
食
が
問
題
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
院
政
期
か
ら
で
あ
り
、『
諸
社
禁
忌
』
で
見
ら

れ
る
忌
み
日
数
の
規
定
の
相
違
が
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
ろ
う
。『
一

百
四
十
五
箇
条
問
答
』
問
答
で
は
、
鹿
食
の
忌
み
日
数
に
つ
い
て
七

日
で
あ
る
か
と
質
問
し
て
お
り
、
質
問
者
に
と
っ
て
鹿
食
の
日
数
は

七
日
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
伺
え
る（

（
（

。

　
『
諸
社
禁
忌
』
に
お
け
る
鹿
食
の
忌
み
が
七
日
で
あ
る
神
社
を
見

る
と
、
春
日
・
日
吉
・
北
野
が
あ
げ
ら
れ
る（

（1
（

。
他
の
神
社
に
関
し
て

は
、
自
ら
が
食
べ
た
場
合
と
、
そ
う
で
な
い
場
合
の
日
数
は
分
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
、
や
は
り
鹿
食
が
新
た
な
問
題
と

し
て
浮
上
し
、
産
穢
の
時
と
同
様
、
判
断
の
主
体
が
国
家
か
ら
神
社



─ 218 ─

へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
状
況
が
影
響
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

次
に
蒜
に
つ
い
て
は
、
神
社
ご
と
に
対
応
が
分
か
れ
て
い
る
。
伊

勢
太
神
宮
の
よ
う
に
、
忌
ま
な
い
神
社
も
あ
れ
ば
、
広
田
の
よ
う
に

百
日
と
い
う
長
い
期
間
忌
む
神
社
も
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、

先
ほ
ど
の
鹿
食
同
様
、
蒜
や
葱
と
い
っ
た
も
の
も
院
政
期
か
ら
問
題

視
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
た
め
、
伊
勢
太
神
宮
で
は
、「
蒜
葱

薤　

不
レ
忌
レ
之
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。『
一
百
四
十
五
箇

条
問
答
』
で
は
、「
ひ
る
も
香
う
せ
な
ハ
は
ヽ
か
り
な
し
」
と
あ
る

よ
う
に
、
臭
い
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
伊
勢
太
神
宮
に
も
、「
但

参
宮
日
禁
二
魚
食
一、
慎
二
其
香
一
故
也
、
然
者
可
レ
准
レ
之
歟
」
と
あ
り
、

宮
中
に
参
る
日
に
魚
食
を
禁
ず
る
こ
と
は
臭
い
を
慎
む
た
め
で
あ
り
、

そ
れ
に
準
ず
る
べ
き
か
ど
う
か
と
判
断
を
逡
巡
し
て
い
る
記
載
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
院
政
期
に
な
っ
て
か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

四
、『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
に
見
ら
れ
る
貴
族
社
会

の
信
仰
事
情

　

こ
こ
で
、『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
の
説
示
内
容
を
『
諸
社
禁

忌
』
に
お
け
る
各
神
社
の
忌
み
日
数
の
規
定
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る

と
、
概
ね
一
致
し
て
い
る
。
特
に
、
蒜
・
鹿
食
に
関
す
る
問
答
は
春

日
だ
け
一
致
し
て
い
る
。
鹿
食
に
項
目
で
は
、
日
吉
・
北
野
と
も
一

致
し
て
い
る
が
、
同
問
答
の
質
問
は
蒜
と
鹿
を
あ
わ
せ
た
質
問
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
春
日
に
関
し
て
の
質
問
と
も
見
て
取
れ
る
。

　

法
然
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
九
条
兼
実
は
、
藤
原
氏
の
氏
神
を
祭
る

春
日
を
篤
く
信
奉
し
、
何
度
も
参
詣
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ

の
質
問
者
は
、
九
条
家
に
出
入
り
す
る
人
物
で
あ
り
、
春
日
に
参
詣

す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
質
問
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、

質
問
者
に
お
け
る
穢
れ
の
判
断
基
準
は
春
日
社
に
依
拠
す
る
も
の
で

あ
り
、
他
社
の
基
準
に
つ
い
て
法
然
に
訪
ね
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
の
問
答
を
見
る
限
り
、

神
社
へ
参
詣
す
る
と
い
う
神
祇
信
仰
が
拡
大
し
た
影
響
が
同
問
答
に

見
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

国
家
の
祭
祀
の
規
定
で
あ
っ
た
穢
規
定
も
、
神
社
へ
の
参
詣
が
、

国
家
的
か
ら
次
第
に
個
人
的
な
祭
祀
へ
と
変
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
対
応
も
各
神
社
（
社
司
）
が
行
う
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ

た
。
つ
ま
り
、
古
代
よ
り
神
祇
信
仰
を
形
作
っ
て
き
た
の
は
朝
廷
・

貴
族
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
祭
祀
に
参
加
す
る
と
い
う
形
態
か
ら
、
神

社
へ
参
詣
す
る
と
い
う
形
態
へ
の
信
仰
の
変
化
に
自
分
た
ち
が
対
応

で
き
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

特
定
の
人
々
し
か
参
加
し
え
な
か
っ
た
祭
祀
か
ら
、
そ
こ
に
行
け
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ば
良
い
と
い
う
神
社
へ
参
詣
す
る
型
の
信
仰
の
確
立
は
、
神
祇
信
仰

の
す
そ
野
の
拡
大
と
共
に
、
穢
れ
の
拡
大
を
招
い
た
と
い
え
よ
う
。

法
然
に
対
す
る
忌
み
日
数
や
穢
れ
に
関
す
る
質
問
は
、
院
政
期
に
お

け
る
神
祇
信
仰
の
主
体
の
変
化
が
も
た
ら
し
た
産
物
な
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
神
祇
信
仰
が
拡
大
す
る
中
に
お
い
て
も
、
法
然
の
説
示

と
い
う
の
は
一
貫
し
て
、
仏
教
と
神
祇
は
分
け
て
い
る
。
質
問
者
の

意
識
は
、〈
五
五
〉
や
〈
七
九
〉
に
「
神
仏
」
や
「
仏
神
」
と
あ
る

よ
う
に
、
同
列
的
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
法
然

は
、
仏
神
に
忌
み
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
際
も
、

「
仏
教
に
ハ
い
ミ
と
い
ふ
事
候
は
す
。」
と
い
う
回
答
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
他
の
問
答
〈
七
八
〉
で
も
、「
神
や
は
ヽ
か
る
ら
ん
、
仏
法

に
ハ
忌
ま
す
。」
と
答
え
て
い
る
よ
う
に
、
神
祇
で
は
忌
み
が
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
仏
教
に
は
忌
み
が
な
い
と
断
定
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
回
答
は
、
仏
教
を
信
奉
す
る
こ
と
は
何
に
も
障
る
も

の
で
は
な
い
と
い
う
、
法
然
の
仏
教
信
仰
の
発
露
な
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
に
説
か
れ
て
い
る
忌
み

の
日
数
の
問
答
に
つ
い
て
、
そ
の
説
か
れ
て
い
る
内
容
が
、
当
時
の

社
会
の
信
仰
状
況
と
ど
の
よ
う
に
繋
が
っ
て
い
る
の
か
を
、『
諸
社

禁
忌
』
と
い
う
法
然
と
同
時
代
の
書
物
を
用
い
て
考
察
し
た
。

　

本
稿
で
扱
っ
た
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
に
お
け
る
忌
み
日
数

の
問
答
は
、
何
れ
も
神
祇
信
仰
に
関
す
る
問
答
で
あ
る
が
、
産
穢
に

し
て
も
、
蒜
・
鹿
食
に
し
て
も
、
特
に
院
政
期
に
な
り
表
面
化
し
た

問
題
に
関
し
て
で
あ
る
。『
諸
社
禁
忌
』
に
示
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、

『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
の
説
示
と
相
関
性
が
高
く
、
そ
の
問
答

の
時
代
背
景
を
解
き
明
か
す
大
き
な
手
助
け
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
蒜
・
鹿
食
の
項
目
か
ら
、『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
の

質
問
者
に
春
日
へ
の
参
詣
者
が
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性

を
提
示
し
た
が
、
貞
慶
に
し
て
も
、
明
恵
に
し
て
も
、
法
然
の
身
辺

に
は
春
日
信
仰
を
持
っ
て
い
た
人
物
が
見
受
け
ら
れ
、
一
考
す
る
余

地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
は
、
民

俗
信
仰
と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
神
祇
信
仰
と
い
う
貴
族
社
会
の

信
仰
に
即
し
た
面
か
ら
、
更
な
る
研
究
を
加
え
て
い
く
べ
き
な
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　　
1　
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
と
『
諸
社
禁
忌
』
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
唯
真

氏
（
伊
藤
唯
真
『
伊
藤
唯
真
著
作
集
』
四
、
法
蔵
館
、
一
九
九
六
）
が
わ
ず

か
に
言
及
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

2　
『
諸
社
禁
忌
』
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
は
、
三
橋
正
『
諸
社
禁
忌
』
に
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つ
い
て
―
古
代
か
ら
中
世
へ
の
転
換
期
に
お
け
る
穢
の
諸
相
―
（
三
橋
正

『
日
本
古
代
神
祇
制
度
の
形
成
と
展
開
』、
法
蔵
館
、
二
〇
一
〇
）
が
あ
る
。

本
稿
に
お
け
る
『
諸
社
禁
忌
』
の
理
解
は
、
三
橋
氏
に
拠
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

3　
〈
七
七
〉
に
あ
る
「
し
ヽ
」
は
、
肉
の
こ
と
を
指
し
、
そ
の
漢
字
は
「
宍
」、

あ
る
い
は
「
鹿
」
と
表
記
す
る
。
本
発
表
で
は
、『
諸
社
禁
忌
』
の
表
記
に

合
わ
せ
て
「
鹿
」
で
表
記
す
る
。

4　

三
橋
氏
は
、「
前
三
斎
」
が
「
前
散
斎
」
の
誤
記
か
ど
う
か
は
議
論
が
分

か
れ
る
所
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
「
前
三
斎
」（
＝
前
に
三
日
の
斎
）
で

解
釈
す
る
。

5　

前
掲
注
二
、
五
三
五
頁

6　

国
書
双
書
刊
行
会
編
『
玉
葉
』
二
、
名
著
刊
行
会
、
一
九
九
三
、
二
一
四

頁
7　

前
掲
注
二
、
五
四
九
頁

8　

前
掲
注
二
、
五
三
一
頁

9　

ま
た
干
し
た
場
合
は
さ
ら
に
忌
み
が
深
い
の
か
を
も
併
せ
て
質
問
し
て
い

る
が
、『
諸
社
禁
忌
』
に
は
そ
う
し
た
記
載
は
蒜
の
項
目
に
し
か
な
く
、
法

然
も
「
ひ
が
事
」
と
退
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蒜
の
場
合
と
混
同
し
て
質
問

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

10　

こ
の
場
合
に
お
い
て
、『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
で
質
問
さ
れ
て
い
る

問
答
は
、
自
ら
が
食
べ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
質
問
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

「
同
火
」
は
当
た
ら
な
い
と
し
た
。

凡
例

一
、『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
の
問
答
は
、『
聖
典
』
四
、
一
六
七
～
一
九
四

頁
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
繰
り
返
し
を
避
け
る
た
め
本
文
で
は
省

略
し
た
。

一
、『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
の
表
示
は
、
上
記
に
問
答
数
を
記
載
し
、
下

に
問
答
を
記
し
た
。
本
文
で
は
問
答
数
に
〈　
　

〉
を
施
し
た
。

例
、
左
記
は
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
第
五
五
問
答
を
意
味
す
る
。

　

①　

五
五　

一
、
神
仏
へ
ま
い
ら
ん
に
、
三
日
一
日
の
精
進
い
つ
れ
か
よ
く

候
。

答
、
信
を
本
に
す
。
い
く
か
と
本
説
な
し
。
三
日
こ
そ
よ
く
候

ハ
め
。

　

②
・
・
・〈
五
五
〉
で
は
・
・
・



─ 221 ─

凡
入
報
土
と
凡
夫
変
現
浄
土
三
界
不
摂
と
の
関
係

　
─
善
導
と
懷
感
と
の
対
比
─

村　

上　

真　

瑞

　
『
觀（

（
（

無
量
壽
經
疏
』「
玄
義
分
」
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
仏
土

は
報
身
報
土
で
あ
る
上
に
「
下
は
十
遍
の
念
仏
を
称
え
る
も
の
（
下

品
の
凡
夫
）
に
至
る
ま
で
」
本
願
力
に
よ
っ
て
そ
の
報
土
に
救
わ
れ

る
こ
と
を
強
く
打
ち
出
し
た
上
で
、「
今
既
成
佛
」
す
で
に
四
十
八

願
を
完
成
し
、
一
仏
身
と
し
て
現
実
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
「
即
是
酬
因
之
身
也
」
と
し
て
、「
因
位

の
修
行
が
酬
わ
れ
た
身
」
つ
ま
り
、
報
わ
れ
た
身
す
な
わ
ち
報
身
で

あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
觀
無
量
壽
經
』
上
品
三
生
に
説

示
さ
れ
る
「
阿
彌
陀
佛
及
與
化
佛
來
迎
此
人
」
を
典
拠
と
し
て
、
報

身
は
化
身
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
で
は
、『
釋（

（
（

淨
土
群

疑
論
』
に
お
い
て
は
、
い
か
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

阿
弥
陀
佛
の
並
び
な
く
す
ぐ
れ
た
本
願
の
増
上
縁
力
を
用
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
地
前
の
諸
の
行
が
完
成
さ
れ
て
い
な
い
菩
薩
等
を

し
て
、
そ
の
識
心
が
劣
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
如
来
の
本

願
の
す
ぐ
れ
た
力
に
、
す
べ
て
を
ま
か
せ
て
し
ま
え
ば
、
地
上
の
菩

薩
所
変
の
浄
土
と
同
一
の
、
は
か
り
知
れ
ぬ
ほ
ど
深
く
て
み
ご
と
な
、

そ
し
て
広
く
て
大
き
い
清
浄
荘
厳
を
得
さ
し
め
ら
れ
、
他
受
用
土
に

生
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
他
受
用
土
説
を
力
説
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
次
に
懷
感
は
、『
佛
地
經
論
』
の
説
を
引
い
て
、
阿
弥
陀

佛
の
本
願
力
に
よ
る
浄
土
と
『
佛
地
經
論
』
に
説
か
れ
る
浄
土
と
を

比
較
し
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
釋（

（
（

淨
土
群
疑
論
』
巻
第

一
に
よ
る
と
、
先
の
佛
身
佛
土
論
に
お
い
て
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
の

典
拠
と
し
て
引
い
た
と
こ
ろ
の
『
佛
地
經
論
』
等
の
、
初
地
以
上
は

他
受
用
の
土
に
生
じ
、
地
前
の
菩
薩
は
変
化
土
に
生
ず
る
と
い
う
説

を
引
い
て
、
そ
れ
ら
の
説
は
、
自
力
に
よ
っ
て
地
前
地
上
の
二
土
に

居
す
る
者
を
分
判
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
力
で
あ
る
、
阿
弥
陀
佛
の

本
願
の
す
ぐ
れ
た
増
上
縁
に
よ
っ
て
説
い
た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、

阿
弥
陀
佛
の
本
願
に
よ
る
佛
土
と
区
別
し
て
い
る
。
阿
弥
陀
佛
の
本
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願
力
に
よ
る
な
ら
ば
、『
佛
地
經
論
』
等
で
は
他
受
用
身
に
は
往
生

で
き
な
い
と
さ
れ
る
凡
夫
も
ま
た
、
他
受
用
土
に
生
ず
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
本
願
他
力
の
強
調
と
、
他
受
用
土
の
強
調
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
つ
ぎ
に
、『
釋（

（
（

淨
土
群
疑
論
』
巻
第
一
に
よ
る

と
、「
浄
土
は
最
極
自
在
の
浄
識
を
相
と
な
す
。」
と
説
い
て
い
て
、

そ
こ
に
い
る
声
聞
等
も
ま
た
菩
薩
と
同
じ
法
を
聞
き
、
同
じ
浄
土
を

見
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
如
来
の
不
思
議
力
の
な
せ
る
わ
ざ
で
あ

る
、
つ
ま
り
声
聞
は
、
如
来
の
不
思
議
力
に
よ
っ
て
、
他
受
用
身
を

み
せ
し
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
如
来
の
不
可
思
議
な
る
本
願

力
に
よ
っ
て
、
他
受
用
土
に
生
じ
て
も
な
ん
ら
矛
盾
は
な
い
と
し
て
、

こ
こ
に
お
い
て
も
不
可
思
議
な
る
本
願
力
に
よ
れ
ば
他
受
用
土
に
生

ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
懷

感
は
、『
佛
地
經
論
』
を
引
き
な
が
ら
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
他
力

の
浄
土
と
、
自
力
で
得
る
浄
土
と
を
比
較
し
、
か
つ
そ
こ
に
お
い
て
、

如
来
の
不
可
思
議
な
る
本
願
力
に
よ
れ
ば
、
必
ず
如
来
の
他
受
用
土

に
凡
夫
で
あ
っ
て
も
往
生
で
き
る
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
全
体
的
に
考
察
す
る
な
ら
ば
、
懷
感
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
身
土
が

他
受
用
身
、
他
受
用
土
で
あ
る
と
い
う
説
に
重
点
を
置
い
て
い
る
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
の
傍
証
と
し
て
浄
土
の
三
界
摂
不
摂
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
み

よ
う
。
こ
の
問
題
は
、
無
漏
な
る
如
来
の
浄
土
へ
有
漏
な
る
凡
夫
が

往
生
す
る
と
い
う
相
互
に
矛
盾
し
た
者
が
同
一
の
場
所
に
住
す
る
こ

と
か
ら
発
起
す
る
。
第
二
の
立
場
で
あ
る
、
凡
夫
の
心
変
現
の
浄
土

で
あ
っ
て
も
三
界
不
摂
で
あ
る
と
す
る
説
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

『
釋（

（
（

淨
土
群
疑
論
』
巻
第
一
に
よ
る
と
、
凡
夫
の
心
変
現
の
土
は
、

有
漏
識
所
変
の
浄
土
で
あ
る
が
三
界
不
摂
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
を

証
明
す
る
た
め
に
懷
感
は
「
悪
趣
」
の
名
に
注
目
し
て
、
以
下
の
経

証
を
引
く
。
先
ず
『
無
量
壽
經
』
巻
下
に
お
い
て
「
横○

ニ
截
二ヘ
五
藪

趣
一ヲ
自
然

ニ
閉○

ズ
」『
大
正
蔵
経
』
一
二
巻
二
七
四
頁
ｂ
と
説
く
よ
う

に
、
有
漏
の
凡
夫
が
西
方
往
生
す
る
の
は
滅
道
の
二
締
に
か
か
わ
る

こ
と
で
あ
っ
て
、
決
し
て
苦
集
二
締
に
結
び
つ
か
な
い
。
こ
の
こ
と

を
ふ
ま
え
て
依
託
し
て
い
る
無
漏
土
に
具
わ
る
力
用
を
強
調
し
て
、

三
界
不
摂
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
言
う
横○

、
閉○

と
は
、
断
惑
証
理
と
い
う
竪
、
断
の
道
理
に
よ
ら
ず
に
、
浄
土
自
身

に
具
わ
る
阿
弥
陀
佛
の
本
願
他
力
の
力
用
を
ふ
ま
え
て
証
明
し
よ
う

と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
同
じ
立
場
か
ら
『
阿
彌
陀
經
』
に
お
い

て
阿
弥
陀
佛
の
国
土
に
は
三
悪
趣
が
な
い
と
説
く
こ
と
を
引
く
。
そ

の
あ
と
、
前
述
の
第
一
の
立
場
で
あ
る
三
界
摂
の
見
解
を
証
明
し
た

理
由
を
す
べ
て
く
つ
が
え
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
一
の
立
場
で
は
、

『
無
量
壽
經
』
を
引
い
て
、
阿
弥
陀
佛
の
国
土
に
四
天
王
や
窘
利
天
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が
あ
る
と
説
い
て
い
る
（
巻
上
）
の
は
、
欲
界
が
あ
る
こ
と
を
現
わ

し
、
又
地
よ
り
已
上
浄
居
天
に
至
る
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
荘
厳
の
事
を

見
る
と
説
い
て
い
る
（
巻
下
）
の
は
、
欲
色
二
界
が
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
は
、
同
じ
『
無（

（
（

量
壽
經
』
巻
上
に
よ

っ
て
こ
の
第
一
の
説
を
破
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、

第
一
の
立
場
で
説
い
た
、
浄
土
に
は
天
人
が
い
る
と
説
か
れ
て
い
る

か
ら
三
界
摂
で
あ
る
と
し
た
見
解
を
否
定
す
る
た
め
に
、『
無
量
壽

經
』
巻
上
に
説
か
れ
る
指
方
立
相
論
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、『
無
量
壽
經
』
巻
上
に
説
か
れ
る
「
余
方
に
因
順
す
る

が
故
に
」
と
は
、
救
わ
れ
る
べ
き
衆
生
の
た
め
に
、
阿
弥
陀
佛
み
ず

か
ら
の
世
界
を
、
人
間
世
界
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
方
角
と
、
人
間

が
本
来
具
有
し
て
い
る
取
像
性
と
を
用
い
て
説
き
現
わ
す
こ
と
、
す

な
わ
ち
、
指
方
立
相
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
浄
土
に
い
る
と
い
う

天
人
は
、
本
来
す
べ
て
自
然
虚
無
、
無
極
な
る
身
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

第
一
の
立
場
を
証
明
す
る
た
め
に
あ
げ
た
天
の
名
は
、
す
べ
て
有
名

無
実
の
も
の
と
な
り
、
第
一
の
立
場
、
す
な
わ
ち
三
界
摂
の
立
場
は
、

確
実
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
『
大
乘
法
苑
義
林
章
』
で
は
、
浄
土
と
は
、

そ
の
人
の
心
の
浄
ら
か
な
様
子
に
従
っ
て
浄
土
も
浄
ら
か
な
も
の
と

な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
凡
夫
の
変
現
す
る
よ
う
な
化
土
は
三
界
の
迷

い
の
世
界
の
物
に
心
を
執
著
し
て
変
現
す
る
の
で
あ
る
か
ら
三
界
摂

以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
と
説
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
懷

感
は
、
凡
夫
は
物
に
心
を
執
着
す
る
以
外
救
わ
れ
る
道
が
な
い
こ
と

と
、
浄
土
自
身
に
具
わ
る
阿
弥
陀
佛
の
本
願
他
力
の
力
用
と
を
ふ
ま

え
て
、『
大
乘
法
苑
義
林
章
』
の
説
を
否
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

『
釋（

（
（

淨
土
群
疑
論
』
巻
第
一
に
お
い
て
は
、
太
陽
を
如
来
無
漏
の
浄

土
に
た
と
え
、
眼
根
を
煩
悩
の
繋
縛
か
ら
放
た
れ
る
と
言
う
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
如
来
無
漏
の
浄
土
を
凝
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え

っ
て
凝
視
す
る
と
い
う
執
着
が
そ
こ
な
わ
れ
、
煩
悩
の
繋
縛
か
ら
放

た
れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
問
題
は
凡
夫
と
如
来

無
漏
の
浄
土
と
の
関
係
で
あ
り
、
如
来
無
漏
の
土
に
具
わ
る
力
用
に

は
、
凡
夫
所
変
の
有
漏
土
に
作
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
凡
夫
所
変
の

有
漏
土
を
清
浄
化
す
る
と
い
う
増
上
縁
的
な
作
用
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
い
凡
夫
所
変
の
土
が
有
漏
で
あ
っ
て

も
阿
弥
陀
如
来
の
弘
誓
願
力
の
増
上
縁
に
よ
っ
て
往
生
せ
し
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
三
界
不
摂
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、『
釋
淨
土
群
疑
論
』
に
於
い
て
「
三
界
摂
が
懷
感
の
主

張
で
は
な
い
か
」
と
す
る
不
可
解
な
文
章
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
前
の
二
つ
の
解
釈
に
お
い
て
初
め
の
釈
（
凡
夫
変
現
土

は
三
界
摂
）
を
正
し
い
と
す
る
。
次
の
よ
う
に
理
解
し
て
は
ど
う
で
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あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
先
に
述
べ
た
不
可
解
な
文
章
は
、
前
文
の

答
え
の
内
容
で
は
な
く
、
後
に
す
ぐ
出
る
問
の
文
章
に
接
続
さ
れ
る

べ
き
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
み
た
い
。

つ
ま
り
、
問
を
出
す
前
に
、
問
う
側
の
意
見
を
述
べ
、
そ
の
あ
と
問

を
出
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
が
読
解
し
た
よ
う
に

訳
し
て
み
よ
う
。「
前
の
二
つ
の
解
釈
に
お
い
て
初
め
の
釈
の
方
が

正
し
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
異
熟
識
の
体
は
実
の
有
情
の
も
の
だ
か

ら
、
浄
土
に
往
生
し
た
者
に
異
熟
識
が
残
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
ど
う

し
て
そ
の
者
が
実
の
天
人
で
な
い
と
い
え
よ
う
か
、
い
や
浄
土
に
往

生
し
た
者
は
、
実
の
天
人
で
あ
る
。
浄
土
に
往
生
し
た
凡
夫
で
あ
っ

て
も
三
界
摂
で
あ
っ
て
、
三
界
不
摂
と
は
決
し
て
言
え
な
い
、
こ
の

よ
う
な
わ
け
で
、
私
は
、
初
と
後
と
の
二
つ
の
解
釈
の
う
ち
、
後
の

解
釈
に
疑
問
が
あ
る
の
で
、
重
ね
て
こ
の
質
問
を
す
る
も
の
で
あ

る
。」
と
訳
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

こ
の
文
の
最
後
に
出
る
「
後

ノ
解
」
と
い
う
語
で
あ
る
。
こ
の
「
後

ノ
解
」
は
先
に
あ
げ
た
不
可
解
な
文
章
に
お
い
て
「
初

ノ
解
」
と
い

う
語
が
見
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
初
解
」
す
な
わ
ち
三
界
摂
説
と

「
後
解
」
す
な
わ
ち
三
界
不
摂
説
と
は
一
対
を
な
す
も
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
先
の
不
可
解
な
文
章
に
お
い
て
「
前

ノ
二
解
」
と
い
う
語

が
見
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
二
解
」
と
は
、
ま
さ
に
「
初
解
」
と

「
後
解
」
と
の
二
解
で
あ
る
か
ら
、
先
の
不
可
解
な
文
章
は
、
今
、

私
が
試
み
た
よ
う
に
、
後
の
問
と
接
続
し
て
読
む
な
ら
ば
、
ま
っ
た

く
不
可
解
で
は
な
く
、
首
尾
一
貫
し
た
意
味
の
通
る
文
章
と
し
て
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
も
う
一
箇
所
注
目
し
た
い
の
は
、

や
は
り
こ
の
文
の
最
後
に
出
る
「
復
為
二
斯
問
一
」
と
い
う
文
の

「
復
」
の
語
で
あ
る
。
こ
の
「
復
」
は
重
ね
て
質
問
す
る
事
を
意
味

し
て
い
る
が
、
な
ぜ
重
ね
て
質
問
す
る
と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
私
は
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
み
た
い
。
す
で
に
、

こ
の
問
答
と
同
じ
趣
旨
の
問
答
が
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
巻
第
一
の
初

め
の
部
分
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
。
も（

（
（

し
有
漏
心
の

所
変
の
浄
土
で
あ
る
な
ら
ば
、
三
界
を
出
過
で
き
る
は
ず
は
な
い
の

で
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
三
界
不
摂
で
あ
る
と
証
明
で
き
る
の
か
、

と
い
う
問
い
に
対
し
て
、『
無
量
壽
經
』
の
「
横
截
五
惡
趣
」「
因
順

餘
方
」『
阿
彌
陀
經
』
の
「
佛
國
土
無
三
惡
趣
」
等
の
偈
を
引
い
て
、

人
、
天
が
あ
る
と
す
る
の
は
衆
生
に
対
し
て
わ
か
り
や
す
く
示
す
た

め
に
仮
に
そ
の
名
を
出
し
た
だ
け
で
あ
る
と
し
て
、
た
と
い
有
漏
で

あ
っ
て
も
三
界
を
出
過
し
得
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

例
以
外
に
も
同
じ
趣
旨
の
問
答
が
何
度
か
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
懷

感
の
相
手
と
し
て
い
る
者
は
、
何
度
と
な
く
懷
感
と
論
争
し
、
常
に

平
行
線
を
た
ど
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
懷
感
と
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相
容
れ
な
い
意
見
と
は
、
前
の
不
可
解
な
文
章
の
中
に
表
れ
る
主
張

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
復
」
の
文
字
も
、
こ
の
文
の
中
で
意
味

を
も
っ
た
も
の
と
し
て
生
き
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

理
由
か
ら
も
、
先
の
不
可
解
な
文
章
は
、
後
の
問
と
接
続
し
て
読
む

べ
き
で
あ
る
。
こ
の
不
可
解
な
文
章
の
解
読
法
に
つ
い
て
は
、
学
位

論
文
を
初
め
い
く
つ
か
の
雑
誌
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
ま

っ
た
く
反
応
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
榎（

（
（

屋
達
也
氏
が
拙
論
を
引
用
し

て
、「
村
上
氏
の
説
を
十
分
に
検
討
し
た
結
果
、
大
い
に
卓
見
で
あ

る
と
の
結
論
に
至
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
よ
う
や
く
拙
論
を
理
解

し
て
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

以
上
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
に
於
い
て
、
懷
感
は
、「
雖
二
是

レ
有
漏

ノ
所
變

ノ
淨
土
一ナ

リ
ト

不
レ
得
三
名

テ
爲
二ヿ

ヲ
是

レ
三
界

ノ
攝
一ト
」
と
す
る
説
を

前
面
に
押
し
出
し
て
、
師
で
あ
る
善
導
の
説
く
、「
凡
入
報
土
」
を

唯
識
法
相
の
学
者
に
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、「
凡
入
」
を
「
有
漏
」、

「
報
土
」
を
「
三
界
不
摂
」
と
し
て
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
と
結

論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
1　
『
觀
無
量
壽
經
疏
』「
玄
義
分
」

問
曰
。
彌
陀
淨
國
爲
當
是
報
是
化
也
。
答
曰
。
是
報
非
化
。
云
何
得
知
。
如

大
乘
同
性
經
説
。
西
方
安
樂
阿
彌
陀
佛
是
報
佛
報
土
。
又
無
量
壽
經
云
。
法

藏
比
丘
在
世
饒
王
佛
所
行
菩
薩
道
時
。
發
四
十
八
願
。
一
一
願
言
。
若
我
得

佛
。
十
方
衆
生
稱
我
名
號
。
願
生
我
國
。
下
至
十
念
。
若
不
生
者
不
取
正
覺
。

今
既
成
佛
。
即
是
酬
因
之
身
也
。
又
觀
經
中
上
輩
三
人
臨
命
終
時
皆
言
阿
彌

陀
佛
及
與
化
佛
來
迎
此
人
。
然
報
身
兼
化
共
來
授
手
。
故
名
爲
與
。
以
此
文

證
故
知
是
報
。
然
報
應
二
身
者
眼
目
之
異
名
。
前
翻
報
作
應
。
後
翻
應
作
報
。

凡
言
報
者
。
因
行
不
虚
定
招
來
果
。
以
果
應
因
故
名
爲
報
。
又
三
大
僧
祇
所

修
萬
行
必
定
應
得
菩
提
。
今
既
道
成
。
即
是
應
身
。
斯
乃
過
現
諸
佛
辨
立
三

身
。
除
斯
已
外
更
無
別
體
。
縱
使
無
窮
八
相
名
號
塵
沙
。
剋
體
而
論
。
衆
歸

化
攝
。
今
彼
彌
陀
現
是
報
也
。

　
［
浄
全
二
．
十
頁
下

－

十
一
頁
上
］

2
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
巻
第
一

　

問
テ

曰
ク

。
前

ノ

第
一

ノ

釋
ニ

、
若
是

レ

他
受
用

ノ

土
ト
云
バ

者
、
云
何

ゾ

地
前

ノ

凡
夫

生
ジ

。
若
變
化

ノ

土
ナ
リ
ト
云
バ

者
、
云
何

ゾ

地
上

ノ

聖
人
生

ス
ル
ヤ

。
釋
曰

ク

。
計

ル
ニ

彼

ノ

地
前

ノ

菩
薩
、
聲
聞
凡
夫

ハ

、
未
レダ

證
二ゼ

遍
滿
眞
如
一ヲ

、
未レ
バ

レダ

斷
二ゼ

人
法
二
執
一ヲ

、

識
心
麤
劣

ナ
ル
ヲ
モ
テ

、
所
變

ノ

淨
土
、
不
レ

可
レカ

ラ

同
二ス

於
地
上
諸
大
菩
薩

ノ

、
微
細

ノ

智
心
所
變

ノ

、
微
妙
受
用
ノ
淨
土
一ニ

。
然

ル
ニ

以
二テ

阿
彌
陀
佛

ノ

、
殊
勝

ノ

本
願

増
上
縁

ノ

力
一ヲ

、
令
下シ

メ
下
ガ

彼
ノ

地
前

ノ

諸
ノ

小
行

ノ
菩
薩
等

ヲ

、
識
心
雖
レモ

劣
ナ
リ
ト

、

依
二‒

託
ス
レ
バ

如
來

ノ

本
願

ノ

勝
力
一ニ

、
還

テ

能
同
二ク

彼
ノ

地
上

ノ

菩
薩

ノ

所
變

ノ

淨
土
一ニ

、

微
妙
廣
大

ノ

清
淨

ノ

莊
嚴
、
亦
得

セ㆖
レ

見
ヿ
ヲ

故
ニ

、
名
レク

生
二ズ

ト

他
受
用

ノ

土
一ニ

。  

『
釋

淨
土
群
疑
論
』
寶
永
版
一
巻
四
帖

3
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
巻
第
一

　

佛
地
論
等

ニ

説
下ケ

ル
ハ

、
初
地
已
上

ハ

生
二ジ

他
受
用

ノ

土
一ニ

、
地
前

ノ

菩
薩

ハ

生
中ズ

ト

變

化
土
上ニ

。
此

レ

據
二テ

自
力
一ニ

、
分
下‒

判
ス

地
前
地
上

ノ

、
居
二ス

ル

二
土
一ニ

別
上ヲ

。
不
下

據
二テ

他
力
別
願

ノ

勝
縁
一ニ

而
説
上ニ

ハ

。
只

ダ

如
二キ

肉
眼
一ノ

、
論

ニ
ハ

言
下フ

唯
ダ

見
二

障
内

ノ

色
一ヲ

、

唯
ダ

見
二テ

欲
界
一ヲ

、
不
レ

見
二

色
界
一ヲ

。
唯

ダ

是
レ

離
中
知

ニ

、
不
中ト

是
レ

合
中
知
上ニ

ア
ラ

。

然
ル
ニ

法
華
經

ニ
ハ

説
下ケ

リ

、
父
母
所
生

ノ

清
淨

ノ

肉
眼

ヲ
モ
テ

、
見
中ト

於
内
外
弥
樓
山

等
、
乃
至
阿
迦
尼
吒
天

ノ

色
上ヲ

。
豈

ニ

不
下ヤ

是
レ

肉
眼
能
見
二

障
外
等

ノ

色
一ヲ

、
及

ビ

見
中ニ

色
界
諸
天

ノ

色
上ヲ

耶
。
又
解
深
蜜
經
、
及

ビ

攝
大
乘
論
等

ニ

説
カ
ク

、
如
三キ

人

照
レシ

テ

鏡
ニ

自
見
二ル

ガ

本
面
一ヲ

、
以
二テ

彼
ノ

鏡
中

ニ

、
无

キ㆒レ
ヲ

有
二ヿ

面
像
一、
當ベ

シ
レニ

見
二ル

自
面

ノ
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黒
白
之
精
一ヲ
、
此

レ

扶
根
塵

ト

與
二

眼
根
一

合
、
而
見
二ル

ト

彼
ノ

扶
根

ノ

色
塵
一ヲ

。
此

レ

豈
ニ

不
二ヤ

是
レ

合
中
知
一ナ

ラ

。
若

シ

言
レハ

バ

見
二ト

障
外

ト

色
界

ト

、
及

ビ

自
ノ

扶
根

ノ

色

塵
一ト

ヲ

者
、
便

チ

與
二

論
文
一

相
違

ス

。
若

シ

不
レト

云
バ

見
者
、
復
與
二

經
文
一

相
違

ス

。

故
ニ

知
ヌ

佛
地
論
師

ハ

、
據
二テ

大
分

ノ

自
因
一ニ

而
説

ケ
リ

、
不
下

據
二テ

他
ノ

殊
勝
力

ノ

別

縁
一ニ

而
説
上ニ

ハ
ア
ラ

。
而

ル
ニ

定
自
在
所
生

ノ

色
ハ

、
非
二

是
レ

色
塵
一ニ

。
不
レレ

合
レカ

ラ

爲
二ス

眼
所
見
一ト

、
若

シ

得
二レ

バ

大
威
徳
定
一ヲ

、
所
變

ノ

定
自
在
所
生

ノ

色
、
即

チ

能
ク

令
二ム

凡
夫
人

ノ

眼
所
見
一タ

ラ

。
今
此

モ

亦
タ

爾
ナ
リ

。
以
二テ

本
願
力
一ヲ

、
令
三ム

彼
ノ

地
前

ノ

菩

薩
等

ヲ

、
生
二ゼ

受
用

ノ

土
一ニ

。
不
レ

可
二カ

ラ

一
向

ニ

判
、
令

ム㆒レ

不
レラ

生
ゼ

也
。
又
如
三キ

觀

經
ノ

第
九
觀

ニ

云
二ガ

、
阿
弥
陀
佛
眞
金
色
身

ハ

、
高

サ

六
十
萬
億
那
由
他
恒
河
沙

由
旬

ナ
リ

、
八
萬
四
千

ノ

相
好
一マ

シ
マ
ス
ト

。
唯

ダ

是
レ

他
受
用
身

ノ

佛
ナ
リ

。
非
三

是
レ

地

前
ノ

所
二ニ

能
ク

觀
見
一ス

ル

、
下

ノ

文
ニ

言
下ヘ

リ

、
然
彼

ノ

如
來

ノ

宿
願
力

ノ

故
ニ

、
有
二ル

憶

想
一ス

ル
ヿ

者
ノ
ハ

、
必

ズ

得
中ト

成
就
上ス

ル
ヿ
ヲ

。
故

ニ

知
ヌ

乘
二

宿
願
力
一ニ

、
觀
二‒

見
シ

受
用

ノ

之
身
一ヲ

、
亦

タ

乘
二

宿
願

ノ

之
力
一ニ

、
生
二ズ

ル
ヿ
ヲ

受
用

ノ

土
一ニ

。  

『
釋
淨
土
群
疑
論
』

寶
永
版
一
巻
四
帖

4
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
巻
第
一

　

佛
地
論

ノ

中
ニ

亦
作
二サ

ク
是

ノ

問
一ヲ

、
前

ニ

説
二ケ

リ

淨
土

ハ

最
極
自
在

ノ

淨
識

ヲ

爲
ト㆒レ

相
ト

、

云
何

ゾ

會
中

ニ

有
二ル

聲
聞
等
一、
而
不
二ヤ

相
違
一ニ

。
有
二ル

何
ノ

相
違
一カ

。
諸

ノ

聲
聞
等
、

同
二ジ

ク

菩
薩
一ニ

見
ル

。
同
二ク

菩
薩
一ニ

見
ガ

故
ニ

、
聞
レク

説
二ク

ヲ

妙
法
一ヲ

。
一

ル

論
師
言

ク

或
ハ

復
如
來

ノ

神
力
加
被

ヲ
以
ハ

、
令
三ム

蹔
ク

得
レ

見
ヿ
ヲ

、
聞
レカ

説
二ク

ヲ

妙
法
一ヲ

。
此

レ
ハ

是
レ

如
來

ノ

不
思
議
力

ナ
リ

。
不
レト

可
三カ

ラ

難
ス
ル
ニ

以
二ス

根
地
度
等
一ヲ

。
此

ノ

師
ノ

意
ノ

明
サ
ク

、

説
二下

シ

佛
地
經
一ヲ

時
ハ

、
在
二シ

ニ

他
受
用

ノ

土
一ニ

、
諸

ノ

聲
聞
等
、
見
二

彼
ノ

淨
土
一ヲ

、

聞
二ク

佛
地
經
一ヲ

、
此

レ

由
二ル

ト

如
來

ノ

不
思
議
力
一ニ

。
彼

レ
ハ

是
レ

一
時

ノ

化
縁

ヲ
以

、

令
二ム

蹔
ク

得
㆒レ

見
ヿ
ヲ

。
今
此

レ
ハ

是
レ

不
可
思
議

ノ

本
願
力

ヲ
モ
テ

、
令
二ム

ル
ニ

亦
得
㆒レ

生
ズ
ル

ヿ
ヲ

。
斯

レ

有
二ラ

ン

何
ノ

過
一カ

也
。  『
釋
淨
土
群
疑
論
』
寶
永
版
一
巻
六
帖

5
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
巻
第
一

　

二
ニ

釋
ス
ラ
ク

。
雖
二

是
レ

有
漏
所
變

ノ

淨
土
一ナ

リ
ト

不
レ

得
三

名
テ

爲
二ヿ

ヲ

是
レ

三
界

ノ

攝
一ト

。

問
既

ニ

是
レ

有
漏
識
心

ノ

所
變

ナ
ラ
バ

有
漏

ノ

之
心

ハ

即
チ

三
界

ノ

攝
ナ
リ

。
无
レシ

有
三ヿ

有

漏
ノ

心
而
出
二ヿ

三
界

ノ

攝
一ヲ

。
心
既

ニ

三
界

ノ
攝

ナ
ラ
バ

所
現

ノ

淨
土
寧

ロ

非
二ン

ヤ

三
界
一ニ

耶
。『
釋
淨
土
群
疑
論
』
寶
永
版
一
巻
十
帖

6
『
無
量
壽
經
』
巻
上

　

其
ノ

諸
ノ

聲
聞
菩
薩
天
人
、
智
慧
高
明

ニ

神
通
洞
達

シ

咸
同

ク

一
類

ニ

形
無
二

異

狀
一、
但

ダ

因‒

二

順
ス
ル
ガ

餘
方
一ニ

故
ニ

有
二リ

天
人
之
名
一。　

顔
貌
端
正

ニ

超
レテ

世
ニ

希
有

ナ
リ

、
容
色
微
妙

ニ

非
レ

天
ニ

非
レ

人
ニ

、
皆
受
二ク

自
然
虚
無
之
身
無
極
之
體
一ヲ

。

『
大
正
蔵
経
』
一
二
巻
二
七
一
頁
ｃ

7
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
巻
第
一

　

託
二ス

ル
ヲ
以

如
來

ノ

无
漏

ノ

淨
土
一ニ

、
雖
下モ

以
二

有
漏
心
一ヲ

、
現
中ズ

ト

其
ノ

淨
土
上ヲ

、
而

モ

此

ノ

淨
土

ハ

、
從
二テ

本
性
相

ノ

土
一ニ

、
土
亦
非
二レ

バ

縁
縛
相
應
縛

ノ

縛
一ス

ル
ニ

、
不
レル

ヿ

増
二

煩
惱
一ヲ

、
如
下ク

有
漏
心

ノ

縁
二ズ

レ

滅
道
諦
一ヲ

、
煩
惱
不

ル㆖
レガ

増
サ

、
猶

ホ

如
下シ

觀
二ル

ニ

日

輪
一ヲ

、
損
中‒

減
ス
ル
ガ

眼
根
上ヲ

也
。
故

ニ

非
二

三
界
一ニ

、
非
二レ

バ
ナ
リ

三
界
繋

ノ

煩
惱

ノ
増
一ス

ル

ニ

也
。『
釋
淨
土
群
疑
論
』
寶
永
版
一
巻
一
三
帖

8
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
一
巻

　

問
。
既

ニ

是
レ

有
漏
識

ノ

心
所
變

ナ
ラ
バ

有
漏

ノ

之
心

ハ

即
三
界

ノ

攝
ナ
リ

、
无
レシ

有
三ヿ

有

漏
ノ

心
而
出
二ヿ

三
界

ノ

攝
一ヲ

。
心
既

ニ

三
界

ノ

攝
ナ
ラ
バ

所
現

ノ

淨
土
寧

ロ

非
二ン

ヤ

三
界
一ニ

耶
。
答
雖
レ

知
三ト

有
漏

ノ

體
性

ハ

不
レト

出
二

三
界
一ヲ

、
然

モ

以
二

別
義
一ヲ

但
得
レ

名
二ヿ

ヲ

有

漏
一ト

ノ
ミ

、
不
レ

得
レ

名
二ヿ

ヲ

三
界
一ト

。
故

ニ

三
界

ノ

名
ハ

局
リ

有
漏

ノ

名
ハ

寛
シ

。
亦
如
下シ

凡
夫
得
レレ

バ

生
二ヿ

ヲ

西
方
一ニ

、
非
中ガ

五
趣

ノ

攝
上ニ

。
故

ニ

无
量
壽
經

ニ

言
ク

、
横

ニ

截
二ヘ

五

惡
趣
一ヲ

惡
趣
自
然

ニ

閉
ト

、
又
阿
弥
陀
經

ニ

言
ク

彼
佛

ノ

國
土

ニ
ハ

无
二シ

三
惡
趣
一

等
ト

、

又
无
量
壽
經

ニ

言
ク

、
彼
國

ノ

衆
生

ハ

非
レ

天
ニ

非
レ

人
ニ

因‒

二

順
ス
ル
ガ

餘
方
一ニ

故
ニ

。

有
二ト

人
天
之
號
一

故
ニ

知
ヌ

彼
土

ニ
ハ

无
二シ

五
趣
一

既
ニ

許
二セ

生
ズ
ル
モ
ノ
ハ

是
レ

凡
夫
一ナ

リ
ト

而
非
二

五
趣

ノ

所
攝
一ニ

。
何

ゾ

妨
下ン

土
ヲ

名
二レ

有
漏
一ト

而
非
中ヿ

ヲ

三
界

ノ

所
収
上ニ　

こ
こ

で
懷
感
が
相
手
と
し
て
い
る
「
問
」
の
意
見
を
も
つ
者
は
、
基
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
主
張
は
、『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
第
七
佛
土
章
の
中
に
現
れ
て
い
る
。

寶
永
版
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
一
巻
一
〇
帖

9　

平
成
二
十
五
年
龍
谷
大
学
大
学
院
榎
屋
達
也
『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
紀
要
』
第
三
十
五
集
「
懐
感
浄
土
教
の
研
究
」
ー
善
導
浄
土
教
と
比
較

し
て
ー
九
十
三
頁
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「
村
上
氏
の
説
を
十
分
に
検
討
し
た
結
果
、
大
い
に
卓
見
で
あ
る
と
の
結
論

に
至
っ
た
」
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無
能
上
人
直
筆
の
資
料
に
つ
い
て

石　

川　

達　

也

は
じ
め
に

　

平
成
三
〇
年
は
江
戸
時
代
の
念
仏
聖
、
無
能
上
人
（
以
下
敬
称
を

略
す
）
が
三
〇
〇
回
忌
を
迎
え
た
。
近
世
浄
土
宗
史
の
研
究
者
で
あ

る
長
谷
川
匡
俊
氏
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
浄
土
宗
の
代
表
的
な
念

仏
僧
を
三
人
あ
げ
る
な
ら
、
祐
天
・
無
能
・
徳
本
を
あ
げ
る
と
い
う（

（
（

。

　

無
能
の
遠
忌
に
む
け
て
、
無
能
寺
所
属
の
赤
坂
明
翔
氏
に
尽
力
し

て
い
た
だ
き
、
無
能
寺
に
お
い
て
什
物
調
査
を
数
回
行
な
っ
た
。
こ

の
調
査
を
通
し
て
、
無
能
直
筆
資
料
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
次
資
料
で
あ
る
直
筆
資
料
を
紹
介
す
る
こ
と
は
、
無
能
の
伝
記
研

究
に
有
益
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る

も
の
も
含
め
て
紹
介
し
た
い
。

無
能
寺
の
資
料
群

　

ま
ず
無
能
寺
の
資
料
群
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。
無
能
寺
の
あ
る

福
島
県
伊
達
郡
桑
折
町
は
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
よ
り
町
史
編

纂
事
業
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
別
巻
を
含
め
て
全
九
冊
の
町
史
を
刊
行

し
て
い
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
桑
折
町
内
外
に
所
在
す
る
資
料
の
調

査
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
『
桑
折
町
歴
史
資
料
所
在
目
録
』
を
二
五

冊
刊
行
し
て
い
る
。
無
能
寺
文
書
は
そ
の
第
一
九
冊（

（
（

、
第
二
三
冊（

（
（

、

第
二
五
冊（

（
（

で
紹
介
さ
れ
、
文
書
は
二
五
二
五
点
、
書
籍
は
八
七
点
が

目
録
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
今
で
も
桑
折
町
に
寄
託

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
今
回
の
調
査
で
は
、
目
録
掲
載
分
の
資
料

は
無
能
寺
に
返
却
さ
れ
た
一
部
の
資
料
し
か
確
認
し
て
い
な
い
。

　

無
能
寺
に
は
桑
折
町
が
目
録
に
し
て
い
な
い
掛
軸
を
中
心
と
し
た

資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。『
信
達
二
郡
村
誌
』
に
「
掛
物
新
古
百
幅（

（
（

」

章
書
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無
能
寺
の
資
料
群

　

ま
ず
無
能
寺
の
資
料
群
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。
無
能
寺
の
あ
る

福
島
県
伊
達
郡
桑
折
町
は
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
よ
り
町
史
編

纂
事
業
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
別
巻
を
含
め
て
全
九
冊
の
町
史
を
刊
行

し
て
い
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
桑
折
町
内
外
に
所
在
す
る
資
料
の
調

査
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
『
桑
折
町
歴
史
資
料
所
在
目
録
』
を
二
五

冊
刊
行
し
て
い
る
。
無
能
寺
文
書
は
そ
の
第
一
九
冊（

（
（

、
第
二
三
冊（

（
（

、

第
二
五
冊（

（
（

で
紹
介
さ
れ
、
文
書
は
二
五
二
五
点
、
書
籍
は
八
七
点
が

目
録
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
今
で
も
桑
折
町
に
寄
託

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
今
回
の
調
査
で
は
、
目
録
掲
載
分
の
資
料

は
無
能
寺
に
返
却
さ
れ
た
一
部
の
資
料
し
か
確
認
し
て
い
な
い
。

　

無
能
寺
に
は
桑
折
町
が
目
録
に
し
て
い
な
い
掛
軸
を
中
心
と
し
た

資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。『
信
達
二
郡
村
誌
』
に
「
掛
物
新
古
百
幅（

（
（

」

章
書

と
あ
る
よ
う
に
、
以
前
か
ら
無
能
寺
が
掛
軸
を
数
多
く
所
蔵
し
て
い

る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
。
今
回
の
什
物
調
査
は
こ
れ
ま
で
目
録
に

さ
れ
て
い
な
い
資
料
を
中
心
に
行
な
っ
た
が
、
全
て
調
査
で
き
て
い

な
い
。
そ
の
た
め
無
能
寺
が
所
蔵
す
る
無
能
直
筆
資
料
を
す
べ
て
確

認
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

無
能
と
無
能
寺

　

無
能
と
無
能
寺
に
つ
い
て
詳
細
は
長
谷
川
氏
の
研
究（

（
（

に
譲
る
が
、

無
能
は
享
保
四
年
（
一
七
〇
九
）
一
月
二
日
に
北
半
田
の
塞
耳
庵

（
桑
折
町
北
半
田
）
で
遷
化
し
、
遺
言
に
よ
り
塞
耳
庵
の
境
内
地
に

埋
葬
さ
れ
た
。
そ
の
後
差
し
障
り
が
あ
り
、
享
保
九
年
七
月
に
墓
所

を
桑
折
大
安
寺
に
移
し
た
。
享
保
一
八
年
九
月
に
不
能
は
無
能
が
護

持
し
て
い
た
念
仏
本
尊
、
無
能
の
影
像
お
よ
び
石
浮
図
塔
を
桑
折
正

徳
寺
に
遷
し
、
同
年
一
二
月
に
不
能
は
正
徳
寺
住
職
に
任
命
さ
れ
、

翌
年
一
一
月
に
は
殿
堂
・
開
山
堂
の
入
仏
式
を
挙
行
し
た
。
そ
の
翌

年
の
享
保
二
〇
年
に
は
寺
号
を
正
徳
寺
か
ら
無
能
寺
へ
改
号
す
る
こ

と
に
成
功
し
、
名
実
と
も
に
無
能
の
遺
跡
と
な
っ
た
。

無
能
寺
蔵
の
無
能
直
筆
資
料

　

無
能
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
直
筆
資
料
を
、（
１
）
名
号
、（
２
）
祖
師

の
法
語
、（
３
）
消
息
、（
４
）
自
作
の
法
語
・
和
歌
、（
５
）
記

録
・
そ
の
他
の
五
つ
に
分
類
し
た
。

　

な
お
無
能
の
直
筆
資
料
と
す
る
判
断
は
、
無
能
の
署
名
が
付
い
て

い
る
も
の
（
版
本
は
除
く
）
と
、「
開
山
真
筆
」
な
ど
と
極
書
が
さ

れ
て
い
る
も
の
を
採
用
し
た
。
ま
た
書
誌
情
報
や
『
桑
折
町
歴
史
資

料
所
在
目
録
』
に
目
録
化
さ
れ
て
い
る
も
の
は
そ
の
際
に
付
さ
れ
た

文
書
番
号
を
注
記
し
た
。

（
１
）
名
号

　

無
能
の
名
号
に
は
楷
書
と
草
書
の
二
種
類
の
書
体
が
あ
る
。
無
能

寺
に
は
六
点
が
所
蔵
さ
れ
る
。

楷書草書

（
２
）
祖
師
の
法
語

　

無
能
は
法
然
の
「
一
枚
起
請
文
」
を
よ
く
書
写
し
た
。
無
能
寺
に
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は
六
点
が
所
蔵
さ
れ
る
。
ほ
か
に
は
「
此
界
一
人
」「
法
語
名
号
」

「
弘
法
大
師
起
請
文
」「
諸
悪
莫
作
衆
善
奉
行
」
を
確
認
し
た
。

　
「
此
界
一
人（

（
（

」
は
無
能
が
『
五
会
法
事
讃（

（
（

』
の
偈
文
を
書
き
、
不

能
が
「
御
名
は
よ
ふ
蓮
や
心
に
生
ひ
ぬ
ら
む　

迎
の
花
よ
ま
つ
そ
こ

の
ま
に
」
と
和
歌
を
詠
み
、
中
央
に
白
蓮
が
描
か
れ
る
掛
軸
で
あ
る
。

「
此
界
一
人
念
仏
名
」
の
偈
文
は
無
能
が
好
ん
で
使
っ
た
こ
と
が

『
無
能
和
尚
行
業
遺
事（

（
（

』
に
出
て
く
る
し
、『
勧
心
詠
歌
集（

（1
（

』
に
は
こ

の
偈
文
を
詠
ん
だ
和
歌
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
「
法
語
名
号（

（1
（

」
は
「
煩
悩
の
う
す
く
あ
つ
き
を
も
か
へ
り
み
す
」

と
『
勅
修
御
伝
』
二
一
巻
の
「
上
人
つ
ね
に
仰
ら
れ
け
る
御
詞（

（1
（

」
に

収
録
さ
れ
て
い
る
法
然
の
法
語
で
あ
る
。
同
じ
法
語
を
書
い
た
事
例

と
し
て
法
語
の
下
に
無
能
の
肖
像
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

こ
れ
は
版
木
と
な
っ
て
多
く
刷
ら
れ
た
。

　
「
弘
法
大
師
起
請
文（

（1
（

」
は
『
弘
法
大
師
全
集
』
に
「
御
遺
誡（

（1
（

」
と

し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
全
集
の
編
者
に
空
海
の
作
で
は
な
い
と
断

じ
ら
れ
て
い
る
が
、
無
能
は
「
今
此
誡
書
常
置
座
右
防
護
三
業
策
励

心
行
」（
今
此
の
誡
書
を
常
に
座
右
に
置
き
、
三
業
を
防
護
し
心
行

を
策
励
す
）
と
あ
る
よ
う
に
、
座
右
の
銘
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
「
諸
悪
莫
作
衆
善
奉
行（

（1
（

」
は
「
七
仏
通
戒
偈
」
の
一
部
分
で
、
無

能
の
「
制
誡
七
十
二
件（

（1
（

」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
消
息

　

無
能
の
消
息
は
『
近
世
念
仏
聖
無
能
と
民
衆
』
史
料
編
に
一
二
点

が
翻
刻
・
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
無
能
寺
所
蔵
の
も
の
は
消

息
一
・
五
・
七
・
八
・
一
〇
・
一
一
の
五
点
で
あ
る
が
、
今
回
確
認

し
た
の
は
消
息
一
の
み
で
あ
る
。
な
お
『
桑
折
町
史（

（1
（

』
に
も
消
息

七
（
（1
（

・
消
息
八（

（1
（

・
消
息
一
〇（

（2
（

・
消
息
一
一（

（2
（

が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

　

消
息
一（

（2
（

は
、
裏
書
か
ら
相
馬
の
岡
田
氏
の
母
、
妙
玄
院
よ
り
不
能

へ
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
手
紙
の
宛
先
は
天
童

久
野
本
村
の
青
柳
与
兵
衛
こ
と
善
入（

（2
（

で
あ
る
。

　

原
本
未
確
認
で
あ
る
が
、『
近
世
念
仏
聖
無
能
と
民
衆（

（2
（

』
に
は
無

能
の
数
珠
の
注
文
書
「
御
数
珠
注
文（

（2
（

」
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

な
お
無
能
寺
に
は
箱
書（

（2
（

に
よ
る
と
誕
生
寺
の
椋
の
木
で
作
ら
れ
た
百

八
数
珠
と
無
能
が
臨
終
ま
で
所
持
し
て
い
た
四
十
下
輪
の
数
珠
、
主

玉
が
三
〇
個
と
五
四
個
で
二
連
の
数
珠
が
無
能
所
持
の
数
珠
と
し
て

伝
わ
っ
て
い
る
。

（
４
）
自
作
の
法
語
・
和
歌

　

無
能
の
法
語
は
『
近
世
念
仏
聖
無
能
と
民
衆
』
史
料
編
に
三
点
が

翻
刻
さ
れ
、
そ
の
う
ち
無
能
寺
所
蔵
の
も
の
は
法
語
二
・
三
の
二
点

で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
「
遺
告
」、
和
歌
や
和
讃
と
し
て
「
伊
呂
波

和
讃
」「
伊
呂
波
歌
」「
述
懐
文
」「
名
号
六
字
題
」
を
確
認
し
た
。
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法
語
二（

（2
（

は
表
装
さ
れ
て
お
ら
ず
、
端
裏
書
に
「
上　

開
山
様
御
筆

／
兼
間
武
左
衛
門
納
之
」
と
あ
る
。

　

法
語
三（

（2
（

は
「
遺
訓
五
件
」
と
呼
ば
れ
て
、『
勧
心
詠
歌
集
』
に
収

録
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
本
紙
の
最
後
に
花
押
で
は
な
く
「
学
運　

在
判
」

と
あ
る
の
で
直
筆
で
は
な
く
写
し
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
遺
告（

（3
（

」
は
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
一
〇
月
一
五
日
に
書
か
れ

た
も
の
で
、
同
年
九
月
に
本
宮
で
瘧
に
か
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
無
能

は
自
身
の
埋
葬
や
遺
品
の
処
分
な
ど
を
指
示
し
て
い
る
。
後
半
は

「
遺
訓
五
件
」
と
同
じ
で
あ
る
。

　
「
伊
呂
波
和
讃（

（3
（

」
は
『
無
能
和
尚
行
業
記（

（3
（

』
な
ど
に
掲
載
さ
れ
広

く
知
ら
れ
た
。
詳
細
は
赤
坂
氏
の
論
考
に
譲
る（

（3
（

。

　
「
伊
呂
波
歌（

（3
（

」
は
い
ろ
は
順
に
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
裏
書
や
箱

書
か
ら
京
都
室
町
の
一
文
字
屋
太
兵
衛
よ
り
享
保
二
〇
年
（
一
七
三

五
）
に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
伊
呂
波
歌
は

『
勧
心
詠
歌
集
』
に
収
録
さ
れ
る（

（3
（

。
和
歌
の
冒
頭
部
分
に
『
勧
進
詠

歌
集
』
で
は
「
弥
陀
の
四
十
八
願
に
な
す
ら
へ
て
い
ろ
は
文
字
を
冠

り
に
お
き
て
四
十
八
首
の
う
た
口
す
さ
み
侍
り
ぬ
」
と
あ
る
が
、
掛

軸
で
は
そ
れ
に
続
い
て
「
け
だ
し
こ
れ
水
茎
の
跡
恥
く
拙
き
言
の
葉

を
書
を
き
て
他
見
の
嘲
り
に
預
ん
を
は
顧
み
す
唯
彼
国
を
欣
ふ
志
の

誠
を
記
し
て
以
て
称
名
の
懶
き
便
り
柴
の
菴
の
徒
然
艸
に
せ
ん
と

也
」
と
あ
り
、『
勧
心
詠
歌
集
』
で
掲
載
時
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
こ
と

が
分
か
る
。

　
「
述
懐
文（

（3
（

」
は
「
悔
昔
述
懐
」「
捨
世
述
懐
」
な
ど
無
能
の
和
歌
が

書
か
れ
て
い
る
。

　
「
名
号
六
字
題（

（3
（

」
は
南
無
阿
弥
陀
仏
の
六
字
を
頭
文
字
に
無
能
が

和
歌
を
詠
ん
で
お
り
、『
勧
心
詠
歌
集
』「
名
号
を
か
し
ら
に
お
き
て

よ
め
る（

（3
（

」
に
収
録
さ
れ
る
。

（
５
）
記
録
・
そ
の
他

　

記
録
・
手
沢
本
・
そ
の
他
揮
毫
し
た
も
の
と
し
て
、「
無
能
上
人

寿
牌
」「
無
能
上
人
馳
筆
」「
保
原
中
村
町
起
兵
衛
五
十
四
歳
口
上
」

「
香
筒
」「
士
峯
」
が
あ
る
。
ほ
か
に
も
無
能
手
沢
本
の
『
選
択
集
』

と
『
補
忘
記
』
が
あ
る
が
、
今
回
詳
し
く
調
査
を
し
て
い
な
い
。

　
「
無
能
上
人
寿
牌（

（3
（

」
は
「
往
生
一
向
専
修
無
能
隠
士
不
退
位
」
と

あ
り
無
能
が
生
前
書
い
た
法
名
で
あ
る
。「
遺
告
」
で
は
位
牌
に

「
往
生
塞
耳
庵
守
一
無
能
隠
士
不
退
位
」
と
書
く
よ
う
に
指
示
し
て

い
る
。

　
「
無
能
上
人
馳
筆（

（4
（

」
は
「
千
字
文
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
料
紙
の

袖
に
「
無
能
上
人
馳
筆
」
と
あ
り
、
馳
筆
と
は
筆
を
走
ら
す
と
い
う

意
味
で
あ
る
。

　
「
保
原
中
村
町
起
兵
衛
五
十
四
歳
口
上（

（4
（

」
は
二
月
に
保
原
（
伊
達
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市
保
原
町
）
で
無
能
よ
り
日
課
念
仏
と
名
号
を
授
与
さ
れ
た
起
兵
衛

が
体
験
し
た
奇
瑞
が
注
進
さ
れ
て
い
る
。
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）

の
不
能
の
書
き
入
れ
に
よ
る
と
、
保
原
勧
化
の
際
に
現
益
が
多
か
っ

た
の
で
、
そ
れ
を
記
録
す
る
人
が
足
ら
ず
、
無
能
自
ら
書
い
た
も
の

だ
と
い
う
。
二
月
の
保
原
勧
化
と
は
長
谷
川
氏
が
ま
と
め
た
無
能
の

巡
教
の
表（

（4
（

か
ら
、
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

無
能
の
も
と
に
は
こ
う
し
た
奇
瑞
の
注
進
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、『
念

仏
勧
化
現
益
集
』
二
三
冊
が
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち
五
冊
分
が

『
勧
化
道
場
奇
特
集（

（4
（

』
と
し
て
無
能
寺
に
現
存
し
て
い
る
。

　
「
香
筒（

（4
（

」
は
箱
書
に
よ
れ
ば
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
相
馬
家

中
の
星
勘
右
衛
門
長
正
よ
り
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
香
筒
の
周

り
に
経
文
の
要
文
な
ど
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　
「
士
峯（

（4
（

」
は
石
川
丈
山
の
漢
詩
文
集
『
覆
醤
集
』
所
収
の
富
士
山

が
書
写
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
無
能
寺
に
は
信
者
か
ら
無
能

ゆ
か
り
の
品
が
奉
納
さ
れ
た
。
無
能
寺
は
無
能
が
遷
化
し
て
か
ら
一

四
年
後
に
、
弟
子
の
不
能
が
も
と
も
と
あ
っ
た
寺
院
を
再
興
す
る
か

た
ち
で
創
建
さ
れ
た
。
無
能
直
筆
資
料
は
も
と
も
と
無
能
か
ら
信
者

に
授
与
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
無
能
寺
が
無
能
の
遺
跡
と
な
っ
た
こ

と
で
無
能
の
遺
品
が
集
積
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
回
紹
介
し
た
直

筆
資
料
の
多
く
は
表
装
さ
れ
、
無
能
の
遺
徳
を
後
世
ま
で
残
そ
う
と

す
る
意
志
が
感
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
精
査
す
る
こ
と
に
よ

り
、
無
能
の
伝
記
研
究
が
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

附
記　

資
料
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
無
能
寺
を
は
じ
め
関
係
各

所
の
皆
様
に
、
紙
面
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
1　

長
谷
川
匡
俊
『
続
龍
が
澤　

折
々
の
記
』（
大
巌
寺
文
化
苑
出
版
部
、
二

〇
一
三
年
）
二
五
〇
頁
。

2　

桑
折
町
史
編
纂
室
編
『
桑
折
町
歴
史
資
料
所
在
目
録　

第
一
九
分
冊
』

（
桑
折
町
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
三
年
）

3　

桑
折
町
史
編
纂
室
編
『
桑
折
町
歴
史
資
料
所
在
目
録　

第
二
三
分
冊
』

（
桑
折
町
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
七
年
）

4　

桑
折
町
史
編
纂
室
編
『
桑
折
町
歴
史
資
料
所
在
目
録　

第
二
五
分
冊
』

（
桑
折
町
史
編
纂
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
）

5　

福
島
県
史
料
集
成
編
纂
委
員
会
編
『
福
島
県
史
料
集
成　

四
』（
福
島
県

史
料
集
成
刊
行
会
、
一
九
五
三
年
）
五
三
〇
頁
。

6　

長
谷
川
匡
俊
『
近
世
の
念
仏
聖
無
能
と
民
衆
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

三
年
）

7　

掛
軸
。
外
題
「
無
能
上
人
／
不
能
和
上
／
御
筆
此
界
一
人
／
無
能
寺
什

物
」
箱
書
「
無
能
上
人
／
不
能
和
上　

此
界
一
人
念
仏
名
之
法
語
」
※
改
行

を
／
、
割
書
を
｛　

｝
で
表
記
し
た
。
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8　
『
浄
全
』
六
、
六
八
四
頁
。

9　
『
無
能
和
尚
行
業
遺
事
』（
元
文
五
年
不
能
編
集
、
安
永
七
年
刊
行
）
四
丁

ウ
。
翻
刻
は
鈴
木
聖
雄
『
解
読
〈
無
能
和
尚
行
業
記
〉
併
び
に
〈
行
業
遺

事
〉』（
私
家
版
、
二
〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。

10　
『
勧
心
詠
歌
集
』（
享
保
八
年
不
能
序
、
天
明
六
年
堯
雲
跋
、
天
明
八
年
刊

行
）
七
丁
オ
。
翻
刻
は
関
口
静
雄
『
無
能
和
尚
勧
心
詠
歌
集
』
翻
刻
と
解
題

（『
昭
和
女
子
大
学
大
学
院
生
活
機
構
研
究
科
紀
要
』
二
六
、
二
〇
一
七
年
）

が
あ
る
。

11　

掛
軸
。
外
題
「
法
語
御
名
号　

無
能
和
尚
真
筆
」

12　
『
昭
法
全
』
四
九
三
頁
。

13　

掛
軸
。
外
題
「
御
制
誡　

塞
耳
不
能
持
／
無
能
寺
什
物
」

14　
『
弘
法
大
師
全
集　

一
四
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
一
〇
年
）
二
九
六
頁
。

15　

掛
軸
。
外
題
「
無
能
上
人
真
蹟
通
誡
之
偈
」

16　
『
無
能
和
尚
行
業
記
』（『
浄
全
』
一
八
、
一
六
一
頁
）
に
所
収
。

17　
『
桑
折
町
史　

四
』（
桑
折
町
史
出
版
委
員
会
、
一
九
九
八
年
）

18　

無
能
寺
文
書
三
四
二

19　

無
能
寺
文
書
三
四
五

20　

無
能
寺
文
書
三
四
三

21　

無
能
寺
文
書
三
四
六

22　

掛
軸
。
裏
書
「
奉
納
奥
州
伊
達
郡
桑
折
町
守
一
無
能
寺
常
住
宝
／
施
主
相

馬
岡
田
氏
母
儀
妙
玄
院
／
不
能
代
」
外
題
「
無
能
和
尚
法
語　

無
能
寺
什
物
」

23　

善
入
お
よ
び
青
柳
家
に
つ
い
て
『
近
世
の
念
仏
聖
無
能
と
民
衆
』
に
詳
し

く
論
述
さ
れ
て
い
る
。

24　
『
近
世
の
念
仏
聖
無
能
と
民
衆
』
二
五
頁
。

25　

無
能
寺
文
書
三
六
九

26　

箱
書
「
無
能
大
和
尚　

御
珠
数　

百
八
遍
｛
誕
生
椋
木
｝
一
連　

四
十
下

輪
｛
五
神
香
｝
金
鐶
付
一
連　

内
下
輪
臨
末
迄
御
手
持
也
」

27　

無
能
寺
文
書
三
九
〇

28　

掛
軸
。
外
題
「
無
能
上
人
真
筆
」

29　
『
勧
心
詠
歌
集
』 

九
丁
オ
。

30　

巻
子
。
箱
書
「
無
能
上
人
真
蹟
遺
告
」
箱
裏
書
「
十
一
世
良
慶
比
丘
代
」

31　

掛
軸
。
外
題
「
伊
呂
波
和
讃
片
仮
名　

無
能
上
人
真
蹟
／
不
能
代
」
箱
書

「
無
能
上
人
真
筆
伊
呂
波
和
讃
片
仮
」
蓋
裏
書
「
無
能
上
人
真
蹟
／
伊
呂
波

和
讃
片
仮
名
／
御
筆
書
簡
」

32　
『
浄
全
』
一
八
、
一
六
三
頁
。

33　

赤
坂
明
翔
「
無
能
上
人
と
「
伊
呂
波
和
讃
」
に
つ
い
て
」（『
仏
教
論
叢
』

六
三
、
二
〇
一
九
年
収
録
予
定
）

34　

掛
軸
。
裏
書
「
奉
納
奥
州
伊
達
郡
桑
折
町
守
一
無
能
寺
永
鎮
宝
四
十
八
首

伊
呂
波
歌
無
能
和
尚
真
筆
也
／
施
主
京
都
室
町
一
文
字
屋
太
兵
衛　

故
住
福

島
酉
屋
／
不
能
代
」
外
題
「
無
能
和
尚
筆
自
筆
以
呂
波
歌
」
箱
書
「
四
十
八

首　

無
能
和
尚
御
筆
」
箱
底
「
以
呂
波
歌
能
師
御
自
筆
／
無
能
寺
住
物　

施

主
洛
陽
室
町
一
文
字
屋
太
兵
衛
納
之
／
享
保
二
十
乙
卯
年
六
月
日
」

35　
『
勧
心
詠
歌
集
』 

二
〇
丁
オ
。

36　

掛
軸
。

37　

掛
軸
。
外
題
「
無
能
上
人
六
字
題
号
御
歌　

御
真
筆
」

38　
『
勧
心
詠
歌
集
』 

二
〇
丁
オ
。

39　

掛
軸
。
外
題
「
無
能
上
人
真
筆
」

40　

巻
紙
。

41　

掛
軸
。

42　
『
近
世
の
念
仏
聖
無
能
と
民
衆
』
六
九
頁
。

43　

翻
刻
は
長
谷
川
匡
俊
「
勧
化
道
場
奇
特
集
」（『
長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所

年
報
』
二
一
、
一
九
九
七
年
）
が
あ
る
。

44　

蓋
裏
書
「
此
線
香
筒
者
無
能
上
人
真
筆
而
師
隠
遁
之
砌
三
衣
袋
江
入
而
常

所
持
浄
業
之
助
縁
玉
フ
也
／
元
文
四
年
己
未
五
月
奉
寄
進
相
馬
家
仲
星
勘
右

衛
門
長
正
」

45　

折
本
。
無
能
寺
文
書
一
三
四
。
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人
類
の
根
源
に
立
脚
す
る
浄
土
教
と
そ
の
現
代
的
意
義

勝　

部　

正　

雄

１
．
苦
悩
の
世
界
と
超
三
学
の
出
離

　

仏
教
と
は
「
自
己
に
目
覚
め
る
」
宗
教
で
あ
り
、「
私
」
へ
の
探

究
な
く
し
て
仏
教
は
あ
り
え
な
い
。

　

さ
ら
に
、
経
典
（
言
語
）
に
よ
る
導
き
あ
れ
ど
、
経
典
に
基
づ
く

実
践
（
勤
行
）
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
導
き
に
出
遇
え
る
こ
と
は
な
く
、

実
践
（
勤
行
）
に
よ
り
「
私
」
へ
の
認
識
が
一
層
深
ま
り
を
増
す
も

の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
目
覚
め
る
自
己
が
、
た
と
え
世
の
学
業
を
卒
え
て
い
た
と

し
て
も
迷
界
に
沈
む
我
で
あ
り
、
や
っ
と
仏
法
の
入
口
に
到
達
し
た

と
言
う
実
感
も
、
再
度
、
振
り
返
れ
ば
入
口
に
通
じ
る
道
に
し
か
過

ぎ
ず
…
と
、
思
う
ば
か
り
。

「
念
々
歩
々
に
お
も
い
と
思
う
事
は
三
途
八
難
の
業
、
ね
て
も

さ
め
て
も
案
じ
て
案
ず
る
事
は
六
趣
四
生
の
き
ず
な
な
り
」

「
か
か
り
け
る
と
き
に
広
劫
よ
り
こ
の
か
た
三
途
八
難
を
す
み

か
と
し
て
、
炯
燃
猛
火
に
身
を
こ
が
し
て
い
ず
る
期
な
か
り
け

る
な
り
。
悪
心
は
日
々
に
し
た
が
い
て
い
よ
い
よ
ま
さ
る
。
煩

悩
は
身
に
そ
え
る
影
」
と（

（
（

。

　

実
に
恥
ず
か
し
い
か
な
愚
鈍
低
下
・
不
確
定
な
自
己
で
あ
る
。
そ

の
見
え
な
い
業
の
あ
り
さ
ま
を
法
眼
で
観
察
さ
れ
ま
す
と
、
四
苦
八

苦
に
束
縛
さ
れ
迷
界
へ
沈
む
ば
か
り
。

　

そ
の
原
因
は
、
私
自
身
の
内
に
秘
め
て
い
る
「
無
明
と
渇
愛

（
惑
）」
で
あ
る
、
と
。

　

無
明
と
渇
愛
に
、
情
意
的
な
煩
悩
障
（
欲
望
満
た
さ
れ
ず
求
め
て

や
ま
ぬ
狂
乱
的
な
情
意
惑
）
と
、
知
的
な
所
知
障
（
真
実
相
を
知
ら

ず
求
め
よ
う
と
し
な
い
無
明
の
知
的
惑
）
の
二
つ
が
あ
る
。
正
に
自

己
自
身
が
見
ず
・
真
理
を
知
ら
ず
、
そ
れ
で
あ
り
な
が
ら
止
ま
ぬ
諸

煩
悩
の
相
が
日
々
の
私
で
あ
る
。
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そ
の
諸
煩
悩
の
根
本
に
「
貪
・
瞋
・
癡
・
慢
・
疑
・
見
」
の
六
大

煩
悩
が
あ
り
、
そ
の
な
か
の
「
見
」
に
「
身
見
・
辺
見
・
邪
見
・
見

取
見
・
戒
禁
取
見
」
の
五
煩
悩
を
加
え
て
十
煩
悩
と
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
十
煩
悩
が
さ
ま
ざ
ま
な
縁
と
結
び
つ
く
と
こ
ろ
に
百
八
煩
悩
か

ら
八
万
四
千
等
の
煩
悩
を
へ
増
長
。
こ
れ
を
枝
末
煩
悩
と
言
う
。

　

さ
ら
に
「
無
明
と
渇
愛
」
と
言
う
「
惑
」
は
、
そ
れ
に
基
づ
く

「
業
」
を
招
く
。
業
と
は
行
為
を
意
味
し
、
お
こ
な
い
・
は
た
ら
き

の
こ
と
で
あ
る
。
業
は
そ
の
性
質
か
ら
「
善
業
」
と
「
悪
業
」
と

「
無
記
業
」
に
区
別
さ
れ
、
そ
の
働
き
か
ら
「
意
業
」「
身
業
」「
語

業
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
善
・
悪
・
無
記
」
業
も
「
身
・

語
・
意
」
の
業
も
、
行
為
だ
け
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
因
果
関
係

を
相
続
せ
し
む
る
力
と
な
り
、
行
為
は
消
え
去
っ
て
も
自
己
の
内
部

へ
潜
在
し
次
の
業
を
も
た
ら
せ
る
因
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を

「
業
感
縁
起
」
と
言
う（

（
（

。

　　

言
う
ま
で
も
な
く
煩
悩
は
、
こ
の
よ
う
な
理
法
に
順
じ
て
尽
き
る

こ
と
な
く
連
鎖
し
私
の
人
生
を
積
み
上
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

「
げ
に
も
凡
夫
の
心
は
、
物
く
る
い
、
酒
に
酔
い
た
る
が
ご
と

く
し
て
、
善
悪
に
つ
け
て
、
お
も
い
さ
だ
め
た
る
事
な
し
。
一

時
に
煩
悩
百
た
び
ま
じ
り
け
り
て
、
善
悪
み
だ
れ
や
す
け
れ
ば
、

い
ず
れ
の
行
な
り
と
も
、
わ
が
ち
か
ら
に
て
は
行
じ
が
た
し（

（
（

」

　

人
類
の
す
べ
て
は
何
人
も
底
無
し
辺
無
し
の
煩
悩
か
ら
抜
け
出
せ

な
い
の
が
、
我
が
実
相
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

「
安
楽
集
に
云
わ
く
、
聖
道
の
一
種
は
い
ま
の
時
に
は
証
し
が

た
し
。
一
つ
に
は
大
聖
さ
れ
る
事
は
は
る
か
に
と
お
き
に
よ
る
。

二
つ
に
は
理
は
ふ
か
く
し
て
、
さ
と
り
は
す
く
な
き
に
よ
り
。

こ
の
ゆ
え
に
大
集
月
蔵
経
に
云
わ
く
、
わ
が
末
法
の
と
き
の
中

の
億
億
の
衆
生
、
行
を
お
こ
し
道
を
修
す
る
に
、
一
人
も
う
る

も
の
は
あ
ら
ず
。
ま
こ
と
に
い
ま
末
法
五
濁
悪
世
な
り
」
と（

（
（

。

　

末
法
に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
は
こ
の
上
の
な
い
難
行
道
で
あ

り
、
三
学
非
器
の
身
に
と
り
て
は
聖
道
外
の
生
命
で
あ
る
と
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
…

「
法
は
深
妙
な
り
と
い
え
ど
も
我
が
機
す
べ
て
及
び
難
し
。
経

典
を
被
覧
す
る
に
其
の
智
最
愚
な
り
。
行
法
を
修
習
す
る
に
其

の
心
翻
じ
て
昧
し
。
朝
朝
に
定
め
て
悪
趣
に
沈
ま
ん
こ
と
を
恐

怖
す
。
夕
夕
に
出
離
の
縁
の
闕
け
る
こ
と
を
悲
嘆
す
。（
略
）

歎
き
な
が
ら
如
来
の
教
法
を
習
い
、
悲
し
み
な
が
ら
人
師
の
解

釈
を
学
ぶ
。
黒
谷
の
報
恩
蔵
に
入
り
て
、
一
切
経
を
披
見
す
る

こ
と
既
に
五
遍
に
及
び
ぬ
。
然
れ
ど
も
猶
い
ま
だ
出
離
の
要
法
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を
悟
り
得
ず
。
愁
情
彌
深
く
、
学
意
増
盛
ん
な
り
。
爰
に
善
因

急
に
熟
し
宿
縁
頓
に
顕
れ
、
京
師
善
導
和
尚
勧
化
の
八
帖
の
書

を
拝
見
す
る
に
、
末
代
造
悪
の
凡
夫
、
出
離
生
死
の
旨
を
輒
く

定
判
し
給
え
り
。
粗
管
見
し
て
い
ま
だ
玄
意
を
暁
ら
め
ず
と
い

え
ど
も
随
喜
身
に
余
り
、
身
毛
為
堅
て
と
り
わ
き
見
る
こ
と
三

遍
、
前
後
八
遍
な
り
。
時
に
観
経
散
善
義
の
、
一
心
専
念
弥
陀

名
号
の
文
に
至
り
て
善
導
の
元
意
を
得
た
り
。
歓
喜
の
余
り
に

聞
く
人
な
か
り
し
か
ど
も
、
予
が
如
き
の
下
機
の
行
法
は
、
阿

弥
陀
仏
の
法
蔵
因
位
の
昔
か
ね
て
定
め
置
き
た
る
る
を
や
と
、

高
声
に
唱
え
て
感
悦
髄
に
徹
り
、
落
涙
千
行
な
り
き
。
終
に
承

安
五
年
、
齢
四
十
三
の
時
た
ち
ど
こ
ろ
に
余
行
を
す
て
て
一
向

専
修
念
仏
門
に
入
り
て
、
始
め
て
六
万
遍
を
唱
う（

（
（

。

　

こ
こ
に
法
然
上
人
は
、「
無
明
と
渇
愛
」
十
悪
煩
悩
具
足
の
凡
夫

が
一
人
残
ら
ず
解
脱
へ
至
る
道
を
選
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

本
願
念
仏
を
行
ず
れ
ば
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
に
よ
り
お
の
ず

か
ら
妄
念
息
み
、
自
然
に
制
悪
の
効
あ
が
り
、
無
漏
の
正
し
い
智
恵

整
い
、
超
三
学
の
出
離
と
成
る
道
を
選
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

真
実
、
人
類
の
根
源
に
立
脚
す
る
浄
土
教
が
、
法
然
上
人
の
選
択

に
よ
り
完
成
し
開
宗
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

２
．
末
法
時
機
の
我
ら
の
立
脚
点

　

法
然
上
人
の
選
択
・
開
宗
の
立
脚
点
は
「
凡
入
報
土
」
と
言
う
大

眼
目
で
あ
っ
た
。

　
『
選
択
集
』
の
完
に
示
さ
れ
て
い
る
御
言
葉
に

「
浄
土
の
教
え
時
機
を
叩
い
て
行
運
に
当
た
り
、
念
仏
の
行
水

月
を
感
じ
て
昇
降
を
得
た
り
」
と
。　　

　

そ
の
現
代
的
意
義
に
つ
い
て
藤
本
淨
彦
上
人
は

「
凡
夫
往
生
に
〈
こ
こ
ろ
〉
を
安
置
す
る
こ
と
と
念
仏
を
縡
と

す
る
〈
動
態
〉
と
は
不
変
に
し
て
普
遍
な
大
地
で
あ
る
」
と
、

歴
史
的
受
容
諸
相
に
述
記
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る（

（
（

。

　

こ
こ
に
改
め
て
、
現
代
人
、
一
人
も
漏
れ
る
こ
と
の
な
い
「
平
等

施
一
切
の
大
慈
悲
」
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば

「
私
の
安
心
は
こ
の
起
行
に
お
い
て
体
解
さ
れ
、
そ
の
軌
道
と
凡
夫

の
動
態
は
凡
仏
一
如
の
接
点
に
お
い
て
凡
入
報
土
さ
れ
る
」
の
で
あ

る
。

　

併
せ
て
、
法
然
上
人
が
凡
入
報
土
の
「
凡
」
の
一
点
を
基
点
と
さ

れ
、
徹
底
さ
れ
た
自
己
洞
察
に
て
選
択
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

哲
学
者
の
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
言
葉
に
「
主
体
性
こ
そ
真
理
で
あ

る
」
と
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
徹
底
し
た
「
私
自
身
の
会
得
と
洞



─ 237 ─

察
」
は
人
類
す
べ
て
へ
の
洞
察
で
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

現
代
社
会
の
一
員
で
あ
る
私
た
ち
に
最
も
必
要
な
こ
と
は
、
徹
底

し
た
自
己
凝
視
と
自
己
認
識
を
通
し
て
、
心
で
は
な
く
「
我
が
業

（
全
身
）
で
会
得
す
る
」
道
を
歩
む
こ
と
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
歩
み
は
、
お
の
ず
か
ら
凡
仏
に
一
分
の
隙
間
も
与
え
な
い

「
密
な
る
間
柄
」
と
な
り
、
そ
の
間
柄
は
「
驚
歎
な
る
密
度
の
高
い

仰
信
」
と
な
り
、
自
己
を
空
に
帰
し
た
時
空
が
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
「
人
類
の
根
源
に
立
脚
す
る
浄
土
教
と
そ
の
現
代
的
意

義
」
が
あ
る
。

３
．
近
代
科
学
と
宗
教

　

①　

宗
教
と
科
学
の
変
遷

　

１
７
世
紀
に
お
い
て
、
近
代
科
学
の
創
始
は
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー

コ
ン
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ケ
プ
ラ
ー
、
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
、
ル
ネ
・

デ
カ
ル
ト
な
ど
に
よ
る
。

　

そ
の
当
時
、
新
し
い
法
則
の
発
見
を
す
す
め
た
動
機
は
、
宇
宙
を

は
じ
め
地
球
の
不
可
思
議
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
そ
の
活
動
の
法
則
性
と
、

そ
れ
に
よ
り
大
調
和
さ
れ
て
い
る
神
秘
的
・
霊
的
な
存
在
へ
の
探
究

で
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。

　

そ
れ
ら
の
科
学
的
な
探
究
は
「
科
学
者
た
ち
に
と
っ
て
、
神
と
人

間
と
自
然
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
、〈
神
の
存
在
の
な
か
に
の
み
〉

掌
握
し
得
る
自
然
に
関
す
る
真
理
を
人
間
が
い
か
に
し
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
と
言
う
こ
と
に
努
力
し
て
き
た
」
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
科
学
の
大
前
提
で
あ
る
霊
的
な
神
意
へ
の
関

わ
り
は
希
薄
と
な
り
、
そ
れ
に
変
わ
り
人
間
の
知
識
・
理
解
の
分
野

が
主
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
〈
神
の
存
在
の
な
か
に
あ
る
真
理
〉
は
〈
人
間
の
知
識
の

な
か
に
あ
る
理
解
〉
と
塗
り
か
え
ら
れ
、〈
信
仰
〉
は
〈
理
性
〉
へ
、

〈
教
会
〉
か
ら
〈
実
験
室
〉
へ
転
換
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

１
８
世
紀
に
な
る
と
〈
神
の
存
在
〉
へ
の
心
が
さ
ら
に
希
薄
と
な

り
、〈
神
の
真
理
ぬ
き
の
真
理
論
〉〈
神
の
働
き
か
け
ぬ
き
の
認
識

論
〉
が
成
立
し
た
」
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
神
の
存
在
と
は
一
線
を
画
し
、
当
然
に
神
の
恵
み

や
慈
し
み
な
ど
へ
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
も
な
く
、
自
然
は
人
間
の

〈
知
識
〉
に
よ
り
客
観
的
に
認
識
で
き
る
も
の
と
し
、
神
に
代
わ
っ

て
人
間
の
叡
知
に
よ
る
自
然
界
へ
の
支
配
・
制
覇
へ
と
進
ん
だ
の
で

あ
る
。

　

１
９
世
紀
に
は
、
人
間
の
知
識
が
世
界
の
全
て
を
掌
握
で
き
る
と

見
通
し
、
そ
れ
と
合
間
っ
て
〈
自
我
の
確
立
〉
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に

よ
り
人
間
が
神
の
位
置
を
独
占
し
、
神
に
代
わ
っ
て
人
間
が
一
神
論
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的
構
造
を
継
承
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　　

②　

わ
が
国
の
変
化
と
仏
教

　

１
８
６
０
年
代
ま
で
の
日
本
で
は
、
天
皇
は
幕
藩
体
制
に
政
権
を

委
譲
し
、
人
々
は
本
地
垂
迹
説
に
基
づ
く
生
活
が
形
成
さ
れ
、
神
仏

の
加
護
を
実
感
し
な
が
ら
神
仏
習
合
思
想
に
裏
打
ち
さ
れ
た
仏
教
的

な
行
を
欠
か
す
こ
と
な
く
日
々
に
実
践
し
、
そ
こ
に
自
ず
か
ら
「
安

心
な
生
活
」
が
樹
立
し
穏
や
か
で
誠
実
で
親
切
な
人
格
が
養
育
さ
れ
、

さ
ら
に
教
育
に
つ
い
て
も
高
い
水
準
に
至
り
、
世
界
で
も
例
を
見
な

い
多
面
的
価
値
観
を
有
し
た
国
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
永
く
培
わ
れ
て
き
た
社
会
構
造
・
人
々
の
生
活
が
瞬
時
に
様

変
わ
り
し
た
の
で
あ
る
。

　

神
仏
習
合
思
想
の
本
地
垂
迹
説
は
否
定
さ
れ
、
国
家
神
道
と
化
し

た
国
体
が
迅
速
に
形
成
。
一
神
論
的
構
造
国
家
と
し
て
１
８
６
８
年

よ
り
１
９
４
５
年
ま
で
の
七
十
七
年
間
に
わ
た
り
堅
持
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
元
に
は
「
昔
は
神
が
人
を
創
り
、
今
で
は
人
が
神
を
造

る
」
と
言
う
よ
う
に
、
神
に
代
わ
り
人
間
に
よ
る
国
民
統
制
（
神
・

天
皇
の
名
に
お
い
て
当
時
の
政
権
に
よ
る
）
が
行
わ
れ
た
。

　

二
つ
に
は
、
科
学
が
技
術
を
生
み
、
新
た
な
価
値
を
有
し
、
軍
備

を
保
持
、
国
家
最
重
要
権
力
と
な
り
、
そ
の
一
方
で
国
際
競
争
が
激

化
し
激
戦
へ
突
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

三
つ
に
は
、
そ
の
激
戦
は
つ
い
に
神
仏
・
真
理
の
倒
錯
へ
転
落
。

国
益
の
た
め
に
侵
略
も
「
善
戦
」
と
掲
げ
、
他
の
い
の
ち
へ
の
尊
厳

も
否
定
。
そ
の
行
動
を
「
国
家
へ
の
貢
献
」
と
命
じ
、
国
民
で
あ
る

限
り
献
身
的
協
力
が
強
要
さ
れ
、
非
協
力
者
へ
は
厳
し
い
制
裁
が
あ

り
、
神
主
・
僧
侶
も
加
担
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
下
に
置
か
れ
た
こ

と
。

　

四
つ
に
は
、
そ
れ
ま
で
眼
に
し
た
こ
と
の
な
い
流
血
と
惨
殺
が
聖

戦
と
言
い
換
え
ら
れ
、
１
９
４
５
年
に
幾
多
の
生
命
が
失
わ
れ
大
戦

は
終
結
し
た
こ
と
。

　

五
つ
に
は
、
七
十
七
年
間
（
以
前
に
も
、
十
七
世
紀
か
ら
そ
の
流

れ
は
一
分
に
あ
り
）
に
わ
た
り
推
進
し
た
歴
史
の
底
流
（
基
本
）
に

「
人
間
と
し
て
の
本
能
的
な
直
感
や
判
断
や
対
応
や
行
動
が
無
批

判
・
無
意
識
に
承
認
し
容
認
し
て
き
た
こ
と
」
で
あ
る
。
そ
の
様
相

が
何
を
も
た
ら
せ
た
か
を
知
ろ
う
と
思
え
ば
、
そ
の
歴
史
を
見
れ
ば

一
目
瞭
然
で
あ
り
、
そ
の
結
論
が
世
界
史
上
例
を
見
な
か
っ
た
殺
傷

者
数
に
現
れ
た
。
人
間
と
し
て
の
本
能
的
な
直
感
と
行
動
は
い
か
に

恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
る
か
。
例
え
ば
、
所
有
を
増
や
す
な
ら
盗
れ
ば

よ
い
。
見
つ
か
れ
ば
嘘
を
つ
く
等
。
そ
こ
に
は
人
権
も
生
命
に
も
尊

厳
な
く
、
人
と
人
の
穏
や
か
な
関
わ
り
も
薄
れ
、
国
家
権
力
に
よ
る
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統
制
に
よ
り
正
に
三
悪
道
と
化
す
状
態
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
く
ら
し
の
中
か
ら
「
懺
悔
・
戒
律
・
教
化
」
等
の
相
は
消

え
、
正
義
の
倒
錯
が
価
値
を
持
っ
た
世
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
順
じ
た
明
治
維
新
か
ら
の
七
十
七
年
は
一
体
何
で
あ
っ
た

の
か
。
宗
教
・
哲
学
・
倫
理
・
科
学
・
経
済
・
教
育
等
の
英
知
を
結

集
し
て
見
直
し
・
総
括
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
望
ん
で
い

た
が
、
全
く
そ
の
意
図
は
生
ま
れ
無
い
ま
ゝ
で
、
事
の
対
応
あ
れ
ど

理
念
な
し
の
世
を
突
っ
走
り
今
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
自
国
の

実
利
追
求
の
道
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
反
省
を
基
点
と
し
な
い
限
り
未
来
へ
の
理
念
を
生
み
出
す
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
こ
と
よ
り
も
眼
前
の
科
学
・
技
術
が
国
民
の
生
活

環
境
を
大
き
く
変
革
さ
せ
発
展
・
進
歩
さ
せ
る
と
見
通
し
、
す
べ
て

を
そ
れ
に
賭
け
、
今
日
的
な
実
益
の
価
値
を
第
一
と
し
て
、
現
実
対

応
に
追
わ
れ
な
が
ら
歩
ん
だ
来
た
戦
後
七
十
三
年
で
は
な
か
っ
た
の

か
。

　

今
日
の
状
況
は
一
程
の
成
果
を
見
て
い
る
が
、
全
体
を
見
渡
せ
ば

人
類
滅
亡
へ
の
危
機
的
状
況
へ
も
は
や
進
ん
で
い
る
と
見
る
。
そ
の

根
底
に
は
、
六
大
煩
悩
や
十
悪
の
共
業
・
協
業
そ
し
て
組
織
業
の
野

放
し
状
況
を
見
る
に
至
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
と
は
対
極
の
真
理
追
求
の
一
事
例
が
あ
っ
た
。

　

１
９
５
１
年
９
月
６
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
に
お
い

て
日
本
へ
の
戦
争
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
際
、
そ

の
席
上
で
セ
イ
ロ
ン
島
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
よ
り
や
っ
て
き
た
褐
色
の

外
交
官
・
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏
は
釈
尊
の
言
葉
を
引
用
し
て
「
憎
悪

は
憎
悪
に
よ
り
消
え
去
る
も
の
で
な
く
、
愛
に
よ
っ
て
の
み
消
え
去

る
も
の
で
あ
る
」
と
日
本
の
賠
償
責
任
放
棄
を
訴
え
た
。

　

そ
の
時
、
会
場
で
は
賞
賛
の
声
が
嵐
の
ご
と
く
響
き
窓
ガ
ラ
ス
が

割
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

講
和
会
議
の
状
況
下
で
演
説
に
賞
賛
さ
れ
た
各
国
の
代
表
者
の
心

中
に
、
釈
尊
の
言
葉
と
同
等
の
「
愛
」
が
称
賛
の
声
と
化
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
愛
に
よ
り
賠
償
責
任
は
放
棄
さ
れ
た
。

　

今
日
の
危
機
的
状
況
下
で
、
釈
尊
の
大
悟
・
法
然
上
人
の
選
択
思

想
等
の
不
滅
の
教
示
に
よ
る
「
平
和
・
平
等
・
安
心
」
へ
の
理
念
の

提
示
を
人
々
は
真
に
期
待
し
、
心
か
ら
希
求
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
に
応
え
る
力
量
が
宗
教
界
に
整
っ
て
い
な
く
、
ま

た
、
そ
の
教
団
が
相
対
的
な
社
会
組
織
・
活
動
に
埋
没
し
、
真
理
を

提
示
す
る
現
状
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
恥
ず
か
し
い
か
な

宗
教
者
（
私
自
身
の
こ
と
）
は
深
く
見
直
す
必
要
が
急
務
で
あ
る
と

考
え
る
。
現
実
の
課
題
と
共
に
真
理
追
求
と
世
の
理
念
・
霊
性
の
開
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示
と
佛
智
の
教
化
に
こ
そ
社
会
参
加
の
意
義
が
あ
る
こ
と
を
。

お
わ
り
に

　

教
化
・
布
教
と
は
、
私
が
習
得
し
た
知
識
を
伝
え
る
こ
と
で
は
な

い
。
溜
り
水
は
汲
み
出
せ
ば
な
く
な
る
よ
う
に
す
ぐ
に
尽
き
る
。
ま

た
、
わ
か
ろ
う
と
も
が
き
、
推
察
・
考
察
・
さ
ら
に
創
作
の
分
野
で

得
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。

　

た
だ
、
開
悟
の
仏
陀
・
弥
陀
の
化
身
・
選
擇
本
願
の
師
を
仰
ぎ
信

じ
て
安
楽
国
を
《
思
い
と
り
て
》「
五
種
正
行
」
に
直
参
し
て
往
く

時
、
佛
智
に
よ
り
「
わ
か
る
世
界
」
が
お
の
ず
か
ら
開
か
れ
・
与
え

ら
れ
・
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
時
、
誰
よ
り
も
先
に
私
自
身
が
教
化
さ
れ
・
布
教
の
中
の
最

高
の
受
益
者
と
な
る
の
で
あ
る
。

正
行
に
帰
れ
。
正
行
に
依
ら
ず
ば
迷
い
で
あ
る
」
と
師
の
教
示
あ
り
。

　

�
不
尽

　
1　
『
念
仏
往
生
要
義
抄
』
昭
法
全
六
八
四

2　
『
仏
教
入
門
』
仏
教
大
学
仏
教
学
科
編

3　
『
往
生
浄
土
用
心
』
昭
法
全
五
五
七

4　
『
要
義
問
答
』
昭
法
全
六
一
五

5　
『
聖
覚
法
印
に
示
さ
れ
け
る
御
詞
』

　
　

其
二
・　
　

昭
法
全
七
三
三

6　
『
平
成
30
年
度
・
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会

　
　

基
調
講
演
』
よ
り
・
藤
本
淨
彦
上
人

7　

村
上
陽
一
郎
『
近
代
科
学
と
聖
俗
革
命
』
新
曜
社
。
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『
醍
醐
本
』
発
見
が
与
え
た
法
然
伝
理
解
へ
の
影
響

東
海
林　

良　

昌

は
じ
め
に

　

真
言
宗
醍
醐
寺
派
三
宝
院
で
発
見
さ
れ
た
義
演
（
一
五
五
八
～
一

六
二
六
）
書
写
に
よ
る
『
法
然
上
人
伝
記
』
は
、
望
月
信
享
氏
に
よ

っ
て
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
発
表
さ
れ
、『
醍
醐
本
』
と
し
て

世
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

（
（

。
新
出
の
初
期
法
然
伝
と
し
て
登
場

し
た
『
醍
醐
本
』
は
多
く
の
研
究
者
の
関
心
を
集
め
た
。『
醍
醐
本
』

は
、『
一
期
物
語
』、『
禅
勝
房
へ
の
答
』、『
三
心
料
簡
事
』、『
別
伝

記
』、『
御
臨
終
日
記
』、『
三
昧
発
得
記
』
の
六
篇
か
ら
な
る
が
、
本

書
が
源
智
の
書
に
な
る
の
か
否
か
、
悪
人
正
機
説
の
創
唱
は
誰
な
の

か
、『
源
空
上
人
私
日
記
』
と
の
成
立
の
前
後
関
係
等
の
諸
論
点
か

ら
検
討
が
な
さ
れ
た（

（
（

。
そ
の
後
、『
醍
醐
本
』
の
影
印
版
の
刊
行
が

行
わ
れ（

（
（

書
誌
的
な
研
究
も
加
え
ら
れ
て
い
く
中
で
、
近
年
滋
賀
県
甲

賀
市
の
大
徳
寺
に
旧
蔵
さ
れ
て
い
た
『
拾
遺
漢
語
灯
録
』（
大
徳
寺

本
）
が
義
山
版
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た（

（
（

。
こ
れ
が
発

見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、『
拾
遺
漢
語
灯
録
』（
大
徳
寺
本
）
と
「
三

心
料
簡
お
よ
び
御
法
語
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
醍
醐
本
と
は
違
う
系

統
で
、
醍
醐
本
を
書
写
し
た
義
演
の
縁
あ
る
二
尊
院
を
拠
点
と
し
た

西
山
派
や
真
宗
高
田
派
に
伝
わ
っ
て
い
る
意
味
を
問
い
直
す
時
期
に

差
し
掛
か
っ
て
お
り（

（
（

、
今
後
の
研
究
の
進
展
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
私
は
各
時
代
に
お
け
る
法
然
像
の
変
遷
に
つ
い
て
関
心

を
持
ち
検
討
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
近
代
以
降
の
法
然
伝
評
価
に
つ

い
て
も
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
れ
は
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一

一
）
に
迎
え
た
、
法
然
上
人
七
〇
〇
年
忌
時
の
顕
彰
に
見
ら
れ
る
合

理
的
な
法
然
上
人
理
解
で
あ
る
。
そ
れ
は
奇
瑞
な
ど
の
近
代
人
が
理

解
し
が
た
い
不
思
議
な
出
来
事
を
取
捨
し
、
法
然
の
社
会
的
業
績
を

中
心
に
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
宗
派
の
創
始
者
か
ら
歴
史
上
の
偉
人
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と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
解
で
あ
る（

（
（

。
そ
の
背
景
に
は
近

代
の
学
問
の
方
法
が
与
え
た
影
響
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
こ
の
醍
醐
本
発
見
が
与
え
た
法
然
伝
理
解
に
与
え
た
こ
と
に
つ

い
て
言
え
ば
、
近
代
歴
史
学
の
方
法
に
よ
る
法
然
伝
の
検
討
が
な
さ

れ
た
点
に
お
い
て
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
影
響
は
第
二
次
世

界
大
戦
後
に
大
き
く
あ
ら
わ
れ
る
が
、
今
回
は
そ
の
前
夜
で
あ
る
大

正
期
の
一
断
面
を
取
り
扱
っ
て
み
た
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
戦
後
に
お
け
る
法
然
伝
記
研
究
か
ら
遡
り
、

大
正
期
に
京
都
に
お
い
て
伝
記
研
究
を
行
っ
た
浄
土
宗
史
学
者
と
京

都
帝
国
大
学
に
お
け
る
史
学
研
究
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

一
、『
醍
醐
本
』
の
発
見
が
与
え
た
法
然
伝
へ
の
影
響

　
『
醍
醐
本
』
の
伝
記
関
係
の
特
殊
記
事
で
最
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、

法
然
上
人
と
時
国
と
の
死
別
の
時
期
で
あ
る
。

本
国
之
師
智
鏡
房
〈
本
ハ
山
僧
〉
上
人
十
五
歳
、
師
云
く
直
人

に
あ
ら
ず
登
山
を
欲
す
。
上
人
の
慈
父
云
く
、
我
に
敵
あ
り
、

登
山
之
後
敵
に
打
た
る
る
こ
と
を
聞
か
ば
後
世
を
訪
ふ
べ
し
云

云　

即
ち
十
五
歳
に
登
山
、
黒
谷
慈
眼
房
を
師
と
な
し
出
家
授

戒
す
。
然
間
慈
父
敵
に
打
た
れ
畢
ん
ぬ
。
上
人
此
の
由
を
聞
き
、

遁
世
の
暇
を
乞
に
師
の
云
く
。
遁
世
之
人
は
旡
智
に
て
悪
し
く

候
也
。
こ
れ
に
依
り
て
三
所
に
於
て
談
義
を
始
む
。
謂
玄
義
一

所
、
文
句
一
所
、
止
観
一
所
也

　

こ
れ
は
『
源
空
上
人
私
日
記
』
を
は
じ
め
と
し
『
四
十
八
巻
伝
』

に
説
か
れ
る
、
九
歳
時
に
時
国
の
館
が
夜
討
ち
に
遭
う
と
い
う
悲
劇

と
異
な
り
、
法
然
上
人
が
時
国
の
悲
報
を
知
っ
た
の
が
登
山
以
後
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
を
基
に
法
然
の
青
年
期
の
悩

み
と
そ
れ
に
向
き
合
い
な
が
ら
修
学
す
る
姿
を
描
い
た
の
が
梅
原
猛

氏
で
あ
る
。

我
々
は
、
法
然
の
父
・
時
国
殺
害
事
件
に
関
し
て
も
「
法
然

伝
」
の
公
認
の
集
大
成
で
あ
る
『
四
十
八
巻
伝
』
に
よ
る
よ
り
、

法
然
が
最
も
か
わ
い
が
っ
た
弟
子
で
あ
る
勢
観
房
源
智
、
そ
の

人
が
記
し
た
と
思
わ
れ
る
最
も
古
い
最
も
確
実
な
『
法
然
上
人

伝
記
』
醍
醐
本
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
。（
中
略
）
た
と
え
浄

土
宗
公
認
の
伝
記
と
は
い
え
、『
四
十
八
巻
本
』
の
説
を
こ
の

点
に
関
し
て
あ
え
て
伝
記
と
し
て
批
判
す
べ
き
だ
ろ
う
。
従
来

の
「
法
然
伝
」
は
、
殆
ど
す
べ
て
の
こ
の
『
四
十
八
巻
本
』
の

説
に
よ
っ
て
い
た
た
め
、
法
然
の
少
年
時
代
に
関
し
て
、
十
分

な
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た（

（
（

　

梅
原
氏
は
『
四
十
八
巻
伝
』
に
お
け
る
九
歳
時
夜
討
ち
説
を
容
れ
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ず
、『
醍
醐
本
』
の
記
事
に
基
づ
き
登
山
を
許
し
て
く
れ
た
父
の
悲

報
を
聞
き
一
時
は
悲
し
み
か
ら
暇
を
請
う
も
、
師
の
勧
め
も
あ
り
修

学
に
励
ん
だ
と
い
う
話
と
し
て
描
い
て
い
る
。
こ
れ
は
登
山
後
優
秀

な
学
僧
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
そ
れ
ま
で
の
『
四
十
八
巻
伝
』
を
基

に
伝
え
ら
れ
て
い
た
内
容
と
異
な
り
、
時
国
と
の
死
別
が
青
年
期
の

法
然
に
深
い
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
新
た
な
伝
記
の
一
節

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
記
事
は
『
醍
醐
本
』
の
紹
介
者
で
あ
る

望
月
氏
も
当
初
か
ら
着
目
し
て
い
る（

（
（

。

　

特
に
こ
の
説
に
関
心
を
持
ち
解
明
を
試
み
た
研
究
者
の
一
人
に
三

田
全
信
氏
（
一
九
〇
三
～
一
九
八
二
）
が
い
る
。

『
醍
醐
本
』
は
『
私
日
記
』
に
多
く
引
用
さ
れ
た
。
し
か
し
法

然
諸
伝
記
中
比
較
的
初
期
に
成
立
し
た
『
私
日
記
』
は
後
続
の

諸
伝
記
に
殆
ど
無
批
判
的
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
奇
瑞
を

求
め
法
然
上
人
を
勢
至
菩
薩
の
応
現
と
し
て
観
よ
う
と
す
る
記

事
は
殆
ど
特
殊
記
事
か
ら
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
『
醍

醐
本
』
は
現
実
性
を
失
わ
な
い
見
聞
の
記
録
を
集
め
、
素
朴
な

ま
ま
に
修
飾
を
加
え
ず
法
然
上
人
を
中
心
と
し
て
起
こ
っ
た
事

実
及
び
問
答
・
物
語
を
収
め
て
い
る
。
従
っ
て
宗
義
系
即
ち

『
東
宗
要
』
第
四
、『
浄
土
述
聞
鈔
』『
選
択
集
秘
鈔
』『
明
義
進

行
集
』
法
然
諸
伝
記
類
に
引
用
さ
れ
て
い
る（

（
（

　

三
田
氏
は
、
他
の
伝
記
は
法
然
上
人
を
勢
至
菩
薩
の
応
現
と
し
て

見
よ
う
と
す
る
が
、『
醍
醐
本
』
の
記
事
は
修
飾
の
な
い
事
実
・
物

語
を
収
め
て
い
る
と
し
、『
醍
醐
本
』
に
説
か
れ
て
い
る
内
容
は
法

然
上
人
そ
の
生
涯
に
忠
実
な
史
料
で
あ
り
信
憑
性
を
持
ち
、『
私
日

記
』
の
系
統
を
持
つ
『
四
十
八
巻
伝
』
な
ど
の
諸
本
に
は
誤
謬
や
不

自
然
な
記
事
が
あ
り
、
勢
至
菩
薩
応
現
の
ヴ
ェ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い

る
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
取
り
払
っ
た
法
然
上
人
を

垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
が
『
醍
醐
本
』
の
内
容
で
あ
る
と
す
る
。

　

現
在
、
こ
の
登
山
後
の
悲
報
に
つ
い
て
は
、
有
力
な
異
説
の
一
つ

で
あ
る
が
、『
四
十
八
巻
伝
』
に
継
承
さ
れ
て
い
く
九
歳
時
の
夜
討

説
が
、
伝
記
作
成
時
に
お
い
て
は
重
視
さ
れ
た
と
の
評
価
が
な
さ
れ

て
い
る（

（1
（

。

　

周
知
の
通
り
浄
土
宗
で
最
も
重
要
視
さ
れ
る
法
然
上
人
伝
記
は
総

本
山
知
恩
院
に
伝
わ
る
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』（『
四
十
八
巻
伝
』）

で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
信
仰
上
の
奇
瑞
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、

勢
至
菩
薩
の
応
現
と
し
て
の
法
然
像
が
看
取
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
『
醍
醐
本
』
に
は
奇
瑞
は
多
く
説
か
れ
て
お
ら
ず
、
合
理
的
に
理

解
で
き
る
人
間
と
し
て
の
法
然
上
人
に
迫
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う

判
断
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
奇
瑞

を
ど
う
評
価
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
『
醍
醐
本
』
の
価
値
が
議
論
さ
れ
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て
き
た
道
程
を
た
ど
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
の
史
料
を
基
に
し
た

人
物
評
伝
の
視
点
の
背
景
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

二
、
伝
記
研
究
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
人
物
研

究
の
方
法

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
記
事
が
あ
る
。
三
田
氏
の
著
作
に
寄
せ
ら
れ

た
浄
土
宗
僧
侶
で
中
国
仏
教
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
塚
本
善
隆

氏
（
一
八
九
八
～
一
九
八
〇
）
に
よ
る
序
文
で
あ
る
。
塚
本
氏
は
義

父
に
あ
た
る
伊
藤
祐
晃
氏
（
一
八
七
三
～
一
九
三
〇
）
と
京
都
大
学

研
究
者
と
の
往
時
の
交
流
が
三
田
氏
の
学
問
に
影
響
を
与
え
た
で
あ

ろ
う
と
し
て
懐
か
し
ん
で
い
る
。

当
時
私
の
岳
父
、
君
の
隣
寺
の
了
蓮
寺
伊
藤
祐
晃
師
は
、
夙
に

近
い
京
都
大
学
の
三
浦
、
喜
田
、
内
藤
、
新
村
の
諸
博
士
と
親

し
く
交
わ
る
こ
と
を
得
て
学
識
を
ひ
ろ
め
る
と
共
に
同
大
学
図

書
館
司
書
藤
堂
祐
範
氏
を
研
究
の
よ
き
相
棒
と
し
、
龍
谷
大
学

の
禿
氏
博
士
や
佛
教
専
門
学
校
の
諸
教
授
と
相
よ
っ
て
仏
教

史
・
浄
土
宗
史
研
究
の
論
戦
の
花
を
さ
か
せ
て
、
野
人
浄
土
宗

史
研
究
家
の
特
異
の
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
亡
き
あ
と
、

研
究
ノ
ー
ト
の
全
て
を
託
し
て
浄
土
宗
史
関
係
の
遺
稿
の
整
理

を
願
い
、
伊
藤
祐
晃
遺
著
『
浄
土
宗
史
』
上
を
出
版
で
き
る
よ

う
に
こ
ぎ
つ
け
て
く
れ
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
三
田
君
の
浄
土
宗

史
研
究
熱
は
、
こ
ん
な
環
境
か
ら
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け

ら
れ
た
と
思
う
が
、
し
か
し
三
田
君
は
野
人
的
伊
藤
祐
晃
師
の

研
究
を
大
学
で
研
鑽
し
た
近
代
史
学
研
究
法
で
濾
過
す
る
こ
と

を
忘
れ
な
か
っ
た（

（1
（

　

三
田
氏
は
自
身
も
住
職
と
し
て
法
務
に
あ
た
る
傍
ら
、
京
都
大
学

で
学
ん
だ
が
、
そ
の
後
に
浄
土
宗
史
の
先
学
で
あ
る
伊
藤
氏
の
遺
稿

集
を
ま
と
め
上
げ
て
い
る
。
伊
藤
氏
の
自
坊
で
大
本
山
百
万
遍
知
恩

寺
境
内
地
に
あ
る
了
蓮
寺
の
隣
寺
の
縁
で
、
東
山
中
学
校
、
佛
教
専

門
学
校
、
京
都
大
学
選
科
で
の
学
び
の
時
期
を
過
ご
し
た
三
田
氏
の

学
問
形
成
に
お
い
て
伊
藤
氏
及
び
京
都
大
学
に
お
け
る
史
学
の
影
響

は
無
視
で
き
な
い
。
こ
こ
に
は
浄
土
宗
僧
侶
で
『
浄
土
教
版
の
研

究
』
で
著
名
な
藤
堂
祐
範
氏
（
一
八
七
六
～
一
九
四
五
）、
龍
谷
大

学
教
授
で
あ
る
書
誌
学
研
究
で
著
名
な
禿
氏
祐
祥
氏
（
一
八
七
九
～

一
九
六
〇
）
当
時
の
京
都
大
学
を
始
め
と
し
て
錚
々
た
る
研
究
者
が

登
場
す
る
。
そ
れ
は
法
制
史
な
ど
の
研
究
で
著
名
な
三
浦
周
行
氏

（
一
八
七
一
～
一
九
三
一
）、
民
俗
学
や
考
古
学
な
ど
を
旺
盛
に
取
り

入
れ
な
が
ら
そ
の
後
東
北
帝
国
大
学
の
国
史
学
講
座
を
立
ち
上
げ
る

喜
田
貞
吉
氏
（
一
八
七
一
～
一
九
三
九
）、
史
学
講
座
教
授
で
東
洋

史
学
者
の
内
藤
湖
南
氏
（
一
八
六
六
～
一
九
三
四
）、
辞
典
編
纂
な
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ど
大
き
な
業
績
を
残
し
た
言
語
学
者
の
新
村
出
氏
（
一
八
七
六
～
一

九
六
七
）
が
登
場
す
る
。
こ
こ
で
は
特
に
京
都
大
学
で
史
学
を
担
当

し
た
教
授
の
人
物
史
に
お
け
る
科
学
的
批
判
と
い
う
方
法
に
つ
い
て

触
れ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
こ
こ
に
登
場
す
る
三
浦
氏
に
着
目
す
る
。

偉
人
の
伝
記
を
見
る
と
、
彼
等
は
生
ま
れ
乍
ら
に
し
て
将
来
偉

人
た
る
の
兆
し
が
見
え
、
甚
だ
し
き
は
不
思
議
な
奇
瑞
が
あ
っ

た
と
説
く
（
中
略
）
併
し
な
が
ら
此
等
は
寧
ろ
英
雄
崇
拝
の
幣

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
誕
生
の
奇
瑞
な
ん
ど
余
り
当
て
に
な

っ
た
も
の
で
は
な
い（

（1
（

　

三
浦
氏
は
、
偉
人
の
誕
生
の
奇
瑞
な
ど
が
人
物
の
伝
記
に
記
さ
れ

て
い
る
の
は
、
英
雄
崇
拝
の
弊
害
で
あ
る
と
し
、
不
思
議
な
出
来
事

を
除
き
近
代
以
降
の
人
々
が
理
解
で
き
る
人
間
と
し
て
の
姿
を
取
り

扱
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
論
の
背
景
に
は
、
偉
大
な
人
格
が

社
会
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
、
イ
ギ
リ
ス
の
思
想
家
ト
ー
マ
ス
・
カ

ー
ラ
イ
ル
（
一
七
九
五
～
一
八
八
一
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
英
雄
崇
拝

と
い
う
思
想
を
想
定
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
三
浦

氏
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

古
来
是
等
の
偉
人
に
先
見
の
明
が
あ
っ
て
、
時
代
を
指
導
す
る

位
は
未
だ
し
も
、
時
代
を
作
っ
た
く
ら
い
に
見
え
て
も
、
実
は

時
代
が
こ
れ
ら
の
人
を
作
っ
た
場
合
が
多
い
。（
中
略
）
つ
ま

り
要
す
る
に
、
時
代
思
潮
を
知
っ
て
か
知
ら
ん
で
か
、
う
ま
く

そ
れ
に
掉
し
た
も
の
が
偉
人
で
あ
る
。
時
代
の
寵
児
で
あ
る
。

時
代
精
神
の
権
化
で
あ
る
。
時
代
と
い
う
も
の
を
離
れ
て
歴
史

上
の
人
物
を
観
察
す
る
こ
と
は
思
い
も
よ
ら
ぬ（

（1
（

　

こ
こ
で
は
、
偉
大
な
人
格
が
世
を
作
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
代

の
人
々
や
社
会
に
適
合
し
た
活
動
に
よ
り
物
を
成
し
遂
げ
た
の
が
偉

人
で
あ
っ
て
、
時
代
が
偉
人
を
作
っ
た
の
だ
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
三
浦
氏
の
人
物
研
究
の
方
法
は
、
史
料
に
基
づ
く
科

学
的
批
判
を
行
い
、
奇
瑞
な
ど
の
非
合
理
の
事
柄
を
除
い
た
、
そ
の

時
代
に
適
合
し
、
業
績
を
残
し
た
人
間
と
し
て
の
偉
人
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
う
一
人
の
喜
田
氏
に
つ
い
て
も
同
じ
方
向

性
が
み
ら
れ
る
。

詰
ま
り
学
問
と
し
て
の
歴
史
は
、
事
実
有
り
の
儘
を
明
ら
か
に

す
れ
ば
宜
い
の
で
、
正
確
な
る
史
料
に
よ
り
、
取
る
べ
き
は
取

り
、
捨
つ
べ
き
も
の
は
捨
て
、
少
し
の
遠
慮
も
会
釈
も
加
え
て

は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
歴
史
上
の
人
物
だ
と
て
別
に
現
在
の
人

物
と
変
わ
っ
た
訳
の
も
の
で
な
い
。（
中
略
）
過
去
の
時
代
の

人
は
矢
張
り
今
日
我
々
が
普
通
に
世
間
に
於
て
見
る
が
様
な
も

の
で
、
過
去
の
社
会
も
亦
現
時
の
普
通
の
人
間
社
会
と
同
様
で

あ
る
と
し
て
、
其
の
真
相
を
研
究
す
る
の
が
即
ち
学
問
と
し
て



─ 246 ─

の
歴
史
で
あ
る（

（1
（

　

こ
こ
で
喜
田
氏
は
、
人
物
研
究
に
必
要
な
の
は
道
徳
的
検
討
で
は

な
く
、
史
料
を
基
に
し
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
た
め

に
も
正
確
な
史
料
に
よ
り
取
捨
選
択
を
厳
密
に
行
う
こ
と
を
求
め
、

過
去
の
偉
人
で
あ
っ
て
も
同
じ
人
間
と
し
て
、
過
去
の
社
会
も
、
現

代
社
会
と
同
じ
で
あ
る
と
受
け
止
め
真
相
に
迫
る
の
が
学
問
と
し
て

の
歴
史
だ
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
京
都
大
学
史
学
科
を
担
当
し
て
い
た
三
浦
氏
と
喜
田

氏
に
と
っ
て
、
す
で
に
当
時
の
学
問
常
識
と
し
て
の
史
料
を
基
に
し

た
実
証
的
研
究
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
両
氏
は
奇
瑞
を
取
捨
し
近

代
の
人
々
が
合
理
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
な
偉
人
像
を
描
こ
う
と
す

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
近
代
社
会
に
生
き
る
人
々
と
等
身
大
の
偉
人

像
で
あ
り
、
そ
の
人
物
が
時
代
の
変
化
に
適
応
し
社
会
的
に
大
き
な

業
績
を
成
し
遂
げ
て
い
く
姿
に
意
義
を
見
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　
『
醍
醐
本
』
と
い
う
新
出
の
史
料
を
基
に
行
わ
れ
た
法
然
伝
へ
の

理
解
に
変
化
が
訪
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
『
四
十
八
巻
伝
』
で

は
勢
至
菩
薩
の
応
現
と
い
う
こ
と
を
軸
と
し
て
法
然
伝
が
作
成
さ
れ
、

近
代
前
に
お
い
て
は
奇
瑞
を
受
け
容
れ
る
信
仰
的
土
壌
が
備
わ
っ
て

い
た
。
そ
の
当
時
、
奇
瑞
は
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
人
物
に
の
み
現
れ

る
特
別
な
現
象
と
し
て
尊
崇
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
明
治
以
降
そ
れ
は
一
変
す
る
。

　

特
に
本
稿
で
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
浄
土
宗
史
研
究
者

と
京
都
帝
国
大
学
史
学
科
の
教
授
と
の
交
流
に
着
目
し
た
。
特
に
影

響
関
係
に
あ
る
と
目
さ
れ
る
三
浦
氏
や
喜
田
氏
の
視
点
は
、
奇
瑞
な

ど
の
非
科
学
的
な
事
柄
は
取
捨
さ
れ
る
べ
き
と
し
、
近
代
人
と
等
身

大
の
偉
人
像
を
求
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
偉

人
は
偉
人
た
る
人
格
ゆ
え
に
時
代
を
作
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
く
、

時
代
に
適
応
し
た
思
想
や
行
動
に
よ
り
社
会
的
に
大
き
な
業
績
を
上

げ
る
こ
と
に
よ
り
偉
人
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
考

え
方
を
背
景
と
し
て
、
三
田
氏
の
研
究
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
『
醍
醐

本
』
は
『
四
十
八
巻
伝
』
よ
り
も
法
然
上
人
そ
の
人
に
迫
る
こ
と
の

で
き
る
良
質
の
史
料
と
し
て
浄
土
宗
内
に
お
い
て
評
価
を
受
け
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　　
1　

望
月
信
亨
「
醍
醐
本
法
然
上
人
伝
記
に
就
て
」（『
浄
土
教
之
研
究
』
金
尾

文
淵
堂
、
一
九
三
〇
年
）

2　

野
村
恒
道
「
醍
醐
本
研
究
に
関
す
る
回
顧
と
展
望
」（『
藤
堂
恭
俊
博
士
古

稀
記
念
論
集 
浄
土
宗
典
籍
研
究 

研
究
篇
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
八
年
）
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3　
『
藤
堂
恭
俊
博
士
古
稀
記
念
論
集 

浄
土
宗
典
籍
研
究 

資
料
篇
』（
同
朋
舎

出
版
、
一
九
八
八
年
）

4　

梶
村
昇
・
曽
田
俊
弘
「
新
出
『
大
徳
寺
本 

拾
遺
漢
語
灯
録
』
に
つ
い
て
」

（『
浄
土
宗
学
研
究
』
二
二
、
一
九
九
六
年
）

5　

伊
藤
真
昭
「
醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
の
成
立
と
伝
来
に
つ
い
て
―
な

ぜ
醍
醐
寺
に
伝
わ
っ
た
の
か
―
」（『
佛
教
文
化
研
究
』
五
三
、
二
〇
〇
九

年
）

6　

拙
稿
「
明
治
期
に
お
け
る
法
然
上
人
像
の
変
容
―
植
村
正
久
「
黒
谷
の
上

人
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
教
化
研
究
』
二
〇
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
、
二
〇
〇

九
年
）、「
明
治
時
代
後
期
の
法
然
上
人
像
―
諸
伝
記
に
お
け
る
採
話
傾
向
を

め
ぐ
っ
て
」（『
教
化
研
究
』
二
一
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
）、

「
近
代
に
お
け
る
法
然
像
―
明
治
四
十
四
年
法
然
上
人
七
百
年
御
忌
を
め
ぐ

っ
て
」（『
法
然
仏
教
と
そ
の
可
能
性
』、
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
、
二
〇
一

二
年
）

7　

梅
原
猛
『
法
然
十
五
歳
の
闇
』、
角
川
書
店
、
二
〇
〇
六
年

8　
「
其
の
中
に
父
時
国
の
横
死
を
承
認
登
山
已
後
の
こ
と
と
し
て
い
る
如
き

頗
る
変
わ
っ
た
説
で
あ
る
」（
望
月
信
享
『
仏
教
史
の
諸
研
究
』、
望
月
仏
教

研
究
所
、
一
九
三
七
年
）

9　

三
田
全
信
『
浄
土
宗
史
の
諸
研
究
』、
一
九
五
九
年
、
山
喜
房
佛
書
林
。

「『
醍
醐
本
』
は
宗
典
の
末
疏
等
に
引
用
さ
れ
法
然
上
人
の
直
々
の
言
葉
と
し

て
重
き
を
な
し
た
。（
中
略
）
勢
観
房
が
生
存
中
で
も
記
録
を
集
め
滅
後
弟

子
が
改
変
し
た
と
し
て
も
、
忠
実
な
史
料
が
遺
さ
れ
て
い
る
点
で
信
憑
性
が

強
い
。
し
か
る
に
『
私
日
記
』
は
編
纂
さ
れ
た
伝
記
類
の
中
で
は
比
較
的
早

く
ま
た
重
い
地
位
を
点
め
て
い
る
が
、
多
く
の
誤
謬
と
不
自
然
な
記
事
の
た

め
に
欠
点
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
円
頓
戒
に
関
す
る
記
事
な
ど
は
比
較
的
正
確

で
あ
る
。
他
は
法
然
上
人
を
勢
至
菩
薩
の
応
現
と
し
て
ヴ
ェ
ー
ル
を
覆
っ
た

記
述
が
多
い
」（
三
田
全
信
『
浄
土
宗
史
の
諸
研
究
』、
一
九
五
九
年
、
山
喜

房
佛
書
林
）

10　

中
井
真
孝
「
醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
の
別
伝
記
に
つ
い
て
」、『
藤
堂

恭
俊
博
士
古
稀
記
念
浄
土
宗
典
籍
研
究　

研
究
篇
』、
一
九
八
八
年
）

11　

塚
本
善
隆
「
序
」（
三
田
全
信
『
成
立
史
的
法
然
上
人
初
伝
の
研
究
』、
平

楽
寺
書
店
、
一
九
六
六
年
）

12　

三
浦
周
行
『
日
本
史
の
研
究
』、
岩
波
書
店
、
一
九
二
二
年

13　

同

14　

喜
田
貞
吉
『
国
史
之
教
育
』、
三
省
堂
書
店
、
一
九
一
〇
年
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密
成
僧
敏
の
研
究

　
　
　

―
著
作
に
つ
い
て
―

田　

中　

芳　

道

　

江
戸
後
期
の
天
台
僧
密
成
僧
敏
（
一
七
七
六

－

一
八
五
二
）
は
比

叡
山
で
教
観
二
門
を
修
学
、
の
ち
勝
尾
寺
で
徳
本
行
者
（
一
七
五
八

－

一
八
一
八
）
よ
り
法
然
浄
土
教
を
聞
法
、
さ
ら
に
東
密
三
十
六
流

の
一
つ
安
祥
寺
流
を
伝
受
し
て
い
る
。
ま
た
『
近
世
往
生
伝
』、『
淡

海
往
生
伝
』
等
を
編
纂
し
た
專
念
寺
の
隆
円
（

－

一
八
三
四
）
と
も

交
流
し
、
自
ら
も
往
生
伝
や
称
名
念
佛
に
関
す
る
著
作
を
残
し
た
。

　

僧
敏
に
は
多
く
の
著
作
が
あ
る
が
、
次
に
あ
げ
る
よ
う
に
浄
土
教

関
係
と
神
仏
習
合
関
係
と
写
本
で
伝
わ
る
密
教
関
係（

（
（

の
も
の
に
大
別

で
き
る
。

〇
浄
土
教
関
係

　

・
伝
記
類

学
信
和
尚
行
状
記　
　
　
　
　
　
　

文
政
四
（
一
八
二
一
）
抜

直
道
法
師
感
瑞
往
生
伝　
　
　
　
　

文
政
四
（
一
八
二
一
）
刊

備
陽
了
道
／
念
仏
往
生
伝　
　
　
　

文
政
年
間

　

・
教
義
類

念
仏
追
福
編　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
保
二
（
一
八
三
一
）
序

散
心
称
名
念
佛
往
生
編
（
和
字
）　

天
保
十
二
抜
（
一
八
四
一
）
抜

散
心
称
名
念
仏
往
生
編　
　
　
　
　

天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
刊

往
生
勤
行
諸
式　

折
本　
　
　
　
　

天
保
十
五
（
一
八
四
四
）

六
字
名
号
呼
法
辨　
　
　
　
　
　
　

弘
化
三
（
一
八
四
六
）
刊

六
字
名
号
呼
法
辨
釈
難　
　
　
　
　

弘
化
四
（
一
八
四
七
）
序

六
字
名
号
呼
法
辨
或
問　
　
　
　
　

不
明

澆
末
念
佛
法
語　

折
本　
　
　
　
　

不
明

訛
略
念
佛
辧　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
明

西
方
浄
業
式　

折
本　
　
　
　
　
　

不
明
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〇
神
仏
関
係

和
字
神
仏
一
致
篇　
　
　
　
　
　
　

嘉
永
二
（
一
八
四
九
）（
和
文
）

神
道
異
説
辨
・
一
名
神
仏
一
致
編　

嘉
永
二
（
一
八
四
九
）（
漢
文
）

神
国
決
疑
編
考
証　
　
　
　
　
　
　

不
明　
　
　
　
　
　
　
（
漢
文
）

　

こ
の
整
理
の
よ
う
に
刊
本
の
著
作
全
十
六
部
中
、
十
三
部
は
浄
土

教
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
は
浄
土
教
関
係
の
著
作
に
解
題
を
施
し
て
お
き
た
い
。

僧
敏
の
著
作
の
う
ち
伝
記
類
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

●
学
信
和
尚
行
状
記（

（
（

　

學
信
（
一
七
一
一

－

一
七
八
九
）
は
浄
土
律
の
長
時
院
湛
慧
信
培

（
一
六
七
五

－

一
七
四
七
）
か
ら
戒
律
を
学
び
、
生
涯
不
脱
法
衣
を

貫
い
た
念
仏
聖
で
、
京
都
、
筑
紫
、
日
向
、
長
門
、
安
芸
、
備
後
、

周
防
、
伊
予
な
ど
西
日
本
各
地
を
巡
錫
し
教
化
し
た
。『
蓮
門
興
学

篇
』
は
浄
土
宗
教
団
の
衰
退
を
嘆
き
、
宗
門
の
あ
る
べ
き
姿
を
提
言

し
た
書
で
あ
る
。
天
明
の
飢
饉
の
折
に
は
宮
島
で
救
済
活
動
に
尽
し

た
。
伝
記
は
二
巻
本
（
五
十
四
丁
）、
慧
満
（
学
信
の
遺
弟
）
と
僧

敏
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
知
恩
院
六
十
五
世
貞
厳
（

－

一
八
二

七
）
が
寄
せ
た
文
政
四
年
の
序
、
そ
し
て
安
芸
国
光
明
院
の
慧
満
と

専
念
寺
の
隆
円
の
跋
が
あ
る
。
刊
本
末
尾
に
は
「
藝
州
厳
島
光
明
院

蔵
板
」
と
あ
り
そ
の
後
に
「
新
刻
学
信
和
尚
行
状
記
助
梓
名
署
」
が

あ
る
。

●
直
道
法
師
感
瑞
往
生
伝	

　
『
浄
土
安
心　

極
楽
道
中
案
内
記　

直
道
往
生
記
』
八（

（
（

（
三
十
二

丁
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
内
題
に
は
「
直
道
法
師
感
瑞
往
生
伝
」

と
あ
る
。
学
信
よ
り
念
仏
の
進
退
の
説
を
聞
い
て
、
念
仏
三
昧
を
増

進
し
た
伊
予
国
岩
城
島
の
直
道
の
伝
記
で
あ
る
。
直
道
の
生
涯
に
ま

つ
わ
る
絵
図
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

　

僧
敏
の
序
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
の
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
「
恵
満
上
人
と
と
も
に
よ
り
。
旧
記
を
か
た
が
た
た
だ
し
て
。
こ

れ
を
あ
づ
さ
に
ち
り
ば
む
」
と
あ
り
、
僧
敏
が
慧
満
と
一
緒
に
こ
の

往
生
伝
を
編
纂
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
末
尾
に
「
藝
州
厳
島
光
明
院

慧
満
謹
記
」
と
い
う
記
載
、
続
い
て
隆
円
の
文
政
四
年
三
月
の
跋
が

あ
る
。
刊
記
に
、

　
　
　
　

筆
工　

片
山
敬
齊　

画
工　

中
西
誠
應

　
　
　
　

刀
刻　

田
原
重
興　

同　

井
上
永
辰

　
　
　
　

新
刻
直
道
法
師
感
瑞
往
生
傳
助
梓
名
署　

　
　
　
　
（
略
）
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文
政
八
年
十
月

	

皇
都
書
林　
　
　

知
恩
院
古
門
前　

澤
田
吉
右
衛
門

　

と
あ
る
。

●
備
陽
了
道
／
念
仏
往
生
伝		

　
『
浄
土
安
心　

極
楽
道
中
案
内
記　

中
将
姫
法
語　

念
仏
往
生
伝
』

五
（
（
（

に
所
収
さ
れ
、「
中
将
姫
法
語（

（
（

」（
十
丁
）
と
合
冊
に
な
っ
て
い
る
。

内
題
に
は
「
備
陽
了
道　

念
仏
往
生
伝
」（
十
三
丁
）
と
あ
る
。
了

道
は
備
中
の
人
で
、
文
化
年
間
に
勝
尾
寺
に
い
た
徳
本
行
者
よ
り
、

十
念
日
課
を
受
け
て
、
毎
月
念
仏
会
に
参
加
、
徳
本
よ
り
剃
髪
の
作

法
を
受
け
た
が
、
髪
を
剃
ら
ず
、
白
衣
に
て
念
仏
行
を
続
け
、
晩
年

に
髪
を
そ
り
、
袈
裟
を
か
け
て
過
ご
し
た
念
仏
行
者
で
あ
る
。
宝
橋

山
高
蔵
寺
の
義
謙
が
序
を
寄
せ
、
僧
敏
は
跋
を
寄
せ
て
い
る
。

　

以
上
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
僧
敏
の
著
作
の
う
ち
の
伝
記
類
三
部
で

あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
多
く
の
往
生
伝
を
上
梓
し
た
隆
円
が
僧
敏
の

著
作
に
跋
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
親
し
い
交
流
が
知
ら

れ
る
。

　

教
義
類
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。

●
念
仏
追
福
編（

（
（

（
五
十
四
丁
）			



　

僧
敏
の
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
二
月
の
序
が
あ
る
。
刊
記
に

「
浄
土
宗
総
本
山
書
籍
調
進
所　

知
恩
院
古
門
前
石
橋
町　

沢
田
吉

右
衛
門
」
と
あ
る
。

　

見
開
き
の
中
央
に
は
書
名
の
「
新
刻
図
会　

念
佛
追
福
編
」、
右

側
に
は
こ
の
書
を
勧
め
る
所
以
を
記
し
た
「
此
ノ
書
ハ
。
称
名
念
佛

ハ
。
タ
ゞ
我
往
生
ノ
タ
メ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
。
世
ニ
ナ
キ
人
ノ
追
福
ニ
ト

ナ
フ
レ
バ
。
ソ
ノ
功
徳
マ
テ
。
ナ
キ
人
。
速
ニ
解
脱
ス
ト
イ
フ
。
経

論
釈
ヲ
引
キ
。
ソ
ノ
因
縁
ヲ
ア
ゲ
サ
ト
シ
タ
ル
メ
ズ
ラ
シ
キ
書
ナ
リ
。

教
養
ノ
心
ア
ル
人
。
見
ズ
ン
ハ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
の
文
、
左
側
に
は

「
備
中
甘
露
庵
蔵
版
」
と
あ
る
。

続
く
序
で
は
主
題
の
念
仏
回
向
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。こ

と
し
の
春
吉
備
の
國
の
所
々
自
他
宗
の
寺
院
に
於
て
彌

陀
本
願
の
念
佛
を
弘
通
す
る
に
諸
人
信
受
し
て
日
課
念
佛

を
誓
約
す
る
も
の
多
し
一
日
白
衣
の
人
某
予
に
問
て
い
は

く
我
身
信
願
念
佛
し
て
極
楽
に
往
生
す
る
こ
と
は
つ
ば
ら

か
に
承
り
心
に
落
付
侍
り
ぬ
な
き
人
の
為
に
も
念
佛
を
し

て
回
向
し
侍
ら
ば
彼
を
も
亦
極
楽
に
往
生
せ
し
む
る
の
資

糧
と
な
り
な
ん
や
お
の
れ
先
に
稱
名
念
佛
追
薦
説
と
い
へ
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る
書
を
披
き
は
べ
り
し
か
ど
か
ら
國
の
文
字
に
か
き
た
る

文
な
れ
ば
お
ろ
か
な
る
わ
な
み
は
よ
み
難
し
師
別
に
和
ら

げ
て
讀
易
き
や
う
に
書
し
る
し
玉
ひ
な
ん
や
と
い
ふ
予
其

志
を
感
じ
て
經
論
及
び
諸
の
伝
記
等
に
依
て
念
佛
し
て
回

向
す
れ
ば
其
亡
者
極
楽
に
往
生
せ
こ
と
疑
ひ
な
き
の
旨
を

書
集
め
一
冊
と
な
し
念
佛
追
福
編
と
題
し
（
略
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
僧
敏
は
以
前
に
読
ん
だ
宝
洲（

（
（

（
一
六
八
一

－
一
七

三
八
）
の
『
称
名
念
佛
追
薦
説
』
が
漢
文
体
な
の
で
、
愚
か
な
者
で

も
読
み
易
い
よ
う
に
和
文
体
で
こ
の
書
を
ま
と
め
た
と
い
う
。

　

本
書
で
は
亡
き
人
の
た
め
に
念
仏
し
て
回
向
す
る
心
得
と
功
徳
が

十
二
項
目
に
わ
た
っ
て
説
か
れ
て
い
る
。

一
に
念
佛
し
て
回
向
す
れ
ば
光
明
亡
者
を
照
ら
し
て
得
脱

せ
し
む
る
事
を
明
か
す

二
に
追
福
に
は
必
至
誠
心
用
ゆ
べ
き
事
を
示
す

三
に
追
福
の
時
に
は
必
酒
肉
五
辛
を
禁
制
す
べ
き
こ
と
を

明
か
す

四
に
亡
者
冥
苦
を
脱
す
る
事
能
は
ざ
る
時
は
其
現
存
の
親

類
を
怨
る
事
を
示
す

五
に
怨
霊
を
得
脱
せ
し
む
る
心
得
を
明
か
す

六
に
追
善
を
な
す
規
則
を
出
す

七
に
追
善
を
な
す
本
據
（
も
と
の
よ
り
ど
こ
ろ
）
を
示
す

八
に
先
哲
念
佛
し
て
追
善
を
作
た
ま
ひ
し
芳
蹤
を
あ
ぐ

九
に
念
佛
は
無
上
の
功
徳
な
る
事
を
明
か
す

十
に
小
児
無
智
の
輩
の
念
佛
も
亡
者
得
脱
の
因
縁
と
な
る

事
を
示
す

十
一
に
念
佛
の
聲
十
方
に
遍
じ
て
亡
者
を
し
て
幽
冥
を
出

し
む
る
事
を
明
か
す

十
二
に
亡
者
殊
に
念
佛
の
回
向
を
懇
望
す
る
事
を
出
す

●
散
心
称
名
念
仏
往
生
編（

（
（

（
十
九
丁
）		



　

刊
記
に
は
「
天
保
十
三
壬
寅
初
夏
新
刻　

備
前
州
銘
金
山　

智
増

院
蔵
板
」
と
あ
り
、
そ
の
後
に
助
梓
名
署
が
あ
る
。

　

こ
の
著
作
は
漢
文
体
で
、
初
め
に
僧
敏
の
文
政
十
一
年
八
月
十
五

日
の
序
が
あ
る
。
そ
こ
に
本
書
述
作
に
至
っ
た
経
緯
を
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。　

間コ
ノ
コ
ロ者

竊
カ
ニ

披
二ク

ニ
浄
土
ノ

章
疏
一ヲ
似
下タ

リ
有
三
亦
許
二ス

ヿ
散
稱
往

生
一ヲ
者
上ニ
稍
く

自
ラ

慰
安
遂
ニ

決
二ス
浄
業
ヲ

於
稱
名
ノ

一
行
一ニ

茲
ニ

因
二テ
閲
ノ

次
一ニ
聊
カ

録
二
諸
文
一ヲ
以
テ

備
二フ
廢
忘
一ニ
偶
く

有
二

蓮
友
一
來
テ

而
讀
二
是
ノ

編
一ヲ
於
二テ
意
ノ

所
一レニ
滞
ル

設
二ク
於
數
問
一ヲ

予
以
二テ
管
見
一ヲ
答
レル

ニ
之
ヲ

蓮
友
決
レ
疑
ヲ

歡
喜
而
去
ル

因
テ
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併
二セ
録
其
ノ

問
答
一ヲ
而
作
二ス
一
冊（

（
（

一ト

　

本
書
は
散
心
念
佛
往
生
に
つ
い
て
そ
れ
ま
で
浄
土
の
章
疏
を
集
め

て
忘
備
録
と
し
て
い
た
も
の
に
、
蓮
友
と
の
問
答
を
加
え
て
一
書
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

●
散
心
称
名
念
佛
往
生
編（

（1
（

（
二
十
七
丁
）		

　

こ
の
著
作
は
和
文
で
書
か
れ
て
お
り
、
刊
記
に
「
備
前
金
山
智
増

院
蔵
本
」
と
あ
る
。
ま
た
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
に
祐
範
が
寄

せ
た
跋
が
あ
る（

（1
（

。
散
心
往
生
に
関
す
る
特
色
的
な
場
面
に
は
図
が
挿

入
さ
れ
て
い
る
。

　

僧
敏
は
本
文
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

予
既
に
漢
朝
諸
宗
烈
祖
大
徳
の
説
を
集
め
し
る
し
て
。
散

心
念
佛
往
生
の
義
を
明
せ
り
。
今
又
本
朝
諸
宗
碩
師
の
散

称
往
生
を
示
し
た
ま
ふ
詞
を
綴
り
集
む
。
こ
れ
は
和
漢
は

る
か
に
へ
だ
た
り
諸
宗
ま
ち
ま
ち
に
分
れ
た
り
と
い
へ
ど

も
。
高
僧
碩
徳
の
浄
土
易
行
の
法
門
を
教
へ
給
ふ
事
は
全

く
同
じ
き
事
を
示
し
て
。
人
を
し
て
念
佛
の
信
を
生
じ
易

か
ら
し
め
ん
と
思
ふ
が
ゆ
え
な
り
。
兼
て
は
又
漢
字
を
し

ら
ぬ
児
女
の
輩
に
も
こ
の
萬
機
普
益
の
易
行
を
し
ら
せ
ま

ほ
し
く
思
ひ
て
。
再
び
こ
れ
を
集
め
し
る
す
と
い
ふ（

（1
（

　

僧
敏
は
先
に
漢
文
体
で
中
国
と
日
本
仏
教
の
章
疏
を
集
め
て
散
心

往
生
に
関
す
る
著
作
を
刊
行
し
た
が
、
続
い
て
日
本
に
お
け
る
関
連

の
章
疏
を
中
心
に
同
趣
旨
の
著
作
を
和
文
体
で
刊
行
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
諸
宗
を
越
え
て
高
僧
碩
徳
た
ち
が
教
え
た
萬
機
普
益
の
易
行

念
仏
の
教
え
を
、
広
く
児
童
や
女
人
に
も
伝
え
る
た
め
で
あ
る
。

●
往
生
勤
行
諸
式（

（1
（

	

　

折
本
の
体
裁
で
外
題
に
は
「
浄
業　

往
生
勤
行
諸
式　

完
」
と
あ

る
。
初
め
に
僧
敏
の
名
号
が
置
か
れ
、
そ
の
両
脇
に
「
一
如
山　

教

禅
院　

密
成
僧
敏
」
と
あ
り
、
絵
図
も
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
阿

弥
陀
仏
へ
の
「
上
礼
」「
老
中
礼
」「
礼
拝
五
輪
投
地
」「
長
跪
」
の

図
で
あ
る
。
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

	

初　

平
日
勤
行
式

	

二　

心
行
要
文

	

三　

臨
終
要
語

	

四　

追
善
用
心

	

末
附
一
枚
起
請
文
略
解

　

末
尾
に
「
此
一
冊
は
浄
家
の
人
に
請
ふ 

依
て
こ
れ
を
し
る
す 

こ

の
ゆ
え
に 
専
ら
蓮
門
の
衆
説
を
集
む 

見
る
人
こ
れ
を
し
り
給
へ
か

し　

密
成
僧
敏
謹
記
」
と
あ
る
。
刊
記
に
は
、
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天
保
十
五
年
甲
辰
六
月
刻
版
施
主
備
後
瓊
浦　

面
田
政
助

西
海
狐
島　

白
毫
庵
蔵
本

京
都
寺
町
三
条
下
ル
町

御
經
調
進
所　

蓍
屋
宗
八

と
あ
る
。

　
●
澆
末
念
佛
法
語（

（1
（

　

　

折
本
の
体
裁
で
刊
行
年
は
不
明
。
刊
記
に
「
藝
州
廣
島
教
禅
院
蔵

版
」
と
あ
る
。

　

本
文
の
冒
頭
に
は
著
述
の
意
趣
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

夫
弥
陀
本
願
の
教
行
は
末
法
造
悪
の
下
根
苦
海
を
超
る
の

寶
筏
な
り
。
さ
れ
ば
當
今
に
於
て
。
衆
生
を
化
益
せ
ん
と

欲
す
る
も
の
は
。
在
在
處
處
に
。
此
法
門
を
廣
く
宣
べ
て

流
布
す
べ
き
事
な
り
。
然
る
に
近
来
諸
方
平
常
僧
徒
の
在

家
の
人
を
歓
誘
す
る
と
聞
に
。
浄
土
の
法
門
を
説
に
似
た

れ
ど
も
正
し
く
安
心
の
要
義
を
説
事
少
し
。
多
く
世
俗
無

益
の
因
縁
を
談
じ
。
和
讃
う
た
な
ど
を
綺
へ
誦
し
て
。
無

智
の
男
女
の
心
を
ほ
ら
が
し
。
其
信
心
を
失
は
し
む
。
こ

の
ゆ
え
に
浄
土
の
法
門
も
名
の
み
有
て
実
益
は
少
し
。
予

こ
れ
を
歎
き
悲
み
て
。
年
頃
日
頃
。
法
施
を
な
す
毎
に
。

弥
陀
本
願
の
深
意
を
示
し
。
三
心
の
要
義
を
述
る
に
。
諸

人
信
受
し
て
課
佛
を
誓
約
す
る
も
の
。
年
〱
に
増
し
月
〱

に
多
し
。
予
こ
れ
に
依
て
。
い
よ
い
よ
念
仏
の
法
門
は
澆

末
の
機
根
に
相
應
す
る
事
を
し
る
。
こ
れ
に
依
て
今
又
平

日
諸
人
に
示
す
所
の
安
心
の
要
義
を
書
し
る
し
。
是
を
い

ま
だ
予
が
法
施
を
聞
さ
る
も
の
に
与
へ
。
展
轉
し
て
是
を

讀
し
め
。
念
仏
の
正
信
を
開
し
め
ん
事
を
欲
す
と
い
ふ（

（1
（

　
「
澆
末
」
と
は
末
世
と
か
末
代
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
宗
祖
の

『
無
量
寿
経
釋
』
の
冒
頭
で
は
、「
抑
モ

三
乗
四
乗
ノ

聖
道
ハ

正
像
既
ニ

過
テ

至
二テ

ヨ
リ

末
法
一ニ
時
二

但
ダ

虚
ク

有
レテ
教
無
レ
有
二ヿ
行
證
一。
故
ニ

澆
末
ノ

之

世
求
二ル

ニ
断
惑
證
理
入
聖
得
果
之
人
一ヲ
是
レ

甚
難
シ

得
。
然
バ

則
濁
悪
ノ

衆
生
何
ヲ

以
カ

得
レン
離
二ヿ

ヲ
生
死（

（1
（

一ヲ
」
と
い
う
よ
う
に
、
時
機
相
応
の
浄

土
の
法
門
を
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
僧
敏
が
「
近
来
・
・

安
心
の
要
義
を
説
く
こ
と
少
な
し
」
と
か
、「
三
心
の
要
義
を
述
る

に
諸
人
信
受
し
て
課
佛
を
誓
約
す
る
も
の
・
・
多
し
」
と
伝
え
る
と

こ
ろ
に
本
書
述
作
時
の
念
仏
教
化
の
様
相
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

●
六
字
名
号
呼
法
辨（

（1
（

（
四
十
六
丁
）

　

六
字
の
名
号
の
呼
称
法
を
音
韻
の
書
を
も
援
用
し
な
が
ら
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。
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初
め
に
知
恩
院
七
十
世
赫
譽
歓
幢
の
序
が
あ
り
、
次
に
僧
敏
の
悉

曇
の
名
号
と
そ
の
右
側
に
「
南
無
阿
彌
陀
佛
」、
左
側
に
「
な
む
あ

み
だ
ぶ
」
の
漢
字
と
仮
名
の
名
号
が
置
か
れ
、
僧
敏
拝
書
と
あ
る
。

僧
敏
の
序
文
に
は
、

文
字
ハ
天
竺
唐
土
大
和
ト
、
三
國
ニ
書
分
タ
レ
ド
モ
其
音

ハ
皆
同
ク
一
様
ニ
唱
フ
ベ
シ

佛
神
諸
大
徳
、
六
字
名
號
ヲ
和
歌
ノ
中
ニ
ヨ
ミ
入
玉
ヒ
タ

ル
ハ
皆
六
字
ノ
正
音
ニ
契
ヘ
リ
、
故
ニ
今
此
ニ
數
首
ヲ
擧

ク

　

と
あ
り
、
名
号
呼
称
の
事
例
と
し
て
如
来
御
告
、
岩
清
水
、
春
日
、

空
也
上
人
、
吉
水
大
師
の
和
歌
を
あ
げ
て
、
す
べ
て
が
「
な
む
あ
み

だ
ぶ
」
と
六
音
で
唱
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
音
韻
的
に
名
号

を
論
じ
て
い
る
。

　

刊
記
に
は
『
六
字
名
号
呼
法
辨
』
刻
版
施
主
を
あ
げ
、「
知
恩
院

古
御
門
前　

澤
田
吉
右
衛
門　

平
安
書
肆　

寺
町
通
三
条
下
ル
町　

神
先
宗
八
」
と
あ
る
。

●
六
字
名
号
呼
法
辨
釈
難（

（1
（

（
四
十
九
丁
）

　

本
書
に
は
弘
化
四
年
丁
未
中
秋
の
次
の
よ
う
な
序
が
あ
る
。

今
秋
七
月
皇
都
ノ
某
上
人
、
書
ヲ
作
テ
、
コ
レ
ヲ
華
頂
輪

下
ノ
清
衆
ニ
託
シ
テ
、
予
ガ
許
ニ
贈
リ
来
レ
リ
、
予
其
書

ヲ
披
キ
閲
ル
ニ
、
多
ク
近
代
和
學
者
ノ
説
ヲ
採
テ
、
予
ガ

著
セ
ル
呼
法
辨
ノ
中
ノ
六
字
名
號
ノ
佛
字
此
レ
ヲ
ブ
ト
唱

フ
ベ
シ
、
ブ
ツ
ト
呼
ハ
和
音
ナ
リ
、
用
フ
ベ
カ
ラ
ズ
ト
云

ヲ
肯
ハ
ズ
、
而
シ
テ
自
ラ
説
ヲ
作
テ
曰
、
佛
字
梵
漢
二
音

ハ
、
促
ル
音
ナ
リ
、
佛
字
及
ビ
諸
ノ
入
聲
ノ
字
、
二
音
ニ

讀
ム
ハ
、
官
家
及
ビ
和
學
者
ノ
定
則
ナ
リ
（
中
略
）
此
上

人
未
ダ
梵
漢
ノ
音
韻
ニ
達
セ
ズ
、
自
ラ
疑
フ
ヿ
ア
リ
テ
、

敢
テ
此
難
問
ヲ
設
ケ

タ
ル
カ
、
或
ハ
和
學
者
ノ
呼
法
辨
ヲ

讀
ミ
、
此
ノ
疑
難
ヲ
發
セ
ル
ニ
、
上
人
彼
レ
ニ
代
テ
更
ニ

難
問
ヲ
構
ヘ
、
予
ニ
答
ヲ
請
テ
、
自
他
共
ニ
音
韻
ノ
疑
ヲ

決
セ
ン
ト
欲
ス
ル
乎
、
既
ニ
予
ガ
答
ヲ
請
ゼ
ラ
レ
タ
リ
、

豈
ニ
黙
止
ス
ベ
ケ
ン
ヤ
、
因
テ
今
悉
ク
其
ノ
難
問
ヲ
答
釋

シ
テ
一
冊
ト
作
シ
、
釋
難
ト
題
シ
テ
、
上
人
ニ
復
ス
ト
云

　
　

つ
ま
り
先
の
六
字
名
号
呼
法
辨
の
僧
敏
の
見
解
に
対
し
て
異
説

を
称
え
る
者
が
い
て
、
そ
れ
へ
の
反
論
を
な
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

●
六
字
名
号
呼
法
辨
或
問（

（1
（

（
十
九
丁
）

　

本
書
に
は
序
も
跋
も
な
く
、
刊
行
の
年
月
日
の
記
載
も
な
い
。
た

だ
最
後
に
「
諸
宗
御
經
書
物
製
本
所　

京
都
書
房　

寺
町
通
三
条
下
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ル
町　

向
松
堂　

蓍
屋
宗
八
」
と
あ
る
。

　

本
書
は
「
或
人
問
テ
曰
」
か
ら
は
じ
ま
り
、
漢
音
の
『
阿
弥
陀

経
』
を
音
韻
学
的
に
論
じ
て
い
る
。

　　

こ
の
ほ
か
密
成
の
伝
記
に
は
著
作
と
し
て
『
訛
略
念
佛
辧
』
と

『
西
方
浄
業
式
』
折
本
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
所
在
不
明
で
未
見
の

た
め
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
書
名
か
ら
前
者
は
名
号
の
呼
称
法
に
関

す
る
も
の
、
後
者
は
『
往
生
勤
行
諸
式
』
に
類
す
る
も
の
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

天
台
僧
密
成
僧
敏
は
自
身
も
『
散
心
念
佛
往
生
編
』
で
取
り
上
げ

て
い
る
真
言
僧
諦
忍
妙
龍
（
一
七
〇
五

－

一
七
八
六
）
の
よ
う
に
、

宗
派
を
超
え
て
浄
土
宗
の
徳
僧
と
交
流
し
念
仏
弘
通
に
努
め
た
。
ま

た
念
仏
流
通
の
た
め
に
和
文
に
よ
る
教
化
の
書
を
著
わ
し
た
。『
散

心
称
名
念
仏
往
生
編
』
や
『
澆
末
念
仏
法
語
』
か
ら
は
、
密
成
僧
敏

の
浄
土
教
思
想
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
が
別
の
機
会
に
取
り
上
げ
た

い
。 1　

硲
慈
弘
「
密
成
律
師
僧
敏
と
そ
の
著
述
―
主
と
し
て
密
教
著
書
に
就
い
て

―
」（『
密
教
研
究
』
二
五 

（1927-07-01

）高
野
山
大
学
内 

密
教
研
究
会 

高

野
山
）
こ
れ
に
よ
る
と
、
僧
敏
の
密
教
関
係
の
も
の
は
公
刊
せ
ず
、
写
本
の

も
の
が
残
っ
て
い
る
。

2　
『
学
信
和
尚
行
状
記
』　

佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵

3　
『
浄
土
安
心　

極
楽
道
中
案
内
記　

直
道
往
生
記
』
佛
教
大
学
図
書
館
所

蔵
4　
『
浄
土
安
心　

極
楽
道
中
案
内
記　

中
将
姫
法
語　

念
仏
往
生
伝
』
佛
教

大
学
図
書
館
所
蔵

5　

内
題
は
無
い

6　
『
念
仏
追
福
編
』
筆
者
所
蔵
。『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
と
『
日
本
古
典
籍
総

合
目
録
』
に
よ
る
と
、
本
著
は
天
保
三
年
刊
行
と
な
っ
て
お
り
こ
れ
が
初
版

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
明
治
三
十
年
の
刊
行
の
も
の
も
あ
る
。
筆
者
所
蔵
の
も

の
に
は
刊
行
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

7　

宝
洲
は
法
然
院
第
六
世
で
東
北
地
方
の
念
仏
教
化
に
尽
力
し
無
能
、
待
定
、

貞
伝
な
ど
に
関
す
る
著
作
を
残
し
て
い
る
。

8　
『
散
心
称
名
念
仏
往
生
編
』
筆
者
所
蔵

9　
『
散
心
称
名
念
仏
往
生
編
』
一
丁

10　
『
散
心
称
名
念
仏
往
生
編
』（
和
文
）
大
本
山
西
教
寺
文
庫
所
蔵

11　
『
散
心
称
名
念
仏
往
生
編
』（
漢
文
）
の
助
梓
名
署
の
中
に
「
智
増
院
祐
範

上
人
」
と
記
載
が
あ
る

12　
『
散
心
称
名
念
仏
往
生
編
』（
和
文
）
一
丁

13　
『
往
生
勤
行
諸
式
』
八
橋
秀
法
氏
所
蔵

14　
『
澆
末
念
佛
法
語
』
大
本
山
西
教
寺
文
庫
所
蔵

15　
『
澆
末
念
佛
法
語
』
一
頁

16　
『
昭
法
全
』
六
八 

17　
『
六
字
名
号
呼
法
辨
』
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵

18　
『
六
字
名
号
呼
法
辨
釈
難
』
大
正
大
学
図
書
館
所
蔵

19　
『
六
字
名
号
呼
法
辨
或
問
』
大
正
大
学
図
書
館
所
蔵
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伊
勢
商
人
の
仏
教
信
仰

　
―
長
谷
川
治
郎
兵
衛
家
の
念
仏
信
仰
資
料
よ
り
―

藤　

田　

直　

信

は
じ
め
に

　

伊
勢
商
人
と
は
、
伊
勢
国
出
身
の
商
人
の
総
称
で
あ
る
。
一
七
世

紀
初
頭
よ
り
江
戸
を
は
じ
め
京
都
や
大
坂
へ
の
進
出
を
果
た
し
た
伊

勢
商
人
は
、
呉
服
や
太
物
、
紙
、
煙
草
な
ど
を
基
軸
に
経
済
活
動
を

展
開
し
財
を
な
し
て
い
く
。
こ
の
う
ち
江
戸
に
店
を
構
え
た
商
人
を

江
戸
店
持
伊
勢
商
人
と
い
う
。

　

江
戸
店
持
伊
勢
商
人
の
一
軒
に
木
綿
商
と
し
て
活
躍
し
、
浄
土
宗

檀
徒
で
も
あ
っ
た
長
谷
川
治
郎
兵
衛
家
が
あ
る
。
お
よ
そ
一
〇
年
に

わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
長
谷
川
家
資
料
調
査
で
は
、
調
査
対
象
と
な

っ
た
古
文
書
や
典
籍
、
書
画
、
生
活
道
具
類
の
総
点
数
が
約
八
二
，

〇
〇
〇
点
を
数
え
る
に
至
っ
た（

（
（

。
こ
れ
ら
の
資
料
中
に
は
一
族
の
祝

儀
や
法
事
に
か
か
る
も
の
や
近
年
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
年
中
行
事
の

次
第
を
記
し
た
も
の
も
あ
り
、
商
家
に
お
け
る
様
々
な
信
仰
の
様
相

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
、
伊
勢
商
人
に
お
け
る
仏
教
信
仰
、
特
に
念
仏
信
仰
に

関
す
る
も
の
を
長
谷
川
に
伝
来
し
た
資
料
か
ら
紹
介
す
る
。

一
、
長
谷
川
治
郎
兵
衛
家
に
つ
い
て

　

長
谷
川
家
は
、
一
族
で
あ
る
長
谷
川
東
家
の
市
左
衛
門
（
布
屋
）

が
寛
永
一
二
年
（
一
六
三
五
）
に
大
伝
馬
町
に
木
綿
仲
買
商
と
し
て

進
出
、
本
家
は
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
丹
波
屋
を
名
乗
る
木
綿

仲
買
商
を
や
は
り
江
戸
に
開
業
し
た（

（
（

。
以
降
、
大
伝
馬
町
に
五
店
舗

を
構
え
る
大
店
と
な
る
。
松
阪
市
に
残
る
本
家
邸
は
、
現
当
主
よ
り

収
蔵
さ
れ
る
資
料
と
と
も
に
平
成
二
五
年
に
松
阪
市
に
寄
贈
さ
れ
た
。

同
二
八
年
、
本
宅
は
国
の
重
要
文
化
財
に
、
そ
の
前
年
に
三
重
県
の

史
跡
及
び
名
勝
に
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
る
。
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二
、
長
谷
川
家
に
伝
来
す
る
念
仏
信
仰
資
料
つ
い
て

①
菩
提
寺
・
清
光
寺

　

縁
起
に
よ
る
と
草
創
当
初
は
神
光
寺
と
号
し
、
行
基
の
開
基
と
伝

え
、
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）、
察
道
和
尚
に
よ
っ
て
浄
土
宗
に
改

宗
、
神
光
寺
を
清
光
寺
と
改
称
し
た
と
す
る（

（
（

。
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来

坐
像
は
、
平
安
時
代
後
期
の
作
例
で
、
国
指
定
重
要
文
化
財
。
池
大

雅
と
も
交
流
の
あ
っ
た
商
家
出
身
の
書
画
家
・
韓
天
寿
の
菩
提
寺
で

も
あ
る
。

②
長
谷
川
家
の
諸
信
仰

　

長
谷
川
家
は
代
々
浄
土
宗
門
と
し
て
の
念
仏
信
仰
以
外
に
も
様
々

な
信
仰
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
概
要
を
『
家
政
暦（

（
（

』
や
民
俗
資
料
よ

り
見
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ａ
．
月
並
行
事
（『
家
政
暦
』
よ
り
）

・
一
日
…
般
若
心
経
奉
読
、
神
宮
（
内
宮
・
外
宮
）
代
参
、
神
棚

鏡
（
五
面
）
へ
神
酒
・
洗
米
供
、
恵
比
寿
・
荒
神
・
鎮

守
稲
荷
・
仏
壇
へ
小
豆
飯
お
よ
び
花
鰹
節
供

・
五
日
…
水
天
宮
祭
礼

・
一
二
日
…
八
畳
神
棚（

（
（

献
灯
（
夜
の
み
）

・
一
四
日
…
諸
神
献
灯
（
夜
の
み
）

・
一
五
日
…
神
棚
・
八
畳
神
棚
へ
神
酒
・
洗
米
供

・
三
〇
日
…
諸
神
献
灯
（
夜
の
み
）

・
二
・
四
・
八
・
一
三
・
一
九
・
二
一
・
二
四
日
…
仏
壇
霊
供

・
先
祖
諸
霊
忌
日
霊
供

ｂ
．
各
月
行
事
（『
家
政
暦
』
よ
り
）

一
月
…
恵
比
須
講

二
月
…
涅
槃
会
、
粉
河
寺
日
供
講
祈
祷
札
受

三
月
…
青
峯
山
正
福
寺（

（
（

代
参
・
御
祈
祷
受

四
月
…
釈
尊
誕
生
会

五
月
…
富
士
浅
間
講

六
月
…
祇
園
会
（
氏
神
御
厨
神
社
）

七
月
…
盆
、
海
会
寺（

（
（

施
餓
鬼

八
月
…
月
天
供
（
一
五
日
）

九
月
…
月
天
供
（
一
五
日
）

一
〇
月
…
恵
比
須
講
、
十
夜
日
待
（
観
音
絵
像
供
養
）、
十
夜
回

向
（
清
光
寺
）、
般
若
心
経
念
仏
修
行
（
一
五
日
暮
れ

よ
り
）

一
一
月
…
山
神
祭
、
冬
至
式
（
神
棚
・
八
畳
神
棚
へ
神
酒
・
洗
米

供
）、
大
師
講

一
二
月
…
東
京
神
田
明
神
へ
初
穂
供　
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ｃ
．
信
仰
対
象
（
祈
祷
札
等
寺
社
信
仰
関
連
資
料
よ
り
）

岡
寺
山
継
松
寺
、
清
光
寺
、
菅
相
寺
、
医
王
山
真
楽
寺
、
覚
賢

院
、
金
生
山
弥
勒
院
、
愛
宕
山
龍
泉
寺
、
吉
祥
山
毘
沙
門
寺
、

密
蔵
院
、
常
足
庵
、
龍
華
寺
、
普
賢
院
、
来
迎
寺
、
福
源
寺
、

大
広
山
海
会
寺
、
法
久
寺
、
養
泉
寺
、
源
陽
寺
、
八
雲
神
社
、

御
厨
神
社
（
以
上
松
阪
）、
丹
生
山
神
宮
寺
（
多
気
）、
霊
符
山

太
陽
寺
（
大
台
）、
白
子
山
観
音
寺
（
鈴
鹿
）、
皇
太
神
宮
、
豊

受
大
神
宮
、
猿
田
彦
神
社
（
以
上
伊
勢
）、
伊
雑
宮
（
志
摩
）、

粉
河
寺
、
那
智
山
尊
勝
院
、
高
野
山
地
蔵
院
、
高
野
山
蓮
華
三

昧
院
（
以
上
和
歌
山
）、
石
清
水
八
幡
宮
瀧
本
坊
、
北
野
天
満

宮
林
静
坊
（
以
上
京
都
）、
長
谷
寺
、
長
谷
寺
能
満
院
、
金
峯

山
竹
林
院
、
信
貴
山
千
手
院
、
春
日
大
社
（
以
上
奈
良
）、
多

賀
大
社
（
滋
賀
）、
豊
川
稲
荷
、
熱
田
神
宮
（
愛
知
）、
秋
葉
寺
、

可
睡
斎
（
静
岡
）、
善
光
寺
、
戸
隠
神
社
（
長
野
）、
白
山
比
咩

神
社
（
石
川
）、
神
田
神
社
（
東
京
）、
成
田
山
新
勝
寺
、
長
景

山
清
光
寺
、
香
取
大
神
宮
（
以
上
千
葉
）、
中
禅
寺
、
二
荒
山

神
社
（
栃
木
）、
金
華
山
大
金
寺
（
宮
城
）、
象
頭
山
金
刀
比
羅

宮
（
香
川
）
等

　

長
谷
川
家
で
行
わ
れ
る
諸
行
事
は
、
仏
教
や
神
道
の
そ
れ
に
則
り

展
開
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
地
域
に
残
る
民
間
信
仰
も
そ
の
中
に
取

り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
か
な
り
広
域
の
社
寺
に

祈
祷
・
祈
願
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
菩
提
寺
で
あ
る

清
光
寺
を
除
け
ば
、
こ
と
の
ほ
か
岡
寺
山
継
松
寺
、
金
生
山
弥
勒
院
、

愛
宕
山
龍
泉
寺
、
粉
河
寺
、
石
清
水
八
幡
宮
瀧
本
坊
、
長
谷
寺
、
長

谷
寺
能
満
院
、
長
景
山
清
光
寺
へ
の
信
仰
の
深
さ
が
資
料
の
残
存
数

量
か
ら
う
か
が
え
る
。

③
長
谷
川
家
に
伝
来
す
る
念
仏
信
仰
資
料
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
は
『
長
谷
川
家
資
料
調
査
報
告
書
』
に
掲
載
さ
れ
た
念
仏

信
仰
資
料
を
紹
介
す
る（

（
（

。

・
紙
本
墨
書
祐
天
六
字
名
号
（
表
２
―
棚
―
54
）　

図
１

装
丁
：
軸
装

法
量
：
六
五
・
七
㎝
×
二
六
・
六
㎝

墨
書
等
：
箱
書
「
六
字
名
号　

祐
天
大
僧
正
」、
包
紙
「
方
誉
遺

物　

祐
天
大
僧
正
名
号
」

備
考
：
付
属
資
料
の
一
二
月
一
六
日
付
長
谷
川
次
郎
兵
衛
宛
清
光

寺
書
状
と
包
紙
墨
書
に
よ
っ
て
菩
提
寺
で
あ
る
清
光
寺
か

ら
伝
来
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
署
名
に
「
増
上
寺
大
僧

正
祐
天
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
制
作
年
代
が
正
徳
元
年

（
一
七
一
一
）
以
降
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る（

（
（

。
清
光
寺
は

祐
天
と
の
関
連
が
深
い
寺
院
で
、
境
内
の
経
蔵
（
祐
天
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堂
）
に
は
祐
天
の
肖
像
彫
刻
を
安
置
す
る（

（1
（

。
ま
た
、
同
三

年
に
は
第
二
三
世
幡
貞
が
一
〇
万
人
に
日
課
念
仏
を
勧
め

る
願
を
立
て
、
結
縁
し
た
人
々
に
祐
天
の
名
号
を
付
与
す

る
と
い
う
十
万
人
講
を
組
織
し
た（

（1
（

。

・
紙
本
墨
書
徳
本
六
字
名
号
（
表
２
―
棚
―
186
―
１
）　

図
２

装
丁
：
軸
装

法
量
：
六
六
・
五
㎝
×
二
三
・
九
㎝

墨
書
等
：
外
題
「
徳
本
上
人
様
名
号
」

備
考
：「
御
名
号
御
影
」（
一
括
納
入
木
箱
）
と
墨
書
さ
れ
た
木
箱

内
に
納
入
さ
れ
た
資
料
の
一
つ
。「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の

名
号
部
は
墨
書
、「
徳
本
（
花
押
）」
部
は
印
と
な
る
。
伝

来
事
由
は
不
詳
。

・
紙
本
墨
書
輪
超
六
字
名
号
（
表
２
―
棚
―
186
―
３
）　

図
３

装
丁
：
軸
装

法
量
：
四
九
・
〇
㎝
×
一
六
・
五
㎝

墨
書
等
：
外
題
「
輪
超
名
号
」

備
考
：
前
掲
資
料
同
様
、「
御
名
号
御
影
」
と
墨
書
さ
れ
た
木
箱

に
収
め
ら
れ
る
。
作
者
で
あ
る
三
誉
輪
超
は
、『
新
纂
浄

土
宗
大
辞
典
』
に
詳
し
い（

（1
（

。
輪
超
は
飯
高
郡
伊
勢
寺
村

（
現
松
阪
市
）
横
滝
寺
の
「
当
山
旧
記
」
を
延
宝
二
年

（
一
六
七
四
）
に
書
写
し
た
こ
と
が
『
勢
国
見
聞
集
』
に

う
か
が
え
、
ま
た
同
書
に
は
輪
超
が
同
五
年
に
同
寺
本
堂

を
再
建
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
本
名
号
の
伝
来
事
由

は
未
詳
。

・
絹
本
著
色
法
然
上
人
像
（
表
２
―
簞
１
（
１
）
―
１
）　

図
４

装
丁
：
軸
装

法
量
：
四
六
・
六
㎝
×
二
七
・
二
㎝

墨
書
等
：
箱
書
「
円
光
大
師
尊
影　

一
幅
」

備
考
：
付
属
さ
れ
た
一
二
月
一
九
日
付
長
谷
川
源
右
衛
門
宛
卓
明

書
状
お
よ
び
六
月
一
七
日
付
長
谷
川
次
郎
兵
衛
宛
清
光
寺

呈
書
に
よ
り
清
光
寺
か
ら
当
家
へ
伝
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
底
本
は
知
恩
院
蔵
往
生
要
集
披
講
の
御
影
（
隆
信

の
御
影
）
と
考
え
ら
れ
、
知
恩
院
本
同
様
画
面
左
上
方
に

色
紙
形
も
あ
ら
わ
す
。

・
紙
本
墨
書
浄
土
宗
安
心
法
語
（
表
２
―
簞
１
（
１
）
―
４
）　

図
５

装
丁
：
軸
装

法
量
：
五
三
・
九
㎝
×
三
五
・
三
㎝

墨
書
等
：
箱
書
「
浄
土
宗
安
心
法
語　

定
誉
随
波
上
人
筆
」

備
考
：
定
誉
随
波
に
つ
い
て
は
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
に
詳
し

く
紹
介
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
長
谷
川
家
へ
の
伝
来
は
不
詳
。
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・
紙
本
木
版
彩
色
勧
修
作
福
念
仏
図
説
（
表
２
―
簞
１
（
１
）
―
７
）

　

�

　

図
６　

装
丁
：
軸
装

法
量
：
六
六
・
三
㎝
×
二
七
・
〇
㎝

墨
書
等
：
箱
書
「
弥
陀
三
尊
日
課
念
仏
印
消
弐
幅
」、
箱
蓋
裏
書

「
此
両
軸
積
年
庫
中
ニ
蔵
し
あ
り
し　

今
明
治
十
六
秊

夏
四
月
慈
母
寿
白
之
喪
中
七
日
毎
に
累
世
護
持
尊
画
宝

号
等
幅
を
供
養
せ
ん
に
際
し
此
両
幅
を
顕
出
し
た
り　

幸
に
梵
香
礼
拝
す
る
に
清
寿
大
姉
法
名
あ
り　

推
す
る

に
宗
節
居
士
歟
寿
林
大
姉
歟　

至
孝
之
素
意
ヨ
リ
祖
先

菩
提
謝
恩
と
て
日
課
念
仏
善
行
あ
り
し
と　

累
代
之
徳

を
慕
ん
と
今
般
外
函
を
設
永
世
保
護
す
る
も
の
也　

元

章
誌
」

備
考
：
本
資
料
は
箱
蓋
裏
書
に
よ
る
と
、
一
〇
代
当
主
長
谷
川
治

郎
兵
衛
元
章
が
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
に
発
見
し
、

現
保
存
環
境
を
整
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
箱
の
中
に
二

幅
収
納
さ
れ
、
う
ち
一
幅
は
阿
弥
陀
如
来
の
下
方
に
あ
ら

わ
さ
れ
た
蓮
華
上
に
「
念
仏
弟
子
」
と
の
み
う
か
が
え
、

も
う
一
幅
の
そ
こ
に
は
「
念
仏
弟
子
」
の
下
に
「
命
誉
清

寿
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
識
語
に
「
宝
永
庚
申
重
陽
支
那
独

湛
瑩
」「
宝
永
丙
戌
仲
春
獅
子
谷
信
阿
謹
誌
」。
本
図
に
つ

い
て
は
、
田
中
実
マ
ル
コ
ス
氏
の
研
究
に
詳
し
い（

（1
（

。
当
家

へ
の
伝
来
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
一
幅
に
書
き
込

ま
れ
た
「
命
誉
清
寿
」
は
長
谷
川
家
三
代
宗
印
居
士
の

妻
・
お
と
ら
の
戒
名
で
、
お
と
ら
は
寛
保
元
年
（
一
七
四

一
）
一
一
月
四
日
に
没
し
て
い
る（

（1
（

か
ら
勧
修
作
福
念
仏
図

説
が
す
で
に
流
布
し
て
い
る（

（1
（

こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
没

後
ま
も
な
く
追
善
の
意
を
込
め
て
求
め
た
も
の
か
も
し
れ

な
い
。

・
紙
本
木
版
祐
天
宝
塔
名
号
（
表
２
―
簞
１
（
１
）
―
９
）　

図
７

装
丁
：
軸
装

法
量
：
六
七
・
一
㎝
×
二
四
・
五
㎝

墨
書
等
：
外
題
「
御
名
号　

開
光
供
養
伏
祈
自
他
臨
終
无
障
安
住

正
念
往
生
浄
土
畢
」、
箱
書
「
祐
天
大
僧
名
号
之
塔
」、

箱
蓋
裏
書
「
此
塔
ハ
清
光
寺
蔵
板
ニ
而
明
治
七
年
甲
戌

「命誉清寿」
の書き込み



─ 261 ─

拝
受
同
八
年
乙
亥
二
月
大
和
国
長
谷
寺
子
院
能
満
院
光

俊
律
師
之
開
光
也　

家
門
先
祖
諸
霊
位
子
孫
長
久
福
寿

増
長
護
持
之
軸
也　

明
治
十
四
季
辛
巳
三
月
米
沢
又
七

懇
望
ニ
ヨ
リ
亀
屋
店
之
護
持
ト
シ
テ
送
ル　

乗
誓
居
士

六
代
之
孫
乗
願
居
士
妻
照
女
」

備
考
：
箱
蓋
裏
書
に
よ
る
と
、
清
光
寺
が
有
す
る
版
木
よ
り
制
作

さ
れ
た
も
の
で
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
同
寺
よ
り
伝

来
、
翌
年
に
奈
良
・
長
谷
寺
能
満
院
の
光
俊
律
師
の
よ
っ

て
開
眼
さ
れ
て
い
る
。
文
中
に
あ
る
「
亀
屋
」
は
分
家
で

あ
る
長
谷
川
南
家
の
屋
号
。
本
資
料
に
酷
似
す
る
も
の
が

祐
天
寺
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
中
期
の
作
と
い

う
（
（1
（

。

・
紙
本
墨
書
祐
天
六
字
名
号
（
表
２
―
簞
１
（
１
）
―
10
）　

図
８

装
丁
：
軸
装

法
量
：
一
一
四
・
三
㎝
×
二
八
・
八
㎝

墨
書
等
：
外
題
「
祐
天
大
僧
正
御
名
号
」

備
考
：
通
有
の
祐
天
名
号
で
あ
る
。
当
家
へ
の
伝
来
を
示
す
資
料

は
現
在
未
確
認
で
あ
る
が
、
先
に
紹
介
し
た
祐
天
名
号
や

他
の
資
料
か
ら
清
光
寺
よ
り
伝
わ
っ
た
資
料
の
可
能
性
は

あ
る
。

お
わ
り
に

　

江
戸
店
持
伊
勢
商
人
は
、
商
売
に
携
わ
り
つ
つ
多
く
の
文
芸
に
傾

倒
す
る
一
方
で
、
様
々
な
信
仰
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
立
証
す

る
一
部
が
紹
介
し
た
資
料
で
あ
る
と
考
え
る
。
無
論
、
こ
れ
は
購
入

物
等
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
限
り
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

伝
存
す
る
古
文
書
な
ど
と
併
せ
て
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
よ
り
詳
細
に

商
家
に
お
け
る
信
仰
の
在
り
様
を
知
り
得
る
可
能
性
も
あ
る
。

　　
1　

松
阪
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
二
〇
一
三
（
第
一
次
）・
二
〇
一
八
年

（
第
二
次
）
に
そ
れ
ぞ
れ
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

2　

門
暉
代
司
「
長
谷
川
本
家
の
沿
革
」（
松
阪
市
教
育
委
員
会
『
三
重
県
松

阪
市
長
谷
川
家
文
書
調
査
報
告
書
』、
二
〇
一
三
）

3　
「
中
町
清
光
寺
略
縁
起
」（
松
阪
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
松
阪
市
史
』
第
三

巻　

史
料
篇
古
代
・
中
世
、
一
九
八
〇
所
収
）

4　
「（
長
谷
川
）
本
家
取
締
方
」（
同
書
裏
表
紙
墨
書
）
に
伝
わ
る
も
の
で
、

現
存
す
る
も
の
は
明
治
一
三
年
に
改
訂
さ
れ
た
も
の
。
一
年
間
の
諸
行
事
を

詳
細
に
書
き
留
め
て
い
る
。
長
谷
川
家
文
書
内
資
料
。

5　

固
有
名
詞
で
な
く
、
そ
の
名
が
示
す
間
取
り
の
部
屋
に
祀
ら
れ
た
神
棚
と

思
わ
れ
る
。

6　

三
重
県
鳥
羽
市
に
所
在
す
る
高
野
山
真
言
宗
寺
院
で
、
漁
業
従
事
者
の
信

仰
を
多
く
集
め
る
。
長
谷
川
家
は
当
該
職
種
に
直
接
的
関
係
は
な
く
、
現
存

す
る
祈
祷
札
等
に
も
正
福
寺
の
も
の
が
確
認
さ
れ
な
い
た
め
、
祈
願
事
由
は

不
詳
。
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7　

三
重
県
松
阪
市
に
所
在
す
る
黄
檗
宗
寺
院
。

8　

記
載
す
る
法
量
は
本
紙
部
の
も
の
。
資
料
名
称
に
つ
い
て
、
便
宜
上
報
告

書
記
載
の
も
の
で
な
く
別
途
付
与
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
報
告
書
と
の

関
連
性
を
考
慮
し
、
名
称
の
後
に
報
告
書
記
載
資
料
番
号
を
付
し
た
。

9　

祐
天
が
大
僧
正
に
補
任
さ
れ
た
の
は
正
徳
元
年
一
二
月
六
日
で
、
同
日
に

増
上
寺
住
職
と
な
っ
て
い
る
。

10　

巖
谷
勝
正
「
増
上
寺
第
三
十
六
世
顕
誉
祐
天
の
肖
像
彫
刻
と
そ
の
信
仰
」

（
浄
土
宗
『
佛
教
論
叢
』
第
六
十
一
号
、
平
成
二
九
）

11　
『
祐
天
寺
年
表　

２
』（
祐
天
寺
、
平
成
一
二
）

12　

本
書
に
は
「
─
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
一
〇
月
二
七
日
。
縁
蓮
社
三
誉

唯
称
。
伊
勢
国
山
田
（
三
重
県
伊
勢
市
）
の
人
。
山
田
光
樹
寺
の
林
応
の
も

と
で
出
家
し
、
つ
い
で
太
田
大
光
院
の
無
絃
に
師
事
し
た
。
さ
ら
に
増
上
寺

で
学
を
修
め
た
後
、
江
戸
崎
大
念
寺
七
世
と
な
る
。
詩
賦
や
論
講
に
秀
で
、

学
徒
三
千
人
に
崇
敬
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
三
河
国
大
樹
寺
に
も
住

し
た
。
著
作
に
『
浄
土
論
註
字
選
』
六
巻
、『
同
助
見
』
六
巻
、『
布
薩
返
破

論
』
四
巻
な
ど
が
あ
る
」
と
記
さ
れ
る
。

13　
『
勢
国
見
聞
集
』
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
飯
高
郡
伊
勢
寺
村

（
現
松
阪
市
伊
勢
寺
町
）
の
荒
井
勘
之
烝
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
伊
勢
国
に
関

わ
る
地
誌
。『
松
阪
市
史
』
第
八
巻　

史
料
篇
地
誌
（
１
）（
松
阪
市
史
編
さ

ん
委
員
会
、
一
九
七
九
）
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。

14　

本
書
に
は
「
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
─
寛
永
一
二
年
（
一
六
三
五
）
九

月
一
〇
日
。
了
蓮
社
定
誉
向
西
。
増
上
寺
一
八
世
。
生
国
は
筑
前
国
糟
屋
。

氏
姓
は
藤
原
氏
。
郷
里
の
長
徳
寺
で
出
家
し
諸
国
遊
学
。
幡
随
意
に
師
事
、

随
流
か
ら
円
頓
戒
を
受
け
、
存
応
の
も
と
で
修
学
。
館
林
善
導
寺
五
世
に
就

任
す
る
が
再
び
諸
国
を
遊
学
し
、
江
戸
小
塚
原
誓
願
寺
の
再
興
、
駒
込
常
泉

寺
・
小
石
川
玄
覚
寺
の
創
建
な
ど
精
力
的
に
布
教
活
動
を
行
う
。
寛
永
二
年

（
一
六
二
五
）
小
石
川
伝
通
院
二
世
、
同
一
一
年
増
上
寺
一
八
世
に
就
任
。

徳
川
家
光
の
信
任
厚
く
御
前
法
問
を
修
し
た
。
廃
絶
し
て
い
た
子
院
の
北
谷

瑞
花
院
を
再
興
し
た
」
僧
と
記
さ
れ
る
。

15　

田
中
実
マ
ル
コ
ス
「
黄
檗
獨
湛
の
『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
に
つ
い
て
」

（『
仏
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇
』
第
三
九
号
、
二
〇
一
一
）

16　
『
家
門
史
略　

宗
家
之
部
』（
追
28
―
３
―
11
―
２
）
に
よ
る
。
長
谷
川
家

文
書
内
資
料
。

17　

識
語
に
よ
る
と
、
黄
檗
宗
を
日
本
に
伝
え
た
隠
元
に
伴
っ
て
来
日
し
た

僧
・
獨
湛
が
本
図
の
版
木
を
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に
制
作
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。

18　
『
寺
宝
で
綴
る　

祐
天
上
人
と
祐
天
寺
』（
祐
天
寺
研
究
室
、
平
成
一
七
）

追
記　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
松
阪
市
教
育
委
員
会
お
よ
び
同
市
産
業
文
化

部
文
化
課
に
は
種
々
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
末
筆
に
失
す
る
が
、
記
し
て

感
謝
申
し
あ
げ
る
。
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図１図２図３図４

図５図６図７図８
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『
義
楚
六
帖
』
引
用
典
籍
考
基
礎
作
業

　
　
　
―
『
諸
経
要
集
』
と
『
法
苑
珠
林
』
―

山　

路　

芳　

範

は
じ
め
に

　
『
義
楚
六
帖
』
は
後
周
の
義
楚（
？
～
九
六
八
～
？
）に
よ
っ
て
顕

徳
元
年（
九
五
四
）に
編
纂
さ
れ
た
仏
教
類
書
で
あ
る
。
こ
こ
に
引
用

さ
れ
る
典
籍
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
編
纂
さ
れ
た
時
代
の

仏
教
を
知
る
事
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
基
礎
作
業
と
し
て
『
義
楚
六
帖
』
に
引
か
れ
る
書
名
の
一
覧

及
び
索
引
を
作
成
し
た（

（
（

。
こ
れ
は
単
に
本
文
中
に
見
ら
れ
る
「
～

云
」
等
の
書
名
を
集
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
本
文
に
あ
げ
ら
れ
る
書

名
が
誤
記
、
所
謂
孫
引
き
、
引
用
書
名
を
あ
げ
な
い
場
合
な
ど
も
あ

り
『
義
楚
六
帖
』
の
編
纂
に
使
用
さ
れ
た
典
籍
を
全
て
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
義
楚
が
こ
の
編
纂
に
使
用
し
た
典
籍
が

全
て
現
存
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
れ
を
全
て
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
い
く
つ
か
で
も
明
ら
か
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
『
義
楚
六
帖
』
に
先
行
す
る
仏
教
類
書
で
あ
る
『
経
律
異
相
』、

『
法
苑
珠
林
』、『
諸
経
要
集
』
は
「
異
相
云
」、「
法
苑
云
」、「
要
集

云
」
等
と
引
用
書
名
を
あ
げ
て
引
か
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
な
く
、

そ
の
前
後
に
他
の
引
用
書
名
を
あ
げ
て
い
る
も
の
も
こ
れ
ら
か
ら
の

孫
引
き
と
考
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
更
に
『
経
律
異
相
』、『
法
苑

珠
林
』、『
諸
経
要
集
』
を
表
す
引
用
書
名
を
挙
げ
ず
に
こ
こ
に
引
い

て
い
る
も
の
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
先
行
す
る
仏
教
類
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
か
を
検

討
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、『
義
楚
六
帖
』
と
こ
れ
ら
三
つ
の
仏

教
類
書
は
そ
の
分
類
項
目
は
異
な
る
が
、
共
通
ま
た
は
関
連
す
る
も

の
も
あ
り
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
る
書
名
の
順
序
が
一
致
、
ま
た
は
関

連
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
認
め
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
こ
の
為
の
基
礎
作
業
と
し
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て
こ
れ
ら
三
つ
の
仏
教
類
書
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
項
目
に
従
っ
て
、
引

用
書
名
の
一
覧
、
及
び
そ
の
索
引
の
作
成
を
行
っ
た
。

　

こ
の
内
、『
法
苑
珠
林
』
と
『
諸
経
要
集
』
は
同
じ
道
世
の
編
纂

で
あ
り
、
共
通
す
る
も
の
も
多
く
ど
ち
ら
に
よ
る
か
両
書
そ
れ
ぞ
れ

の
対
応
箇
所
の
確
認
を
す
る
作
業
も
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
こ
の
作
業
の
中
で
『
諸
経
要
集
』
を
基
に
両
書
の
関
係

を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

こ
の
後
『
経
律
異
相
』、『
法
苑
珠
林
』、『
諸
経
要
集
』
に
つ
い
て

は
異
相
、
法
苑
、
諸
経
と
略
し
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
で
の
所
載

箇
所
に
つ
い
て
、
第
53
巻
の
異
相
、
法
苑
、
第
54
巻
の
諸
経
に
つ
い

て
は
同
所
載
の
巻
数
を
略
し
頁
数
等
の
み
を
記
し
、
他
の
経
典
等
に

つ
い
て
は
同
所
載
巻
数
・
頁
数
等
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

『
諸
経
要
集
』
と
『
法
苑
珠
林
』

　

諸
経
と
法
苑
の
関
係
に
つ
い
て
は
山
内
洋
一
郎
「
法
苑
珠
林
と
諸

經
要
集
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
20
⑼
一
九
七
四
年
）
を
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
法
苑
は
百
巻
、
諸
経
も
二
十
巻
と
大
部
で
あ
り
そ

の
全
て
に
つ
い
て
対
応
箇
所
を
示
し
た
も
の
を
み
る
こ
と
は
出
来
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
作
成
し
た
諸
経
の
引
用
書
名
一
覧
に
法

苑
の
対
応
箇
所
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
を
行
い
、
両
者
の
関
係
を
み

る
こ
と
に
し
た
。

　

こ
の
作
業
に
よ
っ
て
諸
経
と
法
苑
編
纂
の
前
後
に
つ
い
て
は
、

『
後
漢
よ
り
宋
斉
に
至
る
訳
経
総
録
』
常
磐
大
常
著
二
九
八
頁
に
既

に
指
摘
さ
れ
、
山
内
氏
の
論
文
、
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
も
、
法
苑
を

も
と
に
諸
経
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
逆
で
あ
る
諸
経
を
も
と
に
法
苑
が
編
纂
さ
れ
た
と
す
る
根
拠

の
一
つ
と
さ
れ
る
法
苑
六
六
六
ｂ
に
「
諸
經
要
集
」
か
ら
の
引
用
文

が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
諸
経
六
九
ｂ
に
も
「
諸
經
要

集
」
か
ら
と
す
る
同
じ
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
諸
経
か
ら
の

引
用
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
で
は
こ
の
「
諸
經
要
集
」
は
何
か

で
あ
る
が
、『
大
智
度
論
』
25
・
四
一
三
ｃ
～
四
一
一
ａ
の
「
仏
説

本
生
經
」
に
ほ
ぼ
同
文
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、『
大
智
度
論
』
ま

た
は
こ
の
「
仏
説
本
生
經
」
を
「
諸
經
要
集
」
と
称
し
た
と
は
考
え

る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。

　

こ
の
「
諸
經
要
集
」
か
ら
の
引
用
文
は
諸
經
、
法
苑
の
背
恩
部
、

背
恩
縁
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
為
か
、『
大
智
度
論
』
で
は
最
後
「
不

知
恩
人
無
令
住
此
。」
と
あ
る
文
が
「
背
恩
之
人
無
令
住
此
」
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
異
相
五
八
ｃ
に
「
背
恩
之
人
無
令
住

此
」
を
含
む
同
文
が
「
諸
經
中
要
事
」
か
ら
の
引
用
と
し
て
あ
げ
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
後
「
人
以
種
種
因
縁
。
讃
知
恩
者
」
文
が
続
い
て
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い
る
。「
諸
經
要
集
」
と
「
諸
經
中
要
事
」
が
同
じ
も
の
で
あ
る
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
判
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い（

（
（

。

　

諸
経
の
分
類
項
目
三
十
部
で
の
引
用
文
が
法
苑
の
分
類
項
目
百
部

の
何
処
に
対
応
す
る
か
を
挙
げ
る
と
次
の
対
照
表
で
あ
る
。（《
１
三

寶
部
》《
18
六
度
部
》
に
つ
い
て
は
そ
の
次
の
細
目
に
つ
い
て
も
示

し
た
。）

　

諸
経　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
苑

　
《
１
三
寶
部
》

　
　
〈
１
敬
佛
篇
〉　　
　
《
６
敬
佛
篇
》《
８
敬
僧
篇
》

　
　
〈
２
敬
法
篇
〉　　
　
《
７
敬
法
篇
》《
14
慚
愧
篇
》《
16
説
聽
篇
》

《
19
至
誠
篇
》

　
　
〈
３
敬
僧
篇
〉　　
　
《
８
敬
僧
篇
》

　
《
２
敬
塔
部
》　　
　
　
《
35
敬
塔
篇
》《
36
伽
藍
篇
》

　
《
３
攝
念
部
》　　
　
　
《
28
攝
念
篇
》《
29
發
願
篇
》

　
《
４
入
道
部
》　　
　
　
《
13
入
道
篇
》《
５
千
佛
篇
》
＊
1
述
意
部

の
文
二
八
ａ
・
三
六
〇
ｃ
の
み
。

　
《
５
唄
讚
部
》　　
　
　
《
34
唄
讚
篇
》

　
《
６
香
燈
部
》　　
　
　
《
31
然
燈
篇
》《
32
懸
幡
篇
》《
33
華
香
篇
》

　
《
７
受
請
部
》　　
　
　
《
38
供
養
篇
》《
39
受
請
篇
》《
89
受
齋
篇
》

＊
2
頌
曰
の
文
四
七
ａ
・
九
五
五
ｂ
の
み
。

《
99
雜
要
篇
》

　
《
８
受
齋
部
》　　
　
　
《
89
受
齋
篇
》

　
《
９
破
齋
部
》　　
　
　
《
90
破
齋
篇
》

　
《
10
富
貴
部
》　　
　
　
《
63
富
貴
篇
》《
85
六
度
篇
》〈
１
布
施
部
〉

　
《
11
貧
賎
部
》　　
　
　
《
64
貧
賎
篇
》

　
《
12
奬
導
部
》　　
　
　
《
12
士
女
篇
》《
15
奬
導
篇
》《
42
納
諫
篇
》

《
48
誡
勗
篇
》《
56
眷
屬
篇
》《
77
怨
苦
篇
》

＊
3
述
意
部
の
文
五
八
ａ
・
七
八
九
ａ
の

み
。

　
《
13
報
恩
部
》　　
　
　
《
51
報
恩
篇
》《
52
背
恩
篇
》

　
《
14
放
生
部
》　　
　
　
《
73
漁
獵
篇
》《
75
放
生
篇
》《
76
救
厄
篇
》

　
《
15
興
福
部
》　　
　
　
《
27
興
福
篇
》

　
《
16
擇
交
部
》　　
　
　
《
12
士
女
篇
》《
46
懲
過
篇
》《
47
和
順
篇
》

《
53
善
友
篇
》《
54
悪
友
篇
》《
65
債
負
篇
》

《
67
謀
謗
篇
》《
87
受
戒
篇
》

　
《
17
思
愼
部
》　　
　
　
《
42
納
諫
篇
》《
44
思
愼
篇
》

　
《
18
六
度
部
》　　
　
　
《
85
六
度
篇
》

　
　
〈
１
布
施
篇
〉　　
　
　
〈
１
布
施
部
〉

　
　
〈
２
持
戒
篇
〉　　
　
　
〈
２
持
戒
部
〉

　
　
〈
３
忍
辱
篇
〉　　
　
　
〈
３
忍
辱
部
〉
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〈
４
精
進
篇
〉　　
　
　
〈
４
精
進
部
〉

　
　
〈
５
禪
定
篇
〉　　
　
　
〈
５
禪
定
部
〉

　
　
〈
６
智
慧
篇
〉　　
　
　
〈
６
智
慧
部
〉《
99
雜
要
篇
》

　
《
19
業
因
部
》　　
　
　
《
78
業
因
篇
》《
80
罪
福
篇
》《
84
十
惡
篇
》

＊
4
述
意
部
の
文
一
〇
三
ａ
・
八
三
八
ａ

の
み
。

　
《
20
欲
蓋
部
》　　
　
　
《
81
欲
蓋
篇
》

　
《
21
四
生
部
》　　
　
　
《
79
受
報
篇
》《
82
四
生
篇
》

　
《
22
受
報
部
》　　
　
　
《
79
受
報
篇
》

　
《
23
十
惡
部
》　　
　
　
《
84
十
惡
篇
》

　
《
24
詐
僞
部
》　　
　
　
《
60
詐
僞
篇
》

　
《
25
墮
慢
部
》　　
　
　
《
19
至
誠
篇
》《
61
惰
慢
篇
》

　
《
26
酒
肉
部
》　　
　
　
《
93
酒
肉
篇
》《
87
受
戒
篇
》

　
《
27
占
相
部
》　　
　
　
《
14
慚
愧
篇
》《
15
奬
導
篇
》《
70
占
相
篇
》

　
《
28
地
獄
部
》　　
　
　
《
４
六
道
篇
》《
77
怨
苦
篇
》

　
《
29
送
終
部
》　　
　
　
《
69
祭
祠
篇
》《
95
病
苦
篇
》《
97
送
終
篇
》

　
《
30
雜
要
部
》　　
　
　
《
26
眠
夢
篇
》《
77
怨
苦
篇
》《
94
穢
濁
篇
》　

《
99
雜
要
篇
》

　

既
に
こ
の
対
照
は
山
内
氏（

（
（

に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
作

業
に
よ
っ
て
補
正
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
た
所

が
そ
れ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
山
内
氏（

（
（

は
諸
経
に
引
用
さ
れ
る
も
の
の
中
で
法
苑
の
中
に

見
出
す
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
な
が
ら
具
体
的
な
も

の
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
次
の
五
つ
を

あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

①
七
ａ
～
八
ｃ
「
又
觀
佛
三
昧
經
云
。
爾
時
彌
勒
菩
薩
白
佛
言
。

～
如
此
種
種
衆
多
惡
事
。
當
自
防
護
令
永
不
生
」

　

②
八
〇
ｃ
「
又
金
剛
仙
論
云
。
出
家
人
。
不
許
向
屠
兒
。
酒
肆
。

婬
女
。
惡
象
。
惡
狗
等
家
乞
食
。
亦
不
得
數
往
親
近
之
」

　

③
八
三
ａ
「
故
智
度
論
云
。
以
其
習
氣
後
得
人
身
。
産
出
牛
蹄
齝

食
。
佛
愍
之
出
家
。
得
阿
羅
漢
果
」

　

④
一
七
〇
ｃ
割
注
「
如
長
阿
含
經
王
亦
三
時
受
苦
大
意
亦
同
此
經

也
」

　

⑤
一
七
五
ｃ
割
注
「
如
藥
師
經
亦
有
九
横
大
意
可
知
」

　

こ
の
後
諸
経
、
法
苑
の
引
用
文
に
つ
い
て
各
分
類
で
の
引
用
順
の

番
号
を
あ
げ
る
が
、
作
業
用
の
仮
番
号
で
あ
り
、
目
安
と
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
番
号
の
後
に
あ
げ
る
引
用
典
籍
名
の
『　

』
は

略
す
。

　

こ
の
五
つ
に
つ
い
て
諸
経
、
法
苑
の
各
分
類
で
の
対
応
状
況
、
出

典
に
つ
い
て
の
考
え
を
示
す
と
次
の
様
に
な
る
。
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①
は
《
１
三
寶
部
》〈
１
敬
佛
篇
〉〔
６
念
佛
三
昧
縁
〕
の
三
つ
の

引
用
文
の
最
後
の
引
用
文
で
あ
る
。
こ
の
前
で
あ
る
引
用
１
華
嚴
經

偈
は
法
苑
《
６
敬
佛
篇
》〈
５
彌
勒
部
〉
３
讚
歎
部
引
用
７
四
〇
三

ａ
で
あ
る
。
引
用
２
無
量
壽
經
は
法
苑
《
６
敬
佛
篇
》〈
４
彌
陀
部
〉

６
引
證
部
引
用
２
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
諸
経
《
１
三
寶
部
》

〈
１
．敬
佛
篇
〉〔
４
念
彌
陀
佛
縁
〕
引
用
24
四
ｃ
に
も
法
苑
と
同
じ

文
が
引
か
れ
て
お
り
、
２
箇
所
に
引
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
引
用
３

で
あ
る
觀
佛
三
昧
經
は
15
・
六
九
〇
ａ
～
六
九
五
ｂ
を
略
し
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。
諸
経
の
引
用
文
の
中
で
も
分
量
の
多
い
も
の
で
あ
る

が
、
法
苑
で
の
対
応
箇
所
を
見
つ
け
る
こ
と
は
出
来
て
い
な
い
。

　

②
は
《
16
擇
交
部
》〔
３
惡
友
縁
〕
の
11
引
用
の
中
の
引
用
８
で

あ
る
。
引
用
１
尸
迦
羅
越
六
向
拜
經
か
ら
引
用
４
中
阿
含
經
ま
で
は

法
苑
《
54
悪
友
篇
》
２
引
證
部
の
引
用
１
か
ら
４
で
あ
る
が
こ
れ
に

続
く
引
用
５
、
６
の
佛
本
行
經
は
引
か
な
い
。〔
３
惡
友
縁
〕
引
用

５
阿
含
經
、
引
用
６
善
生
經
、
引
用
７
寶
雲
經
は
法
苑
《
87
受
戒

篇
》〈
４
五
戒
部
〉
４
戒
相
部
に
対
応
箇
所
が
み
ら
れ
る
が
、
引
用

22
、
20
、
21
と
順
序
が
異
な
る
。
引
用
１
薩
婆
多
論
か
ら
17
四
分
律
、

19
薩
婆
多
論
は
引
か
な
い
。
引
用
18
智
度
論
は
諸
経
《
26
酒
肉
部
》

〔
２
飲
酒
縁
〕
引
用
６
一
五
七
ａ
に
引
く
。
引
用
23
優
婆
塞
五
戒
相

經
、
引
用
24
四
分
律
は
引
か
な
い
。

　
〔
３
惡
友
縁
〕
引
用
８
金
剛
仙
論
で
あ
る
が
、
法
苑
《
５
千
佛
篇
》

〈
15
結
集
部
〉
２
結
集
部
三
七
三
ａ
に
「
此
中
廣
明
結
集
具
有
四
時
。

第
一
依
智
度
金
剛
仙
二
論
。
如
來
在
此
鐵
圍
山
外
。
共
文
殊
師
利
及

十
方
佛
。
結
集
大
乘
法
藏
。」、
同
２
結
集
部
［
１
大
乗
結
集
部
］
三

七
三
ａ
に
「
依
大
智
度
論
金
剛
仙
論
云
。
文
殊
師
利
結
集
中
明
。
如

來
在
此
世
界
之
外
不
至
他
方
世
界
。
十
方
諸
佛
並
皆
雲
集
説
法
亦
名

詰
經
。
文
殊
後
結
集
。
召
諸
菩
薩
及
大
羅
漢
無
量
無
邊
。
各
言
某
經

我
從
佛
聞
。
須
菩
提
言
。
金
剛
般
若
我
從
佛
聞
。
諸
經
當
部
各
有
弟

子
。
同
時
聞
者
。
並
云
我
親
從
佛
聞
。
故
知
不
局
阿
難
。
然
阿
難
則

遍
聞
諸
經
。
餘
之
弟
子
則
偏
局
當
部
」
と
『
金
剛
仙
論
』
に
関
す
る

引
用
が
有
る
が
こ
れ
と
は
異
な
り
、
法
苑
で
の
対
応
箇
所
を
見
つ
け

る
こ
と
は
出
来
て
い
な
い
。『
金
剛
仙
論
』
25
・
八
〇
二
ｂ
「
西
國

沙
門
多
不
從
屠
兒
旃
陀
羅
而
行
乞
食
。
～
」
を
略
し
た
も
の
と
み
ら

れ
る
。

　
〔
３
惡
友
縁
〕
で
は
こ
の
後
３
つ
の
引
用
が
あ
げ
ら
れ
る
。
引
用

９
大
方
廣
總
持
經
は
法
苑
《
67
謀
謗
篇
》
２
呪
詛
部
引
用
１
、
引
用

10
賢
愚
經
は
同
引
用
２
、
引
用
11
入
大
乘
論
は
同
引
用
７
で
あ
り
、

引
用
３
舊
譬
喩
經
～
６
法
句
喩
經
、
最
後
の
引
用
８
大
悲
芬
陀
利
經

偈
は
引
か
な
い
。

　

③
は
《
16
擇
交
部
》〔
４
債
負
縁
〕
の
８
引
用
の
中
の
引
用
８
で
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あ
る
。
引
用
１
法
句
喩
經
か
ら
引
用
７
無
量
壽
經
ま
で
は
法
苑
《
65

債
負
篇
》
２
．引
證
部
の
10
引
用
の
内
、
引
用
４
百
縁
經
、
５
雜
寶

藏
經
、
６
法
華
經
を
除
く
７
引
用
を
同
じ
順
序
で
引
い
て
い
る
。

〔
４
債
負
縁
〕
引
用
８
智
度
論
は
法
苑
で
の
対
応
箇
所
を
見
つ
け
る

こ
と
が
出
来
ず
、
出
典
と
さ
れ
る
『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
該
当
箇

所
も
見
つ
け
る
こ
と
は
出
来
て
い
な
い
。

　

④
は
《
28
地
獄
部
》〔
６
王
都
縁
〕
の
３
引
用
の
中
の
引
用
２
割

注
で
あ
る
。

　

法
苑
《
４
六
道
篇
》〈
６
地
獄
部
〉
６
王
都
部
が
対
応
箇
所
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
引
用
１
起
世
經
、
引
用
２
新
婆
沙
論
の
２
引
用
だ

け
で
あ
る
が
、
諸
経
で
は
こ
の
間
に
こ
の
引
用
２
の
割
注
が
あ
る
。

　

諸
経
《
28
地
獄
部
》
は
、
法
苑
《
４
六
道
篇
》〈
６
地
獄
部
〉
に

対
応
し
て
お
り
、
諸
経
〔
６
王
都
縁
〕
の
前
〔
５
典
主
縁
〕
は
法
苑

も
５
典
主
部
が
対
応
す
る
。〔
５
典
主
縁
〕
に
は
３
引
用
が
あ
る
が
、

５
典
主
部
の
６
引
用
中
、
引
用
１
問
地
獄
經
及
淨
度
三
昧
經
が
引
用

１
、
引
用
２
問
地
獄
經
が
引
用
４
、
引
用
３
淨
度
三
昧
經
が
引
用
５

に
対
応
し
、
引
用
６
問
地
獄
經
は
引
い
て
い
な
い
。
５
典
主
部
引
用

２
長
阿
含
經
三
二
七
ａ
「
又
長
阿
含
經
云
。
閻
浮
提
南
有
金
剛
。
内

有
閻
羅
～
彼
諸
大
臣
同
受
福
者
亦
復
如
是
」
は
『
長
阿
含
經
』
１
・

一
二
六
ｂ
の
経
文
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、
異
相
に
「
閻

羅
王
三
時
受
苦
二
」
二
五
八
ｃ
と
題
し
こ
の
引
用
２
と
引
用
３
割
注

問
地
獄
經
を
含
む
同
文
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
は
『
長
阿
含
經
』
か
ら

直
接
引
い
た
も
の
で
は
な
く
、
異
相
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　
〔
６
王
都
縁
〕
引
用
２
割
注
で
あ
る
が
、
法
苑
に
は
『
長
阿
含
經
』

か
ら
の
引
用
箇
所
に
「
王
亦
三
時
受
苦
」
は
見
ら
れ
な
い
。『
長
阿

含
經
』
か
ら
も
こ
の
語
句
は
み
ら
れ
な
い
。
異
相
の
題
で
あ
る
「
閻

羅
王
三
時
受
苦
二
」
を
引
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
異
相
の
同
じ

箇
所
に
よ
る
が
、
題
と
引
用
文
で
あ
り
、
対
応
す
る
こ
と
の
出
来
な

い
も
の
の
一
つ
と
し
た
。

　

経
文
に
は
な
い
「
王
亦
三
時
受
苦
」
だ
が
、
道
世
や
そ
の
周
辺
に

と
っ
て
は
こ
の
語
句
に
よ
っ
て
、
異
相
「
閻
羅
王
三
時
受
苦
二
」
の

内
容
で
あ
る
事
が
理
解
で
き
る
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、《
29
送
終
部
》〔
９
祭
祠
縁
〕
25
引
用
中
の
引
用
７
優
婆
塞

戒
經
の
中
に
引
か
れ
る
引
用
８
割
注
正
法
念
經
「
正
法
念
經
大
意
亦

同
」
は
法
苑
《
69
祭
祠
篇
》
３
祭
祠
部
引
用
１
優
婆
塞
戒
經
に
続
く

引
用
２
正
法
念
經
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
道
世
や
そ
の
周
辺
に

と
っ
て
は
こ
れ
だ
け
で
理
解
で
き
る
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

⑤
は
《
29
送
終
部
》〔
２
瞻
病
縁
〕
の
９
引
用
の
中
の
引
用
２
割

注
で
あ
る
。
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〔
２
瞻
病
縁
〕
は
こ
の
割
注
を
除
き
法
苑
《
95
病
苦
篇
》
３
瞻
病

部
が
対
応
箇
所
で
あ
る
が
、
９
引
用
中
引
用
５
彌
勒
所
問
本
願
經
は

引
か
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
割
注
は
引
用
１
僧
祇
律
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
藥
師
經
と

し
て
は
『
佛
説
藥
師
如
來
本
願
經
』
14
・
四
〇
四
ａ
ｂ
、『
藥
師
琉

璃
光
如
來
本
願
功
徳
經
』
同
四
〇
八
ａ
、『
藥
師
琉
璃
光
七
佛
本
願

功
徳
經
』
同
四
一
六
ａ
ｂ（

（
（

に
み
ら
れ
、
九
横
經
は
『
佛
説
七
處
三
觀

經
』
㉛
２
・
八
八
〇
ｂ
～
八
八
一
ａ
の
部
分
に
当
た
る
か
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
法
苑
《
77
怨
苦
篇
》
２
傷
悼
部
引
用
４
九
横
経
七
九

〇
ｃ
に
引
く
文（
２
・
八
八
三
ａ
ｂ
）を
示
す
か
も
知
れ
な
い
。
も
し

こ
の
文
が
相
応
す
る
な
ら
ば
、
前
の
対
照
表
《
29
送
終
部
》
に
《
77

怨
苦
篇
》
を
加
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
藥
師
經
の
法
苑
該
当
箇

所
は
見
つ
け
る
こ
と
は
出
来
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

　

こ
の
作
業
に
よ
っ
て
諸
経
と
法
苑
の
成
立
の
前
後
に
つ
い
て
は
既

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
様
に
法
苑
を
も
と
に
諸
経
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と

が
確
認
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、『
岩
波
仏
教
辞
典
』
の

「
法
苑
珠
林
」
に
は
諸
経
に
よ
っ
て
法
苑
が
編
纂
さ
れ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
こ
れ
に
対
す
る
理
解
の
現
状
で
あ
る
。

　

法
苑
と
諸
経
の
分
類
項
目
の
違
い
に
よ
っ
て
項
目
の
説
明
で
あ
る

述
意
部
等
が
共
通
す
る
も
の
と
違
う
も
の
が
あ
っ
て
当
然
で
あ
り
、

百
巻
と
二
十
巻
と
で
は
諸
経
に
引
く
引
用
文
が
少
な
く
な
る
の
も
当

然
で
あ
る
が
、
諸
経
は
ほ
ぼ
法
苑
と
同
じ
引
用
文
で
あ
る
中
、
諸
経

に
は
法
苑
に
み
ら
れ
な
い
前
に
あ
げ
た
引
用
文
が
あ
る
、
引
用
順
序

が
異
な
る
、
引
用
文
が
法
苑
よ
り
多
い
箇
所
も
み
ら
れ
は
す
る
。

　

こ
れ
関
し
て
現
時
点
で
結
論
を
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
二
つ

の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
つ
は
道
世
に
起
因
が
あ
る
可
能
性
で
あ
る
。
諸
経
の
編
纂
に
使

用
さ
れ
た
法
苑
が
そ
の
後
も
編
纂
が
継
続
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
の
過
程
で
削
除
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
諸
経
に
残

さ
れ
た
、
ま
た
諸
経
の
編
纂
時
に
道
世
に
よ
っ
て
新
た
に
加
え
ら
れ

た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
道
世
後
に
起
因
が
あ
る
可
能
性
で
あ
る
。
法
苑
、
諸

経
を
大
正
蔵
経
で
み
る
と
底
本
は
高
麗
本
で
あ
り
宋
元
明
の
三
本
に

加
え
宮
本
の
校
異
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
業
に
於
い
て
は
こ
れ

ら
の
校
異
ま
で
を
入
れ
は
し
て
い
な
い
。『
義
楚
六
帖
』
に
引
か
れ

る
語
句
は
短
文
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
出
典
か
ら
の
要
略
で
あ
る
と

考
え
る
も
の
が
多
い
為
、
こ
れ
ら
の
対
照
は
必
要
な
い
と
考
え
た
。

底
本
で
あ
る
高
麗
本
や
宋
元
明
宮
本
の
も
と
に
な
る
書
写
本
、
又
は
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刊
本
が
、
道
世
の
後
に
改
変
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

可
能
性
に
つ
い
て
は
少
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
否
定
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
た
め
、
こ
の
二
つ
の
可
能
性
を
あ
げ
た
。

　

こ
の
作
業
は
『
義
楚
六
帖
』
の
引
用
典
籍
に
つ
い
て
検
討
す
る
基

礎
作
業
と
し
て
行
っ
た
の
で
あ
り
、
先
行
す
る
仏
教
類
書
だ
け
で
は

な
く
先
行
す
る
典
籍
の
分
類
項
目
と
引
用
文
は
勿
論
で
あ
る
が
引
用

書
名
の
順
序
も
み
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
視
点
か
ら
の
も

の
で
あ
る
が
、『
義
楚
六
帖
』
だ
け
で
は
な
く
他
の
典
籍
に
つ
い
て

も
参
考
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
1　
『
義
楚
六
帖
引
用
書
名
索
引
』
平
成
三
年
朋
友
書
店

2　

異
相
に
は
こ
の
他
に
「
諸
經
中
要
事
」
か
ら
の
引
用
が
大
正
蔵
53
一
〇
一

ｃ
、
二
〇
一
ａ
、
ｃ
、
二
一
二
ｃ
、
二
一
八
ｂ
、
二
二
九
ｂ
、
二
三
三
ｂ
、

二
三
八
ｂ
に
見
ら
れ
る
。『
後
漢
よ
り
宋
斉
に
至
る
訳
経
総
録
』
常
磐
大
常

著
昭
和
四
十
八
年
二
九
一
頁
に
こ
れ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
諸
経
、

法
苑
に
引
か
れ
る
「
諸
経
要
集
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。『
金
蔵
論
』
宮
井
里
佳
、
本
井
牧
子
編
著
平
成
二
十
三
年
八
二
一
頁
注

三
十
七
に
こ
の
「
諸
経
要
集
」
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
資
料
が
少
な

い
も
の
の
異
相
に
引
か
れ
る
「
諸
經
中
要
事
」
と
『
金
蔵
論
』
の
成
立
、

『
金
蔵
論
』
で
は
な
い
混
入
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
大
谷
大
学
所
蔵
の

『
金
蔵
論
』
第
二
巻
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
考
え
る
必
要
が
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。

3　

前
掲
「
法
苑
珠
林
と
諸
經
要
集
」
六
頁
。『
中
国
に
お
け
る
経
録
研
究
』

川
口
義
照
一
九
七
頁
～
二
〇
一
頁
に
も
対
照
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
書
式

は
異
な
る
が
同
じ
も
の
で
あ
る
。
川
口
氏
は
「
法
苑
珠
林
と
諸
経
要
集
と
の

関
係
」（『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
第
９
号
昭
和
五
〇
年
）

の
附
記
に
論
文
脱
稿
後
に
山
口
氏
の
論
文
を
拝
読
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

〈
２
敬
法
篇
〉
に
対
す
る
法
苑
の
対
応
部
の
内
、《
14
慚
愧
篇
》
を
両
氏
の
対

照
表
で
は
慚
愧
篇
15
と
誤
っ
て
記
し
て
い
る
。

4　

前
掲
「
法
苑
珠
林
と
諸
經
要
集
」
五
頁
。

5　
『
藥
師
琉
璃
光
七
佛
本
願
功
徳
經
』
は
義
浄
訳
で
あ
り
道
世
が
引
い
た
も

の
で
は
な
い
。
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■
彙
　
報  

平
成
三
十
年
度
・
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
は
、
平

成
三
十
年
九
月
十
三
日
・
十
四
日
の
両
日
、
京
都

の
佛
教
大
学
を
会
場
と
し
て
左
記
の
通
り
開
催
さ

れ
た
。
主
催
は
浄
土
宗
（
教
学
院
・
布
教
委
員

会
・
法
式
教
師
会
・
総
合
研
究
所
）
で
あ
る
。
本

号
は
こ
の
学
術
大
会
に
お
け
る
紀
要
で
あ
る
。

【
大
会
日
程
】

九
月
十
三
日
（
木
）

　

受
付　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
九
時

　

開
会
式　
　
　
　
　
　
　

午
前
九
時
三
十
分

　

基
調
講
演　
　
　
　
　
　

午
前
十
時

　

記
念
写
真　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時
三
十
分

　

一
般
研
究
発
表　
　
　
　

午
後
一
時

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
　
　
　

午
後
三
時
三
十
分

九
月
十
四
日
（
金
）

　

受
付　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
八
時
三
十
分

　

一
般
研
究
発
表　
　
　
　

午
前
九
時

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
　
　
　

午
後
一
時

　

合
同
総
会
・
閉
会
式　
　

午
後
三
時
三
十
分

【
基
調
講
演
】

お
念
佛
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ

―
宗
祖
法
然
上
人
『
立
教
開
宗
』
の
意
義
―

　

総
合
研
究
所
長
・
佛
教
大
学
名
誉
教
授　

�

藤
本
淨
彦

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

お
念
佛
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ

―
開
宗
の
こ
こ
ろ
・
凡
入
報
土
―

　

パ
ネ
リ
ス
ト　
　

浄
土
宗
教
学
院　

本
庄
良
文

　

�

浄
土
宗
布
教
委
員
会　

佐
藤
雅
彦

　

�

浄
土
宗
法
式
教
師
会　

佐
野
眞
弘

　

�

浄
土
宗
総
合
研
究
所　

柴
田
泰
山

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

�

浄
土
宗
教
学
院　

伊
藤
真
宏

【
一
般
研
究
発
表
】

▽
第
一
部
会
（
十
三
日
）

『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
の
忌
み
日
数
に
つ
い

て
―
『
諸
社
禁
忌
』
と
比
較
し
て
―　

峯
崎
就
裕

『
三
部
経
大
意
』
に
説
か
れ
る
名
号
観
に
つ
い
て

�

長
尾
隆
寛

『
西
方
指
南
抄
』
所
収
『
法
然
聖
人
御
説
法
事
』

の
成
立
に
関
す
る
一
考
察　
　
　
　

安
孫
子
稔
章

『
醍
醐
本
』
の
発
見
と
法
然
伝
へ
の
影
響

�
東
海
林
良
昌

南
都
仏
教
の
論
議
か
ら
み
た
『
選
択
集
』

�
坂
上
雅
翁

法
然
門
下
に
お
け
る
一
代
仏
教
観
の
相
違

�

吉
田
淳
雄

凡
入
報
土
論
攷　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
根
宣
雄

▽
第
一
部
会
（
十
四
日
）

『
選
択
集
』
第
八
章
、
総
・
別
の
三
心
に
つ
い
て

�

市
川
定
敬

廬
山
寺
蔵
『
選
択
集
』
第
五
章
段
の
末
尾
に
お
け

る
見
せ
消
ち
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

春
本
龍
彬

｢

建
永
の
法
難｣

は
何
を
語
っ
て
い
る
の
か

�

成
田
勝
美

『
決
定
往
生
集
』
序
論
に
見
る
著
述
の
動
機

�

服
部
純
啓

聖
光
上
人
の
三
心
説
に
つ
い
て

―
当
時
の
仏
教
を
意
識
し
た
主
張
―　

郡
嶋
昭
示

良
忠
上
人
に
お
け
る
廻
向
に
つ
い
て　

大
橋
雄
人

法
然
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
』
三
輩
段
の
解
釈

�

齋
藤
蒙
光

聖
聡
門
流
の
展
開
―
知
恩
院
と
飯
沼
法
流
―

�

伊
藤
茂
樹

京
都
極
楽
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
胎
内
納
入
品
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
野
正
明

▽
第
二
部
会
（
十
三
日
）

「
所
化
寮
定
書
」
に
つ
い
て�

青
木
篤
史

懐
音
『
浄
土
考
原
録
』
の
書
誌
と
概
要

�

明
石
寛
成



─ 273─ ─ 272─

捨
世
地
・
荒
井
山
九
品
院
の
清
規
に
つ
い
て

�

朝
岡
知
宏

密
成
僧
敏
の
研
究　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
芳
道

宝
永
八
年
円
光
東
漸
大
師
五
百
年
御
忌
法
事
次
第

に
つ
い
て
の
一
考
察　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
正
芳

平
安
中
期
菩
薩
立
像
の
造
意
と
信
仰
形
態

―
最
古
と
目
さ
れ
る
木
彫
菩
薩
立
像
の
検
証
―

�

神
居
文
彰

浄
土
宗
宗
綱
第
五
章
僧
侶
に
つ
い
て　

加
藤
良
光

▽
第
二
部
会
（
十
四
日
）

道
綽
に
お
け
る
三
身
説
の
導
入　
　
　

里
見
奎
周

『
群
疑
論
』
に
お
け
る
「
見
」
の
構
造

�

長
尾
光
恵

『
安
楽
集
』
所
引
の
『
宝
性
論
』
に
つ
い
て

�

杉
山
裕
俊

『
諸
仏
菩
薩
釈
義
』
の
研
究
―
諸
仏
菩
薩
の
項
に

み
ら
れ
る
浄
土
教
に
関
す
る
説
示
に
つ
い
て
―

　

�

　

小
笠
原
紀
彰

中
国
仏
教
に
お
け
る
仏
土
の
本
質
を
め
ぐ
る
浄
穢

の
議
論
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
量
導

曇
鸞
と
智
度
論
師　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
琢
道

凡
入
報
土
と
凡
夫
変
現
浄
土
三
界
不
摂
と
の
関
係

―
善
導
と
懷
感
と
の
対
比
―　
　
　
　

村
上
真
瑞

『
敦
煌
秘
笈
』
所
収
の
『
浄
土
五
會
念
佛
誦
經
觀

行
儀
巻
下
』
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

大
屋
正
順

曇
省
「
善
導
讃
」
に
関
す
る
一
考
察　

柴
田
泰
山

▽
第
三
部
会
（
十
三
日
）

超
高
齢
社
会
と
仏
教
者
（
１
）

：
施
設
ケ
ア
で
求
め
ら
れ
る
支
援　
　

小
川
有
閑

超
高
齢
社
会
と
仏
教
者
（
２
）

：
公
的
空
間
へ
の
参
入
の
課
題　
　
　

髙
瀨
顕
功

超
高
齢
社
会
と
仏
教
者
（
３
）

：
寺
院
に
お
け
る
実
践
例　
　
　
　
　

下
村
達
郎

伊
勢
商
人
の
仏
教
信
仰
―
長
谷
川
治
郎
兵
衛
家
の

念
仏
信
仰
資
料
よ
り
―　
　
　
　
　
　

藤
田
直
信

無
能
上
人
と
伊
呂
波
和
讃　
　
　
　
　

赤
坂
明
翔

無
能
上
人
直
筆
の
資
料
に
つ
い
て　
　

石
川
達
也

日
露
戦
争
期
に
お
け
る
浄
土
宗
の
戦
時
事
業

�

小
林
惇
道

▽
第
三
部
会
（
十
四
日
）

『
義
楚
六
帖
』
引
用
典
籍
考
基
礎
作
業

�

山
路
芳
範

黒
田
眞
洞
著
『
大
乗
仏
教
大
意
』
及
び
『
佛
陀
の

光
』
両
作
の
独
語
訳
に
つ
い
て

―
訳
者K

arl Bernhard Seidenstücker

に
よ

る
「
前
書
き
」
等
よ
り
の
考
察　
　
　

鷹
司
誓
榮

ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
と
医
師
チ
ャ
ラ
カ

�
田
中
裕
成

上
座
部
註
釈
家
の
年
代
論
に
つ
い
て　

清
水
俊
史

ヨ
ー
ガ
階
梯
に
対
す
る
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ラ
ナ
の
解
説
⑨

（
自
在
神
へ
の
祈
念
Ⅱ

－

３
）　�

近
藤
辰
巳

イ
ン
ド
浄
土
教
の
展
開
―
『
普
賢
行
願
讃
』
略
釈

系
統
の
研
究
―　
　
　
　
　
　
　
　

中
御
門
敬
教

「
名
曰
極
楽
」
の
一
考
察　
　
　
　
　

袖
山
榮
輝

十
劫
正
覚
を
め
ぐ
っ
て　
　
　
　
　
　

齊
藤
舜
健

▽
第
四
部
会
（
十
三
日
）

法
然
上
人
と
親
鸞
聖
人
の
思
想
の
違
い

�

平
塚
正
樹

法
洲
『
一
枚
起
請
講
説
』
に
み
る
、
還
愚
の
整
理

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
入
良
光

「
還
愚
」
に
つ
い
て
～
一
布
教
師
の
提
言
～

　
　

�

　

山
田
紹
隆

『
都
名
所
図
会
』
に
お
け
る
法
然
上
人
御
遺
跡
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
真
法

人
類
の
根
源
に
立
脚
す
る
浄
土
教
と
そ
の
現
代
的

意
義　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
部
正
雄

南
九
州
に
お
け
る
念
佛
弘
通
の
一
例

～
開
教
の
視
点
か
ら
～　
　
　
　
　
　

岩
﨑
念
唯

初
重
と
一
枚
起
請
文　
　
　
　
　
　
　

上
野
忠
昭

▽
第
四
部
会
（
十
四
日
）

「
尼
入
道
」
異
説
問
題
の
資
料
数
点
に
つ
い
て

�

佐
々
木
誠
勇

私
の
身
近
な
人
々
の
信
仰
体
験　
　
　

吉
田
亮
太
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『
法
然
上
人
恵
月
影
』
関
係
資
料
に
つ
い
て
Ⅱ

�

堤　

康
雄

漢
文
経
典
の
字
音
―
連
声
に
つ
い
て
―

�

石
川
三
雄

絵
師
高
田
敬
輔
と
そ
の
作
品
（
そ
の
五
）
―
「
選

択
集
十
六
章
之
図
」
に
つ
い
て
―�　
　

林　

竹
人

「
浄
土
宗
僧
侶
生
活
訓
」
作
成
に
向
け
て
―
僧
侶

養
成
に
係
る
総
合
的
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
報

告
―　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
野
周
隆

明
和
・
安
永
年
間
の
津
軽
領
内
浄
土
宗
の
寺
院
情

勢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
聡
明

『
明
顕
山
六
時
勤
行
定
規
』
に
お
け
る
被
回
向
者

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巖
谷
勝
正

▽
第
五
部
会
（
十
三
日
）

興
福
寺
と
興
善
寺
―
明
治
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
忘

れ
ら
れ
た
歴
史
か
ら
―　
　
　
　
　
　

森
田
康
友

釈
尊
に
関
す
る
法
要
に
つ
い
て
―
東
京
教
区
江
東

組
教
化
活
動
よ
り
―　
　
　
　
　
　
　

荒
木
信
道

『
浄
土
宗
法
要
集
』
に
つ
い
て　

�

粟
飯
原
岳
志

近
・
現
代
の
伝
法
道
場
の
推
移
に
つ
い
て

�

八
橋
秀
法

浄
土
宗
法
式
雑
考
（
二
六
）
地
蔵
会
奉
修
に
つ
い

て
の
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
秀
浩

浄
土
三
部
経
訓
読
に
つ
い
て
Ⅱ　
　
　

大
澤
亮
我

触
香
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
城
宗
隆

▽
第
五
部
会
（
十
四
日
）

江
戸
期
に
お
け
る
浄
土
宗
と
真
宗
の
論
争

―
『
刓
謗
録
』
に
つ
い
て
―�

星　

俊
明

大
本
山
光
明
寺
蔵
『
鎌
倉
佐
介
浄
刹
光
明
寺
開
山

御
傳
』
の
研
究
―
慶
安
版
『
然
阿
上
人
傳
』
と
の

比
較
を
中
心
に
―　
　
　
　
　
　
　
　

吉
川
瑞
之

近
世
に
お
け
る
法
然
上
人
信
仰

―
三
井
家
を
事
例
と
し
て
―　

�

林　

宏
俊

被
災
地
で
の
宗
教
者
の
役
割
に
つ
い
て
の
一
考
察

～
東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
を
受
け
て
～

�

馬
目
一
浩

寺
院
版
災
害
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
究
班
（
１
）

被
災
寺
院
に
必
要
な
情
報
支
援　
　
　

宮
坂
直
樹

寺
院
版
災
害
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
究
班
（
２
）

被
災
地
の
宗
教
者
の
支
援
活
動
～
東
日
本
大
震
災

の
事
例
を
も
と
に
～　
　
　
　
　
　
　

加
藤
正
淳

寺
院
版
災
害
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
究
班
（
３
）

熊
本
地
震
の
支
援
―
青
年
会
を
中
心
に
―

�

三
宅
俊
明

寺
院
版
災
害
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
究
班
（
４
）

東
日
本
大
震
災
関
連
調
査
か
ら
窺
え
る
地
域
社
会

に
お
け
る
寺
院
、
僧
侶
の
在
り
方　
　

藤
森
雄
介

仏
教
研
究
の
現
代
的
課
題
と
し
て
のLGBT

�
石
田
一
裕

【
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
】

無
能
上
人
の
足
跡　
　
　

赤
坂
明
翔
・
石
川
達
也

子
ど
も
の
成
長
儀
礼　

実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
寺
院
で
の
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
開
催
の
可

能
性超

高
齢
社
会
に
お
け
る
寺
院
の
可
能
性
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
ベ
ー
ス
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新
纂

浄
土
宗
大
辞
典
の
連
携

浄
土
宗
基
本
典
籍
の
電
子
テ
キ
ス
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

『
無
量
寿
経
』「
皆
蒙
解
脱
」
の
解
釈
に
つ
い
て

�

石
田
一
裕

＊
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
拠
る
。
収
録
論
文
と
題
目

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�

（
各
部
会
発
表
順
・
敬
称
略
）

�

（
市
川
・
加
藤
記
）
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・『
佛
教
論
叢
』
第
六
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

・
本
号
は
佛
教
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
平
成
三
十
年
度
・
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
（
九
月
十
三
日
・
十
四

日
）
に
お
け
る
、
基
調
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
演
記
録
、
お
よ
び
一
般
研
究
発
表
の
成
果
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

・
本
年
度
は
大
会
テ
ー
マ
を
「
お
念
佛
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
―
開
宗
の
こ
こ
ろ
・
凡
入
報
土
―
」
と
し
て
、

藤
本
淨
彦
先
生
か
ら
は
「
お
念
佛
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
―
宗
祖
法
然
上
人
『
立
教
開
宗
』
の
意
義
―
」
と
題

す
る
基
調
講
演
を
頂
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
大
会
テ
ー
マ
に
即
し
て
諸
先
生
か
ら
貴
重
な
ご
発
表
を
頂
き

ま
し
た
。
先
生
方
に
は
お
忙
し
い
中
、
講
演
録
を
ご
点
検
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

・
一
般
研
究
発
表
は
、
そ
の
成
果
を
『
佛
教
論
叢
』
編
集
委
員
会
の
査
読
を
経
て
、
許
可
さ
れ
た
研
究
論
文

と
研
究
ノ
ー
ト
の
二
種
の
み
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

・
本
大
会
な
ら
び
に
本
誌
に
関
し
ま
し
て
、
ご
意
見
や
ご
感
想
を
頂
戴
し
、
更
に
充
実
し
た
も
の
を
制
作
し

て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�
（
松
永
記
）
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「訳注」
１）反対論者の主張とヨーガ学派の主張が入り組んでいる箇所多いので、理解を促進するた

めに、テキストの文言通りには訳出せずに、両者の主張を段落に分けて記載することと
する。

　　　また、今回訳出した箇所においては、正しい認識根拠である推論と直接知覚が議論の
中心となっている。訳出にあたり、推論は一般相（普遍）の認識根拠であり、直接知覚
は個別相（特殊）の認識根拠であることを記しておく。

２）訳注の（　）内は、理解を促進するために訳者が補った言葉である。
３）つまり、家長が自在神という言葉によって否定されており、家長という言葉が、自在神

は「家長ではない」という理解を生じさせているのである。
４）自在神は一切知者であると主張する場合に、その一切知者の非存在が確定すれば、存在

が確実な自在神も非存在となってしまうという誤謬に陥る。つまり、一切知者が認識さ
れなければ、自在神との同一性は主張できないのであり、また、もし認識できるのであ
れば、壺などと同様に自在神ではないということになるという主張である。

５）論理学では、「周延」と訳されることが多い。概念の外延すべてに及ぶことを意味する。
６）校訂者が ”a” という否定辞を補っているのに従った。つまり、「遍是宗法」を満たさな

いということである。
７）漢訳では所依不成。

（主な参考文献）
Rukmani,T.S., Yoga-sūtrabhās

4

yavivaran
4

a Vol.1, Munshriram Manoharlal 
Publishers Pvt.Ltd, 2001

Leggetto, Trevor, śan4 kara on the yoga sūtras , Motilal Banarsidass 
Publishers,Delhi,1992。



─ 22 ─

しそのようなことを（汝らが）自ら承認する場合には、（自在神が）一切知者
であることが成立する。（一切知者であることを）承認したことになるからで
ある。

さらに別の場合にも、承認したことと似ていることを否定するというなら
ば、「壺は壺ではない。ものであるから。織物（が壺でないの）と同様に。」と
同じような（おかしな）ことになってしまう。
　さらに、何の限定も受けていないものは（正しい推論の形式からはずれてい
るから）承認されないというその場合には、認識されるものなどにとって、そ
の理由が、認識されるものの属性でなかったり （a-paks

4

adharma） （６）、その理
由が属するはずの基体の存在が認められないが故に理由として成立しないこと 

（āśraya-asiddha）（７） になってしまうはずである。（しかし、実際にはそのよう
なことにはならず）つまり、（限定されていない）そのことが（推論によって）
承認されているのであるから、それ以上に何が証明されるべきであるのか（何
も証明される必要はない）。満足している人に向かって、「ここでは、食べる
な。」と言ったところで、それが何になるというのか（何にもならないではな
いか）。」
〔反対論者の主張〕
　私は、自在神がいかなる限定も受けないものであることを主張するために、
彼が一切知者性であることを否定するのである。
〔ヨーガ学派の主張〕

これもまた正しくない。一切知者性もまた、いかなる限定も受けないから
である。

さらにまた、（本来）超越している自在神性や一切知者性にとって、超越の
有無を問題としてしまうと、意味が変わってしまい、自在神や一切知者という
言葉が超越しているということを表さなくなる。例えば、「大きい」などの言
葉は、「大きさ」が変化しうる壺などに関しては、超越していないのであるが、
虚空などに関してはそうではない（つまり、「大きさ」が変化することはない
ので、超越している）。それと同様この場合において、比類なき自在神性や一
切知者性は、意味が変化することはない。従って、その超越していることこそ
が、言葉の意味するところなのである。超越していることを排斥するのならば、
全く無意味なことになってしまう。
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根拠を有している。なぜならば、「大きい」などにある普遍は、超越している
ことに明らかに含まれており、いかなる限定も受けていない「大きさ」などは
明らかに包括（５）する側だからである。現に存在する包括するものが、現に存
在する包括されるものを包括しないということはないからである。

従って、（「大きさ」などが）限定されないのであるから、それを凌駕して
包括するものは存在せず、（そのものに対して）普遍としての包括するものは
消滅する。この場合、（包括するものは）包括されるものの対象として正に一
般に承認されているから。それ故に、正しい認識根拠に基づいて承認されてい
るから、自在神や一切知者という言葉が指し示めす対象が存在しないことを論
証しようとするならば、一般に承認されていることを否定するということにな
り、（そのような）主張は誤りとなる。
　また、自在神や一切知者という言葉が、無意味であるとか、別の意味をもつ
とかと主張することはできない。本来はそれぞれ別のものである能力・智恵・
超自然力を、（自在神は）すべて合わせ持ち、（さらにその能力などが）超越し
ており、いかな限定も受けないということが真実なのである。従って、それ

（すなわち能力など）を否定しようと努めるなどということは、自らの推論と
矛盾する主張をすることになる。
〔反対論者の主張〕
　すでに（我々によって）決定されている自在神の（性格の）否定を試みる

（ヨーガ学派の）人々は、（それを）直接に知覚している他人の心を不快なもの
にしてしまう。なぜならば（自在神の存在は）その（自在神を直接に知覚して
いる）他人によって述べられたものであるから。
〔ヨーガ学派の主張〕

そうではない。超越性などを有する一切知者の存在を証明する根拠を主題
として扱うのと同様に、他人によって述べられた（その）ことは、（我々の主
張と何ら）異なるものではないからである。そのような述べられた言葉を否定
するというのならば、既に承認されていることを否定することになる。そして、
先と同様に、推論と矛盾することになってしまう。
　さらに、（自在神が）認識の対象であることなどに関する諸々の理由もまた
成立しないことになる。なぜならば、（自在神には）至高の知識と自在力が特
徴づけられていることが、我々によって承認されているからである。また、も
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「自在神は一切知者ではない」と（我々が）言うこの場合、今話題になって
いる（一切知者であるという）見解のみが否定されるのである。決して、承認
するべき事物（つまり自在神の存在）を否定しているわけではない。正に、象
は象使いによって（否定されることはない。つまり象は象使いではないという
場合、象そのものの存在が否定されているわけではない）。もしも「否定辞

（na） 」によって、事物が否定されるというのであれば、「否定辞（na）」のみに
よって、自在神を認める者の主張（つまり自在神そのものの存在）もまた否定
されることになるが、この場合もまた、（自在神は一切知者ではないという）
見解のみが否定さているのである。故に、一般に承認されている（自在神が存
在する）ことと矛盾するというような、主張に関する過失はない。
〔ヨーガ学派の主張〕

それはそのとおりである。しかしながら、違いがある。正しい認識根拠に
よって認知された事物を対象とする見解は、事物の普遍性に基づいて承認され
ているとしても、それ以外の事物において、あるいは、時間が異なる場合にお
いて、否定されることがある。例えば、「（ここには）壺が存在しない。」とい
う場合のように。また、どんな場合にも決して指し示す対象が存在していなく
ても、言葉からの連想によって現前し、それ以外の事物として想定された見解
のみが否定されることがある。例えば、「子を産めない女の息子は存在しな
い。」という場合と同様である。しかしながら、他の正しい認識根拠によって
認知された実在する事物を否定するという場合においては、一般に承認されて
いることを否定するという誤謬が存在する。例えば、「自在神という言葉が指
し示す対象は一切知者ではない。」という場合である。自在神という語と一切
知者という語は、超越して存在しているということが、自在神と一切知者との
両者にはっきりと認められる普遍に言及する根拠であるから、いかなる限定も
受けない自在神である一切知者の存在が明らかなことがすでに決定されている。

「大きい」、「多い」、「すべての」、「無限な」、「無量の」などの語（が何らかの
普遍を明らかにするの）と同様である。
　例えば、これらの「大きい」などの言葉は、既に承認されている超越してい
ることを意味する「大きい」など（の言葉）に内在する普遍の意味をあらわし
ているのと同様に、（その存在が）限定のない「大きい」、「多い」、「すべて」、

「無限」、「無量」に違いがあるということに関して、その存在を明らかにする
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の）と同様に。
〔ヨーガ学派の主張〕

その場合も、（汝らの）主張は、すべての認識根拠と矛盾することになるで
あろう。一般によく知られている自在神という言葉の意味である元々の一切知
者性はすべての認識根拠によって認められているからである。「例えば、自在
神という言葉の意味は一切知者ではない。なぜならば、（そこにある）認識さ
れる性質などが理由である。壺などと同様である。」と（汝らが「一切知者は
認識できない」と）述べた場合の主張内容を私が（代わりに）述べてみよう。
〔反対論者の主張〕
「この世界には一切知者はいない。時間に関しても、方位に関しても、空間

に関しても、生き物の棲む場所に関しても、生き物に関しても、すべての事象
において一切知者はいない。また、すべての認識手段は一切知者を対象として
いない。正しい認識ができる者も、一切知者は認識できない。」というような
主張が正しい場合には、いかなる限定もされない自在神や一切知者が否定され
ているのであるから、一般によく知られている自在神が、一切知者という言葉
が指し示す対象であるという一般に承認されていることと矛盾し、（ヨーガ学
派の）主張に誤謬があることが指摘されねばならない。つまり、「子を産めな
い女に息子はいない。従って、空間的にも時間的にもその息子は存在しない。」
という主張が正しい場合、先に述べたのと同様に（その息子は子を産まない女
の息子であるという）主張に当然誤謬があることになってしまうであろ
う。」（４）

〔ヨーガ学派の主張〕
しかしながら、そのような過失はない。なぜならば、（その場合）子を産め

ない女の息子の存在根拠が否定されているのであり、そこで述べられている意
味（つまり息子の存在）は、自在神が一切知者であるという言葉が指し示す対
象のようには、認められていないからである。単独の言葉が集められて同時に
配置され、（その時に）ある見解として理解される場合に、（それぞれの）単語
の意味が機能するのである。従って、（我々は）子を産めない女の息子の存在
を承認しているのではないのである。従って、一般に承認されていることと矛
盾するという過失はないのである。
〔反対論者の主張〕
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自在神と一切知者の言葉の意味するところであるということが、一般に承認さ
れているからである。

また、自在神と一切知者という言葉は、（存在や地位の）優劣を超えて無数
に存在する（他の）対象に関する理解を生じさせるものであることが、世間に
おいて一般によく認められている。例えば、「村長は自在神ではない。」と言わ
れた場合、二つあるいは三つの村を治める者たちが、それぞれ自在神ではない
ということである。また、「家長は自在神でない。」という場合も、そ（の表
現）は、すべての人にとって自在神という言葉は意味を持つのである。（３）

　同様に、「文法学者は一切知者である。」という場合には、（文法学者が）超
越した知識を有しているのではないということが否定されている。いかなる限
定をも受けていない、あるいは仮に何らかの限定を受けていたとしても、自在
神と一切知者は、自在神と一切知者という言葉が指し示す対象であることが、
一般に承認されねばならない。この故に、それらを否定するのであるから、

（汝らの）主張は一般に承認されていることと矛盾することになってしまう。
例えば、アートマンや虚空などにある「大（mahat）」という性質が、「大」と
いう言葉が指し示す対象であることを否定するのと同じことになってしまう。
〔反対論者の主張〕
　自在神と一切知者はいかなる限定も受けないものではない。なぜならば、知
覚されないからである。例えば、自在神に第二の頭がない（と限定されうる）
のと同様である。（見えないから何とでもいえるではないか。）
〔ヨーガ学派の主張〕

その場合もまた、言葉が指し示す対象が一般に承認されているのであるか
ら、（汝らの）主張は一般に承認されていることと矛盾する。超越性が、（自在
神や一切知者を成立させる）自在神性と一切知者性の要素であることが存在根
拠となって、いかなる限定も受けない自在神性と一切知者性が現に知覚されて
いるからである。例えば、「限定のないものに量があるのと同様に」というこ
とは成立しない。（自在神や一切知者とは異なり、無制限な量は）知覚されな
いからである。
〔反対論者の主張〕
　限定されていない自在神という言葉の意味は一切知者ではないといえよう。
なぜならば、実体であることなどが理由である。我々など（が一切知者でない
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＊ 使 用 テ キ ス ト：Patañjali-Yogasūtra-Bhās
4

ya-Vivaran
4

a, Madras Goverment Oriental 
Series Vol.94, 1952

＊Vivaran
4

a は Yoga-sūtra に対する複註であるが、本稿で訳出した箇所においては、
Yoga-sūtra あるいは、Vyāsa の Bhās

4

ya からの引用部分はない。
　
<p.64 l.25= テキスト 64 ページの 25 行目を示す >
〔反対論者の主張〕（１）

自在神と一切知者という言葉は、その言葉の意味が確立していない。
〔ヨーガ学派の主張〕

その場合でも、その（言葉の）（２）意味が否定されているわけではない。な
ぜならば、確立していない（言葉の）意味について議論しているわけではない
からである。確認されていないからといって、（例えば実際に）山頂にいる羊
飼いの女の存在を否定することはできないのである。さらには、その言葉の意
味が確立されていないからという理由で、その言葉（の意味）を理解すること
が無駄になってしまうようなことはあってはならない。
〔反対論者の主張〕
　仮に、未だに（意味が）確立されておらず、いかなる限定も受けていない自
在神と一切知者が、すでにその意味が確立されている自在神と一切知者という
言葉の意味であるというのであるならば、（それは）正に虚空を何らかの花と
関連付けるというような妄想であり、そのようなこと（すなわち妄想）は、排
斥されるべきなのである。
〔ヨーガ学派の主張〕

その場合にも、既に決定されている意味（つまり自在神と一切知者が存在
すること）を否定することになってしまうので、（汝らは、両者の存在は認め
ている）自らの主張と矛盾する主張をすることになってしまう。超越していた
り、至高であったりするなどの自在神と一切知者を特徴づける無数の共通性が、

Yoga-sūtra Bhās
4

ya Vivaran
4

a 試訳（第 1 章 25-3）

近　藤　辰　巳
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よりのご教示、記して謝意を示す。
４）『チャラカ本集』では第二十章「主要疾患の章」（mahārogādhyāya）において、より詳

細に三病素説が説明される。
５）精神的病素としてラジャスとタマスを挙げるが、これの背景にはサーンキャの三徳（tri-

gun
4

a）の思想がある。『サウンダラナンダ』においても、ラジャスとタマスの語を用い
る記述が数多く認められる（Cf. SauN. 16.18 etc.）。

６）先の Car 1.1.60 ではピッタの性質として sa-sneha が用いられカパの性質では snigdha が
用いられた。これら両者は別の徳性であるようにも見えるが同一の「潤」、いわゆる油
性である（Cf. SauN 1.20）。

７）『チャラカ本集』にはサーンキャやニヤーヤ、ヴァイシェーシカの教義が混在する。こ
のような『チャラカ本集』の折衷主義に関しては Comba［1987, p. 31, fn. 1］は ĀDi で
はアーユルヴェーダに矛盾しないかぎり様々な教説を取り入れた。と述べる点を紹介する。

８）『禅法要解』に対応漢訳が認められる。『禅法要解』［T.15.294b15-16］若知現在身苦。過
去苦亦爾。如現在過去身苦。未來亦爾。(SN.16.14)；『禅法要解』［T.15.294b29］見今果
報異故。知昔因縁各別。(SN.16.23)。

９）Hartmann［1988］に随い , tadāgamād を tadātmyato に訂正した。
10）有部は三世実有説に基づき過去と未来を認識の対象として認めるが、過未無体説を主張

する経部の系列では過去と未来を直接知覚の対象として認めない。上座シュリーラータ
は過去と未来はあくまで現在の直接知覚に基づく推理であると述べる。

『順正理論』［T. 29. 628c3-13］（cf. 加藤［1989. p. 289］）
此中上座作如是言。智縁非有亦二決定。推尋因果展轉理故。其義云何。要取現已於
前後際能速推尋。謂能推尋現如是果。從如是類過去因生。此因復從如是因起。乃至
久遠隨其所應。皆由推尋如現證得。或推尋現如是類因。能生未來如是類果。此果復
引如是果生。隨其所應乃至久遠。皆推尋故如現證得。如是展轉觀過去因。隨其所應
乃至久遠。如現證得皆無顛倒。雖於此位境體非有。而智非無二種決定。

11）この点については宮坂［1963］や桂［1986］等によって検討されている。『ニヤーヤス
ートラ』では有前、有余、共見の三種の推理を挙げるが、これが『チャラカ本集』と対
応することが宮坂［1963. pp. 59-60］によって既に指摘されている。一方で、『ヴァイシ
ェーシカスートラ』では原因や結果を想定することが推理として規定（VaS 9.18）され
るが、その内容や詳細については言及しない。宮坂［1963］は『ヴァイシェーシカスー
トラ』の記述より発展した形として『チャラカ本集』が存在し、その後『ニヤーヤスー
トラ』が成立したことを指摘する。ただ、ヴァイシェーシカ学派の古い資料は漢訳「勝
宗十句義論」だけである。しかし、漢訳にも諸問題があり、実態は不鮮明である。

12）Hartmann［1988］によって、2-3 世紀のものと推定される中央アジア出土の写本断片 
SHT921 が当該の SauN. の四諦説の一部（SauN. 16.21-33）であると同定された。

13）松濤［1981］等によって鳩摩羅什訳の『坐禅三昧経』や『大智度論』より『サウンダラ
ナンダ』の一部が回収されている。また、筆者は『禅法要解』中にも『サウンダラナン
ダ』の対応漢訳を発見した。別稿にて投稿を予定している。
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Hartmann, Jens-Uwe［1988］
"Neue Aśvaghos

4

a- und Mātr
○
cet

4

a-Fragmente aus Ostturkistan." Nachrichten von der 
Akademie der Wissenschaften in Göttingen.  2 : 55-92.

Jacobi, Hermann ［1911］
"Zur Frühgeschichte der indischen Philosophie "Sitzungberinchte der Kgl. 
Preussischen Akademie der Wissenschaften ,

Johnston, E. H.［1928］
The Saundarananda of Aśvaghos

4

a critically edited with notes . Oxford University 
Press.

Jolly, Julius［1901］
Indian medicine ; translated from German and supplemented with notes by C.G. 
Kashikar ; with a foreword by J. Filliozat, Munshiram Manoharlal Publishers, 1977 
(1st ed. Strassburg, 1901).

Lévi, Sylvain［1896］ 
"Notes sur les Indo-scythes", Journal Asiatique , 1896, pp.444-484.1897,

宇井 伯寿［1926］
『印度哲学研究』第二巻 . 甲子社書房 , （再版　岩波書店 1944）.

木村 泰賢・平等 通照［1930］
『梵文仏伝文学の研究』岩波書店 . 

桂 紹隆    ［1986］
「インド論理学における遍充概念の生成と発展　―チャラカ・サンヒターからダルマ
キールティまで―」『広島大学文学部紀要』45（特輯号 1）, pp. 1-122.

加藤 純章［1989］
『経量部の研究』、春秋社。

干潟 龍祥［1976］
「インド仏教重要事項年代考」『鈴木学術財団研究年報』12-13, pp. 1-12.

本庄 良文［1987］
「馬鳴詩のなかの経量部説」、『印仏研』通号 71 号 pp. 87-92（L）

松濤 誠廉［1981］
『馬鳴端正なる難陀』山喜房仏書林 . 

宮坂 宥勝［1963］
「医書『チャラカ本集』に伝えるヴァイシェーシカ哲学説」『密教文化』64-65, pp. 50-67.

「注」
１）カニシカ王の在位年代については諸説あるが、ラバータク碑文の発見に基づき、140 年

頃に推定する傾向にある。日本では干潟［1976］が『三国志』の記述をもとにカニシカ
紀元を 134 年と推定した。近年 Falk［2004］は Kumāragupta の年代を参考に 147 年を
カニシカ紀元に推定している。数年の差異こそあるものの、近年の研究を参考にすれば
140 年頃に即位したとみて問題はないであろう。カニシカ王紀元を巡る古説については
Charoensriset［2007］に詳しい。

２）Cf. SauN. 17.40
３）三病素説が紹介される経典としては「良医経」が挙げられる。本経典は『倶舎論』に引

用され、AKUp. 引かれる。対応資料については本庄［2014b, pp. 703-705］を参照。筆者
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　ここでは、直接知覚に基づく推理は現在・過去・未来の三種であるとし、未
来に関しては現在の種を直接知覚し、それから未来の果実を推理すると述べる。
この構造は先にみた『サウンダラナンダ』の推理と対応する。当該箇所は先行
研究によって指摘される通り、『ニヤーヤ・スートラ』（三世紀後半？）の説と
関連する箇所（11）であるが、『サウンダラナンダ』の当該箇所は中央アジア写
本（12）や漢訳（13）があり、四世紀以後のものとは考え難い。そうであれば、当
該の記述は『チャラカ本集』に基づくものと見て良いであろう。

４．まとめ

　以上、本稿では『雑宝蔵経』の記述をヒントに『サウンダラナンダ』十六章
に絞って『チャラカ本集』との関係性を探った。その結果、『サウンダラナン
ダ』十六章の三解脱処は『チャラカ本集』の投薬法における三病素説に基づい
て著されている可能性を見出した。また、『サウンダラナンダ』十六章に見ら
れた上座の過未無体説の原形とも言えるべき推理の理論は『チャラカ本集』に
見られる推理の理論と対応し、この点でも『サウンダラナンダ』が『チャラカ
本集』を参考にしていた可能性がうかがえた。アシュヴァゴーシャはカーリダ
ーサに先立つカヴィとして名高く、カヴィはあらゆる学問に精通していること
が美徳とされる。そのためにアシュヴァゴーシャもカヴィの美徳として『チャ
ラカ本集』を修めていたのかもしれない。しかし、『雑宝蔵経』の記述に基づ
けば、アシュヴァゴーシャとチャラカは同じ時代の人物であるのみならず、同
じ王に仕えていたことになる。そうであれば、両書の関係性はアシュヴァゴー
シャが医師チャラカから教示を受けた可能性を示唆するのではないだろうか。
いずれにせよ、今後の『サウンダラナンダ』の研究においては『チャラカ本
集』との関係を注視する必要があるだろう。

　　　　参考文献（ごく一部）
Falk, Harry ［2004］

"The Kanis
4

ka era in Gupta records"Silk Road Art and Archaeology X, s. pp. 167–176.
Charoensriset Samawadee ［2007］
「カニシカ紀元の問題をめぐって」『印度學佛教學研究』56（1）, pp. 339-336.

Comba, Antonella ［1987］
"Carakasam

4

hitā, śārīrasthāna I and Vaiśes
4

ika philosophy" Studies on Indian Medical 
History ,, ed.by G. J. Meulenbeld and D. Wujastyk, Groningen, Egbert Forsten, 1987, 
pp. 43-61 （Groningen Oriental Studies, 2）.
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ーシャの著作についても木村・平等［1930］等の様々な研究者によって、サー
ンキャ説等の六派哲学との関係が指摘されている。そのなか、『サウンダラナ
ンダ』第十六章の推論に関する記述と『チャラカ本集』の推論説との関係が見
いだせた。そこでその点について紹介したい。『サウンダラナンダ』では未来
法と過去法の認識について次のように説明する。

SauN 16.14-15,  23 （８）

また、汝は、まのあたりに（pratyaks
4

am）、〔現在に〕誕生の苦しみを見
て、その通りに、過去にも苦しみが存在したと知れ。また、汝は、〔現
在の〕この〔誕生の〕苦しみが有り、こ〔の過去の〕苦しみがある通り
に、その通りに、未来にも苦しみが存在するであろうと理解せよ。（14）
なぜならば、現在（iha）、種子の自性が〔いま〕認められた通りに、そ
の通りに過去〔の種子の自性〕も未来〔種子の自性〕も推量されるべき
である。また、炎が、まのあたりに（pratyaks

4

am）、熱い通りに、その
通りに、過去〔の炎〕も、未来〔の炎〕も、同じく、熱い。（15）
なぜなら、人は、〔現在、〕まのあたりに（sāks

4

āt）、果実を理解する、
そ〔の果実〕の自性から〔原因としての〕過去の種を理解する。また、
まのあたりに（sāks

4

āt）、〔現在にある〕種の本質を理解して、未来のそ
〔の種〕の果実を理解するからである。（23）

　ここでは、現在の種や果実を直接知覚して、その直接知覚に基づいて未来と
過去の果実と種とを推測する旨が説かれる。この認識論は上座シュリーラータ
の認識論に継承される（10）、いわゆる『サウンダラナンダ』の経部的要素であ
るが、これと同種の理論が『チャラカ本集』（Car 1.11.20-22）に登場する。

Car 1.11.20-22
我（ātman）と根と意と対象の結合の故に、明瞭な、その瞬間のみにお
いて、働く認識（buddhi）が、直接知覚（pratyaks

4

a）と言われる。（20）
直接知覚を先立つものとし、三様に、三時に推測される。【現在】煙に
よって、隠れた火が〔推測され〕、【過去】胎児を見て、〔過去の〕性交
が〔推測される〕。（21）

【未来】賢者達は、かつて、種から生じたものである果実を〔直接知覚
として〕見て、〔種から果実が生じたのと〕同じように、今回も、適宜
に、〔現在の〕種から、未来の果実を判断する。（22）
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また、煩悩の断の為に、必ず、時間（kāla）と方法（abhyupāya）が熟
察されなければならない。なぜならば、不適切な時における〔修行〕、
あるいは誤った方法による、修行は不利益を結果し、そ〔の修行〕の効
果（gun

4

a）を結果しない。（16.49）
もし、子牛を産んでいない牛より搾乳するならば、不適切な時間の搾乳
者は決して乳を得るまい。あるいはまた、〔搾乳者が搾乳に〕適切な時
間であっても、もし無知により、角から牛を搾乳するならば、人は乳を
得ないであろう。（16.50）
火を望む者が、〔適切に〕努力しても、湿った木からは、火を得ないだろう。
また、乾いた木からでも、不適切な方法に基づき、伐採しても、火を得
ない。（16.51）
ゆえに、〔修行者は、〕修行の、場所（deśa）と時と量（mātra）と方法
とを規定通りに熟察して、また、自身の長所と短所を考慮して、〔適切
な〕努力をなすべきである。また、それらと相反する〔努力はなすべ
き〕ではない。（16.52）

　ここでは、第 49 偈では適切な時間に適切な方法で修業すべきことが述べら
れ、第 50 偈では適切な時間について、第 51 偈では適切な方法について譬喩が
述べられる。しかし、第 52 偈では時間と方法に加えて、「適切な場所と量」の
記述が増加している。本節（SauN 16.49-69）、並びに本章ではこの場所と量に
ついては一切述べられない。その一方で、前掲の『チャラカ本集』の三病素説
の末尾では、適切な投薬法として、「適切な場所（deśa）、量（mātra）、時間、
に基づく、〔所対治と〕反対の徳性をもった諸薬によって（Car 1.1.62）」と述
べる。ここでは方法としての諸薬と時機に加え、「場所（deśa）・量（mātra）」
が併記され、SauN 16.52 の記述と対応する。つまり、この点からは、アシュ
ヴァゴーシャは『チャラカ本集』の投薬法に関する三病素説にもとづいて『サ
ウンダラナンダ』の当該箇所を制作した可能性がうかがえる。

３．現在に基づく過去と未来の推測

　『チャラカ本集』であるが、Jolly［1901］がサーンキャ説との関係を指摘し
たのを先駆けに、宇井［1926］等の研究者によってヴァイシェーシカ説やニヤ
ーヤ説といった六派哲学との関係が指摘されている（７）。一方、アシュヴァゴ
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によって鎮静する。精神的な〔病素〕は、智慧と学識と意志の強さと記
憶力と三昧とによって〔鎮静する〕。（58）
ヴァータ（marut）は、乾（rūks

4

a）、冷（śīta）、軽、微、動、清、荒
〔という徳性〕であり、〔ヴァータとは〕反対の徳性をもった物質によっ
て鎮静する。（59）
ピッタは、僅かな潤（sa-sneha）（６）、温、鋭（tīksn

4 4

a）、流動、酸、液、
辛〔という徳性〕であり、〔ピッタとは〕反対の性質をもった物質によ
って、速やかに、鎮静する。（60）
カパ（śles

4

man）の徳性は、重、冷（śīta）、柔、潤（snigdha）、甘、硬、
粘という徳性であり、〔カパとは〕反対の徳性によって鎮静する。（61）
適切な場所（deśa）、量（mātra）、時間（kāla）、に基づく、〔所対治
と〕反対の徳性をもった諸薬によって、治療できるとみなされた病気は、
消え失せる。（62）

　以上が『チャラカ本集』の三病素説の概説箇所である。この記述に基づいて、
先の『サウンダラナンダ』に登場した三病素説の適切な徳性と不適切な徳性と
対応する病素を整理すれば次の通りである。

所対治の病素
適切な能対治 不適切な能対治

徳性 病素 徳性 病素

カパ 乾（rūks
4

a） ヴァータ 潤（sneha） カパ・ピッタ

ピッタ 冷（śīta） ヴァータ・カパ 鋭（tīksn
4 4

a） ピッタ

ヴァータ 潤（snigdha） カパ・ピッタ 乾（rūks
4

a） ヴァータ

　このように、『サウンダラナンダ』で登場した三病素説は、所対治の病素の
徳性と同質の徳性を不適切とし、所対治の病素の徳性と反する徳性を適切とし
ていることが確認できる。つまり、『チャラカ本集』の記述と呼応する正しい
理論が用いられているといえよう。
　では『サウンダラナンダ』の三病素説は『チャラカ本集』の投薬法に関する
三病素説を参考にしたのであろうか。つづいて、その点について考察したい。

『サウンダラナンダ』の対応箇所（SauN 59-64, 69）は「適切な時と方法」
（SauN 16.49-69）の一部であったが、その冒頭箇所（49-52）を見てみたい。

SauN 16.49-52  Cf. 『坐禅三昧経』［T.15.285c1-8］.
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このように『雑法蔵経』の記述は両者のカニシカ王との関係を示す点のみが
注目されてきたが、その一方で、当該の記述からは詩人アシュヴァゴーシャと
医師チャラカとが同じ王に仕えていたという両者の関係性も見出すことができ
る。しかし、チャラカとアシュヴァゴーシャを比較した研究は見いだせない。
そこで本稿では『サウンダラナンダ』の十六章に注目し、そこに見られる『チ
ャラカ本集』との関係性について指摘したい。

２．『サウンダラナンダ』の三解脱処と三病素説

まず『サウンダラナンダ』の十六章に登場する三解脱処の喩例について見て
みたい。三解脱処とは、貪瞋癡の三つの煩悩を対治する不浄観・慈観・縁起観
からなる三つの観察法である（２）。第十六章「聖諦分別」では「適切な時と方
法」を述べる際に、貪瞋癡と三解脱処の関係が述べられる（SauN 16.59-69）。
その際に、「貪欲が強いものは慈観の修習は不適切であり、不浄観が適切であ
る」というように、行者の状態において適切な修行法と不適切な修行法が述べ
られる。そして、その喩例として「カパを自性とするものに潤の徳性が不適切
で乾の徳性が適切であるように」というように、医術書に登場する三病素説が
用いられる。当該箇所説示を整理すれば次の通りである。

修行法 医療法
自性 適 不適 性質 適切な徳性 不適切な徳性
貪欲 不浄観 慈観 カパ（kapha） 乾（rūks

4

a） 潤（sneha）
瞋恚 慈観 不浄観 ピッタ（pitta） 冷（śīta） 鋭（tīksn

4 4

a）
愚痴 縁起観 慈・不浄観 ヴァータ（vāyu） 潤（snigdha） 乾（rūks

4

a）

さて、この三病素説であるが、仏典においてそれぞれの単語が登場すること
はあるが、その性質が言及されることはない（３）。そこで、『チャラカ本集』一
巻一章に見られる三病素説を取り上げ、まずは『サウンダラナンダ』の記述が
正当であるのか確認したい（４）。以下は治療可能な病気に対する投薬治療の方
針を述べる箇所である。

Car 1.1.57-62
身体的な病素のすべては、ヴァータ（vāyu）、ピッタ、カパであると説か
れた。また、精神的な病素はラジャスとタマスだけが示された（５）。（57）
前者（身体的な病素）は、霊験（daiva）と理（yukti）とに基づく薬物
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１．はじめに

アシュヴァゴーシャはカーリダーサに先立つ著名な詩人であり、カニシカ王
（140 年頃より在位）（１）の時代の人物であるとされる。その主な著作の一つで
ある『サウンダラナンダ』は、その詩の技巧はさることながら、本庄［1987］
等によって経部の貴重な資料としても重要視されている。つぎに、チャラカは
カニシカ王の時代の人物とされ、現存するインド医学書の中で最も古いとされ
る『チャラカ本集』の編纂者として名を馳せた人物である。本書は全八巻から
なる医術書であり、アートレーヤがアグニヴェーシャに説いた教えと言われて
いる。それを第六巻十四章まで編纂したのがチャラカである。両者はともにカ
ニシカ王の時代の人物とされるが、それはそれぞれの年代を定める根拠となる
資料が共に『雑法蔵経』等の漢訳伝記資料であるからに他ならない。『雑宝蔵
経』では次のように説かれる。

『雑法蔵経』［T．4.484b16-19］
ある時、月氏国に、暴虐（*cand

4 4

a）なカニシカと言われる王がいた。
〔かの王は〕三人の智者と親友であった。第一はアシュヴァゴーシャと
いう菩薩、第二はマータラ（*Māt

4

hala?）という大臣、第三はチャラカ
（Caraka）という名医であった。彼ら三人は王に親しくされた者たちで
あり、格別の待遇を受けていた。

このようにカニシカ王の配下にはアシュヴァゴーシャ、マータラ、チャラカ
の三人がいたと記述される。この記述を最初に注目したのは Lévi［1896］で
ある。Lévi はこの記述に基づき、アシュヴァゴーシャやチャラカの年代がカ
ニシカ王の時代であると指摘した。その後、Jolly［1901］等の研究者による
批判はあったものの、『雑法蔵経』等の記述に基づき両者はニシカ王と同時代
の人物として受け入れられている。

アシュヴァゴーシャと医師チャラカ

田　中　裕　成



─ 8 ─

1 ）この「カラサプラ在住の規範師アーナンダ」については、Kieffer-Pülz［2013a i: pp. 
150.9–154.10］も参照。

2 ）清水俊史［2015ℓ］.
3 ）清水俊史［2015ℓ］.
4 ）Uj.（pp. 29.10–31.2）, DNṬ.（Vol. I, pp. xli–lv）, Pieris［1978: pp. 70.8–71.2］, Norman, K. 

R.［1983: p. 149.6–14］.
5 ）DNṬ.（Vol. I, pp. lxxx.32–lxxxi.1）を参照。また、しかし L. de Silva はシッダガーマと

いう地名が複数あった可能性や、十世紀以前には成立していたであろう「難語集」
（Gaṇṭhipada）と呼ばれる文献群がダンマパーラ著作において言及されない点を問題視
している。

6 ）L. de Silva の考察より後に発表された研究では、バルトリハリの年代をより早める傾向
にあるが、生存年代が早まったからといってダンマパーラの生存年代までも連動して早
まるとは限らない。この点について村上真完の仮説には問題がある（村上・及川［2013: 
pp. v.9–vi.4］, 村上・及川［2016: pp. xxvii.11–xxix.3］）。

7 ）DNṬ.（Vol. I, pp. xlvi.22–xlviii.9）.
8 ）Pieris［1978: pp. 76.4–77.22］.
9 ）DNṬ. 28（Vol. III, p. 85.22）.
10）DNṬ.（Vol. I, pp. xliv.29–xlv.2）.
11）ただし「ānandācariyo avoca」という表現自体は、十三世紀ごろの註釈家スマンガラ

（Sumaṅgala）によって著された AbhAVnṬ.（VRI: Vol. II, p. 137）においても確認され
る。

12）YamAṬ.（VRI: p. 216.13）.
13）DhsAṬ. （VRI: p. 120.6）.
14）VinṬ(Vjb).（VRI: p. 52.1）.
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そして、ヴァジラブッディとダンマパーラが同一年代に属し、ヴァジラブッデ
ィの年代は十世紀後半と指摘されているが、この推論も本研究の結論と親和す
る。
　このように、ダンマパーラを十世紀後半とする根拠は複数存在する。ダンマ
パーラの年代をこれをよりも早め、五世紀から七世紀ごろに設定する先行研究
は多く見られるが、それを指示する文献学的根拠は羸弱であると言わざるを得
ない。

結論

　以上、本稿は上座部註釈家として知られるアーナンダとダンマパーラの年代
論について考察した。次の点が結論付けられる。

①〈阿毘達磨復註〉を著したアーナンダは、『法集論復註』跋文と『小史』
の記述に基づけば、十世紀後半の人物である。

②『導論註』、〈阿毘達磨複々註〉、〈小部註〉、『清浄道論註』、〈ニカーヤ複
註〉の五つを著したダンマパーラは、『清浄道論註』跋文と『小史』の
記述に基づけば、十世紀後半の人物である。

③したがってアーナンダもダンマパーラもほぼ同じ年代の人物であると推
測される。この結論は、この両者が近しい師弟関係にあったとする先行
研究の指摘や、註釈家ヴァジラブッディの年代論に関する先行研究の指
摘と親和する。

 

Abbreviations

原典は注記の無い限り PTS 版に基づき、必要に応じて VRI 版を用いている。また、
略号の仔細については拙著『阿毘達磨仏教における業論の研究』（大蔵出版 , 2017）
を参照。
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ンダとダンマパーラを共に十世紀後半と位置付ける本稿の結論は、この推論と
高く親和する。

　　　　（三）ヴァジラブッディとの前後関係
　また、律復註の一つ『ヴァジラブッディティーカー』を著したヴァジラブッ
ディの年代論に関する諸研究の成果も、本研究の結論と高い親和性を示す。
Hinüber［1996: §366］は、具体的な年代は示さないものの、諸註釈家の引用
関係が確認されないことなどからヴァジラブッディとダンマパーラが同年代の
人物である可能性に言及している。また『ヴァジラブッディティーカー』を詳
細に検討した Kieffer-Pülz［2013a］［2013b］は、本書の成立を十世紀後半と
推測している。これら両研究の見解は、ダンマパーラを十世紀後半と位置付け
ることに親和性がある。
　なお、ダンマパーラ著『双論復々註』には、「ここでの「また彼らは」とは、
ヴァジラブッディ長老について述べている」という一文がある 12）。また、ダ
ンマパーラ著『法集論復々註』には「cammasmiṃ dīpinaṃ hanti」という一節
が引用され 13）、本文中に引用元は明示されないものの、VRI 版の割註では引
用元が『ヴァジラブッディティーカー』からであると指示されている。指示さ
れている『ヴァジラブッディティーカー』には「cammani dīpinaṃ hanti」とあ
り、完全には一致しないものの、確かに酷似した一文を確認することができ
る 14）。ただし、これらの記述はヴァジラブッディがダンマパーラより先立つ
ことを示唆するが、いずれも明瞭ではない。したがって、参考資料として留め
るべきであり、相対年代を確定する根拠にはならないであろう。

第四項 まとめ
　以上、ダンマパーラの年代論について考察した。①『導論註』、②〈阿毘達
磨複々註〉、③〈小部註〉、④『清浄道論註』、⑤〈ニカーヤ複註〉の五つは、
一人のダンマパーラによってこの順序で編纂されたと考えられる。そして、④

『清浄道論註』跋文から、ダンマパーラの年代が十世紀後半であることが解る。
また、『小史』の記述によれば、②〈阿毘達磨復々註〉の註釈元であるアーナ
ンダ著〈阿毘達磨復註〉も十世紀後半の成立であると考えられ、この結論はダ
ンマパーラとアーナンダが近しい関係にあるという先行研究の推論と親和する。
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く離れている。しかし前項において検討した『清浄道論註』跋文の記述は、ダ
ンマパーラの絶対年代を十世紀後半と算定する実証的な根拠である。むしろ、
ダンマパーラの年代を十世紀以前に早める実証的な根拠は殆ど存在しない。
　たとえば L. de Silva はダンマパーラの年代を七世紀前半と推定するが、その
根拠はダンマパーラ復註にバルトリハリ著作が引用され、そのバルトリハリの
年代が七世紀前半と推定される点である 5）。しかし、七世紀前半に著されたバ
ルトリハリ著作が引用されていることは、「七世紀前半より後に成立した」と
いう根拠にはなるが、必ずしも「七世紀前半に成立した」ことの根拠になると
は限らない点は明白である 6）。また A. Pieris はダンマパーラの年代を六世紀後
半もしくは七世紀前半と推定するが、この根拠が明確に示されているわけでは
ない。
　なおこの両研究はダンマパーラ一人説に基づいているため、『清浄道論註』
跋文も当然考察しているのだが、これを斥けている。しかしその理由は、「シ
ッダガーマ」とよく似た地名が複数ある点や 7）、この問題となる跋文の偈が前
後の文脈に合わない点などやや主観的な推論に基づいており 8）、必ずしも説得
的であるとは言い難い。既に検討したように『清浄道論註』跋文の記述は、ダ
ンマパーラの生存年代が十世紀後半であったことを明確に示しており、これを
覆すことは困難である。続いてこの十世紀後半という絶対年代を軸に、相対年
代について考察する。

　　　　（二）アーナンダ、ヴァジラブッディとの前後関係
　『清浄道論註』跋文を頼りに、ダンマパーラの生存年代を十世紀後半と構想
することは、本稿第一節において考察したアーナンダの年代論と親和性が高い。
　阿毘達磨復註を著したアーナンダは、第一節において検討したように『小
史』の記述からその年代は十世紀後半ごろ、すなわちダンマパーラとほぼ同年
代の人物であると予想される。ところで、L. de Silva は、『長部復註』におい
て「規範師アーナンダが言った」（ānandācariyo avoca）とアオリストを用い
た表現が確認されることから 9）、ニカーヤ復註の著者ダンマパーラと、阿毘達
磨復註の著者アーナンダは近しい関係にあると推論している 10）。Hinüber

［1996: §366］と林隆嗣［2011: p. 228 註 5］も、このアオリスト表現に注目し、
ダンマパーラの生存年代を推定する根拠の一つとし認識している 11）。アーナ
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と考えられる 2）。続いて問題となるのはダンマパーラの年代論であるが、先行
研究によって早いもので五世紀、遅いもので十世紀と数百年もの開きがあり、
全く定説を欠いていると言える 3）。

第二項 『清浄道論註』跋文
　ダンマパーラの年代論を考察する上で、最も重要な手掛かりは、彼自身が著
した『清浄道論註』跋文に残されている。

VisṬ.（VRI: Vol. II, p. 502.9–10）：シッダガーマ僧房に住む、行い清く智
慧あるダータナーガ長老に〔私は執筆を〕要請された。

　 こ こ で は シ ッ ダ ガ ー マ（Siddha-/ Sitthagāma） 僧 房 と、 ダ ー タ ナ ー ガ
（Dāṭhanāga）長老という二つの固有名詞が記されており、この二要素は『小
史』第 54 章において現れることが先行研究によって指摘されている 4）。

Cv. 54, 6（p. 150.11–12）：自身の住まいとしてシッタガーマ僧房を造成し
て、世間を息子のように愛護して、三年後に天に趣いた。
Cv. 54, 36（p. 153.9–10）：閑林住者であり、ランカー〔島〕の荘厳である
ダータナーガという名の長老によって、阿毘達磨を講ぜさせた。

　これら『小史』の偈はセーナ四世（在位 954–956）とマヒンダ四世（在位
956–972）の統治下の事績を記したものである。ダンマパーラに先行するアー
ナンダがマヒンダ四世時代の人物であったことを踏まえるならば、ダンマパー
ラが『清浄道論註』を著したのも同じくマヒンダ四世統治下の十世紀後半であ
ったと考えらえる。また、すでに拙稿（清水俊史［2015ℓ］）において述べたよ
うに、①『導論註』、②〈阿毘達磨複々註〉、③〈小部註〉、④『清浄道論註』、
⑤〈ニカーヤ複註〉の五つは、一人のダンマパーラによってこの順序で編纂さ
れたと考えられるから、以上の記述を総合するならば、ダンマパーラは十世紀
後半の人物であると推測される。
	

第三項 相対年代論
　　　　（一）先行研究の問題点
　前項においては、ダンマパーラが十世紀後半の人物であるという仮説を提示
した。この「十世紀後半」という仮説は、これまで提起されたダンマパーラ年
代論のうち最も遅い時期に属し、仮説のうち最も早い「五世紀」から五百年近
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た本書は、明智あるアーナンダという名の者によって作られた。
すなわち、ダンマミッタ（Dhammamitta）という比丘に請われて、アーナ

ンダは阿毘達磨復註を著したという。このダンマミッタという名の比丘は、
『小史』において登場する。

Cv. 54, 35（p. 153.7–8）:〔王は〕シッタガーマ〔僧房〕に住むダンマミッ
タ長老に、供養して、阿毘達磨の註釈を作らせた。

　この偈はマヒンダ四世の統治下の事績を記したものであるから、およそ
956–972 年の出来事であると推察される。また、その『小史』においてダンマ
ミッタが阿毘達磨の註釈と深いかかわりを持っていたと記されている事実も、
ここで記されているダンマミッタがアーナンダと関わりがあったことを裏付け
ているように読める。
　また、Bollée［1969: p. 832.3–17］の指摘によれば、『ヴァジラブッディティ
ー カ ー』 に は、「カ ラ サ プ ラ 在 住 の 規 範 師 ア ー ナ ン ダ」（ānandācariyo 
kalasapuravāsī）という語が確認され、これが阿毘達磨復註を著したアーナン
ダである可能性に言及している。ただし、『ヴァジラブッディティーカー』に
は、アーナンダ著作からの引用が見られるわけではないので、単に名前が一致
している可能性にも配慮する必要がある 1）。しかしながら、律蔵註釈文献を体
系的に検討した Kieffer-Pülz［2013a］［2013b］は、この『ヴァジラブッディ
ティーカ―』の成立を十世紀後半と指摘しており、アーナンダとヴァジラブッ
ディが共に十世後半の人物であるという仮説には説得力があると言えるだろう。
以上の記述を勘案するならば、アーナンダの登場年代は、およそ 956–972 年
ごろと推察される。

第二節 ダンマパーラの年代論

第一項 先行研究の概観
　続いてダンマパーラの年代論について考察する。ダンマパーラの著作とされ
る註釈文献は膨大に残されており、大きく分けると、①『導論註』、②〈阿毘
達磨複々註〉、③〈小部註〉、④『清浄道論註』、⑤〈ニカーヤ複註〉の五つに
なる。ただしこれら膨大な著作が、はたして一人のダンマパーラに帰せられる
か否かは古くから議論がありダンマパーラ二人説が唱えられる場合もあるが、
信憑性があるとは言い難く、これら諸作を著したダンマパーラは一人であった
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問題の所在

　本稿は上座部の註釈家として知られるアーナンダ（Ānanda）とダンマパー
ラ（Dhammapāla）の年代論を考察する。この両者のうち、アーナンダは阿毘
達磨註に対する復註の著者として知られる。もう一人のダンマパーラは、ブッ
ダゴーサに継ぐ上座部の大註釈家であり、このアーナンダによる阿毘達磨復註
に対する復々註に加え、小部七書や『清浄道論』への註釈などの著者としても
知られる。すなわち、これらの註釈・被註釈の関係から、「ブッダゴーサ → ア
ーナンダ → ダンマパーラ」という相対的な年代論が確認される。しかしその
絶対年代については、未だ定説が無い状態にある。これを受けて本稿では、こ
の両註釈家の年代論について考察する。

第一節 アーナンダの年代論

　上座部註釈家アーナンダは、阿毘達磨七書に対するブッダゴーサ註への復註
を著した人物として知られる。Hinüber［1996: §356, §366］は、アーナンダ
がダンマパーラの教師であった可能性を指摘しているが、具体的な年代につい
て言及していない。一方、アーナンダの登場年代について、Malalasekera

［1937–1938 i: pp. 270.34–271.5］は八世紀から九世紀と、Cousins［1972: p. 

163］は六世紀と、Warder［2000: pp. 449.34–450.7］は八世紀と、浪花宣明
［2008: p. ii.7–9］はブッダゴーサ（五世紀）と同時期と、Kieffer-Pülz［2013a i: 

p. 10.22–24, p. 79.8–17］は六世紀ごろと理解している。
　ところで、このアーナンダの絶対年代を考察する上で、最も重要な手がかり
となるのは、『法集論復註』の跋文に記された次の編纂因縁である。

DhsMṬ.（VRI: p. 195.15–16）：ダンマミッタという名の者に恭しく請われ

上座部註釈家アーナンダとダンマパーラの年代論

清　水　俊　史
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